


ドコモ　W-CDMA 方式
このたびは、「FOMA D902iS」をお買い上げいただきまして、まことにあり
がとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど
機器に添付の個別取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。
取扱説明書に不明な点がございましたら、取扱説明書裏面の「総合お問い合
わせ先」までお問い合わせください。
FOMA D902iSは、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いのう
え、末長くご愛用ください。

FOMA端末のご使用にあたって
● FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かない所、
屋外でも電波の弱い所およびFOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層
ビル・マンションなどの高層階で見晴らしのよい場所であってもご使用になれない場合があ
ります。なお、電波が強くアンテナマークが3本たっている場合で、移動せずに使用してい
る場合でも通話が切れる場合がありますので、ご了承ください。

●公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご迷惑にならないようご使
用ください。

● FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとは
いえません。しかし、W-CDMA方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポート
しますので、第三者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれません。

● FOMA端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状
態の悪い所へ移動するなど送信されてきたデジタル信号を正確に復元することができない場
合には実際の音声と異なって聞こえる場合があります。

●お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくだ
さるようお願いします。万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社
としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

●お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客
様によるSSLのご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性
などに関し何ら保証を行うものではなく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任を
負いませんので、あらかじめご了承ください。
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社、日本ジオトラ

スト株式会社、RSAセキュリティ株式会社、セコムトラストネット株式会社
●このFOMA端末は、FOMAプラスエリアに対応しております。
●このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワーク以外ではご使用になれません。
The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo.

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ
本FOMA端末が「はじめてのFOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みくだ
さい。FOMA端末をお使いいただくための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただくこ
とができます。
１．電池パックをセットし、充電しましょう（☛P41、P42）
２．電源を入れ初期設定を行い、自分の電話番号を確認しましょう（☛P46、P48）
３．本体のキーなどの役割を確認しましょう（☛P26）
４．画面に表示されるアイコンなどの意味を確認しましょう（☛P29）
５．メニューの操作方法を確認しましょう（☛P32）
６．電話のかけかた／受けかたを確認しましょう（☛P50、P62）

本書について、最新の情報は、ドコモのホームページよりダウンロードできます。
●「取扱説明書（PDFファイル）」ダウンロード
（http://www.nttdocomo.co.jp/support/manual/download/index.html）

※URLおよび掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた

さまざまな検索方法で、知りたい機能や操作方法を探せます。

「索引」から探す

機能名やサービス名から探しま
す。

「かんたん検索」から
探す
よく使う機能や知っていると便
利な機能をわかりやす
い言葉で探します。

「表紙インデックス」
から探す
表紙のインデックスを使って、
本書をめくりながら探
します。

「目次」から探す
目的別に章に分類された目次から探します。

「特徴」から探す
D902iSの特徴的な機能や新機能から探します。

「メニュー一覧」から探す
D902iSのメニューから探します。

「クイックマニュアル」を利用する
よく使う機能の操作方法を記載しています。本書
から切り離してお使いください。

P470 P4 表紙

次ページで詳しく説明しています

P476P416

P8P6

▲

●この「FOMA D902iS取扱説明書」の本文中においては、「FOMA D902iS」を「FOMA端末」と
表記させていただいております。あらかじめご了承ください。

●本書の中では miniSD メモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利用にあ
たっては、別途miniSDメモリーカードが必要となります。
miniSDメモリーカードについて☛P332

●本書では、「ICカード機能に対応したおサイフケータイ対応ｉアプリ」を「おサイフケータイ対応ｉア
プリ」と記載しております。

●ディスプレイに表示される画面デザインなどは、FOMA端末にあらかじめ用意されている組み合わせの
中から、FOMA端末のカラーに合わせて初期設定されています（トータルコーディネイト設定）。☛P158
本書では、主にトータルコーディネイトの設定が「プラチナ」の場合で説明しています。

●本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
●本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた

「マイピクチャ」の記載ページを探すときを例に説明します。

「索引」から探すとき

あらかじめ機能名やサービス名がわかっているときは索引から探します。

「かんたん検索」から探すとき

かんたん検索では、よく使う機能や知っていると便利な機能を簡単に探せます。

「表紙インデックス」から探すとき

表紙→章扉（章の最初のページ）→機能の記載ページという順で探します。

イッチ付イヤホンマイク）
カスモード..................... 37
信......................................68
信お知らせ.................. 155
マーク .......................... 209
／コピー ...................... 210
....................................... 210
ト................................... 211

マイドキュメント..................356
削除.......................................347
ソート...................................348
フォルダ利用.......................344
マイピクチャ...........................314
アルバム利用 344

マ

▲

カメラを
使いこな
したい

• 撮影するサイズを変えたい .............................188 画像サイズ
• シャッター音を変えたい...............................188 シャッター音
• コンパクトライトを使って撮影したい ......182 コンパクトライト
• miniSDメモリーカードに保存したい............188 保存先
• 撮影した画像を表示したい..............................314 マイピクチャ

フルブラウザ

データ表示/編集/
管理/音楽再生

その他の便利な機能

ネットワークサービス

データ通信

文字入力

データ表示／編集／管理／音楽再生
画像を使いこなす
画像を表示する.......................................................................................マイピクチャ 314
静止画を編集する............................................................................................................316
画像の動作条件を設定する ............................................. 動作設定（マイピクチャ）320
静止画をお預かりセンターに保存する.............................電話帳お預かりサービス 320

動画／ｉモーションを使いこなす
動画／ｉモーションを再生する ...........................................................ｉモーション 321
動画／ｉモーションを編集する ....................................................................................323
動画／ｉモーションの動作条件を設定する..................動作設定（ｉモーション）326
動画／ｉモーションをminiSDメモリーカードに移動する

コンテンツ移行対応 327

▲
▲

●本書に掲載されている画面およびイラストはイメージです。実際の製品とは異なる場合があります。
●本書では、キーの表記を省略しています。

●本書では、操作手順を以下のように表記しています。

実際のキー 本書での表記
0

表　記 意　味
m0zoz端末暗証番号を入力 待受画面でm0を押したあと、oを押す。続けて、端末

暗証番号を入力し、oを押す。
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●特に断りがないかぎり、待受画面からの操作手順を記載しています。
●操作手順は、主にノーマルメニューのショートカット操作で説明しています。操作方法が複数ある場合は、
最も簡単な操作方法を記載しています。

●本書では、 （スピードセレクター）で項目にカーソルを合わせる操作を、「選ぶ」と表記しています。ま
た、 （スピードセレクター）で項目にカーソルを合わせ、 （決定キー）を押して項目を選ぶ操作を、
「選択」と表記しています。
入力欄に文字を入力する操作においては、最後に を押す操作を省略しています。

録音画面の見かた

a保存先
保存先を示します。 P190
：FOMA端末
：miniSDメモリーカード

b種別
音声を録音することを示します。

cインジケータ
＜録音待機中の場合＞
保存先の保存領域の使用率を示します。
･miniSD メモリーカードの保存領域の使用率
は、音声が保存されていなくても0にならない
ことがあります。
＜録音中／一時停止中の場合＞
サイズ制限で設定しているファイルサイズ（「制
限なし」の場合は保存可能サイズ）に対する録
音したサイズの割合を示します。

dカウンタ
＜録音待機中の場合＞
現在の設定でFOMA端末またはminiSDメモリー
カードに保存できる音声の最大時間（目安）を示
します。
＜録音中／一時停止中の場合＞
経過時間／残り時間（録音停止するまでの時間）

d

e f

ab c

デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。 P332

Menu 51

画像を表示する
マイピクチャ

FOMA端末のデータBOXのマイピクチャに保存
されている画像を表示します。

1 u1zフォルダを選択

2 画像を選ぶ

各フォルダには次のような画像が保存されてい
ます。
カメラ：
カメラやキャラ電で撮影した静止画、動画／
ｉモーションやPDFデータから切り出した
静止画
ｉモード：
サイトやｉモードメール、ｉアプリから取
り込んだ画像
デコメールピクチャ：
お買い上げ時に内蔵されているデコメール
用画像、サイトやバーコードリーダーから取
り込んだ画像
アイテム：
お買い上げ時に内蔵されているフレーム画
像、サイトからダウンロードしたフレーム画
像／スタンプ画像
プリインストール：
お買い上げ時に内蔵されている画像
データ交換：
バーコードリーダーで取り込んだ画像、
miniSDメモリーカードから移動／コピーし
た画像、データ通信で受信した画像
アルバム：
他のフォルダから移動した画像
･お買い上げ時は表示されません。作成する
には P344
･アルバム名は作成時に任意に付けられま
す。

･miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：tz1～2
･ miniSDメモリーカードの操作方法 P339

c da b

カーソル位置のデータの表
示名とマーク

タイトル表示のとき
cda b

画像一覧

サムネイル表示のとき

データを並べ替える
ソート

一覧画面のデータの並び順を変更します。

マイピクチャのデータを並べ替えるとき

1 u1zフォルダを選択

2 m7

3 各項目を選択して設定zpを押す

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、キャラ電
一覧、PDFデータ一覧ではmを押し、「ソート」を
選択します。

●表示名に全角・半角の文字が混在していると、並び
順が50音順と一致しないことがあります。

お買い上げ時 対象：保存日時　順序：降順

対象：並べ替えの方法を設定します。
順序：データの並び順を設定します。

例

314

タイトル、機能名
機能名は索引に記載され
ています。

機能の概要や操作すると
きに気をつけること

お買い上げ時の設定
操作手順

操作に関する補足説明

ショートカット操作
☛P34

コラム
知っておくと便利な情
報など

▲
▲

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

おしらせ
本書では以下のように分
類して表記しています。
●：その他の操作方法
●：注意事項
●：機能に関する詳細

説明

ページはサンプルで
す。本文中のページ
とは異なります。
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かんたん検索

かんたん検索では、よく使う機能や知っていると便利な機能を簡単に探せます。

通話に便利
な機能を知
りたい

• 電話番号を知らせたい／知られたくない ........48 発信者番号通知
• 携帯電話の画面を見ながら通話したい.........83 スピーカーホン機能
• 相手の声の音量を変えたい................................69 受話音量
• 通話を保留したい ................................................51 通話中保留
• 音声電話通話中にテレビ電話に切り替えたい ...53 テレビ電話切り替え

出られない
電話にこう
したい • 用件を録音／録画したい.....................................77 伝言メモ

• 留守番電話サービスを利用したい ................394 留守番電話
• 電話に出ないで保留したい.................................72 応答保留

メロディや
イルミネー
ションを変
えたい

• キーを押したときの音を消したい..............134 キー確認音
• 着信音を変えたい.............................................132 音の設定
• 着信音の音量を変えたい..................................69 電話着信音量
• マナーモードにしたい...................................139 マナーモード
• 着信を振動でも知りたい..................................137 バイブレータ設定
• 着信時の照明の色や点灯パターンを変えたい...154 イルミネーション設定
• 着信相手ごとに着信音などを変えたい.........114 電話帳別着信設定

画面表示を
変えたい／
知りたい

• 待受画面（壁紙）を変えたい.........................141 待受画面設定
• 待受画面にカレンダーを表示させたい.........145 カレンダー
• 時計を合わせたい ................................................46 日付時刻設定
• 文字の大きさを変えたい...............................156 文字サイズ設定
• 画面のマーク（アイコン）の意味を知りたい....29 ディスプレイの見かた

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

か
ん
た
ん
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索
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メールを
使いこな
したい • デコメールを送りたい....................................232 デコメール

• 画像を送りたい .................................................236 添付ファイル
• メールを自動で振り分けて保存したい.......256 メール振り分け設定

カメラを
使いこな
したい

• 撮影するサイズを変えたい .............................188 画像サイズ
• シャッター音を変えたい...............................188 シャッター音
• コンパクトライトを使って撮影したい ......182 コンパクトライト
• miniSDメモリーカードに保存したい............188 保存先
• 撮影した画像を表示したい..............................314 マイピクチャ

• 電話帳の内容を知られたくない...................128 シークレット属性
• 番号非通知の電話を受けたくない ................172 発番号なし動作設定
• 電話帳にない人からの電話を受けたくない ....174 メモリ登録外着信拒否
• キーをロックしたい.......................................170 プロテクトキーロック
• 紛失したときなど、離れたところから
FOMA端末をロックしたい.......................165 おまかせロック

• 万一のデータ消失に備え
電話帳などを保存しておきたい..................175 電話帳お預かりサービス※1

安心して
電話を使
いたい

※1：お申し込みが必要な有料サービスです。

• 簡単に機能（メニュー）を呼び出したい..........34 ショートカット操作
• 電卓として使いたい..........................................386 電卓
• QRコードやバーコードを取り込みたい......196 バーコードリーダー
• 赤外線で情報をやり取りしたい......................348 赤外線通信
• 目覚ましとして使いたい ................................370 目覚まし
• miniSDメモリーカードを使いたい........332 miniSDメモリーカード
• 最新のソフトウェアにしたい.....................457 ソフトウェア更新
• セキュリティを最新の状態にしたい............461 スキャン機能

こんなこ
ともでき
ます

か
ん
た
ん
検
索
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FOMA端末のご使用にあたって ........................................ 表紙裏
はじめてFOMA端末をお使いになる方へ......................... 表紙裏
本書の見かた／引きかた..............................................................1
かんたん検索.................................................................................4
FOMA D902iSの特徴 ...............................................................8
D902iSを使いこなす！..........................................................10
安全上のご注意（必ずお守りください）..................................12
取扱い上の注意について...........................................................18
知的財産権について...................................................................21
本体付属品および主なオプション品について........................24

ご使用前の確認 25
各部の名称と機能　ディスプレイの見かた　メニューの選択方法　
FOMAカードの使いかた　電池パックの取り付け／取り外し　充電　
電池残量　電源ON／OFF　日付時刻設定　発信者番号通知　自局番号　など

電話のかけかた／受けかた 49
かけかた　着もじ　リダイヤル　186／184　WORLD CALL　受けかた
エニーキーアンサー設定　着信中オープン応答　通話中クローズ設定　着信履歴　
受話音量　音量設定　応答保留　公共モード（ドライブモード／電源OFF）　
伝言メモ　など

テレビ電話のかけかた／受けかた 81
かけかた　受けかた　キャラ電の利用　送信映像設定　テレビ電話中画面表示設定　
テレビ電話動作設定　など

プッシュトーク 97
プッシュトークとは　発信　着信　プッシュトーク電話帳　など

電話帳 109
電話帳登録　グループ設定　電話帳検索　電話帳修正　電話帳削除
シークレット属性　クイックダイヤル　など

音／画面／照明設定 131
音の設定　バイブレータ設定　マナーモード　待受画面設定　発着信画面表示設定　
メニュー設定　イルミネーション設定　不在着信お知らせ　時計表示設定　
バイリンガル　トータルコーディネイト設定　など

あんしん設定 159
暗証番号について　端末暗証番号変更　PINコード　オールロック　おまかせロック
セルフモード　PIMロック　ダイヤル発信制限　プライバシーモード設定
プロテクトキーロック　シークレットモード　電話帳お預かりサービス　など

カメラ 177
静止画撮影　動画撮影　撮影時設定　バーコードリーダー　など

ｉモード／ｉモーション 199
ｉモードとは　サイト表示　ｉモードパスワード変更　インターネット接続　
ブックマーク　画面メモ　画像保存　ｉメロディ　PDFデータダウンロード
ｉモード設定　メッセージR/F　証明書操作　ｉモーションとは　
ｉモーションの取得　ｉモーション設定　など

目 次
目
次
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メール 225
ｉモードメール作成・送信　デコメール　添付ファイル　ｉモードメール保存
ｉモードメール受信　ｉモード問合せ　画像表示・保存　ｉモーションメール
メロディ再生・保存　トルカ表示・保存　メール設定　チャットメール作成・送信　
SMS（ショートメッセージ）作成・送信　など

ｉアプリ 271
ｉアプリとは　ダウンロード　ｉアプリ起動　ｉアプリTo　ｉアプリ待受画面　など

ｉチャネル 291
ｉチャネルとは　チャネル一覧　テロップ表示設定

おサイフケータイ／トルカ 295
おサイフケータイとは　おサイフケータイ対応ｉアプリ起動　トルカとは　
トルカ取得　トルカ表示　トルカ取得設定　ICカードロック

フルブラウザ 305
フルブラウザ　フルブラウザ設定

データ表示／編集／管理／音楽再生 313
画像表示／編集　動画／ｉモーション再生／編集　キャラ電　メロディ再生　
miniSDメモリーカード　データ管理　赤外線通信　サウンドレコーダー　
PDFデータ表示　音楽再生　など

その他の便利な機能 365
マルチアクセス　マルチタスク　スライド編集設定　自動電源ON／OFF設定　
お知らせタイマー　目覚まし　スケジュール帳　カスタムメニュー　自局番号　
音声メモ／動画メモ　通話時間／通話料金　通話料金自動リセット設定　
通話料金上限通知　電卓　メモ帳　電子辞典　スイッチ付イヤホンマイク　
クイック起動設定　各種設定リセット　データ一括削除　など

ネットワークサービス 393
留守番電話サービス　キャッチホン　転送でんわサービス　迷惑電話ストップサービス
番号通知お願いサービス　デュアルネットワークサービス　英語ガイダンス　
サービスダイヤル　通話中着信動作選択　遠隔操作　マルチナンバー　など

データ通信 401
データ通信について　準備の流れ　ATコマンドについて

文字入力 405
文字入力について　かな入力方式　定型文登録　文字コピー　区点コード入力　
単語登録　ダウンロード辞書　スロット入力方式　入力設定

付録／外部機器連携／困ったときには 415
メニュー一覧　お買い上げ時に登録されているデータ　ダイヤルキーの文字割り当て一覧
故障かな？と思ったら、まずチェック　エラーメッセージ一覧　
保証とアフターサービス　ソフトウェア更新　スキャン機能　主な仕様　など

索引／クイックマニュアル 469
索引　クイックマニュアル

目
次
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FOMA D902iSの特徴

FOMAは、第三世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格の1つとして認定された
W-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

D902iSの主な特徴

プッシュトーク ☛P98

プッシュトーク電話帳から相手を選んでプッシュトー
クボタン（g）を押すだけのかんたん操作で複数の人
（自分を含めて最大5人まで）と通信できます。

ｉチャネル ☛P292

ニュースや天気などをグラフィカルな情報として受信
できます。定期的に情報を受信し、最新の情報が、待
受画面にテロップとして流れたり、ｉ チャネル対応
キー（c）を押すことでチャネル一覧に表示できま
す。さらにチャネル一覧でお好きなチャネルを選択す
ることにより、リッチな詳細情報を取得できます。
･お申し込みが必要な有料サービスです。

着もじ ☛P54

電話をかけて相手を呼び出している間、相手の着信画
面にメッセージを表示できます。用件や緊急度をあら
かじめ相手に伝えられるので、着信側はメッセージを
見て相手の用件・気持ちを事前に知ることができます。

テレビ電話 ☛P82

離れている相手と顔を見ながら会話できます。
アウトカメラに切り替えて周囲の風景を相手に見せた
り、自分の画像の代わりにキャラクタを表示させる
キャラ電にも対応しています。

おサイフケータイ　ｉモード FeliCa対応 ☛P296

おサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロードするこ
とで、サイトから FOMA 端末内の IC カードに電子マ
ネーを入金したり、残高や利用履歴を確認したりでき
るようになります。その他にも飛行機のチケットやポ
イントカードとして利用できるなど、携帯電話が「おサ
イフケータイ」として実生活の中でますます便利な道具
になります。

トルカ ☛P298

トルカとはおサイフケータイで取得できる電子カード
で、チラシやレストランカード、クーポン券などとし
て便利にご利用いただけます。トルカは読み取り装置
やサイトなどから取得が可能で、メールや赤外線、
miniSDメモリーカードを使って簡単に交換できます。

デコメール ☛P232

メール本文の文字の色、大きさや背景色を変えたり、デ
コメールピクチャや内蔵カメラで撮影した写真を本文
中に挿入できるなど、表現力豊かなメールを作成し、送
信できます。

PDF対応ビューア ☛P213、P356

PDFの閲覧ができます。紙を持ち歩くように地図やカ
タログ、時刻表などの便利な情報をｉモード端末で手
軽に確認できます。

大容量ｉアプリ／ｉアプリDX ☛P272

ｉ アプリをサイトからダウンロードすることにより、
より豊かな表現でゲームを楽しんだり自動的に株価や
天気情報などを更新させたりできます。また、3D×3D
対応コンテンツでは、3Dグラフィックと3Dサウンド
の相乗効果によって、カーレースゲームなどのｉ アプ
リを臨場感いっぱいで体感することもできます。
さらにｉアプリDXでは、電話帳やメールなどｉモー
ド端末内の情報と連動することで、よりｉアプリの楽
しみかたが広がります。

各種あんしん設定
●プロテクトキーロック☛P170
●シークレットモード☛P171
●プライバシーモード☛P168
●ボイス認証：自分の声と端末暗証番号で IC カード
ロックを解除できます。☛P302

その他のあんしん設定については☛P159

おまかせロック ☛P165

FOMA端末を紛失した際にFOMA端末にロックがかけ
られ、お申し出により解除できます。
お問い合わせ先については取扱説明書裏面をご覧ください。

電話帳お預かりサービス
FOMA端末の電話帳、静止画、メールをお預かりセン
ターに保存し、FOMA端末の紛失時などにお預かりセ
ンターに保存したデータを新しいFOMA端末に復元で
きるサービスです。さらに、お預かりセンターに保存
したデータをパソコンを利用して編集・管理でき、編
集したデータを FOMA 端末に反映することも可能で
す。☛P175
電話帳お預かりサービスのご利用にあたっての注意事
項およびご利用方法の詳細等については『ｉ モード操
作ガイド』を、お問い合わせ先については取扱説明書
裏面をご覧ください。
･お申し込みが必要な有料サービスです。

豊富なネットワークサービス
●留守番電話サービス（有料）※1☛P394
●転送でんわサービス（無料）※1☛P396
●SMS（ショートメッセージ）（無料）☛P266
●キャッチホン（有料）※1☛P395
●デュアルネットワークサービス（有料）※1☛P397

※1：お申し込みが必要です。

ｉモードだから
スゴイ！

ｉモードは、ｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモードのサイト（番組）やｉモー
ド対応ホームページから便利な情報をご利用いただけるほか、手軽にメールのやりとりが
できるオンラインサービスです。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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多彩な機能

スピードセレクター ☛P28

上下左右の操作に加え、回転操作が可能になりました。
画面のスクロールや項目選択がすばやく行えます。ま
た、待受画面で回転操作を行ったときに、メニューや
電話帳などを表示できます。

イルミネーション ☛P154

電話がかかってきたときやスピードセレクターを回転
したときなどに、スピードセレクター中央の決定キー
が各種パターンで光ります。

ワンプッシュオープン
サイドのワンプッシュオープンボタンを押すと、片手
ですばやくスライドオープンできます。

スライド連動機能
●着信中に FOMA 端末を開くだけで電話に出られま
す。☛P65
また、通話中にFOMA端末を閉じるだけで通話を終
了したり保留できます。☛P66

●受信メールやスケジュール表示中に FOMA 端末を
開くだけで、返信画面やスケジュールの編集画面を
表示できます。☛P368

高精細、大画面ディスプレイ
240×400ドット、2.8インチの大型TFT液晶を搭
載。細かい画像や文字などを大画面で美しく表示しま
す。

美しい音質でメロディ再生
PCM音源64和音、声や効果音などの着信音（ADPCM
音源）にも対応しています。

自動時刻補正 ☛P46

ドコモネットワークからの時刻情報をもとに、FOMA
端末の時刻を補正します。設定した時間だけ進めたり、
遅らせたりすることもできます。

カメラ搭載
●アウトカメラとインカメラを搭載しており、大きな
ディスプレイで見ながら撮影できます。オートフォー
カス対応で最大 4M ピクセルの静止画を撮影できま
す。最大28倍ズームのほか、接写やフレーム付き撮
影、連続撮影など、さまざまな撮影方法を選択できま
す。☛P178
アウトカメラ：有効画素数200万画素（最大記録画

素数400万画素）
インカメラ　：有効画素数10万画素（最大記録画

素数10万画素）
●動きのなめらかな高画質な動画を撮影・再生できま
す。☛P186、P321

バーコードリーダー ☛P196

内蔵カメラでJANコード、QRコードを読み取れます。
読み取り結果を利用して電話帳登録やサイト接続、
メール送信などさまざまな操作ができます。

赤外線通信／赤外線リモコン ☛P348、P352

赤外線を利用して他のFOMA端末などとデータのやり
とりを行うことができます。また、テレビの赤外線リ
モコンに対応した機器を操作することもできます。

より使いやすくなったメール機能
●簡単なキー操作で、メールののぞき見を防止できま
す（オンリービュー設定）。☛P260

●圏外から圏内に移動したとき、圏内自動送信設定済
みの未送信メールを自動的に送信します。☛P240

●あらかじめ返信メールの本文を登録しておくと、簡
単に返信できます（クイック返信）。☛P259

●電話帳やカレンダーからメールの検索が簡単にでき
ます。☛P118、P377

●ATOK+APOT（AI 推測変換）搭載により、効率的
に文字を変換できます。

マルチアクセス／マルチタスク ☛P366、P367

音声通話とパケット通信を同時に利用できるマルチア
クセスに対応しています。また、複数の機能を同時に
実行し、切り替えながら利用できるマルチタスクに対
応しています。

シンプルメニュー ☛P32

通常のメインメニューとは別に、「でんわ」や「メー
ル」、「カメラ」、「ｉ モード」などのよく使う機能を見
やすく大きい文字で表示したメニューがあります。

アニメーションメニュー ☛P32

Flash画像によるアニメーションメニュー（Flash®

メニュー）を搭載しています。

電子辞典 ☛P388

便利な国語、英和、和英辞典を搭載しています。

フルブラウザ ☛P306

パソコン向けのインターネットホームページを表示で
きます。

miniSDメモリーカード対応
●FOMA端末内の画像、メロディ、電話帳、メールな
どをminiSDメモリーカードにバックアップできま
す。☛P332

●FOMA端末とパソコンを、FOMA USB接続ケーブル
（別売）で接続すれば、FOMA端末に挿入したminiSD
メモリーカードをパソコンの外部メモリとして利用
できます。☛P343

音楽再生 ☛P360

ミュージックプレイヤー搭載により、miniSDメモリー
カード内の音楽データ（映像のないｉモーション）の再
生がより使いやすくなりました。シャッフル再生、イン
トロ再生などもできます。また、付属のソフトBeatJam
2006 for D902iSを利用して、より簡単に音楽データ
をminiSDメモリーカードに取り込めます。

簡単に動画を取り込み ☛P445

付属のソフトMotion Smoothy 2を利用すると、パソ
コンに保存されている動画をFOMA端末で再生可能な
形式に簡単に変換できます。
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D902iSを使いこなす！
D902iSの多彩なビジュアルコミュニケーションを紹介します。

テレビ電話
離れた相手と顔を見ながら通話できます。また、アウトカメラに切り替えて周囲の風景などの映像を相
手の画面に表示したり、キャラ電を使用して自分の画像の代わりにキャラクタを相手の画面に表示でき
ます。

プッシュトーク

トルカ

トルカは読み取り装置やサイトなどから取得が可能で、メールや赤外線、miniSDメモリーカードを使っ
て簡単に交換できます。
取得したトルカは「LifeKit」メニューの「トルカ」内に保存されます。☛P298

お互いの顔を見ながら通話できます。☛P82、P85 周囲の映像を相手の
画面に表示できます。
☛P91

自分の画面 相手の画面 相手の画面 相手の画面

キャラクタを相手の
画面に表示できます。
☛P87

プッシュトークボタン（g）を1秒以上押
してプッシュトーク電話帳を呼び出し、相
手を選んでgを押すだけのかんたん操作で
複数の人（自分を含めて最大5人まで）と
通信できます。☛P98

おサイフケータイを読
み取り装置にかざして
トルカを取得。

トルカ一覧から取得したトルカを選択。「詳細」ボタンでより詳しい情報を見る
ことができます。

D
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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着もじ

ｉチャネル

自分で操作することなく、いろいろな情報を定期的に受信することができます。
また、ｉチャネル対応キー（c）を押すことでチャネル一覧を表示することができ、さらにリッチ
な詳細情報を取得することができます。☛P292

Gガイド番組表リモコン搭載

番組情報を見ながらテレビ、ビデオ、DVDプレイヤーのリモコン操作ができるｉアプリ「Gガイド番
組表リモコン」を搭載しています。ジャンルやタレントなどのキーワードで番組を検索したり、イン
ターネットを通じて番組をDVDレコーダーに録画予約することもできます。☛P281

相手の画面

メッセージ

電話をかけるときにメッセージを設定し、相手の着信画面にメッセージを表示
させます。着信側はメッセージを見て相手の用件・気持ちを事前に知ることが
できます。☛P54

接続

契約後未契約

番組情報

ｉアプリサーバ

番組表※1 キーワード検索

テレビ、ビデオ、
ＤＶＤプレイヤー

※1：画面はイメージです。
実際の画面とは異なり
ます。お住まいの地域
に応じたチャンネルが
表示されます。
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安全上のご注意（必ずお守りください）
● ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。また、
お読みになった後は、大切に保管してください。

● ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐ
ための内容を記載していますので、必ずお守りください。

● 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程
度を説明しています。

● 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

●「安全上のご注意」は下記の6項目に分けて説明しています。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、
FOMAカードの取扱いについて（共通）........................................................................................ P13

FOMA端末の取扱いについて.............................................................................................................. P14
電池パックの取扱いについて .............................................................................................................. P15
オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取扱いについて ..... P16
FOMAカードの取扱いについて.......................................................................................................... P17
医用電気機器近くでの取扱いについて............................................................................................... P18

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が
切迫して生じることが想定される」内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定され
る場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性
が想定される」内容です。警告

注意

危険

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示
す記号です。

濡れた手で扱ってはいけない
ことを示す記号です。

水がかかる場所で使用したり、
水に濡らしたりしてはいけな
いことを示す記号です。

指示に基づく行為に対する強制（必ず実行していただくこと）を示し
ます。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。

禁止

分解禁止

ぬれ手禁止

指示

電源プラグを抜く

水ぬれ禁止

安
全
上
の
ご
注
意
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FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードの取扱いについて（共通）

FOMA端末に使用する電池パックおよびアダプタ（充電器含む）は、ドコモグループ
各社が指定したものを使用してください。
指定品以外のものを使用した場合は、FOMA端末や電池パック、その他機器を漏液、発熱、破裂、
発火、故障させる原因となります。

分解、改造をしないでください。また、ハンダ付けしないでください。
火災、けが、感電などの事故または故障の原因となります。
また、電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

火のそばや、ストーブのそば、直射日光の強いところや炎天下の車内などの高温の場
所で使用、放置しないでください。
機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発熱、破裂、発火、性能や寿命の低下の原因となります。
また、ケースの一部が熱くなり、やけどの原因となることがあります。

濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ると発熱、感電、火災、故障、けがなどの原因となります。使用
場所、取扱いにご注意ください。

ガソリンスタンドなど引火性ガス
が発生する場所に立ち入る場合は
必ず事前に携帯電話の電源をお切
りください。
また充電もしないでください。ガ
スに引火する恐れがあります。
ガソリンスタンド構内などでおサイフ
ケータイをご利用になる際は必ず事前
に電源を切った状態で使用してくださ
い（ICカードロックを設定されている場
合にはロックを解除した上で電源をお
切りください）。

充電端子や外部接続端子に導電性
異物（金属片、鉛筆の芯など）が
触れないようにしてください。ま
た、内部に入れないようにしてく
ださい。
ショートによる火災や故障の原因とな
ります。

使用中、充電中、保管時に、異臭、
発熱、変色、変形など、いままで
と異なるときは、直ちに次の作業
を行ってください。
1.電源プラグをコンセントやソ
ケットから抜く。

2. FOMA端末の電源を切る。
3.電池パックを FOMA 端末から
取り外す。

そのまま使用すると発熱、破裂、発火
または電池パックの漏液の原因となり
ます。

電子レンジなどの加熱調理機器や
高圧容器に、電池パック、FOMA端
末やアダプタ（充電器含む）、FOMA
カードを入れないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火さ
せたり、FOMA端末、アダプタ（充電器
含む）の発熱、発煙、発火や回路部品を
破壊させる原因となります。

強い衝撃を与えたり、投げ付けた
りしないでください。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火
や機器の故障、火災の原因となります。

危険

指示

･その他互換性のある商品についてはドコモショップなど窓口までお問い合わせください。

電池パック　D06 卓上ホルダ　D09 リアカバー　D11
FOMA ACアダプタ　01 FOMA DCアダプタ　01 FOMA乾電池アダプタ　01
車内ホルダ　01

分解禁止

禁止

水ぬれ禁止

警告

指示 禁止

指示

禁止

禁止

安
全
上
の
ご
注
意

つづく
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FOMA端末の取扱いについて

子供が使用する場合は、保護者が取
扱いの内容を教えてください。また、
使用中においても、指示どおりに使
用しているかをご注意ください。
けがなどの原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた場所な
ど、不安定な場所には置かないで
ください。
落下して、けがや故障の原因となりま
す。

乳幼児の手の届かない場所に保管
してください。
誤って飲み込んだり、けがなどの原因
となります。

湿気やほこりの多い場所や高温に
なる場所には、保管しないでくだ
さい。
故障の原因となります。

充電、または動画撮影や再生、テレビ電話、ｉモード、ｉアプリの繰り返しや長時間
連続使用などの場合においてFOMA端末や電池パック・アダプタ（充電器含む）の温
度が高くなることがあります。
温度の高い部分に直接長時間触れるとお客様の体質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、かぶれ
などが生じるおそれがあります。 
FOMA端末をアダプタ（充電器含む）に接続した状態で長時間連続使用される場合には特にご注
意ください。

航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、FOMA端末の電源を切ってください。
電子機器や医用電気機器に影響を与える場合があります。また、自動的に電源が入る機能を設定
している場合は、設定を解除してから電源を切ってください。
医療機関内における使用については各医療機関の指示に従ってください。
また、航空機内での使用など禁止行為をした場合、法令により罰せられることがあります。

高精度な制御や微弱な信号を取り
扱う電子機器の近くでは、FOMA
端末の電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を与
える場合があります。
･ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカお
よび植込み型除細動器、その他医用電
気機器、火災報知器、自動ドア、その
他の自動制御機器など。
植込み型心臓ペースメーカおよび植
込み型除細動器、その他の医用電気機
器をご使用になる方は、当該の各医用
電気機器メーカもしくは販売業者に
電波による影響についてご確認くだ
さい。

医用電気機器などを装着している
場合は、胸ポケットや内ポケット
への装着はおやめください。
FOMA 端末を医用電気機器などの近く
で携行および使用すると、医用電気機
器などの故障の原因となる恐れがあり
ます。

心臓の弱い方は、着信バイブレー
タ（振動）や着信音量の設定に注
意してください。
心臓に影響を与える可能性があります。

自動車などを運転中に使用しない
でください。
2004年11月1日から、運転中の携帯
電話の使用は罰則の対象となっており
ます。ハンズフリーキットをご利用の
場合でも車を安全な場所に停車してか
らご利用ください。運転中は、公共モー
ドまたは留守番電話サービスをご利用
ください。

赤外線ポートを目に向けて送信し
ないでください。
目に影響を与える可能性があります。
また、他の赤外線装置に向けて送信す
ると誤動作するなどの影響を与えるこ
とがあります。

注意

指示 禁止

指示 禁止

指示

警告

指示

指示 禁止

指示

禁止

禁止

安
全
上
の
ご
注
意



15

か
ん
た
ん
検
索
／

目
次
／
注
意
事
項

電池パックの取扱いについて

ハンズフリーに設定して通話する
ときは（スピーカーホン機能）、必
ずFOMA端末を耳から離して使用
してください。
難聴になる可能性があります。

コンパクトライトの発光部を人の
目に近づけて点灯発光させないで
ください。
視力障害の原因となります。また、目
がくらんだり驚いたりしてけがなどの
事故の原因となります。

エアバッグの近くのダッシュボー
ドなど、エアバッグの展開による
影響が予想される場所にFOMA端
末を置かないでください。
エアバッグが展開した場合、FOMA 端
末が本人や他の人などに当たり、けが
などの事故や故障および破損の原因と
なります。

屋外で使用中に、雷が鳴り出した
ら、すぐに電源を切って安全な場
所に移動してください。
落雷、感電の原因となります。

お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じることがあります。
異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師の診療を受けてください。
下記の箇所に金属を使用しています。

ストラップなどを持ってFOMA端
末を振り回さないでください。
本人や他の人などに当たり、けがなど
の事故や故障および破損の原因となり
ます。

miniSDメモリーカードスロット、
FOMA 端末内の FOMA カード挿
入口に、水などの液体や金属片、燃
えやすいものなどの異物を入れな
いでください。
火災、感電、故障などの原因となります。自動車内で使用した場合、車種に

よっては、まれに車載電子機器に
影響を与えることがあります。
安全走行を損なうおそれがありますの
で、その場合は使用しないでください。

磁気カードなどをFOMA端末に近
づけないでください。
キャッシュカード、クレジットカード、
テレホンカード、フロッピーディスク
などの磁気データが消えてしまうこと
があります。

■電池パックのラベルに記載されている表示に
より、電池の種類をご確認ください。

表　示 電池の種類
Li-ion リチウムイオン電池

電池パック内部の液が目の中に
入ったときは、こすらず、すぐに
きれいな水で洗った後、直ちに医
師の診療を受けてください。
失明の原因となります。

火の中に投下しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

指示 禁止

禁止
指示

注意

指示

※1：塗装されていますが、はがれると肌に触れる可能性があります。

使用箇所 材　質
ワンプッシュオープンボタン、b、C クロムメッキ
スピードセレクター（中央の決定キーを除く） アルミニウム※1

禁止 禁止

指示

禁止

危険

指示 禁止

つづく

安
全
上
の
ご
注
意
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オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取扱いについて

端子に針金などの金属類を接触さ
せないでください。また、金属製
ネックレスなどと一緒に持ち運ん
だり、保管しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

電池パックをFOMA端末に取り付
けるときに、うまく取り付けでき
ない場合は、無理に取り付けない
でください。また、電池パックの
向きを確かめてから取り付けてく
ださい。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、

踏みつけたりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

電池パック内部の液が皮膚や衣服
に付着した場合は、直ちに使用を
やめてきれいな水で洗い流してく
ださい。
皮膚に傷害をおこす原因となります。

所定の充電時間を超えても充電が
完了しない場合は、充電をやめて
ください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火
させる原因となります。

電池パックが漏液したり、異臭がするときは、直ちに使用をやめて火気から遠ざけて
ください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となります。

一般のゴミと一緒に捨てないでください。
発火、環境破壊の原因となることがあります。不要となった電池パックは、端子にテープなどを
貼り、絶縁してからドコモショップなど窓口にお持ちいただくか、回収を行っている市町村の指
示に従ってください。

コンセントやシガーライタソケッ
トにつながれた状態で充電端子を
ショートさせないでください。ま
た、充電端子に手や指など、身体の
一部を触れさせないでください。
火災、故障、感電、傷害の原因となり
ます。

濡れた手でアダプタ（充電器含む）
のコード、コンセントに触れない
でください。
感電の原因となります。

長時間使用しない場合は、電源プ
ラグをコンセントから抜いてくだ
さい。
感電、火災、故障の原因となります。ACアダプタや卓上ホルダは、風呂

場などの湿気の多い場所では、使
用しないでください。
感電の原因となります。

禁止 禁止

禁止

警告

指示 指示

指示

注意

禁止

警告

禁止 ぬれ手禁止

電源プラグを
抜く

禁止

安
全
上
の
ご
注
意
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FOMAカードの取扱いについて

アダプタ（充電器含む）のコード
や電源コードが傷んだら使用しな
いでください。
感電、発熱、火災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに差し込
むときは、金属製ストラップなどの
金属類を触れさせないように注意
し、確実に差し込んでください。
感電、ショート、火災の原因となります。

万一、水などの液体が入った場合
は、直ちにコンセントやシガーラ
イタソケットから電源プラグを抜
いてください。
感電、発煙、火災の原因となります。

指定の電源、電圧で使用してくだ
さい。
誤った電圧で使用すると火災や故障の
原因となります。海外で使用する場合
は、FOMA海外兼用ACアダプタ01を
使用してください。
ACアダプタ：AC100V
FOMA海外兼用ACアダプタ

：AC100～240V
（家庭用交流コンセントのみに接続すること）
DCアダプタ：DC12V・24V

（マイナスアース車専用）

電源プラグについたほこりは、拭
き取ってください。
火災の原因となります。

充電中は、アダプタ（充電器含む）
および卓上ホルダを安定した場所
に置いてください。また、アダプ
タ（充電器含む）および卓上ホル
ダを布や布団で覆ったり、包んだ
りしないでください。
FOMA端末が外れたり、熱がこもり、火
災、故障の原因となります。

DC アダプタのヒューズが万一切
れた場合は、必ず指定のヒューズ
を使用してください。
誤ったヒューズを使用すると、火災、故
障の原因となります。指定ヒューズに
関しては、個別の取扱説明書でご確認
ください。

雷が鳴り出したら、FOMA 端末、
アダプタ（充電器含む）には触れ
ないでください。
落雷、感電の原因となります。

DCアダプタはマイナスアース車専
用です。プラスアース車には使用し
ないでください。
火災の原因となります。

お手入れの際は、コンセントやシ
ガーライタソケットから抜いて、
行ってください。
感電の原因となります。

アダプタ（充電器含む）をコンセン
トやシガーライタソケットから抜
く場合は、アダプタ（充電器含む）
のコードや電源コードを引っ張ら
ず、アダプタ本体部分を持って抜い
てください。
コードを引っ張るとコードが傷つき、
感電、火災の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコード
や電源コードの上に重いものをの
せたりしないでください。
感電、火災の原因となります。

FOMAカード（IC部分）を取り外す際はご注意ください。
手や指を傷つける可能性があります。

禁止 指示

電源プラグを
抜く 指示

指示

禁止

指示

禁止 禁止

注意

電源プラグを
抜く

指示

禁止

注意

指示

安
全
上
の
ご
注
意
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医用電気機器近くでの取扱いについて

本記載の内容は『医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末等の使用に関する指針』
（電波環境協議会）に準ずる。

取扱い上の注意について

共通のお願い

●水をかけないでください。
FOMA 端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、　FOMA カードは防水仕様にはなっておりません。風
呂場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることはおやめください。また身につけている場合、
汗による湿気により内部が腐食し故障の原因となります。調査の結果、これらの水濡れなどによる故障と判
明した場合、保証対象外となり修理できないことがありますので、あらかじめご了承願います。
なお、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有償修理となります。

●お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
･ FOMA端末のディスプレイは、カラー液晶画面を見やすくするため、特殊コーティングを施してある場合
があります。お手入れの際に、乾いた布などで強くこすると、ディスプレイに傷がつく場合があります。
お取扱いには十分ご注意いただき、お手入れは乾いた柔らかい布(めがね拭きなど)で拭いてください。ま
た、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着したまま放置すると、シミになったり、コーティングがはがれ
ることがあります。

･ アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があせたりすることがあります。
●端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電不十分の原因となります
ので、汚れたときは、端子を乾いた布、綿棒などで拭いてください。

●エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。
急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。

満員電車の中など混雑した場所では、付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器を装着している方がいる可能性がありますので、FOMA端末の電源を切る
ようにしてください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える場合があり
ます。

医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。
･手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室（CCU）にはFOMA端末を持ち込まないで
ください。
･病棟内では、FOMA端末の電源を切ってください。
･ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、FOMA端末の電源を切ってください。
･医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機関の指示
に従ってください。
･自動的に電源が入る機能が設定されている場合は、設定を解除してから、電源を切ってください。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装着部
からFOMA端末は22cm以上離して携行および使用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える場合があり
ます。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器以
外の医用電気機器を使用される場合には、電波による影響について個別に医用電気機
器メーカなどにご確認ください。
電波により医用電気機器の動作に影響を与える場合があります。

警告

指示

指示

指示

指示

取
扱
い
上
の
注
意
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●FOMA端末に無理な力がかかるような場所に置かないでください。
多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣服のポケットに入れて座ると、液晶画面、内部基板などの破
損、故障の原因となり、保証の対象外となります。

●電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付されている個別の取扱説明書をよくお読みください。

FOMA端末についてのお願い

●極端な高温、低温は避けてください。
温度が5℃～35℃、湿度が45％～85％の範囲でご使用ください。

●一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると、影響を与える場合が
ありますので、なるべく離れた場所でご使用ください。

●お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるよ
うお願いします。
万一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらか
じめご了承ください。

●ズボンやスカートの後ろポケットにFOMA端末を入れたまま、椅子などに座らないでください。ま
た、鞄の底など無理な力がかかるような場所には入れないでください。
故障の原因となります。

●ストラップなどを挟んだまま、FOMA端末を閉じないでください。
故障、破損の原因となります。

●使用中、充電中、FOMA端末が温かくなることがありますが、異常ではありません。そのままご使
用ください。

●カメラを直射日光に向けて放置しないでください。
素子の退色・焼付きを起こす場合があります。

●このFOMA端末はおまかせロック（☛P165）に対応しております。
おまかせロックは、ご契約者の方からのお申し出により、ロックがかかるサービスです。
ご契約者の方とFOMA端末をご利用されているお客様が異なる場合、ご契約者の方からのお申し出があれ
ばロックがかかることがありますのでご了承ください。

電池パックについてのお願い

●電池パックは消耗品です。
使用状態などによっても異なりますが、十分に充電しても使用時間が極端に短くなったときは電池パック
の交換時期です。指定の新しい電池パックをお買い求めください。

●充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
●初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に必ず充電してください。
●電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。
●電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池パックが若干膨れる場合がありますが問
題ありません。

●直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい場所に保管してください。
長時間使用しないときは、使い切った状態でFOMA端末から外し、電池パックを包装しているビニール袋
などに入れて保管してください。

アダプタ（充電器含む）についてのお願い

●充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
●次のような場所では、充電しないでください。
･ 湿気、ほこり、振動の多い場所 ･ 一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く

●充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなることがありますが異常ではありませんのでそのまま
ご使用ください。

●DCアダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用しないでください。
車のバッテリーを消耗させる原因となります。

取
扱
い
上
の
注
意
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●抜け防止機構のあるコンセントを使用の場合、そのコンセントの取扱説明書に従ってください。
●強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を変形させないでください。
故障の原因となります。

FOMAカードについてのお願い

●FOMAカードの取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。
●ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてください。
●使用中にFOMAカードが温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそのままご使用く
ださい。

●他のICカード読み取り装置（リーダー／ライター）などに、FOMAカードを挿入して使用した結果
として故障した場合は、お客様の責任となりますので、ご注意ください。

●IC部分はいつもきれいな状態でご使用ください。
●お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
●お客様ご自身でFOMAカードに登録された情報内容は、別にメモをとるなどして保管してくださる
ようお願いします。
万一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらか
じめご了承ください。

●環境保全のため、不要になったFOMAカードはドコモショップなど窓口にお持ちください。
●極端な高温・低温は避けてください。
●ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。
データの消失、故障の原因となります。

●FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
故障の原因となります。

●FOMAカードを曲げたり、重いものを載せたりしないでください。
故障の原因となります。

カメラについて

お客様が本機を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為等を行う場合、法律、条例（迷惑防止条例
等）に従い処罰されることがあります。

取
扱
い
上
の
注
意
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知的財産権について

著作権・肖像権について

お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロードなどによ
り取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目的
の複製や引用など著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信等するこ
とはできません。
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限している場合があります
のでご注意ください。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本
人の同意なしにインターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖
像権を侵害するおそれがありますのでお控えください。

商標について

本書に掲載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
･「FOMA」「mova」「ｉモーション」「ｉモード」「ｉアプリ」「ｉアプリサーチ」「ｉモーションメール」
「ｉショット」「ｉメロディ」「ｉアニメ」「DoPa」「mopera」｢mopera U｣「WORLD CALL」「WORLD
WING」「ショートメール」「クイックキャスト」「着モーション」「デコメール」「Vライブ」「ｉエリア」
「おサイフケータイ」「パケ・ホーダイ」「キャラ電」「ｉアプリDX」「デュアルネットワーク」「トルカ」
「マルチナンバー」「ビジュアルネット」「ｉチャネル」「プッシュトーク」「プッシュトークプラス」「iD」
「DCMX」「FirstPass」「sigmarion」「セキュリティスキャン」｢musea｣「公共モード」「メッセージ
F」「トクだねニュース便」「My DoCoMo」「おまかせロック」「着もじ」「電話帳お預かりサービス」「ド
コモテレビ電話ソフト」および「FOMA」ロゴ 「ｉ-mode」ロゴ 「ｉ-αppli」ロゴ 「DCMX」ロゴ
はNTTドコモの商標または登録商標です。
･「キャッチホン」は、日本電信電話株式会社の登録商標です。
･フリーダイヤルサービス名称及びフリーダイヤルロゴマークはNTTコミュニケーションズの商標です。
･Microsoft®、Windows®、Windows Media®、DirectX®は、米国Microsoft Corporationの米国
およびその他の国における登録商標です。
･ Java及びJavaに関連するすべての商標は、米国及びその他の国において米国Sun Microsystems,
Inc.の商標または登録商標です。
･Powered by JBlendTM Copyright 2002-2006 Aplix Corporation. All rights 
reserved.
JBlendおよびJBlendに関連する商標は、日本およびその他の国における株式会社アプ
リックスの商標または登録商標です。
･「マルチタスク／Multitask」は日本電気株式会社の登録商標です。
･ＦｅｌｉＣａは、ソニー株式会社の登録商標です。
･ はフェリカネットワークス株式会社の登録商標です。
･本製品はインターネット機能として、株式会社ACCESSのNetFrontを搭載しています。 NetFrontは
日本国およびその他の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標です。Copyright© 1996-
2006 ACCESS CO., LTD.
･本製品はMacromedia, Inc.のMacromedia® Flash®テクノロジーを搭載しています。
Copyright© 1995-2006 Macromedia, Inc. All rights reserved.
Macromedia、Flash、Macromedia FlashはMacromedia, Inc.の米国およびその他の国における
商標または登録商標です。
･McAfee®、マカフィー ®は米国法人McAfee, Inc.またはその関係会社の登録商標です。
･QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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･本製品はAdobe Systems Inc.のAdobe Readerを搭載しています。
Copyright© 2006 Adobe Systems Incorporated. 
All rights reserved. Patents pending. 
Adobe, the Adobe logo and Reader are either registered trademarks or trademarks of
Adobe Systems Incorporated.
AdobeおよびReaderは米国およびその他の国におけるAdobe Systems Incorporated（アドビシ
ステムズ社）の商標または登録商標です。
･miniSDTMおよび はSDアソシエーションの商標です。
･ Powered By Mascot Capsule®/Micro3D EditionTM
Mascot Capsule®は株式会社エイチアイの登録商標です。
･「BeatJam」は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、「BeatJam」にかかる著作権、その他
の権利は株式会社ジャストシステムおよび各権利者に帰属します。
･「BeatJam」「ATOK」「APOT（Advanced Prediction Optimization Technology）」は株式会社
ジャストシステムの登録商標です。
･Gガイド、G-GUIDE、Gガイドモバイル、G-GUIDE MOBILE、およびGガイド関連ロ
ゴは、米Gemstar-TV Guide International, Inc. およびその関係会社の日本国内にお
ける登録商標です。
･QuickTimeは米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の登録商標です。
･「プライバシーモード」は富士通株式会社の登録商標です。
･
本機には、Symbian Software Ltd よりライセンス供与されたソフトウェアが含まれています。
Symbian、Symbian OS、およびすべてのSymbian 関連の商標およびロゴはSymbian Software
Ltd の商標または登録商標です。©1998-2006 Symbian Software Ltd. All rights reserved.
･ Intel、Pentiumは、アメリカ合衆国およびその他の国におけるインテルコーポレーションまたはその
子会社の商標または登録商標です。
･その他、本文中に掲載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
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その他

･ＦｅｌｉＣａは、ソニー株式会社が開発した非接触ＩＣカードの技術方式です。
･「Edy（エディ）」はビットワレットが管理するプリペイド型の電子マネーサービスのブランドです。
･本製品は、MPEG-4 Visual Patent Portfolio Licenseに基づきライセンスされており、お客様が
個人的かつ非営利目的において、以下に記載する場合のみ使用することが認められています。
・MPEG-4 Visualの規格に準拠する動画（以下、MPEG-4 Video)を記録する場合
・個人的かつ営利活動に従事していない消費者によって記録されたMPEG-4 Videoを再生する場合
・MPEG LAよりライセンスを受けたプロバイダから入手されたMPEG-4 Videoを再生する場合
プロモーション、社内用、営利目的などその他の用途に使用する場合には、米国法人MPEG LA, LLC
にお問い合わせください。
･下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、QUALCOMM社よりラ
イセンスされています。
Licensed by QUALCOMM Incorporated under one or more of the following United States
Patents and/or their counterparts in other nations;
4,901,307 5,600,754 5,267,261 5,506,865 5,710,784
5,504,773 5,416,797 5,568,483 5,228,054 5,778,338
5,109,390 5,490,165 5,414,796 5,544,196
5,535,239 5,101,501 5,659,569 5,337,338
5,267,262 5,511,073 5,056,109 5,657,420
･本製品の一部分にIndependent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。
･「明鏡モバイル国語辞典」「Ｇモバイル英和辞典」「Ｇモバイル和英辞典」は大修館書店編集の著作物
です。
･本書では各OS（日本語版）を次のように略して表記しています。
・Windows XPは、Microsoft® Windows® XP Professional operating systemまたはMicrosoft®

Windows® XP Home Edition operating systemの略です。
・Windows 2000は、Microsoft® Windows® 2000 Professional operating systemの略です。
・Windows Me は、Microsoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。
・Windows 98 は、Microsoft® Windows® 98 operating systemの略です。
・Windows 98SEは、Microsoft® Windows® 98 operating system SECOND EDITIONの略
です。

・Windows NT Serverは、Microsoft® Windows NT® Server Network operating system 
Version 4.0の略です。
・Windows XP、2000、Me、98のように併記する場合があります。
・Windows 98とWindows 98SEをまとめてWindows 98と表記しています。
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本体付属品および主なオプション品について

本体付属品

主なオプション品

･その他のオプション品について☛P444

BeatJamサポートガイド

BeatJam音楽転送クイックガイド

Motion Smoothy 2

簡易操作ガイド

FOMA D902iS
（保証書、リアカバー
D11含む）

取扱説明書(本書)

クイックマニュアル記載☛P476

FOMA D902iS用
CD-ROM

取扱説明書

PDF版「データ通信マニュ
アル」を収録

BeatJamサポートガイド
BeatJam音楽転送クイック
ガイド（別冊）

Motion Smoothy 2
簡易操作ガイド（別紙）

FOMA ACアダプタ01
（保証書、取扱説明書付き）

卓上ホルダD09
（取扱説明書付き）

電池パックD06
（取扱説明書付き）

本
体
付
属
品
／
オ
プ
シ
ョ
ン
品
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各部の名称と機能

a受話口
相手の声がここから聞こえます。

bディスプレイ☛P29
cmMenu／左上ソフト／マナーモードキー

メニューの表示、ガイド行左上に表示される操
作の実行、マナーモードの設定／解除などに使
います。

dtテレビ電話開始／スクロール／左下ソフト
キー
テレビ電話をかける／受ける、メールやサイト
画面の1画面スクロール、文字入力時の大文字／
小文字切り替え、ガイド行左下に表示される操
作の実行などに使います。

en音声電話開始／スピーカーホン／文字キー
音声電話をかける／受ける、スピーカーホン機
能の切り替え、カメラのフォーカスロック、文
字入力時の入力モード切り替えなどに使いま
す。

fcｉチャネル／クリアキー
チャネル一覧の表示、文字の消去や、1つ前の画
面に戻る、セルフモードの設定／解除などに使
います。また、ｉアプリ待受画面表示中に押す
とｉアプリが起動します。

gダイヤルキー（0～9）、(、#
ダイヤルキー
電話番号や文字の入力、メニュー項目の実行な
どに使います。
( ／公共モード（ドライブモード）キー
「 」の入力、公共モード（ドライブモード）の
設定／解除などに使います。

##／マナーモード／改行キー
「＃」の入力、マナーモードの設定／解除、文字
入力時の改行などに使います。アウトカメラで
の撮影時、通常撮影と接写撮影を切り替えます。

h送話口／マイク
自分の声を伝えます。

i赤外線ポート☛P348
赤外線でデータをやりとりします。

jインカメラ☛P91、P178
カメラやビデオカメラで自分を撮影したり、テレ
ビ電話で自分の映像を送信します。

kwスピードセレクター
･ 回転しても操作できます。☛P28
o決定キー※1

操作の実行、フォーカスモードの実行、ワンタッ
チ登録したｉアプリの起動などに使います。
uデータBOX／↑キー
データBOXメニューの表示、インカメラ撮影で
のカメラの起動、カーソルの上方向への移動、音
量の調整などに使います。
dｉモード／ｉアプリ／↓キー
ｉモードメニューの表示、ｉアプリフォルダ一
覧の表示、カーソルの下方向への移動、音量の
調整などに使います。
l着信履歴／←（前へ）キー
着信履歴の表示、画面の切り替え、カーソルの
左方向への移動、プライバシーモードの起動／
解除などに使います。
rリダイヤル／→（次へ）キー
リダイヤルの表示、画面の切り替え、カーソル
の右方向への移動、ICカードロックの設定／解

k

l

n

p

j

i

m

a

c

b

d

e

f

g

h

o

u v w x

q r ts

y
z

A

B
C

D

E

サイズ（mm）：高さ110×幅49×厚さ19.9
（閉じているとき）

質量（g） ：約124（電池パック装着時）

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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除などに使います。
lp電話帳／スケジュール／右上ソフトキー

電話帳やスケジュールの表示、ガイド行右上に
表示される操作の実行などに使います。

maメール／スクロール／右下ソフトキー
メールメニューの表示、新規メール作成、メー
ルやサイト画面の1画面スクロール、ガイド行右
下に表示される操作の実行などに使います。

nf電源／終了／応答保留キー
電源を入れる／切る、通話／操作中の機能の終
了、応答保留、シークレットモードの解除、カ
スタム待受画面の表示／非表示の切り替えなど
に使います。

o充電端子
卓上ホルダ（別売）を使用して充電するときの
端子です。

p外部接続端子☛P44、P343
各種オプション品などを接続します。

q FeliCaマーク
ICカードが搭載されていることを示していま
す。FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／
ライター）にかざしてICカード機能を利用しま
す。ICカードは取り外せません。

rコンパクトライト☛P91、P182、P186
アウトカメラ使用中に点灯できます。また、静
止画／動画撮影時に赤く点灯／点滅します（た
だし、コンパクトライトを点灯して撮影してい
ると、赤の点灯／点滅がわかりにくい場合があ
ります）。

sアウトカメラ☛P91、P178
カメラやビデオカメラで人や風景などを撮影し
たり、テレビ電話で人や風景などの映像を送信
します。

tアンテナ部（アンテナ内蔵）
よりよい条件で電話を利用するためには、アンテ
ナ部を手で覆わないようにしてお使いください。

uリアカバー
vminiSDメモリーカードスロット☛P335

miniSDメモリーカードをここに挿入します。
wレンズカバー ☛P179
xストラップ取付口
yスピーカー

着信音などが鳴ります。また、スピーカーホン
機能使用時は、相手の声がここから聞こえます。

zイヤホンマイク端子
平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続
します。

Agプッシュトークボタン☛P99
プッシュトーク電話帳の表示やプッシュトーク
の発信／応答／発言に使います。また、カメラ
のオートフォーカスのON／OFFを切り替えま
す。

BbTASKキー
マルチアクセス・マルチタスクの操作に使います。

CC伝言メモ／シャッターキー
伝言メモ／音声メモメニューの表示、クイック伝
言メモの開始、カメラの起動や撮影、着信音／ア

ラーム音の停止、メール表示画面の通常表示／オ
ンリービュー表示の切り替えなどに使います。
･ Cはカメラのオートフォーカス撮影に使用す
るため半押しと全押しがあります。このため、
他のキーと押したときの感触が異なります。

Dワンプッシュオープンボタン
FOMA端末を開くときに使います。

Eプロテクトキー ☛P170
プロテクトキーロックの設定／解除に使います。

･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを差し
込んで使用できます。また、イヤホンジャック変換
アダプタ P001（別売）を使うと、従来のイヤホン
マイクを使えます。

FOMA端末を開くときは、ワンプッシュオープン
ボタンを押してください。閉じるときは、前面部
（ディスプレイが付いている部分）を下にスライ
ドさせてください。

･ FOMA端末を開くことで、メールの返信やスケ
ジュール、メモ帳編集画面の表示などが簡単に
できます。☛P243、P374、P386
･ FOMA端末を閉じたまま通話できます。また、
FOMA端末を開いて電話に出たり、FOMA端末
を閉じて通話を終了、保留したりできます。
☛P65、P66
･ワンプッシュオープンボタンを押さずに無理に
開いたり、乱暴に開閉すると破損の原因となり
ますのでご注意ください。

※1：電話着信時やメール受信時、FOMA端末開閉時、スピードセレクターを回転したとき、カメラ撮影時など
に点灯／点滅します。点灯パターン、点灯色を設定できます（☛P154）。また、新着情報があるときに
点滅します（☛P155）。充電中は赤く点灯します。

スイッチ付イヤホンマイクの接続方法

FOMA端末を開く／閉じる

閉じる

ワンプッシュ
オープンボタン

開く
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スピードセレクターの使いかた

スピードセレクターは、oやOを押す操作に加えて、回転して操作できます。回転して行える操作
は画面によって異なります。

スピードセレクターを回転して、以下のいずれかの操作ができます。

画面により、%または&と同じ操作ができます。回転量に応じて反転表示が移動したりスクロール
するので、すばやく操作できます。移動方向は、スピードセレクター設定で「時計回り」または「反時
計回り」を選択できます。

･音声電話／テレビ電話／プッシュトークの着信中に回転すると着信音量を調整できます。音声電話
通話中／プッシュトーク通信中に回転すると受話音量を調整できます。
･カメラ／ビデオカメラの撮影画面表示中やテレビ電話通話中に回転するとズームできます。
･日付・時刻や数値の入力欄では、回転して数値を増減できます。ただし、増減できない入力欄もあ
ります。

おしらせ
●以下の場合、%や&の操作が可能ですが、回転による操作はできません。
･ダイヤル入力画面でのツータッチサイト表示 ･電卓
･静止画編集でのカーソル、枠、スタンプなどの移動 ･ディスプレイの表示が消えているとき

●イルミネーション設定のスピードセレクターを「ON」に設定しているときは、スピードセレクターを回転す
ると決定キーの照明が点灯／点滅します。

スピードセレクターの設定をする スピードセレクター設定

スピードセレクターの回転操作について設定します。

1 m889

待受画面で操作する

操　作 説　明 参照先
機能を実行する スピードセレクター設定により、メニュー、電話帳一覧、スケジュール帳のカ

レンダー画面のいずれかを表示できます。何も実行しない設定もできます。
P28

待受画面の画像を切
り替える

ランダムイメージ設定の切替設定を「スピードセレクター」に設定すると、待
受画面の画像を切り替えられます。

P143

待受画面以外で操作する

お買い上げ時 スピードセレクター：ON　移動方向：時計回り　待受起動機能：メニュー

移動方向の設定 操作例
一覧画面

時計回り

反時計回り
項目を選ぶ

一覧画面

絵文字などを選ぶ スクロール カーソルを移動

表示画面 文字入力画面

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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2 各項目を選択して設定

3 pを押す
･ 待受起動機能を「OFF」以外に設定した場合、待受画面設定のランダムイメージ設定の切替設定
を「スピードセレクター」に設定していると、確認画面が表示されます。「はい」を選択すると
設定が変更されます。

おしらせ
●スピードセレクターを「OFF」に設定していても、一部のｉアプリでは回転操作ができる場合があります。
●スピードセレクターを「ON」に設定し、ｉアプリの動作設定のスピードセレクターを「OFF」以外に設定し
ていても、スピードセレクターの回転操作が有効にならないｉアプリがあります。

●音量調整、ズーム、数値の増減では移動方向の設定は無効となり、右回転で増加／拡大、左回転で減少／縮小
となります。また、一部のｉアプリでは移動方向の設定は無効になります。

ディスプレイの見かた

ここではディスプレイの上部、下部に表示されるマーク（アイコン）の説明をします。

a ：電池残量表示☛P45
b ：受信レベル表示☛P46

：圏外表示☛P46

：セルフモード中☛P166
：データ転送モード中☛P333、P348
miniSDモード中☛P343
データリンクソフト使用中☛P445

c ：ｉモード中（ｉモード接続中）☛P204
：ｉモード中（パケット通信中）

☛P217、P241
d ：赤外線通信中☛P348

赤外線リモコン使用中☛P352
：プロテクトキーロック中（一時解除中
はグレー）☛P170

e ：スピーカーホン機能利用中☛P51
：USBハンズフリー対応機器接続中

☛P62
：積算通話料金が上限を超過☛P385

f ：ネットワーク上の電話帳ページ取得中
（プッシュトークプラス）☛P98
：プッシュトーク通信中☛P99
：センターにｉモードメールとメッセー
ジR/F満杯※2☛P242、P218

スピードセレクター：
スピードセレクターの回転操作を有効にするかどうかを設定します。「OFF」に設
定すると回転操作は無効になり、移動方向、待受起動機能は設定できません。

移動方向 ：回転したときの移動方向を「時計回り」または「反時計回り」から選択します。
待受起動機能：待受画面でスピードセレクターを回転したときに実行する機能を選択します。

･「メニュー」に設定すると、メニューが表示されます。
･「電話帳」に設定すると、電話帳一覧が表示されます。
･「スケジュール帳」に設定すると、スケジュール帳のカレンダー画面が表示されま
す。
･「OFF」に設定すると、機能を実行しません。

a～m

n
o～y

日付・曜日・
時刻

ｉチャネルの受信情報
ｉ チャネルをご利用の場合、テロップ表示設定でテ
ロップ表示を「表示する」に設定していると、待受画
面に ｉ チャネルの受信情報がテロップ表示されます。
☛P294

※1

※1

※1
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／ ／
：センターにｉモードメールまたはメッ
セージR/F満杯☛P242、P218

：センターに未受信の ｉ モードメールと
メッセージR/Fあり☛P242、P218

／ ／
：センターに未受信のｉモードメールま
たはメッセージ R/F あり ☛P242、
P218

g ：未読ｉモードメール、SMS満杯で
FOMAカードにSMS満杯☛P267

：未読ｉモードメール、SMS満杯
☛P241、P267

：FOMAカードにSMS満杯☛P267
：未読ｉモードメールとSMSあり

☛P241、P267
：未読ｉモードメールあり☛P241
：未読SMSあり☛P267

h ／ （青／赤）
：未読メッセージRあり／満杯☛P217

i ／（緑／赤）
：未読メッセージFあり／満杯☛P217

j ：ｉアプリ動作中☛P275
：ｉアプリ待受画面表示中☛P144
：ｉアプリ待受画面からｉアプリ起動中

☛P286
：ｉアプリDX動作中☛P275
：ｉアプリDX待受画面表示中☛P144
：ｉアプリDX待受画面からｉアプリ起
動中☛P286

k ：SSLページ表示中およびSSLページか
らダウンロードしたｉアプリを使用中
またはｉアプリでSSL通信中☛P205
TLS/SSLページ表示中☛P307

：圏内自動送信失敗メールあり☛P240
：圏内自動送信メールあり☛P240

l ：シークレットモード中☛P171
m ：ｉアプリ自動起動失敗☛P285
n ：フォーカスモードアイコン☛P37
o ：通常マナーモード中☛P139

：オリジナルマナーモード中☛P140
p ：電話着信音量消音設定中☛P69

：音声電話着信のバイブレータ設定中
☛P137

：電話着信音量消音と音声電話着信のバイ
ブレータを同時に設定中☛P69、P137

q ：公共モード（ドライブモード）中☛P74
r ：伝言メモ設定中☛P77

：伝言メモ満杯☛P77
s ：FOMA USB接続ケーブル（別売）で

外部機器に接続中☛P96
t ／

：フォーカスモード時のスピードセレク
ターの有効キーの表示☛P37

u ：miniSDメモリーカードあり☛P335
v ：FOMAカード読み込み中☛P46

：ICカードロック中☛P302
w ：PIMロック中☛P166

：ダイヤル発信制限中☛P167
x ：目覚まし設定中☛P370

：スケジュールアラーム設定中☛P374
：目覚ましとスケジュールアラームを同
時に設定中☛P370、P374

y ：ソフトウェア更新予約中☛P460
／ （成功／失敗）
：最新パターンデータの自動更新結果

☛P462

※1：現在優先度の高いものが1つ表示されます。優先度の高い順に上から掲載しています。
※2：ｉモードメール、メッセージR/Fのうち1種類が満杯で、その他に未受信のメール／メッセージがある場

合にも表示されます。

ガイド行の見かた

ガイド行には、m、t、o、p、aを押して実行できる操作が表示されます。

メール作成画面表示中のガイド行

※1

※1

※1

※1

※1

例
表示位置とキーは、図のように対応しています。本書では、ガイ
ド行に表示される操作の説明を、対応するキー（mtopa）
を使って説明しています。
ガイド行に表示される操作は画面により異なります。
･ ガイド行の は、スピードセレクターのOに対応しています
（使用する機能やサイトやインターネットホームページの作り
かたによっては異なる場合があります）。

ガイド行
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSD メモリーカードが必要となります。☛P332
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タスクバーの見かた

タスクバーには、動作中の機能（タスク）を示すアイコンが最大9個表示されます。現在、動作中の機
能を確認できます。また、メール／メッセージ受信時には受信結果がスクロール表示されます。
･文字入力中は入力モードが表示されます。☛P407

一覧画面の見かた

カラーテーマ設定画面

おしらせ
●次の現象は液晶ディスプレイの特性であり、FOMA端末の故障ではありません。あらかじめご了承ください。
･ FOMA端末のディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られていますが、一部に点灯しないドット（点）
や常時点灯するドット（点）が存在する場合があります。
･ FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外すと、しばらくの間、ディスプレイから残像が消えないこ
とがあります。電池パックの取り外しは、電源を切ってから行ってください。
･しばらく同じ画面を表示していると、何か操作をし、画面表示が切り替わったときに、前の画面表示の残像
がディスプレイに残る場合があります。

タスクバー（音声電話通話中にスケジュール帳のカレンダーを表示したときの例）

：音声電話
／
：テレビ電話（64K／32K）
：音声電話／テレビ電話切替
中

：電話終了中
：外部機器によるテレビ電話
：マルチタスクで音量設定中
：プッシュトーク
：64Kデータ通信
／
：USB 経由でパケット発信・
通信中／送受信中

：メール
：ｉ モードメール／メッセー
ジR/F受信中

：SMS受信中
：チャットメール
：メッセージR/F
：ｉモード／SMS問合せ中
：ｉモード／ｉチャネル
：ｉモードのBookmark／
Internet／画面メモ／ツー
タッチサイト

：ｉアプリ
：トルカ
：フルブラウザ
：マイピクチャ
：ｉモーション
：メロディ
：キャラ電
：マイドキュメント
：カメラ
：ビデオカメラ
：サウンドレコーダー
：バーコードリーダー
：ミュージックプレイヤー
：電話帳
：着信履歴
：リダイヤル
：伝言メモ・音声メモ
：自局番号
：お知らせタイマー
：目覚まし設定中／鳴動中
：スケジュール帳
：スケジュールアラーム鳴動中
：メモ帳
：電卓

：辞典
：外部データ連携中
：赤外線通信の受信設定中・
INBOX保存中

／ （紺／グレー）
：miniSDメモリーカードへア
クセス中／アクセス待機中

／ （紺／グレー）
：miniSDモード中（通信可能）／
miniSDモード中（USB接続
ケーブル未接続／miniSDメ
モリーカード未挿入）

／ （紺／グレー）
：各機能の設定中／保留中
：ソフトウェア更新中
：ソフトウェア更新の通知あり
：パターンデータ更新中／
バージョン表示中

：各種ネットワークサービス
設定中

：お預かりセンターに接続中
：電話帳通信履歴表示中

例

現在表示中のページ番号と総ページ数（一覧が複数ページにわたる場合）
は、選ばれている項目の上下に選択項目があることを示しています。
･ %でカーソルを移動します。
･ ページの最後の項目でdを押すと次ページ、ページの先頭の項目でuを押すと前
ページが表示されます。

は、選択項目が複数ページにわたっていることを示しています。
･ &でページを切り替えます。
･ アイコンの選択画面などでは切り替わりません。
･ 色名はイメージです。
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メニューの選択方法
メニューにはノーマルメニューと、よく使う機能だけに限定したシンプルメニューがあります。
シンプルメニューでは、文字も大きく表示されます。ほかにも、自分だけのオリジナルメニュー
を作ることができます（カスタムメニュー ☛P379）。

シンプルメニューに切り替える

1 m

2 aを押す

■ ノーマルメニューに切り替える：待受画面でma
･カスタムメニューに切り替える：待受画面でmp

ノーマルメニューとカスタムメニューの表示形式
お買い上げ時は、ノーマルメニューの「アニメーション」に設定されています。以下の種類から選べます（メ
ニュー設定☛P152）。
画面はトータルコーディネイト設定が「プラチナ」のノーマルメニューの表示例です。

※1：ノーマルメニューのみ設定できます。

●メニューの表示形式が「アニメーション」のときは、アニメーションが止まるまで次の動作ができないこ
とがあります。

リスト タイルアイコン 3Dアイコン アニメーション※1

ノーマルメニューが表示されます。
･ カスタムメニューが表示されたとき：p

シンプルメニューが表示されます。

メ
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シンプルメニューからは実行できないメニューがあります。

おしらせ
●バイリンガル設定を英語表示に設定しているときは、シンプルメニューに切り替えられません。また、シンプ
ルメニューに設定すると、バイリンガルの設定はできません。

●シンプルメニューに設定している場合に、バイリンガル設定が英語表示に設定されているFOMAカードに差
し替えたときは、メニュー表示はノーマルメニューになります。

メニューから機能を選択する

ダイヤルキーでメニューを選択する方法（ショートカット操作）と、スピードセレクターでメニュー項
目を選択する方法があります。
･本書では、主にノーマルメニューのショートカット操作で説明しています。
･各種ロック機能やFOMAカード未挿入などの理由で機能が実行できない場合は、アイコンが で表
示されたり文字が薄く表示されます。ただし、メニューの表示形式が「アニメーション」のときは、
項目を選択するとメッセージが表示されます。

シンプルメニューから操作できる機能

メニュー ショートカット操作 メニュー ショートカット操作
でんわ 電話帳検索 m11 ｉモード 画面メモ m44

電話帳登録 m12 ｉチャネル一覧 m45
リダイヤル m13 テロップ表示設定 m46
着信履歴 m14 ｉアプリ ソフト一覧 m51
伝言メモ一覧 m15 待受画面設定 m52
自局番号 m16/

m0
ｉアプリ設定 m53

データ
BOX

マイピクチャ m61
メール 受信メール m21 ｉモーション m62

送信メール m22 メロディ m63
未送信メール m23 キャラ電 m64
新規メール m24 マイドキュメント m65
ｉモード問合せ m25 設定／

ステー
ショナ
リー

音／バイブ m71
カメラ カメラ m31 ディスプレイ m72

マイピクチャ m32 目覚まし m73
待受画面設定 m33 電卓 m74

ｉモード ｉMenu m41 伝言メモ設定 m75
Bookmark m42 情報表示／リセット m76
ラストURL m43 留守番電話 m77

シンプルメニューに設定したときは
●呼出中や通話中に、受話音量の調整方法が表示されます。
●電話番号を入力すると、次に行う操作方法が表示されます。
●待受画面でメモリ番号（1～9）を入力すると、登録されている名前と電話番号が表示されます。また、音
声電話やテレビ電話をかけるキー操作が表示されます。音声電話通話中にmを押し、「ダイヤル入力」を
選択してメモリ番号を入力した場合も同様に表示されます。

●リダイヤル、着信履歴、電話帳一覧／グループ一覧、プッシュトーク電話帳のメンバー一覧／グループ一
覧、メール詳細画面、サイト、画面メモ、メール本文入力画面、文字入力時の全画面入力画面の文字が大
きく表示されます。シンプルメニューに設定しているときは、文字サイズの設定は変更できません。
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メニュー項目にはそれぞれ番号（項目番号）が割り当てられており、対応するダイヤルキーで選択でき
ます。

ノーマルメニューの場合に「電話帳登録」を実行するとき

1 m42を押す
電話帳登録画面が表示されます。

ノーマルメニュー（アニメーション表示の「タイプ1」）の場合に「電話帳登録」を実行するとき

1 m

2 Oで「電話帳／履歴」を選ぶzo
･ アニメーション表示の場合、アニメーションデザインによってOの動作は異なります。

3 Oで「電話帳登録」を選ぶzoを押す
電話帳登録画面が表示されます。

ダイヤルキーでメニューを選択する（ショートカット操作）

複数のショートカット操作がある場合
ノーマルメニューのショートカット操作が複数ある場合、操作手順で記載している以外のショートカット操
作を本文中のタイトル右端に記載しています。

リダイヤルの場合

スピードセレクターでメニューを選択する

例

4 2

例
Menu 46

け直す リダイヤル

ュトークを発信履歴（リダイヤル）として記録しておく機能です。相
らなかった場合などに、簡単な操作でかけ直せます。
30件を超えると、古いものから順に消去されます。

mでメニューを表示したあと46の順に押すと、リダイヤル
が表示されることを示します。
･ !はa、?はdを押すことを示します。

例

･ アニメーション表示以外のときにメニュー項目を選ぶと、機能説明が表
示されます。
･ アニメーション表示の場合、ガイド行の は表示されません。

メ
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f：待受画面に戻ります。 c：1つ前の画面に戻ります。

リスト表示での選択方法

タイルアイコン表示での選択方法

3Dアイコン表示での選択方法

シンプルメニューでの選択方法

メニューを選択した後で待受画面や1つ前の画面に戻すとき

%でメニュー項目を選び、oまたはrを押し
ます。
･項目番号に対応するダイヤルキーでも選択で
きます。
･ 1つ前のメニューに戻す：lまたはc

選ばれているメニュー項目
選択できないメニュー項目
（文字が薄く表示されます）

次の階層のメニュー項目があるとき

Oでメニュー項目を選び、oを押します。
･項目番号に対応するダイヤルキーでも選択できます。
･ 1つ前のメニューに戻す：c

タイプ1の場合

&で目的のアイコンを最前面に移動させ、oを押します。
･%で奥のアイコンが最前面に移動します。
･項目番号に対応するダイヤルキーでも選択できます。項目番号はタイルアイコン
やリストメニューに切り替えて確認してください。

%でメニュー項目を選び、oまたはrを押します。
･項目番号に対応するダイヤルキーでも選択できます。
･ 1つ前のメニューに戻す：lまたはc

メ
ニ
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サブメニューから機能を選択する

ガイド行の左上に「MENU」が表示される場合、サブメニューを使って、さまざまな操作ができます。

リダイヤルのサブメニューを表示するとき

1 リダイヤル一覧でm

2 %でサブメニュー項目を選ぶzoまたはrを押す
･ 項目番号に対応するダイヤルキーでも選択できます。同じ機能でも操作する画面により項目番号
が異なる場合があります。
･ 1つ前のメニューに戻す：lまたはc
･ サブメニューを閉じる：m

画面の各項目を設定する

1 %で「はい」または「いいえ」を選ぶzoを押す

1 %で項目を選ぶ

2 oでプルダウンメニューを表示z%で項目を選ぶ

3 oを押す

確認画面で「はい／いいえ」を選択する

プルダウンメニューから項目を選択する

例

サブメニューがあることを示します。

選ばれている項目

次の階層のメニュー項目があるとき

･ 機能によっては「はい／いいえ」以外の項目が表示される場合がありま
す。

･ 項目番号に対応するダイヤルキーでも選択できます。
プルダウンメニュー

メ
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1 %でチェックボックスを選ぶzoを押す

情報をすばやく表示する フォーカスモード

待受画面に や などのアイコンが表示されたときに、対応する情報をすばやく表示できま
す。

1 oz&で や などのアイコンを選ぶ

2 oを押す
選択したアイコンに対応する画面が表示されます。

：着信履歴一覧が表示され、着信日時や電話をかけてきた相手の情報などを確認できます。

：伝言メモ一覧が表示され、伝言メモを再生できます。

：留守番電話サービスのメッセージ再生確認画面が表示され、メッセージを再生できます。

：受信メールのフォルダ一覧が表示され、未読メールを表示できます。

：トルカのフォルダ一覧が表示され、未読のトルカを確認できます。

／ （成功／失敗）
：最新パターンデータの自動更新の結果を確認できます。☛P462

：FOMA USB接続ケーブル（別売）接続中のUSBモード設定の設定が確認できます。☛P343

おしらせ
●アイコンを選び、cを1秒以上押すと、アイコンは一時的に消去されますが、新たに情報が蓄積されたり、
情報を閲覧して件数が変化したりすると再度表示されます。ただし、留守番電話サービスの伝言メッセージの
アイコンの場合は、表示を消去するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択するとアイコンが一
時的に消去されます。

チェックボックスで項目を選択する

チェックボックスが から に変わり、選択されます。
･ 選択されている項目の場合は から に変わり、選択が解除されます。
･ 機能によっては、mを押すとすべての項目を選択または解除できます。
･ 項目番号に対応するダイヤルキーでも選択できます。

有効なスピードセレクターの方向

･ アイコンの右の数字は、蓄積されている情報の件数です。
･ フォーカスモードを解除する：cまたはf
･ 、 、 が表示されたとき：oz%でアイコンを選ぶ

不在着信（電話に出なかった履歴）あり
未再生の伝言メモあり
留守番電話サービスの伝言メッセージあり
未読の受信メールあり

FOMA USB接続ケーブル（別売）で外部機器に接続中（ ）

未読のトルカあり
最新パターンデータの自動更新の結果あり（ 、 ）

選ばれているアイコンの色が変わります。

メ
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D902iSの保存・登録・保護件数

※1：実際に保存・登録できる件数は、データのサイズにより少なくなる場合があります。
※2：ｉモードメールとSMSの合計件数です。
※3：送信SMSと受信SMSの合計件数です。送達通知の件数は含まれません。
※4：メール連動型ｉアプリは最大5件（ｉアプリの最大保存件数100件に含む）保存できます。実際に保存

できる件数は、ｉアプリのサイズにより少なくなる場合があります。

おしらせ
●FOMA端末に保存されているデータは、FOMA端末の故障、修理やその他の取り扱いによって消失する場合
がありますので、重要なデータは控えをとっておくことをおすすめします。万一、保存されている内容や登録
した内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

●FOMA端末内のデータのファイルサイズの表示は、データを扱う機能によって多少の誤差が生じることがあり
ます。

●FOMA端末に保存したメール、ブックマーク、画像、メロディ、動画／ｉモーションなどはminiSDメモリー
カードに保存することをおすすめします。保存できるデータについては☛P336

●パソコンをお持ちの場合は、添付のCD-ROM内のFOMA DシリーズデータリンクソフトとFOMA USB接続
ケーブル（別売）をご利用いただくことにより、メール、ブックマーク、画像、メロディ、動画／ｉモーショ
ンなどのデータをパソコンに転送・保管できます。

FOMAカードを使う
FOMAカードとは、電話番号などのお客様情報が記録されるカードです。
FOMA端末に挿入して使用します。
･ FOMAカードの詳しい取り扱いについては、FOMAカードの取扱説明書をご覧ください。

FOMAカードの取り付けかた／取り外しかた

FOMA端末はFOMAカードを取り付けた状態で使用します。カードが取り付けられていないときは、
まず、FOMAカードを取り付けてください。
･ FOMAカードの取り付けや取り外しは、電源を切り、リアカバー、電池パックを取り外してから行っ
てください。
リアカバー、電池パックの取り付け／取り外し☛P41、P42
･ FOMAカードの取り付けや取り外しは、FOMA端末を閉じた状態で、手に持って行ってください。

種　別
最大保存・
登録件数

最大保護
件数

種　別
最大保存・
登録件数

最大保護
件数

メール

受信メール※1、※2 1000件 500件 ｉアプリ※4 100件 100件
送信メール※1、※2 200件 100件 画像※1 1000件 －
未送信メール※1、※2 200件 100件 メロディ※1 500件 －
メールテンプレート※1 100件 － PDFデータ※1 100件 －

FOMAカードのSMS※3 20件 － 動画／ｉモーション／
サウンドレコーダーで
録音した音声※1

100件 －メッセージR※1 100件 50件
メッセージF※1 50件 25件

ブックマーク
ｉモード 100件 － キャラ電※1 50件 －
フルブラウザ 100件 － トルカ※1 100件 50件

画面メモ※1 100件 50件

Ｄ
９
０
２
ｉ
Ｓ
の
保
存
・
登
録
・
保
護
件
数

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332



39

ご
使
用
前
の
確
認

おしらせ
●FOMAカードを無理に取り付けようとしたり、取り外そうとすると、FOMAカードが壊れることがあります
のでご注意ください。

●取り外したFOMAカードはなくさないようにご注意ください。
●電池パックを取り付けるときは、必ずFOMAカードのトレイが出ていないことを確認してください。トレイが
出ていると電池パックを取り付けることができません。無理に取り付けようとするとFOMAカードやトレイが
壊れることがあります。

●FOMAカードがFOMAカード差込み口カバーに乗り上げたままトレイを押し込むと、動作異常の原因となり
ますのでご注意ください。

FOMAカードの暗証番号について

FOMAカードには、「PIN1コード」「PIN2コード」という2つの暗証番号があります。
ご契約時はどちらも「0000」に設定されていますが、４～８桁の任意の数字に変更できます。☛P162

取り付けかた

aリアカバーを外し、電池パックを取
り外す☛P42

bFOMAカード差込み口カバーを引
き出す
FOMA カード差込み口カバーに指
先をかけ、トレイが止まるところま
で引き出します。

cIC面を下にしてFOMAカードを差
し込む

dFOMAカード差込み口カバーをト
レイと水平になるように戻す
FOMAカードとFOMAカード差込
み口カバーの切り欠き部分を合わ
せてください。

eトレイが止まるところまで押し込
む

f電池パックとリアカバーを取り付
ける☛P41

取り外しかた

切り欠き部分

ＩＣ

ＦＯＭＡカード

切り欠き部分

トレイ

ＦＯＭＡカード
差込み口カバー

トレイが止まるところまで引き出した状態

aFOMAカード差込み口カバーを引き出す
･「取り付けかた」のa～bと同じです。

bFOMAカードを引き抜く
FOMAカードトレイが外れたとき

FOMAカードトレイを差
し込み、まっすぐに押し
込んでください。
●FOMAカードを外して
から行ってください。

F
O
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FOMAカード動作制限機能について

FOMA端末には、お客様のデータやファイルを保護するための機能として、FOMAカード動作制限機
能が搭載されています。
･ FOMA端末にお客様のFOMAカードを取り付けている状態で、サイトなどからファイルやデータを
ダウンロードしたり、メールに添付されたデータを取得すると、それらのデータやファイルには
FOMAカード動作制限機能が自動的に設定されます。
･ FOMAカードを差し替えた場合やFOMAカードが取り付けられていない場合、FOMAカード動作制
限機能が設定されたデータやファイルの表示や再生はできなくなります。
･ FOMAカード動作制限機能が設定されているファイルやデータは、赤外線通信やminiSDメモリー
カードへコピー／移動できません。ただし、コンテンツ移行対応のｉモーションは、miniSDメモ
リーカードに移動できます。
･動作制限の対象となるデータは次のとおりです。

･ FOMAカード動作制限機能が設定されているｉアプリは、別のFOMAカードに差し替えた場合や
FOMAカードを差し込んでいない場合に、次の操作ができなくなります。

おしらせ
●FOMAカード動作制限機能の対象になっているデータを待受画面や発着信時の画像、着信音などに設定してい
るとき、別のFOMAカードに差し替えたり、FOMAカードを差し込まずに使用したりすると、音や画像の設定
はお買い上げ時の状態に戻ります。この場合、設定されている音や画像と、実際に鳴る音や表示される画像が
異なることがあります。データをダウンロードしたときに使用したFOMAカードを差し込むと、データの動作
制限は解除され、設定は元の状態に戻ります（データをランダムイメージ設定に利用していたときは、設定が
解除される場合があります）。

●赤外線通信、miniSDメモリーカード、データリンクソフトを利用して入手したデータや内蔵のカメラで撮影
した静止画や動画には、FOMA カード動作制限機能は設定されません。また、メールテンプレートによって
は、FOMAカード動作制限機能が設定されないことがあります（文字だけのメールテンプレートの場合など）。

●他のｉチャネル対応端末にFOMAカードを差し替えた場合、待受画面にｉチャネルの情報はテロップ表示さ
れなくなります。その後、情報が自動更新されるか、待受画面でcを押してチャネル一覧を表示すると、
最新の情報が受信され、待受画面にテロップ表示されるようになります。

●FOMAカードが取り付けられていない場合、待受画面にｉチャネルの情報はテロップ表示されません。

・画面メモ ・メッセージR/F
・デコメールや署名に挿入されている画像 ・ｉモードメールに添付されているファイル
・ｉアプリ（ｉアプリ待受画面を含む） ・ｉモーション
・画像（アニメーション、Flash画像を含む） ・キャラ電
・メロディ ・PDFデータ
・テレビ電話伝言メモ ・動画メモ
・トルカ（詳細）の画像 ・コンテンツ移行対応のデータ

・起動 ・ｉアプリの詳細情報の表示 ・ｉアプリの動作設定
・自動起動 ・自動起動設定の変更 ・ｉアプリ待受画面の設定
・バージョンアップ

FOMAカードに保存される設定
以下の設定はFOMAカードに保存されます。FOMAカードを差し替えると、差し替えたFOMAカードに保
存されている設定が有効になります。
･ SMS設定の送信文字種、有効期間、SMSC、アドレス、Type of Number
･証明書表示／使用設定のドコモ証明書、ユーザ証明書 ･自局番号の自局電話番号 ･バイリンガル
･ FOMAカード（UIM）のPIN1コード、PIN2コード、PIN1コードON／OFF

F
O
M
A
カ
l
ド
を
使
う

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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FOMAカードの機能差分について

FOMAカードには緑色と青色の2種類があり、それぞれのカードは次のように機能が異なります。

電池パックの取り付けかた／取り外しかた
･電池パックの取り付け／取り外しは、必ず電源を切り、FOMA端末を閉じた状態で、手に持って行っ
てください。
･カメラに触れないように注意してください。
･指定の電池パックD06をご使用ください。

項　目 FOMAカード（緑色） FOMAカード（青色） 参照先
FOMAカード電話帳に登録可能な電
話番号の桁数

最大26桁 最大20桁 P115

FirstPassを利用するためのユーザ
証明書操作

利用可 利用不可 P221

WORLD WINGサービスの利用 利用可 利用不可 P41
サービスダイヤル 「ドコモ故障問合せ」および「ドコモ

総合案内・受付」の利用
･「故障お問い合わせ先」および
「DoCoMoインフォメーションセン
ター」に接続されます。

利用不可 P398

WORLD WINGについて
WORLD WINGとは、FOMAカード（緑色）をサービス対応のFOMA端末や海外用携帯電話（W-CDMAま
たはGSM方式）に差し替えることにより、海外でも同じ携帯電話番号で発信や着信ができる、ドコモのFOMA
国際ローミングサービスです。

WORLD WINGはお申込み手続きなしでご利用いただけます。
●2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約でWORLD WINGをご契約いただいていないお客様
は、WORLD WINGをご利用される場合、別途お申込み手続きが必要となります。

●一部ご利用になれない料金プランがあります。
●万一、FOMAカード（緑色）を海外で紛失・盗難された場合には、速やかにドコモへご連絡いただき、利
用中断の手続きをとってください。お問い合わせ先については、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」
をご覧ください。なお、紛失・盗難された後に発生した通話・通信料もお客様のご負担となりますのでご
注意ください。

取り付けかた

aリアカバーを外す
リアカバーの先端を指で押しながら矢印の方
向にスライドさせて外します。

この部分を押す

電
池
パ
ッ
ク
の
取
り
付
け
か
た
／
取
り
外
し
か
た

つづく
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おしらせ
●FOMA端末のディスプレイはアクティブ液晶を使用しています。アクティブ液晶の特性上、電池パックの取り
付け／取り外しの際、残像や横縞がしばらく表示されることがありますが、故障ではありません。

携帯電話を充電する
電池残量が少なくなった場合は、充電してください。
･電池残量は、電池マークで確認します。☛P45

･連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。
･連続待受時間とはFOMA端末を閉じて、電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。なお、電池
の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場合
等）などにより、通話・待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード通信を行うと通話（通
信）・待受時間は短くなります。また、通話やｉモード通信をしなくても、ｉモードメールを作成した
り、ダウンロードしたｉアプリ、ｉアプリ待受画面を起動させると通話（通信）・待受時間は短くなり
ます。
･静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じて、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利
用時間です。

b電池パックのドコモロゴ、リサイクルマークの
ある面を上にして、FOMA 端末と電池パック
の端子が合うように図のような角度で差し込
む
電池パックの端子を無理に差し込むと、本体の
コネクタや電池パックの端子部を破損させる
恐れがあります。ご注意ください。

c電池パックをはめ込む
dリアカバーをFOMA端末から約2mmずらし
て置く

eFOMA端末とリアカバーにすき間が生じないよ
うにリアカバーの中央を指で押しながら、矢印
の方向にスライドさせる

正しい手順で取り付けないと、リアカバーを破損
させることがあります。

取り外しかた

aリアカバーを外す
b電池パックの突起部分を持って取り外す

充電時間・電池使用時間の目安

充電時間 連続通話時間 連続待受時間

約120分
音声電話時　約170分
テレビ電話時　約90分

静止時　約550時間
移動時　約380時間

携
帯
電
話
を
充
電
す
る
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･移動時の連続待受時間とは、FOMA 端末を閉じて、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移
動」と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。
･データ通信やマルチアクセスの実行、カメラの使用、動画／ｉモーション（音楽データ含む）の再生
などによっても、通話（通信）時間・待受時間は短くなります。

FOMA端末の電源は、切ってからでも入れたままでも充電できます。ただし、電源を入れたままで充電
した場合は、充電時間が長くなります。
･充電を開始すると、決定キーの照明が赤く点灯します。
電源を入れたままで充電を開始すると、充電確認音が鳴り、電池マークが点滅します。

・電池マークはFOMA端末の色によって異なります。マークは変更できます。☛P153
・充電を開始しても決定キーの照明が赤く点灯しなかった場合や、赤で点滅している場合は、正常に
充電できていません。FOMA端末の温度が上昇していると充電できない場合がありますので、使用
している機能があれば終了し、FOMA端末の温度が下がってから再度充電を行ってください。再度
充電を行っても正常に充電できない場合は、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の
上、ご相談ください。

･充電が完了すると、決定キーの照明が消灯します。
電源を入れたままで充電したときは、充電確認音が鳴り、電池マークが点灯状態になります。
･電池マークが点滅中は充電が完了していません。
･充電確認音は鳴らないように設定できます。☛P139
･電源を入れたまま長時間（1日以上）充電しないでください。充電が完了してもFOMA端末の電源が
入っていると、電池残量が減少します。このような場合、ACアダプタやDCアダプタは再度充電を行
いますが、再充電の途中でFOMA端末を取り外した場合は、次のような状態になることがあります。
・電池残量が少ない ・電池切れのメッセージが表示される ・短時間しか使えない
･電池残量が十分にある場合は、ACアダプタやDCアダプタに接続しても充電しないことがあります。
･ ACアダプタまたはDCアダプタを接続して、充電しながら長時間使用すると、温度上昇により一時的
に充電できなくなる場合があります。
･本体接続コネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないよう、ゆっくり確実に行ってください。
また、本体接続コネクタを取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら引き抜いてください。
無理に引っ張ろうとすると故障の原因となります。
･ ACアダプタの本体接続コネクタは、水平になるように抜き差ししてください。

電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに1回の使用時間が短くなっていきます。1回の使用時
間が使用開始時に比べて半分程度になったら、電池パックの寿命と考えてください。電池パックの寿命
の目安は、約1年です。ただし、使用頻度により寿命は短くなります。
･この製品に使用されているリチウムイオン電池は、リサイクル可能な貴重な資源です。環境保全の
ため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル協力店などにお持ちください。
･リサイクルの際、以下のことにご注意ください。
・端子にテープなどを貼り、絶縁してください。
・分解、改造をしないでください。

FOMA ACアダプタ01（別売）を使用して充電できます。また、卓上ホルダD09（別売）と組み合わ
せても充電できます。
FOMA端末を閉じた状態でも、開いた状態でも充電できます。
･電池パック単体では充電できません。
･詳しくは、ACアダプタと卓上ホルダの取扱説明書をご覧ください。

充電の開始／終了とその他の留意事項

マーク 決定キーの照明 意　味
　   充電中：点滅（充電完了：点灯） 充電中：点灯（赤）

充電完了：消灯 正常に充電しています。

電池パックの寿命について

コンセントから充電する

Li-ion

携
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■ ACアダプタだけで充電する場合

■ 卓上ホルダに差し込んで充電する場合

･ FOMA端末を卓上ホルダへ取り付ける際は、ストラップなどを挟まないようにご注意ください。
･差し込みが十分でなかったり、FOMA端末が傾いていたりすると、正常に充電できません。ロックが
確実にかかるまでFOMA端末を押し込んでください。

専用のFOMA DCアダプタ01（別売）を使用すると、自動車の中でも充電できます。マイナスアース
車（12V車・24V車）で使用できます。
･詳しくは、DCアダプタの取扱説明書をご覧ください。
aDCアダプタのシガーライタプラグを自動車のシガーライタソケットに差し込む
bFOMA端末の電源を切り、外部接続端子の端子キャップを開く
cDCアダプタの本体接続コネクタを「カチッ」と音がするまで確実に差し込む
d充電の開始を確認する
充電が完了したら、DCアダプタの本体接続コネクタの両側のリリースボタンを押しながら引き抜き、シ
ガーライタプラグをシガーライタソケットから引き抜きます。次に端子キャップを閉じます。

aAC アダプタの電源プラグを起こし、AC
100Vコンセントに差し込む

bFOMA 端末の外部接続端子の端子キャッ
プを開く

c本体接続コネクタを「カチッ」と音がする
まで確実に差し込む

d充電の開始を確認する
決定キーの照明が赤く点灯したことを確認し
てください。充電が完了したら、本体接続コ
ネクタの両側のリリースボタンを押しながら
引き抜き、ACアダプタをコンセントから引き
抜きます。次に端子キャップを閉じます。

aAC アダプタの電源プラグを起こし、AC
100Vコンセントに差し込む

b卓上ホルダに本体接続コネクタを「カチッ」
と音がするまで確実に差し込む

c卓上ホルダに沿って FOMA 端末を図のよ
うな角度で差し込む

d充電の開始を確認する
決定キーの照明が赤く点灯したことを確認
してください。充電が完了したら、卓上ホル
ダを手で押さえながらFOMA端末を手前に
傾け、卓上ホルダから取り出します。

自動車の中で充電する

（　　表示面が表です）
決定キー

リリースボタン

ＡＣ
アダプタ

電源プラグ

ＡＣ１００Ｖ
コンセント

本体接続コネクタ

決定キー

卓上ホルダ

ＡＣ
アダプタ

電源プラグ

ＡＣ１００Ｖ
コンセント

本体接続コネクタ
（　　表示面が表です）

本体接続コネクタ

シガーライタプラグ

ＤＣアダプタ

シガーライタソケット

リリースボタン

決定キー
（　　表示面が表です）

携
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おしらせ
●自動車のエンジンを切った状態で充電すると、車のバッテリーを消耗させることがあります。必ずエンジンを
かけた状態で充電してください。

●充電しない場合は、DCアダプタはシガーライタソケットから取り外してください。
●DCアダプタのヒューズ（2A）は消耗品です。交換に際しては、お近くのカー用品店などでお買い求めください。

電池残量の確認のしかた 電池残量

ディスプレイに電池残量の目安が3段階で表示されます。

電池残量を音と表示で確認する

1 m843

メッセージ表示や電池アラーム音でお知らせします。充電を開始すれば電池アラーム音は止まります
が、すぐに止めたい場合はfを押してください。
･待受中のときは、電池残量がない旨のメッセージが表示されます。o、c、fを押すとメッ
セージが消えますが、しばらくすると電池アラーム音が鳴り、再度メッセージが表示されます。こ
のとき、ディスプレイ上部のすべてのアイコンが点滅し、約1分後に自動的に電源が切れます。
･通話中のときは、受話口から電池アラーム音が鳴り、電池残量がない旨のメッセージが表示されま
す。o、c、fを押すと、メッセージが消えます。電池アラーム音が聞こえてから約20秒
後に通話が切れて、待受画面に戻ります。その約1分後に自動的に電源が切れます。

音を鳴

電池アラーム音が鳴らないようにする 電池アラーム音

1 m81165

2 2を押す
･ 設定する：1

おしらせ
●通話中に電池が切れそうになると、「OFF」に設定していても、受話口から電池アラーム音が鳴ります。

電池が切れそうになると

お買い上げ時 ON

（電池残量3）：十分残っています。
（電池残量2）：少なくなっています。
（電池残量1）：電池残量がほとんどありません。充電してください。
･ 電池マークはFOMA端末の色によって異なります。マークは変更でき
ます。☛P153

電池マーク

3回鳴ります 2回鳴ります 1回鳴ります

（電池残量3） （電池残量2） （電池残量1）
電池残量が表示されます。確認音
がキー確認音の音で鳴ります。

電
池
残
量
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電源を入れる／切る 電源ON／OFF

･初めて電源を入れると、ソフトウェア更新を実行するかどうかの確認画面が表示されます。実行す
る場合は、電池が十分に充電されている必要がありますのでご注意ください。実行前に、必ず「ソ
フトウェアを更新する」をご覧ください。☛P457

1 fを2秒以上押す
ウェイクアップ画面が表示された後、待受画面が表示されます。ウェイクアップ画面の表示まで多
少時間がかかります。

1 fを2秒以上押す

おしらせ
●FOMAカードを差し替えたとき（おまかせロック中は除く）は、電源を入れた後で4～8桁の端末暗証番号の
入力が必要です。正しく入力すると待受画面が表示されます。誤った端末暗証番号を5回入力した場合は電源
が切れます（ただし、再度電源を入れることは可能です）。

● が表示されていて、移動せずに通話していても、通話が切れることがあります。
●PIN1コードON／OFFを「ON」に設定している場合、PIN1コードの入力が必要です。
●通話料金自動リセット設定を「ON」に設定している場合、PIN2コードの入力が必要です。
●照明設定の点灯時間設定の通常時を「常時」以外に設定している場合、約90秒間何も操作せずにいると、ディ
スプレイの表示が消えます。音声電話通話中も同様です。キー操作※1をしたり（ただし、スピードセレクターの
回転操作を除く）、電話の着信などがあると、ディスプレイは再び表示されます。
･テレビ電話通話中、カメラ／ビデオカメラの撮影画面表示中や撮影中、点灯時間設定のACアダプタ接続時
を「常灯」に設定して充電中、点灯時間設定を「常灯」に設定した機能の実行中などは、ディスプレイの表
示は消えません。
※1：通話中以外の場合は、ダイヤルキーを押しても数字などは入力されません。

日付・時刻を合わせる 日付時刻設定

時刻設定には、ドコモのネットワークから取得した時刻情報を基に、FOMA端末の時刻を補正す
る方法と、自分で時刻を入力する方法があります。

電源を入れる

電源を切る

お買い上げ時 自動時刻補正：ON　オフセット時間：+、00時間00分

･ 日付・時刻が設定されていないときは、その旨のメッセー
ジが表示されます。時刻情報を受信し自動時刻補正され
ると消えます。手動で日付・時刻を設定する場合は、o
を押します。
･ FOMAカードが取り付けられていない場合、FOMAカー
ドの挿入が必要な旨のメッセージが表示されます。電源
を切り、FOMAカードを取り付けてから電源を入れ直し
てください。
･ 以下は変更できます。
・待受画像☛P141 ・電池マーク☛P153
・時刻の表示形式☛P157

受信レベル表示

状態 強 弱 サービスエリア外や
電波の届かない所

FOMAカードの読み込み中に が表示され、
終わると消えます。

電池マーク

日付・曜日・時刻

待受画像が表示さ
れます。

受信レベル

電
源
O
N
／
O
F
F

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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1 m851

2 各項目を選択して設定

･ 数字は%でも増減できます。&で変更する数字を選んでからも入力できます。

3 pを押す

FOMAカードを取り付けた状態で、電波の届く場所で電源を入れたときなどに自動的に補正されます。
･数秒程度の誤差が生じる場合があります。また、電波状況によっては時刻を補正できない場合があ
ります。
･ｉアプリによっては、ｉアプリ動作中に時刻情報を受信しても補正できない場合があります。
･自動時刻補正を「ON」にしたとき、しばらく時刻が補正されない場合があります。自動時刻補正を
有効にするには、電源を入れ直してください。
･ FOMAカードを取り付けていないときや、圏外にいるときは、電源を入れ直すなどしても補正は行
われません。

おしらせ
●日付・時刻を設定していないときは、次の機能は利用できません。
･自動電源ON／OFF設定 ･目覚まし ･ユーザ証明書の操作☛P221
･ｉアプリの自動起動機能☛P284 ･ｉアプリDX☛P272 ･日付・時刻を利用するFlash画像
･スケジュール帳（データ送受信やminiSDメモリーカードの表示含む）
･再生制限が設定されているｉモーションの取得、再生☛P322
･ソフトウェア更新 ･パターンデータ更新 ･ SSL通信（認証）
･ランダムイメージ設定（「スライドオープン」「スピードセレクター」切替以外）

●日付・時刻を設定していないときは、次の機能で日時が記録されず、「----/--/--」「----------------」などと表示さ
れます。さらに区別のための枝番が付くこともあります。
･リダイヤル／着信履歴 ･伝言メモ／音声メモ ･メモ帳
･カメラで撮影した静止画／動画の日時☛P180 ･送信メール／未送信メールの日時☛P249
･サウンドレコーダーで録音した音声の日時☛P354 ･通話時間／通話料金の前回リセット日時
･バーコードリーダーで読み取ったデータのファイル名の日時☛P197
･ｉアプリ（詳細情報）のダウンロード日時☛P276 ･トルカの受信日時☛P299
･静止画やメロディ、キャラ電、ｉモーション、メールテンプレートなどの保存・登録日時☛P345、P239、P238

自動時刻補正 ：自動時刻補正を行うかどうかを設定します。
･自分で日付・時刻を設定する場合は、自動時刻補正を「OFF」にしてください。

オフセット時間：時計を常に一定時間進めておきたいときなどに、取得した時刻より、進める（＋）
／遅らせる（－）時間を設定します。
･00時間00分～23時間59分の間で入力できます。
･時、分が0～9のときは、前に0を付けます。

日付、時刻 ：日付、時刻を入力します。
･西暦は下2桁を入力します。2000年1月1日から2050年12月31日まで設
定できます。
･時刻は24時間制で入力します（00時00分～23時59分）。
･月、日、時、分が0～9のときは、前に0を付けます。

自動時刻補正を設定したとき

･ 自動時刻補正を「ON」にした場合、オフセット時間を設定できます。
日付、時刻は設定できません。

日
付
時
刻
設
定

つづく
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●設定した時刻は、電池パックを交換する場合にも保持されますが、長い間電池パックを外しているとリセット
されることがあります。その場合は、再度、日付・時刻の設定を行ってください。

●通話料金自動リセット設定を「ON」に設定している場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

相手に自分の電話番号を通知する 発信者番号通知

電話をかけたとき、相手の電話機のディスプレイに自分の電話番号（発信者番号）を表示させます。
･発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
･相手の電話機が、発信者番号表示が可能なときに表示されます。
･圏外では、発信者番号通知の設定操作はできません。電波状態のよい場所で行ってください。
･詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

1 m8951
･ 設定内容を確認する：m8952z「はい」を選択

2 ネットワーク暗証番号を入力z1を押す
･ 入力したネットワーク暗証番号は「＊」で表示されます。
･ 通知しない：2

おしらせ
●以下の方法でも発信者番号の通知／非通知を設定できます。
･電話帳データごとに、発信者番号の通知／非通知を設定する☛P126
･電話をかけるときに、発信者番号の通知／非通知を設定する☛P57、P58

●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知する設
定にしてからかけ直してください。

●複数の番号通知方法を同時に設定・操作した場合、次の優先順位で番号通知動作が行われます。ただし、ディ
スプレイの表示と実際の通知／非通知が異なる場合があります。
a発信時に発信オプションで番号通知方法を設定した場合☛P58
b相手の電話番号の前に「186」／「184」を付けた場合
c電話帳データに発番号設定をした場合
d発信者番号通知を設定した場合

●プッシュトークの発信者番号通知については、プッシュトークでの設定が必要となります。☛P106

Menu 48

自分の電話番号を確認する 自局番号

自分の電話番号（自局電話番号）や名前、メールアドレスなどを確認します。

1 m0を押す
･ 自局電話番号には、FOMA端末に挿入しているFOMAカードの電話番号が表示されます。
･ ｉモードのメールアドレスを確認する：d1でｉMenuを表示→「料金＆お申込・設定」→
「メール設定」→「アドレス確認」を選択

おしらせ
●通話中に自分の電話番号を確認する：b0

お買い上げ時 自局電話番号はご契約の電話番号、それ以外は未登録

発
信
者
番
号
通
知

D902iS 01 ご使用の前に .fm  48 ページ  ２００６年１１月２３日　木曜日　午後１２時２４分
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電話のかけかた

電話をかける
ここでは、音声電話とテレビ電話で共通の操作を説明します。
･通話中はアンテナ部を手で覆わないでください。

1 電話番号を入力

2 n

3 通話が終わったらfを押す
･ FOMA端末を閉じて電話を切るようにするには、通話中クローズ設定で設定を変更します。

おしらせ
●操作2、操作1の順でも電話をかけられます。nを押して電話番号を入力した後、約5秒経過すると自動的
に音声電話がかかります。

●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知する設
定にしてからおかけ直しください。

●マルチナンバーをご契約の場合、登録しているマルチナンバーを選択してから電話をかけることができます。
☛P399

･ 電話番号は80桁まで入力できます。ただし、表示されるのは24桁です。
･ 電話番号を訂正する：c
･ 待受画面に戻す：c（1秒以上）

一般電話にかける 同じ市内への通話でも、必ず市外局番からダイヤルしてく
ださい。

携帯電話にかける 090 － XXXX － XXXX、080 － XXXX － XXXX
PHSにかける 070 － XXXX － XXXX

「プップップッ」という発信音が聞こえます。相手が出たらお話しください。
･ 相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえます。
fを押していったん発信を終了し、しばらくたってからおかけ直しく
ださい。リダイヤルを使うと便利です。
･ 相手の携帯電話やPHSの電源が入っていないとき、または相手が電波の
届かない場所にいるときには、接続できないことをガイダンスでお知ら
せします。

電
話
を
か
け
る
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通話中に保留にする 通話中保留

通話中に自分の声を相手に聞こえないようにします。
･保留中も、電話をかけた側に通話料金がかかります。

1 通話中にoを押す

･ 音声電話の保留中にoまたはnを押すと、保留が解除されます。
･ テレビ電話の保留中に o を押すと、保留が解除され、保留前に送信していた画像に戻ります。
tまたはnを押すと保留が解除され自画像が、aを押すと保留が解除され代替画像が相手に
送信されます。
･ FOMA端末を閉じて保留にするには、通話中クローズ設定で設定を変更します。

スピーカーホン機能を利用する

相手の声がスピーカーから聞こえる状態で電話をかけられます。

1 電話番号を入力znを1秒以上押す
･ テレビ電話でかける：電話番号を入力zt
テレビ電話動作設定のスピーカーホン設定を「OFF」に設定している場合は、tを1秒以上押
します。
･ テレビ電話をかけたとき、自動的にスピーカーホン機能がONになります。スピーカーホン機能
を利用しないでテレビ電話をかけるには、テレビ電話動作設定で設定を変更します。
･ 発信中、呼出中はn、通話中はaまたはnを押すたびにスピーカーホン機能のON／OFF
を切り替えられます。
･ スピーカーホン機能利用中は、ディスプレイ上部に が表示されます。
･ 電話帳／リダイヤル／着信履歴／伝言メモ／音声メモの一覧から操作する場合も同様です。
･ プッシュトークでかける：電話番号を入力zg（1秒以上）
･ FOMA端末を閉じているときにプッシュトーク発信すると、自動的にスピーカー機能がONにな
ります。

■ スピーカーの音量を調整する：音声電話通話中に%zOで音量調整
･ テレビ電話通話中のとき：m0zOで音量調整
･ 設定は通話終了後も保持され、テレビ電話伝言メモの再生音の音量にも反映されます。

おしらせ
●スピーカーホン機能を利用した通話に切り替えると、音量が急に大きくなり耳に傷害を与える恐れがあります
ので、FOMA端末を耳から離して使用してください。

●周囲や相手側の雑音が大きく、聞き取りにくい場合は、スピーカーホン機能をOFFにして通話してください。
●FOMA端末に向かって約30cm以内の距離でお話しください。

音声電話保留中 テレビ電話保留中

通話中保留画像

点滅 通話が保留になり、ガイダンス（通話保留音）
が流れます。テレビ電話のときは、自分と相
手には通話中保留画像が表示されます。

電
話
を
か
け
る

つづく
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●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や車載ハンズフリーキット01（別売）を接続しているときは、接続
した機器を使って音声をやりとりします。

●マナーモード中でもスピーカーホン機能を利用できます。

音声電話通話中にサブメニューから実行できる操作

※1：アラーム鳴動中でも設定を変更できます。アラームが鳴り止んだ後に変更した設定が反映されます。
･通話中には、次のキーで操作できます。
・%：受話音量を調整する ・l：着信履歴を表示する ・r：リダイヤルを表示する
・t：カメラを起動する ・p：電話帳を起動する
・C（1秒以上）：相手の声を録音する（通話中音声メモ）

ポーズ、タイマーを入力する

ポーズとタイマーは音声電話のみ有効です。

「03XXXXXXXXP12345」（ポーズ「P」を入力）で発信したとき

電話がつながった後にoを押すと、ポーズ以降の番号が送出されます。

ポケットベル※へのメッセージ送信や自宅の留守番電話の操作、チケットの予約などに利用します。
ポーズ（P）が入力された箇所でダイヤルを区切ってプッシュ信号（DTMF）を送出します。

1 (を1秒以上押す
･ 電話番号の先頭に入力すると発信できません。

サブメニュー 説　明 参照先
aテレビ電話切替 音声電話からテレビ電話へ切り替えます。 P53
b着信履歴 着信履歴を表示します。 P67
cリダイヤル リダイヤルを表示します。 P56
d日付時刻設定 日付・時刻を設定します。 P46
e再接続アラーム音※1 電波状態が悪くて途切れた通話を、電波状態がよくなったときに再接続す

るときのアラーム音を設定します。
P61

f通話品質アラーム音※1 電波状態が悪くて通話が途切れそうになったときに、アラーム音で知らせ
るように設定します。

P139

g通話中クローズ設定 通話中にFOMA端末を閉じたときの動作（切断／継続／保留）を設定します。 P66
hダイヤル入力 キャッチホンをご利用の場合、通話中に別の相手に電話をかけられます。 P395
i受話音量 受話音量を調整します。 P69

ポーズ「P」を入力する

例

電
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※：2001年1月から、ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称が変わりました。

外線番号に続けて内線番号をダイヤルするときなどに利用します。外線番号と内線番号の間に「T」を
入力することによって、外線番号に続いて一定の秒数が経過した後に内線番号が発信されます。

1 #を1秒以上押す
･ タイマーは連続して入力できます。
･ タイマー1つにつき、約１秒の間隔をとります。
･ 電話番号の先頭に入力すると発信できません。

おしらせ
●プッシュ信号（DTMF）は、受信側の機器によっては受信できない場合があります。
●お話し中の通話を保留にして別の相手にポーズ（P）、タイマー（T）を入力して電話をかけることはできません。
●チケットの予約など、音声ガイダンスに従ってプッシュ信号（DTMF）を送出する必要がある場合には、ス
ピーカーホン機能を利用すると便利です。この場合、スピーカーホンに切り替えた後で、プッシュ信号（DTMF）
を入力してください。

音声電話からテレビ電話に切り替える
相手側が切り替え可能な端末の場合、音声電話通話中に、サブメニューからの操作でテレビ電話
へ切り替えられます。切り替えは、音声電話をかけた側の端末からのみ操作できます。
･音声電話／テレビ電話切り替え対応の端末どうしでご利用いただけます。
･テレビ電話に切り替えるには、相手がテレビ電話切替機能通知を開始している必要があります。

☛P95

1 音声電話通話中にm1z「はい」を選択

･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
･「いいえ」を選択すると音声電話通話中の画面に戻ります。
･ テレビ電話動作設定でスピーカーホン設定を「ON」に設定している場合、テレビ電話に切り替
わると、スピーカーホンを利用した通話に自動的に切り替わります。

おしらせ
●パケット通信中の場合は、パケット通信を切断してテレビ電話に切り替えます。
●相手側がパケット通信中はテレビ電話に切り替えられません。
●キャッチホンでの通話中は、テレビ電話に切り替えられません。
●切り替えには、約5秒かかります。なお、電波状況により切り替えに時間がかかる場合があります。
●電波状況によっては音声電話とテレビ電話の切り替えができず、電話が切れる場合があります。
●切り替え中に別の電話がかかってきたときは、着信は拒否されます。
●スピーカーホン機能は、音声電話とテレビ電話を切り替えるたびに解除されます。

タイマー「T」を入力する

音
声
電
話
か
ら
テ
レ
ビ
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話
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切
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え
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●テレビ電話通話中に行った設定（カメラの切り替えやフレーム選択など）は、音声電話とテレビ電話を切り替
えるたびに解除されます。

●テレビ電話と音声電話の通話時間に応じて、通話料金がそれぞれ加算されます。
●「切替中」と表示されている間は料金は課金されません。
●テレビ電話から音声電話へ戻すには☛P84

着もじを設定する 着もじ

音声電話やテレビ電話をかける際に、相手の着信画面にメッセージ（着もじ）を表示することで、
あらかじめ用件や緊急度を伝えることができます。着もじ付きの着信があったときに、着もじを
表示するかどうかを設定できます。

着もじメッセージの編集や設定をする

･最大10件登録できます。

1 m8941

2「＜新しいメッセージ＞」を選択

3 着もじを入力（全角・半角問わず10文字まで）
･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。

4 pを押す
･ 登録済みの着もじを編集したときは、登録するかどうかの確認画面が表示されます。上書きする
場合は「はい」を選択します。

着もじを作成する

着もじが相手側の着信画面に表示されます。通話を開始すると着もじは消えます。

･ 対応機種：902iSシリーズ
･ 送信側は料金がかかります。受信側は料金はかかりません。
･ 受信した着もじは着信履歴に記録されます。

■ 送信メッセージの履歴を引用する：
am1
b着もじを選択

■ 削除する：
a着もじを選ぶzm2
･ 全件削除する：m3

b「はい」を選択

着
も
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1 m8942

2 1～4のいずれかを押す

着もじメッセージを付けて電話をかける

･着もじは最大10件記録されます（送信メッセージ履歴）。10件を超えると古いものから順に消去さ
れます。

1 電話番号を入力zm4

2 着もじ欄を選択z着もじを選択

3 mz「はい」を選択
･ 着もじが相手側の端末に届いた場合は「送信しました」と表示され、送信料金がかかります。
･ 相手が対応端末でない場合や、メッセージ表示設定の設定により着もじが届かなかった場合など
は「送信できませんでした」と表示され、送信料金はかかりません。

おしらせ
●着もじはプッシュトークに対応していません。
●相手側が以下のような設定の場合、相手側の端末に着もじは届かず、着信履歴にも保存されません。また、発
信側に送信結果は表示されません。この場合は、送信料金はかかりません。
･圏外のときや電源が入っていない場合 ･公共モード（ドライブモード）中
･伝言メモの呼出時間を「0秒」に設定している場合　など

●相手側の端末に着もじが届いていても、電波状態によって、発信側に送信結果が表示されない場合がありま
す。この場合は送信料金がかかります。

●相手が呼出動作開始時間設定で設定した呼出開始時間内に着もじ付きの着信を受けた場合、着もじは表示さ
れ、着信履歴に記録されます。この場合は発信側に送信料金がかかります。

●海外での利用時には着もじを送受信することはできません。

着もじを受信するときの条件を設定する　メッセージ表示設定

お買い上げ時 番号通知ありのみ

すべて表示 ：すべての着もじを表示します。
表示しない ：着もじを表示しません。
電話帳登録番号のみ：電話帳に登録されている相手からの着もじのみ表示します。
番号通知ありのみ ：発信者番号を通知してきた相手からの着もじのみ表示します。

■ 着もじを解除する：1
■ メッセージを作成／編集する：2z着もじを作成
･ 作成方法は「着もじを作成する」の操作2以降と同じです。☛P54

■ 登録済みの着もじから選択する：3z着もじを選択

■ 送信メッセージ履歴から選択する：4z着もじを選択

着
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Menu 46

前にかけた相手にかけ直す リダイヤル

相手にかけた電話やプッシュトークを発信履歴（リダイヤル）として記録しておく機能です。相
手が話し中で電話がつながらなかった場合などに、簡単な操作でかけ直せます。
･最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。

1 rzリダイヤル一覧で相手を選ぶ

※１：電話番号が電話帳に登録されている場合（シークレットモード中でない場合、シークレット属性が
設定されている電話帳の相手に発信したときは相手の電話番号を表示）

※２：グループでプッシュトーク発信した場合（複数の相手に発信した場合は、先頭のメンバーの名前）
※３：電話帳に登録されている場合（複数の相手へのプッシュトーク発信の場合、先頭のメンバーの画像）
※4：マルチナンバーを契約している場合（発信した基本契約番号の名称または付加番号の名称）

･ リダイヤル一覧／着信履歴一覧を切り替える：p
･ プッシュトーク発信先一覧の表示：プッシュトークのリダイヤルを選ぶzo
･ 以下の電話帳登録などの操作は、プッシュトーク発信先一覧からも同様に操作できます。

■ 電話帳に登録する：
aリダイヤルを選ぶzm1
･ 登録済みの電話帳データに追加する：m2
･ 複数の相手に発信したプッシュトークの場合は相手を選択します。

b1～2z名前やメールアドレスなどを登録☛P111、P115
･ 登録済みの電話帳データに追加する：1～2z相手を選択z登録内容を修正☛P123

■ プッシュトーク電話帳に登録する：リダイヤルを選ぶzm3z「はい」を選択
･ 相手がFOMA端末電話帳に登録されていないと、登録できません。
･ 複数の相手にプッシュトーク発信したリダイヤルを選んだときは、m3を押し、相手を選
択したあとpを押し、「はい」を選択します。

■ プッシュトーク電話帳のグループに登録する：
プッシュトーク電話帳に登録されている複数の相手にプッシュトーク発信したときは、リダイヤ
ルから、発信相手をプッシュトークグループに登録できます。
aリダイヤルを選ぶzm4
bグループ名を入力zp

電話番号、名前※１、グループ名※２のいずれかが表示されます。

：発信オプションで発信者番号を通知した発信　 ：発信オプションで発信者番号を非
通知にした発信

：国際電話の発信のときに表示されます。

：テレビ電話の発信　 ：プッシュトークの発信　表示なし：音声電話の発信

プッシュトークの種別または発信オプションで発信したマルチナンバーの名称※4

プッシュトークの種別
：プッシュトークの発信（一人の相手）　 ：プッシュトークの発信（複数の相手）
：プッシュトークプラスでのプッシュトーク発信（一人の相手）☛P98
：プッシュトークプラスでのプッシュトーク発信（複数の相手）☛P98

電話番号

画像※３

選ばれている相手への発信日時

リ
ダ
イ
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ル
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■ SMSを作成する:リダイヤルを選ぶza（1秒以上）
リダイヤルの電話番号を宛先にしたSMSの作成画面が表示されます。
･ a を押すと、リダイヤルの電話番号がメールアドレスとともに電話帳に登録されている場合
は、1件目のメールアドレスが宛先に設定されたｉモードメールの作成画面が表示されます。
それ以外の場合は、リダイヤルの電話番号が宛先に設定されたｉモードメールの作成画面が表
示されます。
･ プッシュトークのリダイヤルの場合は、発信相手が一人のときに有効です。

2 n（音声電話のとき）またはt（テレビ電話のとき）を押す
･ プッシュトークを発信する：g
･ 選んでいるリダイヤルと同じ発信方法で電話をかける：o
・32Kテレビ電話で発信したリダイヤルは、64Kで発信されます。

おしらせ
●条件を設定して電話をかけられます。☛P58
●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、発信時の種別（音声電話／テレビ電話）がリダイヤルに記
録されます。

●日付・時刻が設定されていない場合は、リダイヤルには日時が記録されません。
●同じ電話番号に音声電話またはテレビ電話をかけた場合は、番号通知の「指定なし」「通知」「非通知」のそれ
ぞれについて最新の1件のみが記録されます。同じ電話番号にプッシュトークで発信した場合は別の履歴とし
て記録されます。

●マルチナンバーに登録している発信番号を選択するには☛P399

リダイヤルを削除する リダイヤル削除

1 r

2 リダイヤルを選ぶzm61
･ 全件削除する：m62
･ プッシュトーク発信先一覧からも同様に操作できます。

3「はい」を選択

1回の通話ごとに電話番号を通知するかしないかを設定する 186／184

電話をかけたとき、相手の電話機に自分の電話番号（発信者番号）を表示させるかどうかを設定
します。
･発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
･相手の電話機が、発信者番号表示が可能なときに表示されます。

「186」／「184」を付けて電話をかける

電話をかけるときに、電話番号の先頭に特定の番号を付加する方法です。

■ 発信者番号を通知する：186z電話番号を入力zn（音声電話のとき）またはt（テ
レビ電話のとき）

■ 発信者番号を通知しない：184z電話番号を入力zn（音声電話のとき）またはt（テ
レビ電話のとき）

1
8
6
／
1
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おしらせ
●電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、「186」を付けてからお
かけ直しください。

●国際電話では「186」を付けても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知されない場合があります。
●相手の電話番号に「186」／「184」を付けて発信した場合、「186」／「184」も付いた電話番号がリダイヤ
ルに記録されます。

●番号通知方法の優先順位について☛P48

条件を設定して電話をかける 発信オプション

音声電話／テレビ電話をかけるたびに、着もじの作成や選択、マルチナンバーの発信番号の選択、
発信方法や発信者番号の通知／非通知の選択、プレフィックスや国際アクセス番号を付加するか
どうかを設定できます。
･プッシュトークグループの場合は、発信方法と発信者番号の通知／非通知のみ設定できます。

1 電話番号を入力zm4
■ 国際電話をかける：国番号z電話番号を入力zm4
･ 国際電話をかける場合、市外局番が「0」で始まるときは「0」を除いてダイヤルしてくださ
い（ただし、イタリアの一般電話などにおかけになるときは「0」が必要です）。

2 各項目を選択して発信条件を設定

3 mz「はい」を選択
設定した内容で電話がかかります。
･ 発信方法で「64Kテレビ電話」または「32Kテレビ電話」を選択した場合には、tを押し「は
い」を選択すると、通話中に表示するキャラ電を選択できます。

おしらせ
●リダイヤル一覧、着信履歴一覧、伝言メモ一覧、音声メモ一覧、自局電話番号の詳細画面、プッシュトーク電
話帳のメンバー一覧／グループ一覧、スケジュールのメンバーリスト一覧では、mを押し「発信オプション」
を選択します。

●FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳の電話帳一覧や詳細画面では電話番号を選んでから、mを押し
「発信オプション／メール」→「発信オプション」を選択します。
●国際電話では番号通知で「通知」を選択しても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知されない場合
があります。

着もじ ：相手に送信する着もじを作成または選択します。☛P55
マルチナンバー：相手に通知する番号を基本契約番号または付加番号から選択します。☛P399
発信方法 ：「音声電話」「64Kテレビ電話」「32Kテレビ電話」「プッシュトーク」から選択

します。
･「プッシュトーク」を選択した場合、「番号通知」以外は設定できません。

番号通知 ：発信者番号の通知／非通知を設定します。
･番号通知方法の優先順位について☛P48、プッシュトークの番号通知方法の優
先順位について☛P106

プレフィックス：電話番号の前に付加する番号（プレフィックス）を選択します。
･プレフィックス設定について☛P60

国際電話発信 ：国際アクセス番号の名称を選択します。
･国際ダイヤル設定について☛P59

発
信
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国際電話を利用する WORLD CALL

ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」

･「WORLD CALL」はドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。
･通話方法

･通話先は世界約220の国と地域です。
･「WORLD CALL」の料金は毎月のFOMAサービスの通信料金と合わせてご請求します。
･申込手数料は不要です。また、月額使用料は無料です。
・FOMAサービスをご契約のお客様は、ご契約時に併せて「WORLD CALL」もご契約いただいてい
ます（ただし、不要のお申し出をされた方を除きます）。

･国際電話ダイヤル手順の変更について
携帯電話などの移動体通信は、電話会社選択サービス「マイライン」のサービス対象外であるため、
「WORLD CALL」についても「マイライン」をご利用いただけませんが、「マイライン」の導入に伴
い携帯電話などから国際電話をご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来のダイヤ
ル手順（上記ダイヤル手順から「010」を除いたもの）ではご利用いただけませんので、ご注意くだ
さい。
･詳しくは、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
・ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用いただく場合は、各国際電話サービス会社に直接お問
い合わせください。

･一部ご利用できない料金プランがあります。

簡単な方法で「WORLD CALL」を利用する 国際ダイヤル設定

本設定の自動付加設定を「自動付加」に設定すると、国際電話をかける際に「+」を入力することで、
あらかじめ設定した国際アクセス番号が自動的に付加され、簡単に国際電話をかけられます。
･「＋」の後に日本の国番号「81」を先頭に付けて発信した場合は、国際アクセス番号は付加されま
せん。

1 m86731

2 1を押す
･ 解除する：2

009130z010z国番号z市外局番z電話番号を入力zn
･上記の電話番号をFOMA端末の電話帳に登録できます。
･市外局番が「0」で始まる場合には「0」を除いてダイヤルしてください（ただし、イタリアの一般電話
などにおかけになる場合は「0」が必要です）。

海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対し、上記ダイヤル方法の後にテレビ電話モードで発信すれば「国
際テレビ電話」がご利用いただけます。
･接続可能な国及び通信事業者等の情報についてはドコモのホームページをご覧ください。
･国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA 端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接続できない場
合がございます。

自動付加を設定する

お買い上げ時 自動付加
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･最大３件登録できます。

1 m86732

2「＜未登録＞」を選ぶzm2

3 名称を入力（全角8文字（半角16文字）まで）z番号を入力（10桁まで）zp

4 pを押す

「+」を入力したときに自動的に付加される国際アクセス番号を選択します。

1 m86732
■ 登録内容を確認する：項目を選ぶzm1
■ 編集する：項目を選ぶzm2z項目を編集
･ 登録内容の確認画面でpを押しても編集できます。操作方法は「国際アクセス番号を登録す
る」の操作3以降と同じです。

■ 削除する：項目を選ぶzm3z「はい」を選択
･ 自動付加される国際アクセス番号は削除できません。

2 項目を選択

3 pを押す

1 0（1秒以上）z国番号z電話番号を入力znz「はい」を選択

「WORLD CALL」以外の番号を設定する プレフィックス設定

電話番号の先頭に付加する番号（プレフィックス）をあらかじめ登録しておくと、電話番号を入力した
後に、簡単にプレフィックスを付加して国際電話をかけられます。
･お買い上げ時は、ドコモの国際電話用の「009130010」が登録されています。

1 m8672

2 プレフィックス1～3欄を選択z番号を入力
･ 最大3件、1件につき10桁まで入力できます。
･ 番号（プレフィックス）にはポーズ、タイマーを含めないでください。ポーズ、タイマーを含め
てプレフィックスを設定すると、プレフィックスを付加して電話をかけることはできません。
･「009130010」は変更できます。

国際アクセス番号を登録する

お買い上げ時 名称：World Call　番号：009130010

国際アクセス番号を設定する

国際ダイヤル設定を利用して簡単にかける

お買い上げ時 009130010
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3 pを押す

サブアドレスを指定して電話をかける サブアドレス設定

サブアドレスを指定して特定の電話機や通信機器を呼び出すように設定します。
･映像配信サービス「Vライブ」でコンテンツを選択するときにも利用します。

1 m8674

2 1を押す
･ 解除する：2

1 電話番号を入力z(zサブアドレスを入力

2 n（音声電話のとき）またはt（テレビ電話のとき）を押す
･ 相手の電話機や通信機器にサブアドレスが設定されている必要があります。

おしらせ
●サブアドレス設定を「ON」に設定していても、ポーズやタイマー、「#」を入力した後に「 」を入力した
場合は、サブアドレスの区切りとしては認識されず、「 」を含んだプッシュ信号(DTMF)として送出されます。

途切れた通話を再接続するときのアラームを設定する 再接続アラーム音

トンネルやビルの陰などで電波状態が悪くて途切れた音声電話、テレビ電話、プッシュトークを、
電波状態がよくなったときに再接続するときのアラーム音を設定します。
･電波が途切れている間は、相手は無音状態となります。
･利用状態や電波状態により、再接続されるまでの時間は異なります。目安は最長10秒間です。
･再接続されるまでの時間（最長10秒間）も通話料金がかかります。
･利用状態や電波状態により、アラーム音が鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。

1 m81164z1～3のいずれかを押す

サブアドレスの設定を有効にする

お買い上げ時 ON

サブアドレスを指定して電話をかける

お買い上げ時 アラーム高音

サ
ブ
ア
ド
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周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする ノイズキャンセラ設定

通話中の周囲の騒音を抑えることによって、自分の声が相手に、また相手の声も明瞭に聞きとれ
るようになります。
･通常は、「ON」に設定した状態でのご使用をおすすめします。

1 m8681

2 1を押す
･ 解除する：2

車の中で手を使わずに話す 車載ハンズフリー

FOMA 端末を車載ハンズフリーキット 01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応機器と、
USB接続することにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作ができます。
･ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご覧ください。
なお、車載ハンズフリーキット 01（別売）をご利用時には、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブ
ル01（別売）が必要です。

おしらせ
●着信時の画面表示や着信音などの動作は、FOMA端末の設定に従います。
●ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合は、FOMA端末でのマナーモードや着信音の設定に
関わらずハンズフリー対応機器から着信音が鳴ります。

●公共モード（ドライブモード）中の着信動作は、公共モード（ドライブモード）の設定に従います。
●ハンズフリー対応機器から電話帳やリダイヤルを利用してテレビ電話をかけた場合、ハンズフリー対応機器か
らの通信速度設定に従います。設定されていない場合は、64K固定でテレビ電話を発信します。

●ハンズフリー対応機器からテレビ電話をかけた／受けた場合、相手には代替画像が送信されます。
●伝言メモ設定中の着信動作は、伝言メモの設定に従います。
●FOMA端末から音を鳴らす設定にしている場合、通話中にFOMA端末を閉じたときの動作は、通話中クロー
ズ設定の設定に従います。ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、通話中クローズ設定の
設定に関わらず、FOMA端末を閉じても通話状態は変わりません。

電話の受けかた

電話を受ける
ここでは、音声電話とテレビ電話で共通の操作を説明します。
･音声着信の場合、n以外に0～9、(、#を押しても電話を受けられます（エニーキー
アンサー）。☛P65

1 電話がかかってくる
着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯し、決定キーの照明が点灯／点滅します。
･ 応答保留にする：f

お買い上げ時 ON

ノ
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2 n

3 通話が終わったらfを押す
･ FOMA端末を閉じて電話を切るようにするには、通話中クローズ設定で設定を変更します。

着信中の相手からの発信状況やFOMA端末の設定に従って、電話番号や名前、画像、動画／ｉモーショ
ンなどがディスプレイに表示されます。名前や電話番号を表示しないように設定できます。☛P149

■ 相手の電話番号が通知されたとき

■ 相手の電話番号が通知されなかったとき
発信者番号非通知理由が表示されます。

音声電話がかかってきた場合は、発番号なし動作設定で設定した着信動作やイメージ表示が優先さ
れます。テレビ電話がかかってきた場合は、着信画像はテレビ電話着信設定が優先されます。

ディスプレイの表示について

お話しください。通話時間が表示されます。
･ 通話中保留にする：o
･ スピーカーホン機能に切り替える：aまたはn
･ FOMA端末を開いても電話を受けられます。☛P65

相手の電話番号が電話帳に登録されていない場合は、電話番号が表示されま
す。また、電話着信設定またはテレビ電話着信設定で設定した画像が表示さ
れます。

相手の電話番号が電話帳に登録されている場合には名前と電話番号が表示さ
れます。また、人物画像表示設定が「ON」のときは電話帳に設定した画像
や動画／ｉモーションも表示されます。☛P149

非通知理由 理　由
非通知設定 発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した場合
公衆電話 公衆電話などから発信した場合
通知不可能 海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由して

の着信など、発信者番号を通知できない相手から発信した場合
（ただし、経由する電話会社により発信者番号が通知される場
合もあります）
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話
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■ 着もじ付きの着信を受けたとき

通話中着信動作選択を「通常着信」に設定していると、通話中に別の音声電話がかかってきたときもサ
ブメニューから同様に操作できます。

※1：留守番電話サービスをご利用いただいている場合に有効です。
※２：転送でんわサービスをご利用いただき、転送先が登録されている場合に有効です。
･C（1秒以上）：伝言メモで応対する（クイック伝言メモ）
･C：着信音、バイブレータを停止する
･%：着信音量を調整する

留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービスのいずれかをご契約いただくと、通話中に別
の電話がかかってきたときに「ププ…ププ…」という通話中着信音が聞こえ、次の動作ができます。

※1：通話中着信設定を開始に設定し、通話中着信動作選択を「通常着信」に設定した場合にサブメニュー
から操作できます。

･キャッチホンをご契約されていない場合は、通話中着信音「ププ…ププ…」が鳴っても電話は受け
られません。

おしらせ
●FOMA 端末から転送された電話を着信した場合は、転送元の電話番号が電話帳に登録されていないときは電
話番号が、電話帳に登録されているときは名前が表示されます。ただし、転送元によっては、転送元の電話番
号や名前が表示されないことがあります。

●電話帳や電話着信設定などで電話着信時の画像に動画／ｉモーションを設定していても、音声通話中に音声電
話の着信があった場合は動画／ｉモーションは再生されず、最初のコマが表示されます。

●国際電話がかかってきた場合、発信者番号の先頭に「＋」が表示されます。
●電話帳に登録されていない相手からの着信に対して、着信を拒否したり、着信音やバイブレータなどでの呼出
動作をすぐに開始しないように設定できます。☛P174

●電話帳に登録されている相手に対して着信拒否を設定できます。☛P171

音声電話着信中にサブメニューから実行できる操作

サブメニュー 説　明
a着信拒否 電話が切れます（相手側に通話料金はかかりません）。
b留守番電話※1 かかってきた電話を留守番電話サービスセンターに接続します。
c転送でんわ※2 かかってきた電話を転送先へ転送します。

音声電話通話中に「ププ…ププ…」という音（通話中着信音）が聞こえたとき

ご契約の内容 動　作 参照先
留守番電話サービス※1 留守番電話サービスセンターに接続します。 P394
キャッチホン 通話中の電話を保留にし、かかってきた電話に応答します。 P395
転送でんわサービス※1 転送先へ転送します。 P396

メッセージ表示設定に従って着もじが表示されます。通話を開始すると着も
じは消えます。
･ 受信した着もじは着信履歴に記録されます。
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音声電話からテレビ電話に切り替えて電話を受ける
･切り替え操作は、音声電話を発信した側からのみ行うことができます。着信した側からは切り替え
操作を行うことはできません。
･テレビ電話への切替要求を受けるには、テレビ電話切替機能通知を開始しておく必要があります。

☛P95

1 音声電話通話中にテレビ電話への切替要求を受ける

2「はい」を選択
テレビ電話に切り替わり、相手側に自画像が送信されます。
･ 代替画像を送信する：「いいえ」を選択
･「はい」を選択したときに初めて自画像が送信されます。

ダイヤルキーなどを押して電話に出られるようにする エニーキーアンサー設定

電話がかかってきたとき、n以外に0～9、(、#を押して電話に出られるように
します。
･本機能は音声電話とプッシュトークに有効です。ただし、通話中着信時は無効です。

1 m864

2 1を押す
･ 解除する：2

FOMA端末を開いて通話を開始する 着信中オープン応答

･本機能は音声電話にのみ有効です（プロテクトキーロック中も有効です）。

1 m8675

2 1を押す
･ 解除する：2

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 OFF

･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンス
が流れます。 音

声
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FOMA端末を閉じて通話を切断／継続／保留する 通話中クローズ設定

･64Kデータ通信中、パケット通信中は、本機能は動作しません。
･プッシュトークの場合は、FOMA端末を閉じることで切ることができます。プッシュトーク中クロー
ズ設定で設定します。

1 m8682

2 1～3のいずれかを押す

おしらせ
●「通話保留」に設定している場合、以下のように動作します。
･テレビ電話通話中に静止画やフレームを重ねた自画像を送信中にFOMA端末を閉じたときは、保留解除後、
静止画やフレームは解除されます。
･プッシュ信号（DTMF）送信中にFOMA端末を閉じたときは通話を継続します。
･音声電話／テレビ電話の切り替え中にFOMA端末を閉じたときは通話を継続します。

●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や市販のハンズフリー対応機器などを接続して通話中にFOMA端末
を閉じた場合、接続中の機器から音を鳴らすように設定しているときは、本機能の設定に関わらず通話は継続
されます。この状態で平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）やハンズフリー対応機器を外しても通話は継続
されます。

●伝言メモ録音／録画中にFOMA端末を閉じた場合、本設定に関わらず録音／録画は継続されます。
●通話中音声メモ録音中／動画メモ録画中にFOMA端末を閉じた場合は、本設定に従って動作します。「通話保
留」に設定している場合、保留直前までに録音／録画していた内容が保存されます。

お買い上げ時 通話継続

切断 ：通話を終了します。
通話継続：通話を継続します。
通話保留：通話を保留します。相手にはガイダンス（通話保留音）が流れます。

通
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Menu 45

着信履歴を利用する 着信履歴

かかってきた電話やプッシュトーク、電話に出られなかったとき（不在着信）の履歴を記録して
おく機能です。伝言メモに録音／録画されたときも記録されます。
･最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。

着信履歴から電話をかけるとき

1 lz着信履歴一覧で着信履歴を選ぶ

※１：電話番号が電話帳に登録されている場合
※ 2：電話帳に登録されている場合（複数の相手とのプッシュトーク通信の場合、先頭のメンバーの画像）
※ 3：マルチナンバーを契約している場合（着信した基本契約番号の名称または付加番号の名称）
･ 着信履歴一覧／リダイヤル一覧を切り替える：p
･ プッシュトーク着信一覧の表示：プッシュトークの着信履歴を選ぶzo
･ 以下の電話帳登録などの操作は、プッシュトーク着信一覧からも同様に操作できます。

■ 電話帳に登録する：
a着信履歴を選ぶzm1
･ 登録済みの電話帳データに追加する：m2
･ 複数の相手と通信したプッシュトークの場合は相手を選択します。

b1～2z名前やメールアドレスなどを登録☛P111、P115
･ 登録済みの電話帳データに追加する：1～2z相手を選択z登録内容を修正☛P123

■ プッシュトーク電話帳に登録する：着信履歴を選ぶzm3z「はい」を選択
･ 相手がFOMA端末電話帳に登録されていないと、登録できません。
･ 複数の相手とプッシュトーク通信した着信履歴を選んだときは、m3を押し、相手を選択
したあとpを押し、「はい」を選択します。

■ プッシュトーク電話帳のグループに登録する：
プッシュトーク電話帳に登録されている複数の相手とプッシュトーク通信したときは、着信履歴
から通話相手をプッシュトークグループに登録できます。
a着信履歴を選ぶzm4
bグループ名を入力zp

例

電話番号、名前※１、発信者番号非通知理由（☛P63）のいずれかが表示されます。

：テレビ電話の着信 ：プッシュトークの着信 ：64Kデータ通信の着信 表示なし：音声電話の着信

応答の状況（着もじ付き／着もじなし）
／表示なし：応答済み ／ ：不在着信（確認済み） ／ ：不在着信（未確認）
／ ：伝言メモ ／ ：伝言メモ（削除済み）

：国際電話の着信のときに表示されます。

選ばれている相手からの着信日時（不在着信の場合は呼出時間も表示）
プッシュトークの種別または着信したマルチナンバーの名称※3

：プッシュトークの着信（一人の相手）　 ：プッシュトークの着信（複数の相手）
：プッシュトークプラスでのプッシュトーク着信（一人の相手）☛P98
：プッシュトークプラスでのプッシュトーク着信（複数の相手）☛P98

電話番号または発信者番号非通知理由
着もじ

画像※2 着
信
履
歴

つづく
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■ SMSを作成する：着信履歴を選ぶza（1秒以上）
着信履歴の電話番号を宛先にしたSMSの作成画面が表示されます。
･ aを押すと、着信履歴の電話番号がメールアドレスとともに電話帳に登録されている場合は、1
件目のメールアドレスが宛先に設定されたｉモードメールの作成画面が表示されます。それ以外
の場合は、着信履歴の電話番号が宛先に設定されたｉモードメールの作成画面が表示されます。
･ プッシュトークの着信履歴の場合は、通信相手が一人のときに有効です。

2 n（音声電話のとき）またはt（テレビ電話のとき）を押す
･ 選んでいる着信履歴と同じ着信方法で電話をかける：o
･ プッシュトークを発信する：g
･ 着もじ付きの着信履歴から電話をかけても、着もじは付きません。

（数字は件数）が表示され、着信履歴に記録されます。☛P37
･覚えのない番号からの不在着信があった場合、呼出時間により、着信履歴を残すことだけを目的と
したような迷惑電話（「ワン切り」など）かどうかを確認できます。

おしらせ
●呼出動作開始時間設定で設定した呼出開始時間内の不在着信を含むすべての着信履歴を表示する場合は、着信
履歴一覧でm71を押します。呼出開始時間内の着信履歴を表示しないようにする場合はm72
を押します。

●条件を設定して電話をかけられます。☛P58
●呼出動作開始時間設定で設定した呼出開始時間内の不在着信のみが着信履歴に記録されている場合、待受画面
でlを押すと、表示されていない不在着信履歴がある旨の確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、
呼出開始時間内履歴が表示されます。

●日付・時刻が設定されていない場合は、着信履歴には日時が記録されません。
●会社などでダイヤルインをご利用の相手から着信した場合、相手のダイヤルイン番号と異なった番号が表示さ
れる場合があります。

●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、着信時の種別（音声電話／テレビ電話）が着信履歴に記録
されます。

●ダイヤル発信制限やPIMロックを設定すると、それまでに記録されていた着信履歴は削除されます。ただし、
その後の着信は着信履歴に記録され、PIMロック中の場合は着信履歴から発信できます。

●マルチナンバーに登録している発信番号を選択するには☛P399

着信履歴を削除する 着信履歴削除

1 l

2 着信履歴を選ぶzm61
･ 全件削除する：m62
･ プッシュトーク着信一覧からも同様に操作できます。

3「はい」を選択

かかってきた電話やプッシュトークに出られなかったとき（不在着信）
着
信
履
歴
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通話中に相手の声の音量を調整する 受話音量

レベル1（最小）～レベル6（最大）の6段階で調整できます。
･通話中に変更された音量は、通話終了後も保持されます。
･受話音量は電源を切っても保持されます。

1 通話中に%zOで音量調整
oを押すか、キーの操作を止めてしばらくすると、自動的に音量が設定されます。
･ 音量を大きくする：uまたはr
･ 音量を小さくする：dまたはl
･ テレビ電話通話中の音量調整をする：m0zOで音量調整

おしらせ
●待受中に受話音量を調整する方法、受話音量に連動する音量については☛P70

着信音などFOMA端末から鳴る音の音量を調整する 音量設定

電話やメール、メッセージR/Fの着信音、目覚まし音、スケジュールアラーム、ｉアプリ、トルカ
取得時の音量を調整します。
･「silent」（消音）、レベル1～レベル6の7段階で調整できます（着モーションも7段階になります）。
待受中はステップトーン（約3秒ごとに、消音→レベル1→…→レベル6で着信音が鳴る）も設定で
きます。

着信中に電話の着信音量を調整する

･電話着信中に変更された着信音量は、通話を終了すると元に戻ります。

1 着信中に%zOで音量調整
oを押すか、キーの操作を止めてしばらくすると、自動的に音量が設定されます。
･ 音量を大きくする：uまたはr
･ 音量を小さくする：dまたはl

おしらせ
●着信音とバイブレータの動作を止める：着信中にC
●電話着信音量をステップトーンに設定している場合、着信中に調整をすると、レベル6からの変更になります。

お買い上げ時 レベル4

受
話
音
量
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待受中に着信音などFOMA端末から鳴る音の音量を調整する

･受話音量は、消音に設定できません。
･受話音量、ｉアプリ音量、トルカ取得音量は、ステップトーンに設定できません。
･待受中に変更された着信音量は、電源を切っても保持されます。

1 m812

2 1～3、5～6
■ 目覚ましの音量を調整する：41
■ スケジュールアラームの音量を調整する：42

3 Oで音量調整zoを押す
･ ステップトーンにする：レベル6のときに、uまたはr
･ 消音にする：レベル1のときに、dまたはl

おしらせ
●電話着信音量を消音に設定した場合は、待受画面に が表示されます。また、同時に音声電話のバイブレータ
を設定した場合は、 が表示されます。

お買い上げ時 すべてレベル４

電話着信音量 ：音声電話、テレビ電話、プッシュトークの着信音量を調整します。
本設定は、以下の音量にも反映されます。
お知らせタイマー、通話料金の上限通知アラーム、電池レベル表示時の確認
音、メールに添付されたメロディ再生時の音

メール・メッセージ着信音量：
メール、チャットメール、メッセージR/Fの着信音量を調整します。

受話音量 ：音声電話、テレビ電話、プッシュトークの受話音量を調整します。
本設定は、以下の音量にも反映されます。
キー確認音、スピードセレクターを回転したときの音、音声電話伝言メモ、
音声メモの再生音

目覚まし音量 ：目覚ましの音設定画面で音量を「端末設定に従う」に設定したときの音量を
調整します。

スケジュール音量：スケジュールアラーム音や予告アラーム音の音量を調整します。
ｉアプリ音量 ：ｉアプリから鳴る音の音量を調整します。 
トルカ取得音量 ：トルカの取得時に鳴る音の音量を調整します。 本機能はトルカ取得設定にも

反映されます。

音
量
設
定
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音声電話／テレビ電話／プッシュトーク着信時の動作を設定する 電話着信設定／テレビ電話着信設定／プッシュトーク着信設定

･本機能での設定内容は、音の設定、バイブレータ設定、イルミネーション設定にもそれぞれ反映さ
れます。イメージ表示の設定は、発着信画面表示設定の電話着信設定、テレビ電話着信設定にもそ
れぞれ反映されます。
･プッシュトーク着信設定では、イメージ表示は設定できません。

音声電話着信時の動作を設定するとき

1 m862
■ テレビ電話着信時の動作を設定する：m8712
■ プッシュトーク着信時の動作を設定する：m8721

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●イメージにパラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。
●音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を着信音に設定しているとき、イ
メージ表示を映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像に設定し直すと、着信音は「Vivaldism」（音
声電話）または「電話・メロディA」（テレビ電話）になります。

●動画／ｉモーションによってはイメージに設定できない場合があります。また、音声のある動画／ｉモーショ
ンは設定できません。

●メロディによっては、バイブレータやイルミネーション／着信イルミネーションで　「メロディ連動」に設定
すると、バイブレータやイルミネーションが動作しないことがあります。

●プッシュトーク着信音に設定する動画／ｉモーションには、音声のみの動画／ｉモーションのみ設定できます。

お買い上げ時 着信音：メロディ／Vivaldism（電話着信設定）、メロディ／電話・メロディＡ（テレビ電話着信設定）、
メロディ／電話・メロディB（プッシュトーク着信設定）
イメージ表示：標準画像　バイブレータ：OFF　イルミネーション／着信イルミネーション：
点滅／スカイ（電話着信設定）、点滅／ライム（テレビ電話着信設定）、点滅／ピーチ（プッシュトーク着信設定）

着信音 ：電話がかかってきたときの着信音を設定します。
･「OFF」を選択すると、着信音は鳴りません。
･「メロディ」または「着モーション」を選択したときは、メロディまたは動画／
ｉモーションを選択します。

イメージ表示：電話がかかってきたときに表示する画像を設定します。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して画像を設定します。
･「ｉモーション」を選択したときは、フォルダ一覧から動画／ｉモーションを選択
します。フォルダ一覧が表示されないときは、「画像選択」を選択します。

バイブレータ：電話がかかってきたときの振動を設定します。
イルミネーション／着信イルミネーション：

着信時の決定キーの照明の点灯パターンと色を設定します。
･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P133

例
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通話中やパケット通信中の着信時に優先して表示する画面を設定する 優先通信モード設定

音声電話通話中にパケット通信の着信があったとき、またはパケット通信中に音声電話がかかっ
てきたときに、どちらの画面を優先的に表示させるかを設定します。
･本設定により画面の表示が切り替わっても、通話やパケット通信は中断されません。

1 m8671

2 1～3のいずれかを押す

優先通信モード設定の設定内容によって、画面の表示は次のようになります。

電話に出られないとき／出られなかったとき

すぐに電話に出られないときに保留にする 応答保留

･応答保留中でも相手側には通話料金がかかります。

1 着信中にf

お買い上げ時 設定なし

設定なし ：表示の優先を決めずに後から着信した方の画面を表示します。
音声通話表示優先 ：音声電話通話中の画面を優先して表示します。
パケット通信表示優先：パケット着信中の画面を優先して表示します。

･ｉモードのパケット通信中に音声電話がかかってきたときにbを押す
と画面切替メニューが表示され、電話を受けられます。

･ ｉモードのパケット着信時は、本設定に関わらず、音声電話通話中の画面が優先して表示されま
す。

表示される画面について

設定内容
音声電話通話中のパケット

着信時（ｉモード以外）※1、※2 パケット通信中の電話着信時※3

設定なし
音声電話通話中の画面 音声電話着信中の画面

音声通話表示優先
パケット通信表示優先 パケット着信中の画面 ｉモード中の画面

※1：電話着信時に表示される画面は、通話中着信動作選択の設定に従って動作します。☛P398
※2：ｉモード以外のパケット通信にはｉモードメール、SMS、メッセージR/Fの受信は含まれません。
※3：ｉモード中にｉモード以外のパケット着信は受けられません。☛P439

音声電話応答保留中 テレビ電話応答保留中

応答保留になります。相手には応答保留ガイ
ダンスが流れます。
テレビ電話のときは、自分と相手には応答保
留画像が表示されます。

優
先
通
信
モ
l
ド
設
定
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2 電話に出られる状態になったらnを押す
･ 音声電話の場合は、FOMA端末を開いても電話に出られます。☛P65
･ テレビ電話の場合はtまたはnを押します。aを押すと、相手には代替画像（☛P94）が
送信されます。
･ 応答保留中にfを押すか、相手が電話を切ると、通話が終了します。

おしらせ
●留守番電話サービスや転送でんわサービスをご利用の場合は、着信中にmを押し「留守番電話」／「転送で
んわ」を選択すると、留守番電話への切り替えや電話の転送ができます。

応答保留ガイダンスを設定する 応答保留ガイダンス設定

自分の声を応答保留ガイダンスとして録音することもできます。
･ガイダンスは1件、約10秒間録音できます。
･音声電話、テレビ電話ともに、応答保留中はここで設定したガイダンスが流れます。

録音データをガイダンスに設定するとき

1 m81161

2 保留音欄を選択z2
･ お買い上げ時のガイダンスに戻す：1z操作4に進む

3 ガイダンスの編集欄の「録音」を選択z発信音（ピーッ）の後に応答保留ガイダ
ンスを話す

4 pを押す

おしらせ
●録音したガイダンスを削除すると、お買い上げ時のガイダンスに戻ります。
●保留音を「内蔵音」に設定すると、応答保留時に相手に「ただいま電話に出ることができません。そのままお
待ちになるか、しばらくたってからおかけ直しください。」というガイダンスが流れます。

お買い上げ時 内蔵音

例

録音可能時間の目安

メッセージが表示された後、録音が開始されます。
･ 録音開始から約 10 秒後に終了音（ピーッ）が
鳴ります。
･ 録音を途中で停止する：o
･ 録音したガイダンスを確認する：「再生」を選択
･ 既に録音データが登録されているときは「録音」
は選択できません。「削除」を選択し、「はい」
を選択して録音データを削除してから録音して
ください。

応
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通話保留音を設定する 通話保留音

･音声電話、テレビ電話ともに、通話保留中はここで設定したメロディが流れます。

1 m81162

2 2～3のいずれかを押す
･ お買い上げ時のメロディに戻す：1
･ メロディを再生する：メロディを選ぶzp

おしらせ
●通話保留音の音量は変更できません。
●通話保留音に設定した3Dサウンド対応メロディには、通話相手の端末で音質が劣化して聞こえるものがあり
ます。

公共モード（ドライブモード）を利用する 公共モード（ドライブモード）

公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モードを設
定すると、電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような場所（電車、
バス、映画館等）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。
･公共モードの設定／解除は、待受中のみできます（画面に「圏外」が表示されている時でも可能です）。
･公共モード中でも、通常どおり電話をかけることができます。
･本機能は、データ通信中はご利用できません。

公共モード（ドライブモード）を設定する

1 (を1秒以上押す
公共モードが設定され、 が表示されます。
着信時に「ただいま運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいるため、電話
に出られません。のちほどおかけ直しください。」というガイダンスが流れます。
･ マナーモードを同時に設定しているときは、公共モードの設定が優先されます。

■ 解除する：(（1秒以上）

■ 公共モード（ドライブモード）を設定すると
お客様の FOMA 端末に電話がかかってきても、着信音は鳴りません。画面には が表示され、
着信履歴に記録されます。
電話をかけてきた相手には運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいる旨の
ガイダンスが流れ、通話を終了します。
･プッシュトーク着信の場合は応答を行わず、発信者の画面には「接続できませんでした」と表示さ
れます。3人以上で通信した場合は、参加メンバーに対して運転中であることを通知します。

お買い上げ時 保留音・ボイス

通
話
保
留
音
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■ 公共モード（ドライブモード）中の着信と各サービスとの関係

おしらせ
●公共モード中は、次の音が鳴りません。また、バイブレータも動作せず、着信などを知らせる決定キーの照明
も点灯／点滅しません。
･着信音 ･目覚まし音 ･スケジュールアラーム音 ･お知らせタイマーのアラーム音
･ｉアプリのサウンド ･充電確認音 ･通話料金上限通知アラーム※1 ･電池アラーム音
･ FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）にかざしてデータを取得したときの音※2
※1：通話料金上限通知の設定を「ON」にし、アラームを設定している場合でも、メッセージは表示されま

せん。
※2：イルミネーション設定のICカードアクセスを「ON」に設定している場合や、トルカ取得設定のイルミ

ネーション設定を「ON」にしている場合は決定キーの照明が点滅します。
●公共モード中でも、次の音は鳴ります。
･キー確認音 ･スピードセレクター音 ･シャッター音
･レンズカバー音 ･スライド音

●公共モード中は、待受画面にｉチャネルの情報はテロップ表示されません。
●公共モード中は着もじは表示されません。
●メールやメッセージR/Fを受信しても、受信中画面や受信結果画面は表示されません。ただし、ｉモード問合
せを行った場合は、受信中画面や受信結果画面が表示されます。また、このときにメールやメッセージR/Fを
受信すると受信中画面が表示され、受信が完了すると受信結果が更新されます。

●電源が入っていないときや圏外にいるときは、相手には圏外時のガイダンスが流れ、公共モードのガイダンス
は流れません。

●公共モード中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うと、公共モードは解除されます。ただし、テレ
ビ電話で発信した場合は、解除されません。

サービス名 音声電話着信時の動作 テレビ電話着信時の動作
留守番電話
サービス

相手に公共モードのガイダンスが流れた後、留
守番電話サービスセンターに接続されます。

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示さ
れずに、留守番電話サービスセンターに接続さ
れます。

転送でんわ
サービス

相手に公共モードのガイダンスが流れた後、転
送先に転送されます。
相手に流れるガイダンスの有無は、転送でんわ
サービスの設定に従います。
「ガイダンスを流す」に設定したときは、公共
モードのガイダンスが流れます。「ガイダンス
を流さない」に設定したときは、ガイダンスは
流れません。

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示さ
れずに、転送先に転送されます。
転送先がテレビ電話に対応していない電話機
の場合は切断されます。

キャッチホン 公共モードのガイダンスが流れた後、切断され
ます。

相手に公共モードの映像ガイダンスが流れた
後、切断されます。

迷惑電話
ストップ
サービス

相手が迷惑電話着信拒否に登録されている場
合、相手に接続できなかった旨のガイダンスが
流れた後、切断されます。

相手が迷惑電話着信拒否に登録されている場
合、相手に接続できなかった旨の映像ガイダン
スが流れた後、切断されます。

番号通知お願い
サービス

･相手が電話番号を通知していない場合は、相
手に番号通知お願いのガイダンスが流れた
後、切断されます。
･相手が電話番号を通知している場合は、相手
に公共モードのガイダンスが流れた後、切断
されます。

･相手が電話番号を通知していない場合は、相
手に番号通知お願いの映像ガイダンスが流
れた後、切断されます。
･相手が電話番号を通知している場合は、相手
に公共モードの映像ガイダンスが流れた後、
切断されます。
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公共モード（電源OFF）を利用する
公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公
共モード（電源OFF）を設定した後、電源を切った際の着信時に、電話をかけてきた相手に電源
を切る必要がある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近等）にいるため、電話に出られない旨
のガイダンスが流れ、通話を終了します。

公共モード（電源OFF）を設定する

1 (25251znを押す
公共モード（電源OFF）が設定されます。待受画面上の変化はありません。
続けて電源を切ると、公共モード（電源OFF）が動作します。
公共モード（電源OFF）設定後、電源を切った際の着信時に「ただいま携帯電話の電源を切る必要
がある場所にいるため、電話に出られません。のちほどおかけ直しください。」というガイダンス
が流れます。

■ 解除する：(25250zn
■ 設定を確認する：(25259zn

■ 公共モード（電源OFF）を設定すると
「 25250」をダイヤルして公共モード（電源OFF）を解除するまで設定は継続されます。電源を
入れるだけでは設定は解除されません。
サービスエリア外または電波が届かない所にいる場合も、公共モード（電源 OFF）ガイダンスが流
れます。
電話をかけてきた相手には電源を切る必要がある場所にいる旨のガイダンスが流れ、通話を終了し
ます。
･プッシュトーク着信の場合は応答を行わず、発信者の画面には「接続できませんでした」と表示さ
れます。3人以上で通信した場合は、参加メンバーに対して不参加であることを通知します。

■ 公共モード（電源OFF）中の着信と各サービスとの関係

サービス名 音声電話着信時の動作 テレビ電話着信時の動作
留守番電話
サービス

相手に公共モード（電源OFF）のガイダンスが
流れた後、留守番電話サービスセンターに接続
されます。

相手に公共モード（電源OFF）の映像ガイダン
スは表示されずに、留守番電話サービスセン
ターに接続されます。

転送でんわ
サービス

相手に公共モード（電源OFF）のガイダンスが
流れた後、転送先に転送されます。
相手に流れるガイダンスの有無は、転送でんわ
サービスの設定に従います。
「ガイダンスを流す」に設定したときは、公共
モードのガイダンスが流れます。「ガイダンス
を流さない」に設定したときは、ガイダンスは
流れません。

相手に公共モード（電源OFF）の映像ガイダン
スは表示されずに、転送先に転送されます。転
送先がテレビ電話に対応していない電話機の
場合は切断されます。

迷惑電話
ストップ
サービス

相手が迷惑電話着信拒否に登録されている場
合、相手に接続できなかった旨のガイダンスが
流れた後、切断されます。

相手が迷惑電話着信拒否に登録されている場
合、相手に接続できなかった旨の映像ガイダン
スが表示された後、切断されます。

番号通知お願い
サービス

･相手が電話番号を通知していない場合は、相
手に番号通知お願いのガイダンスが流れた
後、切断されます。
･相手が電話番号を通知している場合は、相手
に公共モード（電源OFF）のガイダンスが流
れた後、切断されます。

･相手が電話番号を通知していない場合は、相
手に番号通知お願いの映像ガイダンスが流
れた後、切断されます。
･相手が電話番号を通知している場合は、相手
に公共モード（電源OFF）の映像ガイダンス
が表示された後、切断されます。
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電話に出られないときに用件を録音／録画する 伝言メモ

伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときに応答ガイダンスが再生され、相手の用件が
録音／録画されます。
･音声電話・テレビ電話合わせて最大4件、1件につき約30秒間録音／録画できます。
･音声電話の場合は相手の声だけ録音されます。テレビ電話の場合は相手の画像も録画されます。
･録音／録画日時や電話番号なども記録されます。ただし、日付・時刻が設定されていない場合や電
話番号が通知されていない場合などは、日時や電話番号は記録されません。
･電話がかかってきてから応答ガイダンスを再生するまでの時間を変更できます。
･自分の声で応答ガイダンスを作成できます。
･プッシュトークの場合、伝言メモは動作しません。
･伝言メモの内容は、手帳などに別にメモをお取りください。
FOMA端末の故障・修理・電話機の変更やその他の取り扱いによって、録音内容が消失してしまう
場合もあります。万一、録音内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかね
ますので、あらかじめご了承ください。

Menu 4711

伝言メモを設定する

1 C11を押す
待受画面に が表示されます。

■ 解除する：C12

伝言メモ機能を開始に設定していなくても、着信中にCを1秒以上押すと、伝言メモ機能を1回だけ
動作させることができます。この操作は伝言メモ機能を開始に設定する操作ではありません。
･プッシュトークの場合、クイック伝言メモは動作しません。

おしらせ
●伝言メモが4件録音／録画されると、待受画面に が表示されます。この場合、伝言メモを解除してもアイ
コンは消えません。

●伝言メモが既に4件録音／録画されている場合は、伝言メモを設定できません。また、着信中にCを1秒以
上押してクイック伝言メモを動作させようとすると、警告音（ピピッ）が鳴り、着信音が鳴り続けます。不要
な伝言メモを削除してから操作をやり直してください。

お買い上げ時 停止する

クイック伝言メモで応対する

伝
言
メ
モ
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伝言メモの設定中に電話がかかってくると

1 電話がかかってくる
応答時間の設定に従って着信音が鳴った後、伝言メモ応答ガイダンスの画面が表示されます。
･ 伝言メモ応答ガイダンスを「内蔵音」に設定しているときは、相手には「ただいま、電話に出る
ことができません。ピーッという発信音の後にお名前、ご用件をお話しください。」というガイ
ダンスが流れます。録音したガイダンスを流すときは、「録音データ」に設定します。

2 相手のメッセージを録音または録画

3 録音または録画が終了すると、電話が切れる
（数字は件数）が表示されます。

おしらせ
●電源が入ってないときや圏外にいるときは、伝言メモ機能は動作しません。留守番電話サービス（有料）をご
利用ください。

●伝言メモが既に4件録音／録画されている場合は、伝言メモ機能は動作せず、着信音が鳴り続けます。留守番
電話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定している場合は、各サービスが作動します。

●公共モード（ドライブモード）中は公共モード（ドライブモード）が優先され、伝言メモ機能は動作しません。
●電波の状態により、録音内容が途切れたり、画面が乱れる場合があります。
●応答ガイダンス中、伝言メモ録音／録画中に別の電話がかかってきた場合は、着信を拒否して応答ガイダン
ス、録音／録画を継続します。留守番電話サービス、転送でんわサービス、キャッチホンのいずれかをご契約
いただいている場合、着信を拒否した電話は着信履歴に記録されます。

●応答ガイダンス中、伝言メモ録音／録画中でも電話に出られます。音声電話の場合は、nを押します。テレ
ビ電話の場合は、nまたはtを押すと、自画像が送信され、aを押すと代替画像が送信されます。音声電
話の場合は、FOMA端末を開いても電話に出られます。☛P65
このとき、伝言メモ録音／録画中の場合は電話を受けるまでの録音／録画内容は記録されません。

音声電話伝言メモ録音中 テレビ電話伝言メモ録画中

録音／録画
可能時間の
目安

･ 録音／録画の開始時と終了時に相手
には「ピーッ」と鳴ります。また、録
音／録画開始時から約25秒後に、終
了予告音（ピピッ）が鳴ります。

伝
言
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Menu 4713

応答ガイダンスが始まるまでの時間を設定する 伝言メモ応答時間設定

1 C13

2 応答時間を入力（0～120秒）
･ 数字を増減する：%

おしらせ
●オート着信機能設定（平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）など接続時）・留守番電話サービス・転送でん
わサービスと本機能を同時に設定している場合、設定した時間により、優先順位が異なります。伝言メモを優
先させるには、伝言メモの応答時間をオート着信機能設定・留守番電話サービス・転送でんわサービスの呼出
時間設定よりも短く設定してください。ただし、電波状態によっては伝言メモが優先されないことがありま
す。この場合は、クイック伝言メモで応答してください。

●オート着信機能設定の自動着信機能時間と伝言メモの応答時間は、同じ時間に設定できません。

Menu 4714

応答ガイダンスを設定する 伝言メモ応答ガイダンス設定

自分の声を応答ガイダンスとして録音できます。
･ガイダンスは1件、約10秒間録音できます。

録音データをガイダンスに設定するとき

1 C14

2 伝言メモ応答ガイダンス欄を選択z2
･ お買い上げ時の応答ガイダンスに戻す：1z操作4に進む

3 ガイダンスの編集欄の「録音」を選択z発信音（ピーッ）の後に応答ガイダンス
を話す
･ 操作方法は応答保留ガイダンスを録音する場合と同じです。☛P73

4 pを押す

おしらせ
●録音したガイダンスを削除すると、お買い上げ時のガイダンスに戻ります。

お買い上げ時 8秒

お買い上げ時 内蔵音

例

伝
言
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Menu 472

伝言メモを再生する

伝言メモ一覧から、録音された伝言メモを再生／削除します。
･未再生の伝言メモがあるときは、待受画面からすばやく伝言メモを再生できます。☛P37

1 C2

2 再生する伝言メモを選択

3 再生した伝言メモを削除するかどうかを選択
･ 伝言メモを削除する：「はい」を選択

伝言メモ一覧画面では、録音日時と相手の電話番号が表示されます。
：音声電話伝言メモ（未再生） ：テレビ電話伝言メモ（未再生）
：音声電話伝言メモ（再生済み） ：テレビ電話伝言メモ（再生済み）

･ 相手の電話番号が通知されたときは電話番号が、通知されなかったとき
は発信者番号非通知理由が表示されます。また、電話帳に登録されてい
る相手の場合は名前が表示されます。
･ マルチナンバーを契約している場合は、着信した基本契約番号の名称ま
たは付加番号の名称も表示されます。

･ 再生中は次の操作ができます。

■ 削除する：
a伝言メモを選ぶzm21
･ 全件削除する：m22

b「はい」を選択

■ 電話帳に登録する：
a伝言メモを選ぶzm4
･ 登録済みの電話帳データに追加する：m5

b1～2z名前やメールアドレスなどを登録☛P111、P115
･ 登録済みの電話帳データに追加する：1～2z相手を選択z
登録内容を修正☛P123

■ 電話をかける：伝言メモを選ぶ zn（音声電話のとき）または t
（テレビ電話のとき）
･ 条件を設定して電話をかけられます。☛P58

% ：音量調整 o：停止
n：スピーカーホン機能の切り替え（音声電話伝言メモのみ）

時間経過の目安

音声電話伝言メモの場合

伝
言
メ
モ
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テレビ電話について
テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。テレビ電話を利
用すると、お互いの映像を見ながら通話できます。また、自分の映像の代わりに静止画や代替画
像、キャラ電なども表示できます。

ドコモのテレビ電話は「国際標準の3GPP※1で標準化された、3G-324M※2」に準拠しています。異
なる方式を利用しているテレビ電話とは接続できません。
※1：3GPP（3rd Generation Partnership Project）…第三世代移動通信システム（IMT-2000）

に関する共通技術仕様開発のために設置された地域標準化団体。
※2：3G-324M…第三世代携帯テレビ電話の国際規格。

･テレビ電話の通信速度には、次の2種類があります。
・64K：通信速度64kbpsで通信をします。 ・32K：通信速度32kbpsで通信をします。

テレビ電話通話中の画面の見かた

テレビ電話をかける
･ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用して、国際テレビ電話をかけられます。☛P59

1 電話番号を入力
･ 音声電話の入力方法と同じです。

a 親画面 お買い上げ時は、相手側のカメラ映像を表示
b 通信速度 ：64K　 ：32K
c スピーカーホン機能 ：スピーカーホン機能ON

表示なし：スピーカーホン機能OFF
d 子画面 お買い上げ時は、自分側のカメラ映像を表示
e ズーム ～ ：標準～2倍（インカメラ）

～ ：標準～16倍（アウトカメラ）
f 状態 ：自画像送信中 ：カメラオフ画像送信中

：キャラ電送信中 ：フレーム送信中
：静止画送信中 ：通話保留中
：応答保留中 ：伝言メモ録画中
：動画メモ録画中

アクションモード ：全体アクション ：パーツアクション
g 撮影モード ：フルオート　など

他の撮影モードのアイコンについては☛P89
h コンパクトライト 表示なし：消灯 ：点灯
i 送信画質 表示なし：標準 ：画質優先 ：動き優先
j 音声・映像の送受信

状態
：音声送受信中 ：映像送受信中
：音声・映像送受信中

k 接写撮影 表示なし：OFF ：ON（アウトカメラ）
l テレビ電話／音声電

話切替機能
表示なし：切り替え不可 ：切り替え可

m 通話時間 時：分：秒の形式で表示

d me～l

ab c

テ
レ
ビ
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話
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2 t

3 通話する

4 通話が終わったらfを押す
･ FOMA端末を閉じてテレビ電話を切るようにするには、通話中クローズ設定で設定を変更します。

おしらせ
●操作2、操作1の順でもテレビ電話をかけられます。tを押して電話番号を入力した後、約5秒経過すると
自動的にテレビ電話がかかります。

●着もじを付けてテレビ電話をかけられます。☛P55
●条件を設定してテレビ電話をかけられます。☛P58
●テレビ電話動作設定でスピーカーホン設定を「ON」に設定している場合、マナーモード中にテレビ電話をか
けるとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えるかどうかの確認画面が表示されます。「はい」または
「いいえ」を選択します。
●テレビ電話がかからなかったときは、画面に次のメッセージが表示され、待受画面に戻ります。なお、通話す
る相手の電話機種別やネットワークサービスのご利用の有無により、実際の相手の状況とメッセージの表示が
異なる場合があります。

※1：相手の端末によっては、パケット通信中の場合にも表示されることがあります。

メッセージ 説　明
番号をご確認の上おかけ直しください 使われていない電話番号です。
お話中です 相手が話し中です。※1

電波の届かない所にいるか、電源が切れ
ています

相手が電波の届かない所にいるか、電源が入っていません。

発信者番号通知をONにしてください 発信者番号非通知で接続した場合に表示されます（Vライブやビジュ
アルネット等への発信時）。

音声電話でおかけ直しください 相手が転送でんわサービスを設定していて転送先がテレビ電話非
対応端末の場合に表示されます。

パケット通信中です 相手がパケット通信中です。
接続できませんでした 発信者番号通知を「通知する」に設定の上、おかけ直しください。

･上記以外の場合にも表示されることがあります。

テレビ電話接続中は、自分の画像が表示されます。
･ 相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえ、ディスプレ
イには「お話中です」または「接続できませんでした」のメッセージが
表示されます。fを押していったん発信を終了し、しばらくたってか
らおかけ直しください。リダイヤルを使うと便利です。
･ 接続中に t を押すと、テレビ電話画像選択で設定した代替画像が送信
されます。代替画像がキャラ電の場合、キャラ電が表示できないことが
あります。このとき相手には、代替画像設定の標準画像が送信されます。
☛P94
･「テレビ電話接続」と表示された時点から課金が始まります。

相手の声がスピーカーから聞こえます（スピーカーホン機能）。
･ 通話中保留にする：o
･ スピーカーホン機能を切り替える：aまたはn
･ 相手の設定により代替画像などが表示される場合があります。
･ 自動的にスピーカーホン機能を利用した通話に切り替わらないようにす
るには、テレビ電話動作設定で設定を変更します。

つづく

テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る

D902iS 03 テレビ電話 .fm  83 ページ  ２００６年１１月２３日　木曜日　午後１２時２８分



84

テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

●テレビ電話をかけてつながらなかった場合、次のように再発信が自動で行われます。

●テレビ電話発信中や再発信中に着信があった場合、発信は中断され、着信音が鳴ることがあります。
●テレビ電話通話中に音声か映像、どちらかの通信が切れて （音声のみ）または （映像のみ）の表示になっ
た場合でも、そのまま通話が継続される場合があります。

●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などと接続中にテレビ電話で通話すると、テレビ電話動作設定のス
ピーカーホン設定の設定に関らず、接続したイヤホンマイクなどから音声が聞こえます。

●代替画像やキャラ電を利用しても、テレビ電話の通信料金は音声通話料ではなくデジタル通信料になりますの
でご注意ください。

●32Kによるテレビ電話は、ネットワーク状況によって64Kでのテレビ電話が利用できないPHSなどの機器
と接続するためのものです。64Kでテレビ電話をかけたときでも相手が32Kエリアなどの通信環境の場合、
自動的に32Kに切り替えて再発信します。テレビ電話動作設定の音声自動再発信が「ON」に設定されている
場合も、32Kでの再発信が優先されます。☛P92
･ 32Kで電話接続をした場合でも、64Kで接続したデジタル通信料と同一になります。

●テレビ電話動作設定の音声自動再発信を「ON」に設定中にFOMA端末から緊急通報（110番、119番、118
番）へテレビ電話発信した場合は、自動的に音声電話発信となります。

テレビ電話から音声電話に切り替える

相手側が切り替え可能な端末の場合、テレビ電話通話中に、サブメニューからの操作で音声電話へ切り
替えられます。切り替えは、テレビ電話をかけた側の端末からのみ操作できます。
･音声電話／テレビ電話切り替え対応の端末どうしでご利用いただけます。
･音声電話に切り替えるには、相手がテレビ電話切替機能通知を開始している必要があります。

☛P95

1 テレビ電話通話中にm1z「はい」を選択

･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
･「いいえ」を選択するとテレビ電話通話中の画面に戻ります。

おしらせ
●テレビ電話と音声電話を切り替える際の注意事項については、「音声電話からテレビ電話に切り替える」のお
しらせを参照してください。☛P53

●音声電話からテレビ電話へ戻すには☛P53

発信方法 音声自動再発信設定 再発信動作 マルチナンバーを指定してテレビ電話をかけた
場合は、指定した発信番号で再発信されます。
着もじを付けてテレビ電話をかけた場合は、着
もじを付けて再発信されます。
音声電話で再発信した場合、かかる通話料金は
音声通話料になります。

64K ON 64K→32K→音声
OFF 64K→32K→切断

32K ON 32K→音声
OFF 32K→切断
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プッシュ信号（DTMF）を送出する DTMF送信

（自画像送信中）／ （カメラオフ画像送信中）／ （キャラ電送信中）のときにプッシュ信号
（DTMF）を入力できます。
･受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。

1 通話中にm9zダイヤルキーで入力
入力した番号が画面に表示され、プッシュ信号（DTMF）が送出されます。
･ プッシュ信号（DTMF）送出を解除する：c
･ 自画像やカメラオフ画像送信中はm9を押さなくても、ダイヤルキーを押すだけでプッシュ
信号（DTMF）送出ができます。
･ プッシュ信号（DTMF）を送出すると、設定されたフレームや静止画は解除されます。
･ プッシュ信号（DTMF）はダイヤルキーで送出するため、キャラ電送信中の場合はダイヤルキー
によるアクション操作はできません。

テレビ電話を受ける
･t、n、a以外のキーを押してテレビ電話を受けることはできません（エニーキーアンサーは
無効です）。

1 電話がかかってくる

2 tまたはn

着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯し、決定キーの照明が点灯／点
滅します。
･ 相手からの発信状況やFOMA端末の設定に従って、電話番号や名前、画
像、動画／ｉモーションなどがディスプレイに表示されます。着もじ付
きの着信の場合、着もじが表示されます。☛P64
･ 応答保留にする：f

テレビ電話接続中は、自分の画像がディスプレイに表示されます。

■ 代替画像でテレビ電話を受ける：a
テレビ電話がつながったときから、相手には代替画像が送信されます。
･ 代替画像にキャラ電を設定していても、キャラ電が表示されないこと
があります。このとき相手には、代替画像設定の標準画像が送信され
ます。
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3 通話する

4 通話が終わったらfを押す
･ FOMA端末を閉じてテレビ電話を切るようにするには、通話中クローズ設定で設定を変更します。

※1：留守番電話サービスをご利用いただいている場合に有効です。
※2：転送でんわサービスをご利用いただき、転送先が登録されている場合に有効です。

･着信中には次のキーで操作できます。
・C（1秒以上）：伝言メモで録画する（クイック伝言メモ）
・C：着信音、バイブレータを停止する
・%：着信音量を調整する

おしらせ
●テレビ電話動作設定でスピーカーホン設定を「ON」に設定している場合、マナーモード中にテレビ電話を受
けるとスピーカーホン機能を利用した通話に切り替えるかどうかの確認画面が表示されます。「はい」または
「いいえ」を選択します。
●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続中にテレビ電話がかかってきた場合、テレビ電話動作設定
のスピーカーホン設定の設定に関わらず、接続したイヤホンマイクなどから音声が聞こえます。

●テレビ電話がかかってきたときは、転送でんわサービスを開始に設定していても、転送先を3G-324Mに準
拠したテレビ電話対応機に設定していない場合、テレビ電話は接続されません。転送先の電話機をあらかじめ
ご確認の上、転送先を設定してください。

●テレビ電話着信時の動作を変更するには☛P71

テレビ電話着信中にサブメニューから実行できる操作

サブメニュー 説　明
a 着信拒否 電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。
b 留守番電話※1 かかってきた電話を留守番電話サービスセンターに接続します。
c 転送でんわ※2 かかってきた電話を転送先へ転送します。

相手の声がスピーカーから聞こえます（スピーカーホン機能）。
･ 通話中保留にする：o
･ スピーカーホン機能を切り替える：aまたはn
･ 相手の設定により、代替画像などが表示される場合があります。
･ 自動的にスピーカーホン機能を利用した通話に切り替わらないようにす
るには、テレビ電話動作設定で設定を変更します。
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テレビ電話から音声電話に切り替えて電話を受ける

･切り替え操作は、テレビ電話を発信した側からのみ行うことができます。着信した側からは切り替
え操作を行うことはできません。
･音声電話への切替要求を受けるには、テレビ電話切替機能通知を開始しておく必要があります。

☛P95

1 テレビ電話通話中に音声電話への切替要求を受ける

キャラ電を利用する
テレビ電話で通話するときに、自分の画像の代わりにキャラクタを送信します。テレビ電話通話
中にダイヤルキーを押すことでキャラクタを動かしたり、キャラクタによっては、送話口からの
音声に反応して口を動かしたりします。

1 通話中にm321

2 フォルダを選択zキャラ電を選択

おしらせ
●キャラ電によっては、アクションがないものがあります。

テレビ電話から音声電話へ自動的に切り替わります。
･ 切り替え中は電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。

･ キャラ電を代替画像として送信中にダイヤルキーを押すと、キャラクタ
が数字に対応したアクションをします。また、以下の操作も行えます。
0 ：アクションの中止
( ：アクション一覧の表示

･アクションを選択するとキャラクタが動きます。
(（１秒以上）：アクションモード（全体アクション／パーツアクショ

ン）の切り替え
･ お買い上げ時に登録されているキャラ電のアクション一覧☛P426

キャラ電
©BVIG

アクション一覧の
テロップ表示

キ
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相手側に送信する映像について設定する
テレビ電話通話中に送信している画像の変更や、送信している画像に特殊な効果をかけられま
す。また、インカメラとアウトカメラの切り替えなどができます。

送信画像を自画像／代替画像に切り替える

1 通話中にtを押す

送受信画像の品質を設定する

･「動き優先」に設定すると画像の動きはなめらかになり、画質がやや粗くなります。
･「画質優先」に設定すると画質は細やかになり、画像の動きがやや鈍くなります。

送信する画像の品質を設定するとき

1 通話中にm71
･ 送信画像の品質は、通話中に&を押しても切り替えられます。

■ 受信画像の品質を設定する：通話中にm72

2 1～3のいずれかを押す

送信画像にフレームを重ねる フレーム

自画像送信中の場合に、フレームを重ねることができます。
･表示サイズが176×144以下のフレームのみ選択できます。ダウンロードしたフレームは、表示
サイズが176×144のフレームのみ選択できます。

1 通話中にm31

お買い上げ時 標準

･ 押すたびに自画像（ ）と代替画像（ または ）が切り替わります。
☛P94
･ 代替画像にキャラ電を設定していても、キャラ電が表示されないことが
あります。このとき相手には、テレビ電話画像選択の標準画像が送信さ
れます。☛P94

代替画像
©BVIG

例
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2 フレームを選択

送信画像に特殊な効果をかける 撮影モード

送信する画像に次の効果をかけることができます。自画像送信中の場合のみ変更できます。

･詳しくは☛P192

1 通話中にm21

2 1～9、0、(、#のいずれかを押す

送信画像の明るさ／色の濃さ／ちらつきを調整する カメラ調整

明るさ・色の濃さを5段階で調整できます。また、画像のちらつきがある場合、お使いの地域の電源周
波数に合った設定にするとちらつきが抑えられる場合があります。
･自画像送信中の場合のみ変更できます。
･撮影モードの設定によっては明るさ／色の濃さを変更できない場合があります。
･通話終了後も設定内容が保持されます。
･ちらつき調整の設定はカメラ、バーコードリーダーのちらつき調整にも反映されます。

項　目 アイコン 項　目 アイコン 項　目 アイコン 項　目 アイコン
フルオート 夜景 文字 ソフトタッチ
感度アップ トワイライト ネガポジ モノトーン（赤）
超感度アップ サーフ＆スノー 絵画 モノトーン（緑）
逆光補正 スポーツ 版画 モノトーン（青）
スポット測光 ペット 美白 モノクロ
風景 グルメ 日焼け セピア

お買い上げ時 フルオート

お買い上げ時 明るさ：3段階目　色の濃さ：3段階目　ちらつき調整：自動

･ インカメラを使用中はディスプレイに鏡像（左右逆向きの画像）が表示
され、相手には正像（正しい向きの画像）が送信されます。アウトカメ
ラを使用中は、ディスプレイの表示と同じ画像が相手にも送信されます。
･ フレーム送信を解除する：フレーム送信中にo
･ お買い上げ時に登録されているフレーム☛P425

･ &でページを切り替えられます。

現在の効果
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1 通話中にm2z項目を選択
■ 明るさや色の濃さを調整する：

■ ちらつきを調整する：3z1～3

静止画／カメラオフ画像を送信する

静止画または「カメラオフ」と表示される代替画像（カメラオフ画像）を選択します。
･フレーム送信中（☛P88）の場合は設定できません。
･画像サイズが176×144以下で、FOMA端末外への出力が可能な静止画のみ設定できます。

1 通話中にm3z項目を選択
■ カメラオフ画像を送信する：3
･ カメラオフ画像を設定すると、テレビ電話画像選択で設定されている代替画像が送信されま
す。ただし設定されている代替画像がキャラ電の場合は、標準画像（カメラオフ画像）が送信
されます。

■ 静止画を送信する：

表示倍率を切り替える ズーム

･自画像送信中の場合のみ利用できます。

1 通話中に%を押す
･ uを押すたびに次の順に切り替わります。dを押すと逆の順になります。
インカメラ : 標準（ ）→2倍（ ）
アウトカメラ : 標準（ ）→2倍（ ）→4倍（ ）→6倍（ ）→8倍（ ）

→10倍（ ）→12倍（ ）→16倍（ ）

おしらせ
●インカメラ、アウトカメラを切り替えると、ズームは解除されます。

お買い上げ時 標準（ ）

a2z明るさのスライダを選ぶz&
bdで色の濃さのスライダを選ぶz&zp
･ 調整中、親画面には自画像が表示されます。スライダの位置を変
えるたびに、明るさ／色の濃さの変化が確認できます。
･ 調整後、しばらくの間何もしなかった場合、設定は変更されずに
通話中の画面に戻ります。

a4zフォルダを選択
b静止画を選択
･ 静止画を表示する：静止画を選ぶzp
･ 元の画像を表示する：静止画像送信中にo
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インカメラ／アウトカメラを切り替える

･自画像送信中の場合のみ変更できます。

1 通話中にm6を押す
切り替わったカメラからの画像が送信されます。

接写撮影に切り替える

約7～11cmのごく近い距離の画像を送信するときは、接写撮影に切り替えて画像のピントを合わせる
ことができます。
･アウトカメラ使用時のみ切り替えられます。

1 通話中にm4を押す
･ 接写撮影を解除する：m4

おしらせ
●接写撮影中にインカメラに切り替えると、通常の撮影に戻ります。

コンパクトライトを点灯する

･アウトカメラ使用時のみ点灯できます。
･通話中の設定操作などによって一時的にコンパクトライトが消灯することがあります。

1 通話中にm5を押す
コンパクトライトが点灯します。点灯していた場合は消灯します。
･ 押すたびに点灯（ ）／消灯（表示なし）が切り替わります。

お買い上げ時 インカメラ

お買い上げ時 接写撮影OFF

インカメラ選択時 アウトカメラ選択時

･ 押すたびにインカメラとアウトカメラが切り替
わります。
･ カメラを切り替えても、フレーム、送信画像の
明るさ／色の濃さ／ちらつきの設定は保持され
ます。
･ アウトカメラに切り替えるときは、レンズカ
バーを開けてください。アウトカメラ使用中に
レンズカバーを閉じると、代替画像が相手に送
信されます。「レンズカバーを開けて下さい」と
表示されている間にレンズカバーを開けると自
画像送信に戻ります。

送
信
す
る
映
像
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つ
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定
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l

テレビ電話中の画面表示について設定する
･通話終了後も設定内容が保持されます。

1 通話中にpを押す
･ 押すたびに交互に切り替わります。
親画面：相手画像／子画面：自画像 親画面：自画像／子画面：相手画像

1 通話中にpを1秒以上押す
･ 押すたびに大→中→小→大→ の順に切り替わります。

1 通話中にm8

2 各項目を選択して設定
･ 各項目（テレビ電話画面設定、子画面表示、画面サイズ設定、照明設定）の設定方法は「テレビ
電話の設定を変更する」の操作2と同じです。☛P93

3 pを押す

テレビ電話の設定を変更する テレビ電話動作設定

テレビ電話がつながらなかったときの動作や、テレビ電話通話中の画面などを設定します。
･相手へのアクセスをより確実なものとするために、音声自動再発信があります。「ON」に設定する
とテレビ電話をかけた相手がテレビ電話に対応していない端末の場合や、デュアルネットワーク
サービスでmovaサービスを利用中の場合などでテレビ電話を受けられないときなどに、自動的に
音声電話に切り替えて再発信します。ただし、ISDN同期64kbpsやPIAFSのアクセスポイント、
3G-324Mに対応していないISDNのテレビ電話など（2006年11月現在）、間違い電話をした場
合は、このような動作にならない場合があります。通話料金が発生する場合もありますのでご注意
ください。

1 m8713

親画面と子画面を切り替える

お買い上げ時 親画面：相手画像　子画面：自画像

親画面のサイズを変更する

お買い上げ時 大

通話中に画面表示を設定する　通話中テレビ電話動作設定

お買い上げ時 テレビ電話画面設定：両方　子画面表示：自画像　画面サイズ設定：大　照明設定：常灯（標準）

お買い上げ時 音声自動再発信：OFF　テレビ電話画面設定：両方　子画面表示：自画像　画面サイズ設定：大
送信画質設定：標準　照明設定：常灯（標準）　スピーカーホン設定：ON

…

画
面
表
示
に
つ
い
て
の
設
定
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2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●音声自動再発信を「ON」に設定している場合でも、相手やネットワークの状況によって再発信が行われない
ことがあります。

●音声自動再発信を「ON」に設定している場合、パソコンなどをつないだパケット通信中にテレビ電話をかけ
ようとしても、テレビ電話には接続されずに再発信が行われ、音声電話で再発信します。音声電話通話中や
64Kデータ通信中にはテレビ電話には接続されず再発信も行われません。

●音声自動再発信を「ON」に設定中、音声で再発信した場合の通話料金はデジタル通信料ではなく音声通話料
になります。

●スピーカーホン設定を「ON」に設定している場合、マナーモード中にテレビ電話をかけるとスピーカーホン
機能を利用した通話に切り替えるかどうかの確認画面が表示されます。「はい」または「いいえ」を選択します。

Menu 8234

テレビ電話で表示する画像を設定する テレビ電話画像選択

テレビ電話で相手に送信する代替画像、伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像、動画メモ画像
を変更します。
･次の画像は設定できません。
・サイズが176×144を超える静止画
・アニメーション、パラパラマンガ
・JPEG形式、GIF形式以外の静止画
・FOMA端末外への出力が禁止されている画像

音声自動再発信 ：テレビ電話がつながらなかった場合、自動的に音声電話で再発信するかどう
かを設定します。

テレビ電話画面設定：通話中に自画像または相手画像のどちらか一方のみを表示するか、両方の画
像を表示するかを設定します。
･「両方」以外に設定した場合、子画面表示は設定できません。

子画面表示 ：通話中の子画面に自画像と相手画像のどちらを表示するかを設定します。
画面サイズ設定 ：親画面の表示サイズを設定します。
送信画質設定 ：相手に送信する画像の画質を設定します。
照明設定 ：通話中のディスプレイの照明を設定します。

･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプレイの照明設定（☛P150）の
点灯時間設定（通常時）に従います。

スピーカーホン設定：テレビ電話に接続されたときに、自動的にスピーカーホン機能を利用した通
話に切り替えるかどうかを設定します。

テ
レ
ビ
電
話
動
作
設
定
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1 m8715

2 1zイメージ表示欄を選択

■ その他の静止画を設定する：
a4z「画像選択」を選択zフォルダを選択
b静止画を選択
･ 静止画を表示する：静止画を選ぶzp
･ 相手には選択した画像に文字メッセージが重なって表示されます。

3 pを押す

おしらせ
●代替画像に設定したキャラ電を削除した場合、代替画像は「標準キャラ電」に戻ります。静止画、標準キャラ
電を削除した場合は「標準画像」に戻ります。

1 m8715

2 2～5

3 各項目を選択して設定

4 pを押す

代替画像を設定する

お買い上げ時 標準キャラ電

伝言メモ録画中／応答保留／通話中保留／動画メモ録画中の画像を変更する

お買い上げ時 伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像、動画メモ画像：標準画像

■ 標準のキャラ電を設定する：1
「標準キャラ電」（ブンブン（Dimo））が設定されます。

■ 標準の静止画を設定する：2
「標準画像」（カメラオフ画像）が設定されます。

■ その他のキャラ電を設定する：
a3z「画像選択」を選択zフォルダを選択
bキャラ電を選択
･ キャラ電を表示する：キャラ電を選ぶzp

キャラ電
©BVIG

･「標準画像」を選択したときは、お買い上げ時の画像が設定されます。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して画像を選択します。
･ 相手には選択した画像に文字メッセージが重なって表示されます。

伝言メモ画像の場合

テ
レ
ビ
電
話
動
作
設
定
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音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する テレビ電話切替機能通知

自分の端末が音声電話とテレビ電話の切り替えができる端末であることを、相手の端末に通知す
るかどうかを設定します。
･音声電話通話中／テレビ電話通話中は、設定の変更はできません。
･圏外では、設定の操作はできません。電波状態のよい場所で操作してください。

1 m87171
■ 停止する：m87172
■ 設定内容を確認する：m87173

2「はい」を選択

ｉモード中にテレビ電話がかかってきたときの応答方法を設定する パケット通信中着信設定

ｉモードのパケット通信中にテレビ電話を受けることができます。

1 m8714

2 1～4のいずれかを押す

おしらせ
●留守番電話サービス、転送でんわサービスは、あらかじめご契約が必要なオプションサービスです。留守番電
話サービスや転送でんわサービスを契約していない場合は「留守番電話」または「転送でんわ」を設定しても
「パケット通信優先」の動作となります。
●留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定し、呼出時間を「0 秒」に設定している場合は、
本設定に関わらず各サービスが作動します。着信履歴には記録されません。

お買い上げ時 開始

お買い上げ時 テレビ電話優先

テレビ電話優先 ：テレビ電話を着信します。テレビ電話に応答すると通信中のパケット通信を切
断します。

パケット通信優先：テレビ電話の着信を拒否し、パケット通信を継続します。
留守番電話 ：かかってきたテレビ電話を留守番電話サービスセンターに接続します。
転送でんわ ：かかってきたテレビ電話を転送先に接続します。

テ
レ
ビ
電
話
切
替
機
能
通
知
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外部機器と接続してテレビ電話を使用する テレビ電話使用機器設定

パソコンなどの外部機器とFOMA端末をFOMA USB接続ケーブル（別売）で接続することで、
外部機器からテレビ電話の発着信操作ができます。
この機能を利用するためには、専用の外部機器、またはパソコンにテレビ電話アプリケーション
をインストールし、さらにパソコン側にイヤホンマイクやUSB対応Webカメラなどの機器（市
販品）を用意する必要があります。
･ FOMA端末が外部機器と接続されていないときは、本機能を利用できません。
･テレビ電話アプリケーションの動作環境や設定・操作方法については、外部機器の取扱説明書など
を参照してください。
･本機能対応アプリケーションとして、「ドコモテレビ電話ソフト 2005」をご利用いただけます。ド
コモテレビ電話ソフトホームページからダウンロードしてご利用ください（パソコンでのご利用環
境等詳細についてはサポートホームページでご確認ください）。

1 m8716

2 1～2のいずれかを押す

おしらせ
●音声電話通話中は、外部機器からテレビ電話をかけられません。
●キャッチホンをご契約いただいていると、音声電話通話中に外部機器からのテレビ電話の着信があった場合、
着信履歴には不在着信として残ります。外部機器からのテレビ電話通話中に音声電話・テレビ電話・64Kデー
タ通信の着信があった場合も同様です。

http://videophonesoft.nttdocomo.co.jp/

お買い上げ時 本体

基地局

通信速度
64Ｋ または32Ｋ 

ＦＯＭＡテレビ電話

ＦＯＭＡの
ネットワーク

テ
レ
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音の設定

プッシュトークとは
プッシュトークボタン（g）を1秒以上押してプッシュトーク電話帳を呼び出し、相手を選んで
gを押すだけのかんたん操作で複数の人（自分を含めて最大５人まで）と通信できます。gを押
し、発言するたびにプッシュトーク通信料が課金されます。
gを押し続けている間だけ発言することができ、発言者以外のメンバーはその間は聞くだけにな
ります。
また、画面では誰が発言しているかなどメンバーの状態が確認できます。グループ内での連絡や、
短い用件を伝えるときなどに便利にご利用いただけます。
･対応機種：902iシリーズ、902iSシリーズ、P702i

プッシュトークプラス
プッシュトークプラスとは、あらかじめ登録されたネットワーク上の電話帳を利用し、自分も含めて最大20
人までと通信できるサービスです。さらに、メンバーの状態を確認できるなど、プッシュトークをより便利
にご利用いただけます。プッシュトークプラスをご利用いただくには別途ご契約が必要です。
●プッシュトークプラスの操作方法などの詳細については、お申し込み時にお渡しするご案内をご覧ください。

着信者

着信者
発信

発信者

着信者 着信者

複数人で会話

もしもし

着信者発信者

2人で会話

もうすぐ
着きます

gを押しながら発言 gを押しながら発言

プ
ッ
シ
ュ
ト
l
ク
と
は
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プッシュトーク発信する

※1：電話番号が電話帳に登録されている場合に表示されます（名前の表示について☛P111）。
※2：発信者が発信者番号を通知しない設定で発信したとき、着信側のメンバーは「非通知」と表示されます。
※3：発言者がいないときに表示されます。
※4：発言者が特定できなかった場合に表示されます。
※5：3人以上で通信しているときに表示されます。

プッシュトークで会話する

1 電話番号を入力
･ 音声電話の入力方法と同じです。

2 g

■ FOMA端末を開いているときにスピーカーホン機能を利用して発信する：g（1秒以上）

3 プッシュトークで会話する
･ 3人以上で通信しているときに、メンバーが応答すると参加音が鳴ります。
･ 3人以上で通信しているときに、メンバーがプッシュトークから抜けると不参加音が鳴ります。

■ スピーカーホン機能に切り替える：aまたはn
■ 発言する：

agを押しながら発言する
･ gを押すと発言権取得音が鳴ります。
･ 相手が発言中は、gを押しても発言権取得失敗音が鳴り、発言できません。

b発言し終わったらgを離す
･ gを離すと発言権の開放音が鳴ります。
･ 発言権の制限時間がせまると、発言権開放の予告音が鳴ります。

プッシュトーク通信中画面の見かた

現在の発言者
名前※１、電話番号、「非通知」※2、「自分」、空白※3、「 」※4のいずれかが表示されます。

相手の応答の状況
※5：相手を呼出中です。
：プッシュトークに参加しています。

※5：応答がないか、相手がプッシュトークを終了しました。または、相手が圏外であ
るか電源を切っています。

※5：相手が公共モード（ドライブモード）を設定しています。

メンバー
名前※ 1、電話番号、「非通
知」※2のいずれかが表示さ
れます。

グループ名（グループ発信した発信者の画面にのみ表示）

相手が応答すると応答音が鳴り、プッシュトークが
開始されます。
･ FOMA端末を閉じているときにプッシュトーク発信
すると、スピーカーホン機能を利用した通信に切り
替わります。

プッシュトークボタン

プ
ッ
シ
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ク
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4 プッシュトークが終わったらfを押す
･ FOMA端末を閉じてプッシュトークを切るようにするには、プッシュトーク中クローズ設定の設
定を変更します。

おしらせ
●FOMA端末電話帳、FOMAカード電話帳、リダイヤル、着信履歴、ｉアプリ、バーコードリーダーの読み取
り結果などからもプッシュトークを発信できます。また、メール、サイト、トルカのPhone To（AV Phone
To）などからもプッシュトークを発信できます。

●条件を設定してプッシュトークを発信できます。☛P58
●音声電話通話中、テレビ電話通話中、データ通信中はプッシュトークを発信できません。また、プッシュトー
ク通信中は、他の相手に音声電話やテレビ電話をかけることはできません。

●ｉモード中にプッシュトークを発信したときは、ｉモードが切断されます。
●ｉアプリ起動中にプッシュトークを発信したときは、ｉアプリが中断されます。
●1回の発言権で、お話しできる時間には限りがあります。制限時間に達するとその発言権は開放されます。
●一定時間、発言権の取得者がいない場合には、プッシュトーク通信が終了します。
●プッシュトーク中着信設定を「通常着信」に設定している場合、発言中に音声電話がかかってくると、発言権
が開放されます。

●プッシュトークでは緊急通報（110番、119番、118番）はご利用になれません。

プッシュトーク通信中の操作について

サブメニューから次の操作ができます。また、プッシュトーク通信中に%で受話音量を調整できます。

※1：アラーム鳴動中でも設定を変更できます。アラームが鳴り止んだ後に変更した設定が反映されます。

サブメニュー 説　明 参照先
a再接続アラーム音※1 電波状態が悪くて途切れたプッシュトークを、電波状態がよく

なったときに再接続するときのアラーム音を設定します。
P61

bプッシュトーク中クローズ設定 FOMA端末を閉じてプッシュトークを終了するかどうかを設定
します。

P108

cプッシュトーク中着信設定 プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの動作を
設定します。

P107

プ
ッ
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プッシュトーク着信する

1 プッシュトークを着信する
プッシュトーク着信音が鳴り、ディスプレイの照明が点灯し、決定キーの照明が点灯／点滅します。

※1：発信者が発信者番号を通知しない設定で発信したとき、着信側のメンバーは「非通知」と表示され
ます。

2 gまたはn
プッシュトークに応答し、相手に「参加」を通知します。
･ FOMA端末を閉じているときに応答すると、スピーカーホン機能を利用した通信に切り替わりま
す。
･ 0～9、(、#を押してもプッシュトークに応答できます（エニーキーアンサー）。☛P65
･ fを押すと、着信が終了します。グループ着信の場合は、参加メンバーに「不参加」を通知し、
着信を切断します。
･ プッシュトーク自動応答設定を「自動応答あり」に設定している場合、自動的にプッシュトークに
応答します。スピーカーホン機能を利用した通信に切り替わります。ただし、マナーモード中は自
動応答できません。gまたはnで応答してください（エニーキーアンサーでも応答できます）。

3 プッシュトークで会話する
･ 詳しくは「プッシュトークで会話する」の操作3☛P99

4 プッシュトークが終わったらfを押す
･ FOMA端末を閉じてプッシュトークを切るようにするには、プッシュトーク中クローズ設定の設
定を変更します。

おしらせ
●着信音とバイブレータの動作を止める：着信中にC
●音声電話通話中にプッシュトークの着信はできません。着信履歴には記録されます。
●テレビ電話通話中、外部機器によるテレビ電話通話中、データ通信中、ソフトウェア更新中、パターンデータ
更新中はプッシュトークの着信はできません。着信履歴も記録されません。

●ｉモード中にプッシュトークの着信があった場合は、ｉモード中プッシュトーク着信の設定に従います。
●プッシュトーク通信中にｉモードのご利用はできません。
●プッシュトークでは応答保留はできません。fを押すと、着信が切断されます。
●プッシュトーク通信中に、テレビ電話、プッシュトーク、データ通信の着信があっても応答できません。着信
履歴には記録されます。

●プッシュトーク呼出時間設定で設定されている秒数を経過しても応答しなかった場合、プッシュトーク着信が
終了します。3人以上の通信の場合、参加メンバーには「不参加」が通知されます。

●公共モード（ドライブモード）中にプッシュトーク着信があっても、着信音も鳴らず、着信画面も表示されま
せん。画面には が表示され、応答できません。3人以上の通信の場合は、参加メンバーには「運転中」
と通知します。

●プッシュトーク着信に応答しなかったときやプッシュトークから抜けた場合でも、発信者がプッシュトーク通
信している間であれば、着信履歴から発信すると、プッシュトークに再び参加できます。

●プッシュトーク中着信設定で「通常着信」を設定している場合、プッシュトーク通信中に音声電話がかかって
きたときの着信中の操作は、音声電話の着信中と同じです。☛P64

●プッシュトーク着信時の動作を変更するには☛P71

電話番号、名前（電話番号が電話帳に登録されている場合）、「非
通知」※1のいずれかが表示されます。

点滅

発信者には と表示されます。
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Menu 44

プッシュトーク電話帳を登録する プッシュトーク電話帳登録

プッシュトークを発信するメンバーを登録します。グループに分けて登録することもできます。
･最大700件登録できます（登録内容により、少なくなる場合があります）。
･プッシュトーク電話帳に登録するにはFOMA端末電話帳にも電話番号を登録する必要があります。
･ FOMA端末電話帳で電話番号を削除したり、修正した場合はプッシュトーク電話帳の電話番号も自
動的に変更内容が反映されます。シークレット属性の設定も反映されます。

FOMA端末電話帳を検索して登録するとき

1 g（1秒以上）

2 a

3「電話帳参照」を選択
･ FOMA端末電話帳に登録されていない電話番号を登録する場合、「直接入力」を選択します。FOMA
端末電話帳の登録画面が表示されます（☛P111）。各項目を設定し登録すると、プッシュトーク
電話帳とFOMA端末電話帳の両方に登録されます。複数の電話番号を登録した場合は、プッシュ
トーク電話帳に登録する電話番号を選択してください。プッシュトーク電話帳への登録が終了し
ます。

4 電話帳を検索z相手を選択
･ 複数の電話番号が登録されている場合は、電話番号を選択します。

5「はい」を選択
･ 他のメンバーを追加登録する：操作2～5を繰り返す

おしらせ
●FOMA 端末電話帳からプッシュトーク電話帳に登録するときは、電話帳一覧で相手を選びm33 を押
し、「はい」を選択します。複数の電話番号が登録されている場合は、電話番号を選択して、「はい」を選択します。
また、電話帳詳細画面で電話番号を選びm33を押し、「はい」を選択しても同様に登録できます。

●FOMA端末電話帳に複数の電話番号が登録されている場合、そのうち1件の電話番号しか登録できません。

例

･ メンバーが既に登録されている場合は、50音順に全メンバーが一覧表示
されます。
･ 1～9、0を押すと、それぞれのダイヤルキーに割り当てられて
いる文字（あ～ら、わ）に対応する行の先頭のメンバーが選ばれます。
(、#を押すと50音以外に移動します。
･ 複数ページあるときは、&でページを切り替えられます。
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グループに登録する

プッシュトーク電話帳に登録したメンバーを、グループに登録できます。
･グループは最大30件登録できます。
･1つのグループには、メンバーを最大19人登録できます。ただし、プッシュトーク通信できるのは
自分を含め最大5人です。発信するときはメンバーを最大4人まで選択してください。

1 g（1秒以上）zp

2 azグループ名を入力（全角10文字（半角20文字）まで）zp

3 グループを選択
･ 既に登録してあるグループを選択したときは、メンバーが表示されます。

4 a
プッシュトーク電話帳に登録されているメンバーが一覧表示されます。
･ 1～9、0を押すと、それぞれのダイヤルキーに割り当てられている文字（あ～ら、わ）
に対応する行の先頭のメンバーが選ばれます。(、#を押すと50音以外が選ばれます。
･ 複数ページあるときは、&でページを切り替えられます。

5 メンバーを選択
･ 選択／解除を切り替える：o

6 pを押す

おしらせ
●同じメンバーを複数のグループに登録できます。

･ 登録済みのグループにメンバーを登録する場合は、操作3に進みます。

■ グループ名を変更する：グループを選ぶzm3zグループ名を入力
zp
･ グループ名を変更しても、リダイヤルには反映されません。
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プッシュトーク電話帳を利用してプッシュトーク発信する
･複数の人にプッシュトークを発信するには、プッシュトーク電話帳にあらかじめ登録しておく必要
があります。

1 g（1秒以上）

2 メンバーを選択

3 gまたはt
メンバーのうち一人目が応答すると応答音が鳴り、プッシュトークが開始されます。
･ メンバーを選択しなかった場合は、選ばれているメンバーにプッシュトークが発信されます。
･ FOMA端末を閉じているときにプッシュトーク発信すると、スピーカーホン機能を利用した通信
に切り替わります。

■ FOMA端末を開いているときにスピーカーホン機能を利用して発信する：g（1秒以上）また
はt（1秒以上）

4 プッシュトークで会話する
･ 詳しくは「プッシュトークで会話する」の操作3☛P99

5 プッシュトークが終わったらfを押す
･ 発信者がfを押すと、参加メンバー全員のプッシュトークが終了します。
･ FOMA端末を閉じてプッシュトークを切るようにするには、プッシュトーク中クローズ設定の設
定を変更します。

おしらせ
●リダイヤル、着信履歴からも複数の相手にプッシュトークを発信できます。
●メンバー一覧やグループ一覧などから、条件を設定してプッシュトークを発信できます。☛P58
●シークレット属性を設定した電話帳データは、シークレットモードを設定していないときは表示されません。
●メンバーの電話番号に「184」または「186」を付けても無効です。
●複数のメンバーにプッシュトーク発信した場合、同じ電話番号が複数登録されているときは、50音順で一番
先頭になる名前がプッシュトーク通信中画面に1件表示されます。

メンバーが次のフリガナ順に表示されます。
a50音順 bアルファベット順 c数字
d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし
･ 1～9、0を押すと、それぞれのダイヤルキーに割り当てられて
いる文字（あ～ら、わ）に対応する行の先頭のメンバーが選ばれます。
(、#を押すと50音以外が選ばれます。
･ 複数ページあるときは、&でページを切り替えられます。
･ メンバー一覧でm6を押すと、ネットワークに接続し、プッシュトー
クプラスを利用できます。☛P98

FOMA端末電話帳に登録されている名前
選ばれている相手の電話番号

･ 自分を含め最大5人で通信できます。
･ 選択／解除を切り替える：o
･ 選択したメンバーを確認する：m1

選ばれているメンバー

選択したメンバー

プ
ッ
シ
ュ
ト
l
ク
電
話
帳
か
ら
の
発
信



105

プ
ッ
シ
ュ
ト
l
ク

プッシュトークグループから発信する

1 g（1秒以上）zpzグループを選択
･ グループの全員にプッシュトークを発信する：g（1秒以上）zpzグループを選ぶz操作３
に進む

2 プッシュトークを発信するメンバーを選択

3 gまたはtを押す
プッシュトークが発信されます。
･ グループ一覧から発信した場合、選んだグループの全メンバーにプッシュトークが発信されま
す。メンバーが5人以上登録されている場合は、通信可能な人数を超えていることを示すメッセー
ジが表示されます。メンバーを最大4人まで選択して発信してください。
･ FOMA端末を閉じているときにプッシュトーク発信すると、スピーカーホン機能を利用した通信
に切り替わります。
･ 以降の操作は、「プッシュトーク電話帳を利用してプッシュトーク発信する」の操作4以降と同じ
です。

■ FOMA端末を開いているときにスピーカーホン機能を利用して発信する：g（1秒以上）また
はt（1秒以上）

おしらせ
●シークレットモードを設定していないときは、シークレット属性が設定されていないメンバーにのみプッシュ
トークが発信されます。

プッシュトーク電話帳を削除する プッシュトーク電話帳削除

1 g（1秒以上）zメンバーを選ぶzm3

2「はい」を選択z「いいえ」を選択
･ FOMA端末電話帳からも削除する：「はい」を選択z「はい」を選択
･ グループに登録しているメンバーを削除すると、グループからも削除されます。

グループを削除する

1 g（1秒以上）zpzグループを選ぶzm2

2「はい」を選択
･ グループを削除しても、グループに登録されていたメンバーはプッシュトーク電話帳やFOMA端
末電話帳からは削除されません。

･ グループ内の全メンバーが選ばれています。
･ 自分を含め最大5人で通信できます。
･ 選択／解除を切り替える：o
･ 選択したメンバーを確認する：m1

･ 選択したメンバーではなく、選ばれているメンバーが削除されます。

選択したメンバー

選ばれているメンバー
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グループに登録されているメンバーを削除する

1 g（1秒以上）zpzグループを選択zメンバーを選ぶzm3

2「はい」を選択
･ グループのメンバーを削除しても、プッシュトーク電話帳やFOMA端末電話帳からは削除されま
せん。

プッシュトークの発着信について設定する
プッシュトーク発着信の際の動作を設定します。プッシュトークのみに有効な設定です。

自分やメンバーの電話番号を通知する プッシュトーク番号通知設定

プッシュトークを発信したとき、自分や他のメンバーの電話番号（発信者番号）を通知します。
･発信者が、発信者番号を通知して発信したとき、自分の電話番号とメンバーの発信者番号がすべて
のメンバーに通知されます。発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、
十分にご注意ください。

1 m8723
･ メンバー一覧でm52を押しても操作できます。

2 1を押す
･ 通知しない：2

おしらせ
●発信者番号通知の設定に関わらず本設定に従ってプッシュトークメンバーの発信者番号が通知されます。
●プッシュトークを発信する際に、複数の番号通知方法を同時に設定・操作した場合、次の優先順位で番号通知
動作が行われます。
a発信時に発信オプションで番号通知方法を設定した場合
bFOMA端末電話帳の発番号設定（1件のみの発信の場合）
cプッシュトーク番号通知設定を設定した場合

着信音を鳴らす時間を設定する プッシュトーク呼出時間設定

着信音が鳴っている間の時間を設定します。その時間内に応答しなかった場合は、不参加になります。
･呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設定しているときは、呼出動作開始時間が経過し
た後に本機能が動作します。
･プッシュトーク自動応答設定を「自動応答あり」に設定しているとき、本機能は設定できません。

1 m8722
･ メンバー一覧でm51を押しても操作できます。

2 応答時間を入力（1～60秒）

3 pを押す

お買い上げ時 通知しない

お買い上げ時 30秒

発
着
信
に
つ
い
て
の
設
定



107

プ
ッ
シ
ュ
ト
l
ク

自動でプッシュトークに応答する プッシュトーク自動応答設定

プッシュトークの着信に自動的に応答します。プッシュトークに応答したときに、自動的にスピーカー
ホン機能を利用した通信に切り替わります。
･マナーモード中は本設定は動作しません。プッシュトークに応答するにはgまたはnを押します
（エニーキーアンサーでも応答できます）。
･公共モード（ドライブモード）中は、本設定は動作しません。着信画面も表示されません。
･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や車載ハンズフリーキット01（別売）を接続しているとき
は、gを操作しながら、接続した機器を使って音声をやりとりします。

1 m8724
･ メンバー一覧でm53を押しても操作できます。

2 1を押す
･ 自動で応答しない：2

プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの対処方法を選択する プッシュトーク中着信設定

プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときに、留守番電話や転送でんわなどで対応します
（テレビ電話の着信は無効です）。

1 m8725
･ メンバー一覧でm54を押しても操作できます。

2 1～4のいずれかを押す

おしらせ
●留守番電話サービス、転送でんわサービスは、あらかじめご契約が必要なオプションサービスです。留守番電
話サービスや転送でんわサービスを契約していない場合は「留守番電話」または「転送でんわ」を設定しても
「通常着信」の動作となります。
●留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定し、呼出時間を「0 秒」に設定している場合は、
本設定に関わらず各サービスが作動します。着信履歴には記録されません。

●プッシュトーク中着信設定がいずれの設定の場合でも、着信履歴に記録されます。

お買い上げ時 自動応答なし

お買い上げ時 着信拒否

通常着信 ：プッシュトークを切断し、かかってきた音声電話に応答できます。音声着信中にn
を押した場合は、プッシュトークを切断して音声電話に応答します。fを押した場
合は、プッシュトークを切断し、音声着信が継続します。

着信拒否 ：かかってきた音声電話を着信拒否します。
留守番電話：かかってきた音声電話を留守番電話サービスセンターに接続します。
転送でんわ：かかってきた音声電話を転送先に転送します。
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Menu 284 / Menu 8727

ｉモード中にプッシュトークを着信したときの動作を設定する ｉモード中プッシュトーク着信

1 d84
･ メンバー一覧でm56を押しても操作できます。

2 1～2のいずれかを押す

プッシュトーク通信中にFOMA端末を閉じたときの動作を設定する プッシュトーク中クローズ設定

1 m8726
･ メンバー一覧でm55を押しても操作できます。

2 1～2のいずれかを押す

おしらせ
●平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や車載ハンズフリーキット01（別売）を接続してプッシュトーク通
信中は、FOMA端末を閉じても、本設定に関わらずプッシュトークは継続されます。

お買い上げ時 プッシュトーク着信優先

プッシュトーク着信優先：
プッシュトークの着信があった時点でｉ モードを終了し、プッシュトークの着信
画面を表示します。プッシュトークを終了すると、ｉモードの画面に戻ります。

ｉモード優先：プッシュトークの着信画面を表示せず、ｉモードを継続します。その際、プッシュ
トークは着信履歴に記録されません。

お買い上げ時 継続

終話 ：プッシュトークを終了します。
継続 ：プッシュトークを継続します。
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電話帳
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FOMA端末で使用できる電話帳について
FOMA D902iS では、FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳を利用できます。この他に、
プッシュトーク専用のプッシュトーク電話帳があります。☛P102
･ FOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳に登録できる項目は次のようになります。

○：可　×：不可

※ 1：各電話帳データの登録内容により、実際に登録できる件数が少なくなる場合があります。
※ 2：誕生日・テキストメモ・郵便番号／住所・会社名・役職名・URLの設定ができます。
※ 3：電話着信時とメール着信時の着信音・着信バイブレータ・着信イルミネーションパターン・着信イルミ

ネーションカラーの設定ができます。電話着信時の設定ではテレビ電話代替画像も設定できます。また、
グループ別の発着信設定ができます。

項　目 FOMA端末電話帳 FOMAカード電話帳
電話帳登録件数 最大700件※1 最大50件

登
録
内
容

メモリ番号 ○ ×
名前・フリガナ 名前は全角16文字（半角32文字）

まで、フリガナは半角32文字まで設
定可能。

名前は全角10文字（半角21文字）
まで、フリガナは全角12文字（半角
25文字）まで設定可能。

画像・動画 1人につき1件 ×
グループ 最大30グループおよび「グループな

し」に分類可能。
10グループおよび「グループなし」
に分類可能。

電話番号・アイコン 1人につき5番号まで、電話帳全体で
最大2105番号※1設定可能。それぞ
れについてアイコンを設定可能。

1人につき1番号のみ設定可能。アイ
コンは設定不可。

メールアドレス・アイコン 1人につき5アドレスまで、電話帳全
体で最大 2105 アドレス※ 1 設定可
能。それぞれについてアイコンを設定
可能。

1人につき1アドレスのみ設定可能。
アイコンは設定不可。

その他の設定※2 ○ ×

電
話
帳
検
索

全件表示（50音） ○ ○
グループ検索 ○ ○
フリガナ検索 ○ ○
ランキング検索 ○ ×
メモリ番号検索 ○ ×
電話番号検索 ○ ○
シークレット検索 ○ ×

各
種
設
定

電話帳別着信設定※3 ○ ×
シークレット属性設定 ○ ×
発番号設定 ○ ×
メモリ別着信拒否／許可設定 ○ ×
シークレットコード設定 ○ ×
テレビ電話通信速度設定 ○ ×

そ
の
他

電話番号入替え・メールアドレ
ス入替え・メモリ番号入替え

○ ×

クイックダイヤル ○ ×
クイックメール ○ ×
メール検索 ○ ○
サイト表示 ○ ×
赤外線送信 ○ ○
電話帳お預かりサービスの利用 ○ ×

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

F
O
M
A
端
末
で
使
用
で
き
る
電
話
帳
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FOMA端末電話帳、FOMAカード電話帳に登録した相手と電話の発着信を行うと、発信中／呼出中／
着信中／通話中の画面に、電話帳に登録されている名前と電話番号が表示されます。
また、リダイヤルや着信履歴、伝言メモ、受信メールの発信元、送信／未送信メールの宛先、カスタム
メニューの人物などにも、電話帳に登録されている名前が表示されます。また、電話帳を検索せずに電
話番号／メールアドレスを入力したときも表示されます。
･ FOMA 端末電話帳と FOMA カード電話帳に同じ電話番号／メールアドレスで名前が異なる電話帳
を登録している場合、FOMA端末電話帳に登録されている名前が表示されます。
･ FOMA端末電話帳に、同じ電話番号／メールアドレスを異なる名前で複数登録している場合、最初
に登録した電話帳の名前が表示されます。
･メールを受信した際、発信元のメールアドレスと電話帳に登録しているメールアドレスが＠以降のド
メイン名も含めて完全に一致すると、電話帳の設定に従って動作し、電話帳に登録した名前が表示さ
れます。ただし、発信元がｉモード端末の場合は、ドメイン名「@docomo.ne.jp」を省略したメー
ルアドレスを電話帳に登録していても電話帳の設定に従って動作し、電話帳に登録した名前が表示さ
れます。メールアドレスが「携帯電話番号＠docomo.ne.jp」の場合は、「＠docomo.ne.jp」を省略
して電話帳に登録してください。
･SMSを受信した際、電話帳に登録されている電話番号が一致した場合は電話帳の設定で動作します。
･電話帳に登録した相手からメールを着信すると、電話帳に登録している名前がタスクバーにスク
ロール表示されます。ただし、シークレットモード中でない場合にシークレット属性が設定されて
いる相手からメールの受信があると、タスクバーにはメールアドレスが表示されます。

FOMA端末電話帳に登録する 電話帳登録

･最大登録件数☛P110
･電話帳に登録した内容は、別にメモを取り、保管することをおすすめします。
パソコンをお持ちの場合は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して、
パソコンに保管できます。また、電話帳お預かりサービス（有料）をご契約の場合は、お預かりセ
ンターへ保存できます。
･ FOMA端末の電話帳データをminiSDメモリーカードにバックアップできます。☛P336
･ FOMA端末の故障・修理・電話機の変更やその他の取り扱いによって、登録内容が消失してしまう
場合もあります。万一、電話帳などに登録してある内容が消失してしまうことがあっても、当社と
しては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
･ドコモショップなど窓口にて機種変更時など新機種へコピーする際は、仕様によってはFOMA端末
に登録したデータをコピーできない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

1 m42

2 名前を入力（全角16文字（半角32文字）まで）zp

名前の表示について

･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。
ただし、記号、絵文字は、赤外線通信などでデータ転送を行った際、正
しく表示されない場合があります。
･ 名前を入力しないと登録できません。

つづく

電
話
帳
登
録
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3 各項目を選択して設定

メモリ番号 ：最も小さい空きメモリ番号が自動的に割り当てられます。

■ メモリ番号を変更する：番号を入力（0～699）
･ 100の位や10の位の頭の0は省略できます。

名前 ：名前を確認します。

■ 名前を修正する：名前欄を選択z名前を修正zp
フリガナ ：フリガナを確認します。

■ フリガナを修正する：フリガナ欄を選択zフリガナを修正（半角32文字まで）
･ 名前を修正してもフリガナには反映されません。

画像選択・撮影：
発着信時や電話帳データ確認時に表示する画像や動画／ｉモーションを設定します。
･お買い上げ時の状態に戻す：5
■ 画像を設定する：1zフォルダを選択z画像を選択
･ 横縦（または縦横）のサイズが640×480を超える画像を選択すると、画像
を縮小して登録するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択して
画像を設定すると、電話帳用（96×72）以下に縮小した画像が保存されます。
･ 電話発着信時や電話帳データ確認時には、アニメーションは再生中の画像、パ
ラパラマンガは最初のコマが表示されます。

■ カメラで静止画を撮影して設定する：2z静止画を撮影zo
･ 静止画のサイズは電話帳用（96×72）に自動的に設定されます。

■ 動画／ｉモーションを設定する：3zフォルダを選択z動画／ｉモーション
を選択
･ 画像サイズがSub-QCIF（128×96）、または、QCIF（176×144）の、映
像のみの動画／ｉモーションが設定できます。
･ 選択時に動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P133
･ 電話発信時には、動画／ｉモーションの最初のコマが表示されます。

■ ビデオカメラで動画を撮影して設定する：4z動画を撮影zo
･ 動画のサイズはQCIF（176×144）に自動的に設定されます。音声は録音さ
れません。

グループ：グループを選択します。新規登録時は「グループなし」に設定されています。
グループ設定について☛P116

■ グループを追加する：グループ欄を選択zazグループ名を入力（全角10文
字（半角20文字）まで）zp
･「グループなし」以外に、最大30件登録できます。

･ &でページを切り替えられます。

メモリ番号、名前、
フリガナ

電
話
帳
登
録
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4 pを押す
･ 登録済みのメモリ番号を指定したときは、上書きするかどうかの確認画面が表示されます。上書
きしないときは「新規登録」を選択して他のメモリ番号を指定してください。

おしらせ
●「184」または「186」を付けた電話番号を電話帳に登録すると、SMS作成時の宛先に選択しても送信でき
ません。また、メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」にしている相手に「184」または「186」
を付けて電話帳に登録すると、ｉモードメール作成時の宛先に選択しても送信できません。

●ｉモード端末のメールアドレスのドメイン名（@docomo.ne.jp）は省略して登録できますが、「@docomo.ne.jp」
を含めて登録することをおすすめします。
･ｉモードメールアドレスをチャットメールのメンバーに登録するときは、「@docomo.ne.jp」を含めて登録
してください。
･電話帳やグループ設定でメール着信時の設定をしている場合は、発信元のメールアドレスと電話帳に登録され
ているメールアドレスがドメイン名を含めて完全に一致しないと設定どおりに動作しません。ただし、ｉモー
ド端末のメールアドレスの場合は、「@docomo.ne.jp」を省略しても設定どおりに動作します。

電話番号：市外局番から入力し（26桁まで）、アイコンを選択します。
･１人につき5番号まで登録できます。1件目の電話番号を登録すると、追加登録す
る項目が表示されます。
･ポーズ（P）、タイマー（T）、「＋」、「＃」、サブアドレスの区切り（ ）を登録できます。

メールアドレス：
半角50文字まで入力できます。アイコンを選択します。
･１人につき5アドレスまで登録できます。1件目のメールアドレスを登録すると、追
加登録する項目が表示されます。
･相手がシークレットコードを登録しているとき☛P127

誕生日 ：誕生日設定を「ON」に設定して、誕生日欄に誕生日を入力します。
テキストメモ：

全角100文字（半角200文字）まで入力できます。
郵便番号／住所：

郵便番号は7桁まで、住所は全角100文字（半角200文字）まで入力できます。
会社名 ：全角50文字（半角100文字）まで入力できます。
役職名 ：全角50文字（半角100文字）まで入力できます。
URL ：半角256文字まで入力できます。 電

話
帳
登
録
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電話帳データごとに着信動作を設定する 電話帳別着信設定

FOMA端末電話帳に登録されている電話帳データごとに着信音やイルミネーションなどを設定できます。

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm32
･ 電話帳の検索方法☛P117

2 &で設定画面を表示z各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●メロディによっては、着信バイブレータや着信イルミネーションパターンで「メロディ連動」に設定すると、
バイブレータやイルミネーションが動作しないことがあります。

/ 着信音：「着モーションを選択」または「メロディを選択」を選択し、動画／ｉモーション
またはメロディを選択します。
･詳細情報の着信音設定が「可」になっている動画／ｉモーションのみ着信音に
設定できます。
･「端末設定に従う」に設定すると、音の設定に従います。

/ 着信バイブレータ：
「選択する」を選択して着信時のバイブレータを設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、バイブレータ設定に従います。

/ 着信イルミネーションパターン：
「選択する」を選択して着信時の決定キーの照明の点灯パターンを設定します。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定すると、着信イルミネーションカラーは
設定できません。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネーション設定に従います。

/ 着信イルミネーションカラー：
「選択する」を選択して着信時の決定キーの照明の点灯色を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネーション設定に従います。

テレビ電話代替画像（電話のみ設定可能）：
「選択する」を選択して通話中に表示するキャラ電（☛P328）を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、テレビ電話画像選択の設定に従います。

&
･ グループを「グループなし」に設定した場合、
各項目は「端末設定に従う」に設定されていま
す。グループを選択した場合、テレビ電話代替
画像は「端末設定に従う」に、それ以外の項目
は「グループ設定に従う」に設定されています。
･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生
して確認するには☛P133

電話 メール
電
話
帳
登
録
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FOMAカード電話帳に登録する FOMAカード電話帳登録

･最大登録件数☛P110

1 m43

2 名前を入力（全角10文字（半角21文字）まで）zp

3 各項目を選択して設定

4 pを押す

おしらせ
●ｉモード端末のメールアドレスのドメイン名（@docomo.ne.jp）は省略して登録できますが、「@docomo.ne.jp」
を含めて登録することをおすすめします。ｉモードメールアドレスをチャットメールのメンバーに登録するとき
は、「@docomo.ne.jp」を含めて登録してください。

名前 ：名前を確認します。

■ 名前を修正する：名前欄を選択z名前を修正zp
フリガナ ：フリガナを確認します。

■ フリガナを修正する：フリガナ欄を選択zフリガナを修正（全角12文字
（半角25文字）まで）
･フリガナは、全角カタカナと半角英数字で入力できます。
･全角／半角が混在している場合は、12文字までしか登録できません。
･名前を修正してもフリガナには反映されません。

グループ ：グループ1～10および「グループなし」から選択します。新規登録時は「グ
ループなし」に設定されています。

電話番号 ：市外局番から入力します。26桁（FOMAカードの種類によっては20桁）ま
で入力できます。
･ 1番号のみ登録できます。アイコンは設定できません。
･ポーズ（P）、「＋」、「＃」、サブアドレスの区切り（ ）を登録できます。
タイマー（T）は入力できますが、登録できません。

メールアドレス：半角50文字まで入力できます。
･ 1アドレスのみ登録できます。アイコンは設定できません。

･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。
ただし、記号、絵文字は、赤外線通信などでデータ転送を行った際、正
しく表示されない場合があります。
･ 全角／半角が混在している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、
10文字までしか登録できません。
･ 名前を入力しないと登録できません。

名前、フリガナ

F
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グループの名前や発着信動作を設定する グループ設定

FOMA 端末電話帳や FOMA カード電話帳のグループ名を変更したり、FOMA 端末電話帳のグ
ループごとに着信音を設定したりできます。
･ FOMAカード電話帳のグループ設定はグループ名のみ変更できます。
･「グループなし」は、グループ名の変更や発着信動作の設定はできません。

グループの作成やグループ名の編集をする

･ FOMA端末電話帳は「グループなし」以外に最大30グループ登録できます。

1 m412
･ FOMAカード電話帳のグループ名を変更する：m412p

2 m2zグループ名を入力
･ FOMA端末電話帳のグループ名は、全角10文字（半角20文字）まで入力できます。
･ FOMAカード電話帳のグループ名は、全角10文字（半角21文字）まで入力できます。ただし、
全角／半角が混在している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、10文字までしか登録で
きません。

■ グループ名を変更する：グループを選ぶzm4zグループ名を編集
･ FOMAカード電話帳のとき：グループを選ぶzm2zグループ名を編集

■ FOMA端末電話帳のグループの順序を入れ替える：mz6～7

3 pを押す

発着信動作を設定する グループ別発着信設定

1 m412zグループを選ぶzm5

2 &で設定画面を表示z各項目を選択して設定
･ 電話の発着信画像の設定方法は「FOMA端末電話帳に登録する」の操作3と同じです☛P112
着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションパターン、着信イルミネーションカラーの設
定方法は「電話帳データごとに着信動作を設定する」の操作2と同じです。☛P114
･ 電話の設定画面で着信音に映像がある画像／ｉモーションを設定すると、発着信画像は「着信音
連動」になります。音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）
を着信音に設定した場合に発着信画像を変更するときは、「イメージを選択」「静止画を撮影」か
ら選択します。

3 pを押す

おしらせ
●発着信動作の優先順位について
･着信音☛P133 ･バイブレータ☛P138 ･発信画像☛P148
･着信画像☛P148 ･イルミネーション☛P155

グ
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FOMA端末電話帳のグループを削除する

グループを削除すると、そのグループに登録されている電話帳がすべて削除されます。
･シークレット属性が設定されている電話帳も削除されます。
･プッシュトーク電話帳に登録されている電話帳を削除した場合は、プッシュトーク電話帳からも削
除されます。
･「グループなし」を選択すると、そこに登録されている電話帳だけが削除されます。グループは削除
されません。

1 m412zグループを選ぶzm3

2 端末暗証番号を入力z「はい」を選択

Menu 41

電話帳から電話をかける 電話帳検索

電話をかける相手の電話帳データを、FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳から呼び出
し、簡単に電話をかけられます。
･電話帳データは、次の検索方法を指定して呼び出すことができます。
・全件表示（50音）☛P118 ・グループ検索☛P118 ・フリガナ検索☛P119
・ランキング検索※1☛P119 ・メモリ番号検索※1☛P120 ・電話番号検索☛P120
・行検索☛P121 ・シークレット検索※1☛P128
※1：FOMAカード電話帳では利用できません。
･待受画面でpを押したときに表示される検索方法を指定できます。☛P121
･電話帳一覧でmを押し、「検索方法選択」を選択しても電話帳の検索方法を変更できます。
･ FOMAカード電話帳でも利用できる検索方法では、pを押すたびにFOMA端末電話帳一覧とFOMA
カード電話帳一覧が切り替わります。
･ FOMAカード電話帳一覧では、相手の名前の前に が表示されます。

1 p

2 相手を選ぶznを押す
･ テレビ電話をかける：相手を選ぶzt
･ プッシュトークを発信する：相手を選ぶzg
･ 電話番号を複数登録しているときは、電話番号を選択します。
･ 詳細画面から操作する場合は、電話番号を選びnまたはoを押します。

お買い上げ後、初めて操作したときは全件表示（50音）の電話帳一覧が表
示されます。検索方法を指定している場合は、指定された方法で電話帳一
覧が表示されます。

1件目の電話番号に設定されているアイコン

選ばれている相手に登録されている電話番号とメールアドレスの件数

選ばれている相手の1件目の電話番号（表示しきれない部分は省略）

全件表示（50音）の場合

つづく

電
話
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■ ｉモードメールを作成する：相手を選ぶza
･ メールアドレスを複数登録しているときは、メールアドレスを選択します。
･ ｉモードメールの作成・送信方法☛P230
･ 詳細画面では、メールアドレスを選びoまたはaを押します。
･ 基本情報画面でも同様に操作できます。1件目に登録しているメールアドレスが宛先に設定さ
れます。
･ メールアドレスが登録されている場合に有効です。

■ SMSを作成する：相手を選ぶza（1秒以上）
･ 電話番号を複数登録しているときは、電話番号を選択します。
･ SMSの作成・送信方法☛P266
･ 詳細画面では、電話番号を選びaを押します。
･ 基本情報画面でも同様に操作できます。1件目に登録している電話番号が宛先に設定されます。
･ 電話番号が登録されている場合に有効です。
･ メールアドレスが登録されていない場合は、aを押しても同様に操作できます。

■ サイトを表示する：相手を選択z&でURLを選ぶzo

FOMA端末電話帳から受信メールを検索するとき

1 p

2 相手を選ぶzm151を押す

おしらせ
●条件を設定して電話をかけられます。☛P58

電話帳データを50音順に表示する 全件表示（50音）

電話帳データを50音順（あ行→か行→さ行→…→その他（アルファベット、数字、フリガナが空白で
始まるもの、記号、フリガナなし）の順）に表示します。

1 m411

2 &で行を選択
･ &の代わりに0～9、(、#を押すと、ダイヤルキーに割り当てられている行が表示
されます。たとえば、1を押すとあ行が表示されます。50音以外を表示するには、(また
は#を押します。

グループで検索する グループ検索

･グループを設定せずに登録した電話帳データは「グループなし」に登録されています。

メールを検索する

例

選んだ相手から受信したメールが一覧表示されます。
･ 受信／送信メールの見かた☛P248
･ 電話帳一覧に戻る：cまたはm0
･ 詳細画面でメールアドレスまたは電話番号を選んでからも同様に操作で
きます。
･ FOMAカード電話帳からの場合、相手を選び、受信メールのときはm
141、送信メールのときはm142を押します。

■ 送信メールを検索する：相手を選ぶzm152

電
話
帳
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1 m412

2 グループを選択

名前で検索する フリガナ検索

フリガナを入力して、その文字から始まる電話帳データを検索します。

1 m413

2 フリガナを入力zpを押す

通話／メール回数の多い相手を検索する ランキング検索

FOMA端末電話帳に登録されている電話帳データを、通話回数が多い順に表示したり（通話回数ランキ
ング）、ｉモードメール送受信回数が多い順に表示（メール回数ランキング）できます。
･通話回数、メール回数は9999回まで表示されます。
･電話帳に登録している電話番号、メールアドレスを直接入力した場合もカウントされます。

通話回数ランキングを表示するとき

1 m4141を押す

･ 同一グループ内の電話帳データは次のフリガナ
順に表示されます。
a50音順 bアルファベット順 c数字
d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし

･ フリガナは先頭の一部を入力して検索できま
す。フリガナを入力しなくても検索できます。

例

･ 累積通話回数は、お買い上げ時または前回リセットから現在までの電話
発着信回数です。電話帳データをFOMA端末電話帳に登録した後からの
通話がカウントの対象となります。

■ メール回数ランキングを表示する：m4142
･ 累積メール回数は、お買い上げ時または前回リセットから現在までの
メール送受信回数です。電話帳データをFOMA端末電話帳に登録した
後からのｉモードメールの送受信がカウントの対象となります。

累積通話回数

電
話
帳
検
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おしらせ
●累積回数が同じ場合は、次のフリガナ順に表示されます。

a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm93

2「はい」を選択
･ 個々の累積通話回数、最終通話日時、累積メール回数、最終メール日時がリセットされます。

メモリ番号で検索する メモリ番号検索

FOMA端末電話帳を、メモリ番号を入力して検索します。何も入力しなくても検索できます。

1 m415

2 メモリ番号を入力zpを押す

･ 100の位や10の位の頭の0は省略できます。

電話番号で検索する 電話番号検索

電話番号の一部だけを入力して、その数字を含む電話番号を検索します。何も入力しなくても検索でき
ます。

1 m416

2 電話番号の一部を入力zpを押す

通話回数／メール回数をリセットする

1件目の電話番号に設定されているアイコン

メモリ番号

入力したメモリ番号に登録されている相手

1件目の電話番号に設定されているアイコン

メモリ番号（FOMA端末電話帳のみ）

電
話
帳
検
索



121

電
話
帳

おしらせ
●電話番号検索で該当する電話帳データが複数ある場合、FOMA端末の電話帳はメモリ番号の順に表示されます。
FOMAカード電話帳は次のフリガナ順に表示されます。
a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし

すばやく行検索する

ダイヤルキー1～9、0に割り当てられている文字（あ～ら、わ）から電話帳データを検索します。
･前回使用した電話帳（FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳）を検索します。

「ドコモ太郎」を検索するとき

1 4pを押す

･ 検索結果画面では、0～9、#、(、&を押して行を切り替えられます。

検索方法を指定する

待受画面でpを押したときに表示される検索方法を指定できます。
･シークレット検索は指定できません。

1 m41
指定されている検索方法の項目に が付いています。

2 検索方法を選ぶzmを押す
･ FOMAカード電話帳の検索方法は選べません。

おしらせ
●前回FOMAカード電話帳を検索した場合は、指定した検索方法でFOMAカード電話帳が検索されます。ただ
し、FOMAカード電話帳で検索できない方法を指定した場合は、FOMAカード電話帳（50音）の電話帳一覧
が表示されます。

お買い上げ時 全件表示（50音）

例

た行のフリガナが登録されている電話帳一覧

電
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電話帳の登録内容を確認する

1 電話帳を検索z相手を選択
詳細画面が表示されます。

2 &で登録内容を表示
･ rを押すたびに、電話番号1～5→メールアドレス1～5→誕生日→テキストメモ→郵便番号／
住所→会社名→役職名→URLの順に表示されます。ただし、登録されている項目のみ表示されま
す。lを押すと逆の順で表示されます。
･ 前後の電話帳データの詳細画面を表示する：%
■ 通話回数／メール回数を確認する：&で電話番号またはメールアドレスを選ぶzp

累積情報画面が表示されます。
･ 累積通話回数／累積メール回数や最終通話日時／最終メール日時は、電波状況などの理由で相
手が電話に応答しなかったり、ｉモードメールが送信できなかった場合は、対象になりません。
･ 累積情報をリセットするときは、累積情報画面でpを押し「はい」を選択します。

電話帳に登録した画像／メモリ番号（FOMA 端末電話帳のみ）、名前、フリガナ、グループ名、1件目の
電話番号（アイコン種別、電話番号）、1 件目のメールアドレス（アイコン種別、メールアドレス）が表
示されます。

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm91を押す
基本情報画面が表示されます。
･ 詳細画面でm81を押しても表示できます。

電話帳の詳細画面に画像を表示させるかどうかを設定します。設定内容はすべての電話帳データに反映
されます。

1 電話帳を検索z相手を選択zm84

基本情報を確認する

画像を詳細画面に表示するかどうかを設定する　画像／名前表示切替

お買い上げ時 画像登録時のみ表示

FOMA端末電話帳 FOMAカード電話帳

メモリ番号
名前、フリガナ

グループ名
画像※1

登録したアイコン（タブ）
次のページがあるときは が表
示されます。
アイコン種別
登録内容

／ ：着信音 ／ ：着信バイブレータ ／ ：着信音と着信バイブレータ
／ ：着信イルミネーションパターン ／ ：着信イルミネーションカラー
／ ：着信イルミネーションパターンとカラー ：テレビ電話代替画像（電話のみ）

※1：画像を登録していて、画像／名前表示切替を「画像表示優先」または「画像登録時のみ表示」に設定し
ているときに表示されます。画像に動画／ｉモーションを設定した場合、ｉモーションが再生されます。

※2：電話帳別着信設定で着信音などを設定しているとアイコンが色付きで表示されます。

着信拒否／許可設定や発番号設定、
シークレットコードが設定されて
いる場合

名前、
フリガナ
グループ名

着信音などの設定状況（電話／メール）※2

電
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2 1～3のいずれかを押す

おしらせ
●FOMAカード電話帳の詳細画面ではmを押し、「確認／表示切替」→「画像／名前表示切替」を選択します。
●本機能の設定は自局番号の詳細画面にも反映されます。また、自局番号から本機能を設定したときも電話帳の
詳細画面に反映されます。

●名前が長い場合は、名前がすべて表示されない場合があります。

電話帳を修正する 電話帳修正

電話帳データの内容を修正・コピーしたり、電話帳データ内の電話番号やメールアドレスの順番
を入れ替えたりします。また、電話帳データのメモリ番号を入れ替えることができます。

登録内容を修正する

･プッシュトーク電話帳に登録されているFOMA端末電話帳の修正内容は、プッシュトーク電話帳に
も反映されます。

FOMA端末電話帳の電話帳データを修正するとき

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm31
･ FOMAカード電話帳のとき：電話帳を検索z相手を選ぶzm3

2 電話帳データを修正
･ 詳細については

☛P112「FOMA端末電話帳に登録する」操作3、☛P115「FOMAカード電話帳に登録する」
操作3

3 p

4「上書き登録」または「新規登録」を選択
･ 上書き登録を選択した場合は、以前の電話帳データは破棄されます。
･ 新規登録を選択した場合は、以前の電話帳データは残り、新たに電話帳データが登録されます。
FOMA端末電話帳の場合、メモリ番号を変更せずに新規登録を選択したときは、メモリ番号入力
画面が表示されます。必要に応じて番号を変更して再度操作３から操作してください。
･ プッシュトーク電話帳に登録されている電話番号をFOMA端末電話帳から削除すると、上書き登
録を選択した後、プッシュトーク電話帳から削除するかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択すると、プッシュトーク電話帳から削除されます。

おしらせ
●FOMAカード電話帳の電話帳データの電話番号に「 」が含まれている場合は上書き登録ができないことがあ
ります。その場合は新規登録するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、新規登録されます。

●複数の電話番号やメールアドレスを登録している場合、一番最後以外に登録されている電話番号やメールアド
レスを削除すると、以降が繰り上げ登録されます。

画像表示優先 ：画像を優先して表示します。
名前表示優先 ：名前を表示します。画像は表示されません。
画像登録時のみ表示：画像を登録しているときのみ画像が表示されます。登録していないときは名

前を表示します。

例
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登録内容をコピーする

コピーした内容は、メール作成画面や電話帳の登録画面などの入力欄に貼り付けることができます。
･コピーした内容は電源を切るまで記録され、何度でも貼り付けることができます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーを行うと内容は上書きされます。

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm6

2 1～8

3 貼り付け先の文字入力画面を表示z文字を貼り付ける

おしらせ
●FOMA 端末電話帳の詳細画面、FOMA カード電話帳の電話帳一覧または詳細画面ではm を押し、「項目コ
ピー」を選択します。

●電話番号とメールアドレスは、1件目に登録されている内容がコピーされます。2件目以降の電話番号やメー
ルアドレスをコピーするには、詳細画面でコピーする電話番号やメールアドレスを選び、コピーします。

電話番号やメールアドレス、メモリ番号の順番を入れ替える

電話帳データに複数の電話番号やメールアドレスが登録されている場合に、FOMA端末電話帳の検索結
果画面から、電話番号やメールアドレスの順番を入れ替えます。また、2つの電話帳データのメモリ番
号を入れ替えることもできます。

1 電話帳を検索z順序を入れ替える
■ 電話番号の順序を入れ替える：

■ メールアドレスの順番を入れ替える：
a相手を選ぶzm342
b1件目に登録するメールアドレスを選択

選択したメールアドレスと1件目のメールアドレスが入れ替わります。

■ メモリ番号を入れ替える：
a相手を選ぶzm343
bメモリ番号を入れ替える相手を選択

該当項目のデータが一時的に記録されます。

FOMA端末電話帳の場合

a相手を選ぶzm341
b1件目に登録する電話番号を選択

選択した電話番号と1件目の電話番号が入れ替わります。

電
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おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「編集／設定」→「入替え」→「電話番号入替え」／「メール
アドレス入替え」／「メモリ番号入替え」を選択します。

電話帳をコピーする
FOMA端末電話帳をFOMAカード電話帳にコピーしたり、FOMAカード電話帳をFOMA端末に
コピーします。
･コピーする電話帳データのグループと同じ名前のグループが、コピー先の電話帳にある場合は、そ
のグループにコピーされます。

■ FOMA端末電話帳からFOMAカード電話帳にコピーされる項目

･ FOMAカード電話帳に保存できる最大文字数を超えた部分は削除されます。

■ FOMAカード電話帳からFOMA端末電話帳にコピーされる項目

FOMA端末電話帳からFOMAカード電話帳にコピーする場合

1 電話帳を検索zm71

2 相手を選択

3 pを押す

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「データバックアップ」→「FOMAカードへコピー」、FOMA
カード電話帳の一覧画面／詳細画面ではmを押し、「本体へコピー」を選択します。

名前 名前をコピーします（全角10文字（半角21文字）まで。ただし、全角／半角が混在し
ている場合や、半角カタカナが含まれている場合は、10文字まで）。

フリガナ フリガナをコピーします（全角12文字（半角25文字）まで。ただし、全角／半角が混
在している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、12文字まで）。半角カタカナ
は全角カタカナになります。

電話番号 1件目に登録されている電話番号をコピーします（26桁（FOMAカードの種類によっ
ては20桁）まで☛P41）。タイマー（T）が登録されている場合は、タイマー（T）の
み削除されます。アイコンはすべて になります。

メールアドレス 1 件目に登録されているメールアドレスをコピーします（半角 50 文字まで）。FOMA
カード電話帳では、アイコンはすべて になります。

名前 名前をコピーします。
フリガナ フリガナをコピーします。全角カタカナは半角カタカナになります。
電話番号 電話番号をコピーします。アイコンは になります。
メールアドレス メールアドレスをコピーします。アイコンは になります。

例
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電話帳を削除する 電話帳削除

電話帳データを削除します。
･全件削除すると、作成したグループはすべて削除されます。
･全件削除すると、シークレットモード中でない場合でもシークレット属性が設定されている電話帳
データは削除されます。
･ FOMAカード電話帳は全件削除はできません。

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm41
■ FOMAカード電話帳を削除する：電話帳を検索z相手を選ぶzm4
■ 全件削除する：電話帳を検索zm42z端末暗証番号を入力

2「はい」を選択
･ FOMA端末電話帳からプッシュトーク電話帳に登録されている相手を削除した場合は、プッシュ
トーク電話帳からも削除されます。

電話帳をお預かりセンターに保存する 電話帳お預かりサービス

電話帳お預かりサービスを利用して FOMA 端末電話帳のデータをお預かりセンターに保存でき
ます。
･電話帳の保存の詳細については☛P130

1 電話帳を検索zm74z「はい」を選択z端末暗証番号を入力
お預かりセンターに接続され、データの更新が実行されます。更新が完了すると、実行結果が表示
されます。
･ 実行結果は約5秒後に消え、電話帳一覧に戻ります。早く一覧に戻すにはoを押します。

電話帳に各種機能を設定する
FOMA端末電話帳に登録されている電話帳データ内の電話番号ごとに、発信者番号の通知／非通
知の設定やテレビ電話をかけるときの通信速度の設定ができます。また、メールアドレスごとに
シークレットコードを設定できます。
･ FOMAカード電話帳は、ここで説明する機能を設定できません。

電話番号ごとに発信者番号通知／非通知を設定する 発番号設定

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm352

2 端末暗証番号を入力z電話番号を選択

お買い上げ時 設定なし

電
話
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3 1～2のいずれかを押す

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「編集／設定」→「詳細設定」→「発番号設定」を選択します。
●「設定なし」に設定すると、発信者番号通知の設定に従って動作します。
●発番号設定をした電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の右側に が表示されます。
●番号通知方法の優先順位について☛P48

テレビ電話をかけるときの通信速度を電話番号ごとに設定する テレビ電話通信速度設定

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm355

2 電話番号を選択z1～2のいずれかを押す

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「編集／設定」→「詳細設定」→「テレビ電話設定」を選択します。
●通話ごとにテレビ電話の通信速度を指定した場合は、本設定よりも優先されます。☛P58

メールアドレスにシークレットコードを設定する シークレットコード設定

相手がメールアドレス（携帯電話番号@docomo.ne.jp）にシークレットコードを登録している場合は、
そのシークレットコードを電話帳データに設定しておくと、電話帳を検索してｉモードメールを作成す
るときに自動的にシークレットコードが付加されます。

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm354

2 端末暗証番号を入力zメールアドレスを選択

3 4桁のシークレットコードを入力
･ シークレットコード設定を解除する：cを1秒以上押して消去zo

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「編集／設定」→「詳細設定」→「シークレットコード設定」を
選択します。

●「携帯電話番号＋シークレットコード@docomo.ne.jp」として電話帳に登録している場合は、その相手からのメー
ルには返信できません。電話帳データの「シークレットコード」または「シークレットコード@docomo.ne.jp」
を削除してから、上記の方法でシークレットコードを設定してください。

●シークレットコードを設定した電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の右側に が表示されます。
●設定したシークレットコードは、電話帳データの詳細画面や ｉ モードメール作成時の宛先などには表示され
ません。シークレットコードは、操作1～2の手順で確認できます。

お買い上げ時 64K

･ 解除する：3
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他人に見られたくない電話帳を守る シークレット属性

端末暗証番号を入力しないと呼び出せないシークレット属性を持ったデータにします。

電話帳にシークレット属性を設定する

･ FOMAカード電話帳には設定できません。
･シークレット属性を設定するにはシークレットモード中に設定操作をする必要があります。

1 シークレットモードを設定

2 待受画面で電話帳を検索z相手を選ぶzm351を押す

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「編集／設定」→「詳細設定」→「シークレット属性設定」を
選択します。

●シークレット属性が設定されている電話帳データは、シークレットモードに設定しないと修正できません。
●シークレットモードを設定していないときは、着信画面、リダイヤル、着信履歴、伝言メモ、通話中音声メ
モ、受信メール一覧などに、シークレット属性が設定されている電話帳データの名前や登録された画像または
動画／ｉモーションは表示されません。また、電話帳データに設定した着信音やバイブレータも動作しません。

●シークレットモード中に電話帳データを登録・修正すると、その電話帳データにシークレット属性が設定され
ます。

●シークレット属性の設定は、プッシュトーク電話帳にも反映されます。

シークレット属性を設定した電話帳を検索する シークレット検索

･検索できるのはシークレット属性が設定されている電話帳データだけです。
･シークレットモードを設定していないときは検索できません。

1 シークレットモードを設定

2 待受画面でm417を押す

おしらせ
●シークレット属性が設定されている電話帳データは、シークレットモード中以外は検索できません。また、ク
イックダイヤルやクイックメールも利用できません。

●シークレットモード中にシークレット検索以外の検索を行うと、シークレット属性が設定されている電話帳
データと設定されていない電話帳データの両方が検索の対象となります。

･ シークレット属性が設定されると が点滅します。

■ 解除する：シークレット属性が設定されている相手を選ぶzm3
51

･ 以降の操作は通常の検索方法と同じです。☛P117

選んでいる相手にシークレット属性が設定されているときに点滅

シ
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電話帳の登録状況を確認する 登録件数確認

電話帳の登録件数やシークレット属性が設定されている件数などを表示します。
･シークレットデータ件数は、シークレットモード中のみ表示されます。

1 電話帳を検索zm92を押す

おしらせ
●FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳の詳細画面ではmを押し、「確認／表示切替」→「登録件数確
認」を選択します。FOMAカード電話帳の電話帳一覧ではmを押し、「確認」→「登録件数確認」を選択します。

●登録件数は、シークレット属性が設定されている件数を含みます。

少ないキー操作で電話をかける クイックダイヤル

FOMA端末電話帳のメモリ番号が0～99の相手には、簡単な操作で電話をかけられます。
･電話帳データの1件目の電話番号が電話をかける対象となります。

メモリ番号2の電話番号に電話をかけるとき

1 メモリ番号（この場合は2）を入力znを押す

･ メモリ番号の前に0などは付けずに入力します。前に0などを付けて入力すると、電話はかかり
ません。
･ テレビ電話をかける：メモリ番号を入力zt
･ プッシュトークを発信する：メモリ番号を入力zg
入力したメモリ番号の電話帳の電話番号がプッシュトーク電話帳に登録されているときは、その
電話番号にプッシュトークが発信されます。プッシュトーク電話帳に登録されていない場合は、
電話帳の1件目の電話番号にプッシュトークが発信されます。

例

電話帳の1件目の電話番号

登
録
件
数
確
認
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電話帳お預かりサービスを利用する
電話帳お預かりサービスを利用して FOMA 端末電話帳のデータをお預かりセンターに保存し、
FOMA端末の紛失、水濡れ時などに、お預かりセンターのデータを元に新しいFOMA端末に電
話帳データを復元できます。また、お預かりセンターのデータをパソコンなどで編集し、FOMA
端末の電話帳に反映することもできます。
･電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な有料サービスです。サービスの詳細は『ｉモード操
作ガイド』をご覧ください。
･ FOMAカード電話帳は保存できません。

電話帳を保存する／更新する／復元する

1 m691z「はい」を選択z端末暗証番号を入力
お預かりセンターに接続され、データの更新が実行されます。更新が完了すると、実行結果が表示
されます。
･ 実行結果は約5秒後に消え、電話帳お預かりサービスのメニュー画面に戻ります。早くメニュー
画面に戻すにはoを押します。

おしらせ
●お預かりセンターに接続中に電話やプッシュトークが着信した場合の動作は次のとおりです。
･電話帳に登録している相手からの着信の場合でも、相手の名前や画像は表示されず、電話番号のみ表示され
ます。また、電話帳データに設定されている着信音やバイブレータなどは動作せず、FOMA端末の設定に従
います。
･メモリ別着信拒否、メモリ登録外着信拒否、呼出動作開始時間設定は動作しません。
･着もじは受信しません。
･プッシュトークの場合は、ｉモード中プッシュトーク着信を「プッシュトーク着信優先」に設定している場
合のみ着信します。

●電話帳お預かりサービスの設定により、お預かりセンターからFOMA端末電話帳の更新が行えます。ただし、
自動更新時に他の機能を実行していると自動更新は実行されません。

●電話帳のグループの並び順は、復元しても保存したときの並び順に戻らない場合があります。
●電話帳お預かりサービスを契約されていない場合は、その旨をお知らせする画面が表示されます。

通信履歴を確認する

お預かりセンターとの通信履歴を確認できます。
･履歴は最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。

1 m692z履歴を選択

電話帳の画像を送信するかどうかを設定する

電話帳に登録されている画像をお預かりセンターに送信するかどうかを設定します。

1 m693z電話帳内画像送信欄を選択z1～2zpを押す

お買い上げ時 なし
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音／画面／照明設定
音の設定
FOMA端末から鳴る音を変える .........................................................音の設定 132
着信やアラームを振動で知らせる .......................................バイブレータ設定 137
充電時の確認音を設定する.............................................................. 充電確認音 139
通話が切れそうなときにアラームで知らせる................通話品質アラーム音 139
電話から鳴る音を消す.................................................................. マナーモード 139
マナーモードを変更する.......................................................マナーモード選択 140

画面／照明の設定
待受画面の表示を変更する.......................................................... 待受画面設定 141
電話やメールの発着信時に表示する画像を変更する ....発着信画面表示設定 147
ディスプレイとキーの照明を設定する...............................................照明設定 150
画面のカラー配色を変更する...............................................カラーテーマ設定 151
メニューの表示方法やデザインを設定する............................... メニュー設定 152
電池残量のマークを変更する...................................................電池マーク設定 153
着信時などの点灯色と点灯パターンを設定する........イルミネーション設定 154
新着情報があるときに決定キーの照明を点滅させる ........不在着信お知らせ 155
文字の大きさを変更する...........................................................文字サイズ設定 156
時計の表示を設定する.................................................................. 時計表示設定 157
画面を英語表示に切り替える...................................................... バイリンガル 158
FOMA端末の色に合わせてコーディネイトする
　 ......................................................................... トータルコーディネイト設定 158
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音の設定

FOMA端末から鳴る音を変える 音の設定

電話やプッシュトークが着信したとき、メールやメッセージR/Fなどを受信したときに鳴る音を
設定します。また、目覚まし音やスケジュールのアラーム音、さまざまな操作をしたときの確認
音などを設定します。
･他の音などを設定するには、以下を参照してください。
・充電確認音☛P139 ・応答保留ガイダンス☛P73 ・通話保留音☛P74
・通話品質アラーム音☛P139 ・再接続アラーム音☛P61 ・電池アラーム音☛P45

電話やメール・メッセージなどの着信音を設定する 電話着信音／メール・メッセージ着信音

･着信音に動画／ｉモーションを設定すると、着信時に映像や音が再生されます（着モーション）。
･電話番号が通知されない音声電話着信時の着信音を設定するには☛P172
･本機能での設定内容は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、プッシュトーク着信設定、メール着
信設定、チャットメール着信設定、メッセージ着信設定にもそれぞれ反映されます。

電話着信音を設定するとき

1 m8111
■ メール・メッセージ着信音を設定する：m8112

2 1～3
･ メール・メッセージ着信音を設定する：1～4

3 各項目を選択して設定

4 pを押す

お買い上げ時 電話：メロディ／Vivaldism　テレビ電話：メロディ／電話・メロディA
プッシュトーク：メロディ／電話・メロディB　メール：メロディ／メール・メロディA　
チャットメール：メロディ／メール・メロディB　
メッセージR、メッセージF：メロディ／メール・メロディC

例

･「メロディ」を選択したときは、メロディ欄を選択してメロディを選択し
ます。
メロディ一覧の見かた☛P331
･「着モーション」を選択したときは、メロディ欄を選択して動画／ｉモー
ションを選択します。
動画／ｉモーション一覧の見かた☛P321
･「OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。
･ チャットメール着信音を「メール連動」に設定すると、メール着信音の
設定に従います。

音
の
設
定
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■「着モーション」に設定する動画／ｉモーションの種類と着信画像

※1：歌手の歌声など映像のないｉモーション。
※2：アニメーション（標準画像を除く）に変更しても動作せず、着信画面には最初のコマが表示されます。

■ 着信音の優先順位
複数の機能で着信音を設定している場合は、次の優先順位で鳴ります。
aマルチナンバーの着信設定
b FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
c FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d音の設定
･プッシュトークの着信音は、音の設定に従います。
･相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、音声電話の着信音は発番号なし動作設定に従いま
す。テレビ電話の着信音は音の設定に従います。プッシュトークの着信音は、音の設定に従います。
･発番号なし動作設定で設定した音や画像が削除されると、設定内容が変更されます。この場合、実
際に鳴る音や表示される画像が設定画面に表示される音や画像と異なることがあります。
･電話帳に画像または動画／ｉモーションを設定していても、着信音の「着モーション」に音声と映
像のある動画／ｉモーションを設定しているときは、着信音と着信画像は「着モーション」の設定
が優先されます。「着モーション」に音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のない
ｉモーション）を設定しているときは、着信音は「着モーション」の設定になり、着信画像は電話
帳に設定した画像またはグループ別発着信設定や電話着信設定／テレビ電話着信設定で設定した画
像になります。

おしらせ
●映像のみの動画／ｉモーションは着信音に設定できません。プッシュトークの着信音には音声のみの動画／
ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）のみ設定できます。

●詳細情報（☛P345）の着信音設定が「不可」になっている動画／ｉモーションは「着モーション」に設定で
きません。

設定する動画／
ｉモーション

表示される着信画像

音声のみ※1 ･着信音を映像のある動画／ｉモーションから音声のみの動画／ｉモーションやメロ
ディに変更すると、標準画像が表示されます。
･着信画像に映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像を設定しているときに、
着信音に音声のみの動画／ｉモーションを設定すると、標準画像が表示されます。

ただし、音声電話やテレビ電話の着信画像（Flash画像を除く）は、電話着信設定／発
着信画面表示設定（電話着信設定）やテレビ電話着信設定／発着信画面表示設定（テレ
ビ電話着信設定）で変更※2できます。

音声と映像あり ･着信画像は動画／ｉモーションの映像になります。

メロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには
●メロディ一覧でメロディを選びpを押すと再生できます。再生中は次の操作ができます。
･音量調整※1：& ･前後のメロディの再生：% ･メロディ一覧に戻る：c
･メロディの選択：o

●動画／ｉモーション一覧で動画／ｉモーションを選びpを押すと再生できます。再生中は次の操作がで
きます。
･音量調整※1：% ･一時停止／再生：o ･停止（動画／ｉモーション一覧に戻る）：p／c
･早送り再生：r ･巻戻し再生：l

※1：再生時の音量はデータBOXの動作設定に従います。音量を調整するとデータBOXの動作設定にも反
映されます。着信音量には連動しません。
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目覚まし音やスケジュールのアラーム音を設定する 目覚まし音・スケジュール音

目覚ましやスケジュールで、目覚まし音やスケジュールアラーム、予告アラームをそれぞれ「端末設定
に従う」に設定しているときに鳴る音を設定します。

目覚まし音を設定する

1 m81131
■ スケジュールのアラーム音を設定する：m81132

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

キーを押したときやスピードセレクターを回転させたときに鳴る音を設定するキー確認音・スピードセレクター音

･キー確認音を変更すると電池レベル表示時の確認音も変更されます。
･次のキーを押したときやプロテクトキーをスライドさせたときは鳴りません。
・C ・g ・ワンプッシュオープンボタン

キー確認音を設定する

1 m81141
■ スピードセレクター音を設定する：m81142

2 1～3のいずれかを押す
･ 鳴らさない：4
･ 選ばれている音が鳴ります。ただし、「OFF」の場合は鳴りません。

おしらせ
●キー確認音を「OFF」に設定すると、次の音は鳴らなくなります。
･電池レベル表示時の確認音 ･赤外線通信やデータ送受信時の通信終了音

●キー確認音やスピードセレクター音を「OFF」以外に設定しても、次の場合は鳴りません。
･マナーモード中（オリジナルマナーモード中で、オリジナルマナーモード設定のキー確認音やスピードセレ
クター音を「OFF」以外に設定している場合は鳴ります）
･プロテクトキーロック中（ディスプレイの表示が消えているときに、fを押した場合は鳴ります）
･ｉアプリ実行中（マルチタスクの切り替え中や他の画面を表示中は鳴ります）
･動画撮影中 ･サウンドレコーダー録音中 ･ボイス認証中／認証用の音声録音中

お買い上げ時 ●目覚まし音
メロディ／アラーム・メロディ　

●スケジュール音
アラーム：メロディ／アラーム・女性ボイス　予告アラーム：メロディ／パターン4

お買い上げ時 キー確認音：キー確認音1　スピードセレクター音：スピードセレクター音1

例

･「メロディ」を選択したときは、メロディ欄を選択してメロディを選択し
ます。
メロディ一覧の見かた☛P331
･「ｉモーション」を選択したときは、メロディ欄を選択して動画／ｉモー
ションを選択します。音声と映像のある動画／ｉモーションを設定する
と、表示される画像は動画／ｉモーションの映像になります。
動画／ｉモーション一覧の見かた☛P321

例
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シャッター音を設定する シャッター音

･ビデオシャッター音を変更すると、サウンドレコーダーの録音確認音（シャッター音）も変わります。
･本機能での設定内容は、静止画詳細設定、動画／録音詳細設定にもそれぞれ反映されます。

カメラシャッター音を設定する

1 m81143
■ ビデオシャッター音を設定する：m81144

2 1～5のいずれかを押す
･ 選ばれている音が鳴ります。

レンズカバーを開閉したときに鳴る音を設定する レンズカバー音

･本機能での設定内容は、静止画詳細設定にも反映されます。

1 m81145

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

お買い上げ時 カメラシャッター音、ビデオシャッター音：シャッター音1

お買い上げ時 カバーオープン音：カバーオープン音1　カバークローズ音：カバークローズ音1

カバーオープン音：レンズカバーを開けてカメラを起動したときに鳴る音を設定します。
カバークローズ音：レンズカバーを閉じてカメラ／ビデオカメラを終了したときに鳴る音を設定

します。
･「OFF」に設定すると、カバーオープン音／カバークローズ音は鳴りません。
･ 選ばれている音が鳴ります。ただし、「OFF」の場合は鳴りません。

例
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FOMA端末を開閉したときに鳴る音を設定する スライド音

1 m81146

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●FOMA端末をすばやく開閉すると、スライド音は鳴らない場合があります。また、次の場合は、FOMA端末を
開閉してもスライド音は鳴りません。
･発信中 ･着信中 ･応答保留中 ･通話中
･プッシュトーク通信中 ･マナーモード中 ･目覚まし音／アラーム鳴動中
･メロディ再生中 ･動画／ｉモーション再生中 ･動画撮影中
･キャラ電撮影中 ･伝言メモ／音声メモ／動画メモ再生中 ･伝言メモ応答ガイダンス再生中
･ｉアプリ起動中 ･サウンドレコーダー録音中 ･通話料金上限通知アラーム鳴動中
･伝言メモ録音／録画中 ･通話中音声メモ録音中 ･動画メモ録画中

●スライド音の音量は変更できません。スライド音に3Dサウンド対応のメロディを設定できますが、3D効果は
無効になります。

お買い上げ時 スライドオープン：メロディ／スライド・オープン音1　
スライドクローズ：メロディ／スライド・クローズ音1

スライドオープン：FOMA端末を開いたときに鳴る音を設定します。
スライドクローズ：FOMA端末を閉じたときに鳴る音を設定します。
･「メロディ」を選択したときは、メロディ欄を選択してメロディを選択します。
メロディ一覧の見かた☛P331
･「OFF」に設定すると、スライドオープン／スライドクローズの音は鳴りません。

3Ｄサウンドとは
3Ｄサウンド機能とは、ステレオスピーカー（または平型ステレオイヤホンセット（別
売）など）を使用して、3次元で立体的に広がりのある音や空間的に移動する音を作り
出す機能です。臨場感あふれるｉアプリのゲームや着信音、ｉモーションなどをお楽
しみいただけます。
本機能は、FOMA端末を約20～30cm（個人差があります）程度離し、正面に持っ
て聞いた場合に最も効果が現れます。正面から左右にずらした位置で聞いたり、近す
ぎたり遠すぎたりすると、効果が薄れてしまいます。
●メロディの動作設定のステレオ・3Ｄサウンドを「ON」に設定すると、3Ｄサウンドを立体音響でステレ
オスピーカーから再生できます。お買い上げ時は「ON」に設定されています。☛P332

●立体感の感じかたには個人差があります。違和感がある場合は、ステレオ・3Ｄサウンドを「ＯFF」に設
定してください。

音
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お買い上げ時は、次のメロディがメロディの「プリインストール」フォルダに登録されています。
･ のメロディは3Dサウンドに対応しています。
･ディスプレイに表示しきれない部分は省略されます。

■ その他の音などの設定について
･メール着信音やイルミネーションなどを設定する☛P261
･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているときに、着信音をイヤホンからのみ鳴
らすように設定する☛P390

着信やアラームを振動で知らせる バイブレータ設定

電話やプッシュトークが着信したとき、メールやメッセージR/Fなどを受信したとき、目覚まし
やスケジュールの設定日時になったときに振動でお知らせします。また、ｉアプリによるバイブ
レータの動作を許可／拒否できます。
･目覚ましで、バイブレータを「端末設定に従う」に設定しているときに、本設定の目覚まし鳴動時
の設定が有効になります。
･本機能での設定内容は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、プッシュトーク着信設定、メール着
信設定、チャットメール着信設定、メッセージ着信設定、およびｉアプリのバイブレータ設定にも
それぞれ反映されます。
･バイブレータを設定して机などの上に置いたままにすると、バイブレータが動作したときに振動で
落下する恐れがありますので、ご注意ください。

電話着信時のバイブレータの動作を設定するとき

1 m8131
■ メール・メッセージ着信時の動作を設定する：m8132
■ アラーム鳴動時の動作を設定する：m8133
■ ｉアプリ利用時の動作を設定する：m8134z操作３に進む

着信音などに設定できるメロディ一覧

曲名（【　】内は作曲者） 曲名（【　】内は作曲者） 曲名（【　】内は作曲者）
パターン1～5 アラーム・メロディ 森のくまさん【アメリカ民謡】
電話・メロディA アラーム・アナログ時計 凱旋行進曲【VERDI GIUSEPPE】
電話・メロディB アラーム・女性ボイス Rhapsody in Blue【GERSHWIN GEORGE】
電話・メロディC スライド・オープン音1～3 ツァラトゥストラはかく語りき

【STRAUSS RICHARD】電話・黒電話 スライド・クローズ音1～3
電話・女性ボイス 保留音・ボイス SUMMERTIME【GERSHWIN GEORGE】
メール・メロディA Vivaldism ジムノペディ第1番

【SATIE ERIK ALFREDI LE】メール・メロディB 交響曲第 25 番ト短調 K.183 より第１楽章
【MOZART WOLFGANG AMADEUS】メール・メロディC traveling【宇多田ヒカル】

メール・女性ボイス 火星【HOLST GUSTAV】 Long Train Runnin’
【JOHNSTON CHARLES THOMAS】メール・英語ボイス おもちゃの兵隊のマーチ【JESSEL LEON】

録音許諾番号：T-0620015
･作曲者名はJASRACホームページに準拠して表記しています。

お買い上げ時 電話着信時、テレビ電話着信時、プッシュトーク着信時、メール着信時、チャットメール着信時、メッセージR
着信時、メッセージF着信時、目覚まし鳴動時、スケジュール鳴動時：OFF　ｉアプリ利用時：ON

例
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2 1～3
･ メール・メッセージ着信時の動作を設定する：1～4
ただし、チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場
合は、チャットメール着信時を設定できません。
･ アラーム鳴動時の動作を設定する：1～2

3 1～5のいずれかを押す
･ ｉアプリ利用時の動作を設定する：1～2
･「パターンA」を設定すると、約0.7秒振動→約0.7秒停止→約0.7秒振動→約1.5秒停止の繰り
返しで振動します。
･「パターンB」を設定すると、約1秒振動→約2秒停止の繰り返しで振動します。
･「パターンC」を設定すると、約0.7秒振動→約0.7秒停止の繰り返しで振動します。
･「メロディ連動」を設定すると、着信音や目覚まし音、スケジュールのアラーム音に設定したメ
ロディに合わせて振動します。ただし、メロディによっては振動しないことがあります。また、
主旋律に連動しないことがあります。
･「OFF」を設定すると、振動しません。
･ 選ばれているパターンで振動します。ただし、「メロディ連動」と「OFF」の場合は振動しません。
･ 電話着信時のバイブレータを設定したときは、待受画面に （電話着信音量を「silent」（消音）
に設定しているときは ）が表示されます。

■ バイブレータの優先順位
複数の機能でバイブレータを設定している場合は、次の優先順位で振動します。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
cバイブレータ設定
･プッシュトーク着信時の振動は、バイブレータ設定に従います。

おしらせ
●通話中に着信があった場合は振動しません。
●「OFF」に設定していても、一部のFlash画像が動作しているときに振動する場合があります。
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充電時の確認音を設定する 充電確認音

充電の開始／完了時に確認音を鳴らすかどうかを設定します。

1 m8115z1～2のいずれかを押す

おしらせ
●「ON」に設定しても、次の場合は、充電確認音は鳴りません。
･マナーモード中 ･公共モード（ドライブモード）中 ･音声電話通話中 ･テレビ電話通話中
･プッシュトーク通信中 ･ 64Kデータ通信中 ･ｉモード通信中 ･パケット通信中

通話が切れそうなときにアラームで知らせる 通話品質アラーム音

通話状態が悪く、途中で音声通話が途切れてしまう恐れのある場合、直前にアラームを鳴らして
お知らせします。
･急に通話状態が悪くなった場合は、アラームが鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。
･本機能は音声電話にのみ有効です。

1 m81163

2 1～2のいずれかを押す
･ 鳴らさない：3

電話から鳴る音を消す マナーモード

周囲の迷惑にならないように、着信を振動で知らせたり、キーを押したときの音を消したりして、
FOMA端末からの音を鳴らさないように設定します。

1 mまたは#を１秒以上押す
マナーモード選択で指定したマナーモードが設定され、待受画面に （通常マナーモード中）また
は （オリジナルマナーモード中）が表示されます。

■ 解除する：m（１秒以上）または#（１秒以上）

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 アラーム高音

お買い上げ時 未設定

つづく
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おしらせ
●マナーモード中でも、シャッター音は鳴ります（キャラ電撮影を除く）。
●通常マナーモード中は、通話料金上限通知を「ON」に設定し、アラームで通知する設定にしていても、メッ
セージのみ表示されます。オリジナルマナーモード中は、オリジナルマナーモード設定の電話着信音量に従っ
てアラームが鳴ります。

マナーモードを変更する マナーモード選択

マナーモードの設定を変更できます（オリジナルマナーモード設定）。通常マナーモードとオリ
ジナルマナーモードのどちらを設定するかを選択できます。

1 m814

2 2
･ 1を押すと通常マナーモードで動作するように設定され、1つ前の画面に戻ります。

3 各項目を選択して設定

通常マナーモードを設定すると
着信音、キー確認音、アラームなどFOMA端末から出る音を消し、着信をバイブレータ（振動）でお知らせ
します。また、マイクの感度が上がり、小さな声でも通話できます。
●電話やプッシュトーク着信時、メール受信時などのバイブレータの動作は、バイブレータ設定には関わら
ず「パターンA」になります。

●お知らせタイマーで指定した時間が経過したときのバイブレータの動作は、「パターンA」になります。
●目覚ましで設定した時刻になったときのバイブレータの動作は、目覚ましの設定に従います。
●スケジュールで設定した日時になったときのバイブレータの動作は、「パターンA」になります。
●添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定して受信メールやメッセージR/Fを表示しても、メ
ロディは自動再生されません。

●メロディの再生時には、再生するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると再生されます。
●音声のある動画／ｉモーションの再生時には、音声を再生するかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択すると再生されます。映像のある動画／ｉモーションの場合、「いいえ」を選択すると映像の
み再生されます。

お買い上げ時 通常マナーモード

バイブレータ ：電話やプッシュトーク着信時、メール受信時などにバイブレータを動作させるか
どうかを設定します。
･「ON」に設定すると、着信や受信をバイブレータ設定（☛P137）に従って振
動で知らせます。ただし、バイブレータ設定で「OFF」に設定しているときは
「パターンA」で振動します。

キー確認音 ：キー確認音を設定します。
スピードセレクター音：

スピードセレクターを回転させたときに鳴る音を設定します。
電話着信音量 ：電話着信音量を設定します。
メール着信音量：メール着信音量を設定します。
トルカ取得音量：読み取り装置（リーダー／ライター）からトルカを取得したときに鳴る音の音量

を設定します。
電池アラーム音：電池が切れそうなときにアラームを鳴らすかどうかを設定します。
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4 pを押す
オリジナルマナーモードの内容が設定されます。

画面／照明の設定

待受画面の表示を変更する 待受画面設定

待受画面の表示をお好みに応じて変更できます。
･画像や動画／ｉモーション、キャラ電、ｉアプリによっては、ダウンロード時と同じFOMAカード
を挿入していないと、待受画面設定が無効になります（FOMAカード動作制限機能）。
･時計の表示を設定するには☛P157
･電池マークを設定するには☛P153
･ｉチャネルのテロップ表示を設定するには☛P294

画像・動画／ｉモーション・キャラ電を待受画面に設定する

ｉモードのサイトやメールから保存した画像、動画／ｉモーション、キャラ電や、FOMA端末で撮影
した静止画や動画などを待受画面に設定します。また、アニメーション、パラパラマンガなども設定で
きます。
･お買い上げ時に登録されている画像、ｉモーション、キャラ電☛P423、P426
･テロップ表示設定のテロップ表示を「表示する」に設定しているとき、待受画面に動画／ｉモーショ
ンまたはキャラ電を設定すると、テロップ表示は解除されます。その後、動画／ｉモーション、キャ
ラ電、ｉアプリ待受画面以外を設定すると、テロップ表示設定のテロップ表示は「表示する」に戻
ります。

1 m8211

2 1、3、4のいずれか

3 フォルダを選択z画像、動画／ｉモーション、キャラ電を選択
･ 画像を確認するには、画像一覧で画像を選びpを押します。画像表示画面で次の操作ができま
す。
・前後の画像の表示：% ・画像一覧に戻る：c ・画像の選択：o

目覚まし音 ：目覚まし音やお知らせタイマーのアラームを鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、目覚まし音は、目覚ましの設定に従って鳴ります。お知
らせタイマーのアラームは、本機能の電話着信音量で設定した音量で「アラー
ム・メロディ」が鳴ります。

スケジュール音：スケジュールのアラーム音を鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、スケジュールの設定とスケジュール音量に従って鳴りま
す。

ｉアプリ音 ：ｉアプリの音を鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定するとｉアプリ音量に従って鳴ります。

マイク感度UP ：マイクの感度を上げるかどうかを設定します。

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う
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･ キャラ電を確認するには、キャラ電一覧でキャラ電を選びpを押します。キャラ電表示画面で
次の操作ができます。
・全体アクションとパーツアクションの切り替え：t
・アクション一覧を表示：a ・拡大表示と等倍表示の切り替え：%
・キャラ電一覧に戻る：o／c
･ 選択時に動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P133
･ miniSDメモリーカードに保存されている画像や動画／ｉモーションは選択できません。FOMA
端末に移動またはコピーしてから選択してください。

■ キャラ電のアクションを設定する：
aキャラ電一覧でキャラ電を選ぶzm
b通常欄を選択z1～4
･ 不在着信、未読メールがあるときのアクションも同様に設定します。
･「全体アクション」または「パーツアクション」を選択した場合は、アクション一覧からア
クションを選択します。
･「直接入力」を選択した場合は、アクションに対応している数値を入力してください。

☛P426
･「OFF」に設定すると、あらかじめ設定されている動作になり、アクションは設定できません。

cアクション間隔欄を選択z1～6
･「OFF」に設定すると、1回のみ選択したアクションが動作します。

dp

4「はい」を選択
･ 選択した画像のサイズによっては、確認画面で次の項目が選択できます。画像サイズによって、
表示される項目が異なります。

※１：画像サイズによっては、画像の左右が切れることがあります。
※２：画像サイズによっては、画像の上下が切れることがあります。
･ 選択した動画／ｉモーション、キャラ電が拡大表示できる場合は、確認画面で等倍表示するか拡
大表示するかを選択できます。「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイズのまま、「はい（拡
大表示）」を選択すると画面サイズに合わせて拡大して表示します。
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確認
画面が表示されます。

項　目 説　明
はい（等倍表示） 画像サイズのまま表示します。
はい（拡大表示） 画面サイズに合わせて拡大して表示します。
はい（縦ピッタリ）※1 画像の縦のサイズを画面サイズに合わせて拡大／縮小して表示します。
はい（横ピッタリ）※2 画像の横のサイズを画面サイズに合わせて拡大／縮小して表示します。

待受画面に設定した動画／ｉモーションやアニメーション、キャラ電を再生するには
●動画／ｉモーションの場合は次の操作ができます。
･再生：c／FOMA端末を開く ･停止：c／FOMA端末を閉じる／f
･音量調整：%

●アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像の場合は次の操作ができます。
･再生：FOMA端末を開く／待受画面に戻る／電源を入れる
･一時停止／再生：f ･停止：FOMA端末を閉じる

●キャラ電の場合は次の操作ができます。
･再生（アクション間隔を設定しているときは、設定した間隔で繰り返し再生）：c／FOMA端末を開く
･停止：c／FOMA端末を閉じる／f

●プロテクトキーロック中も、FOMA端末を開くと再生できます。再生中にFOMA端末を閉じるかエニー
キーを押すとディスプレイの表示が消えます。
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おしらせ
●オールロック中やPIMロック中（PIMロックの対象となっているデータを待受画面に設定している場合）、お
まかせロック中は、設定した待受画面が解除され、一時的にお買い上げ時の画像が表示されます。ロックを解
除すると設定した待受画面が再度表示されます。ただし、「プリインストール」フォルダ内のデータを設定し
ている場合は、PIMロック中でも設定したデータが表示されます。

●画像によっては設定できない場合があります。
●縦ピッタリ表示、横ピッタリ表示が設定できるのは、JPEG形式の場合、横縦（または縦横）のサイズが8×
8～640×480、および960×1280、1200×1600、1728×2304のいずれかの画像のみです。た
だし、ｉアプリ待受画面設定中は、1200×1600、1728×2304の画像は設定できません。GIF形式の
場合、横縦（または縦横）のサイズが8×8～640×480の画像のみです。

●再生回数や再生期限などの制限が設定されている動画／ｉモーションや、音声のみの動画／ｉモーション（歌
手の歌声など映像のないｉモーション）は、待受画面に設定できません。また、動画／ｉモーションによっ
ては待受画面に設定できない場合があります。

●待受画面を表示すると、Flash画像やアニメーションは、一定時間再生後に停止します。ただし、Flash画像
のメロディは再生されません。

●テロップ表示設定のテロップ表示を「表示する」に設定している場合、待受画面に設定したアニメーション、
パラパラマンガ、Flash画像の再生は、約5秒後に停止し、ｉチャネルのテロップが表示されます。ただし、
fで再生した場合は、再生完了後にｉチャネルのテロップが表示されます。

●アニメーションを拡大表示で設定した場合、表示が乱れる場合があります。
●テロップ中にリンクのある動画／ｉモーションを待受画面に設定しても、待受画面からPhone To（AV Phone
To）、Mail To、Web To機能は利用できません。

●キャラ電の複数の項目にアクションを設定している場合は、次の優先順位に従ってアクションします。
a不在着信、未読メール
b通常
･不在着信と未読メールの両方が設定されている場合、不在着信と未読メールの両方が存在するときは、それ
ぞれに設定されているアクションを交互に繰り返します。

画像をランダムに表示する ランダムイメージ設定

画像を一定の時間ごとや FOMA 端末を開くタイミング、スピードセレクターを回転させたタイミング
で、待受画面にランダムに表示できます。

1 m82112

2 各項目を選択して設定
フォルダ：画像が保存されているフォルダをマイピクチャ内から選択します。

･表示できる画像がないフォルダは選択できません。
切替設定：画像を切り替えるタイミングを設定します。

･「15秒毎」に設定すると、待受画面に戻ってから15秒毎に切り替わります。
･「1分毎」「15分毎」「1時間毎」のいずれかに設定すると、時計に従って切り替わりま
す（たとえば、「1分毎」に設定すると、毎分0秒に切り替わります）。
･「日替り」に設定すると、毎日０時に切り替わります。
･「スライドオープン」に設定すると、FOMA端末を開いたときに切り替わります。
･「スピードセレクター」に設定すると、スピードセレクターを回転させたときに切り替
わります。
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3 pz「はい」を選択
･ スピードセレクター設定のスピードセレクターを「ON」に設定し、待受起動機能を「OFF」以
外に設定しているとき、切替設定を「スピードセレクター」に設定してpを押すと、スピード
セレクター設定の待受起動機能を解除するかどうかの確認画面が表示されます。
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確認
画面が表示されます。

おしらせ
●次の画像は表示できません。
･パラパラマンガ ･アニメーション ･ Flash画像

●スピードセレクター設定のスピードセレクターを「OFF」に設定している場合は、切替設定を「スピードセレ
クター」に設定できません。

●画像が切り替わるタイミングに電源が入っていない場合は切り替わりません。
●日付・時刻が設定されていない場合、切替設定で「スライドオープン」や「スピードセレクター」以外に設定
しているときは、切り替わりません。

●現在、待受画面に表示されている静止画を移動したり、パラパラマンガを作成しても、次の画像に切り替わる
までその画像が表示されています。それ以降は表示されません。

●選択したフォルダを削除したり、フォルダ内の静止画を移動、削除したり、パラパラマンガを作成したりして
表示できる静止画がなくなると、お買い上げ時の画像が待受画面に表示され、ランダムイメージ設定は解除さ
れます（移動やパラパラマンガを作成した場合は、次の画像に切り替わるタイミングまで画像が表示されてい
ます）。

●切替設定を「スライドオープン」に設定していても、FOMA 端末の開閉をすばやく繰り返すと、画像が切り
替わらない場合があります。また、「スピードセレクター」に設定していても、スピードセレクターを速く回
転させると、画像が切り替わらない場合があります。

ｉアプリ待受画面を設定する

･ｉアプリ待受画面は、待受画面選択の他の設定やカスタム待受画面と同時に設定できます。同時に
設定した場合は、ｉアプリ待受画面が優先して表示されます。
･ｉアプリ待受画面に、複数のｉアプリは設定できません。
･お買い上げ時に登録されている次のｉアプリはｉアプリ待受画面に設定できます。
・珍さん計画DXおこづかい帖プラス ・ｉアニメっちゃメーラー superDX500
･テロップ表示設定のテロップ表示を「表示する」に設定しているとき、待受画面にｉアプリを設定
すると、テロップ表示は解除されます。その後、動画／ｉモーション、キャラ電、ｉアプリ待受画
面以外を設定すると、テロップ表示設定のテロップ表示は「表示する」に戻ります。

1 m82115
ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリが一覧表示されます。

2 ｉアプリを選択z「はい」を選択
ｉアプリ待受画面が設定され、待受画面に または が表示されます。

おしらせ
●PIMロック中、プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）は、ｉアプリ待受画面
は表示されず、その前に設定していた待受画面が表示されます。ただし、PIMロック中の場合、PIMロックの対
象となっているデータを設定していたときは、お買い上げ時の待受画面が表示されます。オールロック中やおま
かせロック中は、お買い上げ時の待受画面が表示されます。

●ｉアプリ待受画面を操作するには☛P286
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待受画面の表示をカスタム設定する カレンダー／待受カスタマイズ

待受画面をいくつかのエリア（領域）に分割し、それぞれのエリアに未読メールや不在着信などの新着
情報、メモ、スケジュール、カレンダー、キーガイダンスを表示できます（カスタム待受画面）。エリ
アの分けかたは、次の7種類から選択できます。

1 m8214

2 1
･ 2を押すと解除され、1つ前の画面に戻ります。

3 &でパターンを切り替え

4 エリアを選択z1～6

■ 新着情報を設定する：エリアを選択z2z情報を選択zp

■ メモを設定する：
aエリアを選択z3
bメモを選択
･ メモを選びpを押すとメモの内容が表示されます。cを押すとメモ一覧に戻ります。
メモ帳参照画面でoを押しても設定されます。

■ 全エリアの表示項目をリセットする：mz「はい」を選択

5 pz「はい」を選択
･ ｉアプリ待受画面が設定されているときは、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確認
画面が表示されます。

おしらせ
●トータルコーディネイト設定を変更すると、カスタム待受画面が表示されなくなりますが、設定は保存されて
います。操作１→操作2→操作5の順に操作すると以前に設定していたカスタム待受画面が表示されます。

パターン1 パターン2 パターン3 パターン4 パターン5 パターン6 パターン7

お買い上げ時 パターン4（エリア1設定、エリア2設定は未登録　エリア3設定：キーガイダンス）

･ 複数のエリアがある場合は、操作4を繰り返します。
･ カレンダーは、画面の半分より小さいエリア（パターン3のエリア1設
定など）には設定できません。
･ キーガイダンスは、画面の4分の1より大きいエリア（パターン2のエリ
ア1設定など）には設定できません。
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1 o

2 エリアを選択

おしらせ
●画像とカスタム待受画面は同時に設定できますが、アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像を設定して
いる場合、再生が停止／一時停止した後にfを押すとカスタム待受画面の情報が表示されます。

カスタム待受画面と各種情報は次のように表示されます。
･表示される情報の件数・行数はエリアのサイズによって異なります。
･各情報の日時には、当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付が表示されます。

■ 新着情報

■ メモ

カスタム待受画面の情報を確認する

各情報の表示内容について

未読メール一覧：受信日時と題名の先頭部分が表示されます。先頭に表示されているときにエ
リアを選択すると、受信メールのフォルダ一覧が表示されます。

メッセージR／ メッセージF：
受信日時とタイトルの先頭部分が表示されます。先頭に表示されているとき
にエリアを選択すると、メッセージRまたはメッセージFの一覧が表示されま
す。

不在着信一覧 ：着信日時と相手の電話番号（電話帳に登録されているときは名前）が表示さ
れます。先頭に表示されているときにエリアを選択すると、着信履歴一覧が
表示されます。

伝言メモ一覧 ：録音／録画日時と相手の電話番号（電話帳に登録されているときは名前）が
表示されます。先頭に表示されているときにエリアを選択すると、伝言メモ
一覧が表示されます。

一番上のエリアが赤い枠で囲まれます。
･ %でカーソル枠を移動できます。
･ カスタム待受画面の情報が表示されていないときは、待受画面でfを
繰り返し押して表示させてからoを押します。

新着情報で設定している項目が、新しい順に一覧表示されます。

メモ帳に登録されている内容の先頭部分が表示されます。エリアを選択す
ると、メモの詳細が表示されます。

待
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■ スケジュール

･長期間スケジュールの場合は、登録されているアイコンの代わりに が表示されます。アイコン
の後ろには開始の日付または時刻（当日で開始時刻前の場合）が表示されます。長期間スケジュー
ルは、終了日時が経過するまで表示されます。
･終日に設定したスケジュールが当日の場合は、開始時刻の代わりに「終日」と表示されます。

■ カレンダー

■ キーガイダンス

電話やメールの発着信時に表示する画像を変更する 発着信画面表示設定

電話の発信時やメールの送受信時、ｉモード問合せ時に表示される画像を設定します。

Menu 861 / Menu 8711

電話発信時の画像を変更する 電話発信設定／テレビ電話発信設定

音声電話やテレビ電話の発信時に表示される画像を設定します。

音声電話発信時の画像を設定するとき

1 m82321
■ テレビ電話発信時の画像を設定する：m82323

2 各項目を選択して設定

お買い上げ時 標準画像

開始日時が経過していないスケジュールが日時順に表示されます。エリア
を選択すると、先頭のスケジュールの詳細が表示されます。
･ アイコン、日時、内容の先頭部分が表示されます。

当月のカレンダーが表示されます。エリアを選択すると、スケジュール帳
のカレンダーが表示されます。
･ 休日と祝日が赤、土曜日は青で表示されます。休日と祝日の設定は、ス
ケジュール帳の休日設定や祝日設定に従います。ただし、休日設定で休
日に設定した日は、プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に
表示」に設定した場合）、PIMロック中は赤で表示されず、お買い上げ時
の表示に戻ります。
･ スケジュールが設定されているときは日付の右上にドットが表示されま
す。ただし、すべてのスケジュールにシークレット属性を設定している
場合は、シークレットモードを設定していないと表示されません。また、
プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に設定した場
合）、PIMロック中も表示されません。

当日は黄色で表示
ドット

待受画面でu、d、l、rに割り当てられている機能のマークが表示
されます。
エリアを選択すると、fでキーガイダンスを非表示にできる旨のメッセー
ジが表示されます。

例

･「標準画像」を選択したときは、お買い上げ時の画像が設定されます。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して画像を選択します。
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3 pを押す

■ 発信画像の優先順位について
複数の機能で発信画像を設定している場合は、次の優先順位で画像が表示されます。
a FOMA端末電話帳の設定※1

b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
c発着信画面表示設定（電話発信設定／テレビ電話発信設定）
※1：人物画像表示設定が「ON」に設定されているときに有効です。

おしらせ
●パラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。

電話着信時の画像を変更する 電話着信設定／テレビ電話着信設定

音声電話やテレビ電話の着信時に表示される画像を設定します。
･本機能での設定内容は、発着信・通話機能の電話着信設定、テレビ電話のテレビ電話着信設定にも
それぞれ反映されます。
･電話番号が通知されない音声電話着信時の画像を設定するには☛P172

音声電話着信時の画像を設定するとき

1 m82322
■ テレビ電話着信時の画像を設定する：m82324

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

■ 着信画像の優先順位について
複数の機能で着信画像を設定している場合は、次の優先順位で画像が表示されます。
aマルチナンバーの着信設定
b FOMA端末電話帳の設定※1／FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定※2

c FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d発着信画面表示設定（電話着信設定／テレビ電話着信設定）／音の設定※2

※1：人物画像表示設定が「ON」に設定されているときに有効です。
※2：着信音に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定している場合に有効です。
･相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、音声電話の着信画像は発番号なし動作設定に従い
ます。テレビ電話の着信画像は発着信画面表示設定（テレビ電話着信設定）／音の設定に従います。
･発番号なし動作設定で設定した音や画像が削除されると、設定内容が変更されます。この場合、実
際に鳴る音や表示される画像が設定画面に表示される音や画像と異なることがあります。

お買い上げ時 標準画像

例

･「標準画像」を選択したときは、お買い上げ時の画像が設定されます。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して画像を選択します。
･「ｉモーション」を選択したときは、フォルダ一覧から動画／ｉモーショ
ンを選択します。フォルダ一覧が表示されないときは、「画像選択」を選
択します。
･ 着信音に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定していると「着信
音連動」になります。
･ 選択時に動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P133
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おしらせ
●パラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。
●音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を着信音に設定しているとき、イ
メージ表示を映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像に設定し直すと、着信音は「Vivaldism」（音
声電話）または「電話・メロディA」（テレビ電話）になります。メロディは変更できます。

●動画／ｉモーションによってはイメージに設定できない場合があります。また、音声のある動画／ｉモーショ
ンは設定できません。

発着信時に電話帳に設定した画像を表示する 人物画像表示設定

電話帳に登録されている相手との音声電話やテレビ電話の発着信時に、電話帳に設定されている人物画
像を表示できます。

1 m82325

2 1を押す
･ 表示しない：2

メール送受信時や問合せ時の画像を変更する メール送信画像設定／メール受信画像設定／問合せ画像設定

･問合せ画像にはFlash画像を設定できません。

ｉモードメール、SMS送信時の画像を設定するとき

1 m82327
■ ｉモードメール、SMS、メッセージR/F受信時の画像を設定する：m82328
■ ｉモード問合せ、SMS問合せ時の画像を設定する：m82329

2 画像を選択して登録
･ 操作方法は「電話発信時の画像を変更する」の操作2以降と同じです。☛P147

着信時に相手の電話番号や名前を表示する 着信表示設定

音声電話やテレビ電話がかかってきたときに、電話番号や名前を表示するかどうかや、名前の文字サイ
ズを設定します。
また、ｉモードメール、SMS、メッセージR/Fを受信したとき、タスクバーに受信結果をスクロール
表示するかどうかを設定します。
･名前の表示については☛P111

1 m8233

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 標準画像

お買い上げ時 電話着信時電話番号：表示する　電話着信時名前表示：通常表示　メール／メッセージ着信時表示：表示する

例
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2 各項目を選択して設定

3 pを押す

ディスプレイとキーの照明を設定する 照明設定

ディスプレイは、点灯するとより明るくなります。
･本機能での設定内容は、ｉモードの照明設定、静止画詳細設定、動画／録音詳細設定、ｉモーショ
ンの動作設定、ｉアプリの照明設定にもそれぞれ反映されます。

通常時の点灯時間を設定するとき

1 m8241

2 1
■ 別売りのACアダプタ（卓上ホルダ）やDCアダプタに接続中の点灯時間を設定する：2
■ ｉモード中の点灯時間を設定する：3
■ カメラ撮影中の点灯時間を設定する：4
■ ビデオカメラ撮影中の点灯時間を設定する：5
■ 動画／ｉモーションの一覧表示中や再生中の点灯時間を設定する：6
■ ｉアプリ動作中の点灯時間を設定する：7

3 1～7のいずれかを押す
･ 通常時以外を設定するときは、1～2を押します。「端末設定に従う」に設定すると、通常
時で設定した点灯時間、照明設定範囲や明るさ調整の設定に従って点灯します。
･「常時」／「常灯」に設定すると、明るさ調整で設定した明るさで常にディスプレイが点灯しま
す。ただし、ACアダプタ接続時は「高輝度」で点灯します。
･ ｉアプリを「ソフトに従う」に設定するとｉアプリに従って点灯します。

電話着信時電話番号：電話がかかってきたときに電話番号を表示するかどうかを設定します。
電話着信時名前表示：電話がかかってきたときに名前を通常サイズで表示するか、小さく表示する

か、表示しないかを設定します。
メール／メッセージ着信時表示：

ｉモードメール、SMS、メッセージR/Fを受信したとき、タスクバーに受
信結果を表示するかどうかを設定します。
･「表示する」に設定すると、タスクバーに受信結果がスクロール表示されます。

点灯時間を設定する

お買い上げ時 通常時：10秒　ACアダプタ接続時、ｉモード中：端末設定に従う　
カメラ撮影中、ビデオカメラ撮影中、ｉモーション：常灯　ｉアプリ：端末設定に従う

例

照
明
設
定



151

音
／
画
面
／
照
明
設
定

ディスプレイとキー部分を点灯させるか、ディスプレイのみを点灯させるかを設定します。
･スピードセレクターは点灯しません。

1 m8242z1～2のいずれかを押す

ディスプレイが点灯するときの明るさを設定します。

1 m8243z1～3のいずれかを押す

おしらせ
●点灯時間設定の通常時を「常時」以外に設定している場合、約90秒間何も操作せずにいると、ディスプレイ
の表示が消え、省電力の状態になります。キー操作※1をしたり（ただし、スピードセレクターの回転操作を
除く）、電話の着信などがあると、ディスプレイは再び表示されます。
･テレビ電話通話中、カメラ／ビデオカメラの撮影画面表示中や撮影中、点灯時間設定のACアダプタ接続時
を「常灯」に設定して充電中、点灯時間設定を「常灯」に設定した機能の実行中などは、ディスプレイの表
示は消えません。
※1：通話中以外の場合は、ダイヤルキーを押しても数字などは入力されません。

●点灯時間設定の通常時を「常時」以外に設定している場合、プロテクトキーロックを設定すると、ディスプレ
イの表示は消えます。キーを押してもディスプレイやキー部分は点灯しません。ただし、fを押すかFOMA
端末を開いたり、電話の着信などがあると、ディスプレイが点灯します。
･テレビ電話通話中、カメラ／ビデオカメラの撮影画面表示中や撮影中、点灯時間設定のACアダプタ接続時
を「常灯」に設定して充電中、点灯時間設定を「常灯」に設定した機能の実行中などは、ディスプレイの表
示は消えません。

画面のカラー配色を変更する カラーテーマ設定

画面の背景や文字など画面の各部の色が変わります。

1 m8231

2 1～9、0、(、#のいずれかを押す
･ 24種類から選択できます。
･ &でページを切り替えられます。
･ 選ばれている配色で画面が表示されます。
･ 色名はイメージです。

範囲を設定する

お買い上げ時 ディスプレイ＋キー

明るさを調整する

お買い上げ時 標準

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う
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Menu 8221

メニューの表示方法やデザインを設定する メニュー設定

メニューの表示形式やアイコンのデザインの変更などができます。
･お買い上げ時に登録されているノーマルメニューのタイルアイコンとアニメーションのデザイン

☛P423

1 mt
･ 起動メニューを「カスタム」に設定しているときは、待受画面でmを押し、m8を押します。

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

オリジナルのメニューのデザインを作成する

ノーマルメニューのアイコンや背景画像を変更して、メニュー画面のデザインを2種類作成できます。
･アイコンは96×96、背景画像は240×240より大きい画像は縮小して表示されます。

1 mt
･ 起動メニューを「カスタム」に設定しているときは、待受画面でmを押し、m8を押します。

2 ノーマル欄を選択z2

お買い上げ時 ノーマルはトータルコーディネイト設定に従う　カスタム：タイルアイコン　
アニメーションデザインはトータルコーディネイト設定に従う　アイコン拡大表示：OFF　
起動メニュー：ノーマル／シンプル　カスタムメニューショートカット：カスタム

ノーマル ：ノーマルメニューの表示形式を設定します。
カスタム ：カスタムメニューの表示形式を設定します。
タイルアイコンデザイン：

ノーマルメニューのタイルアイコンのデザインを設定します。
･ノーマルを「タイルアイコン」に設定した場合のみ設定できます。
･設定できるのは、メニューの1階層目のデザインです。
･「カスタム１」または「カスタム２」は、メニューアイコンや背景画像を変更
してオリジナルのメニューのデザインを作成するときに設定します。

アニメーションデザイン：
ノーマルメニューのアニメーションのデザインを設定します。
･ノーマルを「アニメーション」に設定した場合のみ設定できます。

アイコン拡大表示：タイルアイコンや3Dアイコンを選択時に、拡大表示するかどうかを設定しま
す。

起動メニュー ：待受画面でmを押したときにノーマル／シンプルメニューとカスタムメニュー
のどちらを表示させるかを設定します。

カスタムメニューショートカット：
カスタムメニューのショートカットの操作方法を設定します。
･「ノーマル／シンプル」に設定すると、ノーマル／シンプルメニューと同じ項
目番号でショートカット操作ができます。
･「カスタム」に設定すると、カスタムメニューに登録された各機能の位置に対
応した項目番号でショートカット操作ができます。
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3 タイルアイコンデザイン欄を選択z6～7z「カスタマイズ」を選択

4 機能を選択zフォルダを選択z画像を選択
■ メニューアイコンを解除する：アイコンを選ぶzm1z「はい」を選択
･ 全件解除する：m2z「はい」を選択

5 azフォルダを選択z画像を選択
■ 背景を解除する：m4z「はい」を選択

6 ppを押す

おしらせ
●パラパラマンガやFlash画像、アイテム画像は設定できません。また、アニメーションを設定すると最初のコ
マが表示されます。

●PIMロック中は、タイルアイコンデザインの「カスタム１」「カスタム２」の設定内容を変更できません。

電池残量のマークを変更する 電池マーク設定

1 m8213

2 1～5のいずれかを押す

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う
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着信時などの点灯色と点灯パターンを設定する イルミネーション設定

通話中や着信時、FOMA端末の開閉時、スピードセレクターを回転させたときなどの決定キーの
照明の点灯パターンと点灯色を設定します。
･目覚ましで、イルミネーションパターンやイルミネーションカラーを「端末設定に従う」に設定し
ているときに、本機能の目覚ましの設定が有効になります。
･本機能での設定内容は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、メール着信設定、チャットメール着
信設定、メッセージ着信設定、メロディの動作設定、プッシュトーク着信設定、トルカ取得設定に
もそれぞれ反映されます。

1 m825

2 1～4

3 イルミネーションを設定

■ テレビ電話着信、音声着信、メール着信、メッセージR着信、メッセージF着信、チャットメー
ル着信、プッシュトーク着信、通話中、目覚まし、スケジュール、メロディ再生、スライドオー
プン、スライドクローズを設定する：
aイルミネーションパターン欄を選択z1～5
･「通話中」の場合は、「メロディ連動」は設定できません。
･ 選ばれているパターンで決定キーの照明が点灯／点滅します。「メロディ連動」の場合は点
滅します。ただし、「OFF」の場合は点灯／点滅しません。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定するとイルミネーションカラーは設定できません。
･「メロディ連動」に設定すると「レインボー」で点灯／点滅します。ただし、音の設定を
「OFF」に設定しているときや動画／ｉモーションを再生する設定にしているときは、イル
ミネーションカラー欄に表示されているイルミネーションカラーで点灯／点滅します。
･ チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合
は、チャットメール着信を設定できません。

bイルミネーションカラー欄を選択z1～9、0、(、#のいずれか
･ 選ばれている色で決定キーの照明が点灯／点滅します。
･ チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合
は、チャットメール着信を設定できません。

■ トルカ取得、ICカードを設定する：
aイルミネーション欄を選択z1～2
･「OFF」に設定すると、イルミネーションカラーは設定できません。

お買い上げ時 テレビ電話着信：点滅／ライム　音声着信：点滅／スカイ　メール着信：ゆっくり点滅／アクア　
メッセージR着信、メッセージF着信：ゆっくり点滅／レモン　
チャットメール着信：ゆっくり点滅／ラベンダー　プッシュトーク着信：点滅／ピーチ　
トルカ取得：ON／スカイ　通話中：OFF　ICカード：ON／スカイ　
スピードセレクター：ON／緑-青-赤 ミックス　
目覚まし、スケジュール：点滅／コーラル　メロディ再生：メロディ連動　
スライドオープン、スライドクローズ：ゆっくり点滅／ターコイズ

イ
ル
ミ
ネ
l
シ
ョ
ン
設
定
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bイルミネーションカラー欄を選択z1～9、0、(、#のいずれか
･ 選ばれている色で決定キーの照明が点滅します。

■ スピードセレクターを設定する：
aイルミネーション欄を選択z1～2
･「OFF」に設定すると、回転イルミネーションパターンは設定できません。

b回転イルミネーションパターン欄を選択z1～9、0、(、#のいずれか
･ &でページを切り替えられます。
･ 選ばれている色で決定キーの照明が点灯／点滅します。

4 pを押す

■ イルミネーションの優先順位
複数の機能でイルミネーションを設定している場合、次の優先順位でキーの照明が点灯／点滅しま
す。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
cイルミネーション設定
･プッシュトークのイルミネーションは、イルミネーション設定に従います。

おしらせ
●色名はイメージです。
●メロディによっては、イルミネーションパターンを「メロディ連動」に設定すると、決定キーの照明が点灯／
点滅しないことがあります。

● ICカードを「ON」に設定していても、おサイフケータイ対応ｉアプリ起動中は、決定キーの照明が点灯しな
い場合があります。

●電源が入っていない場合は、ICカードを「ON」に設定していても、決定キーの照明は点灯しません。
● ICカードを「ON」に設定した場合、FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）にかざしたときに決
定キーの照明が点滅します。おサイフケータイ対応ｉアプリが登録されていない読み取り装置（リーダー／ラ
イター）にかざしたときも、点滅します。

●スピードセレクターを「ON」に設定しても、決定キーの照明が点灯／点滅中はスピードセレクターの回転操作
による点灯／点滅はしません（通話中を除く）。

新着情報があるときに決定キーの照明を点滅させる 不在着信お知らせ

不在着信や未読メールなどの新着情報があるときに決定キーの照明が点滅します。

1 m826

2 1を押す
･ 解除する：2

おしらせ
●「ON」に設定していても、次の場合、決定キーの照明は点滅しません。
･着信中 ･通話中 ･公共モード（ドライブモード）中
･オールロック中 ･カメラ、ビデオカメラ、サウンドレコーダー起動中
･決定キーの照明が点灯中（FOMA端末を開閉したときやスピードセレクターを回転させたとき、充電中に決
定キーの照明が点灯している場合を除く）

お買い上げ時 OFF

不
在
着
信
お
知
ら
せ

つづく
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●「ON」に設定した場合、最初に新着情報があったときから約6時間経過しても新着情報がないときや、待受画
面の （数字は件数）を消去したときは、情報を確認していなくても決定キーの照明の点滅は停
止します。

●「ON」に設定すると、次の各設定のイルミネーションカラーに従って、決定キーの照明が約6秒間隔で点滅し
ます。電話帳の電話帳別着信設定やグループ別発着信設定には従いません。新着情報を確認すると点滅は停止
します。
･不在着信（音声電話／テレビ電話／プッシュトーク／伝言メモ）：イルミネーション設定の音声着信
･未読情報（メール／チャットメール／SMS）：イルミネーション設定のメール着信
･未読情報（メッセージR／メッセージF）：イルミネーション設定のメッセージR着信／メッセージF着信

●「ON」に設定しているとき、新着情報に複数の項目がある場合は、次の優先順位に従って決定キーの照明が
点滅します。ただし、未読トルカがある場合でも、決定キーの照明は点滅しません。
a不在着信（音声電話／テレビ電話／プッシュトーク／伝言メモ）
b未読情報（メール／チャットメール／SMS）
c未読情報（メッセージR）
d未読情報（メッセージF）

文字の大きさを変更する 文字サイズ設定

メモ帳など、文字入力の画面やメール詳細画面、サイト表示画面などの文字サイズ（5種類また
は3種類）を変更できます。

一括して設定するとき

1 m82711
･ 一括の設定を変更すると、ｉモード、メール閲覧、メール編集／文字入力の設定も変更されます。

■ サイトや画面メモの表示画面の文字サイズを設定する：m82712
■ メール詳細画面の文字サイズを設定する：m82713
■ メール本文入力画面、文字入力時の全画面入力画面（メモ帳など）の文字サイズを設定する：

m82714

2 1～5のいずれかを押す
･ 選ばれている文字サイズの例が表示されます。
･ ｉモードやメール閲覧の文字サイズを設定するときは、1～3を押します。

おしらせ
●インライン入力時の文字サイズは変更されません。
●一括の設定を「最大」または「最小」に変更すると、ｉモードやメール閲覧の設定はそれぞれ「大」「小」になります。
●メール詳細画面からも文字サイズを変更できます。設定内容は本設定のメール閲覧に反映されます。
●「メール編集／文字入力」の設定を変更すると、文字入力時に表示される予測変換候補やメール作成画面の文
字サイズも変更されます。ただし、「最大」または「最小」に設定している場合、メール作成画面の文字サイ
ズはそれぞれ「大」「小」で表示されます。

お買い上げ時 すべて中（標準）

最小：12ドット 小：16ドット 中（標準）：20ドット 大：24ドット 最大：28ドット

例

文
字
サ
イ
ズ
設
定
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Menu 8212

時計の表示を設定する 時計表示設定

待受画面の時計表示の有無や、時計のデザイン、時刻の表示形式（24時間表示／12時間表示）、
表示位置、曜日の表示言語を設定できます。

設定例

1 m854

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●次の場合はデザインや表示位置の設定に関わらず、時計は、デジタル時計（デザイン固定）でディスプレイ上
部に表示されます。
･待受画面に動画／ｉモーション、キャラ電が表示されている場合
･ｉアプリ待受画面が表示されている場合

●オールロック中やおまかせロック中は、本機能の設定に関わらず上部に表示されます。ただし、「デジタル2」
の表示位置は変わりません。

●待受画面以外の画面では、ディスプレイの右上に時刻が表示されます。時刻の表示形式（24 時間表示／ 12
時間表示）は、本機能の設定に従います。

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う

デザイン：時計を表示するかどうかを設定します。また、表示するときの時計のデザインを設定し
ます。
･「ON」に設定したときは、デザインを選択します。
･「OFF」に設定すると、表示位置、曜日は設定できません。

形式 ：24時間表示と12時間表示のどちらで表示するかを設定します。
･アナログ時計の表示は変わりません。

表示位置：時計を表示する位置を設定します。
･デジタル2の表示位置は変更できません。

曜日 ：曜日を日本語と英語のどちらで表示するかを設定します。
･「バイリンガルに従う」に設定すると、バイリンガルの設定に従って表示します。

「デジタル 1」
を上部に、12
時間で表示

「デジタル 2」
を24時間で表
示

「デジタル 3」
を下部に、12
時間で表示

「アナログ 1」
を中央部に表
示

「アナログ 2」
を上部に表示

「デジタル 4」
を中央部に、
24時間で表示

時
計
表
示
設
定
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画面を英語表示に切り替える バイリンガル

1 m8272

2 2を押す
･ 日本語表示に切り替える：1

おしらせ
●設定内容は、FOMAカードに保存されます。

FOMA端末の色に合わせてコーディネイトする トータルコーディネイト設定

待受画面、電池マーク、時計表示、カラーテーマ、メニューアイコンは、FOMA端末の色によっ
てトータルコーディネイトされています。他の色に対応したコーディネイトにも変更できます。

1 m828

2 1～5のいずれかを押す

お買い上げ時 Japanese

コーディネイト
される機能・項目

トータルコーディネイト設定
プラチナ ストーン サファイア マゼンタ ベーシック

待受画面選択 White steps Black stage Blue block Yellow wall Crystal
電池マーク設定 → →

（グレー）
→ →

（黒）
→ →

（水色）
→ →

（黄色）
→ →

（黒）
時計表示
設定

デザイン ON／デジタル1 ON／デジタル2 ON／デジタル3 ON／デジタル4 ON／アナログ1
形式 24時間表示 12時間表示 24時間表示 24時間表示 24時間表示
表示位置 中 ー 下 上 下
曜日 英語 英語 英語 英語 英語

カラーテーマ設定 ホワイトスモー
ク

ディープレッド ロイヤルパープ
ル

ブライトイエ
ロー

プライマリーブ
ラック

メニュー
設定

ノーマル アニメーション アニメーション アニメーション アニメーション アニメーション
アニメー
ションデ
ザイン

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 タイプ5

お買い上げ時 FOMA端末の色に従う

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
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暗証番号について

暗証番号について
FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、暗証番号の必要なものがあります。
各種端末操作用の端末暗証番号の他、ネットワークサービスでお使いになるネットワーク暗証番
号、ｉモードパスワードなどがあります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA端末を活用して
ください。

端末暗証番号

端末暗証番号は、お買い上げ時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更できま
す。☛P161

ネットワーク暗証番号

ドコモeサイトでの各種手続き時や、各種ネットワークサービスご利用時にお使いいただく数字４桁の
番号で、ご契約時に任意の番号を設定いただきますが、お客様ご自身で番号を変更できます。
パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちの方
は、パソコンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続きができます。
なお、ｉモードからは、ドコモeサイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更ができます。
･「My DoCoMo」「ドコモeサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。

ｉモードパスワード

マイメニューの登録・削除、メッセージサービス、ｉモードの有料サービスのお申し込み・解約などを
行う際には4桁の「ｉモードパスワード」が必要になります（この他にも各情報サービス提供者が独自
にパスワードを設定していることがあります）。
ｉモードパスワードは、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更でき
ます。
ｉモードから変更される場合は、「ｉMenu」⇒「料金＆お申込・設定」⇒「オプション設定」⇒「ｉモー
ドパスワード変更」から変更ができます。

各種暗証番号に関するご注意
･設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一部」「所在地番号や部屋番号」「1111」
「1234」などの他人にわかりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号は
メモを取るなどしてお忘れにならないようお気をつけください。
･暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万一暗証番号が他人に知られ
悪用された場合、その損害については、当社は一切の責任を負いかねます。
･ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。
･各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご本人であることが確認できる書類（運転
免許証など）やFOMA端末、FOMAカードをドコモショップ窓口までご持参いただく必
要があります。
詳しくは、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。

暗
証
番
号

D902iS 07 あんしん設定 .fm  160 ページ  ２００６年１１月２３日　木曜日　午後１２時３２分
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PIN1コード／PIN2コード

FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。
これらの暗証番号は、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更できま
す。☛P162
PIN1コードは、第三者による無断使用を防ぐため、FOMAカードをFOMA端末に差し込むたびに、ま
たはFOMA端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力する4～8桁の番号（コード）です。
PIN1コードを入力することにより、発着信および端末操作が可能となります。
PIN2コードは、積算通話料金リセット、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する4
～8桁の番号です。
･PIN１／PIN２コード、PIN１コードON／OFFの設定は、FOMAカードに記録されます。新しく
FOMA端末を購入されて、現在ご利用中のFOMAカードを差し替えてお使いになる場合は、以前に
お客様が設定されたPIN1／PIN2コードをご利用ください。

PINロック解除コード

PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除するための８桁の番号
です。なお、お客様ご自身では変更できません。
･PINロック解除コードの入力を10回連続して失敗すると、FOMAカードがロックされます。

おしらせ
●いたずら防止のため、端末暗証番号／PIN1コード・PIN2コード／ｉモードパスワードはご契約後にお好き
な番号に変更してください。

●端末暗証番号の入力に５回連続して失敗すると、自動的に電源が切れます。

端末暗証番号を変更する 端末暗証番号変更

･端末暗証番号には、4～8桁の数字を入力します。
･入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。

1 m835

2 現在の端末暗証番号を入力
･ 正しくないときは、その旨のメッセージが表示されます。oを押して正しい端末暗証番号を入力
してください。

3 新しい暗証番号欄を選択z新しい端末暗証番号を入力

お買い上げ時 0000

入力に3回
連続失敗

PIN ロック
解除コード
の入力 入力に10回

連続失敗

OK 新しいPINコード
の設定

ドコモショップ窓
口にお問い合わせ
ください

･ ユーザ証明書操作
･ FirstPass対応
サイトへの接続

電源を入れたときの
セキュリティ

PIN1コード
の入力

PIN2コード
の入力

▲
▲

端
末
暗
証
番
号
変
更

つづく
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4 新しい暗証番号（確認）欄を選択z操作3と同じ端末暗証番号を入力

5 pを押す

PINコードを設定する
･PIN1／PIN2コードには、4～8桁の数字を入力します。
･入力したPIN1／PIN2コードは「＊」で表示されます。

電源を入れたときにPIN1コードを入力するように設定する PIN1コードON／OFF

1 m8343

2 1
･ PIN1コードを入力しないように設定する：2

3 PIN1コードを入力

FOMA端末の電源を入れるとPIN1コード入力画面が表示されます。正しいPIN1コードを入力すると、
待受画面が表示されます。
･正しいPIN1コードを入力しないと、電話やプッシュトークの発着信、各種通信機能の操作ができま
せん。
･PIN1コードの入力を3回連続して失敗すると、PIN1コードがロックされます。oを押してPIN
ロックを解除してください。

PIN1／PIN2コードを変更する PIN1／PIN2コード変更

･PIN1コードを変更するときは、PIN1コードON／OFF機能を「ON」に設定する必要があります。

PIN1コードを変更するとき

1 m8341
■ PIN2コードを変更する：m8342

ご契約時 OFF

PIN1コードON／OFFを「ON」に設定すると

ご契約時 PIN1コード、PIN2コード：0000

･ ご契約時のPIN1コードは「0000」に設定されています。
･ PIN１コードが正しくないときは、その旨のメッセージが表示されます。
oを押して正しいPIN１コードを入力してください。３回連続して失敗
するとPIN１コードがロックされます。oを押してPINロックを解除し
てください。
･ 現在の設定を変更する場合のみPIN1コード入力画面が表示されます。

例
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2 端末暗証番号を入力z現在のPIN1コードを入力

3 新しいPIN1コード欄を選択z新しいPIN1コードを入力

4 新しいPIN1コード（確認）欄を選択z操作3と同じPIN1コードを入力

5 pを押す
･ 現在のPIN1／PIN2コードが正しくないときは、その旨のメッセージが表示されます。
oを押して正しいPIN1／PIN2コードを入力してください。3回連続して失敗すると、PIN1／
PIN2コードがロックされます。oを押してPINロックを解除してください。

おしらせ
●PIN2 コードの入力を３回連続失敗して FOMA 端末がロックされた場合でも、電話やプッシュトークの発着
信、メールの送受信などは可能ですが、PIN1コードの入力を３回連続失敗してFOMA端末がロックされた場
合には、それらの操作はできなくなります。

PINロックを解除する
PINコード入力画面でPIN1／PIN2コードの入力を3回連続して失敗すると、PINコードがロッ
クされます。その場合は、ロックを解除してから新しいPINコードを設定します。
･PINロック解除コードを忘れた場合や完全にロックされた場合は、FOMA端末、ご利用中のFOMA
カード、およびご契約されたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）をドコモ
ショップ窓口までご持参いただくことが必要になりますのでご注意ください。
･入力したPINロック解除コード、PIN1／PIN2コードは「＊」で表示されます。

PIN1コードのロックを解除するとき

1 PINコードロックの確認画面でo

2 8桁のPINロック解除コードを入力

3 新しいPIN1コード欄を選択z新しいPIN1コードを入力

4 新しいPIN1コード（確認）欄を選択z操作3と同じPIN1コードを入力

5 pを押す
PINロックが解除され、新しいPIN1コードが設定されます。

例
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携帯電話の操作や機能を制限する

各種ロック機能について
FOMA端末を他人に不正に使用されたり、個人情報や電話帳データを見られたりしないように、
さまざまなロック機能があります。目的に合わせてご利用ください。
･複数のロック機能を同時に設定できます。
･プロテクトキーロックとシークレットモード以外のロック機能の設定は、電源を切っても保持され
ます。
･おまかせロックとプロテクトキーロック以外のロック機能を設定しても、緊急通報（110番、119
番、118番）は可能です。

他の人が使用できないようにする オールロック

各種メニュー機能の操作などができなくなり、他人が不正に FOMA 端末を使用するのを防ぎま
す。オールロック中は、電話をかけたり、受けたりすることもできなくなります。

･オールロック中は、設定した待受画面が解除され、お買い上げ時の画像が表示されます。解除する
と、設定した待受画面が再度表示されます。
･オールロックを設定しても、ICカードロックは設定されません。ICカードロックとオールロックの
両方を設定するには、先にICカードロックを設定してから、オールロックを設定してください。
ICカードロックを設定するには☛P302

1 m8311

2 端末暗証番号を入力
「オールロック中」と表示されます。

■ 解除する：待受画面で端末暗証番号を入力

ロック機能 説　明 参照先
オールロック 各種メニュー機能の操作などをできないようにして、他人が不正に使用

するのを防ぎます。
P164

おまかせロック FOMA端末を紛失した際に、他人が不正に使用するのを防ぎます。 P165
セルフモード 電話やプッシュトークの発着信、ｉモードの利用やメールの送受信、赤

外線通信などの通信機能を利用できないようにします。
P166

PIMロック 電話帳／プッシュトーク電話帳や自局番号、スケジュールなどの個人情
報機能を利用できないようにして、情報の表示や改ざんを防ぎます。

P166

ダイヤル発信制限 ダイヤルキーを押して電話やプッシュトークを発信できないようにし
ます。

P167

プライバシーモード設定 電話帳・履歴やメール、マイピクチャ、ｉ モーション、スケジュール、
ｉアプリの表示ができなくなり、他人が不正に閲覧するのを防ぎます。

P168

プロテクトキーロック キーの操作を無効にし、誤動作を防ぎます。 P170
シークレットモード 電話帳データやスケジュールデータにシークレット属性を設定すると、

そのデータは端末暗証番号を入力してシークレットモードを設定した
ときのみ表示されます。

P171

ICカードロック ICカード機能を利用できないようにします。 P302

オールロック中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うには、待受画面で緊急通報
番号を入力してnを押します。このとき、緊急通報番号は端末暗証番号の入力欄に「＊」
で表示されます。

お買い上げ時 未設定

各
種
ロ
ッ
ク
機
能

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●オールロック中は、指定した日時になっても目覚ましやスケジュールアラームは動作しません。
●オールロック中は、待受画面にｉチャネルの情報はテロップ表示されません。
●オールロック中は、電話帳お預かりサービスをご利用の場合、FOMA 端末からの保存／更新／復元操作はで
きません。

●オールロックを解除するとき、端末暗証番号の入力を5回連続して失敗すると、自動的に電源が切れます。
●オールロック中に電話やプッシュトークが着信したときは、着信が拒否されますが、着信履歴には不在着信と
して記録されます（相手には、電話の場合は話中音が流れ、プッシュトークの場合は「不参加」を通知しま
す）。オールロックを解除すると待受画面に （数字は件数）が表示されます。

●オールロック中もｉモードメールやSMS、メッセージR/Fは受信できますが、受信中画面や受信アイコン、
受信結果画面は表示されず、着信音なども鳴動しません。オールロックを解除すると、受信アイコンが表示さ
れます。

●オールロック中は、不在着信お知らせを「ON」に設定していて、新着情報があっても決定キーの照明は点滅
しません。

●オールロック中もFeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）にかざしてトルカを取得できますが、
表示はできません。オールロックを解除すると待受画面に （数字は件数）が表示されます。

●電源を入れる／切るの操作はできます。また、自動電源ON／OFF設定を設定している場合、自動電源ON／
OFFが行われます。

おまかせロックを利用する おまかせロック

FOMA端末を紛失した際などに、ドコモにご連絡いただくか、またはMy DoCoMoからの操作
により、遠隔操作でFOMA端末にロックをかけることができるサービスです。お客様の大切なプ
ライバシーとおサイフケータイを守ります。
お客様からのお電話などによりロックを解除することができます。

･おまかせロックのご利用方法の詳細については「ご利用ガイドブック」をご覧いただくか、取扱説
明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

･おまかせロックは、お客様がご契約中のFOMAカードが挿入されているFOMA端末に対してロック
をかけるサービスです。
･おまかせロック中は、音声着信／テレビ電話着信に対する応答と電源を入れる／切るの操作を除い
て、すべてのキー操作ができなくなり、各機能（ICカード機能を含む）を使用することができなく
なります。
･音声着信／テレビ電話着信は可能ですが、この場合、電話帳に登録されている名前、画像などは画
面に表示されず、電話番号だけが表示されます。
･おまかせロック中にプッシュトークが着信したときは、着信が拒否され、相手には「不参加」を通
知します。着信履歴には不在着信として記録されます。
･おまかせロック中に受信したメールは、メールセンターに保管されます。
･ FOMAカードやminiSDメモリーカードにはロックがかかりませんので、あらかじめご了承くださ
い。

おしらせ
●他の機能が起動中の場合でも起動中の機能を終了してロックをかけます。編集中のデータがある場合は、デー
タを保存して終了します。

おまかせロックの設定／解除

0120－524－360　　受付時間　24時間
･パソコンなどでMy DoCoMoのサイトからも設定／解除ができます。

「おまかせロック中です」と表示され、おまかせロックが設定されます。

お
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●他のロックがかかっていても、おまかせロックをかけることができます。
●圏外やセルフモード中、電源が入っていない場合はロックがかかりません。
●デュアルネットワークサービスをご契約のお客様が、movaサービスをご利用中の場合は、ロックはかかりま
せん。

●おまかせロックはFOMA端末に挿入されているFOMAカードのご契約者の方からのお申し出によりロックを
かけるサービスです。ご契約者の方とFOMA端末を使用している方が異なる場合でも、ご契約者の方からの
お申し出があればロックがかかります。

●おまかせロックの解除は、おまかせロックをかけたときと同じFOMAカードをFOMA端末に挿入している場
合のみ行うことができます。解除できない場合は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わ
せください。

Menu 869

発信や着信ができないようにする セルフモード

電話やプッシュトークの発着信、ｉ モードの利用やメールの送受信など、通信を必要とするすべ
ての機能を使えないようにします。また、赤外線通信や赤外線リモコン、USB接続によるデータ
送受信も利用できません。

1 c（1秒以上）z「はい」を選択
セルフモードが設定され、待受画面に が表示されます。
･ ショートカット操作したとき：1z「はい」を選択

■ 解除する：c（1秒以上）z「はい」を選択
･ ショートカット操作したとき：2z「はい」を選択

おしらせ
●セルフモード中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うと、セルフモードは解除されます。
●セルフモード中に電話がかかってきた場合、相手には電波が届かないか電源が入っていない旨のガイダンスが
流れます。留守番電話サービス、転送でんわサービスは利用できます。

●セルフモード中にプッシュトークが着信したときは、着信が拒否され、相手に「不参加」を通知します。
●セルフモード中に送られてきたｉモードメールやメッセージR/Fはｉモードセンターで、SMSはSMSセン
ターでお預かりします。受信する場合は、セルフモードを解除してからｉモード問合せ／SMS問合せをして
ください。

電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする PIMロック

個人情報の表示や改ざんを防ぎます。
･メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定しているときは、本機能を設定できません。
･本機能を「ON」に設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されます。ただし、設定後の
発信や着信は記録され、リダイヤルや着信履歴からの発信は可能です。

1 m8312

2 端末暗証番号を入力z1を押す
PIMロックが設定され、待受画面に が表示されます。
･ 解除する：端末暗証番号を入力z2

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 OFF
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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･次の操作（すべて、または一部の設定）が利用できなくなります。

※1：受信できますが、受信中画面や受信アイコン、受信結果画面は表示されず、着信音なども鳴動
しません。

･電話帳に登録されている相手との電話やプッシュトークの発着信時は、相手の名前や画像は表示され
ず、電話番号のみ表示されます。
･伝言メモ設定中でも伝言メモが動作しないため、待受画面に は表示されず、未再生の伝言メモのア
イコンも表示されません。
･待受画面にｉチャネルの情報はテロップ表示されなくなります。

おしらせ
●PIMロックの対象となっているデータを待受画面やテレビ電話の代替画像、着信音などに設定していると、PIM
ロック中はお買い上げ時の状態に戻ります。PIM ロックを解除すると、設定は元の状態に戻ります。ただし、
「プリインストール」フォルダ内に登録されているデータを設定している場合は、PIMロック中でも設定した待
受画面や着信音などになります。

●PIMロックを設定すると、留守番電話サービスの伝言メッセージの件数が増加しても、通知音などによる通知
は行われません。

ダイヤル発信を禁止する ダイヤル発信制限

電話番号をダイヤルして電話やプッシュトークを発信すること（ダイヤル発信）ができない状態
にします。
･電話帳／プッシュトーク電話帳とリダイヤルからの発信はできます。
･本機能を「ON」に設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴は削除されます。ただし、設定後に
電話帳／プッシュトーク電話帳から発信した電話はリダイヤルに記録されます。

1 m833

PIMロックを設定すると

・メール／チャットメール／SMS／メッセージR/F※1 ・ｉモード
・ｉモード問合せ ・フルブラウザ ・ｉアプリ
・電話帳／プッシュトーク電話帳 ・伝言メモ／音声メモ ・マイピクチャ
・ｉモーション ・メロディ ・キャラ電 ・マイドキュメント
・カメラ ・ビデオカメラ ・サウンドレコーダー ・バーコードリーダー
・ミュージックプレイヤー ・miniSDカード ・IC カード一覧
・スケジュール帳 ・通話料金上限通知 ・各種設定リセット ・データ一括削除
・メモ帳 ・イヤホンスイッチ設定 ・目覚まし ・ソフトウェア更新
・自局番号 ・スキャン機能 ・トルカ一覧 ・ｉチャネル
・赤外線によるデータ送受信 ・着もじ ・電話着信音
・メール・メッセージ着信音 ・アラーム音 ・スライド音
・待受画面選択 ・テロップ表示設定 ・テレビ電話画像選択 ・発番号なし動作設定
・発着信画面表示設定（人物画像表示設定を除く） ・電話発信設定 ・電話着信設定
・メモリ着信拒否／許可 ・テレビ電話発信設定 ・テレビ電話着信設定
・プッシュトーク着信設定 ・電話帳お預かりサービス
・メニュー設定（タイルアイコンデザインの「カスタム1」「カスタム2」の設定内容の変更）

お買い上げ時 OFF

ダ
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2 端末暗証番号を入力z1を押す
ダイヤル発信制限が設定され、待受画面に が表示されます。
･ 解除する：端末暗証番号を入力z2

･着信履歴からの発信 ･電話帳／プッシュトーク電話帳の修正、登録、削除、グループ設定
･自局番号の修正、リセット ･ Phone To（AV Phone To）、Mail To機能
･外部機器との電話帳データの送受信
･ｉモードメール／SMSの送信
（電話帳を利用しての送信、または電話帳に登録された相手からのメールへの返信は可能）
･メール作成画面からのメールテンプレートの読み込み
･テンプレート一覧画面やテンプレート詳細画面からのメール作成
（電話帳に登録されているアドレスが宛先に入力されているテンプレートからのメール作成は可能）
･ダイヤル入力操作によるネットワークサービスの利用

他の人が電話帳やメールなどを利用できないようにする プライバシーモード設定

プライバシーモードの動作を設定する

プライバシーモード中に電話帳／プッシュトーク電話帳やメール、マイピクチャなどを利用するとき、
端末暗証番号を入力するかどうかを設定します。プライバシーモードは手動で起動させたり、一定時間
内に何も操作しなかった場合に自動的に起動させることもできます。
･プライバシーモードの設定を有効にするには、プライバシーモードを起動する必要があります。

1 m836

2 端末暗証番号を入力z各項目を選択して設定
･ プライバシーモード中に、次の機能を利用するときに、端末暗証番号を入力するかどうかを設定
します。また、待受中に何も操作しなかった場合、プライバシーモードが自動起動するまでの時
間を設定します。

3 pzoを押す

ダイヤル発信制限を設定するとできなくなる操作

お買い上げ時 電話帳・履歴、メール、マイピクチャ、ｉモーション、スケジュール、ｉアプリ：表示する　自動起動：OFF

電話帳・履歴：電話帳／プッシュトーク電話帳、リダイヤル、着信履歴、伝言メモ、音声メモを表
示するときの設定です。

メール ：メールを表示するときの設定です。
･「指定フォルダを非表示」に設定すると、フォルダ設定のプライバシーを「ON」
に設定したフォルダは表示されません。ただし、各フォルダ一覧画面でcを
1 秒以上押し、端末暗証番号を入力すると、一時的にプライバシーモードを解除
し、フォルダを表示できます。

マイピクチャ：マイピクチャを利用するときの設定です。
ｉモーション：ｉモーションを利用するときの設定です。
スケジュール：スケジュールを利用するときの設定です。
ｉアプリ ：ｉアプリを利用するときの設定です。
自動起動 ：プライバシーモードが自動起動するまでの時間を設定します。
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●自動起動以外のすべての項目を「表示する」に設定した場合、プライバシーモードは起動しません。また、プ
ライバシーモードを起動していたときは、自動的に解除されます。

プライバシーモードを起動する

･プライバシーモード設定で自動起動するように設定した場合は、設定に従って起動します。

1 lを1秒以上押す
■ 解除する：l（1秒以上）z端末暗証番号を入力

おしらせ
●プライバシーモード中、「認証後に表示」に設定した項目によって、次のような制限があります。

●「認証後に表示」に設定した機能をプライバシーモード中に利用する場合、一度端末暗証番号を入力すると、
待受画面に戻るまで端末暗証番号の入力は不要です。「認証後に表示」に設定した複数の項目を利用する場合
も同様です。
（例）プライバシーモード中（電話帳・履歴、マイピクチャを「認証後に表示」に設定した場合）に、マイピク

チャに保存されている画像をメールで送信しようとした場合、マイピクチャを起動するときに端末暗証番
号を入力するため、メール作成画面で電話帳を呼び出しても端末暗証番号の入力は不要です。

また、たとえばプライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）、電話帳から電話
をかけるなどで一度端末暗証番号を入力すると、待受画面に戻るまでの間は、電話帳に登録されている名前や
画像が発着信画面などに表示され、電話帳に設定されている着信音なども有効になります。

●マイピクチャ、ｉ モーション、ｉ アプリのいずれかを「認証後に表示」に設定した場合、プライバシーモー
ド中に、これらのデータを利用可能な各種設定を行おうとすると、端末暗証番号を入力した後に、プライバ
シーモード設定で非表示にしている項目はプライバシーモード解除後に反映される旨のメッセージが表示さ
れます。

項　目 内　容
電話帳・履歴 ･発着信時などには電話帳に登録されている相手の名前や画像は表示されず、電話番号ま

たはメールアドレスのみ表示されます。
･電話帳データに設定されている着信音やバイブレータ、テレビ電話代替画像などは動作
せず、FOMA端末の設定に従います。

メール 電話帳やスケジュールからメールを検索したり、メール連動型ｉアプリのダウンロードや
バージョンアップ、削除をする場合は、端末暗証番号の入力が必要です。

マイピクチャ、
ｉモーション

･ FOMA端末電話帳で、「プリインストール」フォルダ以外のデータを着信音や画像に設定
しているときは、電話帳や電話帳別着信設定、グループ別発着信設定の設定ではなく、電
話着信設定／テレビ電話着信設定に従って動作します。ただし、電話着信設定／テレビ
電話着信設定で、「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定している場合は、お
買い上げ時の設定で動作します。
･目覚ましやスケジュールで、目覚まし音やスケジュールのアラーム音に「プリインストー
ル」フォルダ以外のデータを設定している場合は、音の設定に従って動作します。ただ
し、音の設定で「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定している場合は、お
買い上げ時の設定で動作します。また、スケジュール帳のイメージを「あり」に設定し、
「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定している場合は、お買い上げ時の設定
でイメージが表示されます。

マイピクチャ ･静止画撮影や動画撮影でフレームを重ねての撮影はできません。
･ FOMA端末電話帳をminiSDメモリーカードにコピーやバックアップしても、FOMA端
末電話帳に設定された静止画は、コピーやバックアップされません。

ｉモーション 動画を撮影した直後のテロップ編集はできません。
ｉアプリ メール連動型ｉアプリ用のメールフォルダを選択したり、ｉアプリをダウンロードする場

合は、端末暗証番号の入力が必要です。
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キーの誤動作を防止する プロテクトキーロック

キー操作を無効にし、鞄などに入れて持ち歩く際の誤動作を防ぎます。
･待受画面以外の画面を表示中でも設定／解除できます。ただし、電源を入れてから待受画面が表示
されるまでの間は設定できません。

1 プロテクトキーを下にスライドさせてから離す
FOMA端末を閉じているときやプロテクトキー動作設定を「スライドオープ
ン時もロック」に設定している場合は、プロテクトキーロックが設定され、
ディスプレイの表示が消えます。
･ 照明設定の点灯時間設定の通常時を「常時」に設定している場合や、カメ
ラ／ビデオカメラの撮影画面表示中や撮影中、点灯時間設定のACアダプタ
接続時を「常灯」に設定して充電中、点灯時間設定を「常灯」に設定した機能の実行中などは、
ディスプレイは表示されたままで、ディスプレイ上部に が表示されます。
･ 通話中やプッシュトーク通信中は、一時解除の状態で設定され、ディスプレイ上部に （グレー）
が表示されます。通話やプッシュトーク通信が終了するとプロテクトキーロックが設定されます。
･ プロテクトキー動作設定を「スライドオープン時は解除」に設定している場合、FOMA端末を開
いた状態で設定すると、一時解除の状態で設定され、ディスプレイ上部に （グレー）が表示さ
れます。FOMA端末を閉じるとプロテクトキーロックが設定されます。

■ 解除する：プロテクトキーを下にスライドさせてから離す
プロテクトキーロックが解除され、ディスプレイが点灯します。

FOMA端末を開いたときのプロテクトキーロックの動作を設定する プロテクトキー動作設定

FOMA端末を開いたときに、プロテクトキーロックを一時解除するかどうかを設定します。

1 m838z1～2のいずれかを押す

おしらせ
●「スライドオープン時は解除」に設定している場合、プロテクトキーロック一時解除中に「スライドオープン時
もロック」に変更すると、プロテクトキーロックが設定されます。FOMA端末を閉じるかキーを押すとディス
プレイの表示が消えます。

●プロテクトキーロック中や一時解除中に、自動電源OFF によって電源が切れた場合は、プロテクトキーロッ
クは解除されます。一時解除中に手動で電源を切った場合も同様です。

●プロテクトキーロック中でも、次のキー操作はできます。
･音声電話着信時にnまたはFOMA端末を開いて（着信中オープン応答を「ON」に設定している場合の
み）電話を受ける、fで応答保留にする、Cを1秒以上押して伝言メモで対応する、Cで着信音を止める
･テレビ電話着信時にnまたはtで電話を受ける、fで応答保留にする、Cを１秒以上押して伝言メ
モで対応する、Cで着信音を止める
･プッシュトーク着信時にgまたはnで応答する、fで「不参加」を通知する、Cで着信音を止める
･アラーム音などを止める
･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などのスイッチを1秒以上押して音声電話をかけたり、音声電話や
テレビ電話を受ける
･平型ステレオイヤホンセット（別売）などのスイッチを使って、ミュージックプレイヤーの操作をする
かかってきた電話に出たり、応答保留や伝言メモで対応するとプロテクトキーロックが一時的に解除され、操
作ができます。通話が終了するとプロテクトキーロックが再度設定されます。

●プロテクトキーロック中にディスプレイの表示が消えているとき、fを押すかFOMA端末を開くとディス
プレイが点灯します。ディスプレイ上部に または （グレー）が表示されています。

お買い上げ時 未設定

お買い上げ時 スライドオープン時は解除

プロテクトキー
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発着信や送受信を制限する

シークレット属性を設定している情報を表示する シークレットモード

シークレットモードを設定すると、シークレット属性を設定している電話帳データやスケジュー
ルデータを表示できます。また、シークレット属性を設定／解除する場合、シークレットモード
を設定する必要があります。

1 m832

2 端末暗証番号を入力
シークレットモードが設定され、ディスプレイ上部に が表示されます。

■ 解除する：待受画面でf
･ 待受画面でm832を押しても解除されます。

おしらせ
●シークレットモード中は、アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像を待受画面に設定すると、最初のコ
マが表示されます。fを押すとシークレットモードが解除され、再生されます。

●シークレットモード中にシークレット属性を設定している相手から着信やメールの受信があったときは、電話
帳データに設定されている着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションで動作します。シークレット
モード中でない場合は、音の設定、バイブレータ設定、イルミネーション設定の各設定内容で動作します。

指定した電話番号からの着信を拒否／許可する メモリ別着信拒否／許可

FOMA端末電話帳に登録されている電話番号ごとに、着信拒否／許可を設定します。
･本機能を利用するには、電話番号ごとに着信拒否／許可を設定してから、本設定で着信拒否／許可
を有効にしてください。設定項目と着信の拒否／許可の動作は次のとおりです。

※1： 設定した電話番号から電話やプッシュトークが着信しても、着信音が鳴らずに切断され、相手側に
は、電話の場合は話中音が流れ、プッシュトークの場合は「不参加」を通知します。

･本機能は相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。
･着信を拒否しても、着信履歴には不在着信として記録されます。
･留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を「0 秒」に設定していた場合は、留守番電
話サービス、転送でんわサービスが動作し、着信履歴には記録されません。
･番号通知お願いサービス、および発番号なし動作設定を併用することをおすすめします。
･本機能はプッシュトーク着信にも有効です。発信者に着信拒否／許可を設定していると本機能が動
作します。

お買い上げ時 未設定

メモリ別着信拒否／許可
電話番号ごとの着信許可／拒否設定

着信許可 着信拒否 設定なし
設定解除 着信する 着信する 着信する
拒否設定 着信する 着信を拒否する※1 着信する
許可設定 着信する 着信を拒否する※1 着信を拒否する※1
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着信を拒否／許可する電話番号を指定する

FOMA端末電話帳に登録されている電話番号に対して、着信拒否／許可を設定します。
･ FOMAカード電話帳に登録されている電話番号には設定できません。

1 電話帳を検索z相手を選ぶzm353

2 端末暗証番号を入力z電話番号を選択

3 1～2のいずれかを押す
･ 解除する：3
･ 着信拒否／許可を設定した電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の右側に が表示されま
す。
･ 指定した電話番号からの着信を拒否／許可するには、続けて着信拒否／許可設定を有効にしてく
ださい。

おしらせ
●FOMA端末電話帳の詳細画面ではmを押し、「編集／設定」→「詳細設定」→「着信許可／拒否設定」を選
択します。

●着信拒否／許可を設定している電話番号を変更／削除した場合、本機能の設定は解除されます。その場合は、
変更／登録後の電話番号に着信拒否／許可を設定してください。

着信拒否／許可設定を有効にする

･本機能の設定は着信拒否／許可を設定したすべての電話番号が対象になります。
･拒否設定と許可設定を同時に有効にはできません。

1 m8661

2 端末暗証番号を入力z2～3のいずれかを押す
･ 解除する：端末暗証番号を入力z1

おしらせ
●着信拒否を設定した相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、本機能の設定に関わらず、発番号なし動
作設定に従った動作となります。

●ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信します。

Menu 81114/Menu 82326

電話番号が通知されない着信があったときの動作を設定する 発番号なし動作設定

電話番号が通知されない着信があった場合、通知されない理由（発信者番号非通知理由）ごとに
着信動作を設定します。
･電話番号が通知されない音声電話の着信があったときの着信音と着信画像は、電話着信設定よりも
本機能の設定が優先されます。
･電話番号が通知されないテレビ電話やプッシュトーク（発信者が発信者番号を通知してこなかった場
合）を着信した場合は、着信動作を「着信拒否」に設定しているときのみ本機能が動作します。それ
以外に設定した場合は、テレビ電話のときはテレビ電話着信設定に、プッシュトークのときはプッ
シュトーク着信設定に従って動作します。

お買い上げ時 設定解除

お買い上げ時 すべて設定解除

発
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1 m863z端末暗証番号を入力

2 1～3
･ 通知されない理由ごとに操作2～4を繰り返します。
･ 非通知理由については☛P63

3 各項目を選択して設定

･ 選択時にメロディ、動画／ｉモーションを再生して確認するには☛P133

4 pを押す

おしらせ
●「着信拒否」に設定した場合、拒否された着信は着信履歴に不在着信として記録されます。
●着信動作の「着モーション」に音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を
設定した場合、イメージ表示が「標準画像」に設定されることがありますが、イメージ表示欄で「イメージ」
を選択して画像（Flash画像を除く）を変更できます。

●メモリ登録外着信拒否を設定している場合に発信者番号が通知されない着信があったときは、本機能よりもメ
モリ登録外着信拒否の設定が優先されます。

着信動作 ：発信者番号が通知されない電話が着信したときの動作を設定します。
･「設定解除」に設定すると、電話着信設定で設定した着信音が鳴ります。
･「着信拒否」に設定すると、着信を拒否します。
･「着信音OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。
･「メロディ」または「着モーション」を選択したときは、メロディまたは動画／
ｉモーションを選択します。
･「設定解除」「着信拒否」に設定すると、イメージ表示は設定できません。「着モー
ション」に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定すると、イメージ表示は
「着信音連動」になります。

イメージ表示：発信者番号が通知されない電話が着信したときに表示する画像を設定します。
･「標準画像」を選択したときは、お買い上げ時の画像を設定します。
･「イメージ」を選択したときは、「画像選択」を選択して画像を選択します。
･「ｉモーション」を選択したときは、フォルダ一覧から動画／ｉモーションを選
択します。フォルダ一覧が表示されないときは、「画像選択」を選択します。

着信動作
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着信呼出動作設定

電話帳に登録されていない相手からの着信をすぐに受けないようにする 呼出動作開始時間設定

電話帳に登録していない相手や電話番号を通知してこない相手から音声電話やテレビ電話、プッ
シュトークが着信したとき、指定した時間が経過した後に着信音やバイブレータなどによる呼出
動作を開始するように設定します。「ワン切り」などの迷惑電話に効果的です。
･メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定していると、本機能は設定できません。

1 m815

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

電話帳に登録していない相手から電話やプッシュトークが着信したとき、設定した時間内は画面表示の
みで着信をお知らせします。設定した時間が経過すると、通常の呼出動作を開始します。
･設定した時間が経過する前でも、電話やプッシュトークに出たり伝言メモで応答できます。
･PIM ロック中やプライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、電
話帳に登録されている相手からの着信でも本機能が動作します。
･次の場合も、本機能が動作します。
・電話帳に登録されている相手でも発信者番号が通知されない電話やプッシュトークが着信したと
き

・シークレットモードを設定していないときに、シークレット属性を設定している電話帳に登録さ
れている相手から着信があったとき

おしらせ
●本機能の設定に関わらず、次の機能やサービスは動作します。
･公共モード（ドライブモード） ･伝言メモ ･留守番電話サービス ･転送でんわサービス

●発番号なし動作設定で着信拒否の対象に設定している相手から電話やプッシュトークが着信した場合は、本機
能より発番号なし動作設定が優先されます。

●呼出開始時間を留守番でんわサービス、転送でんわサービスの設定時間と同じ秒数に設定している場合、着信
音が鳴ることがあります。

電話帳に登録されていない番号からの着信を拒否する メモリ登録外着信拒否

･番号通知お願いサービスを併用することをおすすめします。
･呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設定していると、本機能は設定できません。
･本機能はプッシュトーク着信にも有効です。発信者が電話帳に登録されている場合に本機能が動作
します。

お買い上げ時 OFF

着信呼出動作 ：本機能を有効にするかどうかを設定します。
･「OFF」に設定すると、以下の項目は設定できません。着信するとすぐに
呼出動作を開始します。

呼出開始時間（秒）：着信してから呼出動作を開始するまでの時間を設定します（1～99秒）。
時間内不在着信表示：呼出開始時間で設定した時間に満たなかった不在着信を、着信履歴に表示す

るかどうかを設定します。

着信呼出動作を設定すると

お買い上げ時 OFF

呼
出
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1 m8662

2 端末暗証番号を入力z1を押す
･ 解除する：端末暗証番号を入力z2

電話帳に登録していない相手から電話やプッシュトークが着信したとき、着信音は鳴らずに切断され、
相手には、電話の場合は話中音が流れ、プッシュトークの場合は「不参加」を通知します。
･着信を拒否しても、着信履歴には不在着信として記録されます。
･次の場合も、着信を拒否します。
・電話帳に登録されている相手でも発信者番号が通知されない電話やプッシュトークが着信したとき
・シークレットモードを設定していないときに、シークレット属性を設定している電話帳に登録さ
れている相手から着信があったとき

おしらせ
●発信者番号が通知されない着信があった場合は、発番号なし動作設定よりも本機能の設定が優先されます。
●ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信します。

電話帳お預かりサービスを利用する 電話帳お預かりサービス

電話帳お預かりサービスとは、お客様の FOMA 端末に保存されている電話帳・静止画・メール
（以下「保存データ」といいます）を、ドコモのお預かりセンターに預けることができるサービ
スです。
万一の紛失や水濡れなどで保存データが消失しても、ｉモードで操作することにより、お預かり
センターに預けている電話帳などのデータを新しいFOMA端末に復元させることができます。さ
らに、お預かりセンターに預けている保存データを簡単にパソコンからMy DoCoMoのページ
で編集したり、編集した保存データをFOMA端末内に保存させることができます。
･電話帳お預かりサービスのご利用方法の詳細などについては、『ｉモード操作ガイド』をご覧くださ
い。

･電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な有料サービスです（お申し込みにはｉモード契約が
必要です）。
･データの保存／復元方法については、以下のページを参照してください。
・電話帳☛P126、P130 ・静止画☛P320 ・メール☛P255

メモリ登録外着信拒否を設定すると

FOMA端末

電話帳・静止画・メールを保存

お預かりセンター パソコンなど

インターネット
紛失・水濡れ時は簡単に復元

パソコンの編集内容を反映
お預かりしたデータを

閲覧・編集

電
話
帳
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その他の「あんしん設定」について

その他の「あんしん設定」について
次のようなあんしん設定があります。

目　的 機能・サービスの内容 参照先
電子認証サービス「FirstPass」を利用して、安全で信頼性の高
いデータ通信を行います（FirstPass対応のサイトに限ります）。

FirstPass P205
P221

大量に届くメールの中から、必要なメールだけを受信します。 メール選択受信設定 P258
災害時にｉモードを利用して、安否情報を登録／確認します。 ｉモード災害用伝言板

サービス
『ｉモード操
作ガイド』を
ご覧くださ
い。

メールアドレスを変更します。 アドレス変更
指定したドメインからのメールを受信／拒否します。 迷惑メール対策

（受信／拒否設定）ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否します。
指定したアドレスからのメールを受信／拒否します。
SMSの受信を拒否します。 迷惑メール対策

（SMS拒否設定）
1日に1台のｉモード端末（mova端末含む）から送信される200通
目以降のｉモードメールを拒否します。

ｉモードメール大量送信者か
らのメール受信制限

一方的に送られてくる広告メールを受信しません。 未承諾広告※メール拒否
メール機能を一時的に停止します。 メール機能停止
ICカード機能を利用できないようにします。 ICカードロック P302
いたずら電話や繰り返しかかってくる間違い電話などの「迷惑電
話」を受けません。

迷惑電話ストップサービス P396

パケット通信を使ってFOMA端末のソフトウェアを最新の状態に
します。

ソフトウェア更新 P457

障害を引き起こす可能性のあるデータの削除や、アプリケーショ
ンの起動の中止によって、FOMA端末をウイルスから守ります。

スキャン機能 P461

そ
の
他
の
[
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ん
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カメラをご使用になる前に

FOMA 端末のカメラを使って静止画や動画を撮
影できます。撮影した静止画や動画は、FOMA端
末で表示／再生するだけでなく、miniSDメモリー
カードに保存したり、ｉモードメールに添付して
送信したり、赤外線通信で送信できます。
･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。
miniSDメモリーカードをお持ちでない場合は、家
電量販店などでお買い求めいただけます。

カメラ利用時の留意事項

･カメラは非常に精密度の高い技術で作られていま
すが、常時明るく見えたり暗く見えたりする画素や
線もあります｡また、特に光量が少ない場所での撮
影では、点や線などのノイズが増えますが、故障で
はありませんのであらかじめご了承ください｡
･レンズに直射日光が長時間当たると、内部のカラー
フィルターが変色して映像が変色することがあり
ます｡
･直接、太陽やランプなどの強い光源を撮影しようと
したり、電池残量が少ないと、画質が暗くなったり
画像が乱れたりすることがあります｡
･レンズの特性により、画像が歪んで見える場合があ
ります｡
･蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの高速で点滅し
ている照明下で撮影すると、画面がちらつくことが
ありますが、故障ではありません。被写体との距離
やカメラの向きを変えたり、場所を移動すること
で、ちらつきを減らすことが可能です。また、ちら
つき調整によりちらつきを低減できる場合があり
ます。☛P195
･カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明
るさが異なる場合があります｡
･カメラ起動時やオートフォーカス起動時、カメラ切
り替え時などにモーター音が聞こえる場合があり
ますが、故障ではありません。
･ FOMA端末のインカメラはCMOSカメラです。薄
暗い場所での撮影時などは、CCD カメラであるア
ウトカメラの映像と比較すると少し粗く見えるこ
とがありますが、故障ではありませんのでご了承く
ださい。

FOMA端末は、閉じていても、開いていても撮影でき
ます。図のようにしっかりと持って撮影してくださ
い。

･撮影時は、なるべくFOMA端末が動かないようにし
てください。
･レンズ部分に指、ストラップなどがかからないよう
に注意してください。
･手ぶれのない静止画／動画を撮影するには、手ぶれ
補正機能の利用をおすすめします。ただし、画像サ
イズなどによっては手ぶれ補正が働かない場合が
ありますのでご注意ください。☛P193
セルフタイマー機能の利用も、自動でシャッターを
切れるため、手ぶれ防止に効果的です。

･レンズ部分に指紋や油脂などが付くと、きれいに撮
影できません。撮影前に柔らかい布で拭いてくださ
い｡
･撮影する場所に応じて明るさを設定してください。

☛P193
また、暗い場所ではコンパクトライトを補助光とし
て利用してください。☛P182、P186
･oまたはCを押してから実際に撮影されるまで
に多少の時間差がありますので、oまたはCを
押してから少しの間、FOMA 端末を動かさないよ
うにしてください｡なお、速く動いている被写体を
撮影すると、oまたはCを押したときにディス
プレイに表示されていた位置とは少しずれた位置
で被写体が撮影される場合があります。
･動きの激しいものを動画撮影すると、映像が乱れる
ことがあります。
･インカメラで自画像を表示すると鏡像表示されま
すが、撮影した静止画や動画は正像となります。静
止画の場合、静止画詳細設定で自動保存を「しな
い」に設定すると、鏡像でも保存できます。
･ｉアプリからカメラ撮影を実行した場合、撮影した
静止画や動画はマイピクチャやｉモーションのフォ
ルダには保存されず、ｉ アプリ内に保存されます。
ただし、ｉアプリによってはマイピクチャの「ｉモー
ド」フォルダや「デコメールピクチャ」フォルダ、
ｉモーションの「ｉモード」フォルダに保存される
場合もあります。また、撮影した静止画や動画は、
サーバへ自動的に送られる場合があります。

カメラのご使用について

きれいに撮影するために

撮影時の留意事項

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場
合は、カメラ使用中にminiSDメモリーカードを抜
かないでください。FOMA端末の故障の原因になり
ます。
･撮影した静止画や動画を保存する前に電池残量が
なくなると、保存できません。
･カメラは電池の消費が非常に早いため、カメラを長
時間起動しておいたり、撮影後保存せずに長時間放
置しないようにしてください。
･設定によっては、カメラを起動してから撮影画面に
画像が表示されるまでに時間がかかることがあり
ます。

FOMA端末を利用して撮影または録音したもの、およ
びサイト（番組）やインターネットホームページ上の
著作物を権利者に無断で複製、改変、編集などする行
為は、個人で楽しむなどの場合を除き、著作権法上禁
止されていますのでお控えください。また、他人の肖
像や氏名を無断で使用、改変などすると、肖像権の侵
害となる場合がありますのでお控えください。撮影ま
たは録音などしたものをインターネットホームペー
ジなどで公開する場合も、著作権や肖像権に十分ご注
意ください。なお、実演や興行、展示物などでは、個
人として楽しむなどの目的であっても、撮影または録
音などが禁止されている場合がありますのでご注意
ください｡

レンズカバーについて

･待受画面でレンズカバーを
開けるとカバーオープン音
が鳴り、静止画撮影が起動
します。
･アウトカメラで撮影してい
るとき、撮影待機中にレン
ズカバーを閉じるとカバー
クローズ音が鳴り、静止画
撮影／動画撮影が終了しま
す。録画中や撮影した静止
画／動画の確認中、設定中
などに閉じたときは終了し
ません。
･マナーモード中はカバーオープン音／カバーク
ローズ音は鳴りません。

撮影画面について

著作権・肖像権について

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を
行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

この部分を押さえなが
ら矢印の方向にスライ
ドさせます。

撮影画面の見かた

静止画撮影画面

a bd e f g h

k nm o p rqlji

動画撮影画面

hb def g

i lk m n rqpj

c

a ガイダンス
アウトカメラで静止画を撮影しているとき、
オートフォーカスのON／OFFとキーのガイダ
ンスが表示されます。オートフォーカスの操作
については☛P182
＜オートフォーカスONのとき＞

＜オートフォーカスOFFのとき＞

b 保存先
保存先を示します。☛P189
：FOMA端末　 ：miniSDメモリーカード

c 撮影種別
撮影する動画の種類を示します。☛P189

：画像＋音声　 ：画像のみ
d コンパクトライト

コンパクトライト点灯時に が表示されます。
☛P182、P186

e 接写撮影
接写撮影時に が表示されます。☛P191

f オートフォーカス／セルフタイマー
オートフォーカス撮影の待機中に （グレー）
が表示されます。撮影中はオートフォーカスの
状態を示します（静止画のアウトカメラ撮影時
のみ）。☛P185
また、セルフタイマー設定時に が表示されま
す。☛P191

ご
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おしらせ
●ｉアプリから起動したときは、インジケータ、カウ
ンタ、サイズ制限は表示されません。また、カメラ
の切り替え、接写撮影／通常撮影の切り替え、コン
パクトライト起動、セルフタイマー起動、ズーム、
動画撮影の手ぶれ補正の切り替え以外は操作できま
せん。静止画撮影の手ぶれ補正はできません。

●動画撮影時、QVGA（320×240）の横撮影に切
り替えている場合は、 （撮影待機
中）、 （撮影中）、 （一時停止中）
が表示され、カウンタの表示位置が変わります。

ファイル名・ファイル形式について

撮影した静止画・動画のファイル名や表示名、タイ
トル（動画のみ）には、撮影した日時が自動的に付
けられます。
（例）2006年7月10日12時34分56秒の場合

→20060710123456
ファイル形式は以下のとおりです。

■ 静止画ファイルの形式

■ 動画ファイルの形式

おしらせ
●撮影後、ファイル名や表示名を変更できます。

☛P345
●FOMA 端末の日付・時刻が設定されていない場合、
ファイル名・表示名・タイトルは「--------------」にな
ります。

静止画の保存枚数

D902iS およびminiSDメモリーカードに保存でき
る静止画の枚数は、画像サイズ、画質、サイズ制限
の設定や撮影状況によって変わります。
･画像サイズ、画質、サイズ制限は静止画詳細設定
で設定します。

g インジケータ
＜撮影待機中の場合＞
通常の撮影時は保存先の保存領域の使用率を示
します。セルフタイマー使用時（カウント中）
はシャッターが切れるまでの残り時間を示しま
す。
･miniSDメモリーカードの保存領域の使用率は、
静止画や動画が保存されていなくても0になら
ないことがあります。

＜動画撮影中／一時停止中の場合＞
サイズ制限で設定しているファイルサイズ（「制
限なし」の場合は保存可能サイズ）に対する撮
影したサイズの割合を示します。

h カウンタ
＜撮影待機中の場合＞
通常の撮影時は現在の設定で FOMA 端末また
はminiSDメモリーカードに保存できる静止画
の最大枚数（目安）または動画の最大時間（目
安）を示します。セルフタイマー使用時（カウ
ント中）はシャッターが切れるまでの残り時間
を示します。静止画の手動連写中は撮影枚数／
総撮影枚数を示します。
＜動画撮影中／一時停止中の場合＞
経過時間／残り時間（撮影停止するまでの時間）
（目安）を示します。
i 撮影モード

撮影モードを示します。☛P192
j 明るさ

明るさの設定状態を示します。☛P193
k 色の濃さ

色の濃さの設定状態を示します。☛P193
l ホワイトバランス

ホワイトバランスの設定状態を示します。
☛P193

m 手ぶれ補正
手ぶれ補正の設定状態を示します。☛P193

n フレーム
フレームの設定状態を示します。☛P194

o 連続撮影
連続撮影の設定状態を示します。☛P185

p 画質／品質
画質／品質の設定状態を示します。☛P194

q サイズ制限
ファイルサイズの制限値を示します。☛P194

r 画像サイズ
撮影する静止画、動画の画像サイズを示します。
☛P195

項　目 内　容
ファイル形式 JPEG（Exif 形式、PRINT Image

Matching Ⅲ対応）
拡張子 jpg

項　目 内　容
ファイル形式 MP4（MobileMP4）
符号化方式 映像：MPEG-4　音声：AMR
拡張子 3gp

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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D902iSに保存できる静止画の枚数（目安）を以下に
示します。

miniSDメモリーカードに保存できる静止画の枚数（目
安）を、容量が16Mバイト／32Mバイトの場合につ
いて以下に示します。

■ 容量16Mバイトの場合

■ 容量32Mバイトの場合

動画の撮影時間

動画の撮影時間は、サイズ制限、画像サイズ、品質、
撮影種別の設定や撮影状況によって変わります。
･サイズ制限、画像サイズ、品質、撮影種別は動画
／録音詳細設定で設定します。

D902iSに保存するとき、1回で撮影できる時間（目
安）を以下に示します。
上段：画像＋音声　下段：画像のみ 単位：秒

D902iSに保存できる動画の合計撮影時間（目安）を
以下に示します。
上段：画像＋音声　下段：画像のみ 単位：分

静止画保存枚数（D902iS本体）

静止画保存枚数（miniSDメモリーカード）

画質
画像サイズ

エコノ
ミー

スタン
ダード ファイン

96×72 約763 約763 約763
128×96 約763 約763 約712
176×144 約763 約712 約487
240×320 約545 約402 約243
240×400 約441 約330 約205
352×288 約421 約319 約201
640×480 約201 約144 約85
480×640 約201 約140 約84
960×1280 約77 約48 約26
1200×1600 約57 約34 約19
1728×2304 約17 約11 約6

画質
画像サイズ

エコノ
ミー

スタン
ダード ファイン

96×72 約2057 約1800 約1600
128×96 約1600 約1440 約1107
176×144 約1309 約1107 約757
240×320 約847 約626 約378
240×400 約685 約514 約320
352×288 約654 約496 約313
640×480 約313 約225 約132
480×640 約313 約218 約130
960×1280 約121 約74 約41
1200×1600 約89 約54 約30
1728×2304 約27 約17 約10

画質
画像サイズ

エコノ
ミー

スタン
ダード ファイン

96×72 約4246 約3716 約3303
128×96 約3303 約2972 約2286
176×144 約2702 約2286 約1564
240×320 約1748 約1292 約782
240×400 約1415 約1061 約660
352×288 約1351 約1025 約646
640×480 約646 約464 約272
480×640 約646 約450 約270
960×1280 約249 約154 約86
1200×1600 約184 約112 約62
1728×2304 約56 約35 約22

1回あたりの撮影時間（D902iS本体）

サイズ
制限

画像
サイズ

品質
LP STD HQ HQ+

メ ー ル
添 付 用
（小）

128×
96

約113
約191

約71
約96

約51
約72

約21
約24

176×
144

約88
約128

約45
約54

約30
約36

約11
約12

320×
240

約32
約36

約17
約18

約14
約15

約6
約6

メ ー ル
添 付 用
（大）

128×
96

約191
約323

約120
約162

約87
約121

約36
約41

176×
144

約149
約217

約76
約91

約51
約61

約19
約21

320×
240

約54
約61

約29
約31

約23
約25

約10
約10

合計撮影時間（D902iS本体）

サイズ
制限

画像
サイズ

品質
LP STD HQ HQ+

メ ー ル
添 付 用
（小）

128×
96

約64
約109

約40
約55

約29
約41

約12
約13

176×
144

約50
約73

約25
約31

約17
約20

約6
約6

320×
240

約18
約20

約9
約10

約8
約8

約3
約3

メ ー ル
添 付 用
（大）

128×
96

約64
約109

約40
約55

約29
約41

約12
約13

176×
144

約50
約73

約25
約30

約17
約20

約6
約7

320×
240

約18
約20

約9
約10

約7
約8

約3
約3

ご
使
用
に
な
る
前
に
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miniSDメモリーカードに保存できる動画の合計撮影
時間（目安）を、容量が16Mバイト／32Mバイトの
場合について以下に示します。

■ 容量16Mバイトの場合
上段：画像＋音声　下段：画像のみ 単位：分

※ 1：1 回あたりの撮影時間は「1 回あたりの撮影時間
（D902iS 本体）」と同じです。

※2：1回で合計撮影時間まで撮影できます。

■ 容量32Mバイトの場合
上段：画像＋音声　下段：画像のみ 単位：分

※ 1：1 回あたりの撮影時間は「1 回あたりの撮影時間
（D902iS 本体）」と同じです。

※2：1回で合計撮影時間まで撮影できます。

Menu 66

カメラで静止画を撮影する
静止画撮影

･着信音量を「silent」（消音）に設定している場合
やマナーモード中、公共モード（ドライブモード）
中などでも、シャッター音は鳴ります。また、
シャッター音の音量は変更できません。

静止画を撮影する

オートフォーカス機能で画面中央の被写体にピント
を合わせて撮影できます。
･オートフォーカスでピントを合わせられる距離
は、通常撮影で約30cm以上、接写撮影で約7～
30cmです。
･インカメラ撮影時はオートフォーカス撮影はで
きません。固定焦点で撮影されます。
･カメラ起動時は決定キーの照明が青で点灯しま
す。撮影時はコンパクトライトと決定キーの照明
が赤で点灯します。点灯しない設定や点灯パター
ン／点灯色の変更はできません。

1 レンズカバーを開ける

･撮影待機中は次の操作ができます。

2 被写体にカメラを向けてoまたはC
画面中央にオレンジ色のフォーカス枠が表示さ
れ、ピントが調節されます。ピントが合うと
フォーカス枠が緑の＋に変わり、シャッター音が
鳴って静止画が撮影され、確認画面が表示されま
す。

合計撮影時間（miniSDメモリーカード）

サイズ
制限

画像
サイズ

品質
LP STD HQ HQ+

メ ー ル
添 付 用
（小）※1

128×
96

約90
約158

約53.5
約79

約40
約59

約16
約19

176×
144

約70
約105

約36
約44

約24
約29

約8
約9

320×
240

約25
約29

約13
約14

約11
約12

約4
約4

メ ー ル
添 付 用
（大）※1

128×
96

約90
約158

約53.5
約79

約41
約59

約17
約20

176×
144

約70
約106

約36
約44

約24
約29

約9
約10

320×
240

約25
約29

約13
約15

約10
約12

約4
約4

制 限 な
し※2

128×
96

約90
約158

約53.5
約79

約41
約59

約17
約20

176×
144

約70
約106

約36
約44

約24
約30

約9
約10

320×
240

約25
約30

約13
約15

約10
約12

約4
約5

サイズ
制限

画像
サイズ

品質
LP STD HQ HQ+

メ ー ル
添 付 用
（小）※1

128×
96

約193
約326

約121
約164

約87
約123

約35
約41

176×
144

約150
約218

約76
約92

約51
約61

約18
約20

320×
240

約54
約61

約29
約30

約23
約25

約10
約10

メ ー ル
添 付 用
（大）※1

128×
96

約193
約326

約121
約163

約87
約122

約36
約41

176×
144

約150
約219

約76
約92

約51
約61

約19
約21

320×
240

約54
約61

約29
約31

約23
約25

約10
約10

制 限 な
し※2

128×
96

約193
約327

約121
約163

約87
約122

約36
約41

176×
144

約150
約219

約76
約92

約51
約61

約19
約20

320×
240

約54
約62

約29
約31

約23
約24

約10
約10

a ：コンパクトライトの点灯（ ）／消灯
（表示なし）切り替え（アウトカメラ撮
影時のみ）

(：全画面表示／標準画面表示切り替え
･全画面表示にすると画面下部のマーク
やガイド行が消えます。
･電話帳、メール、ｉアプリからカメラ
を起動したときは行えません。

t ：インカメラ／アウトカメラ切り替え
t（1秒以上）：動画撮影に切り替え

カメラが起動します。
･Cを1秒以上押して
もカメラを起動でき
ます。
･インカメラ撮影でカ
メラを起動する：u
（1秒以上）

静止画撮影画面

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

静
止
画
撮
影
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･インカメラ撮影時は、フォーカス枠は表示され
ずに静止画が撮影されます。
･コンパクトライトを点灯していると、シャッ
ターが切れる瞬間に光量が増加します。
･静止画詳細設定の自動保存を「する」に設定し
ているときは、撮影した静止画が保存され、撮
影画面に戻ります。操作3以降の操作は不要で
す。

■ 画面の中央以外にピントを合わせて撮影する
（フォーカスロック撮影）：
aピントを合わせたい被写体を画面の中央に
合わせるzn
オレンジ色のフォーカス枠が表示されま
す。ピントが合うと確認音が鳴り、フォー
カス枠が緑の＋に変わります。
･フォーカスロックを解除する：c
･マナーモード中は確認音は鳴りません。

b撮影したい位置にカメラを向けるzo
静止画が撮影されます。
･C を使ってもフォーカスロック撮影が
できます。被写体を画面の中央に合わせ
てCを半押しし、ピントを合わせます。
半押ししたまま撮影したい位置にカメラ
を向け、シャッター音が鳴るまでCを
押し込みます。
･半押しした後で C から指を離すと
フォーカスロックが解除されます。

■ オートフォーカスを使わずに撮影する：
固定焦点で撮影します。シャッターチャンス
の限られた被写体でも、すばやく撮影できま
す。
ag
オートフォーカスがOFFに設定されます。
･もう一度押すとONに戻ります。

b被写体にカメラを向けてo
静止画が撮影されます。
･オートフォーカスをOFFに設定していて
も、Cを押すとオートフォーカスで撮
影されます。

3 撮影した静止画を確認
･静止画をすぐに保存する：操作4に進む
･保存しないで撮影し直す：c

･QCIF（176×144）以下の静止画を拡大表示
して確認する：u
･ 元に戻すにはdを押します。
･横長VGA（640×480）以上の静止画を等倍
表示して確認する：t
･ O でスクロールできます。元に戻すには

cを押します。

■ メールに添付して送信する：a
撮影した静止画を保存するかどうかの確認画
面が表示されます。「はい」を選択すると、撮
影した静止画がFOMA端末に保存され、メー
ル作成画面が表示されます。画像サイズや
ファイルサイズによっては、QVGA（240×
320または320×240）への変換やデータ
BOXへの保存の確認画面が表示されます。
☛P236
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ていても、FOMA端末に保存されます。
･画像サイズとサイズ制限の設定によって
は、撮影した静止画のファイルサイズを調
整するかどうかの確認画面が表示されま
す。「制限なし」を選択するとそのままの
ファイルサイズで、「メール添付用（小）」を
選択すると9000バイトより小さいファイ
ルサイズでFOMA端末に保存されます。
･撮影・保存した静止画のファイルサイズが
9000 バイトより小さい場合は、本文内へ
貼り付けるかどうかの確認画面が表示され
ます。本文内に貼り付けるには「はい」、添
付ファイルに設定するには「いいえ」を選
択します。

■ 待受画面に設定する：m21z「はい」
を選択
撮影した静止画がFOMA端末に保存され、待
受画面に設定されます。
･画像サイズによっては、静止画の表示サイ
ズを選択できます。☛P142
･ｉアプリ待受画面が設定されているときは、
続けて ｉ アプリ待受画面を解除するかどう
かの確認画面が表示されます。
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ている場合は、待受画面に設定できません。

■ 電話帳の画像に登録する（画像サイズが電話
帳用（96×72）の場合のみ）：m2z2
～3z「はい」を選択
撮影した静止画がFOMA端末に保存され、電
話帳の登録画面が表示されます。
･更新登録するときは、登録する相手を選択
します。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合は、電話帳の画像に登録できません。

フォーカス枠 緑の+

つづく
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■ タイトルを変更する：m31zタイトル
を入力（全角・半角を問わず31文字（連続撮
影した画像は30文字）まで）zp

■ 明るさや色のバランスを補正する：p
静止画補正モードになります。以降の操作に
ついては☛P319
･画像サイズが横長VGA（640×480）、縦
長VGA（480×640）、SXGA（960×
1280）、UXGA（1200 × 1600）、4M
（1728×2304）のときは補正できません。
･ 4コマ撮影でフレームが設定されている場合
は、補正できません。

■ 回転して保存する：
･以下の場合は回転できません。
･画像サイズがUXGA（1200×1600）、
4M（1728×2304）のとき
･フレームが設定されているとき
･画像サイズがSub-QCIF（128×96）、横
長VGA（640×480）、縦長VGA（480
×640）、SXGA（960×1280）で撮影
日時が「日付」または「日付＋時刻」に設
定されているとき
･画像サイズが横長VGA（640×480）、縦
長VGA（480×640）、SXGA（960×
1280）でサイズ制限が「メール添付用
（大）」に設定されているとき

am33z静止画を回転
m：左90度回転 p：右90度回転
･スピードセレクターを回転しても90度単
位で回転できます。

boz「はい」を選択

■ 鏡像で保存する（インカメラ撮影時のみ）：
m53
･フレームが設定されている場合は、鏡像で
保存できません。

■ 正像表示／鏡像表示を切り替える（インカメ
ラ撮影時のみ）：m42

■ 保存先をFOMA端末／miniSDメモリーカー
ドに切り替える：m7
･静止画保存後は、保存先の設定は切り替え
前の設定に戻ります。

■ 保存されている画像を一覧表示する：m8
z1～2
･miniSDメモリーカードの画像を一覧表示す
るときはフォルダを選択します。

4 oまたはCを押す
撮影した静止画がマイピクチャの「カメラ」フォ
ルダに保存されます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定してい
る場合は、miniSDメモリーカードの「マイピ
クチャ」フォルダに保存されます。

■ 保存した静止画をすぐに確認する：pz静止
画を選択
･画像表示中の操作については ☛P314「画
像を表示する」操作3
･確認後cを2回押すと、静止画撮影画面
に戻ります。
･保存先が miniSD メモリーカードのときは
pを押してフォルダを選択し、静止画を選
択します。cを3回押すと静止画撮影画
面に戻ります。
･電話帳、メール、ｉアプリからカメラを起動
したときは確認できません。

おしらせ
［共通］
●画像サイズ、画質、保存先によっては、撮影した静
止画の保存に時間がかかることがあります。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、画面の指示に従って不要な画像を削除
するか、画像サイズや画質を低い値に変更してくだ
さい。

●音声電話通話中に静止画を撮影した場合、通話が途
切れることがあります。

●静止画の撮影待機中、シャッター音が鳴る前に電話
やプッシュトークが着信した場合、撮影を中断しま
す。シャッター音が鳴り既に静止画を撮影している
場合、自動保存を「する」に設定しているときは、
撮影した静止画が自動で保存されます。自動保存を
「しない」に設定しているときは、通話や通信の終了
後に確認画面が表示されます。ただし、着信したタ
イミングによっては撮影した静止画が破棄される場
合があります。

●電話帳またはメールからカメラを起動した場合、確
認画面で次の機能が利用できません。
･メールの作成 ･待受画面の設定
･電話帳の画像登録 ･補正、回転
･等倍表示 ･保存先の切り替え
･画像の一覧表示

●miniSDメモリーカードが取り付けられていないとき
やminiSDメモリーカードが起動中のときは、確認画
面で利用できない機能があります。

●静止画詳細設定で撮影日時を「日付」または「日付
＋時刻」に設定して撮影しても、確認画面には日付
や時刻は表示されません。保存した静止画には日付
や時刻が表示されます。なお、横長VGA（640×
480）以上の静止画では、確認画面でtを押して
等倍表示すると日付や時刻が表示されます。

●画像サイズを4M（1728×2304）に設定して撮影
したとき、撮影した静止画のファイルサイズが500K
バイトを超えることがあります。この場合、静止画を
赤外線通信で送信できません。また、静止画の
miniSD メモリーカードへの保存またはコピー／移
動はできますが、miniSDメモリーカードからFOMA
端末へはコピー／移動できません。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●画像サイズが横長VGA（640×480）、縦長VGA
（480×640）、SXGA（960×1280）の場合、
手ぶれ補正が「オート」の状態で撮影すると、確認
画面のキー操作やサブメニュー項目の一部が実行可
能になるまでに時間がかかることがあります。

●以下の項目は、アウトカメラとインカメラで別々に
設定します。カメラを切り替えたときに設定は引き
継がれません。
･ズーム ･撮影モード
･フレーム ･連続撮影
･画質 ･サイズ制限
･画像サイズ

［オートフォーカス撮影］
●次のような場合は、オートフォーカスでピントが合
わないことがあります。
･色の濃淡がない被写体を撮影する場合
･動いている被写体を撮影する場合
･暗い場所で撮影する場合
･ FOMA端末を動かしながら撮影する場合
･撮影範囲内にライトなどがある場合

●ピント調節中は画面の （グレー）が （黒）に
変わります。また、フォーカスロック撮影時や手動
連写時は、ピントが合うと （緑）に変わります。

●被写体や撮影場所によっては、まれにピントが調整
できず、赤の「＋」と （赤）が表示されることが
あります。

連続撮影する

次の撮影ができます。いずれの場合も、約0.4秒間隔
で自動的に撮影する自動連写と、1枚ずつ撮影する手
動連写ができます。
･連続撮影自動／連続撮影手動
最大6枚の静止画を連続して撮影します。撮影した
静止画は、マイピクチャにパラパラマンガの形式で
保存され、アニメーションのように連続して表示で
きます。撮影できる画像サイズはSub-QCIF（128
×96）、QCIF（176×144）、QVGA（240×
320）、待受用（240×400）、CIF（352×288）
です。
･ 撮影枚数は静止画詳細設定で設定します。
･ マイピクチャのパラパラマンガの解除機能を使
用すると、1枚ずつの静止画にできます。
･ miniSDメモリーカードに保存する場合は、1枚ず
つの静止画として保存されます。

･ 4コマ撮影自動／4コマ撮影手動
120×160のサイズの静止画を4
枚撮影し、並べて1枚の静止画にし
ます。撮影できる画像サイズは
QVGA（240×320）のみです。

･ アウトカメラ撮影時はオートフォーカスで撮影
できます。連続撮影自動／4コマ撮影自動の場
合、1枚目を撮影するときにピントが調整され、
以降は1枚目と同じピントで撮影されます。連

続撮影手動／4コマ撮影手動の場合、1枚ごと
にピントを合わせて撮影できます。フォーカス
ロック撮影やオートフォーカスを使わない撮影
もできます。
･ 電話帳、メール、ｉアプリからカメラを起動し
たときは連続撮影／4コマ撮影できません。た
だし、ｉアプリによっては連続撮影ができる場
合があります。
･ 撮影時は、コンパクトライトが赤で点灯します。
また、決定キーの照明が、インカメラ自動連写
時は赤、アウトカメラ撮影時・インカメラ手動
連写時は色を変えながら点灯します。点灯しな
い設定や点灯パターン／点灯色の変更はできま
せん。

1 レンズカバーを開ける
カメラが起動します。
･Cを1秒以上押してもカメラを起動できます。
･インカメラ撮影でカメラを起動する：u（1秒
以上）

2 &で連続撮影のマークを選ぶz%で
マークを切り替えzo

･連続撮影できない画像サイズでは、連続撮影の
マークにカーソルが移動しません。画像サイズ
を変更するには☛P191
･連続撮影を解除する：&で連続撮影のマーク
を選ぶz%で に切り替えzo

3 被写体にカメラを向けてoまたはC
自動連写のときは、自動連写用のシャッター音が
鳴り、撮影枚数分の静止画が連続で撮影されま
す。手動連写のときは、シャッター音が鳴り、最
初の1枚が撮影されます。以降、1枚ごとにo
またはCを押して撮影します。撮影枚数分の撮
影が終了すると、確認画面が表示されます。
･静止画詳細設定の自動保存を「する」に設定し
ているときは、撮影枚数分の撮影が終了する
と、撮影した静止画が保存され、撮影画面に戻
ります。操作4以降の操作は不要です。
･連続撮影手動、4コマ撮影手動を途中で中断す
るにはpを押します。
･ 連続撮影手動の場合、自動保存を「する」に
設定しているときは、それまでに撮影した静
止画が保存され、撮影画面に戻ります。自動
保存を「しない」に設定しているときは、確
認画面が表示されます。

1枚目 2枚目

3枚目 4枚目

連続撮影のマーク

：連続撮影自動
：連続撮影手動
：4コマ撮影自動
：4コマ撮影手動
：連続撮影解除

静
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･ 4コマ撮影手動の場合、それまでに撮影した
静止画は保存できません。

･連続撮影自動、4コマ撮影自動は途中で中断で
きません。

4 連続撮影した静止画を確認
･確認画面で操作できる機能は通常の撮影時と
同じです。ただし、連続撮影自動／連続撮影手
動で2枚以上撮影したときは、回転はできませ
ん。
･保存しないで撮影し直す：c
･連続撮影自動／連続撮影手動で2枚以上撮影し
たときは、tを押すたびに1枚表示とサムネ
イル表示が切り替わります。1枚表示時に&
を押すと前後の静止画に切り替わります。

5 oまたはCを押す
静止画が保存されます。
･静止画の保存先や、保存時の動作は通常の撮影
時と同じです。

■ 静止画を1枚だけ保存する（連続撮影自動／
連続撮影手動のみ）：
a静止画を選ぶ
･ 1 枚表示時は保存する静止画を表示しま
す。

bo（1秒以上）z「はい」を選択
･インカメラ撮影時は「正像保存」または
「鏡像保存」を選択します。
･保存しなかった静止画像は破棄されます。

■ 静止画を複数選択して保存する（連続撮影自
動／連続撮影手動のみ）：
aサムネイル表示中にm52z静止画
を選択
･aを押すとカーソル位置の静止画が拡大
表示されます。oを押すとサムネイル表
示に戻ります。

bpz「はい」を選択
･インカメラ撮影時は「正像保存」または
「鏡像保存」を選択します。
･保存しなかった静止画像は破棄されます。

■ 静止画をすべて鏡像で保存する（インカメラ
撮影時のみ）：m53

おしらせ
●手動連写中に電話やプッシュトークが着信したり、
目覚ましやスケジュールアラームの設定時刻になっ
た場合、その時点で撮影が中止されます。連続撮影
手動の場合、自動保存を「する」に設定していると
きは、それまでに撮影した静止画が自動で保存され
ます。自動保存を「しない」に設定しているときは、
通話・通信や目覚まし・アラームの終了後に確認画
面が表示されます。4 コマ撮影手動の場合、それま
でに撮影した静止画は破棄され、保存できません。

●自動連写中に電話やプッシュトークが着信したり、
目覚ましやスケジュールアラームの設定時刻になっ
た場合、撮影が続行されます。自動保存を「する」
に設定しているときは、撮影した静止画が自動で保
存されます。自動保存を「しない」に設定している
ときは、通話・通信や目覚まし・アラームの終了後
に確認画面が表示されます。着信音および目覚まし
音・アラーム音はシャッター音が鳴り終わるまで鳴
りません。

●連続撮影手動または4コマ撮影手動の場合、コンパ
クトライトを点灯していると、撮影後、次の静止画
を撮影可能になるまでに少し時間がかかることがあ
ります。

ビデオカメラで動画を撮影する
動画撮影

･お買い上げ時は音声付きの動画を撮影するよう
に設定されています。動画／録音詳細設定で変更
できます。
･着信音量を「silent」（消音）に設定している場合
やマナーモード中、公共モード（ドライブモード）
中などでも、シャッター音は鳴ります。また、
シャッター音の音量は変更できません。
･ビデオカメラ起動時は決定キーの照明が青で点
灯します。撮影中はコンパクトライトが赤、決定
キーの照明が色を変えながら点滅します。一時停
止中はコンパクトライトが赤、決定キーの照明が
緑で点灯します。点灯／点滅しない設定や点灯パ
ターン／点灯色の変更はできません。

1 m67zレンズカバーを開ける

･撮影待機中は次の操作ができます。
a ：コンパクトライトの点灯（ ）／消灯

（表示なし）切り替え※1

(：縦撮影／横撮影切り替え（画像サイズが
QVGA（320×240）のときのみ）※1

t ：インカメラ／アウトカメラ切り替え
t（1秒以上）：静止画撮影に切り替え
※1：アウトカメラ撮影時のみ操作できます。

ビデオカメラが起動し
ます。

動画撮影画面

動
画
撮
影

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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2 被写体にカメラを向けてoまたはC

･撮影を一時停止するときはoを押します。
が に切り替わります。oまたはCを押す
と、撮影を再開します。
･ 電話帳、メール、ｉアプリからビデオカメラ
を起動したときは一時停止できません。

3 pまたはC
シャッター音が鳴り、撮影が終了します。確認画
面が表示されます。
･動画／録音詳細設定の自動保存を「する」に設
定しているときは、撮影した動画が保存され、
撮影画面に戻ります。操作4以降の操作は不要
です。
･撮影中にファイルサイズが制限値を超えると、
撮影が自動的に終了し、その時点までに撮影し
た動画が保存の対象になります。
･一時停止中にpを押して撮影を終了した場合
は、その時点までに撮影した動画が保存の対象
になります。

4 撮影した動画を確認
･動画をすぐに保存する：操作5に進む
･保存しないで撮影し直す：c
･動画を再生する：p
･ 動画／録音詳細設定の自動再生を「する」に
設定している場合は、自動的に再生されま
す。

■ メールに添付して送信する：a
撮影した動画を保存するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると、撮影
した動画がFOMA端末に保存され、メール作
成画面が表示されます。
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ていても、FOMA端末に保存されます。
･撮影した動画のファイルサイズが500Kバ
イトを超える場合は、添付できません。
･画像サイズをQVGA（320×240）に設定
している場合は、添付できません。
･品質を「HQ ＋（最高品質）」に設定してい
る場合は、添付できません。

■ 待受画面に設定する：m21z「はい」
を選択
撮影した動画がFOMA端末に保存され、待受
画面に設定されます。
･撮影した動画が拡大表示できる場合は、「は
い（等倍表示）」を選択すると画像サイズの
まま、「はい（拡大表示）」を選択すると画
面サイズに合わせて拡大して表示されま
す。
･ｉアプリ待受画面が設定されているときは、
続けて ｉ アプリ待受画面を解除するかどう
かの確認画面が表示されます。
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ている場合は、待受画面に設定できません。

■ 電話帳の画像に登録する：m2z2～
3z「はい」を選択
撮影した動画がFOMA端末に保存され、電話
帳の登録画面が表示されます。
･更新登録するときは、登録する相手を選択
します。
･画像のサイズがSub-QCIF（128×96）ま
たはQCIF（176×144）で、撮影種別を
「画像のみ」に設定しているときのみ登録で
きます。
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ている場合は、登録できません。

■ タイトルを変更する：m31zタイトル
を入力(全角・半角を問わず31文字まで)z
p
･変更したタイトルは動画保存後に有効にな
ります。

■ テロップを挿入する：m32z「はい」
を選択
撮影した動画がFOMA端末に保存され、テロッ
プ設定画面が表示されます。以降の操作は「テ
ロップを挿入する」の操作3以降と同じです。
☛P325
･画像のサイズをQVGA（320×240）に設
定している場合は、挿入できません。
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ている場合は、挿入できません。

■ 保存先をFOMA端末／miniSDメモリーカー
ドに切り替える：m5
･撮影した動画のファイルサイズが500Kバ
イトを超える場合は、切り替えられません。
･動画保存後は、保存先の設定は切り替え前
の設定に戻ります。

■ 保存されている動画を一覧表示する：m6
z1～2
･miniSDメモリーカードの動画を一覧表示す
るときはフォルダを選択します。

シャッター音が鳴り、
撮影が開始されます。
画面下部に が表示
されます。

動
画
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5 oまたはCを押す
撮影した動画がｉモーションの「カメラ」フォル
ダに保存されます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定してい
る場合は、miniSD メモリーカードの「動画」
フォルダに保存されます。

■ 保存した動画をすぐに確認する：pz動画を
選択
･確認後cを2回押すと、動画撮影画面に
戻ります。
･保存先が miniSD メモリーカードのときは
pを押してフォルダを選択し、動画を選択
します。cを3回押すと動画撮影画面に
戻ります。
･電話帳、メール、ｉアプリからビデオカメラ
を起動したときは確認できません。

おしらせ
おしらせ

●撮影／録音中にキーを押したり充電を開始すると、
操作音が録音される場合があります。

●撮影／録音するデータによっては、設定しているサ
イズ制限の上限まで撮影／録音できない場合があり
ます。

●サイズ制限を「制限なし」に設定している場合、撮
影／録音中に電池残量がなくなるとデータが保存さ
れない場合があります。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、画面の指示に従って不要な動画や音声
を削除するか、サイズ制限の設定を変更してくださ
い。

●撮影／録音中に電話やプッシュトークが着信したと
きや、目覚ましやスケジュールアラームの設定時刻
になったとき、bを押したときは、その時点で撮影
／録音が中止されます。自動保存を「する」に設定
している場合は、中止するまでに撮影／録音した
データが自動で保存されます。自動保存を「しない」
に設定している場合は、確認画面が表示されます。

●撮影／録音中に電池が切れそうになると、電池残量
がない旨のメッセージが表示され、撮影や録音が中
止されます。自動保存を「する」に設定している場
合は、中止するまでに撮影／録音したデータが自動
で保存され、o を押すと撮影／録音画面に戻りま
す。自動保存を「しない」に設定している場合は、
oを押すと確認画面が表示されます。撮影／録音画
面に戻っても電池がないため撮影できない旨のメッ
セージが表示され、撮影はできません。

●撮影／録音中に目覚まし音やスケジュールアラー
ム、電池アラームが鳴り撮影や録音が中止された場
合、保存した動画／音声の最後に目覚まし音やスケ
ジュールアラーム、電池アラームが録音されること
があります。

●電話帳またはメールからビデオカメラを起動した場
合、確認画面で次の機能が利用できません。
･メールの作成 ･待受画面の設定
･電話帳の画像登録 ･テロップ挿入
･保存先の切り替え ･動画の一覧表示

●以下の項目は、アウトカメラとインカメラで別々に
設定します。カメラを切り替えたときに設定は引き
継がれません。
･ズーム ･撮影モード
･フレーム ･品質
･サイズ制限 ･画像サイズ
･撮影種別

静止画／動画のサイズや保存方法など
を設定する 静止画詳細設定・動画／録音詳細設定

･電話帳、メール、ｉアプリからカメラ、ビデオカ
メラを起動したときは設定できません。その場
合、自動終了時間が自動的に「1分後」になります。

静止画詳細設定を変更するとき

1 レンズカバーを開けるzm9
■ 動画／録音詳細設定を変更する：m67

zレンズカバーを開けるzm8

お買い上げ時
●静止画詳細設定
画像サイズ（アウトカメラ）：待受用（240×400）　
サイズ制限（アウトカメラ）：制限なし　
画質（アウトカメラ）：スタンダード　
画像サイズ（インカメラ）：待受用（240×400）　
サイズ制限（インカメラ）：制限なし　
画質（インカメラ）：スタンダード　
撮影日時：なし　セルフタイマー間隔：10秒　
連続撮影枚数：6枚　自動保存：しない　
保存先：本体　自動終了時間：1分後　
シャッター音：シャッター音1
カバーオープン音：カバーオープン音1　
カバークローズ音：カバークローズ音1　
照明設定：常灯

●動画／録音詳細設定
サイズ制限（アウトカメラ）：メール添付用（小）
品質（アウトカメラ）：STD（標準）　
画像サイズ（アウトカメラ）：QCIF（176×144）　
撮影種別（アウトカメラ）：画像+音声　
サイズ制限（インカメラ）：メール添付用（小）
品質（インカメラ）：STD（標準）　
画像サイズ（インカメラ）：QCIF（176×144）　
撮影種別（インカメラ）：画像＋音声　
サイズ制限（サウンドレコーダー）：メール添付用（小）
品質（サウンドレコーダー）：STD（標準）
セルフタイマー間隔：10秒　自動再生：しない　
自動保存：しない　保存先：本体　
自動終了時間：1分後　シャッター音：シャッター音1
照明設定：常灯

例

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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2 各項目を選択して設定zpを押す
■ 静止画の撮影可能枚数（目安）を表示する：m

画像サイズと品質ごとの撮影可能枚数（目安）
が表示されます。
･画像サイズ（インカメラ）、サイズ制限（イ
ンカメラ）、画質（インカメラ）を選んでい
るときは、インカメラの撮影可能枚数（目
安）、それ以外のときはアウトカメラの撮影
可能枚数（目安）が表示されます。
･枚数は現在のサイズ制限の設定に従って計
算されます。ただし、現在のサイズ制限で
は設定できない画像サイズについては、設
定可能なサイズ制限で計算されます。
･画像サイズの選択画面表示中にmを押して
も表示できます。

■ 静止画詳細設定

■ 動画／録音詳細設定

設定項目について

画像サイズ（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時の画像サイズを設定しま
す。☛P195
･選択画面で画像サイズを選ぶと、画面下部
のアイコン表示で手ぶれ補正、連続撮影、
フレーム撮影、アウトカメラ／インカメラ
撮影の可／不可を確認できます。
･待受用（240×400）、CIF（352×288）、
横長VGA（640×480）、縦長VGA（480
×640）、SXGA（960×1280）とサイ
ズ制限の「メール添付用（小）」は同時に設
定できません。また、UXGA（1200 ×
1600）、4M（1728×2304）とサイズ
制限の「メール添付用（小）」「メール添付
用（大）」は同時に設定できません。

サイズ制限（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時のファイルサイズの制限
値を設定します。☛P194

画質（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時の画質を設定します。
☛P194

画像サイズ（インカメラ）／サイズ制限（インカ
メラ）／画質（インカメラ）：

インカメラ撮影時の画像サイズ、サイズ制限、
画質を設定します。設定内容はアウトカメラ
と同じです。ただし、設定できる画像サイズ
はアウトカメラと異なります。☛P195

撮影日時：
静止画の右下に撮影日時を入れるかどうかを
設定します。
･「日付」または「日付・時刻」に設定して
も、画像サイズが電話帳用（96×72）の
ときは撮影日時は入りません。

セルフタイマー間隔：
セルフタイマー使用時にシャッターが切れる
までの時間を設定します（2～15秒）。

連続撮影枚数：
連続撮影する枚数を設定します（2～6枚）。

自動保存：
「する」に設定すると撮影した静止画が自動的
に保存されます。「しない」に設定すると撮影
後に確認画面が表示されます。

保存先：
保存先を設定します。

自動終了時間：
何も操作していないときにカメラを終了する
までの時間を設定します。

シャッター音：
シャッター音1～5から選択します。
･選ばれている音が鳴ります。

カバーオープン音：
レンズカバーを開けてカメラを起動したとき
に鳴る音を、カバーオープン音1～3または
「OFF」から選択します。
･選ばれている音が鳴ります。ただし「OFF」
では鳴りません。

カバークローズ音：
レンズカバーを閉じてカメラを終了したとき
に鳴る音を、カバークローズ音1～3または
「OFF」から選択します。
･選ばれている音が鳴ります。ただし「OFF」
では鳴りません。
･ビデオカメラ終了時の音も変わります。

照明設定：
「常灯」に設定すると、撮影画面表示中はディ
スプレイの照明が常に点灯します。「端末設定
に従う」に設定すると、ディスプレイの照明
設定（☛P150）の点灯時間設定（通常時）
に従います。

サイズ制限（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時のファイルサイズの制限
値を設定します。☛P194
･保存先を「本体」に設定している場合、「制
限なし」に設定できません。

品質（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時の動画の品質を設定しま
す。☛P194

画像サイズ（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時の画像サイズを設定しま
す。☛P195

撮影種別（アウトカメラ）：
アウトカメラ撮影時の動画の種類を「画像＋
音声」「画像のみ」から選択します。

つづく
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おしらせ
●サウンドレコーダーの録音画面でmを押し、「動画
／録音詳細設定」を選択しても動画／録音詳細設定
を変更できます。

●動画／録音詳細設定は、ビデオカメラとサウンドレ
コーダーの一方で設定すると両方の設定が変わりま
す。

●シャッター音、カバーオープン音、カバークローズ
音の設定内容は、音の設定の操作確認音（カメラ
シャッター音、ビデオシャッター音、レンズカバー
音）にも反映されます。また、照明設定の設定内容
は、ディスプレイの照明設定の点灯時間設定（カメ
ラ撮影中、ビデオカメラ撮影中）にも反映されます。

いろいろな方法で撮影する

ズームする

各画像サイズで変更できる表示倍率は次のとおりで
す。

■ アウトカメラ
･静止画撮影時

･動画撮影時

■ インカメラ
1倍と2倍の2段階で切り替えられます。

1 静止画撮影画面／動画撮影画面で%を
押す

サイズ制限（インカメラ）／品質（インカメラ）
／画像サイズ（インカメラ）／撮影種別（インカ
メラ）：

インカメラ撮影時のサイズ制限、品質、画像
サイズ、撮影種別を設定します。設定内容は
アウトカメラと同じです。

サイズ制限（サウンドレコーダー）：
サウンドレコーダーで録音する音声のファイ
ルサイズの制限値を設定します。☛P355
･保存先を「本体」に設定している場合、「制
限なし」に設定できません。

品質（サウンドレコーダー）：
サウンドレコーダーで録音する音声の品質を
設定します。☛P355

セルフタイマー間隔：
セルフタイマー使用時にシャッターが切れる
までの時間を設定します（2～15秒）。

自動再生：
確認画面を表示したときに動画／音声を自動
的に再生するかどうかを設定します。

自動保存：
「する」に設定すると撮影／録音した動画／音
声が自動的に保存されます。「しない」に設定
すると撮影／録音後に確認画面が表示されま
す。

保存先：
保存先を設定します。

自動終了時間：
何も操作していないときにビデオカメラ／サ
ウンドレコーダーを終了するまでの時間を設
定します。

シャッター音：
シャッター音1～5から選択します。
･選ばれている音が鳴ります。

照明設定：
「常灯」に設定すると、撮影／録音画面表示中
はディスプレイの照明が常に点灯します。「端
末設定に従う」に設定すると、ディスプレイ
の照明設定（☛P150）の点灯時間設定（通
常時）に従います。

画像サイズ 最大倍率 ズーム段階
電話帳用（96×72） 28倍 65段階
Sub-QCIF（128×96） 28倍 65段階
QCIF（176×144） 16倍 65段階
QVGA（240×320） 8倍 65段階
待受用（240×400） 6倍 65段階
CIF（352×288） 6倍 65段階
横長VGA（640×480） 3倍 65段階
縦長VGA（480×640） 4倍 65段階
SXGA（960×1280） 3倍 65段階
UXGA（1200×1600） 2倍 6段階
4M（1728×2304） 2倍 6段階

画像サイズ 最大倍率 ズーム段階
Sub-QCIF（128×96） 20倍 9段階
QCIF（176×144） 16倍 8段階
QVGA（320×240）
縦撮影 4倍 3段階

QVGA（320×240）
横撮影 8倍 5段階

押すたびにスライダの
目盛が移動します。
･スピードセレクター
を回転してもズーム
できます。
･静止画／動画の撮影
方法は、通常の撮影
時と同じです。

静止画撮影時
スライダ

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
の
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影
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セルフタイマーを使う

設定した秒数が経過すると自動でシャッターが切れ
るため、撮影者自身が被写体になったり、手ぶれを
防いだりすることができます。
･連続撮影手動、4コマ撮影手動では利用できませ
ん。
･シャッターが切れるまでの秒数は静止画詳細設
定または動画／録音詳細設定で設定できます。

1 静止画撮影画面／動画撮影画面でm5

2 被写体にカメラを向けてoまたはC
を押す
カウントダウン音が鳴り、セルフタイマーのカウ
ントダウンが始まります。インジケータとカウン
タに撮影までの残り時間の目安と残り秒数が表
示されます。撮影時間が近づくと音の間隔が短く
なり、設定した秒数が経過するとシャッター音が
鳴り、撮影されます。
･静止画のアウトカメラ撮影時は、oまたはC
を押すとオートフォーカス機能でピントを合
わせてからカウントダウンが開始され、設定し
た秒数が経過するとそのピントで撮影されま
す。フォーカスロック撮影やオートフォーカス
を使わない撮影もできます。
･カウントダウン中はコンパクトライトが赤、決
定キーの照明が緑で点滅します。撮影時間が近
づくと点滅の間隔が短くなります。
･着信音量を「silent」（消音）に設定している場
合やマナーモード中、公共モード（ドライブ
モード）中などでもカウントダウン音は鳴りま
す。また、カウントダウン音の音量は変更でき
ません。
･セルフタイマーを途中で中止する：p
･セルフタイマーのカウントダウン中に電話がか
かってきたときや、目覚ましやスケジュールア
ラームの設定時刻になったとき、bを押したと
きは、撮影は中止されます。

近くのものを撮影する 接写撮影

ごく近い距離の被写体を撮影するときは、接写撮影に
切り替えるとピントを合わせることができます。イン
カメラ撮影時は利用できません。接写撮影でピントを
合わせられる距離は、静止画のオートフォーカス撮影
時で約7～30cｍです。静止画のオートフォーカス撮
影時以外は、約7～11cmでピントが合います。

1 静止画撮影画面／動画撮影画面で#を
押す

撮影時の設定を変更する

撮影モード、明るさ、色の濃さ、ホワイトバラン
ス、手ぶれ補正、フレーム、画質／品質、サイズ
制限、画像サイズ、ちらつき調整を設定できます。
･以下の設定はカメラ／ビデオカメラを終了して
も保持されます。
･ 明るさ ･ 色の濃さ
･ 手ぶれ補正 ･ 画質／品質
･ サイズ制限 ･ 画像サイズ
･ ちらつき調整

フレームを設定するとき

1 静止画撮影画面／動画撮影画面で&で
フレームのマークを選ぶ

･他の設定を変更するときも同様にマークを選
びます。

セルフタイマーのマーク

セルフタイマーが設定さ
れ、 が表示されます。
･解除する：もう一度
m5

お買い上げ時 撮影モード：フルオート　明るさ：±0　
色の濃さ：±0　ホワイトバランス：オート
手ぶれ補正：オート　フレーム：なし　
画質／品質：〈静止画〉スタンダード〈動
画〉STD（標準）　
サイズ制限：〈静止画〉制限なし〈動画〉
メール添付用（小）　
画像サイズ：〈静止画〉待受用（240×400）
〈動画〉QCIF（176×144）
ちらつき調整：自動

接写撮影に切り替わ
り、 が表示されま
す。
･解除する：もう一度
#
･静止画／動画の撮影
方法は、通常の撮影
時と同じです。

接写撮影のマーク

例

現在の設定

フレームのマーク

マークの名前

設
定
変
更
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･マークには左から順に1～9、0のキー
が割り当てられています。各キーを押しても
マークを選べます。

･ちらつき調整はマークでは設定できません。設
定するには☛P195

2 %でフレームを切り替えzoを押す
･他の設定を変更するときも同様に%でマーク
を切り替えてoを押します。
･撮影モード、ホワイトバランス、手ぶれ補正、
フレーム、連続撮影、画質／品質、サイズ制限、
画像サイズは、対応するキー（1、4 ～
9、0）を押して値を切り替え、o を押
しても設定できます。

おしらせ
●電話帳、メールからカメラ／ビデオカメラを起動した
ときは、&やダイヤルキーでの設定はできません。
撮影モード、明るさ、色の濃さ、ホワイトバランス、
手ぶれ補正、ちらつき調整は、mを押して「撮影モー
ド」「カメラ調整」「手ぶれ補正オート」（または「手
ぶれ補正OFF」）を選択して設定できます。フレーム、
画質／品質、サイズ制限、画像サイズは設定できませ
ん。

●ｉ アプリからカメラ／ビデオカメラを起動したとき
は設定できません。ただし、ビデオカメラの手ぶれ
補正は、mを押して「手ぶれ補正オート」／「手ぶ
れ補正OFF」を選択して設定できます。

撮影モード

色合いや、撮影場所に応じた設定を、24種類から選
択できます。
･操作方法☛P191

1：撮影モード 2：明るさ
3：色の濃さ 4：ホワイトバランス
5：手ぶれ補正 6：フレーム
7：連続撮影（静止画撮影時のみ）☛P185
8：画質／品質 9：サイズ制限
0：画像サイズ

フルオート：
最も標準的な撮影モードです。通常はこのモード
でご利用ください。
感度アップ：
カメラの感度がアップし、暗い所でも被写体が写
りやすくなります。
超感度アップ：
わずかな光でも被写体をモノクロ画像として抽
出して撮影できます。
逆光補正：
逆光により顔などが暗くなってしまうのを、明る
くなるように調整します。

スポット測光：
画面中央部の明るさに画像全体の明るさを合わ
せます。
風景：
自然や街並みを鮮やかに撮影できます。彩度と
シャープネスがやや強めに設定されます。
夜景：
シャッタースピードが遅めになり、夜景を撮影し
やすくなります。手ぶれに注意してください。
トワイライト：
夕暮れの風景を美しく撮影できます。彩度が高め
で、紫がかった写真になります。
サーフ&スノー：
海や空の青色や、雪の白色を鮮やかに再現しま
す。
スポーツ：
シャッタースピードが高速に設定され、動く被写
体もぶれにくくなります。
ペット：
シャッタースピードが速め、彩度が高めに設定さ
れます。
グルメ：
料理やお菓子の撮影に適したモードです。
文字：
文字の輪郭が強調されます。
ネガポジ：
色を反転させて撮影します。ネガフイルムのよう
な表現になります。
絵画：
油絵のようなタッチで撮影できます。
版画：
黒と白のコントラストを生かした木版画風の画
像を撮影できます。
美白：
肌が明るく、白く見えるように調整されます。室
内での撮影をおすすめします。
日焼け：
肌が小麦色に見えるように調整されます。屋外で
の撮影をおすすめします。
ソフトタッチ：
輪郭が柔らかい画像になります。
モノトーン（赤）：
赤系の階調で表現したモノトーンで撮影できます。
モノトーン（緑）：
緑系の階調で表現したモノトーンで撮影できます。
モノトーン（青）：
青系の階調で表現したモノトーンで撮影できます。
モノクロ：
白黒写真の色合いで撮影できます。

設
定
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･インカメラ撮影中は感度アップ、超感度アップ、逆
光補正、スポット測光、ネガポジ、絵画、版画には
設定できません。
･夜景モードと連続撮影自動／4コマ撮影自動は同時
に設定できません。
･夜景モードでは色合いなどの再現性はよくなりま
すが、カメラの特性上、光量が少ない場所で撮影す
ると線などのノイズが出る場合があります。
･スポーツモード、ペットモードでは明るい場所で撮
影してください。室内や暗い場所で撮影すると、ノ
イズが出る場合があります。
･グルメモードや文字モードで近距離で撮影すると
きは、接写撮影に切り替えてください。
･静止画撮影画面／動画撮影画面でm1を押すと、
各モードの説明を見ながらモードを選択できます。

明るさ

明るさを5段階で設定します。
･操作方法☛P191

：－2　 ：－1　 ：±0　
：＋1　 ：＋2

･被写体によっては、調整しても表示があまり変化し
ないことがあります。
･撮影モードを超感度アップ、トワイライト、版画、
美白、日焼けに設定しているときは設定できませ
ん。

色の濃さ

色の濃さを5段階で設定します。
･操作方法☛P191

：－2　 ：－1　 ：±0　
：＋1　 ：＋2

･被写体によっては、調整しても表示があまり変化し
ないことがあります。
･撮影モードを超感度アップ、文字、版画、美白、日
焼けに設定しているときは設定できません。また、
インカメラ撮影中は、これらに加え撮影モードをモ
ノトーン（赤）、モノトーン（緑）、モノトーン（青）、
モノクロ、セピアに設定しているときも設定できま
せん。

ホワイトバランス

撮影時の光源に合わせて自然な色合いに調整しま
す。
･操作方法☛P191

･撮影モードを超感度アップ、風景、サーフ&スノー、
版画、モノトーン（赤）、モノトーン（緑）、モノ
トーン（青）、モノクロ、セピアに設定していると
きは設定できません。また、インカメラ撮影中は、
これらに加え撮影モードをトワイライト、美白、日
焼けに設定しているときも設定できません。

手ぶれ補正

手ぶれ補正機能を利用するかどうかを設定します。
･操作方法☛P191

おしらせ
●以下の場合は、自動的に手ぶれ補正が「OFF」に設
定され、変更できません。
･静止画／動画のインカメラ撮影時
･静止画の連続撮影／4コマ撮影時
･静止画の画像サイズがUXGA（1200×1600）
または4M（1728×2304）のとき
･ｉアプリ動作中（ｉアプリ待受画面設定時も含む）
に静止画を撮影するとき

●次のようなときは手ぶれが補正できない場合があり
ます。
･手ぶれが大きいとき
･被写体が動いているとき
･ズーム撮影時
また、上記以外の場合でも、被写体や撮影場所の条
件によっては、手ぶれが補正できない場合がありま
す。

●手ぶれ補正を使用して静止画を撮影した場合、まれ
に画像が重なって表示されたり、画像がざらつくこ
とがあります。このような場合は手ぶれ補正を
「OFF」に設定してください。
●手ぶれ補正を使用して静止画を撮影した場合、撮影
後の処理にかかる時間が長くなることがあります。

セピア：
セピア調の色合いで撮影できます。

オート：
ホワイトバランスを自動的に調整します。

太陽光：
晴天時の屋外で撮影するときに設定します。
くもり：
曇天や日陰、夕刻などに撮影するときに設定しま
す。
蛍光灯：
蛍光灯などの照明の下で撮影するときに設定し
ます。
電球：
電球などの照明の下で撮影するときに設定しま
す。

オート：
手ぶれしやすい設定や撮影状況のとき、自動的に
手ぶれ補正が働きます。
OFF：
手ぶれ補正を行いません。

設
定
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●手ぶれ補正を使用して動画を撮影した場合、手ぶれ
補正を行わない場合に比べ、撮影したときに写る範
囲が少し狭くなります。

●手ぶれ補正を使用した場合、ちらつき調整が「自動」
に設定されていると、ちらつき調整が十分に働かな
いことがあります。ご利用の地域の電源周波数に合
わせて、ちらつき調整の設定を変更することをおす
すめします。

フレーム

FOMA 端末に保存されているフレームや、サイトか
らダウンロードしたフレームを選択できます。
･操作方法☛P191
：フレーム設定中　 ：フレーム解除

･お買い上げ時に FOMA 端末に登録されているフ
レームは、QCIF（176×144）、QVGA（240×
320）、待受用（240×400）の画像サイズに対
応しています。☛P425
･静止画の画像サイズを電話帳用（96×72）、横長
VGA（640×480）、縦長VGA（480×640）、
SXGA（960×1280）、UXGA（1200×1600）、
4M（1728×2304）、動画の画像サイズをQVGA
（320×240）に設定しているときは、フレームを
設定できません。
･解除する：6（1秒以上）

おしらせ
●静止画撮影画面／動画撮影画面でm31 を押
すと、一覧からフレームを選択できます。

●画像サイズと縦横が逆のフレーム（たとえば画像サ
イズがQCIF（176×144）のときに144×176
のフレーム）を選択した場合、フレームが右90度回
転して表示されます。このとき、静止画撮影画面／
動画撮影画面で m33 を押すと、フレームが
180度回転します。画像サイズとフレームの縦横が
同じ場合は回転できません。

●撮影中にサイトからフレームをダウンロードしたと
きは、静止画撮影画面／動画撮影画面でm34
を押すと、追加したフレームが選択可能になります。

画質／品質

静止画の画質／動画の品質を設定します。
･操作方法☛P191

■ 画質（静止画撮影時）

■ 品質（動画撮影時）

おしらせ
●画像サイズがQVGA（320×240）の動画を「HQ+
（最高品質）」で撮影する場合、手ぶれ補正を「オー
ト」に設定していると、手ぶれ補正が「OFF」の場合
に比べ、画像の品質がやや低下します。

サイズ制限

ファイルサイズの制限値を設定します。
･操作方法☛P191

■ 静止画撮影時
撮影した静止画のファイルサイズが制限値より大
きくなる場合は、自動的に画質を落とすか、画像
サイズを小さくして保存します。

･「メール添付用（小）」は、画像サイズがQVGA
（240×320）以下のときだけ設定できます。
･画像サイズがUXGA（1200×1600）または
4M（1728×2304）のときは変更できません。
･画像サイズの設定によっては、サイズ制限の設
定が自動的に変更されることがあります。

■ 動画撮影時
撮影中に動画のファイルサイズが制限値を超える
と、自動的に撮影を終了します。

エコノミー：
最も低い画質です。ファイルサイズは小さく
なります。
スタンダード：
標準的な画質です。
ファイン：
最も高い画質です。ファイルサイズは大きく
なります。

長時間：
最も低い品質です。ファイルサイズは小さく、
撮影時間は最も長くなります。
標準：
標準的な品質です。
高品質：
画像の動きがなめらかになります。
最高品質：
最も高い品質です。ファイルサイズは大きく、
撮影時間は最も短くなります。撮影した動画
はｉモードメールに添付できません。

メール添付用（小）※1：
ファイルサイズを9000バイト以下に制限し
ます。ｉモードメールに添付するのに適した
ファイルサイズです。
メール添付用（大）※1：
ファイルサイズを500Kバイト以下に制限し
ます。ファイルサイズを変更せずにｉモード
メールに添付できます。
制限なし：
ファイルサイズを制限しません。

メール添付用（小）※1：
ファイルサイズを 290K バイト以下に制限
します。ｉ モードメールに添付して大容量
メールに対応していない機種に送信できる
ファイルサイズです。

設
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･撮影した動画を ｉ モードメールに添付して
ｉ モード端末やパソコンなどに送信するとき
は「制限なし」以外に設定します。

※1：マークを選んだとき、画面には「メール添付
（小）」「メール添付（大）」と表示されます。

画像サイズ

設定できる画像サイズは次のとおりです。
･操作方法☛P191

a：ｉモードメールに添付してｉモード端末やパソ
コンなどに送信できます。また、デコメールに
貼り付けるのに適したサイズです。

b：ｉモードメールに添付してｉモード端末やパソ
コンなどに送信できます。ファイル添付時にサイ
ズをQVGA（240×320または320×240）
に変換するかどうかの確認画面が表示されます。

c：ｉモードメールに添付してｉモード端末やパソ
コンなどに送信できます。

d：ｉモードメールに添付できません。
･インカメラ撮影時は横長VGA（640×480）、縦
長VGA（480×640）、SXGA（960×1280）、
UXGA（1200×1600）、4M（1728×2304）
に設定できません。
･ｉモード端末に送信できる画像のファイルサイズは
最大500Kバイトです。

･D902i、D902iS以外のｉモード端末で見る際に
最も適した静止画のサイズは、QVGA（240 ×
320）サイズです。
･画像サイズの設定によっては、サイズ制限の設定が
自動的に変更されることがあります。
･ｉアプリ動作中（ｉアプリ待受画面設定時も含む）
はUXGA（1200×1600）、4M（1728×2304）
に設定できません。UXGA（1200×1600）、4M
（1728×2304）に設定しているとき、ｉアプリ
動作中に静止画撮影画面を表示すると、画像サイズ
がSXGA（960×1280）に変更されます。

ちらつき調整

蛍光灯などの下で画面がちらつくとき、ご利用の地
域の電源周波数に合わせてちらつき調整を設定する
と、ちらつきを低減できる場合があります。
･強い光源の下などでは、調整してもちらつきが消
えないことがあります。
･本機能での設定内容は、テレビ電話、バーコード
リーダーのちらつき調整にも反映されます。

1 静止画撮影画面／動画撮影画面で
m24

2 1～3のいずれかを押す

撮影時の設定を初期値に戻す

撮影モード、明るさ、色の濃さ、ホワイトバランス、
ちらつき調整の設定をお買い上げ時の設定に戻しま
す。
･撮影モードは、アウトカメラ撮影時はアウトカメ
ラの設定、インカメラ撮影時はインカメラの設定
だけが戻ります。

1 静止画撮影画面／動画撮影画面で
m25

2「はい」を選択

メール添付用（大）※1：
ファイルサイズを 490K バイト以下に制限
します。大容量メールに対応している機種に
送信できるファイルサイズです。
制限なし：
ファイルサイズを制限しません。動画／録音
詳細設定で保存先を「本体」に設定している
場合は選択できません。

撮影方法 マーク 画像サイズ 備考
静止画撮影 電話帳用（96×72）

a
Sub-QCIF（128×96）

QCIF（176×144）

QVGA（240×320）

待受用（240×400）

b

CIF（352×288）

横長VGA（640×480）

縦長VGA（480×640）

SXGA（960×1280）

UXGA（1200×1600）

4M（1728×2304）

動画撮影 Sub-QCIF（128×96）
c

QCIF（176×144）

QVGA（320×240） d

自動：
自動的にちらつきを低減するように調整し
ます。

50Hz（東日本）：
東日本の電源周波数に合わせて調整します。

60Hz（西日本）：
西日本の電源周波数に合わせて調整します。

設
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通話中に撮影した静止画を送信する
ワンショットメール

音声電話通話中に撮影した静止画を、ｉモードメー
ルに添付して通話中の相手に送信します。
･本機能を利用するには、静止画詳細設定で保存先
を「本体」に設定してください。

1 音声電話通話中にt

2 静止画を撮影
･静止画詳細設定で自動保存を「する」に設定し
ている場合、撮影した画像をメール添付するか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると、撮影した静止画を確認できます。
･連続撮影すると、撮影した静止画がサムネイル
表示されます。Oで静止画を選びます。

3 az「はい」を選択
撮影した静止画が FOMA端末に保存され、メー
ル作成画面が表示されます。通話中の相手のメー
ルアドレスが電話帳に登録されている場合、自動
的に相手のメールアドレスが宛先に入力されま
す。ただし、プライバシーモード中（電話帳・履
歴を「認証後に表示」に設定している場合）は入
力されません。
･撮影した静止画の画像サイズやファイルサイ
ズによっては、QVGA（240 × 320 または
320×240）への変換やデータBOXへの保存
の確認画面が表示されます。☛P236
･画像サイズとサイズ制限の設定によっては、撮
影した静止画のファイルサイズを調整するか
どうかの確認画面が表示されます。「制限なし」
を選択するとそのままのファイルサイズで、
「メール添付用（小）」を選択すると9000バイ
トより小さいファイルサイズで FOMA 端末に
保存されます。
･撮影・保存した静止画のファイルサイズが
9000バイトより小さい場合は、本文内へ貼り
付けるかどうかの確認画面が表示されます。本
文内に貼り付けるには「はい」、添付ファイル
に設定するには「いいえ」を選択します。
･ｉモードメールを作成せずに撮影画面に戻ると
きはcを押します。そのまま撮影を中止す
るときは、撮影画面でcを押します。

4 ｉモードメールを作成して送信
･通話中画面に戻る：c

バーコードリーダーを利用する
バーコードリーダー

カメラを使ってJANコードやQRコードに含まれ
ている文字や数字などの情報を読み取ります。読
み取った情報は電話帳やブックマークに登録し
たり、Phone To（AV Phone To）、Mail To、
Web Toを利用したりできます。
･読み取った情報は最大5件保存できます。
･バーコードリーダーはアウトカメラのみ利用で
きます。
･ JANコードとQRコード以外のバーコードおよび
2次元コードは読み取れません。
･バーコードの種類やサイズによっては読み取れ
ないことがあります。
･傷、汚れ、破損、印刷の品質、光の反射、QRコー
ドのバージョンによっては読み取れないことが
あります。
･文字入力画面からバーコードリーダーを起動し
て、読み取った情報をそのまま入力できます。
☛P411

幅の異なる縦の線（バー）で数字を表現しているバー
コードの1つです。 8桁（JAN8）または13桁
（JAN13）のバーコードを読み取れます。
下のJANコードでは、「4942857124156」とい
う文字情報が読み取れます。

縦横方向の模様で英数字や文字（漢字・カナ・絵文
字）、メロディ、画像などのデータを表現している2
次元コードの1つです。

バーコードリーダーを起
動すると自動的に接写撮
影に切り替わります。アウ
トカメラをコードから約6
～ 9cm 離して読み取って
ください。

JANコードとは

QRコードとは

コードを読み取る

左のQRコードでは、「FOMA
 D902iS」という文字情報が読み
取れます。

約６～９cm

ワ
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1 m61zレンズカバーを開ける
･コード読み取り中は次の操作ができます。

･ちらつき調整を設定する：m2z1～3
･ 本機能での設定内容は、カメラ、テレビ電話
のちらつき調整にも反映されます。
･ 設定内容については☛P195

2 コードを読み取る
アウトカメラをコードに合わせると、自動的に
コードが読み取られます。正しく読み取れると確
認音が鳴り、読み取ったデータが表示されます。

･コードが読み取りにくいときは、コードとアウ
トカメラの距離や角度、方向などを調節すると
読み取れる場合があります。
･データが半角で11000文字、全角で5500文
字を超える場合、超過した文字は表示されませ
んが、保存はできます。
･サブメニュー表示中など、読み取りを停止して
いるときは、画面右上の が に変わります。

■ コードを読み取り直す：p

3 m4を押す
読み取ったデータがFOMA端末に保存されます。
･既にデータが5件保存されているときや保存領
域の空きが足りないときは、保存されている
データを削除するかどうかの確認画面が表示
されます。「はい」を選択して保存されている
データを削除してください。

■ 読み取ったデータの文字情報をコピーする：
am1zコピーの開始位置を選択
･文字情報全体をコピーする：mo

bコピーの終了位置を選択

複数（最大16個）に分割されているデータは、画面
に表示されるメッセージに従って、次々に読み取っ
てください。

･途中で読み取りを中止するには、cを押します。
既に読み取ったQRコードのデータを破棄するかど
うかの確認画面が表示されるので、「はい」を選択
してください。

おしらせ
●静止画撮影画面や動画撮影画面でmを押し、「機能
切替」→「バーコードリーダー」を選択してもバー
コードリーダーに切り替わります。

●電話着信音量とメール・メッセージ着信音量を
「silent」（消音）に設定している場合やマナーモー
ド中、公共モード（ドライブモード）中は、コード
読み取り時の確認音は鳴りません。

●バーコードリーダー画面でm4 を押し、1 ～
2を押すと、静止画撮影、動画撮影に切り替えられ
ます。文字入力画面やｉアプリからバーコードリー
ダーを起動した場合は、切り替えられません。

●読み取ったデータのファイル名は、「読み取り日時＋
ファイル項番 .拡張子」になります。拡張子はJAN
コードでは「jan」、QRコードでは「qr」です（例：
2006年7月10日12時34分にJANコードを読み
取った場合は「20060710123400.jan」）。同じ
日時に保存したデータが既に保存されている場合
は、ファイル項番が+1されます。ただし、FOMA
端末の日付・時刻が設定されていない場合、ファイ
ル名の日時部分は「------------」になります。ファイ
ル名は変更できません。

読み取ったデータを利用する

読み取りデータにより、行える操作は異なります。

情報を電話帳に登録するとき

1 m61zレンズカバーを開ける

2 pzデータを選択
■ 読み取りデータを削除する：データを選ぶz

m31z「はい」を選択
･すべて削除する：m32z端末暗証番
号を入力z「はい」を選択

a ：コンパクトライトの点灯（ ）／消灯
（表示なし）切り替え

#：通常撮影（表示なし）／接写撮影（ ）
切り替え
･サイズの大きいコードを読み取るとき
は通常撮影に切り替えてください。

分割されたQRコードを読み取る場合

残りのQRコード数／QRコード
の総数

QRコードの読み取り状況
緑：最後に読み取ったコード
青：読み取り済みのコード
グレー：まだ読み取っていない

コード

例
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3 電話帳に登録する情報を選ぶ z 新規登
録するときは m31、更新登録す
るときはm32z1～2のい
ずれかを押す
選んだ情報が入力されている電話帳の登録画面
が表示されます。
･更新登録するときは、登録する相手を選択しま
す。

■ 情報を電話帳に一括登録する：「電話帳登録」
を選択z1～2
電話帳の登録画面が表示されます。データに
よっては名前やフリガナなども入力されます。

■ ｉモードメールを送信する：メールアドレス
または「メール作成」を選択
メール作成画面が表示されます。
･「メール作成」を選択した場合、データに
よっては題名、本文も入力されます。

■ サイトまたはインターネットホームページに
接続する：URLを選択z「はい」を選択

■ URLをブックマークに登録する：
aURLを選ぶzm33、または「ブッ
クマーク登録」を選択

bフォルダを選択
cタイトル名を入力（全角12文字（半角24
文字）まで）zp
･「ブックマーク登録」を選択した場合、
データによってはタイトル名が入力され
ます。

■ ｉアプリを起動する：「ｉアプリ起動」を選択

■ 音声電話またはテレビ電話をかける／プッ
シュトーク発信する：
a電話番号を選択z発信条件を設定☛P58
bmz「はい」を選択

■ 静止画を保存する：
a静止画のファイル名を選択z「保存」を選
択
･静止画を表示：「表示」を選択

b各項目を選択して設定zp☛P346
c保存先を選択

■ メロディを保存する：
aメロディのファイル名を選択z「保存」を
選択
･メロディを再生：「再生」を選択

b表示名を入力zp
メロディがデータBOXのメロディの「デー
タ交換」フォルダに保存されます。
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ｉモードとは

ｉモードでは、ｉモード対応FOMA端末（以下、
ｉモード端末）のディスプレイを利用して、サイ
ト（番組）接続、インターネット接続、ｉモード
メールなどのオンラインサービスをご利用いた
だけます。
■ サイト（番組）接続

ｉMenu からメニューリストを選択して、天気、
ニュースなどIP（情報サービス提供者）が提供す
る各種オンラインサービスをご利用いただけま
す。さらにゲームや待受画像をダウンロードして
楽しめます。

■ インターネット接続
ｉモード端末にホームページアドレス（URL)を直
接入力することで、ｉモード対応のさまざまなホー
ムページを見ることができます。

■ ｉモードメール
ｉモード端末どうしをはじめ、インターネットの
メールアドレスを持っている人となら誰とでも
e-mailのやりとりが最大全角5000文字まででき
ます。さらにデコメールや静止画像、動画を送受
信して楽しいメールのやりとりができます。

･ｉモードはお申し込みが必要な有料サービスです。
お申し込みに関するお問い合わせは、取扱説明書裏
面をご覧ください。

おしらせ
●新規でFOMAサービスのご契約をいただいた場合は、
当日よりすべてのサービスがご利用になれます。

●movaサービス（ｉモードをご契約）からFOMAサー
ビスへ契約を変更された場合、mova サービスでご
利用いただいていた「マイメニュー」の内容は引き
継がれます。なお、サイトによってFOMAに「マイ
メニュー」が引き継がれないサイトもございますの
で、その場合は、再登録をお願いします。また、「マ
イメニュー」引継対応サイトについては、ｉMenu
の「お知らせ＆ヘルプ」でご確認できます。

●ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じ
て課金されるサービスです。本取扱説明書において
は、料金に関する情報は記載しておりません。ご利
用料金などにつきましては、ｉモードご契約時にお
渡しいたします『ｉモード操作ガイド』をご覧くだ
さい。

●ｉモードのサービス内容は変更することがあります
ので、詳しくは最新の『ｉモード操作ガイド』をご
覧ください。

サイト（番組）接続

簡単なキー操作でサイトに接続して、IP（情報サー
ビス提供者）が提供する各種オンラインサービスを
ご利用いただけます。
たとえば銀行の残高照会・振込、チケット予約、
ニュース、辞書検索、着信メロディのダウンロード
などさまざまなオンラインサービスがあります。

ｉモードセンターに接続すると、最初にｉMenuが表
示されます。ここから、各サイト（番組）や「週刊
ｉガイド」などへアクセスします｡

サービスのしくみ

サイト（番組）を提供します。

ｉモード端末

ｉモードセンター

ＩＰ

ＦＯＭＡサービスエリア

インターネット

ＩＰとｉモード端末
をつなぎます。また
メールやメッセージ
をお預かりします。

ｉモードのサービスエリ
アは、ＦＯＭＡサービスエ
リア（通話のできるエリア）
と同じです。

（情報サービス提供者） パソコンなど

サイトを表示するには

a マイメニュー
よく利用するサイトを登録しておくと、次回から
簡単にサイトに接続できます。☛P207
ｉMenu内の有料サイトなどは自動的に登録され
ます。登録可能な件数は45件です。

b メニュー /検索
「メニュー /検索」内の検索BOXにキーワードを
入力することで、目的のサイトを検索することが
できます。さらに、さまざまな検索サイトと連携
し、一般サイト検索を行うことができます。

･サイトの表示方法
☛P204
･画面はイメージです。設
定によっては、表示が異
なる場合があります。

ｉ
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おしらせ
●サイトによっては、ご利用になるために情報料が必
要なもの（ｉモード有料サイト）があります。

● IPが提供するサービスには、ご利用の際に別途お申
し込みが必要なものがあります。

● が点滅していても、ｉモードセンターとの通信中
以外は、パケット通信料はかかりません。

●デュアルネットワークサービスご契約の場合、
ｉMenu画面などが一部異なります。

■ ｉチャネル
ニュースや天気などのグラフィカルな情報をドコモ
またはIPがｉモード端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面に
テロップとして流れたり、cを押すことでチャ
ネル一覧に表示されます。さらにチャネル一覧で

お好きなチャネルを選択することにより、リッチ
な詳細情報を取得できます。
･対応機種：ｉチャネル対応機種でご利用いただ
けます。詳しくは、『ｉモード操作ガイド』をご
覧ください。

■ ｉモーション
ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末に
取得し、再生したり、待受画面として楽しむこと
ができます｡
･ｉモーションを取得するには☛P222
･ｉモーションを再生するには☛P321
･ｉモーションを自動再生設定するには☛P224

■ 着モーション／着うた®

ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード端
末に取得し、着信音や着信画像に設定できます。
メロディだけではなく、お好きな歌手の歌声など
も着信音としてご利用いただけます（一部の対応
していないｉモーションは着モーションに設定で
きません）。
･着モーションを設定するには☛P132、P323
･「着うた®」は株式会社ソニー・ミュージックエ
ンタテインメントの登録商標です。

■ ｉアプリ
ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ
り、ｉモード端末をより便利に活用いただけます。
たとえばｉモード端末にいろいろなゲームをダウ
ンロードして楽しんだり、株価情報のｉアプリを
ダウンロードしたりすることにより、株価を定期
的に自動チェックするなどが可能です。さらに、地
図のｉアプリでは必要なデータだけをダウンロー
ドするため、スムーズなスクロールが可能です｡
･ｉアプリをダウンロードするには☛P273
･ｉアプリを起動するには☛P275
･ｉアプリを自動起動するには☛P284

■ ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面では、ｉアプリを待受画面とし
て利用することができ、そのままメールを受信し
たり、電話をかけたりすることも可能です。ニュー

c 週刊iガイド
新着サイトやおすすめサイトなど最新のサイト情
報を毎週月曜日から金曜日までの毎日更新して掲
載します。またミュージックとゲームの特集コー
ナーも用意されています。

d とくするメニュー
楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお得な割
引クーポン情報などが掲載されています。毎週情
報が更新されます（提供：D2コミュニケーション
ズ）。

e 楽オク -オークション-
簡単に入札したり、出品ができるオークションサ
イトです。
また、オークションに出品している商品から、お
すすめ商品などの情報も提供しています（提供：
楽天オークション）。

f ｉエリア-周辺情報-
今いる場所やその周辺に関する天気・地図・タウ
ン情報などを簡単にご利用になれます。

g マイボックス
サービスを提供するお店やサイトにあらかじめ登
録することにより簡単にアクセスできる会員向け
のサービスです。

h 料金＆お申込・設定
料金の確認やお支払い、また、ご契約内容の変更・
各種サービスのお申し込みができるほか、ｉモー
ドメールの設定やｉモードパスワードの変更など
を行います。

■ お知らせ
ドコモからのお知らせや、ｉモードの利用方法や
ご利用規則を掲載しています｡

■ TOPICS
最新のトピックスを紹介しています。

English iMenu
ｉMenuを英語表記に変更できます。

こんなこともできます

ｉモードセンターｉモード端末

ＩＰ

ニュースなどの映像や音楽など

ｉモーション

つづく
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スや天気の最新情報を待受画面に表示させたり、
お好みのキャラクタがメール受信やアラームを知
らせてくれたり、より便利な待受画面にすること
も可能です。
･ｉアプリ待受画面を設定するには☛P144

■ ｉアプリDX
ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メール
や発着信履歴、電話帳データなど）と連動するこ
とにより、お好みのキャラクタ画面でメールを作
成したり、着信時にキャラクタのコメントで誰か
らの着信かを知らせたり、メールと連動して、株
価などの欲しい情報やゲームの進行がよりリアル
タイムに更新されるなど、ｉアプリをより便利に
楽しく利用することが可能です。
･ｉアプリDXとは☛P272

■ 3Dサウンド
3Dサウンド対応ｉモード端末では、ステレオス
ピーカー（または平型ステレオイヤホンセット（別
売）など）により立体的に広がりのある音や空間
的に移動する音を作り出すことができ、臨場感あ
ふれるｉアプリのゲーム、ｉモーションや着信音
などをお楽しみいただけます（3Dサウンド対応の
コンテンツの場合となります）。

■ キャラ電
テレビ電話利用時に相手のテレビ電話端末に自分
の映像を映す代わりにキャラクタを表示させ、
キャラクタが音に反応して口を動かしたり、キー
操作でキャラクタを動作させたりできます。お好
きなキャラクタをダウンロードしてそのまま待受
画像に設定したり、そのキャラ電を撮影した静止
画・動画ファイルを待受画像に設定したり、メー
ルに添付して送信することもできます（メール添
付やFOMA端末外への出力が禁止されている画像
ファイル・動画ファイルは送信できません）。
･キャラ電をダウンロードするには☛P214
･キャラ電の確認☛P328
･キャラ電を設定するには☛P87、P93、P328
･キャラクタの操作方法☛P328
･キャラ電の撮影☛P329

■ 赤外線通信機能
赤外線通信機能が搭載された携帯電話、パソコン
などと電話帳やメール、ブックマークなどを送受
信できます。※1

また、ｉアプリで赤外線通信を利用することによ
り、赤外線通信機能が搭載された機器と連動して、
より広がった使いかたができます。たとえば携帯
電話をテレビのリモコンや会員証などとして利用
することが可能です。
※1：相手の機器によっては、赤外線通信機能が

搭載されていても通信できないデータがあ
ります。

･赤外線通信モードにするには☛P348、P290

■ SSL通信
SSLとは認証／暗号技術を使用して、プライバシー
を守ってより安全にデータ通信を行う方式のこと
です。SSLページではデータを暗号化して送受信す
ることにより、通信途中での盗聴やなりすまし、書
きかえを防止し、クレジットカード番号や住所など
お客様の個人情報をより安全にやりとりできるよ
うにしています。
SSL通信には、ｉモード端末から特別な操作なし
に、端末内のCA証明書を利用し、SSLに対応した
サイト（SSLページ）を表示するものと、FirstPass
センターからダウンロードしたユーザ証明書を利
用し、SSLに対応したサイト(SSLページ)を表示
するものと２つあります。なお、サイトによって使
用する証明書は異なります。☛P220
･ｉモード端末に保存されているCA証明書を利
用するには☛P220
･ FirstPassのユーザ証明書を利用するには

☛P221

テレビ電話

キャラ電映像 カメラ映像
キー操作

キャラ電
コンテンツ

ダウン
ロード

テレビ電話端末 テレビ電話端末

ＩＰ

ｉモードセンター

なりすまし

なりすまし：第三者がサイトに
　　　　　　なりすまして、不
　　　　　　正にお客様の情報
　　　　　　を入手したりする
　　　　　　ことです。

盗　聴書きかえ
解  読 暗号化

解  読

暗号化

ｉモード端末

ＩＰ

ｉ
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■ FOMAカード動作制限機能
お客様情報（電話番号・電話帳（一部）など）を
格納しているFOMAカードを、ｉモード端末に挿
入して、サイトからダウンロードしたり、メー
ルにて取得したメロディ・静止画・ｉモーション
などのファイルの動作を制限します。また、別の
FOMAカードに差し替えたり、または未挿入の状
態で電源をONにした場合、取得したファイルの
再生や表示をできなくする機能です。☛P40
･カメラ機能によりお客様が撮影した静止画・動
画、外部メモリからｉモード端末内に保存した
ファイルについては、本機能の対象外となりま
す（コンテンツ移行対応のデータを除く）。
･着信音や待受画面設定など、ｉモード端末に設
定していた場合、本機能により設定がリセット
されます。

■ ｉメロディ
サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端末
にダウンロードし、着信音として利用できます。
☛P212

■ ｉアニメ
サイトからお好みのアニメーション画像をｉモー
ド端末にダウンロードし、待受画面や着信画面に
表示できます。☛P212

■ Flash®

Flash とは、絵や音を利用したアニメーション技
術です。多彩なアニメーションや表現力豊かなサ
イトを利用できます。また、Flash 画像を利用し
た画像をｉモード端末にダウンロードし、待受画
面に設定することもできます。
Flash画像によっては、お客様のｉモード端末の
端末情報データを参照できるものがあります。利
用する登録データには次のものがあります。
･電池残量 ･受信レベル ･時刻情報
･電話着信音量 ･バイリンガル設定 ･機種情報

■ メッセージサービス
メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）
が自動的にお客様のｉモード端末に届くサービス
です。メッセージサービスにはメッセージ R（リ
クエスト）とメッセージF（フリー）があります｡

･メッセージサービスの受信方法は
☛P217、P243
･メッセージF（フリー）の設定について、2004
年10月1日以降にFOMAの新規ご契約と同時
にｉモードをお申し込みの場合は、メッセージ
F設定の初期設定が「受信する」となっておりま

す。お客様が受信を希望されない場合は、メッ
セージF設定をお客様ご自身で「受信しない」に
設定を変更していただく必要がありますので、
ご了承ください。
･上記の場合以外のお客様がメッセージ F をご
利用になるには、あらかじめオプション設定
からの受信設定が必要です。初期設定では、
「受信しない」に設定されております。
･電源が入っていない、圏外などで受信できない
ときは、メッセージR/Fはｉモードセンターに
保管されます。
･ｉモードセンターでのメッセージR/Fの保管件
数、保管期間は次のとおりです。最大保管期間
を過ぎたメッセージR/Fは削除されます。最大
保管件数を超えた場合は、最も古いメッセージ
R/Fから順に削除されます。

･ｉモードセンターに保管されたメッセージR/F
は、ｉモード問合せ（☛P243）により受信で
きます。

■ トクだねニュース便
メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュー
スや天気などの情報をｉモード端末にドコモが配
信するサービスです。
トクだねニュース便はお申し込みが必要な有料
サービスです。お申し込み完了後、自動的にマイ
メニュー登録され、マイメニューからアクセスし
ても同じ情報を見ることができます。
･メッセージRの画面の見かたは☛P219

■ ｉモードパスワード
有料サイトのお申し込みやマイメニューの登録・
解除、ｉモードメールの設定などを行うときには
「ｉ モードパスワード」が必要です。ご契約時は
「0000」に設定されていますので、お客様独自の
4桁の数字に変更してください。☛P208
ｉモードパスワードは他人に知られないように十
分にご注意ください。

インターネット接続

インターネットホームページのアドレス（URL）を
入力することにより、インターネットに接続し、
ｉ モード対応のインターネットホームページを表示
できます。
･表示方法は☛P208

メッセージR
（リクエスト）

メッセージサービスを提供する
サイトでお申し込みいただくと、
欲しい情報が自動的に届けられ
るメッセージです。

メッセージF
（フリー）

パケット通信料が無料で届けら
れるメッセージです｡

メッセージ名 最大保管件数 最大保管期間
メッセージR 300件 72時間
メッセージF 300件 72時間

つづく

ｉ
モ
l
ド
と
は



204

ｉ
モ
l
ド
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

おしらせ
●ｉモード対応のインターネットホームページ（ｉモー
ド対応のタグなどで作成されたホームページ）以外は
正しく表示されない場合があります。

●パソコン上での表示とは異なる場合があります。
●URLが512文字を超えるインターネットホーム
ページは、表示できない場合があります。

●パソコンをお持ちの場合は、データリンクソフトと
FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して、メー
ル、ブックマークなどの内容をパソコンに保管でき
ます。また、電話帳お預かりサービス（有料）をご
契約の場合は、メールをお預かりセンターへ保存で
きます。

●miniSDメモリーカードを利用することにより、メー
ルやブックマークなどの内容を保存できます。

サイトを表示する

Menu 21

サイトを表示する

1 d1

･接続中の画面でoを押すと、接続が中止され
ます。
･a、bなどの番号付きの項目は、項目に対応す
る番号のキーを押して選択します（ダイレクト
キー機能）。ただし、サイトによっては選択で
きない場合があります。

2「メニュー／検索」を選択

3 項目を選択
サイトに接続されます。以降同様に目的のページ
を表示します。

4 サイトを見終わったらfz「はい」を
選択

おしらせ
●画像を含むサイトを表示したとき、画像の代わりに
次のマークが表示されることがあります。
：表示・効果設定で画像を「表示しない」に設定
しているとき（メッセージR/Fで画像未取得の
場合は ）
：画像のデータが不正なときや、画像が見つから
ないとき、受信中に圏外になるなどで画像を受
信できなかったとき
：画像のURLの誤りなどで画像を表示できない
とき

ｉモードのご使用にあたって
●サイト（番組）やインターネット上のホームペー
ジ（インターネットホームページ）の内容は、一
般に著作権法で保護されています。これらサイ
ト（番組）やインターネットホームページから
ｉ モード端末に取り込んだ文章や画像などの
データを、個人として楽しむ以外に、著作権者
の許可なく一部あるいは全部をそのまま、また
は改変して販売、再配布することはできません。

●ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッ
セージR/F、画面メモ､ｉアプリ､ｉモーションな
ど）やブックマークなどの登録内容は、ｉモード
端末の故障、修理やその他の取り扱いによって消
失する場合がありますので、登録内容や重要な内
容は控えをとっておくことをおすすめします。万
一、保存されている内容や登録した内容が消失し
た場合、当社としては責任を負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

●ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモー
ド・ｉアプリ・ｉモーションにてダウンロード
した情報は、一部を除き著作権法により新しい携
帯電話への移行を行っておりません。また、別の
FOMAカードに差し替えたり、FOMAカードを
未挿入のまま電源をONにした場合、機種によっ
てサイトから取り込んだ静止画・ｉモーション・
メロディやメールで送受信した添付ファイル（静
止画・動画・メロディなど）、画面メモおよびメッ
セージR/Fなどは表示・再生できません。

●FOMA カード動作制限機能が設定されている
データを待受画面や着信音などに設定している
と、別の FOMA カードに差し替えた場合や
FOMAカードを差し込んでいない場合に、設定
がお買い上げ時の状態に戻ります。データをダ
ウンロードしたときに使用したFOMAカードを
差し込むと、設定は元の状態に戻ります。

ｉモード中点滅

･ページ取得中にpを
押すと、ページの取得
が中止されます。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

サ
イ
ト
表
示
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●ｉモードは通信を使ったサービスのため、圏外では
ご利用になれません。

●サイト表示中に ｉMenu に戻る場合はm を押し、
「ｉMenu」を選択します。
●サイトからお客様の携帯電話／FOMAカード（UIM）
の製造番号が要求されたときは、確認画面が表示され
ます。「はい」を選択すると、お客様の携帯電話／
FOMAカード（UIM）の製造番号が送信されます。送
信される携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号
は、IP（情報サービス提供者）がお客様を識別し、お
客様にカスタマイズした情報を提供したり、IP（情報
サービス提供者）の提供するコンテンツが、お客様の
携帯電話で使用できるかどうかを判定するために使
われます。
送信するお客様の携帯電話／FOMAカード（UIM）の
製造番号は、インターネットを経由してIP（情報サー
ビス提供者）に送信されるため、場合によっては第三
者に知得されることがあります。なお、この操作によ
りご使用の電話番号、お客様の住所や年齢、性別が、
IP（情報サービス提供者）などに通知されることはあ
りません。

●サイトからユーザ名、パスワードの入力が要求され
たときは、ユーザ名、パスワードの入力画面が表示
されます。サイトのユーザ名、パスワードを入力し、
「OK」を選択します。

SSLページに接続する

通常のサイトの表示と同様の操作で、SSL に対応し
たサイト（SSLページ）を表示できます。
･ SSLページによっては、日付・時刻の設定をしな
いと接続できない場合があります。
･ FirstPass対応ページに接続するには、ユーザ証
明書をFirstPassセンターからダウンロードし、
FOMAカードに保存する必要があります。

SSL通信開始の画面が表示されます。SSLページが
表示されるとディスプレイ上部に が表示されま
す。

■ SSLページ表示中に証明書を表示する：
m92
･証明書の内容☛P220

確認面画が表示されます。「はい」を選択すると通常
ページが表示され、ディスプレイ上部の が消えま
す。

次の画面が表示されます。

a「はい」を選択
bPIN2コードを入力

ユーザ証明書が送信され、FirstPass対応ページ
が表示されます。
･ 60秒以内に正しいPIN2コードを入力しないと
SSL通信は切断されます。

おしらせ
●SSL通信を行うには、接続サイトとFOMA端末に同
じ認証機関が発行した「証明書」という電子情報が
必要です。☛P220

●FirstPass対応サイトに接続した際のパケット通信
は、パケ・ホーダイの対象となります。ただし、パ
ソコンと接続してデータ通信を行う場合は、パケ・
ホーダイの対象外となります。

Menu 233

最後に表示したページに再接続する
ラストURL

ラストURLを利用すると最後に表示したページに簡
単に再接続できます。
･ページによっては、表示できないことがありま
す。また、最後に表示したページと異なることが
あります。

1 d33
･ラストURLが記録されていないときは、ラスト
URLがない旨のメッセージが表示されます。

2 oを押す

SSLページに接続する

SSLページから通常ページに進む

FirstPass対応ページに接続する

サ
イ
ト
表
示
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サイトの見かたと操作

リンク先や項目を選択する

ページによっては選択項目や入力欄が表示されま
す。%で選択項目や入力欄を選びoを押して選択・
入力します。

aリンク
関連するページへ進みます。選ぶと反転表示され
ます。

b文字入力欄
文字を入力します。入力文字種と文字数は、文字
入力欄によって異なります。

cラジオボタン（ ：選択されていない状態
：選択されている状態）

選択肢の中から１つだけ選択できます。
dチェックボックス（ ：選択されていない状態

：選択されている状態）
選択肢の中から複数選択できます。
oで と が切り替わります。

eプルダウンメニュー
項目の一覧から項目を選択します。

fボタン（名称はサイトによって異なる）
ページの設定内容を確定してサイトへ送信した
り、取り消したりします。

おしらせ
●画像にリンクが設定されている場合もあります。
●a、bなどの番号付きの項目は、項目に対応する番
号のキーを押しても選択できます（ダイレクトキー
機能）。ただし、サイトによっては選択できない場合
があります。

●文字入力画面には電話帳データや自局番号の登録内
容、バーコードリーダーで読み取ったJANコードや
QRコードの文字列情報を入力できます。☛P410

●プルダウンメニューによっては、oを押して複数の
項目が選択できる場合があります。選択後はpを押
します。

●ラジオボタン、チェックボックス、プルダウンメ
ニュー、文字入力欄で入力／設定した内容は、登録
したブックマークや画面メモには反映されません。

Flash画像の表示について

Flash画像により、表現力豊かなサイトを利用できま
す。
･表示・効果設定の画像を「表示しない」に設定し
た場合は表示されません。
･ Flash画像を利用したサイトでは、通常のサイト
と表示動作が異なる場合があります。
･ Flash画像によっては、画像保存したり、画面メ
モに保存しても画像の一部が保存されないなど、
サイトで表示したときと見えかたが異なる場合
があります。
･待受画面や着信画面に設定されたFlash画像の効
果音は鳴りません。
･ Flash画像が表示されていても、正しく動作しな
い場合があります。また、正しく動作しないFlash
画像は保存できない場合があります。
･再生中にエラーが発生したFlash画像は保存でき
ません。
･ Flash 画像によっては が表示されていない場
合でも、Flash画像の操作ができる場合がありま
す。
･ Flash画像を最初から再生する場合は、m9
7を押してください。
･ Flash 画像によっては効果音が鳴る場合がありま
す。音量は音量設定の電話着信音量に従います。効
果音を鳴らさない場合は、m93を押し、効
果音設定を「OFF」に設定してください。
･バイブレータ設定を「OFF」以外に設定している
ときに、Flash画像の効果音が鳴っても振動しま
せん。
･ Flash画像によっては、バイブレータ設定を「OFF」
に設定しても、再生中にFOMA端末を振動させる
場合がありますのでご注意ください。
･再生中に30秒以上操作しなかった場合は、一時
停止します。再開するにはo、%、n、t、
a、p、0～9、(、#、C、gの
いずれかのキーを押してください。
･ Flash画像によっては、端末情報データを利用す
るものがあります。端末情報データを利用するた
めには、表示・効果設定の端末情報データ利用設
定を「利用する」に設定してください。お買い上
げ時は「利用する」に設定されています。なお、
利用する登録データには次のものがあります。
･ 電池残量 ･ 受信レベル
･ 時刻情報 ･ 電話着信音量
･ バイリンガル設定 ･ 機種情報

a

b

c

d

e

f

サ
イ
ト
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操
作
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前のページに戻る／進む

ページの履歴をキャッシュに最大20件記録していま
す。
･キャッシュとは、表示したページのデータを一
時的に記録する端末内の場所のことです。&
で通信を行わずにキャッシュに記録された
ページを表示できます。ただし、キャッシュサ
イズをオーバーしていたり、サイトによって必
ず最新情報を読み込むように設定されたペー
ジを表示するときは、通信を行います。
･ FirstPass センター接続中（☛P221）は本
機能を利用できません。

おしらせ
●サイトの表示履歴が満杯になるとキャッシュ内の履
歴が消去される場合があり、lを押しても前のペー
ジに戻れないことがあります。

●入力した文字や設定などの情報は記録されません。
●ｉモードを終了すると、キャッシュ内の履歴はすべ
て消去されます。

●Flash 画像が表示されている場合は、ページの操作
方法が異なることがあります。

●ページA→ページB→ページCの順に表示（a、b）
した後でページAに戻り（c、d）、ページDに進む
（e）と、ページA→ページB→ページCの表示履歴
は消去されます。ページDからページAには戻れま
すが、さらにページBには戻れません。

画面をスクロールする

･%でスクロールします。押し続けると連続スクロー
ルできます。
･t、aを押すと画面単位でスクロールします。押
し続けると画面単位で連続スクロールとなります。

情報を再読み込みする

接続の中断などでサイトが表示できなかった場合、
再読み込みを行うと表示できることがあります。

1 サイト表示中にm5を押す

表示中のサイトのURLを表示する

1 サイト表示中にm91を押す

おしらせ
●URL履歴一覧、ブックマーク一覧、ツータッチサイ
ト一覧、画面メモ一覧ではpを押します。mを押
し、「URL表示」を選択しても表示できます。

マイメニューを使う
マイメニュー

サイトをマイメニューに登録すると、次回からそ
のサイトを簡単に表示できます。
･最大45件登録できます。
･登録にはｉモードパスワードが必要です。ｉモー
ドご契約時には「0000」に設定されています。
･ｉMenuの「メニュー／検索」内の有料サイトに
申し込むと自動的にマイメニューに登録されま
す。
･マイメニューに登録できるのは ｉMenu の「メ
ニュー／検索」内のサイトだけです。ただし、登
録できないサイトもあります。登録できないサイ
トやインターネットホームページを登録する場
合はブックマークに登録してください。

1つ前のページ 現在のページ

次のページに進めること
を示します。

前のページに戻れるこ
とを示します。

r

l

すべての行が表示されていな
いとき、またはリンク項目を選
べるときは、ガイド行に△や▽
が表示されます。

マ
イ
メ
ニ
ュ
l
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マイメニューに登録する

1 サイト表示中に「マイメニュー登録」を
選択
･各サイトによりページ構成が異なります。項目
に対応する番号のキーを押すか、該当する項目
を選択してください。

2 ｉモードパスワードの入力欄を選択z
ｉモードパスワードを入力
･入力したパスワードは「＊」で表示されます。

3「決定」を選択

マイメニューからサイトを表示する

1 ｉMenuで「aマイメニュー」を選択z
サイトを選択

ｉモードパスワードを変更する
ｉモードパスワード変更

マイメニュー登録／削除、メッセージサービスや
ｉモード有料サイトの申し込み／解約、メール設
定を行うときはｉモードパスワードが必要です。
ｉ モードパスワードは ｉ モードご契約時には
「0000」に設定されていますので、お客様独自
のｉモードパスワード（4桁の数字）に変更して
ください。なお、ｉモードパスワードは他人に知
られないように十分にご注意ください。
･入力したパスワードは「＊」で表示されます。
･ｉモードパスワードを万一お忘れになったときは、
ご契約されたご本人であるかどうかが確認できる
もの（運転免許証など）を、ドコモショップ窓口ま
でご持参いただくことが必要になりますのでご注
意ください。

1 ｉMenuで「料金＆お申込・設定」を
選択z「オプション設定」を選択z
「ｉモードパスワード変更」を選択

2 現在のパスワード欄を選択z現在の
ｉモードパスワードを入力

3 新パスワード欄を選択z新しいｉモー
ドパスワードを入力

4 新パスワード確認欄を選択z操作3と
同じｉモードパスワードを入力

5「決定」を選択
･入力内容に誤りや抜けがあるとエラー画面が
表示されます。「再入力」を選択して再度操作
2から操作してください。

Menu 231

インターネットホームページを表示す
る インターネット接続

･ｉモードに対応していないインターネットホーム
ページは正しく表示されない場合があります。
その場合、フルブラウザに切り替えられます。
☛P309

1 d31
･ 2回目からは前回接続したURLが表示されます。

2 URLを入力（半角256文字まで）zp
を押す
･「 / 」「 ． 」「 - 」などの記号は、半角英字入力
モード時に1を繰り返し押して入力します。
また、「http://www.」「.co.jp」「.ne.jp」「.com」
「.html」などは、半角英字入力モード時に(
を繰り返し押して入力できます。

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「Internet」→「URL入
力」を選択します。

●受信データが 1ページの最大サイズを超えたときは
メッセージが表示されます。oを押すとメッセージ
が消去され、受信できた分のデータが表示されます。

●インターネットホームページ表示中の操作方法は、
ｉモードのサイトの場合と同じです。

Menu 232

URL履歴を使って表示する URL履歴

接続したインターネットホームページのURLを新し
い順に最大20件記録しています。この履歴からイン
ターネットホームページに接続できます。

1 d32

2 インターネットホームページのURLを
選択
･URLが長い場合は、途中までしか表示されませ
ん。確認するときは、URLを選びpを押します。

ｉ
モ
l
ド
パ
ス
ワ
l
ド
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更
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■ URLを編集して接続する：
aURL履歴一覧でURLを選ぶzm6
bURLを編集zp

■ URL履歴を削除する：
aURL履歴一覧でURLを選ぶzm41
･すべて削除する：URL履歴一覧で
m42z端末暗証番号を入力

b「はい」を選択

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「Internet」→「URL履
歴」を選択します。

●URL履歴が20件を超えた場合は、一番古いURL履
歴に上書きされます。

文字を正しく表示する 文字コード

サイトやインターネットホームページの文字が正し
く表示されないときは、文字コードを変更すると正
しく表示できる場合があります。文字コードとは、文
字をコンピュータで利用可能にするために作られた
取り決めや仕組みの総称のことです。

1 サイトやインターネットホームページ
表示中にm961を押す
･押すたびに文字コードが、自動選択→ SJIS →
EUC→JIS→UTF8の順に切り替わります。操
作を5回繰り返すと元の表示に戻ります。また、
m962を押すと自動選択に戻ります。
･サイトやインターネットホームページを表示
した時点では「自動選択」に設定されています。
･操作を繰り返しても、文字を正しく表示できな
い場合があります。
･文字が正しく表示されているときに文字コー
ドを変更すると、正しく表示されなくなる場合
があります。

ホームページやサイトを登録してすば
やく表示する ブックマーク

よく見るサイトやインターネットホームページ
をブックマークに登録しておくと、ブックマーク
を選択するだけで、すばやく表示できます。
･最大登録件数☛P38
･URL が半角 256 文字を超えるサイトはブック
マークに登録できません。
･サイトによってはブックマークに登録できない
場合があります。

ブックマークに登録する

1 サイトやインターネットホームページ
を表示zm21z登録先フォルダ
を選択

2 タイトル名を入力（全角12文字（半角
24文字）まで）zpを押す
･タイトルを入力しないで登録すると、ブック
マーク一覧ではURLが表示されます。
･ブックマーク一覧では、タイトルまたはURLが
全角で10文字、半角で21文字まで表示され、
ディスプレイに表示しきれない部分は省略さ
れます。

おしらせ
●画面メモ一覧、画面メモ表示画面、URL履歴一覧で
はmを押し、「Bookmark登録」を選択します。

●最大登録件数を超えるときは、上書きするかどうか
の確認画面が表示されます。登録する場合は上書き
するブックマークを選択します。

Menu 22

ブックマークからホームページやサイトを
表示する

1 d2

2 フォルダを選択
：ブックマークなし ：ブックマークあり

3 ブックマークを選択
■ URLを確認する：ブックマークを選ぶzp

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「Bookmark」→「表示」
を選択します。

少ないキー操作でサイトに接続する
ツータッチサイト登録

ブックマークをツータッチサイト登録すると、待受
画面から手早くサイトやインターネットホームペー
ジを表示できます。
･登録できるのは、ｉモードとフルブラウザを合わ
せて最大10件です。

1 d2zフォルダを選択

2 ブックマークを選ぶzm2
･ツータッチサイト未登録のブックマークを選
んでいる場合は、aを押しても登録できます。

■ 解除する：ブックマークを選ぶzm2

ブ
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ク
マ
l
ク

つづく



210

ｉ
モ
l
ド
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

3 登録先を選択
･アイコンの番号（ ～ ）が、ツータッチで
サイトを表示するときに使用するダイヤル
キー（0～9）に対応します。
･ブックマーク一覧では、登録されたブックマー
クのマークが から ～ に変わります。
･登録済みの登録先を選択すると上書きするか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると上書きされます。

1 ダイヤルキー（0～9）zdを押す

1 d81を押す
ツータッチサイト一覧が表示されます。
･フルブラウザのブックマークには が表示さ
れます。

■ サイトを表示する：ブックマークを選択

■ サイトを登録する：
a未登録を選ぶzm11
･フルブラウザのブックマークを登録す
る：未登録を選ぶzm12

bフォルダを選択zブックマークを選択

■ 解除する：ブックマークを選ぶ zm2z
「はい」を選択

■ URLを確認する：ブックマークを選ぶzp

フォルダを作成／削除する

･最大20個作成できます。

1 d2zm1
■ フォルダ名を変更する：フォルダ一覧でフォ

ルダを選ぶzm3
■ フォルダの並び順を変更する：フォルダ一覧

でフォルダを選ぶzmz7～8

2 フォルダ名を入力（全角８文字（半角16
文字）まで）zpを押す

･フォルダが1個のときは削除できません。
･フォルダを削除すると、フォルダ内のブックマーク
も削除されます。

1 d2zフォルダを選ぶzm2

2 端末暗証番号を入力z「はい」を選択

ブックマークを移動／コピーする

フォルダに移動したり、miniSDメモリーカードにコ
ピーできます。

1 d2zフォルダを選択

2 ブックマークを選ぶzm61
■ 複数移動する：m62zブックマークを

選択zp
■ miniSDメモリーカードへ1件コピーする：

ブックマークを選ぶ zm631z
「はい」を選択

■ miniSDメモリーカードへバックアップ（全件）
する：
am632
b端末暗証番号を入力z「はい」を選択

3 移動先のフォルダを選択

ブックマークのタイトルを変更する

1 d2zフォルダを選択zブックマー
クを選ぶztを押す
･以降の操作は「ブックマークに登録する」の操
作2と同じです。☛P209

ブックマークを削除する

1 d2zフォルダを選択
■ 全件削除する：フォルダ一覧で m4z 端

末暗証番号を入力z操作3に進む

2 ブックマークを選ぶzm31
■ 複数削除する：m32zブックマークを

選択zp
■ フォルダ内のブックマークを全件削除する：

m33z端末暗証番号を入力

3「はい」を選択

おしらせ
●ツータッチサイト登録されているブックマークを削
除すると、ツータッチサイト登録も解除されます。

ツータッチでサイトを表示する

ツータッチサイト一覧から操作する

フォルダを作成する

フォルダを削除する

Menu 281

ブ
ッ
ク
マ
l
ク

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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ブックマークを並べ替える ソート

ブックマーク一覧の並び順を一時的に並べ替えま
す。表示を終了すると、「アクセス日付順」に戻りま
す。
･並べ替えはすべてのフォルダが対象です。
･アクセス日付順、タイトル名順、URL順、アクセ
ス回数順が選択できます。

1 d2zフォルダを選択zm7z
1～4のいずれかを押す

おしらせ
●タイトル名順の場合、タイトルに全角／半角の文字や
英字、漢字、URL表示のものが混在していると、50
音順にならない場合があります。

サイトの内容を保存する
画面メモ

画面メモを保存する

･最大保存件数☛P38
･保存できるファイルサイズは、画面内の画像など
を含め1件あたり最大100Kバイトです。

1 サイトを表示zm41

2 タイトル名を入力（全角12文字（半角
24文字）まで）zpを押す
･タイトルを入力しないで登録すると、画面メモ
一覧では「無題」と表示されます。
･画面メモ一覧では、タイトルが全角 10 文字、
半角で21文字まで表示され、ディスプレイに
表示しきれない部分は省略されます。

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、上書きするかどうかの確認画面が表
示されます。上書きする画面メモを選択してくださ
い。保護されている画面メモは上書きされません。

Menu 24

画面メモを表示する

1 d4

2 画面メモを選択
：通常の画面メモ
：保護されている画面メモ

･画面メモ表示中の操作方法は、一部を除きサイ
ト表示中と同じです。☛P206

おしらせ
●サイト画面ではmを押し、「画面メモ」→「表示」を
選択します。このとき、文字コードを変更していた場
合、サイト画面に戻ると文字コードは「自動選択」に
戻ります。

●画面メモ表示画面でFlash画像を再度動作させると
きは、mを押し、「表示」→「リトライ」を選択します。

画面メモのタイトルを変更する

1 d4z画面メモを選ぶztを押す
･以降の操作は「画面メモを保存する」の操作2
と同じです。

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「タイトル変更」
を選択します。

画面メモを保護する

･最大保護件数☛P38

1 d4

2 画面メモを選ぶzm11を押す
画面メモが保護され、マークが から に変
わります。
･解除する：画面メモを選ぶzm13
■ 複数保護する：m12z画面メモを選択

zp
■ 複数解除する：m14z画面メモを選択

zp
■ 全件解除する：m15

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「保護」／「保護
解除」を選択します。

画面メモを削除する

･保護されている画面メモは削除できません。保護
を解除してから削除してください。

1 d4

2 画面メモを選ぶzm21
■ 複数削除する：m22z画面メモを選択

zp

お買い上げ時 アクセス日付順

画
面
メ
モ

つづく
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■ 全件削除する：m23z端末暗証番号を
入力

3「はい」を選択

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「削除」を選択し
ます。

サイトから画像やメロディなどをダウンロードする

サイトから画像を取得する
画像保存

サイトなどから、画像やフレームなどを取得し保
存します。保存した画像は「マイピクチャ」から
表示したり、待受画面などに設定できます。
･最大保存件数☛P38
･保存できる画像のファイルサイズは1件あたり最
大100Kバイトです。
･GIF形式、JPEG形式、Flash形式の画像を保存
できます。

サイトからダウンロードするとき

1 サイトを表示zm61
■ サイトの背景画像を保存する：サイトを表示

zm62z操作３に進む

2 画像を選択

3 各項目を選択して設定

4 pz保存先を選択

おしらせ
●画像によっては正しく表示できない場合がありま
す。

●横縦（または縦横）のサイズが、GIF形式は640×
480、JPEG形式は1728×2304を超える画像は
保存できません。また、JPEGの種類によっては保
存できない場合があります。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、削除するかどうかの確認画面が表示
されます。画面の指示に従って画像を削除してくだ
さい。削除する前に画像一覧でpを押すと画像の
表示、mを押すと詳細情報の表示ができます。

●画像入りのサイトを表示する際、画像の横幅がディ
スプレイより大きいときは縮小して表示されます。

サイトからメロディをダウンロードす
る ｉメロディ

サイトからメロディをダウンロードし、再生・保
存します（ｉ メロディ対応）。保存したメロディ
は「メロディ」から再生したり、着信音に設定で
きます。
･最大保存件数☛P38
･保存できるメロディのサイズは 1 件あたり最大
100Kバイトです。
･ SMF形式、MFi形式のメロディを保存できます。

･メール添付や FOMA 端末外への出力が禁止さ
れている画像（ファイル制限欄に「あり」と表
示）の場合、表示名以外は変更できません。

表示名：
全角・半角を問わず36文字まで入力できま
す。

ファイル名：
半角英数字と「.」「-」「_」で36文字まで入
力できます。ただし、「.」はファイル名の先
頭に使用できません。

コメント：
全角・半角を問わず100文字まで入力でき
ます。

例

保存する画像に枠が付き
ます。

ファイル名とファイルサ
イズが表示されます。
･ b以外のキーを押すと
消えます。

フレーム候補：
画像をフレーム画像として貼り付け可能に
するかどうかを設定します。
･横縦（または縦横）のサイズが240×400
または352×288を超える画像は「する」
に変更できません。

スタンプ候補：
画像をスタンプ画像として貼り付け可能に
するかどうかを設定します。
･横縦（または縦横）のサイズが240×400
以上の画像は「する」に変更できません。

ファイル制限：
メール添付によって他の携帯電話に画像を
送信したとき、受信した相手の携帯電話から
さらに他の携帯電話に画像を送信すること
を制限するかどうかを設定します。
･サイトからダウンロードした画像ファイ
ルの場合は変更できません。

･画像ファイルによっては選択できない項目が
あります。
･m を押すと、画像を設定できる一覧が表示さ
れ、待受画面などに設定できます。☛P315

画
像
保
存

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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1 サイトを表示zメロディを選択
･ダウンロード中にpを押すとダウンロードを
中止します。

2「保存」を選択
･再生する：「再生」を選択
･保存を中止する：「戻る」を選択z「いいえ」を
選択

3 表示名を入力（全角25文字（半角50文
字）まで）zpを押す
メロディは、メロディの「ｉモード」フォルダに
保存されます。☛P331

おしらせ
●メロディによっては正しく再生できない場合があり
ます。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、メロディを削除するかどうかの確認
画面が表示されます。画面の指示に従ってメロディ
を削除してください。削除する前にメロディ一覧で
pを押すとメロディの再生、mを押すと詳細情報
の表示ができます。

サイトから画像やメロディなどを取り込む

サイトからPDFデータをダウンロード
する

サイトからPDFデータをダウンロードし、表示・
保存します。
･最大保存件数☛P38
･保存できるPDFデータのサイズは1件あたり最
大2Mバイトです。
･データサイズの大きい PDF データをダウンロー
ドした場合、高額のパケット通信料となることが
ありますので、ご注意ください。

1 サイトを表示zPDFデータを選択
PDFデータがダウンロードされ、PDF対応ビュー
アに表示されます。☛P356
･ダウンロード中にoを押すと、ダウンロード
を中止します。
･ PDFデータにパスワードが設定されているとき
は、パスワードを入力してpを押します。入力
したパスワードは「＊」で表示されます。

2 m2
･既に同じPDFデータが保存されているときは、
PDFデータによっては上書きするかどうかの確
認画面が表示されます。上書きする場合は「は
い」を選択します。

3 表示名を入力（全角・半角を問わず36
文字まで）zpを押す
PDFデータは、マイドキュメントの「ｉモード
フォルダ」に保存されます。☛P356
･ガイド行に が表示された場合は、t
を押し、pを押すとminiSDメモリーカード
に保存できます。現在の保存先はタスクバーの
表示で確認できます。
･すべてのページをダウンロードしていなくて
も、ダウンロードしたところまで保存されます。

おしらせ
●2Mバイトを超えるPDFデータをダウンロードしよ
うとすると、最大サイズを超えているためダウン
ロードできない旨のメッセージが表示され、ダウン
ロードできません。

●サイズが不明の場合はダウンロードできません。
●ｉモードしおりやマークの合計サイズが100Kバイ
トより大きい PDF データをダウンロードしようと
すると、最大サイズを超えているためダウンロード
できない旨のメッセージが表示され、ダウンロード
できません。

●同じ PDF データをもう一度ダウンロードした場合、
ｉモードしおりやマークの内容が異なるときは、異な
るｉモードしおりやマークが追加で保存されます。た
だし、ｉモードしおりやマークの合計がそれぞれ10
件を超えると、最大登録件数を超える旨のメッセージ
が表示されます。画面の指示に従って登録可能件数に
なるまでｉモードしおりやマークを削除してくださ
い。

●ダウンロードを中止したり、通信が切断されたりして
途中までしか保存されていない PDF データの場合、
マイドキュメントからPDFデータを選択すると、再
ダウンロードできます。PDF データによっては再ダ
ウンロードできない場合があります。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を超
えるときは、FOMA端末またはminiSDメモリーカー
ドに保存されている PDF データを削除するかどうか
の確認画面が表示されます。画面の指示に従ってPDF
データを削除してください。miniSDメモリーカード
内の PDF データを削除するときは通信が切断されま
す。削除する前にPDFデータ一覧でmを押すとPDF
データの詳細情報の表示ができます。

●500Kバイトより大きいPDFデータをダウンロード
する場合、ダウンロードするかどうかの確認画面が
表示されます。ダウンロードする場合は「はい」を
選択します。

●PDFデータを部分的にダウンロードした場合、PDF
データ表示中にm8を押すと残りのデータをダ
ウンロードできます。

P
D
F
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サイトから辞書をダウンロードする

サイトから辞書をダウンロードし、保存します。
･最大10件保存できます。
･保存できる辞書のサイズは１件あたり最大32Kバ
イトです。
･ダウンロードした辞書を利用できるようにする
には☛P413

1 サイトを表示z辞書を選択
･ダウンロード中にpを押すとダウンロードを
中止します。

2「保存」を選択
･保存を中止する：「戻る」を選択 z「いいえ」
を選択

3 oを押す
辞書は、文字入力／その他のダウンロード辞書に
保存されます。

おしらせ
●最大保存件数を超えるときは、保存できません。画
面の指示に従って辞書を削除してください。

サイトからキャラ電をダウンロードす
る

サイトからキャラ電をダウンロードし、保存しま
す。
･最大保存件数☛P38
･保存できるキャラ電のサイズは 1 件あたり最大
100Kバイトです。

1 サイトを表示zキャラ電を選択
･ダウンロード中にpを押すと、ダウンロード
を中止します。

2「保存」を選択
･表示する：「表示」を選択
･保存を中止する：「戻る」を選択z「いいえ」を
選択

3 各項目を選択して設定

4 pを押す
キャラ電は、キャラ電の「ｉモード」フォルダに
保存されます。☛P328

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、キャラ電を削除するかどうかの確認
画面が表示されます。画面の指示に従ってキャラ電
を削除してください。削除する前にキャラ電一覧で
pを押すとキャラ電の表示、mを押すと詳細情報
の表示ができます。

●お買い上げ時に登録されているキャラ電を削除した
場合は、ｉモードサイト「My D-style」からダウン
ロードできます。☛P426

ｉモードの便利な機能

ｉモードの便利な機能

Phone To（AV Phone To）・Mail To・
Web To機能を使う

表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージR/Fな
ど）の電話番号やメールアドレス、URL から、音声
電話やテレビ電話、プッシュトークの発信（Phone
To／AV Phone To）、メールの作成（Mail To）、サ
イトやインターネットホームページへの接続（Web
To）が行えます。
･サイトやインターネットホームページによって
は、利用できない機能があります。

1 サイトを表示z電話番号、メールアドレ
ス、またはURLを選択
･選べない電話番号、メールアドレス、URLは選
択できません。

■ Phone To（AV Phone To）のとき：
発信オプションの画面が表示されます。
a発信条件を設定☛P58
bmz「はい」を選択

■ Mail Toのとき：
選択したメールアドレスが宛先に設定されて
いるメール作成画面が表示されます。
aｉモードメールを作成して送信
･複数のメールアドレスが続けて表示され
ている場合、Mail To機能を利用できな
いことがあります。表示名：

全角・半角を問わず36文字まで入力できま
す。

コメント：
全角・半角を問わず100文字まで入力でき
ます。

辞
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■ Web Toのとき：
選択したURLのサイトやインターネットホー
ムページに接続されます。

URLをコピーする

表示中のサイトや画面メモの URL をコピーします。
コピーした文字は、メール作成画面や電話帳の登録
画面などの入力欄に貼り付けられます。
･コピーした文字は電源を切るまで記録され、別の
場所に何度でも貼り付けることができます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーを行
うと、以前にコピーした文字は上書きされます。

サイトのURLをコピーするとき

1 サイトのURLを表示zm1
･ URLを表示する☛P207

2 コピーする範囲の開始位置を選択 z 終
了位置を選択
･全文を選択する場合はmoを押します。
･開始位置を指定し直すときはcを押します。
･開始位置指定後にm、pを押すとカーソルが
文頭、文末に移動します。

3 貼り付け先の文字入力画面を表示 z 文
字を貼り付ける

おしらせ
●URL履歴一覧、ツータッチサイト一覧、画面メモ一
覧ではmを押し、「URLコピー」を選択します。ブッ
クマーク一覧ではmを押し、「URL入力／URLコ
ピー」→「URLコピー」を選択します。これらの画
面から操作する場合はURL全体がコピーされます。

●メールにURLを貼り付けるには、サイト画面でm
を押し、「メール作成」を選択します。表示中のサイ
トのURLが本文に貼り付けられてメール作成画面が
表示されます。

電話番号やメールアドレスを電話帳に登録
する 電話帳登録

表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージR/F）
の電話番号やメールアドレスを電話帳に登録しま
す。新規登録も、登録済みの電話帳データへの追加
もできます。
･サイトによっては、画面に表示されている項目以
外の情報も登録できる場合があります。
･登録済みの電話帳データへ追加する場合、以前に
登録した内容が変更されてしまう場合がありま
す。電話帳編集画面で登録内容を確認してくださ
い。

サイト画面に表示されている電話番号を新規登
録するとき

1 サイトを表示z電話番号を選ぶ
･選べない電話番号やメールアドレスは登録で
きません。

2 m81
･登録済みの電話帳データに追加する：
m82

3 1～2z名前などを登録☛P111、
P115
･登録済みの電話帳データに追加する：
1 ～ 2z 相手を選択 z 登録内容を修正
☛P123

おしらせ
●画面メモ表示画面ではmを押し、「電話帳」→「新
規登録」または「更新登録」を、メッセージR/F詳
細画面ではmを押し、「登録」→「電話帳新規」ま
たは「電話帳更新」を選択します。

URLを電話帳に登録する

ブックマーク一覧や画面メモ一覧からURLを電話帳
に登録します。新規登録も、登録済みの電話帳デー
タへの追加もできます。
･登録済みの電話帳データへ追加する場合、以前に
登録した内容が変更されてしまう場合がありま
す。電話帳編集画面で登録内容を確認してくださ
い。

ブックマーク一覧から登録するとき

1 d2zフォルダを選択

2 ブックマークを選ぶzm81
･登録済みの電話帳データに追加する：ブック
マークを選ぶzm82

3 名前などを登録☛P111、P115
･登録済みの電話帳データに追加する：相手を選
択z登録内容を修正☛P123

おしらせ
●画面メモ一覧ではmを押し、「電話帳」→「新規登
録」または「更新登録」を選択します。

●サイト画面からURLを表示した場合は登録できませ
ん。

例

例

例
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ｉモードの設定を行う

ｉモードの設定を行う
ｉモード設定

Menu 282

接続待ち時間を設定する 接続待ち時間設定

ｉモードセンターに接続するまでの最大待ち時間を設
定します。接続が正常に行われないときなどに、設定
した時間で自動的に接続を中断するので、キー操作で
中断する必要はありません。

1 d82z1～3のいずれかを
押す

おしらせ
●「無制限（設定なし）」に設定していても、電波状況
などによりｉモードセンターとの接続が中断される
ことがあります。

Menu 288

ｉモードから接続先を変更する
（ISP接続通信） 接続先設定

■ ISP接続通信とは
ドコモのｉモード端末の接続先を切り替えること
で、各種プロバイダ（ISP）へ接続できます。プ
ロバイダに接続した際にパケット通信料がかかり
ます。
･ ISP接続した際のパケット通信はパケ・ホーダイ
の対象とはなりませんのであらかじめご了承く
ださい。
･ドコモへの新たなお申し込みは不要です。

■ プロバイダ契約について
･ ISP接続通信をご利用いただくには、別途プロバ
イダへのお申し込みが必要です。各プロバイダの
サービス内容（サイト接続、インターネット接
続、メール機能など）、お申し込み方法について
は各プロバイダにお問い合わせください。
･プロバイダが提供するサービス内容によって
は、別途情報料などがかかる場合がありますが、
ドコモからご請求することはありません。
･お客様が閲覧されるサイトによっては、お客様
の電話番号が実際に閲覧されるサイトを提供す
るプロバイダに通知される場合があります。
･登録できる接続先は最大10件です。
･通信中は接続先を設定／変更できません。

1 d88

2 ユーザ設定1～10のいずれかを選ぶz
mz端末暗証番号を入力
■ ｉモードを利用する設定に戻す：「ｉモード
（FOMAカード）」を選択z操作5に進む

■ 以前に設定した接続先に変更する：接続先を
選択z操作5に進む

3 各項目を選択して設定zp

･m を押すと、既に入力した項目の内容を一括
削除できます。

4 編集した接続先を選択

5 pを押す

おしらせ
●接続先を変更した場合、待受画面にｉチャネルの情
報はテロップ表示されなくなります。その後、情報
が自動更新されるか、待受画面でcを押してチャ
ネル一覧を表示すると、最新の情報が受信され、待
受画面にテロップ表示されるようになります。

Menu 286

画像表示／効果音を設定する 表示・効果設定

サイトや画面メモ、メッセージR/Fなどの内容を表示
したときの画像や効果音（Flash再生時）を設定します。

1 d86

2 各項目を選択して設定

お買い上げ時 60秒間

※ドコモのｉモードサービスをご利用の場合
は、設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 ｉモード（FOMAカード）

接続先名称：
全角8文字（半角16文字）まで入力できます。

接続先：
半角英数字で99文字まで入力できます。

接続先アドレス：
半角英数字で30文字まで入力できます。

接続先アドレス2：
半角英数字で30文字まで入力できます。
･接続先アドレス2はｉチャネルの接続先で
す。☛P293

お買い上げ時 画像、アニメーション：表示する
端末情報データ利用設定：利用する
効果音設定：ON

画像：
画像を表示するかどうかを設定します。
･「表示しない」に設定すると、画像やFlash
画像、アニメーションは表示されず、 が
表示されます。また、アニメーション、端
末情報データ利用設定は設定できません。

ｉ
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3 pを押す

おしらせ
●サイト画面、画面メモ表示画面ではmを押し、「表
示」→「表示・効果設定」を選択します。

●ｉチャネル一覧でmを押し、「効果音設定」を選択
すると、Flash画像の効果音を鳴らすかどうかを設定
できます。

●画像を「表示しない」に設定すると、ｉモードメー
ルにWeb To機能を使用して添付されてきた画像の
保存や表示もできなくなります。

●アニメーションを「表示しない」に設定してもFlash
画像は再生されます。

●画像の設定は、添付ファイルとして添付されている
画像やメッセージR/Fの本文中の画像には反映され
ません。また、効果音設定のON／OFFもメッセー
ジR/Fには反映されません。

●端末情報データ利用設定を「利用する」に設定する
と、電池残量、受信レベル、時刻情報、電話着信音
量、バイリンガル設定、機種情報がインターネットを
経由してIP（情報サービス提供者）に送信される場合
があるため、第三者に知得されることがあります。

Menu 283

サイト表示中のディスプレイの照明を設定
する 照明設定

サイトや画面メモ、メッセージR/Fなどの内容を表示
したときの照明を設定します。
･本機能での設定内容は、ディスプレイの照明設定
（☛P150）の点灯時間設定（ｉモード中）にも反映
されます。

1 d83z1～2のいずれかを
押す

おしらせ
●サイト画面、画面メモ表示画面ではmを押し、「表
示」→「照明設定」を選択します。

メッセージサービスを利用する

メッセージR/Fを受信したときは
メッセージR/F受信

メッセージ R/F を受信すると画面表示や着信音、
バイブレータ、決定キーの照明でお知らせしま
す。受信したメッセージR/FはFOMA端末に保存
されます。
･最大保存件数☛P38

1 メッセージR/Fを受信

と または が点滅し、「メッセージR受信中…」
または「メッセージF受信中…」と表示されます。
受信が完了すると、メッセージR/F着信音が鳴り、
決定キーの照明が点灯／点滅して受信結果画面
が表示されます。
･受信中画面でoを押すと受信を中止します。
･受信結果画面は何も操作しないと約15秒間、メッ
セージ着信設定の鳴動時間を 15 秒より長く設定
しているときは着信音が鳴り終わるまで表示され
ます。ただし、メッセージ自動表示に設定したメッ
セージR/Fを受信した場合は、受信前の画面に戻

アニメーション：
アニメーションを再生して表示するかどう
かを設定します。
･「表示しない」に設定すると、アニメーショ
ンの最初のコマが表示されます。

端末情報データ利用設定：
Flash画像を表示するときに、FOMA端末内
の登録データを利用するかどうかを設定し
ます。

効果音設定：
Flash画像の効果音を鳴らすかどうかを設定
します。

お買い上げ時 端末設定に従う

端末設定に従う：
ディスプレイの照明設定の点灯時間設定（通
常時）に従います。

常灯：
ディスプレイの照明が常時点灯します。

受信完了

受信中画面

点滅

：未読のメッセージRあり
：未読のメッセージFあり

受信したメッセージR/Fの
件数
受信に失敗したときは
「メッセージR」「メッセージ
Ｆ」の後ろに「×」が表示
されます。受信し直すには、
ｉ モード問合せを行ってく
ださい。

受信結果(スクロール表示)

受信結果画面

点滅
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る前に、未読のメッセージR/Fの内容が表示され
ます。早く受信前の画面に戻すにはcを押し
ます。

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、未読以外の古いメッセージR/Fから
順に上書きされます。残しておきたいメッセージR/
Fは保護してください。☛P220
･未読メッセージR/Fと保護されているメッセージ
R/F で保存領域が満杯で上書きできないときは、
メッセージR/Fの受信は中止され、画面には （赤）
や （赤）が表示されます（☛P29）。受信する場
合は、未読メッセージR/Fの内容表示（☛P219）、
不要メッセージR/Fの削除（☛P220）、保護解除
（☛P220）などを行う必要があります。

●受信表示設定の設定によっては、受信中画面や受信
結果画面が表示されません。☛P262

●次のような場合に送られてきたメッセージ R/F は
ｉ モードセンターに保管されます。
･電源が入っていないとき ･テレビ電話中
･プッシュトーク通信中 ･セルフモード中
･受信に失敗したとき ･圏外のとき
･ SMS受信中 ･赤外線通信中
･お預かりセンター接続中 ･おまかせロック中
･ FirstPassセンター接続中
･未読メッセージR/Fと保護されているメッセージ
R/Fで保存領域が満杯のとき

●FOMA端末でメッセージR/Fを受信すると、ｉモー
ドセンターに保管されているメッセージR/Fは削除
されます。

●ｉモードセンターにメッセージR/Fが残っていると
きは や （☛P29）が表示されます。ただ
し、メッセージR/Fがあっても表示されない場合が
あります。また、ｉ モードセンターの保管件数
（☛P203）が満杯になったときは、マークが

や （☛P29）に変わります。

新着メッセージR/Fを表示する

1 受信結果画面で2～3

2 メッセージR/Fを選択
･メロディが添付されている場合は、自動的に再
生されます。また、自動再生されないようにも

設定できます。☛P260
ただし、メッセージR/Fを自動表示した場合は
再生されません。
･メッセージR/Fの画面の見かた☛P219

Menu 2631

メッセージR/Fを自動的に表示する
メッセージ自動表示

メッセージR/Fを受信したときに、その内容を自動的
に表示（約15秒間）するかどうかを設定します。ま
た、メッセージ R/F のどちらかのみ、または、メッ
セージ R/F のいずれかを優先して表示するようにも
設定できます。

1 d631z1～5のいずれ
かを押す

おしらせ
●待受画面表示中の場合だけ自動表示できます。受信
結果画面からメールやメッセージR/Fの表示操作を
行った場合、ｉモード問合せでメッセージR/Fを受
信した場合は自動表示されません。

●自動表示するように設定すると、メッセージR/Fの
受信結果画面から受信前の画面に戻るときに、受信
したメッセージR/Fの内容が自動表示されます。自
動表示中にキー操作を行わなかった場合は、メッ
セージR/Fは未読の状態で保存されます。

Menu 2634

メッセージR/F着信時の動作を設定する
メッセージ着信設定

･本機能での設定内容は、音の設定、イルミネー
ション設定、バイブレータ設定にもそれぞれ反映
されます。

メッセージR着信時の動作を設定するとき

1 d6341
■ メッセージF着信時の動作を設定する：

d6342

2 各項目を選択して設定

･受信したメッセージ
Rは「メッセージR」、
メッセージFは「メッ
セージF」に保存され
ます。

お買い上げ時 メッセージR優先

お買い上げ時 着信音選択：メロディ／メール・メロディC
着信イルミネーション設定：ゆっくり点滅／
レモン　バイブレータ設定：OFF　
鳴動時間：10秒

着信音選択：
「メロディ」または「着モーション」を選択
し、メロディまたは動画／ｉモーションを選
択します。
･「OFF」を選択すると、着信音は鳴りません。
･選択時にメロディ、動画／ｉモーションを
再生して確認するには☛P133

例
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おしらせ
●メロディによっては、着信イルミネーション設定や
バイブレータ設定で「メロディ連動」に設定すると、
イルミネーションやバイブレータが動作しないこと
があります。

Menu 261 / Menu 262

保存されているメッセージR/Fを表示
する メッセージR／メッセージF

･未読のメッセージ R/F があるときは待受画面に
または が表示されます。

メッセージRを表示するとき

1 d61
■ メッセージFを表示する：d62

2 メッセージRを選択

添付されているファイルを表示・保存する

メッセージ R/F に添付されている画像やトルカを表
示・保存したり、メロディを再生・保存します。

添付されているファイルを保存するとき

1 メッセージR/F一覧を表示

2 メッセージR/Fを選択

3 添付ファイルのファイル名を選ぶzm
52
･画像の場合、以降の操作方法は「サイトから画
像を取得する」の操作3以降と同じです。
☛P212
･メロディの場合、以降の操作方法は「サイトか
らメロディをダウンロードする」の操作３と同
じです。☛P213

■ 表示・再生する：ファイル名を選択
･画像の場合は、表示／非表示が切り替わり
ます。

■ タイトルを表示する：ファイル名を選ぶzm
53
･画像の場合は操作できません。

おしらせ
●本文中の画像や背景画像を保存する場合は、m を
押し「画像保存」→「画像選択」または「背景画像
保存」を選択し、画像を選択します。

着信イルミネーション設定：
着信時の決定キーの照明の点灯パターンと
点灯色を設定します。
･点灯パターンを「メロディ連動」または
「OFF」に設定すると点灯色は設定できま
せん。

バイブレータ設定：
着信時の振動を設定します。

鳴動時間（秒）：
着信音が鳴動している時間を設定します（1
～30秒）。

メッセージR/F一覧画面／詳細画面の見かた
メッセージRとメッセージFの画面の見かたは同様
です。

■ メッセージR/F一覧画面

例

ページ番号／総ページ数
受信日時とタイトル
･ 受信日時には、受信した
日付が当日の場合は時
刻、当日以外の場合は日
付が表示されます。

a

b

a ：未読 ：既読 ：保護
b ：画像あり ：メロディあり

：トルカあり ：複数添付ファイルあり

■ メッセージR/F詳細画面

･&で前後のメッセージR/Fを表示できます。

●添付ファイルがある場合、メッセージR/F 詳細
画面にマークと添付ファイル名、ファイルサイ
ズなどが表示されます。
･画像のマークの意味☛P244
･メロディのマークの意味☛P246
･トルカのマークの意味☛P247

●本文中に画像が組み込まれている場合は画像が
表示されます。
画像を受信できなかったときはマークが表示さ
れます。マークはサイトで画像を表示できな
かった場合と同じです（☛P204）。

状態マーク、添付ファイル
マーク（添付ファイルがあ
るときのみ）、メッセージ
R/F番号

：受信日時 ：タイトル

例
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メッセージR/Fを保護する メッセージ保護

･最大保護件数☛P38
･未読のメッセージR/Fは保護できません。

1 メッセージR/F一覧を表示

2 メッセージR/Fを選ぶzm21を
押す
メッセージ R/F が保護され、マークが から

に変わります。
･解除する：メッセージR/Fを選ぶzm23
■ 複数保護する：m22zメッセージR/

Fを選択zp
■ 複数解除する：m24zメッセージR/

Fを選択zp
■ 全件解除する：m25

おしらせ
●メッセージR/F詳細画面ではmを押し、「保護」／
「保護解除」を選択します。

メッセージR/Fを削除する メッセージ削除

･保護されているメッセージR/Fは削除できません。
保護を解除してから削除してください。

1 メッセージR/F一覧を表示

2 メッセージR/Fを選ぶzm11
■ 既読のメッセージR/Fのみを削除する：

m12
■ 複数削除する：m13zメッセージR/

Fを選択zp
■ 全件削除する：m14z端末暗証番号を

入力

3「はい」を選択

おしらせ
●メッセージR/F詳細画面ではmを押し、「削除」を
選択します。

表示するメッセージR/Fの種別を選ぶ
表示種別

メッセージ R/F 一覧に、指定した種別のメッセージ
R/F だけを一時的に表示します。表示を終了すると
「すべて表示」に戻ります。
･すべて表示、未読のみ表示、既読のみ表示、保護
のみ表示が選択できます。

1 メッセージR/F一覧を表示zm3z
1～4のいずれかを押す
･「既読のみ表示」では、保護されているメッセー
ジR/Fは表示されません。

証明書を利用する

証明書を操作する

SSL通信時に必要な証明書の操作を行います。

Menu 2851

証明書を表示して有効／無効を設定する
証明書表示／使用設定

･ユーザ証明書はダウンロードすると表示されます。
･青色のFOMAカードを差し込んでいる場合は、「ド
コモ証明書」「ユーザ証明書」は表示されません。

1 d851z証明書を選択

おしらせ
●証明書の表示内容
所有者
CN=：（Common Name）サーバの名前、管理

者名、または識別番号
O= ：（Organization）会社名など
C= ：（Country）国名

発行者
CN=：（Common Name）サーバの名前、管理

者名、または識別番号
OU=：（Organization Unit）会社の部署など
O= ：（Organization）会社名など

有効期限
シリアル番号

お買い上げ時 すべて有効

証明書を表示する

CA証明書：
認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時
の端末内に保存されています。

ドコモ証明書：
FirstPassセンターやFirstPass対応サイ
トに接続するために必要な証明書で、あらか
じめFOMAカード内に保存されています。

ユーザ証明書：
FirstPass 対応サイトへ接続するために必
要な証明書です。
FirstPassセンターで発行申請を行い、ダウ
ンロードすると FOMAカード内に保存され
ます。

証
明
書
の
操
作
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●証明書の所有者、発行者、有効期限について記述が
ない場合、項目名のみ表示されます。

1 d851

2 証明書を選ぶzm
･押すたびに有効／無効が切り替わります。

3 pを押す
チェックされている証明書が有効となって設定
されます。

おしらせ
●ドコモ証明書2は無効に設定できません。
●ドコモ証明書、ユーザ証明書の設定は、FOMAカー
ドに保存されます。

Menu 2852

FirstPassを設定する ユーザ証明書操作

FirstPassセンターに接続して、ユーザ証明書の発行
申請をし、ダウンロードします。
･ FirstPassセンターで表示される画面や操作方法
は、変更されることがあります。
･ FirstPassセンターに接続中は、メールの送受信
やメッセージR/Fの受信はできません。

1 d852

2「次へ」を選択z「a証明書発行」を選択

■ 発行された証明書を失効させる：
a「次へ」を選択z「cその他」を選択
b「a証明書失効」を選択z「はい」を選択
cPIN2コードを入力z「実行」を選択
d「次へ」を選択
e「実行」を選択

3「実行」を選択

4 PIN2コードを入力
･ 60秒以内にPIN2コードを入力しないと発行
申請はキャンセルされます。

5「ダウンロード」を選択z「実行」を選択

･ダウンロードされたユーザ証明書は、証明書の
一覧に追加されます。☛P220

おしらせ
●FirstPassセンターに接続した際のパケット通信料
は無料です。

●ユーザ証明書は、お客様がFOMA契約されているこ
とを証明するものです。ダウンロードしたユーザ証
明書はFOMAカードに保存され、FirstPassに対応
しているサイトで利用できます。

●添付のCD-ROMからFirstPass PCソフトをパソ
コンにインストールすると、FOMA端末をパソコン
に接続して、FirstPass を使った通信ができます。
詳しくはCD-ROM内の「FirstPassManual」をご
覧ください。「FirstPassManual」（PDF形式）を
ご覧になるには、Adobe Reader（バージョン6.0
以上を推奨）が必要です。お使いのパソコンにイン
ストールされていない場合は、アドビシステムズ株
式会社のホームページから最新版をダウンロードし
てください（別途通信料がかかります）。詳しくはア
ドビシステムズ株式会社のホームページを参照して
ください。

証明書の有効／無効を設定する

証
明
書
の
操
作

つづく



222

ｉ
モ
l
ド
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

Menu 2853

証明書発行接続先を変更する
証明書発行接続先設定

FirstPass以外のサービスを受けるときに、接続先を
設定します。設定を変更するとFirstPassセンターに
接続できなくなります。

1 d853

2 接続先欄を選択z2
･ FirstPassに接続する設定に戻す：接続先欄を
選択z1z操作5に進む

3 ユーザ設定接続先欄を選択 z 接続先を
入力（半角英数字99文字まで）

4 ユーザ設定初期画面URL欄を選択z
URLを入力（半角英数字100文字まで）

5 pを押す

ｉモーションを利用する

ｉモーションとは

サイトやインターネットホームページから映像や
音を取得し、再生・保存します｡保存した映像や音
はｉモーションとして再生したり、着モーション
に設定できます。メロディだけではなく歌手の歌
声なども着信音として利用できます（一部の対応
していないｉモーションは着モーションに設定で
きません）。
ｉモーションには大きく分けて以下の2つのタイ
プがあります。取得時にデータの種類を変更した
り、選択したりできません。

■ 標準タイプ（保存可※1）

※1：保存できないｉモーションもあります。

■ ストリーミングタイプ（保存不可）

サイトからｉモーションを取得する

･最大保存件数☛P38

1 サイトを表示zｉモーションを選択
ｉモーションの取得が始まり、完了するとその旨
のメッセージが表示されます。
･ストリーミングタイプの ｉ モーションを選択
した場合は、再生するかどうかの確認画面が表
示されます。「はい」を選択すると、取得しな
がら再生します。再生が終了すると取得が完了
した旨のメッセージが表示されますが、保存は
できません。

FirstPassのご使用にあたって
●FirstPassとはドコモの電子認証サービスです。
FirstPass を利用することにより、サイト側と
FOMA 端末側がお互いの証明書を送付し合い、
受け取った相手の証明書を検証してお互いの認
証を行うクライアント認証が可能となります。

●FirstPassはFOMA端末からのインターネット
通信と、FOMA端末をパソコンに接続した状態
でのインターネット通信でお使いいただくこと
が可能です。パソコンでご利用いただくために
は、添付のCD-ROM内のFirstPass PCソフト
が必要です。

●ユーザ証明書の発行申請をする際は、画面に表
示される「FirstPass ご利用規則」をよくお読
みになり、ご同意の上、申請してください。

●ユーザ証明書のご利用には PIN2 コードの入力
が必要です。

●PIN2コード入力後になされたすべての行為がお
客様によるものとみなされますので、FOMA
カードまたはPIN2コードが他人に使用されない
よう十分ご注意ください。

●FOMAカードの紛失、盗難にあった場合などは、
取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」でユー
ザ証明書の失効を行うことができます。

●FirstPass 対応サイトによって提供されるサイ
トや情報については、ドコモは、何らの義務も
ないものとし、一切の責任を負いません。お客
様とFirstPass対応サイトとの間で解決をお願
いいたします。

●FirstPassおよびSSLのご利用にあたり、ドコ
モおよび認証会社は安全性などに関し保証を行
うものではありませんので、お客様ご自身の判
断と責任においてご利用ください。

通常は設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 ドコモ

再生動作 説　明
データを取得
しながら再生
（最大500Kバ
イト）

ｉモーションのデータを取得しながら
再生します。取得完了後は、データを
取得後に再生する ｉ モーションと同
様に操作できます。

データを取得
後に再生（最大
500Kバイト）

ｉモーションのデータをすべて取得後
に再生します。

再生動作 説　明
データを取得
しながら再生
（最大 2M バイ
ト）

ｉモーションのデータを取得しながら
再生します。再生が終わった ｉ モー
ションのデータは消去され、FOMA端
末に保存できません。

ｉ
モ
l
シ
ョ
ン
と
は

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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･ｉモーション設定のｉモーションタイプ設定
を「標準タイプ」に設定しているときにスト
リーミングタイプの ｉ モーションを取得しよ
うとすると、設定を変更するかどうかの確認画
面が表示されます。「はい」を選択してｉモー
ションタイプ設定を「標準・ストリーミングタ
イプ」に設定すると、ストリーミングタイプの
ｉモーションを取得できます。☛P224

■ データを取得しながら再生するｉモーション：
ｉモーションを取得しながら再生します。再生
終了後は、データを取得後に再生する ｉ モー
ションと同様に操作できます。

･再生中は次の操作ができます。

･再生を一時停止または停止しても、データ
の受信は継続します。
･中断すると確認画面が表示されます。中断
する場合は「はい」を選択します。
･ｉモーション設定の自動再生設定が「自動再
生しない」に設定されているときは、自動再
生されません。

■ データを取得後に再生するｉモーション：
取得が完了すると、自動的に再生されます。

･再生中は次の操作ができます。

･ｉモーション設定の自動再生設定が「自動再
生しない」に設定されているときは、自動再
生されません。

2「保存」を選択
･ストリーミングタイプのｉモーションは保存で
きません。
･もう一度再生する：「再生」を選択
･詳細情報を表示する：「情報表示」を選択
･保存を中止する：「戻る」を選択z「いいえ」を
選択

3 表示名を入力（全角・半角を問わず36
文字まで）zpを押す
取得した ｉ モーションは、ｉ モーションの
「ｉ モード」フォルダに保存されます。
･ガイド行に が表示された場合は、tを
押し、pを押すとminiSDメモリーカードに保
存できます。保存したｉモーションは、コンテ
ンツ移行対応のｉモーションのホームフォルダ
に保存されます。☛P340
現存の保存先はタスクバーの表示で確認できま
す。

■ 取得したｉモーションのテロップにリンクが
設定されている：
テロップ中に電話番号やメールアドレス、サ
イトなどへのリンクが設定されているとき
は、再生を終了するか中断するとPhone To、
AV Phone To、Mail To、Web Toを利用で
きます。Phone To、AV Phone To の場合
は、発信オプションの画面が表示されます。
Mail To、Web Toの場合は、確認画面が表示
されます。
･ Phone To（AV Phone To）の場合は、p
を押すと電話番号を電話帳に登録できま
す。Mail Toの場合は、「電話帳登録」を選
択するとメールアドレスを電話帳に登録で
きます。
･ｉモーションが保存されていない場合は、保
存するかどうかの確認画面が表示されます。
･複数のリンク項目があるときは、1つのリン
ク項目が有効になります。有効になるリンク
項目は、ｉモーションによって異なります。

■ 待受画面に設定する：m1z「はい」を選択
･拡大表示できる場合は、「はい（等倍表示）」
を選択すると画像サイズのまま、「はい（拡
大表示）」を選択すると画面サイズに合わせ
て拡大して表示されます。
･ｉ アプリ待受画面が設定されている場合は、
ｉ アプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。

■ 電話帳に新規登録する：m2z名前などを
設定して登録

o：一時停止／再生（標準タイプのみ）
%：音量調整
p：中断（ストリーミングタイプ）

停止（標準タイプ。oを押すと先頭
から再生）

m：詳細情報の表示

o：一時停止／再生 %：音量調整
r：早送り再生 l：巻戻し再生
p：停止（取得が完了した旨のメッセージ

表示）
m：詳細情報の表示

受信済みのデータ量／
全体のデータ量

ｉ
モ
l
シ
ョ
ン
の
取
得

つづく
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■ 登録済みの電話帳データに追加する：m3
z相手を選択z内容を確認して登録
･既に動画／ｉモーションが設定されている
ときは、選択した動画／ｉモーションに置
き換わります。

■ 着モーションに設定する：m4z1 ～
7

■ メモリ指定着信音（電話、メール）に設定する：
am4z8～9z相手を選択
b内容を確認してp
･既に着信音が設定されているときは、選
択した動画／ｉモーションに置き換わり
ます。
･メモリ番号入力について ☛P123「登録
内容を修正する」操作4

■ 着信画像（音声電話、テレビ電話）に設定す
る：m5z1～2
･既に着信画像が設定されているときは、選択
した動画／ｉモーションに置き換わります。

おしらせ
●待受画面や電話帳などに設定するときの注意事項に
ついては☛P323

●取得、再生できる ｉ モーションは MP4（Mobile
MP4）形式のみです。ASF形式のｉモーションの
取得、再生はできません。

●ｉモーションには、再生回数や再生期限などの再生
制限が設定されている場合があります。

●ｉ モーションを取得しながら再生しているときに
データの受信待ちになり、再生が一時停止すること
があります。データを受信し始めると自動的に再生
を再開します。

●ｉ モーションを取得しながら再生しているときに、
電波状況などにより再生ができなくなったり、画像
が乱れたりする場合があります。その場合でも、デー
タが正常に受信されていれば取得完了後に再生でき
ます。ただし、ｉモーションによってはデータを取
得できても、正しく再生できない場合があります。

●データを取得しながら再生する ｉモーションでも、
サイトの状況などによって取得中は再生できない場
合があります。

●ｉモーションのデータが不正だった場合、ｉモーショ
ンの受信が中止されることがあります。

●ｉアプリからｉモーションを利用して、保存する前
に詳細情報を表示したときに着信音設定および着信
画面設定が「可」と表示されても、保存できない場合
があります。その場合には、着信音および着信画像に
設定できません。

●ストリーミングタイプのｉモーションを取得しなが
ら再生しているときに電話がかかってきたり、目覚ま
しやスケジュールで指定した日時になった場合は、取
得が中断され、再生が中止されます。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、FOMA端末またはminiSDメモリーカー
ドに保存されているデータを削除するかどうかの確
認画面が表示されます。保存する場合は、画面の指
示に従って保存されている動画／ ｉ モーションを
削除してください。miniSDメモリーカード内のデー
タを削除するときは通信が切断されます。削除する
前に、動画／ｉモーション一覧でpを押すと動画／
ｉモーションを再生し、mを押すと動画／ｉモー
ションの詳細を表示できます。

Menu 287

ｉモーションの自動再生と取得するタ
イプを設定する ｉモーション設定

ｉ モーションを自動的に再生するかどうかや取得
するｉモーションのタイプを設定します。

1 d87

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●サイト画面から操作する場合はmを押し、「表示」→
「ｉモーション設定」を選択します。

お買い上げ時 自動再生設定：自動再生する
ｉモーションタイプ設定：標準タイプ

自動再生設定：
標準タイプのｉモーションを取得中、また
は取得完了後に自動的に再生するかどうか
を設定します。
･「自動再生しない」に設定しても、ｉモー
ション取得完了後「再生」を選択すると再
生できます。
･ストリーミングタイプのｉモーションは自
動再生設定の設定に関わらず自動的に再生
されます。

ｉモーションタイプ設定：
取得するｉモーションのタイプを設定しま
す。
･ストリーミングタイプの ｉ モーションを
再生するときは「標準・ストリーミングタ
イプ」を選択します。

ｉ
モ
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シ
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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FOMA端末のメール機能について

FOMA端末では、ｉモードメール、SMSの2種
類のメール機能を利用できます。
･ｉモードメールをご利用いただくには、ｉモード
のご契約が必要です。
･ SMSは、ｉモードをご契約されていなくてもご
利用いただけます。

メール機能の送受信について

ｉモードメールについて

ｉモードを契約するだけで、ｉモード端末（mova端
末含む）間はもちろん、インターネットを経由して
e-mailとのメールのやりとりができます。
ｉ モードご契約時のメールアドレスは次のようにな
ります。

･ｉモード端末（mova端末含む）間でメールをやり
とりする場合は、＠マークより前の部分のみのアド
レスで送信可能です。
･パソコンなどの e-mail からメールを受信する場合
は、＠docomo.ne.jpも含めたアドレス全体を使用
します。

･メールの送信方法は☛P230
･メールの受信方法は☛P241

■ メール選択受信
ｉモードセンターに保管されているメールの題名
などを確認し、受信するメールを選択したり、受
信前にｉモードセンターでメールを削除すること
ができます。☛P242

FOMA端末→FOMA端末

FOMA端末→mova端末

FOMA端末から送信したSMSは、mova端末では
ｉモードメールとして受信します。

mova端末→FOMA端末

mova 端末から送られたショートメールは SMSとし
て受信します。

･ショートメールとは、ドコモの携帯電話間で文字
メッセージをやりとりできるサービスです。

ｉモードメール
最大全角5000文字

ｉモードメール

SMS SMS
FOMA
端末

FOMA
端末

最大70文字（日本語※1）
最大160文字（英語※1）

※1：SMS設定の送信文字種で設定します。

ｉモードメール

SMS

最大全角2000文字※1

FOMA
端末

※1：mova端末の設定により異なります。
※2：SMS設定で送達通知を「要求する」に設定してい

る場合は、mova端末に送信できません。

mova
端末

ｉモードメール

※2
ｉモードメール

最大50文字

最大全角250文字
ｉモードメール ｉモードメール

FOMA
端末

mova
端末

SMSショートメール
特番1655をダイヤル

新規にｉモードをご契約の場合
＠マークより前がランダムな英数字の組み合わ
せになっていますので、ｉモード契約後にお客様
のメールアドレスをご確認ください｡
(例)abc1234～789xyz@docomo.ne.jp
･お客様のメールアドレスの確認方法
ｉMenu→料金＆お申込・設定→メール設定→
アドレス確認

A

メールアドレス
ｄｏｃｏｍｏｔａｒｏ＠ΔΔ．□□□．ｃｏ．ｊｐ

C

B

A B
AB

→　  : ｄｏｃｏｍｏ．ΔΔ＿ａｂ１２３４ｙｚ
→　  : ｄｏｃｏｍｏ.ｔａｒｏ.ΔΔ

ｉモード端末どうしの宛先

A C

AC
→　  :ｄｏｃｏｍｏｔａｒｏ＠ΔΔ．□□□．ｃｏ．ｊｐ
→　  :ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ.ΔΔ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

ｉモード端末とe-mail間の宛先

 メールアドレス
　 ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．ΔΔ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

 
 
メールアドレス
　ｄｏｃｏｍｏ．ΔΔ＿ａｂ１２３４ｙｚ＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

ｉモードセンター

パソコン
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下記の各種設定を行うことができます。

･詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします
『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

■ メールアドレス変更【メールアドレス設定（アド
レス変更）】
たとえば「docomo.△△_ab1234yz@docomo.
ne.jp」のように、メールアドレスの「@」より前
の部分を、お好みのアドレスに変更できます。

■ メールアドレス確認【メールアドレス設定（アド
レス確認）】
現在設定されているメールアドレスを確認できま
す｡

■ シークレットコード登録【メールアドレス設定（そ
の他設定）→シークレットコード登録】
電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに
加えて 4 桁のシークレットコードを登録できま
す。シークレットコードを指定していないメール
は受信されなくなるため、不要なメールの受信を
避けられます。

■ メールアドレスリセット【メールアドレス設定（そ
の他設定）→アドレスリセット】
メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」
にできます｡

■ 迷惑メール対策
以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定
を行うと、メールの受信を制限できます。
a受信／拒否設定【メール受信設定（迷惑メール
対策）→受信／拒否設定】
･ドコモ・au・ボーダフォン・TU-KA・ウィ
ルコムのうち、指定する会社からのメールの
受信ができます。
また、上記の会社以外から送信されたメール
のうち、指定するドメインまたはアドレスか
ら受信できます。そして、インターネットか
らの携帯・PHSドメインになりすましたメー
ルを拒否することもできます。

bSMS 拒否設定【メール受信設定（迷惑メール
対策）→SMS拒否設定】
･受信するSMSを制限することができ、「SMS
一括拒否」「非通知SMS拒否」「国際SMS拒
否」「非通知SMSと国際SMSの拒否」の4つ
の中から選択いただけます。また、設定の状
況を確認することができます。

cｉ モードメール大量送信者からのメール受信
制限【メール受信設定（その他設定）→ｉモー
ドメール大量送信者からのメール受信制限】
･１日に１台のｉモード端末（mova端末含む）
から送信される200通目以降のｉモードメー
ルを受信拒否します。初期設定では「拒否す
る」に設定されていますので、大量送信者か
らのメールを拒否したい場合は設定する必要
はありません。

d未承諾広告※メール拒否【メール受信設定（そ
の他設定）→未承諾広告※メール拒否】
･受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行
うために送信される、メール件名欄の最前部
に「未承諾広告※」と記載されているメール
を受信拒否します。初期設定では「拒否する」
に設定されていますので、未承諾広告※メー
ルを拒否したい場合は設定する必要はありま
せん（送信者はメール件名欄の最前部に未承
諾広告※（全角6文字）と記載することが法
律で義務づけられています）。

■ メールサイズ制限【メール受信設定（メールサイ
ズ制限）】
あらかじめ指定したサイズによって、受信する
ｉ モードメールを制限できます。

■ 設定状況確認【メール受信設定（設定状況確認）】
現在設定されているメール受信／拒否などの設定
状況を確認できます。

■ メール機能停止【メール機能停止】
メール機能を利用されない場合、ｉモードセンター
でのメール機能停止ができます｡

ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとおりで
す。

おしらせ
●ｉモードメールの本文は全角5000文字（10000
バイト）まで送受信できますが、添付ファイルのデー
タ量により送受信できる文字数が少なくなります。

●本文が受信可能な文字数を超えた場合、本文の最後
に「/」または「//」が挿入され、超えた分が自動的
に削除されます。

●mova端末へｉモードメールを送信する場合、本文と
して送信できるのは最大全角2000文字までです。ま
た、ｉショット・ｉモーションメールはURLの記載
されたメールとして送信され、それ以外の添付ファイ
ルは削除されます。

メール設定を行う

設定方法
ｉMenu →料金＆お申込・設定→メール設定→
【各設定】

送受信できる文字数

項　目
全角文字（漢字、ひ
らがな、絵文字な
ど）

半角文字（英字、数
字、カタカナなど）

題名 15文字 30文字
メールアドレス － 50文字
本文 5000文字 10000文字

つづく
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●題名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字
は削除されます。

●ｉモード端末（mova端末含む）どうしのメールの
やりとり以外では半角カタカナ、絵文字を使用しな
いでください。受信側で正しく表示されない場合が
あります。

ｉモードセンターに届いたメールは、すぐにお客様の
ｉモード端末に送信されます。ただし、お客様のｉモー
ド端末の電源が入っていない場合や圏外などで受信で
きないときは、メールはｉモードセンターに保管され
ます。ｉモードセンターで保管しているときは、一定
の時間をおいて最大3回再送されます。また、メール
選択受信設定により、ｉモードセンターに保管されて
いるｉモードメールを選択して受信できます。

おしらせ
●ｉモードセンターでのメールの最大保管件数、保管
期間は次のとおりです。

●保管期間が超過したメールは自動的に削除されます。
●最大保管件数は、メールのデータサイズにより異な
ります。保管件数を超えた場合は、ｉモードセンター
ではメールを受信せず、送信者にエラーメッセージ
とともに返信します。このとき ｉ モード端末には
または が表示されます。

なお、メール選択受信設定「ON」時は、保管件数
を超えても または は表示されません。

●ｉ モード端末でメールを受信すると ｉ モードセン
ターに保管されていたメールは削除されます。受信
したメールはｉモード端末に保存されます。

●極端に容量の大きいメールはｉモードセンターで受
け付けないことがあります。

●ｉモードセンターに保管されているメールは、ｉモー
ド問合せやメール選択受信により受信できます。また
新しいメールが届いたときは、保管されている他の
メール、メッセージR/Fも合わせて受信できます。

■ ファイル添付メール
･メロディ添付メール
サイトやインターネットホームページからダウ
ンロードしたメロディファイルを、ｉ モード
メールに添付して送受信できます（メール添付
やFOMA端末外への出力が禁止されているメロ
ディファイルは送信できません）。
･ 送信する ☛P236 ･ 受信したとき ☛P246

･画像添付メール
サイト、インターネットホームページ、または外
部メモリから取得した静止画ファイルを、ｉモー
ドメールに添付して送受信できます（メール添付
や FOMA端末外への出力が禁止されている静止
画ファイルは送信できません）。
･送信する☛P236 ･受信したとき☛P244

■ ｉショット
カメラ機能付き端末で撮影した静止画を添付ファ
イルとしてｉモード端末（mova端末含む）およ
びパソコンや他社携帯電話の間で送受信できま
す。受信側には添付ファイル形式または、画像閲
覧用URL（またはアイコン）および画像の保存期
限が記載されたメールとして送信され、そのURL
を押下することで画像を取得できます。
mova 端末へ送信できるメール本文は最大全角
184文字（369バイト）で、複数ファイルを添
付した場合、添付ファイルは削除され、メール本
文のみ通知されます。
･送信する☛P236 ･受信したとき☛P244

･ｉショットセンターでは最大10日間画像が保
存され、保存期間経過後自動的に削除されます。
･ｉモード端末が、送信できるのは最大500Kバ
イトまでの静止画となります。また、20Kバイ
トより大きい画像を添付してｉモード端末に送
信した場合は、受信側では自動的にサイズの圧
縮された画像を取得します。

メールを受信できないとき

項　目 最大保管件数 最大保管期間

ｉモードメール 207～1000件
(約2Mバイトまで) 720時間

こんなこともできます

ｉモードセンター

ＦＯＭＡ端末

ｉショットセンター

パソコンなど

ＦＯＭＡ端末

ｍｏｖａ端末

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

添付画像
として送信

ｉショットで
静止画像送信

①添付画像、または添付画像のＵＲＬを記載
したメール、または添付画像のアイコン
（ＵＲＬ）を記載したメール

②メール上のＵＲＬ
 （Ｗｅｂ Ｔｏ）を押下※1

③画像データ※1

※1：添付画像のURLを記載したメールを受信した
場合
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■ ｉモーションメール
ｉモーションメール対応端末で撮影した動画やサ
イトから取得した動画をｉモーションメール対応
端末およびパソコンや他社携帯電話の間で送受信
できます（メール添付やFOMA端末外への出力が
禁止されている動画ファイルは送信できません）。
･ｉモーションメールを送信する☛P236
･ｉモーションメールを受信したとき☛P245
･サービスのしくみ
ｉモーションメールに添付された動画ファイル
はｉモーションメールセンターに送信され、そ
こで保存されます（送信先がパソコンなどの場
合は、直接添付ファイルとして送信されます）。
ｉ モーションメール対応端末で受信した場合、
メール本文中に表示されているURLを押下して
動画を取得することができます｡
ｉモーションメール非対応端末へ送信した場合
は、ｉモーションが連続静止画に変換され、URL
の記載されたメールとして受信されます。受信
者は表示されているURLを押下し、連続静止画
を取得します。

･ｉモーションメールセンターでは最大10日間
まで画像が保管され、保管期間経過後、自動的
に削除されます｡
･ｉモーションメール対応端末が、受信できるの
は最大500Kバイトまでの動画となります。ま
た、取得した動画はｉモーションメール対応端
末の画面に合わせて画像サイズを自動的に変換
します。

■ デコメール
ｉモードメール編集時に文字の大きさや背景の色
などを変えたり、画像を本文中に貼り付けること
によって、自分のオリジナルメールを作成して送
信したり、装飾された楽しいメールを受信するこ
とが可能になります（パソコンから装飾したメー
ルを受信する場合、ｉモード端末では非対応の装
飾があるため、パソコン上と同じ動作にならない
場合もあります）。
デコメールを非対応端末へ送信した場合は、URL
が記載されたメールとして受信されます。受信者
は表示されているURLを押下し、デコメールを閲
覧できます。
･デコメール編集方法☛P232
･デコメール送信方法☛P232
･対応機種･･･デコメール対応機種でご利用いた

だけます。詳しくは『ｉモード操作
ガイド』をご覧ください。

■ メール同報送信
同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大
5件）に送信できます。☛P231
･通信料は、1通のみ送信した場合と同じです（た
だし、追加した宛先の情報量については通信料
が増えます）。

■ CC、BCC送受信
パソコンと同じように、ｉモードメール編集時に
宛先をTO、CC、BCCから選択できます。
ただし、TOが1件もない場合は、メールを送信で
きません。☛P231

■ チャットメール
複数の相手と会話をするような感覚でメールの交
換ができます。
･通信料は、相手が複数の場合メール同報送信し
たときと同じです。

SMS（ショートメッセージ）について

FOMA端末間で文字メッセージをやりとりできます。
･送信方法☛P266 ･受信方法☛P267
･問合せ方法☛P268

SMSの宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。
･ドコモ以外の海外通信事業者をご利用のお客様
との間で送受信を行う場合については、ドコモの
ホームページをご覧ください。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｉモードメール
として送信

添付動画
として送信

①添付動画のＵＲＬを記載した
　メール

②メール上のＵＲＬ
 （Ｗｅｂ Ｔｏ）を押下

③添付動画または
　連続静止画データ

ｉモーションメール
対応ＦＯＭＡ端末

ｉモーション
メールセンター

ｉモーションメール
対応ＦＯＭＡ端末

ｉモーションメール
非対応端末

ｉモードセンター パソコンなど

SMS（ショートメッセージ）の宛先

つづく
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送信文字種の設定（☛P268）により最大文字数が
異なります。

※ 1：半角の「+」を含めた場合は21文字になります。
※2：半角の英数字と記号（`｡｢｣､･ﾞﾟを除く）を送信でき

ます。
記号（｜＾{ } [ ] ̃ ￥）を入力すると送信できる文字
数が少なくなります。

お客様のFOMA端末に送られてきたSMSは、SMS
センターで受信し、すぐにお客様のFOMA端末に送
信します。ただし、お客様のFOMA端末の電源が入っ
ていないときや圏外などで受信できないときは、
SMSはSMSセンターに保管されます。

おしらせ
●SMSセンターでのSMSの最大保管期間は72時間
です。送信者が保管期間を指定することもできます。
☛P268

●保管期間が超過したSMSは自動的に削除されます。
●SMSセンターに保管されているSMSは、SMS問合
せにより受信できます。☛P268

●FOMA端末でSMSを受信すると、SMSセンターに
保管されていた SMS は削除されます。受信した
SMSはFOMA端末に保存されます。

■ 送達通知
送信したSMSが相手に届いたかどうかを知らせる
送達通知を受け取れます。☛P268

■ FOMAカードへの保存
受信したSMSや送信したSMSをFOMAカードに
保存できます。☛P268

ｉモードメール／デコメールを作成する

Menu 12 / !2

ｉモードメールを作成して送信する
ｉモードメール作成・送信

1 a（1秒以上）z 欄を選択

2「直接入力」を選択z宛先を入力（半角
50文字まで）
･ｉモード端末にメールを送信するときは、メー
ルアドレスの「@docomo.ne.jp」は省略でき
ます。
･かな入力方式の場合、半角英字入力モードで、
1を繰り返し押すと「 ．」「＠」「 - 」などを、
(を繰り返し押すと「.com」「.ne.jp」「.co.jp」
などを入力できます。
･相手がシークレットコードを登録していると
きは、相手のｉモード端末の電話番号に続けて
4桁のシークレットコードの入力が必要です。

■ 電話帳から検索する：「電話帳参照」を選択z
相手を選択
･メールアドレスを複数登録しているとき
は、メールアドレスを選択します。

■ メールグループから入力する：「メールグルー
プ」を選択zメールグループを選択
･メールグループにあらかじめメールアドレ
スを登録しておく必要があります。
･既に入力されている宛先との合計が 5 件を
超える場合、メールグループは追加できま
せん。
･メールグループを選びmを押すとメールグ
ループの詳細を確認できます。

3 欄を選択z題名を入力（全角15文
字（半角30文字）まで）

4 を選択z本文を入力（全角5000
文字（半角10000文字）まで）
･文中で改行できます。かな入力方式の場合、
#を押すと改行できます（全角／半角数字入
力モードを除く）。
･全角・半角の空白や改行も本文の文字数に含ま
れます。
･本文を装飾できます。☛P232

送受信できる文字数

項　目 送信文字種「日本語」 送信文字種「英語」
宛先 20文字（数字のみ）※1

本文 全角・半角を問わず
70文字

半角160文字※2

SMS（ショートメッセージ）を受信できな
いとき

こんなこともできます

メール作成画面

ｉ
モ
l
ド
メ
l
ル
作
成
・
送
信

本文に半角で入力でき
る残りの文字数
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■ 署名を挿入する：m55
･署名はあらかじめ登録しておく必要があり
ます。

5 pを押す
･接続中画面でoを、送信中画面でpを押すと
送信が中止され、「未送信メール」の「未送信
BOX」フォルダに保存されます。ただし、「未
送信BOX」フォルダに保存されても、操作のタ
イミングによっては送信されていることがあり
ます。
･圏外の場合、既に保存済みの圏内自動送信メー
ルが4件以下のときは、圏内自動送信するかど
うかの確認画面が表示されます。「はい」を選択
すると圏内自動送信メールとして「未送信メー
ル」の「未送信BOX」フォルダに保存されます。

おしらせ
●他の機能が起動したりして、10000バイトを超える
メールが自動保存された場合、作成中のメールの一部
が保存されないことがあります。

●電波状況により、相手に文字が正しく表示されない
場合があります。

●送信が正常に終了したときは、ｉモードメールが「送
信メール」の「送信BOX」フォルダに保存されます。
ただし、メール振り分け設定で設定した条件と合致
した場合は、指定フォルダに保存されます。保存領
域の空きが足りないときや最大保存件数を超えると
きは、一番古い送信メールに上書きされます。残し
ておきたい送信メールは保護してください。

●送信に失敗したときはエラーメッセージが表示さ
れ、ｉモードメールが「未送信メール」の「未送信
BOX」フォルダに保存されます。「未送信メール」か
らｉモードメールを編集・送信できます。

●ｉモードメールを正常に送信できていても、電波状
況によっては「送信できませんでした」というエラー
メッセージが表示され、「未送信メール」の「未送信
BOX」フォルダに保存される場合があります。

●ｉモード端末（mova端末含む）どうしのメールのや
りとり以外では半角カタカナ、絵文字を使用しないで
ください。受信側で正しく表示されない場合がありま
す。ただし、一部の絵文字は、相手のｉモード端末の
機種によっては正しく表示されない場合があります。

●顔文字は相手の端末の表示文字数やフォント、ディ
スプレイの大きさによっては、形がくずれたり見え
方が異なったりするなど、正しく表示されない場合
があります。

●ドコモ以外のアドレスにメール送信を行った場合、
宛先不明などのエラーメッセージを受信できないこ
とがあります。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、ｉ モードメールは作成できません。
「未送信メール」から不要なｉモードメール、SMS
を削除してください。☛P253

宛先を追加する 宛先追加

ｉモードメールは最大5人の相手に同時に送信（同報
送信）できます。
･宛先の種別には （TO）、 （CC）、
（BCC）の3種類があります。

：通常の宛先に使います。
：TOの宛先に送ったメールの内容を他の相
手に知らせるときに使います。

：CCと同じように他の相手に知らせるとき
に使いますが、BCC で指定した宛先は他
の相手には表示されません。

･ 欄に宛先が1件も入力されていないメール
は送信できません。

1 メール作成画面で宛先欄を選ぶza

■ CC、BCCを追加する：
aメール作成画面でm7z入力方法を選
択

b「CC」または「BCC」を選択zメールア
ドレスを入力
･「TO」も選択できます。
･「メールグループ」を選択した場合は、あ
らかじめメールグループに設定してある
TO、CC、BCCが設定されます。

■ TO、CC、BCCを変更する：宛先欄を選ぶz
m9z宛先種別を選択

■ 追加した宛先欄を削除する：宛先欄を選ぶz
m8z「はい」を選択
･宛先欄が 1 件のときは入力されているアド
レスのみが削除されます。

2 追加された宛先欄に宛先を入力zpを
押す
･操作方法は宛先欄が1件の場合と同じです。

おしらせ
● 欄と 欄に入力したメールアドレスは受
信側に表示されますが、受信側の端末や機器、メー
ルソフトなどによっては、表示されない場合があり
ます。

●送信に失敗した宛先があるときはエラーメッセージ
が表示されます。oを押すと、送信に失敗したメー
ルアドレスの一覧が表示される場合があります。

宛先欄が追加されま
す。
･送信する宛先数分の
宛先欄ができるまで
繰り返します。

ｉ
モ
l
ド
メ
l
ル
作
成
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デコメールを作成して送信する
デコメール

ｉ モードメールの本文に、文字サイズや文字色、
背景色の変更や、撮影した静止画や画像の挿入な
どの装飾（デコレーション）を行い、デコメール
を作成できます。

■ 装飾例

■ デコメール作成の流れ

おしらせ
●装飾した文字を削除しても、装飾データのみが残り、
入力文字数が少なくなる場合があります。装飾の解
除を行ってから文字を削除してください。なお、
cを1秒以上押して文字をすべて削除すると、装
飾データ（背景色は除く）もすべて削除されます。

●パソコンなど、デコメール対応FOMA端末以外とメー
ルを送受信すると、装飾が正しく表示されない場合が
あります。

●点滅、テロップ、スウィング、アニメーションなど
は、メール作成画面やプレビュー画面では一定時間
がたつと自動的に停止します。

●デコメールを非対応端末へ送信した場合、デコメー
ル閲覧用URLが記載されたメールとして受信されま
す。URLの記載されたメールを転送したり、URLを
直接入力しても、デコメールの閲覧はできません（受
信した端末以外からは閲覧できません）。

装飾を指定してから文字を入力する

1 メール作成画面で を選択za

2 装飾を選択z文字を入力

･複数の装飾を設定する：装飾選択画面でマーク
を選ぶzm
･選択状態の装飾を解除して文字を入力する：入
力位置を選ぶzazt解除される装飾は「文
字色」「文字サイズ」「点滅」「テロップ」「スウィ
ング」「文字位置」です。

a文字色 b文字サイズ

c画像挿入 d点滅

eテロップ fスウィング

g文字位置 hライン挿入

i背景色

ステップ1 メール作成画面からメール本文の入力
画面を表示する

ｉモードメール作成で本文を入力できる状
態にします。

ステップ2 文字入力や装飾を行う
･装飾した文字や画像を入力する：操作方
法については ☛P232「装飾を指定して
から文字を入力する」
･入力した文字を装飾する：操作方法につ
いては ☛P234「文字を入力してから装
飾を指定する」
･編集中にm0を押すと、プレビュー画
面で装飾を確認できます。

ステップ3 装飾を確認して送信する
メール作成画面で装飾を確認します。

文字色：
文字およびライン（罫線）の色を変更します。

文字サイズ：
文字サイズを変更します。
画像挿入：画像を挿入します。
点滅：文字を点滅して表示します。
テロップ：
文字を流して表示（テロップ表示）します。
スウィング：
文字を左右に揺らして表示（スウィング表
示）します。

文字位置：
文字および画像の位置を変更します。
ライン挿入：ライン（罫線）を挿入します。

装飾選択画面
マーク

装飾選択画面でマーク
を選びoを押すと、そ
の装飾が選択状態にな
ります。複数のマーク
を選択状態にすれば、
複数の装飾を同時に設
定できます。ただし、
「テロップ」「スウィン
グ｣「文字位置」は同時
に設定できません。

デ
コ
メ
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ル

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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3 m0z装飾を確認
設定した装飾と、入力できる残りのデータ量の正
確なバイト数を確認できます。

4 確認が終わったらo
■ 装飾を変更する：m18z開始位置を選

ぶzo
･以降の操作は「文字を入力してから装飾を指
定する」の操作2以降と同じです。☛P234

■ 装飾をすべて解除する：m19

5 ozpを押す

おしらせ
●メール本文の入力画面でmを押し、「デコレーショ
ン」を選択しても装飾を選択できます。

デコメール装飾選択画面の操作

･（　）内の装飾例番号は P232（装飾例）の番号
です。

■ 文字色を変更する（装飾例a）： を選択z
文字色を選択z文字を入力

･標準の20色または「その他の色」の64色から
選択できます。
･絵文字の文字色も変更されます。範囲を選択し
て文字色を「指定なし」にすると元の色に戻り
ます。操作方法については☛P234「文字を入
力してから装飾を指定する」

■ 文字のサイズを変更する（装飾例b）： （ま
たは ）を選択z文字サイズを選択z文
字を入力

■ 画像を挿入する（装飾例c）： を選択z
「本体」を選択zフォルダを選択z画像を選択
･miniSDメモリーカード内の画像を挿入する
：「miniSDカード」を選択z1～2z
フォルダを選択z画像を選択
･静止画を撮影して挿入する：「静止画を撮
影」を選択z静止画を撮影zo
･静止画のサイズは自動的に電話帳用（96
×72）に設定されます。

･お買い上げ時に登録されているデコメール
ピクチャ ☛P424

■ 文字を点滅させる（装飾例d）： を選択z
文字を入力

背景色：本文の背景色を変更します。
元に戻す：1つ前の状態に戻します。

「大」にしたとき

カーソル位置に画像
が挿入されます。
･「本体」の場合、挿入
できない画像は表示
されません。「miniSD
カード」の場合、挿入
できない画像を選択
すると、挿入できない
旨のメッセージが表
示されます。
･画像を挿入すると入
力可能な文字数を超
える場合は、挿入で
きない旨のメッセー
ジが表示されます。

デ
コ
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■ 文字をテロップにして右から左へ動かす（装
飾例e）： を選択z文字を入力

■ 文字を左右にスウィングさせて動かす（装飾
例f）： を選択z文字を入力

■ 文字の位置を変更する（装飾例g）：
（または ）を選択z位置を選択z文字
を入力

･カーソルがある行に文字が入力されている場
合は、改行されます。

■ ライン（罫線）を挿入する（装飾例h）： を
選択

■ 本文の背景色を変更する（装飾例i）： を
選択z背景色を選択

･標準の20色または「その他の色」の64色から
選択できます。

■ 1つ前の状態に戻す： を選択
直前に行った装飾または文字入力が解除され
ます。

文字を入力してから装飾を指定する

メール本文に入力されている文字や、既に装飾され
ている文字は、範囲を指定して操作します。
･操作3の（　）内の装飾例番号はP232（装飾例）
の番号です。
･ライン挿入、画像挿入、背景色は操作できません。
装飾を指定してから操作してください。

1 メール本文の入力画面で開始位置を選
ぶzt

2 終了位置を選ぶzo

3 装飾方法を選択

■ 文字色を変更する（装飾例a）：1z文字
色を選択
･ライン（罫線）の色も変更されます。

･ と の間に文字
を入力します。

･ と の間に文字
を入力します。

「右寄せ」にしたとき

文字色（ ）で指定さ
れている色でライン
（罫線）が挿入されま
す。

･開始位置から文頭ま
でを選択する：
mo
･開始位置から文末ま
でを選択する：
po
･本文すべてを選択す
る：a

･装飾の確認や解除方
法は、装飾を指定し
て文字を入力する場
合と同じです。
☛P232

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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■ 文字のサイズを変更する（装飾例b）：2z
1～3

■ 文字を点滅させる（装飾例d）：31
･解除するとき：32

■ 文字をテロップにして右から左へ動かす（装
飾例e）：41
･解除するとき：42

■ 文字を左右にスウィングさせて動かす（装飾
例f）：51
･解除するとき：52

■ 文字の位置を変更する（装飾例g）：6
z1～3
･画像の位置も変更されます。

■ 文字をコピーする：7
■ 文字を切り取る：8
■ 1つ前の状態に戻す：9
･直前に行った装飾または文字入力が解除さ
れます。

■ 続けて文字を装飾する：mz操作3を繰り返
す

4 o
装飾した文字の選択が解除されます。
･Oを押しても解除されます。

5 ozpを押す

おしらせ
●メール本文の入力画面でmを押し、「デコレーショ
ン」→「デコレーション変更」を選択しても同様に
操作できます。

●メール本文の入力画面でm0を押すと、プレビュー
画面が表示され、入力できる残りのデータ量の正確な
バイト数を確認できます。

デコメールにメロディを添付する メロデコ

1 装飾選択画面でa
･既にメロディが添付されているときは、添付メ
ロディ一覧が表示されます。操作3「メロディ
を追加する」または「添付したメロディを解除
する」を行います。

2 フォルダを選択
･miniSDメモリーカード挿入時は、「本体」また
は「miniSDカード」を選択し、フォルダを選
択します。

3 メロディを選択
メロディが添付され、添付メロディ一覧に添付し
たメロディのファイル名とファイルサイズが表
示されます。
･「本体」の場合、添付できないメロディは表示
されません。メロディを選びpを押すと再生
できます。oを押すと添付でき、cを押す
と一覧に戻ります。
･「miniSDカード」の場合、添付できないメロディ
を選択すると、そのデータは選択できない旨の
メッセージが表示されます。メロディを選びp
を押すと再生でき、o を押すと一覧に戻りま
す。

■ メロディを追加する：
amzフォルダを選択
･miniSDメモリーカード挿入時はmを押
し、「本体」または「miniSDカード」を
選択し、フォルダを選択します。

bメロディを選択

■ 添付したメロディを解除する：メロディを選
ぶzaz「はい」を選択
･メロディをすべて解除すると、添付してい
るメロディがない旨のメッセージが表示さ
れます。oを押してください。

■ メロディを再生する：メロディを選択
･再生が終了すると一覧に戻ります。

4 p
画面下部に が表示されます。

5 ozpを押す

お買い上げ時は、次のメロディが「メール添付メロ
ディ」フォルダに登録されています。

･作曲者名はJASRACホームページに準拠して表記
しています。

メール添付用のメロディ

タイトル 曲名（【　】内は作曲者）

クリスマス もろびとこぞりて【HANDEL GEORGE
FRIDERIC / MASON LOWELL】

結婚式 結婚行進曲
【WAGNER RICHARD WILHELM】

誕生日 －
嬉しい －
悲しい －

デ
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ファイルを添付する
添付ファイル

ｉモードメールに画像や動画／ｉモーション、メ
ロディ、トルカを添付して送信できます。
･添付できるファイルの種類と1件のメールに添付
可能な最大件数は次のとおりです。

※1：トルカ（詳細）取得前の状態で送信されます。
トルカ（詳細）は受信側でダウンロードできま
す。ただし、相手の端末によっては、ダウン
ロードできない場合があります。

※2：トルカによって異なる場合があります。
※3：受信側の端末やパソコンなどの機器によって、

URL が記載されたメールまたはメールの添付
ファイルとして受信します。

※4：受信側の機種によって、動画が粗くなったり、
連続静止画に変換されて表示される場合があ
ります。QCIF（176 × 144）、Sub-QCIF
（128×96）以外の動画、「HQ＋（最高品質）」
で撮影した動画は容量に関わらず添付できま
せん。

※5：再生制限が設定されていないファイルでも添
付できない場合があります。

※6：メロディ、トルカ、画像を合計最大10件、メー
ル本文を含め最大 10000 バイト添付できま
す。ただし、添付ファイルのサイズによっては、
添付可能な最大件数は少なくなります。

･添付ファイルのサイズによって、本文に入力でき
る文字数が異なります。
･本文（添付したメロディ、トルカ、10000バイト
以内の画像を含む）の残りのデータ量が全角 100
文字（半角200文字）（デコメールでは全角200
文字（半角 400 文字））分未満の場合は、動画／
ｉモーション、10000 バイトを超える画像を添
付できません。
･メール添付やFOMA端末外への出力が禁止されて
いるファイル（自端末でファイル制限を「あり」に
設定した画像を除く）、FOMAカード動作制限機能
が設定されているファイルは添付できません。
･mova端末には、JPEG形式の画像を1枚のみ添
付できます。その場合、相手の端末はURLが記載
されたメール（ｉショットメール）として受信し
ます。

･ｉモーションメールでは、撮影した動画などは本
文を除き最大500Kバイトまで添付可能です。
･サウンドレコーダーで録音したデータは ｉ モー
ションとして保存され、メールに添付できます。
･メロディを送信する場合、受信側がFOMA D701i、
D701iWM、D702i、D851iWM、D901i、
D901iS、D902i、D902iS以外の場合は受信した
メロディを正しく再生できないことがあります。

1 メール作成画面で 欄を選択

2 ファイルの種類を選択 z ファイルを選
択
■ 画像を添付する：

a「イメージ」を選択
b「本体」を選択zフォルダを選択
･miniSD メモリーカード内の画像を選択
する：「miniSDカード」を選択z1～
2zフォルダを選択
･静止画を撮影して添付する：「静止画を撮
影」を選択z静止画を撮影zoz操作
3に進む
･撮影する静止画のサイズは自動的に
QVGA（240×320）に設定されます。

c画像を選択
メール作成画面の 欄に、選択した画
像のファイル名が表示されます。
･添付できない画像は表示されません。画像
を選びpを押すと表示できます。oを
押すと添付でき、cを押すと一覧に戻
ります。
･画像サイズがQVGA（240×320また
は320×240）を超えるJPEG 形式の
画像の場合は、QVGAに変換するかどう
かの確認画面が表示されます。変換され
た画像が10000バイトを超えていた場
合は、変換した画像をデータBOXに保存
するかどうかの確認画面が表示されま
す。
データBOXに保存しない場合、または保
存に失敗した旨のメッセージが表示され
た場合は、変換した画像は保存されませ
ん。このため、メールを保存すると、添
付ファイルは解除されます。また、圏内
自動送信では、添付ファイルは送信され
ません。
･ファイルサイズが500Kバイトを超える
JPEG 形式の画像の場合は、メールに添
付可能なサイズに変換され、データBOX
に保存するかどうかの確認画面が表示さ
れます。このとき、処理に時間がかかる
ことがあります。

ファイルの種類 最大件数
メロディ（SMF形式のみ添付可）

10件 ※6

トルカ※1（添付時は321バイト以内、
転送時は1024バイト以内※2）
10000バイト以内の画像※3（JPEG、
GIF 形式のみ添付可、パラパラマンガ
は添付不可）
10000バイトを超え500Kバイトま
での画像※3（JPEG形式のみ添付可、
パラパラマンガは添付不可）

1件
500Kバイトまでの動画／ｉモーショ
ン※4（再生制限が設定されているもの
は添付不可※5）
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･「miniSDカード」の場合、10000バイト
を超え500Kバイトを超えない画像を選
択すると、FOMA端末へコピーするかど
うかの確認画面が表示されます。FOMA
端末にコピーしなかった場合、メールを
保存すると、添付ファイルは解除されま
す。また、圏内自動送信では、添付ファイ
ルは送信されません。

■ 動画／ｉモーションを添付する（ｉモーショ
ンメール）：
a「ｉモーション」を選択
b「本体」を選択zフォルダを選択
･miniSDメモリーカード内の動画／ｉモー
ションを選択する：「miniSDカード」を
選択z3～4zフォルダを選択
･動画を撮影して添付する：「動画を撮影」
を選択z動画を撮影zoz操作3に進
む
･撮影する動画のサイズは自動的に
QCIF（176×144）に設定されます。

c動画／ｉモーションを選択
メール作成画面の 欄に選択した動
画／ｉモーションのファイル名が表示され
ます。
･「本体」の場合、添付できない動画／ｉモー
ションは表示されません。動画／ｉモー
ションを選びpを押すと再生できます。
再生が終了すると一覧に戻ります。
･「miniSDカード」の場合、添付できない
動画／ｉモーションを選択すると、添付で
きない旨のメッセージが表示されます。
動画／ｉモーションを選びpを押すと
再生できます。cを押すと一覧に戻り
ます。
･「miniSDカード」の場合、500Kバイト
以内の動画／ｉモーションを選択すると、
FOMA端末へコピーするかどうかの確認
画面が表示されます。FOMA端末にコ
ピーしなかった場合、メールを保存する
と、添付ファイルは解除されます。また、
圏内自動送信では、添付ファイルは送信さ
れません。

■ メロディを添付する：
a「メロディ」を選択
･miniSD メモリーカード挿入時は「メロ
ディ」を選択し、「本体」または「miniSD
カード」を選択します。

bフォルダを選択

cメロディを選択
メール作成画面の 欄に選択したメ
ロディのファイル名が表示され、画面下部
に が表示されます。
･「本体」の場合、添付できないメロディは
表示されません。メロディを選びpを押
すと再生できます。oを押すと添付で
き、cを押すと一覧に戻ります。
･「miniSDカード」の場合、添付できない
メロディを選択すると、添付できない旨
のメッセージが表示されます。メロディ
を選びpを押すと再生でき、oを押す
と一覧に戻ります。

■ トルカを添付する：
a「トルカ」を選択
･miniSD メモリーカード挿入時は「トル
カ」を選択し、「本体」または「miniSD
カード」を選択します。

bフォルダを選択zトルカを選択
メール作成画面の 欄に選択したト
ルカのファイル名が表示されます。
･トルカを選び p を押すとトルカの内容
を確認できます。oを押すと添付でき、
cを押すと一覧に戻ります。
･添付できないトルカを選択すると、添付
できない旨のメッセージが表示されま
す。

■ 音声を録音して添付する（ｉモーションメー
ル）：「ボイス録音」を選択z録音（サウンド
レコーダー）zo
メール作成画面の 欄に録音した音声の
ファイル名が表示されます。

3 pを押す
･ 欄を選択すると添付ファイルを表示ま
たは再生できます。

おしらせ
●10000 バイトを超える JPEG 形式の画像を添付し
たメールをｉモード端末に送信した場合は、ｉショッ
トセンターでｉモード端末に送信するのに適したサ
イズに変換されます。

●GIF形式の画像やメロディ、トルカ、音声を添付した
メールをmova 端末に送信した場合は、添付ファイ
ルは削除されて送信されます。

●10000バイトを超える画像をQVGAサイズ（240
×320または320×240）に縮小できます。
☛P317
QVGA サイズは ｉ モード端末に送信するのに適し
たサイズです。
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添付ファイルを変更／解除する

添付ファイルを解除するとき

1 メール作成画面を表示

2 欄を選ぶza
■ 添付ファイルを変更する： 欄を選ぶz

tzファイルを添付☛P236

3「はい」を選択

メールテンプレートを利用する

メールテンプレートは、ｉモードメールの雛形で
す。メールテンプレートを呼び出して内容を追
加・修正するだけで、簡単にｉモードメールを作
成できます。また、画像などの装飾が設定されて
いるメールテンプレートを使えばデコメールも
簡単に作成できます。
お買い上げ時に登録されているメールテンプ
レート（☛P424）のほか、サイトからダウン
ロードしたメールテンプレートや自分で作成し
たメールテンプレートを利用できます。
･ダウンロードしたり、作成したメールテンプレー
トは、お買い上げ時に登録されているメールテン
プレートとともに「テンプレート読込み」に保存
されます。
･ SMSには使用できません。

メール作成時にテンプレートを使う
テンプレート読込み

新規メールを作成するときに読み込んで使用します。
･ダイヤル発信制限中は、テンプレートを読み込め
ません。

1 メール作成画面でm61
･テンプレートを選びpを押すとテンプレート
を表示できます。oを押すと読み込め、pを
押すと一覧に戻ります。

2 テンプレートを選択
：10000バイト以内の画像あり
：メロディあり ：トルカあり
：複数種別の添付あり

･入力済みの項目があるメール作成画面からテ
ンプレートの読み込みを行うと、現在入力中の
メールに上書きするかどうかの確認画面が表
示されます。「本文のみ読込み」を選択し、テ
ンプレートを選択すると、メール本文のみがテ

ンプレートの内容に上書きされます。「すべて
読込み」を選択し、テンプレートを選択すると、
宛先、題名、添付ファイル、本文のすべてがテ
ンプレートの内容に上書きされます。読み込み
を中止するときはcを押します。
･ 1件のメールに複数のテンプレートを読み込む
ことはできません。

3 メールを編集zpを押す

Menu 18

テンプレートを表示してメールを作成する
テンプレート読込み

登録されているテンプレートを一覧表示し、内容を
確認してメール作成画面に設定します。
･ダイヤル発信制限中は、テンプレートを読み込め
ません。ただし、電話帳に登録されているアドレ
スが宛先に入力されているテンプレートは読み
込めます。

1 a8zテンプレートを選択
･&で前後のテンプレートを表示できます。

2 p
テンプレートの内容がメール作成画面に設定さ
れます。

3 メールを編集zpを押す

テンプレートを登録する テンプレート登録

作成または受信／送信したｉモードメールをテンプ
レートとして登録できます。
･最大保存件数☛P38
･お買い上げ時に登録されているテンプレートの
内容を変更して、新しいテンプレートとして保存
できます。
･動画／ｉモーション、10000バイトを超える画
像はテンプレートに登録できません。
･宛先、題名、添付ファイル、本文のいずれかを設定
しないと登録できません。
･受信／送信したｉモードメールの場合は、本文が
ないと登録できません。また、宛先、題名は登録さ
れません。

1 メール作成画面でm62z「はい」
を選択
･受信／送信したｉモードメールを登録する：メー
ル詳細画面でm45

例
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2 各項目を選択して設定

3 pを押す
･登録済みのテンプレートに上書きする：az
テンプレートを選択z「はい」を選択
･ お買い上げ時に登録されているテンプレー
トには上書きできません。

おしらせ
●登録したテンプレートの詳細情報を確認・変更する
場合は、テンプレート一覧でテンプレートを選びm
を押し、「詳細情報」→「参照」または「変更」を選
択します。ただし、お買い上げ時に登録されている
テンプレートの詳細情報は変更できません。

●メール送信できない画像が含まれたテンプレートを
登録しようとすると、画像が削除される場合があり
ます。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えたときは、削除するかどうかの確認画面が表示
されます。画面の指示に従って保存されているテン
プレートを削除してください。

テンプレートをダウンロードする

サイトからメールテンプレートをダウンロードしま
す。
･最大保存件数☛P38

1 サイトを表示中に、メールテンプレート
を選択
･ダウンロード中にpを押すと、ダウンロード
を中止します。

2「保存」を選択
･テンプレートの内容を確認する：「プレビュー」
を選択
･保存を中止する：「戻る」を選択z「いいえ」を
選択

3 各項目を選択して設定

4 pを押す
･登録済みのテンプレートに上書きする：az
テンプレートを選択z「はい」を選択
･ お買い上げ時に登録されているテンプレー
トには上書きできません。

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えたときは、削除するかどうかの確認画面が表示
されます。画面の指示に従って登録されているテン
プレートを削除してください。

●サイトからダウンロードしたメールテンプレートに
ファイルが添付されているときは、ファイルを削除
しないと保存できません。

●サイトからダウンロードしたメールテンプレートに
メール添付やFOMA端末外への出力が禁止されてい
る画像またはFOMA端末で利用できない画像が挿入
されているときは、画像を削除しないと保存できま
せん。

テンプレートを削除する

･お買い上げ時に登録されているテンプレートは
削除できません。

テンプレートを1件削除するとき

1 a8

2 テンプレートを選ぶzm21
■ 複数削除する：m22zテンプレートを

選択zp
■ 全件削除する：m23z端末暗証番号を

入力

3「はい」を選択

ｉモードメールを保存しておき、あと
で送信する ｉモードメール保存

ｉモードメールを保存する

･最大保存件数☛P38
･宛先、題名、添付ファイル、本文のいずれかを設
定しないと保存できません。

表示名：
メールの題名（メールに題名がついていない
ときは日付・時刻）が入力されています。全
角・半角を問わず20文字まで入力できます。

ファイル名：
日付・時刻が入力されています。半角英数字
と「 . 」「 - 」「 _ 」で36文字まで入力でき
ます。ただし、「 . 」はファイル名の先頭に
使用できません。

表示名：
全角・半角を問わず20文字まで入力できま
す。

ファイル名：
半角英数字と「 . 」「 - 」「 _ 」で36 文字ま
で入力できます。ただし、「 . 」はファイル
名の先頭に使用できません。

例
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1 メール作成画面でm3を押す
ｉ モードメールが「未送信メール」の「未送信
BOX」フォルダに保存されます。

圏内になったら ｉ モードメールを自動送信
する 圏内自動送信

圏外で作成したｉモードメールを、圏内になったら
自動的に送信するように設定して保存できます。
･最大５件保存できます。
･ TOの宛先を設定しないと保存できません。

1 メール作成画面でm2を押す
圏内自動送信メールとして「未送信メール」の
「未送信BOX」フォルダに保存され、ディスプレ
イ上部に が表示されます。

圏内自動送信メールは自動送信されます。自動送信
中は が点滅し、すべての圏内自動送信メールが送
信されると は消えます。
･送信に失敗したときは、圏内自動送信の失敗メー
ルとして「未送信メール」に残り が点滅します。
失敗メールの削除や自動送信設定の解除または
FOMAカードの差し替えなどによって失敗メール
がなくなると は消えます。

おしらせ
●署名編集中は自動送信されません。
●自動送信に失敗したメールは、次に圏内になっても
自動送信されません。

1 未送信メール一覧で、圏内自動送信メー
ルまたは失敗メールを選ぶ z pz
「はい」を選択

おしらせ
●未送信メール一覧で圏内自動送信メールを選択して
も、圏内自動送信設定が解除されます。

●未送信メール一覧で失敗メールを選択すると、失敗
の原因が表示されます。oを押すと圏内自動送信設
定が解除されます。
･失敗の原因として、同報への送信に失敗した旨の
メッセージが表示されたときは、oを押すとその
アドレスが表示されます。oを押すと圏内自動送
信設定が解除されます。

●以下の場合も、圏内自動送信メール／失敗メールの
圏内自動送信設定が解除されます。
･メールをメール連動型ｉアプリ用のフォルダに移
動した場合
･ FOMAカードを差し替えた場合

Menu 14 / Menu 15

送信・保存したｉモードメールを編集・送信
する

未送信メールを編集するとき

1 a4zフォルダを選択
･ SMSには が表示されます。
･送信メールを編集・送信する：a5zフォ
ルダを選択

2 メールを選択
･送信メールを再編集する：メールを選ぶzp

3 メールを編集zpを押す

おしらせ
●送信メール詳細画面でpを押しても編集できます。
●スライド編集設定で未送信メール、送信メールを
「ON」に設定している場合、メールを選択または表示
中にFOMA端末を開くと編集画面が表示されます。

手早くメールを作成する
クイックメール

FOMA端末電話帳のメモリ番号0～99の相手に
は、簡単な操作でｉモードメールやSMSを作成
できます。
･ｉ モードメールの場合は 1 件目のメールアドレ
ス、SMSの場合は1件目の電話番号が宛先となり
ます。

メモリ番号23のメールアドレスにｉモード
メールを送信するとき

1 メモリ番号（この場合は23）を入
力zaを押す
電話帳の1件目のメールアドレスが宛先に設定さ
れます。

･メモリ番号の前には0を付けずに入力します。
･ｉモードメールの作成・送信方法☛P230

圏内になると

圏内自動送信メール／失敗メールの圏内自
動送信設定を解除する

例

例
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■ SMSを作成する：メモリ番号を入力z
a（1秒以上）
･ SMSの作成画面が表示されます。電話帳の
1件目の電話番号が宛先に設定されます。
･ SMSの作成・送信方法☛P266

ｉモードメールを受ける・操作する

ｉモードメールを受信したときは
メール自動受信

ｉモードメールが送信されてきたときは自動的に
受信し、画面表示や着信音、バイブレータ、決定
キーの照明でお知らせします。受信したｉモード
メールは「受信メール」に保存されます。
･最大保存件数☛P38

1 ｉモードメールを受信

･メール受信中にoを押すと受信を中止できま
すが、受信時の状況によってはメールを受信す
る場合があります。
･受信結果画面は何も操作しないと約15秒間、メー
ル着信設定の鳴動時間を 15 秒より長く設定して
いるときは着信音が鳴り終わるまで表示されま
す。早く受信前の画面に戻すにはcを押しま
す。

おしらせ
●ｉモードメールに対応していない添付ファイルや受
信可能なデータ量（添付可能なデータ量）を超えた
添付ファイルは、ｉモードセンターで削除されます。
添付ファイルが削除された場合は、メール本文中に
［添付ファイル削除］のメッセージが追加されます。
添付可能なデータ量☛P236

●受信メールのデータ量（文字数、添付ファイル）が、
ｉMenu のオプション設定の「メールサイズ制限」
で設定した文字数（データ量）を超える場合、添付
ファイルはｉモードセンターで削除され、受信でき
ません。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、未読以外の一番古い受信メールに上
書きされます。残しておきたい受信メールは保護し
てください。

●未読メールと保護されているメールで保存領域が満
杯で上書きできないときは、ｉモードメールの受信
は中止され、画面には や が表示されます
（☛P29）。受信する場合、未読メールの内容表示、
未読メールの既読メールへの変更、不要メールの削
除、保護解除などを行う必要があります。

●ｉモードメールの送信直後は自動受信できない場合
があります。ｉモード問合せを行ってください。

●極端に容量の大きいｉモードメールは、ｉモードセ
ンターで受け付けずに発信元にエラーメッセージと
ともに返信されることがあります。

●受信表示設定の設定内容によっては受信中画面や受
信結果画面は表示されません。☛P262

●新しいｉモードメールが届くと、ｉモードセンター
で保管しているｉモードメールやチャットメールも
合わせて受信します。

●FOMA端末でｉモードメールを受信すると、ｉモー
ドセンターのｉモードメールは削除されます。

●TO、CC、BCCを設定できる相手からのメールを受
信した場合、自分がTO、CC、BCCのどれにあては
まるかを確認できます。☛P249

●FOMA 端末電話帳にメール着信設定のある相手から
ｉモードメールを受信した場合、メール着信音、着信
バイブレータ、決定キーの照明はFOMA端末電話帳の
設定に従って動作します。電話帳との照合については
「名前の表示について」を参照してください。☛P111
･複数のｉモードメール、メッセージR/Fを同時に
受信したときは、最後に受信したｉモードメール、
メッセージR/Fの条件に従って動作します。

●次のような場合に送られてきた ｉ モードメールは
ｉ モードセンターに保管されます。
･電源が入っていないとき ･テレビ電話中
･プッシュトーク通信中 ･セルフモード中
･受信に失敗したとき ･圏外のとき
･ SMS受信中 ･赤外線通信中
･メール選択受信設定が「ON」のとき
･お預かりセンター接続中 ･おまかせロック中
･ FirstPassセンター接続中

点滅

受信完了

：未読のｉモード
メールあり

：未読のｉモード
メールとSMSあり

受信したｉモードメールの
件数
受信に失敗したときは
「メール」の後ろに「×」が
表示されます。受信し直す
には、ｉ モード問合せを
行ってください。

受信結果（スクロール表示）

受信中画面

受信結果画面

点滅

と が点滅し、
「メール受信中…」と表示さ
れます。
受信が完了すると、受信結果
画面が表示され、メール着信
音が鳴り、決定キーの照明が
点灯／点滅します。

メ
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･未読メールと保護されているメールで保存領域が
満杯のとき

●ｉモードセンターにｉモードメールが残っていると
きは、 や （☛P29）が表示されます。ただし、
ｉモードメールがあっても表示されない場合があり
ます。また、ｉモードセンターの保管件数（☛P228）
が満杯になったときは、マークが や に変わり
ます。

新着ｉモードメールを表示する

1 受信結果画面で1

2 フォルダを選択zメールを選択
･メロディが添付されている場合は、自動的に再
生されます。自動再生しないように設定できま
す。☛P260
･受信メールの見かた☛P248
･メール連動型 ｉ アプリ用のフォルダを選択す
ると、対応するｉアプリが起動します。

ｉモードメールを選択して受信する
メール選択受信

ｉ モードセンターに保管されている ｉ モード
メールを自動受信せずに、選択して受信します。

ｉモードセンターにメールが届いたときは

･ｉモードメールがｉモードセンターに保管されても
メール着信音や着信バイブレータは動作しません。
･b以外のキーを押すとメッセージが消えます。

おしらせ
●オールロック中、おまかせロック中、PIMロック中
には、センターにメールが届いてもメッセージが表
示されません。

●メール選択受信設定を「ON」に設定した場合でも、
ｉモード問合せを行うと、すべてのメールを受信し
ます。メールを受信したくない場合は、問い合わせ
項目からメールを外してください。

●メール選択受信設定を「ON」に設定しても、SMS、
メッセージR/Fは自動受信します。

Menu 163

メールを選択受信する

ｉモードセンターに保管されているｉモードメール
の題名などを確認し、受信するメールを選択したり、
受信前にｉモードセンターでメールを削除できます。
･メール選択受信を利用するには、あらかじめメー
ル選択受信設定を「ON」に設定します。「ON」
に設定した場合は、自動的にｉモードメールを受
信できません。

1 a63

2 メールごとに「保留」を選択z「受信」
「削除」「保留」のいずれかを選択
･「保留」を選択した場合は、そのままｉモード
センターに保管されます。ｉモード問合せなど
で受信できます。
･ｉ モードセンターに保管されているすべての
メールを削除するときは「ｉモードセンターか
ら全てのメールを」の「削除」を選択します。
･ページが複数ある場合には、メール一覧の最後
に表示される「前ページ」「次ページ」を選択
すると前後のページを表示できます。

3「受信／削除」を選択z「決定」を選択

･受信した ｉ モード
メールは「受信メー
ル」の「受信 BOX」
フォルダに保存され
ます。ただし、メー
ル振り分け設定で設
定した条件と合致し
た場合は、指定フォ
ルダに保存されま
す。

メール選択受信設定を
「ON」に設定しているとき
に送られてきた ｉ モード
メールはｉモードセンター
に保管され、左記のメッ
セージが表示されます。

ｉモードセンターに接
続され、保管されてい
るｉモードメールが一
覧表示されます。

：画像添付あり
：メロディ添付あり
：ｉモーション添付あり
：トルカ添付あり

メ
l
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Menu 161 / Menu 25 / !61 / ?5

ｉモードメールがあるかどうかを問い
合わせる ｉモード問合せ

圏外にいた間や電源を切っていた間などに
ｉ モードメールが届いていないかを問い合わせ
ます。
ｉモード問合せ設定でメッセージR/Fも問い合わ
せするように設定している場合は、同時にメッ
セージR/Fもあるかどうかを問い合わせます。
･電波状態によってはｉモード問合せができない場
合があります。電波状態のよい場所で操作してく
ださい。

1 aaを押す
ｉ モード問合せが実行されます。ｉ モードセン
ターに ｉモードメールが保管されていれば受信
します。
･受信結果画面の操作は自動受信時と同じです。
ただし、約15秒経過しても元の画面には戻り
ません。

ｉモードメールに返信する
ｉモードメール返信

･受信メールによっては返信できない場合があり
ます。
･発信元が「非通知設定」「公衆電話」「通知不可能」
のSMSには返信できません。
･メール返信引用設定で、返信メールに本文を引用
するかどうかと、引用した本文の先頭に付ける引
用文字を設定できます。

1 a1zフォルダを選択

2 メールを選ぶzp
クイック返信本文選択画面が表示されます。
･クイック返信設定を「OFF」に設定していると
きやクイック返信本文を登録していないとき、
またはSMSに返信するときは、クイック返信
本文選択画面は表示されません。操作４に進み
ます。

■ FOMA端末を閉じているとき：
スライド編集設定で受信メールを「ON」に設
定している場合、メールを選択または表示中
にFOMA端末を開くと返信できます。

■ 複数の宛先に送られた受信メールの宛先すべ
てに返信する：
発信元と、自分以外のすべての宛先に返信で
きます。本文を引用するかどうかを選択でき
ます。
am1z3～4

3 クイック返信本文を選択
欄には受信メールの発信元のメールアドレ

スまたは電話番号、 欄には先頭に「RE:」の
付いた受信メールの題名（ｉモードメールのみ）、

欄にはクイック返信の本文および引用文字
「＞」と受信メールの本文が入力されます。

･クイック返信本文を挿入しないときは「本文直
接入力」を選択します。メール本文の入力画面
が表示されます。

4 メールを編集zpを押す
･返信した後に受信メール一覧を表示すると、受
信メールのマークが または になります。

おしらせ
●受信メール詳細画面ではpを押します。
●受信メール一覧および詳細画面でmを押し、「返信／
転送」→「返信」または「引用返信」を選択すると、
メール返信引用設定の設定に関わらず、本文を引用する
かどうかを選択できます。宛先が複数ある場合は、「全
員へ返信」または「全員へ引用返信」も選択できます。

●受信メールの添付ファイルは、返信メールには添付
されません。

●受信メール本文中の添付データ（ｉアプリが起動で
きるリンク項目、本文中に表示されるメロディ（MFi
形式））は返信メールには設定されず、また文字とし
ても引用されません。

●受信したデコメールを引用した場合、装飾と挿入さ
れている画像は引用された状態で本文が表示されま
す。ただし、画像にファイル制限が設定されている
場合は、返信メールに引用されません。

●複数の宛先に送られた受信メールにpを押すかFOMA
端末を開いて返信する場合は、操作する画面により宛先
欄に入力されるメールアドレスが異なります。受信メー
ル一覧から返信する場合は、発信元のメールアドレスが
表示され、受信メール詳細画面から返信する場合は、発
信元と、自分以外のすべての宛先のメールアドレスが入
力されます。

クイック返信本文

引用文字「＞」と受信メール
の本文

ｉ
モ
l
ド
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合
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ｉモードメールを他の宛先に転送する
ｉモードメール転送

･ SMSも同様に転送できます。ｉモードメールは
ｉモードメールとして、SMSはSMSとして転送
されます。

1 a1zフォルダを選択

2 メールを選ぶza
欄には先頭に「FW:」の付いた受信メール

の題名（ｉ モードメールのみ）、 欄には受信
メールの本文が入力されます。

3 メールを編集zpを押す
･転送した後に受信メール一覧を表示すると、受
信メールのマークが または になります。

おしらせ
●受信メール詳細画面では、mを押し、「返信／転送」
→「転送」を選択します。

●受信メールの添付ファイル（画像、メロディ、トル
カ）のうち、メール添付やFOMA端末外への出力が
禁止されているファイルは転送メールに添付されま
せん。

●受信メール本文中の添付データ（ｉアプリが起動で
きるリンク項目、本文中に表示されるメロディ（MFi
形式））は転送メールには設定されず、また文字とし
ても引用されません。

●10000バイトを超える画像が添付されたメールで画
像を取得していない場合は、転送時に画像は添付され
ません。

●受信したデコメールを転送した場合、装飾と挿入され
ている画像は引用された状態で本文が表示されます。
また、転送時にサイズオーバーとなった場合は、p
を押すと送信できない旨のメッセージが表示されま
す。

●1024バイトを超えるトルカが添付されたメールを
転送する場合、トルカは添付されません。

添付されている画像を表示・保存する
画像表示・保存

保存した画像はデータBOXの「マイピクチャ」か
ら表示したり、待受画面などに設定したりできま
す。
･最大保存件数☛P38

1 a1zフォルダを選択z画像が添付
されているｉモードメールを選択

■ 画像の表示／非表示を切り替える：ファイル
名を選択
･送信メール詳細画面、メールテンプレート
詳細画面、miniSDメモリーカード内のメー
ル詳細画面に添付されている画像からも同
様の操作で表示／非表示を切り替えられま
す。

■ タイトルを確認する：ファイル名を選ぶz
m62

■ 10000バイトを超える画像のURLを表示す
る：ファイル名を選ぶzm63
･取得する前に表示する：メール本文の「保
存期限」を選ぶzm62

2 ファイル名を選ぶzm63
･ 10000バイトを超えるJPEG形式の画像は、
自動的に取得され、マイピクチャの「ｉモード」
フォルダに保存されます。m63 で新た
に保存することはできません。受信を中断した
り、受信中に圏外になるなどの理由により取得
できなかった場合は、本文中の「保存期限」を
選択すると取得できます。

■ デコメール内に表示されている画像を保存す
る：m44z画像を選択

･添付ファイルがある
受信メールを転送す
る場合は、添付ファ
イルも設定されま
す。

：メール添付やFOMA端末外への出力可
：メール添付やFOMA端末外への出力不可
：未取得の10000バイトを超える画像
：取得済みの10000バイトを超える画像
：取得失敗の画像の添付あり
：データ異常

画像のマークとファイル名、
ファイルサイズ

ｉ
モ
l
ド
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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3 各項目を選択して設定
･メール添付や FOMA 端末外への出力を禁止さ
れている画像（ファイル制限に「あり」と表示）
では表示名以外は変更できません。
･設定方法は、「サイトから画像を取得する」の
操作3と同じです。☛P212

4 pz保存先を選択
･保存した画像は、待受画面などに設定できま
す。☛P315

おしらせ
●送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面、
miniSD メモリーカード内のメール詳細画面からタ
イトルを確認する場合は、画像のファイル名を選び
mを押し、「添付ファイル」→「タイトル確認」を
選択します。

●送信メールに添付した画像も同様の操作で保存でき
ます。

●本文中に表示される10000バイト以内の画像では、
表示名やファイル名などは表示されません。

●画像の横幅がディスプレイより大きいときは縮小し
て表示されます。

●画像によっては正しく表示できない場合がありま
す。

●横352×縦288または横240×縦400を超える
画像はフレーム候補にできません。

●横縦（または縦横）のサイズが240×400以上の
画像はスタンプ候補にできません。

●横縦（または縦横）のサイズが GIF 形式は 640 ×
480、JPEG形式は1728×2304を超える画像は
保存できません。また、JPEGの種類によっては保
存できないものもあります。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、FOMA端末に保存されている画像を
削除するかどうかの確認画面が表示されます。画面
の指示に従って保存されている画像を削除してくだ
さい。削除する前に画像一覧でpを押すと画像を、
mを押すと画像の詳細情報を表示できます。

●取得できる画像は、JPEG形式またはGIF形式で最
大100Kバイトです。

●画像が添付されている受信メールを表示したとき
は、添付された画像は自動的に表示されます。ただ
し、受信メールがデコメールの場合は、メールを表
示すると、メール本文中に挿入されている画像は自
動的に表示されますが、添付された画像は自動的に
表示されません。画像を表示するときは画像のファ
イル名を選択します。

ｉモーションメールからｉモーション
を再生・保存する

発信元がメールに添付した動画／ｉモーションは
ｉモーションメールセンターに保管され、ｉモー
ションの閲覧のための URL が記載されたメール
を受信します。このURLを選択して、ｉモーショ
ンを取得し、再生したり保存できます。保存した
ｉモーションはデータBOXの「ｉモーション」か
ら再生したり待受画面に設定できます。
･最大保存件数☛P38
･取得できるｉモーションは、最大500Kバイトで
す。

1 a1zフォルダを選択zｉモーショ
ンのURLが記載されたｉモードメール
を選択

2 URLを選択z「はい」を選択
ｉモーションメールセンターに接続され、ｉモー
ションの取得・再生が始まります。
･再生画面の操作方法☛P321

aｉモーションが添付されていることを示す
bｉモーション閲覧用URL
cｉモーションメールセンターでのｉモーショ
ンの保存期限

3 再生が終了したら「保存」を選択
･再度再生する：「再生」を選択
･ｉモーションの情報を表示する：「情報表示」を
選択
･保存を中止する：「戻る」を選択 z「いいえ」
を選択

4 表示名を入力（全角・半角を問わず36
文字まで）zp
取得したｉモーションはｉモーションの「ｉモー
ド」フォルダに保存されます。

a

b

c
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■ 待受画面に設定する：m1z「はい」を選択
･映像のない動画／ｉモーション、再生制限
が設定されているｉモーション、画像サイ
ズが320×240を超えるｉモーションは
待受画面に設定できません。
･拡大表示できる動画／ｉモーションの場合
は、等倍表示または拡大表示に設定できま
す。
･ｉ アプリ待受画面が設定されている場合は、
ｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択する
と、ｉアプリ待受画面を解除して、選択した
動画／ｉモーションが待受画面に設定され
ます。
･待受画面に設定した動画／ｉモーションを
再生するには☛P142

5「戻る」を選択

おしらせ
●送信メールに添付されている動画／ｉモーションも、
ファイル名を選択して、同様に再生できます。
ただし、動画／ｉモーションがFOMA端末から削除
されているときは再生できません。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、削除するかどうかの確認画面が表示され
ます。保存する場合は、画面の指示に従って保存され
ている動画／ｉモーションを削除してください。削
除する前に、動画／ｉモーション一覧でpを押すと
動画／ｉモーションの再生、mを押すと詳細情報の
表示ができます。

●メールに添付されたｉモーションをパソコンで再生
する場合は、対応のソフトが必要となります。
☛P446

●ｉモード端末へｉモーションメールを送信した場合、
ｉ モーションメールセンターに保存された ｉ モー
ション閲覧用URL1件につき50回まで取得できま
す。50回を超えた場合は、ｉモーションの取得がで
きなくなります。

ｉモードメールからメロディを再生・
保存する メロディ再生・保存

保存したメロディはデータBOXの「メロディ」か
ら再生したり、着信音に設定したりできます。
･発信元がFOMA D701i、D701iWM、D702i、
D851iWM、D901i、D901iS、D902i、
D902iS以外の場合、送られてきたメロディが正
しく再生できない場合があります。
･最大保存件数☛P38

1 a1zフォルダを選択zメロディが
添付されているｉモードメールを選択
･添付メロディの表示形式には、メロディファイ
ルの種類によって2種類あります。

■ メロディを再生する：メロディを選択
電話着信音量調整で設定されている音量で再
生されます。
･再生を途中で止める：c

■ タイトルを確認する：
･本文の後に表示されるメロディ（SMF形式）：
メロディを選ぶzm65
･本文の中に表示されるメロディ（MFi形式）：
メロディを選ぶzm64

■ データを文字として表示する（データ表示）：
･本文の後に表示されるメロディ（SMF形式）
ではこの機能は利用できません。

aメロディを選ぶzm65
･タイトル表示に戻す：メロディの先頭行
を選ぶzm65

2 メロディを選ぶzm62

3 表示名を入力（全角25文字（半角50文
字）まで）zpを押す
メロディの「ｉモード」フォルダに保存されます。

おしらせ
●データ表示時にメロディを再生・保存するにはメロ
ディの先頭行を選びmを押し、「添付ファイル」→
「再生」または「保存」を選択します。
●送信メール詳細画面ではメロディを選びmを押し、
「添付ファイル」→「保存」を選択します。

：メール添付やFOMA端末外への出力可
：メール添付やFOMA端末外への出力不可
：データ異常

メロディのマークとファ
イル名、ファイルサイズ

本文の後に表示（SMF形式）

メロディのマークとタイ
トル名、ファイルサイズ

本文中に表示（MFi形式）

メ
ロ
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ィ
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●送信メール、メールテンプレート、miniSDメモリー
カード内のメールの添付メロディも同様に再生でき
ます。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、削除するかどうかの確認画面が表示
されます。画面の指示に従って保存されているメロ
ディを削除してください。削除する前にメロディ一
覧でpを押すとメロディの再生、mを押すと詳細
情報の表示ができます。

●MFi 形式のメロディにタイトル名が設定されていな
い場合、メールの受信日時が表示されます。

ｉモードメールからトルカを表示・保
存する

保存したトルカはトルカ一覧の「トルカフォル
ダ」から表示できます。
･最大保存件数☛P38

1 a1zフォルダを選択zトルカが添
付されているｉモードメールを選択

■ タイトルを確認する：ファイル名を選ぶz
m62

2 ファイル名を選択

■ トルカ（詳細）を取得せずに保存する：ファ
イル名を選ぶzm63
トルカがトルカ一覧の「トルカフォルダ」に
保存されます。

3「詳細」を選択z「はい」を選択
トルカ（詳細）が受信されます。

おしらせ
●送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面
からも同様の操作でトルカを表示・保存できます。
ただし、メールテンプレート詳細画面からは保存で
きません。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、保存できない旨のメッセージが表示
されます。画面の指示に従い保存されているトルカ
を削除してください。削除する前にトルカ一覧でp
を押すとトルカを表示できます。

添付ファイルを削除する
添付ファイル削除

受信メールに添付されている画像、メロディ、ト
ルカを削除します。
･本文中に表示されるメロディ（MFi 形式）、ｉア
プリが起動できるリンク項目は削除できません。
･ 10000バイトを超える画像は、マイピクチャの
「ｉモード」から削除してください。

添付されている画像を削除するとき

1 a1zフォルダを選択z画像が添付
されているｉモードメールを選択

2 ファイル名を選ぶzm64
･添付ファイルを一括削除する：m65

3「はい」を選択
･削除した添付ファイルはファイル名が薄く表
示されて選択できなくなります。

おしらせ
●送信メール詳細画面では、画像、メロディ、トルカ
を選びmを押し、「添付ファイル」→「削除」また
は「一括削除」を選択します。

●10000 バイトを超える画像を削除した受信メール
を表示すると、保存期限が薄く表示され、選択でき
なくなります。

トルカのマークとファイル
名、ファイルサイズ

：メール添付やFOMA
端末外への出力可

：データ異常

例
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メールBOXを操作する

Menu 11 / Menu 14 / Menu 15

受信／送信メールBOXのメールを表
示する 受信メールBOX／送信メールBOX

受信／送信／未送信のｉモードメールやSMSを
確認できます。受信済みのｉモードメールやSMS
は「受信メール」のフォルダに、送信済みのｉモー
ドメールやSMSは「送信メール」のフォルダに保
存されます。また、送信せずに保存したｉモード
メールやSMS、送信に失敗したｉモードメールや
SMS、圏外自動送信待ちのｉモードメールは「未
送信メール」のフォルダに保存されます。
･最大保存件数☛P38

受信メールを表示するとき

1 a1
･送信メールを表示する：a5
･未送信メールを表示する：a4

2 フォルダを選択
受信メールの一覧が表示されます。
･メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択する
と、対応するｉアプリが起動します。
･ｉアプリを起動せずにフォルダ内のメールを表
示する：フォルダを選ぶzm1

3 メールを選択
･電話番号、メールアドレス、URLから、それぞ
れ電話発信、ｉモードメール送信、サイト表示
ができます。電話番号やメールアドレス、URL
を電話帳に登録したり、URLをブックマークに
登録することもできます。本文などのコピーも
できます。☛P254
･未送信メール一覧からメールを選択すると、
メール作成画面が表示されます。

例

フォルダ一覧画面の見かた
■ 受信メールフォルダ一覧画面

（グレー）：メールなし
（黄）：未読メールなし
：メールなし／未読メールなし（プライバ
シーON)

：メールなし／未読メールなし（メール連
動型ｉアプリで利用）

：未読メールあり
：未読メールあり（プライバシーON）
：未読メールあり（メール連動型ｉアプリ
で利用）

■ 送信／未送信メールフォルダ一覧画面

（グレー）：メールなし
（黄）：メールあり
：プライバシーON
：メール連動型ｉアプリ

メール一覧画面の見かた
■ 受信メール一覧画面

保存領域の使用率と
ページ番号／総ページ
数

ページ番号／総ページ
数

ページ番号／総ページ数

a
b

受信日時、発信元
題名（SMSでは本文の先
頭）

･返信済み／転送済みは後から行った操作の
マークが優先表示されます。

a ：未読 ：未読（返信不可）
：既読 ：既読（返信不可）
：既読（返信済み） ：既読（転送済み）
：保護 ：保護（返信不可）
：保護（返信済み） ：保護（転送済み）
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■ 送信／未送信メール一覧画面

･メール一覧表示設定を「1行表示」に設定し
ているときは、添付ファイルがあると、題名
の先頭に が表示されます。
･ 10000バイトを超える画像が添付されてい
るときは、10000バイト以内の画像やメロ
ディ、トルカの添付を示すマークは表示され
ません。
･発信元が電話帳に登録されているときは名
前が表示されます。
･海外から送られてきたSMSでは発信元の先
頭に「＋」が表示されます。
･受信日時には、当日の場合は時刻、当日以外
の場合は日付が表示されます。
･受信した ｉ モードメールによっては題名が
表示されない場合があります。
･データ異常の SMS には が表示され、受
信日時は「--/--」（受信当日のみ）となりま
す。発信元は表示されません。

b ：10000バイト以内の画像あり
：10000バイトを超える画像あり
：メロディあり ：トルカあり
：複数種別の添付あり
：SMS
：送達通知／着信通知
：ｉアプリToあり
：メール連動型ｉアプリで利用されるメー
ル

ページ番号／総ページ数

送信／保存日時、宛先
題名（SMSでは本文の先
頭）

aマークなし：未保護 ：保護
：圏内自動送信
：保護（圏内自動送信）
：圏内自動送信失敗
：保護（圏内自動送信失敗）
：10000バイト以内の画像あり
：10000バイトを超える画像あり
：メロディあり ：ｉモーションあり
：トルカあり
：複数種別の添付あり
：SMS
：メール連動型ｉアプリで利用されるメー
ル

a

メール詳細画面の見かた
■ 受信メール詳細画面

■ 送信メール詳細画面

･メール一覧表示設定を「1行表示」に設定し
ているときは、添付ファイルがあると、送信
メール一覧では題名の先頭に が表示され
ます。
･ｉモーションまたは10000バイトを超える
画像が添付されているときは、10000バイ
ト以内の画像やメロディ、トルカの添付を示
すマークは表示されません。
･送信／保存日時には、当日の場合は時刻、当
日以外の場合は日付が表示されます。
･宛先が電話帳に登録されているときは名前
が表示されます。

宛先マーク※1、状態マー
ク、添付ファイルマーク、
SMSマーク、メール番号
／件数
※1：TO、CC、BCC の

いずれで送られて
きたのかを示しま
す（ｉモードメール
の場合）。

･データ異常のSMSには が表示されます。

a ：受信日時 ：発信元
：宛先（TO）（ｉモードメールのみ）
：宛先（CC）（ｉモードメールのみ）
：題名（SMSは「受信SMS」「SMS送達
通知」「留守番　着信通知」のいずれか）

：発信元（返信不可）
：宛先（TO）（返信不可）（ｉモードメール
のみ）

：宛先（CC）（返信不可）（ｉモードメール
のみ）

a

状態マーク、添付ファイル
マーク、SMSマーク、メー
ル番号／件数a

a ：送信日時 ：宛先（TO）
：宛先（CC）（ｉモードメールのみ）
：宛先（BCC）（ｉモードメールのみ）
：題名（SMSは「送信SMS」）
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おしらせ
●表示できない文字は空白などに置き換わります。
●パソコンから装飾されたメールを受信した場合、パ
ソコンと同じ動作にならない場合があります。

●メール本文の添付データ（ｉアプリが起動できるリ
ンク項目、本文中に表示されるメロディ（MFi形式））
が複数添付されていると添付データは無効になりま
す。このとき添付マークには が表示されます。

●デコメールを表示した場合、デコメールの背景色に
よっては、画像やｉモーション取得先URLの文字色
と重なってURLが見えない場合があります。

●ｉモードメールでは、発信元または宛先のメールア
ドレスが電話帳データのメールアドレス欄と照合さ
れます。SMSでは、発信元または宛先の電話番号が
電話帳データの電話番号欄と照合されます。電話帳
との照合については「名前の表示について」を参照
してください。☛P111

●詳細画面では、受信したSMSおよび送達通知、着信
通知の題名、発信元は次のように表示されます。

･電話番号が電話帳に登録されているときは、発信
元には名前が表示されます。
･発信者番号が通知されなかったときは、次の文字
が発信元に表示されます。
「非通知設定」：非通知に設定して送られてきた
「公衆電話」 ：公衆電話から送られてきた
「通知不可能」：発信者番号を通知できない方法で

送られてきた
●添付ファイルやｉアプリが起動できるリンク項目が
ある場合、詳細画面にマークと添付ファイル名などが
表示されます。
･画像のマークの意味☛P244
･メロディのマークの意味☛P246
･トルカのマークの意味☛P247
･リンク項目からｉアプリを起動するには☛P285

フォルダを作成・削除する

･受信メールでは「受信BOX」フォルダとメール連
動型ｉアプリ用のフォルダ以外に最大40個作成
できます。
･送信メール、未送信メールでは「送信BOX」フォ
ルダまたは「未送信BOX」フォルダとメール連動
型ｉアプリ用のフォルダ以外にそれぞれ最大20
個作成できます。
･「受信 BOX」フォルダ、「送信 BOX」フォルダ、
「未送信BOX」フォルダとメール連動型ｉアプリ
用のフォルダのフォルダ設定は変更できません。

受信メールのフォルダを追加するとき

1 a1
･送信メール☛P248 ･未送信メール☛P248

2 m1
■ フォルダ設定を変更する：フォルダを選ぶz

m3
■ フォルダの並び順を変更する：フォルダを選

ぶzmz7～8

3 各項目を選択して設定

4 pを押す

･お買い上げ時に登録されている「受信BOX」フォ
ルダ、「送信BOX」フォルダ、「未送信BOX」フォ
ルダは削除できません。
･保護されているメールがあるフォルダは削除で
きません。保護解除してから削除してください。
･メール連動型ｉアプリ用のフォルダは、そのフォ
ルダに対応するｉアプリがあるときは削除できま
せん。

受信メールのフォルダを削除するとき

1 a1
･送信メール☛P248 ･未送信メール☛P248

2 フォルダを選ぶzm2

3 端末暗証番号を入力z「はい」を選択

メールの件数を確認する フォルダ内メール件数

受信メール、送信メール、未送信メールの保存件数
をフォルダごとに確認します。

受信メールの保存件数を確認するとき

1 a1
･送信メール☛P248 ･未送信メール☛P248

2 フォルダを選ぶzm5を押す

項目 SMS 送達通知 着信通知
題名 受信SMS SMS送達通知 留守番 着信通知
発信元 電話番号 SMS Center DoCoMo SMS

フォルダを作成する

フォルダ名：
メールのフォルダ名を設定します（全角8文
字（半角16文字）まで）。

プライバシー：
「ON」に設定すると、プライバシーモード中
（メールを「指定フォルダを非表示」に設定
した場合）はフォルダを表示しません。

フォルダを削除する

例

例

例
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●メール一覧ではmを押し、「表示」→「メール件数
確認」を選択します。

メールアドレスを確認する アドレス表示

メールアドレスが途中までしか表示されていない場
合や、電話帳に登録されていて名前が表示されてい
る場合は、この方法でメールアドレスを確認できま
す。

受信メールのメールアドレスを確認するとき

1 a1zフォルダを選択zメールを選
択
･送信メール☛P248
･メールテンプレート☛P238

2 発信元または宛先を選択

おしらせ
●複数のメールアドレスをまとめて確認するときは、
メール詳細画面でmを押し、「表示」→「アドレス
表示」を選択します。受信／送信／未送信メール一
覧では、アドレスを表示するメールを選びmを押
し、「表示」→「アドレス表示」を選択します。送信
メール、未送信メールでは全宛先のメールアドレス
が、受信メールでは発信元のほか、同報送信された
宛先（自分以外）が表示されます（「TO:」｢CC:｣も
表示されます）。

受信／送信メールをフォルダに移動する
メール移動

保存してあるメールを別のフォルダや miniSD メモ
リーカードに移動／コピーします。

受信メールを他のフォルダに1件移動するとき

1 a1zフォルダを選択
･送信メール☛P248 ･未送信メール☛P248

2 受信メールを選ぶzm411
■ 複数移動する：m412zメールを選

択zp
■ フォルダ内のすべての受信メールを移動す

る：m413
■ miniSDメモリーカードへ1件コピーする：受

信メールを選ぶzm441z「はい」
を選択

■ miniSDメモリーカードへバックアップ（全件）
する：m442z端末暗証番号を入力
z「はい」を選択

3 oz移動先フォルダを選択z「はい」
を選択

おしらせ
●未送信メールをminiSDメモリーカードに1件コピー
するときは、未送信メール一覧で未送信メールを選び
mを押し、「移動/コピー」→「miniSDカードへコ
ピー」→「1件コピー」を選択します。バックアップ
するときは、未送信メール一覧でmを押し、「移動/
コピー」→「miniSD カードへコピー」→「バック
アップ」を選択します。

●受信メールを複数選択しているときにメールを受信
すると、「メールを表示できません」と表示され、そ
れまでの操作が中止される場合があります。

●圏内自動送信を設定したｉモードメールをメール連
動型ｉアプリ用のフォルダに移動すると、圏内自動
送信の設定は解除されます。

●保護の設定はminiSDメモリーカードにコピー／バッ
クアップされません。

メールを検索する メール検索

受信メールや送信メールを、発信者・宛先または受
信日・送信日を指定して検索します。
･受信メールでは発信者または受信日を指定して
検索します。
･送信メールでは宛先または送信日を指定して検
索します。

受信メールを発信者で検索するとき

1 a1
･送信メール☛P248

2 m91z検索する電話帳を選択

･受信日または送信日で検索する：m92
z日付を選択
･電話帳や日付を選ぶと、メール一覧表示設定で
「1行表示」に設定している場合は該当するメー
ルの先頭4件が、「2行表示」に設定している場
合は該当するメールの先頭2件が表示されます。
･ oを押すと全メールが一覧表示されます。
･ 送信メールを宛先で検索する場合、2件目以
降の宛先に電話帳の相手が設定されていて
も検索されます（選択中の画面には1件目の
宛先が表示されます）。

例

例
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･シークレット属性が設定されている電話帳
データは、シークレットモードにすると表示さ
れます。

3 表示するメールを選択
･検索結果画面からは、メール一覧と同様の操作
ができます。
･メール検索を解除する：m0

おしらせ
●受信メール一覧、送信メール一覧でmを押し、「メー
ル検索」→「電話帳でメール検索」または「カレン
ダーでメール検索」を選択しても同様に操作できま
す。この場合はフォルダ内のメールだけが検索され
ます。

受信／送信メールを並べ替える ソート

受信メールや送信メールの一覧の並び順を一時的に
変更します。表示を終了すると、並び順は「日付順」
に戻ります。
･日付順、送信者順（送信メールでは宛先順）、タ
イトル順が選択できます。
･未送信メールやFOMAカード内のSMSの並び順
は変更できません。

受信メール一覧を並べ替えるとき

1 a1zフォルダを選択
･送信メール☛P248

2 m74z1～3のいずれかを
押す
■ 送信メールを並べ替える：m5z

1～3

おしらせ
●送信者順または宛先順の場合、メールアドレスが電
話帳に登録されていても電話帳の名前ではなくメー
ルアドレスの順に並び替わります。

●タイトル順の場合、全角／半角の文字が混在してい
ると、50音順と一致しない場合があります。

●同じフォルダ内にSMSが含まれていると、一覧画面
では SMS はメッセージの本文の先頭が表示される
ため、タイトル順で並べ替えた場合、50音順と一致
しません。

受信メールの既読／未読を変更する

･保護されている受信メールの既読／未読は変更
できません。

既読メールを1件未読にするとき

1 a1zフォルダを選択

2 メールを選ぶzm52を押す
■ 未読メールを1件既読にする：メールを選ぶ

zm51
■ 既読メールを複数選択して未読にする：

m54zメールを選択zpz「はい」
を選択

■ 未読メールを複数選択して既読にする：
m53zメールを選択zpz「はい」
を選択

■ フォルダ内のメールを全件未読にする：
m56z「はい」を選択

■ フォルダ内のメールを全件既読にする：
m55z「はい」を選択

受信／送信メールを保護する メール保護

受信メール、送信メール、未送信メールを保護する
と、誤って削除したり、保存領域が足りずに上書き
されたりすることを防ぐことができます。
･最大保護件数☛P38
･未読メールは保護できません。

受信メールを1件保護するとき

1 a1zフォルダを選択
･送信メール☛P248 ･未送信メール☛P248

2 メールを選ぶzm31を押す
メールが保護され、マークが次のいずれかに変わ
ります。

■ 複数保護する：m32z メールを選択
zp
･保護されていない受信メールが最大保護件
数を超えて保存されている場合は全選択で
きません。

■ フォルダ内の受信メールを全件保護する：
m33

■ 複数解除する：m35zメールを選択
zp

■ 全件解除する：m36

おしらせ
●メール詳細画面ではmを押し、「保護」／「保護解
除」を選択します。

●受信メールを複数選択しているときにメールを受信
すると、「メールを表示できません」と表示され、そ
れまでの操作が中止される場合があります。

お買い上げ時 日付順

例

例

受信メール： （既読） （返信不可）
（返信済み） （転送済み）

送信／未送信メール：
･解除する：メールを選ぶzm34

例

受
信
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●「全件保護」を選択すると、日時が新しいメールから
順に、最大保護件数に達するまで保護されます。

受信／送信メールを削除する メール削除

受信メール、送信メール、未送信メールから不要な
メールを削除します。
･保護されているメールは削除できません。まとめ
て削除する場合、条件に該当していても保護され
ているメールは削除されずに残ります。保護を解
除をしてから削除してください。

○：実行可　×：実行不可

※1：メール検索結果の一覧からは実行できません。
※2：メール検索結果の一覧からのみ実行できます。
※3：メール受信後の経過日数によって削除します。
･まとめて削除する場合、条件に該当する未読メールも
削除されます。

受信メールを1件削除するとき

1 a1
■ メールをすべて削除する：m46z端末

暗証番号を入力z操作4に進む

2 フォルダを選択

3 受信メールを選ぶzm21
■ 複数削除する：m22zメールを選択

zp
■ フォルダ内の既読メールを削除する：

m23
■ フォルダ内の受信メールをすべて削除する：

m24z端末暗証番号を入力

■ 受信後の経過日数によって削除する：m2
z5～7

4「はい」を選択

おしらせ
●メール詳細画面ではmを押し、「削除」を選択しま
す。

●受信メールを複数選択しているときにメールを受信
すると、「メールを表示できません」と表示され、そ
れまでの操作が中止される場合があります。

○：実行可　×：実行不可

※1：フォルダ内のメールをすべて削除します。
※2：送信メール検索結果の一覧からは実行できません。
※3：送信メール検索結果の一覧からのみ実行できます。

送信メールを1件削除するとき

1 a5
･未送信メール☛P248

■ メールをすべて削除する：m42z端末
暗証番号を入力z操作4に進む

2 フォルダを選択

3 メールを選ぶzm21
■ 複数削除する：m22zメールを選択

zp
■ フォルダ内の送信メールをすべて削除する：

m23z端末暗証番号を入力

4「はい」を選択

おしらせ
●フォルダ一覧ではmを押し、「メール削除」を選択
します。

●メール詳細画面ではmを押し、「削除」を選択しま
す。

受信メールを削除する

削除方法
実行する画面

フォルダ
一覧

メール
一覧 詳細

メール全件 ○ × ×
フォルダ内-既読 ○ ○※1 ×
フォルダ内-全件 ○ ○※1 ×
フォルダ内-7日経過※3 ○ ○※1 ×
フォルダ内-14日経過※3 ○ ○※1 ×
フォルダ内-30日経過※3 ○ ○※1 ×
1件削除 × ○ ○
複数削除 × ○ ×
全検索結果削除 × ○※2 ×

例

送信／未送信メールを削除する

削除方法
実行する画面

フォルダ
一覧

メール
一覧

詳細（送
信メール）

メール全件 ○ × ×
フォルダ内-全件 ○ × ×
全件削除※1 × ○※2 ×
1件削除 × ○ ○
複数削除 × ○ ×
全検索結果削除 × ○※3 ×

例

受
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メールの便利な機能

本文に電話番号やメールアドレス、URLがあると
き、これらを選択して音声電話／テレビ電話／
プッシュトークを発信したり（Phone To／AV
Phone To）、ｉモードメールを作成したり（Mail
To）、サイトに接続したり（Web To）できます。
また、表示中のｉモードメール、SMSの本文中
の文字をコピーしたり、電話番号やメールアドレ
スなどを電話帳に登録することもできます。

Phone To（AV Phone To）・Mail To・
Web To機能を使う

･操作方法はサイトからのPhone To（AV Phone
To）、Mail To、Web Toと同じです。
･パソコンなどから受信したメールでは本機能を
利用できないことがあります。

本文などをコピーする

表示中のｉモードメール、SMS、メールテンプレー
ト中の文字をコピーできます。コピーした文字は、
メール作成画面や電話帳の登録画面などの入力欄に
貼り付けることができます。
･ FOMAカード内のSMSの場合、本文コピーと宛
先コピー、発信元コピーができます。
･デコメールの場合、装飾情報はコピーされず、テ
キストのみコピーされます。
･コピーした文字は電源を切るまで記録され、別の
場所に何度でも貼り付けられます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーを行
うと前にコピーした文字に上書きされます。

受信メール詳細画面からコピーするとき

1 受信メール詳細画面を表示
･選択項目コピーの場合は、コピーする項目を選
びます。

2 m2
･メールテンプレートを表示しているときは
m3を押します。

3 コピー方法を選択

･本文コピーの場合はコピーする範囲を指定し
ます。指定方法については☛P215「URLをコ
ピーする」操作2

4 貼り付け先の文字入力画面を表示 z 文
字を貼り付ける

おしらせ
●メールにDate To形式の本文が含まれている場合は、
いったんメモ帳に貼り付けて保存するとスケジュー
ル登録できます。

受信／送信メールから電話をかける 電話発信

受信メールの送信者や送信メールの宛先に電話をか
けることができます。
･電話番号とメールアドレス（相手のメールアドレ
スが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」の場合を除
く）を電話帳に登録しておく必要があります。
･シークレット属性を設定した電話帳データに
メールアドレスが登録されている場合は、シーク
レットモード中だけ電話をかけられます。

受信メールから電話をかけるとき

1 受信メール一覧を表示

2 メールを選ぶzm6
･受信メール／送信メール詳細画面では電話を
かける相手（発信者／宛先）を選びm7を
押します。
･同報アドレスがあるときはメールアドレス選
択画面が表示されます。電話をかけるメールア
ドレスを選択してください。

3 発信条件を設定

4 mz「はい」を選択

電話番号やアドレス、URLを電話帳に登録
する

表示中のｉモードメール、SMS中の電話番号、メー
ルアドレス、URL を電話帳に登録できます。新規に
登録することも、登録済みの電話帳データに追加す
ることもできます。

受信メール詳細画面から電話帳登録するとき

1 項目を含むメールを表示

2 項目を選ぶzm4
･選べない項目は登録できません。

本文コピー：
本文中の指定した範囲の文字をコピーしま
す。

題名コピー：題名をコピーします。
選択項目コピー：

カーソルを合わせている項目をコピーしま
す。

例

例

例

便
利
な
機
能

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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3 新規登録するときは1、登録済みの電
話帳データに追加するときは2を押す
･以降の操作は「電話番号やメールアドレスを電
話帳に登録する」の操作3と同じです。☛P215

おしらせ
●送信メール詳細画面、FOMAカード内のSMS詳細
画面、miniSD メモリーカード内のメール詳細画面
ではmを押し、「登録」を選択します。

●デコメールからは登録できない場合があります。
●メール本文などに複数のメールアドレスが列記され
ている場合は、登録できないことがあります。

URLをブックマークに登録する

表示中のｉモードメール、SMSの本文中にURLがあ
るとき、その画面から直接、URL をブックマークに
登録できます。

受信メール詳細画面からブックマーク登録する
とき

1 URLを含むメールを表示

2 URLを選ぶzm43

3 フォルダを選択
･以降の操作は「ブックマークに登録する」の操
作2と同じです。☛P209

おしらせ
●デコメールからは登録できない場合があります。

メールをお預かりセンターに保存する
電話帳お預かりサービス

電話帳お預かりサービスを利用して、ｉモードメー
ルやSMSをお預かりセンターに保存できます。
･電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な
有料サービスです。サービスの詳細は『ｉモード
操作ガイド』をご覧ください。

メールを保存する

･ 1件あたりのファイル容量が、10000バイトを
超えるメールは保存できません。

受信メールを保存するとき

1 a1zフォルダを選択
･送信メール☛P248 ･未送信メール☛P248

2 m45zメールを選択zp
･最大10件選択できます。
･ SMS送達通知は保存できません。

■ 送信メールを保存する：m45
zメールを選択zp

■ 未送信メールを保存する：
m43zメールを選択zp

3「はい」を選択z端末暗証番号を入力
選択したメールがお預かりセンターに保存され
ます。保存が完了すると、実行結果が表示されま
す。
･実行結果は約5秒後に消え、メール一覧に戻り
ます。早く一覧に戻すにはoを押します。

おしらせ
●電話帳お預かりサービスを契約されていない場合
は、その旨をお知らせする画面が表示されます。

メールを復元する

お預かりセンターに保存されているメールを、お預
かりセンターのサイトから FOMA 端末に保存しま
す。詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
･復元したファイルは保護されます。ただし、次の
場合は保護されません。
･ お預かりセンターに保存されているメールが未
読だった場合
･ FOMA端末に保存されているメールの保護件数
が最大保護件数に達している場合

通信履歴を確認する

お預かりセンターとの通信履歴を確認できます。
･履歴は最大30件記録されます。30件を超えると、
古いものから順に消去されます。

1 m692z通信履歴を選択

例

例

電
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メールの設定を行う

FOMA端末のメール機能を設定する
メール設定

Menu 193

メールを自動的にフォルダに振り分ける
メール振り分け設定

受信／送信したｉモードメールやSMSに振り分け条
件を設定し、自動的にフォルダに振り分けるかどう
かを設定します。
･受信メール、送信メールの振り分け条件はそれぞ
れ30件登録できます。

･振り分け条件を設定したり実行するには、受信振
り分け設定／送信振り分け設定の自動振り分け
設定を「ON」に設定する必要があります。お買
い上げ時は「ON」に設定されています。☛P257
･条件設定後に受信／送信するメールに対して有
効です。受信／送信済みのメールは振り分けられ
ません。
･通常のメールをメール連動型ｉアプリ用のフォル
ダに振り分けることもできます。
･メール連動型ｉアプリのメールは、該当するメー
ル連動型ｉアプリ用のフォルダがあると、振り分
け条件の設定に関わらず、そのフォルダに保存さ
れます。

受信メールの振り分け条件を設定するとき

1 a93

2 1
･送信メールの振り分け条件を設定する：2

3 m1z振り分け条件を指定

■ メールアドレスを指定する：
指定したメールアドレスで受信／送信した
メールを振り分けます。メールアドレスは＠
以降の文字も含めてアドレス全体を指定しま
す（半角50文字まで）。アドレスの一部の文
字では振り分けられません。電話番号を指定
すると、SMSも振り分けできます。
a12zメールアドレスを入力zp
･電話帳に登録されているメールアドレス
を指定する：11z相手を選択
･メールアドレスを複数登録していると
きは、メールアドレスを選択します。

■ 題名を指定する：
指定した文字を含む題名のメールを振り分け
ます（全角15文字（半角30文字）まで）。
SMSは題名では振り分けできません。
a2z題名を入力zp

■ メモリ番号を指定する：
FOMA端末電話帳の指定したメモリ番号に登
録されているメールアドレスまたは電話番号
のメールを振り分けます。ｉモードメールで
は電話帳のメールアドレス、SMSでは電話帳
の電話番号と照合されます。
a3zメモリ番号を入力zp
b電話帳データを選択

■ グループを指定する：
グループに登録されているメールアドレスま
たは電話番号のメールを振り分けます。
a4
bFOMA端末電話帳のグループを指定すると
きは1、FOMAカード電話帳のグループ
を指定するときは2

cグループを選択

■ 電話帳登録なしを指定する：5
電話帳に登録されていないメールアドレスま
たは電話番号のメールを振り分けます。
ｉ モードメールでは電話帳のメールアドレ
ス、SMSでは電話帳の電話番号と照合されま
す。

■ 条件なしを指定する：6
条件を設定せずにすべてのメールを振り分け
ます。

振り分け条件を設定する

a ：送信メールアドレス
：受信メールアドレス
：メモリ番号 ：電話帳登録なし
：題名 ：グループ
：条件なし

例

自動振り分け設定のON／
OFF
登録済みの振り分け条件
（優先順位順に表示）

a

振り分け条件の指定画面

メ
l
ル
設
定
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4 振り分け先フォルダを選択

･メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択した
ときは、選択したフォルダのメールがｉアプリ
で利用される旨のメッセージが表示されます。
振り分け先として設定するときは「はい」を選
択します。

5 優先順位を指定
選択した行の上に新しい振り分け条件が追加さ
れます。

･ 1件目の条件を登録する：［最後に追加する］を
選択
･最後に追加する：［最後に追加する］を選択
･優先順位の高い条件から順に並べます。
･登録済みの条件を変更したときは［最後に追加
する］は、［最後に移動する］と表示されます。

おしらせ
●発信元の端末がｉモード端末でメールアドレスが携
帯電話番号の場合、受信するアドレスは携帯電話番
号のみになるため、振り分け設定に「携帯電話番号
@docomo.ne.jp」と登録した場合は振り分けられ
ません。

●FOMA端末電話帳と FOMAカード電話帳に同一の
メールアドレスが登録されている場合、FOMA端末
電話帳のメールアドレスを優先して振り分けるた
め、振り分けの優先度と一致しない場合があります。

●条件は優先順位に従って判定されます。たとえば、
条件を2件設定した場合、次のように振り分けられ
ます。
a優先順位1の条件に該当するかどうかが判定され、
条件に合えば指定のフォルダに保存されます。条
件に合わなかったときはbに進みます。

b優先順位2の条件に該当するかどうかが判定され、
条件に合えば指定のフォルダに保存されます。条
件に合わなかったときは「受信BOX」フォルダま
たは「送信BOX」フォルダに保存されます。

1 a93z1～2

2 振り分け条件を選択
･条件を確認中でも振り分け条件の変更、削除が
できます。

■ 登録済みの振り分け条件を変更する：
a振り分け条件を選ぶzm2z振り分け
条件を指定
･振り分け条件の指定は「振り分け条件を
設定する」の操作3以降と同じです。
☛P256

b「変更する」を選択

■ 優先順位を変更する：振り分け条件を選ぶ
zm5z位置を選択
･選択した位置の上に条件が移動します。一
覧の最後に移動するときは、［最後に移動す
る］を選択します。

■ 条件を削除する：振り分け条件を選ぶz
m3z「はい」を選択
･ 条件をすべて削除する：m4z端末
暗証番号を入力z「はい」を選択

･「ON」に設定しても、振り分け条件を設定しない
と振り分けられません。

受信メールを振り分けるとき

1 a93

2 1zm6
･送信メールを設定する：2zm6

3 1～2のいずれかを押す

振り分け条件を確認・変更する

自動的に振り分けるかどうかを設定する

お買い上げ時 すべてON

例

メ
l
ル
設
定
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Menu 194

メールの署名を登録する 署名設定

ｉモードメールやSMSの本文に付ける署名を登録し
ます。また、メール作成時に署名を自動的に挿入す
るかどうかを設定します。

･署名は装飾できます。ただし、メロディ添付（メ
ロデコ）はできません。装飾方法はデコメールの
場合と同じです。装飾すると、その分入力できる
文字数が減ります。
･装飾した署名が挿入されたメールはデコメール
になります。

1 a94z2zo

2 署名を入力（全角 4999 文字（半角
9998文字）まで）
･全角5000文字（半角10000文字）まで入力
できますが、署名の挿入時には改行されるた
め、改行（全角1文字（半角2文字））分少なく
してください。

3 pを押す

･「する」に設定しても、署名が登録されていない
と挿入できません。

1 a94z1

2 1～ 2のいずれかを押す

おしらせ
●署名も本文の文字数に含まれます。本文に署名の文
字数と改行分の空きがないと、署名は挿入できませ
ん。

●自動挿入を「する」に設定すると、返信／転送時も
本文の最後に署名が挿入されます。だだし、署名に
設定した背景色は、ｉモードメールを新規作成する
場合、またはｉモードメールに本文を引用せずに返
信する場合だけ反映されます。

●署名が登録してあるときは、メールの本文入力時に
mを押し「定型文・区点・引用」→「署名挿入」を
選択すると挿入できます。ただし、署名に設定した
背景色はｉモードメールの場合で、本文が未入力の
状態のときだけ反映されます。

●以下の場合、署名はSMSに挿入できません。
･署名を挿入すると本文の文字数が全角・半角を問
わず70文字を超える場合
･署名を装飾した場合
･ SMS設定で送信文字種を「英語」に設定し、新規
にSMSを作成する場合
･送信文字種が「英語」に設定されたSMSに返信、
転送する場合

●署名に電話番号やメールアドレス、URLを入れてお
くと、ｉモード端末にｉモードメールを送信した場
合、相手がPhone To（AV Phone To）、Mail To、
Web To機能を使うことができます。

Menu 164 / Menu 2632 / ?632

センター問い合わせの内容を設定する
ｉモード問合せ設定

･お買い上げ時はメール、メッセージR、メッセー
ジFのすべてに が付いています。問い合わせを
しない場合は、 にしてご利用ください。

1 a64

2 問い合わせ項目を選択
･いずれかの項目を選択しないと登録できません。

3 pを押す

Menu 1972

メールを選択して受信できるようにする
メール選択受信設定

1 a972z1～2のいずれ
かを押す
･「ON」に設定するとメールを自動的に受信でき
ない旨のメッセージが表示されます。oを押し
てください。

Menu 196

宛先をメールグループに登録する
メールグループ設定

複数のメールアドレスをメールグループに登録する
と、ｉモードメール作成時に簡単な操作で複数の宛先
が設定できます。
･メールグループは最大20件登録できます。1つ
のメールグループには、最大5件のメールアドレ
スを登録できます。

1 a96

署名を編集し登録する

お買い上げ時 未登録

署名を自動挿入するかどうかを設定する

お買い上げ時 する

お買い上げ時 すべて選択

お買い上げ時 OFF

メ
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2 p
■ メールグループ名を編集する：メールグルー

プを選ぶzm2
■ メールグループをコピーする：メールグルー

プを選ぶzm3
■ メールグループを1件削除する：メールグルー

プを選ぶzm41z「はい」を選択

■ メールグループを全件削除する：m42
z端末暗証番号を入力z「はい」を選択

3 メールグループ名を入力（全角8文字
（半角16文字）まで）zp
･続けて別のメールグループを登録する：p

4 メールグループを選択

5 az各項目を選択して設定

6 p
･既に電話帳に登録されているメールアドレス
は、電話帳で登録している名前が表示されま
す。電話帳に登録されていない場合は、メール
アドレスが表示されます。
･他のメールアドレスを追加する：操作5から繰
り返す

■ メールアドレスを編集する：メールアドレス
（または名前）を選択zメールアドレスを編集
zp

■ メールアドレスを1件削除する：メールアド
レス（または名前）を選ぶ zm2z「は
い」を選択

■ メールアドレスの詳細を表示する：m3z
メールアドレスの確認が終わったらo

7 pを押す
メールグループにメールアドレスが登録されま
す。
･メールグループを選び a を押すと ｉ モード
メールを作成できます。

おしらせ
●宛先種別にTOがないと、メールを送信できません。

Menu 1951

返信時に本文を引用するかどうかを設定す
る メール返信引用設定

ｉモードメールやSMSに返信する際に、受信メール
の本文を引用するかどうかを設定します。また、引
用する本文に付ける引用文字を設定します。

1 a951

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

Menu 1952

返信時にクイック返信本文を挿入するかど
うかを設定する クイック返信設定

･ SMSにはクイック返信本文は挿入できません。
･「ON」に設定しても、クイック返信本文が登録さ
れていないと挿入できません。

1 a952z1～2のいずれ
かを押す

Menu 1953

クイック返信時に挿入する本文を登録する
クイック返信本文登録

･最大5件登録できます。
･お買い上げ時の状態から新たに本文を登録する
には、登録されている本文を選択して修正する
か、不要な本文を削除してください。

1 a953z本文を選択

2 本文を入力（全角20文字（半角40文
字）まで）zpz「はい」を選択
･改行はできません。

■ 登録されている本文を確認する：クイック返
信本文一覧で本文を選ぶzp

宛先種別：
TO、CC、BCCを設定します。☛P231

アドレス：
メールアドレスを入力します（半角50文字
まで）。
･電話帳から選択する：tz相手を選択
･メールアドレスを複数登録しているとき
は、メールアドレスを選択します。

お買い上げ時 引用：する　引用文字：>（半角）

引用：
メール返信時に本文を引用するかどうかを
設定します。

引用文字：
全角1文字（半角2文字）まで入力できます。
･引用文字も本文の文字数に含まれます。
･送信できない文字が設定された場合、お買
い上げ時の引用文字が使用されます。

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 OKです。　NGです。　ありがとう！
ゴメンなさい！　後ほど連絡します。
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■ 登録されている本文を削除する：クイック返
信本文一覧で本文を選ぶzm1z「はい」
を選択

■ 新たに本文を登録する：クイック返信本文一
覧で「＜新しい返信本文＞」を選択z本文を
入力zp

■ お買い上げ時の内容に戻す：クイック返信本
文一覧で m2z 端末暗証番号を入力 z
「はい」を選択

Menu 1975

メール一覧の表示形式を設定する
メール一覧表示設定

受信メールや送信メールの一覧の表示形式を設定し
ます。
･未送信メールやFOMAカード内のSMSでは設定
に関わらず、2行表示されます。

1 a975z1～2のいずれ
かを押す

Menu 1976

メールをのぞき見されないようにする
オンリービュー設定

ｉモードメール／SMSの作成画面や詳細画面、署名編
集画面（装飾なし）、メールテンプレートの表示画面を
オンリービュー表示にするかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、表示画面のコントラストが
調整され、表示が見えにくくなり、のぞき見され
にくくなります。
･以下の画面ではオンリービュー表示にはなりま
せん。
･ 文字入力 ･ 一覧表示 ･ デコメール
･ チャットメール

1 a976z1～2のいずれ
かを押す

おしらせ
●設定に関わらず、オンリービュー表示にできる画面
ではCを1秒以上押すたびに通常表示とオンリー
ビュー表示が切り替わります。各画面で表示を切り
替えると、オンリービュー設定にも反映されます。

Menu 1973

添付ファイルを受信するかどうかを設定す
る メール受信添付ファイル設定

ｉモードメールに添付されている画像、メロディ、ト
ルカを受信するかどうかを設定します。

1 a973z1～4のいずれ
かを押す

おしらせ
●「受信しない」または「メロディのみ受信」に設定に
するとメール本文に挿入された画像も受信できませ
ん。

●受信しない添付ファイルはｉモードセンターで削除
され、受信できなくなりますのでご注意ください。

●メール本文中に貼付された MFi 形式のメロディは、
本設定に関わらず受信します。

Menu 1974 / Menu 2633 /?633

メロディを自動再生するかどうかを設定す
る 添付ファイル自動再生設定

メロディが添付されているｉモードメールやメッセー
ジR/Fを表示したときに、メロディを自動的に再生す
るかどうかを設定します。

1 a974z1～2のいずれ
かを押す

おしらせ
●「自動再生する」に設定した場合、メロディが添付さ
れている受信メール、送信メール、メールテンプレー
ト、メッセージR/Fを表示すると、電話着信音量で
設定されている音量でメロディが1回再生されます。
複数のメロディが添付されているときは順番にメロ
ディが再生されます。途中で止めるにはcを押し
ます。

●「自動再生する」に設定しても、メッセージR/Fが自
動表示されたときは、メロディは自動再生されませ
ん。

表示するメールの種別を選ぶ 表示種別

指定した種別のメールだけを表示します。表示を終
了すると「すべて表示」に戻ります。

お買い上げ時 2行表示

お買い上げ時 OFF

2行表示 1行表示

選んでいるメールの発信
元（送信メールでは1件
目の宛先）

お買い上げ時 画像、メロディ、トルカ受信

お買い上げ時 自動再生する
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･受信メールでは「すべて表示」「未読のみ表示」「既
読のみ表示」「保護のみ表示」から選択できます。
･送信メールでは「すべて表示」または「保護のみ
表示」が選択できます。
･未送信メールやFOMAカード内のSMSの表示種
別は選択できません。

受信メールの表示種別を選択するとき

1 a1zフォルダを選択
･送信メール☛P248

2 m72z1～4のいずれかを
押す

おしらせ
●「既読のみ表示」では、保護されている受信メールは
表示されません。

メール詳細画面の文字の大きさを変更する
文字サイズ

受信メールや送信メール、メールテンプレートの内
容を表示するときの文字サイズを変更します。
･文字サイズの変更は受信メール、送信メール、
メールテンプレート、miniSDメモリーカード内
のメールすべてに反映されます。
･本機能での設定内容は、文字サイズ設定のメール
閲覧にも反映されます。

受信メール詳細画面から操作するとき

1 a1zフォルダを選択
･送信メール☛P248

2 メールを選択zm31
･メールテンプレートを表示しているときは、
m41を押します。

3 1～3のいずれかを押す

おしらせ
●文字サイズ設定の「一括」または「メール閲覧」か
らも変更できます。

●miniSD メモリーカード内の受信／送信メールや未
送信メールの詳細画面ではmを押し、「文字サイズ」
を選択します。

●メール詳細画面の文字サイズの変更は次に設定を変
更するまで保持されます。

●メール作成時および編集時の文字サイズは、文字サ
イズ設定の「一括」または「メール編集／文字入力」
から変更できます。

Menu 191

メール着信時の動作を設定する メール着信設定

ｉモードメール、SMSを受信したときの動作を設定
します。
･本機能での設定内容は、音の設定、イルミネー
ション設定、バイブレータ設定にもそれぞれ反映
されます。

1 a91

2 各項目を選択して設定

お買い上げ時 すべて表示

お買い上げ時 中（標準）

例

中：20ドット（標準）大：24ドット

小：16ドット

お買い上げ時 着信音選択：メロディ／メール・メロディA
着信イルミネーション設定：ゆっくり点滅／
アクア　バイブレータ設定：OFF　
鳴動時間：10秒

着信音選択：
「メロディ」または「着モーション」を選択
し、メロディまたは動画／ｉモーションを選
択します。着信音を鳴らさないときは「OFF」
を選択します。
･選択時にメロディ、動画／ｉモーションを
再生して確認するには☛P133

着信イルミネーション設定：
決定キーの照明の点灯パターンと点灯色を
設定します。
･点灯パターンを「メロディ連動」または
「OFF」に設定すると点灯色は設定できま
せん。

バイブレータ設定：
バイブレータの動作パターンを設定します。

例
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3 pを押す

おしらせ
●メロディによっては、着信イルミネーション設定や
バイブレータ設定で「メロディ連動」に設定すると、
イルミネーションやバイブレータが動作しないこと
があります。

●電話帳でメール着信設定をしている相手からのメー
ルを受信した場合は、電話帳の設定で動作します。
☛P114

Menu 1971

メール受信通知を設定する 受信表示設定

FOMA端末の操作中にｉモードメールやSMS、メッ
セージR/Fを受信したときに、受信中画面および受信
結果画面を優先的に表示するかどうかを設定しま
す。

1 a971z1～2のいずれ
かを押す

おしらせ
●「操作優先」に設定すると、待受中以外の場合（他の
機能が起動中）は受信中画面や受信結果画面が表示
されず、メール着信音も鳴りません。着信を知らせ
る決定キーの照明も点灯／点滅しません。

●「通知優先」に設定していても、音声電話中、テレビ
電話中、プッシュトーク通信中、カメラ起動中、ｉア
プリ動作中、ストリーミングタイプのｉモーション
再生中、目覚まし音やアラーム鳴動中などは受信中画
面および受信結果画面は表示されず、メール着信音も
鳴りません。着信を知らせる決定キーの照明も点灯／
点滅しません。

●オールロック中、PIMロック中、公共モード（ドラ
イブモード）中は設定に関わらず、受信中画面およ
び受信結果画面は表示されず、メール着信音も鳴り
ません。着信を知らせる決定キーの照明も点灯／点
滅しません。

チャットメールを使う

チャットメールを作成して送信する
チャットメール作成・送信

複数の相手と会話をするような感覚でメールを
やりとりします。メールのやりとりは1つの画面
で確認できます。
･あらかじめ相手のメールアドレスをチャットメ
ンバーに登録しておく必要があります。
･メール選択受信設定を「ON」に設定している場
合、または受信／送信メールの保存領域に空きが
ない場合はチャットメールを利用できません。
･チャットメール非対応端末にチャットメールを
送信した場合、相手の端末には「チャットメール」
の題名が付いたメールとして届きます。また、
チャットメンバーに登録しているチャットメー
ル非対応端末から、題名に「チャットメール」が
含まれたメールを受信した場合、チャットメール
として受信できます。
･複数の相手とチャットメールをやりとりした場
合の通信料は、メール同報送信の場合と同じで
す。

鳴動時間（秒）：
着信音が鳴動している時間を設定します
（1～30秒）。

お買い上げ時 通知優先

操作優先：受信中画面および受信結果画面を表
示しません。

通知優先：受信中画面および受信結果画面を表
示します。

チャットメール画面の見かた

a送受信履歴
最新の履歴から最大100件表示できます。
･ガイド行に△▽が表示されているときは %
でスクロールできます。
･画面単位でスクロールする：t／a
･先頭行に移動する：m51
･最終行に移動する：m52

b詳細表示欄
最新または選んだチャットメールの詳細を表
示します。表示可能文字数は全角250文字（半
角500文字）までです。

c本文入力欄

a

b

c

チャットメールを受信／
送信した日付または時刻

詳細表示欄に表示しきれ
ない場合に が表示
されます。&でページが
切り替わります。

▲

▲

発信者のニックネーム

：チャットメンバーに
未登録の同報アドレ
スあり

チ
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Menu 13

チャットメンバーを登録する
チャットメンバー設定

･チャットメンバーに登録できるのは、最大5件で
す。同じメールアドレスは複数登録できません。

1 a3
メンバーを登録するかどうかの確認画面が表示
されます。
･メンバーが既に登録されている場合は、チャッ
トメール画面が表示されます。メンバーを追加
登録するときは、m7を押して操作3に進
みます。

2「はい」を選択

3 a

4 アドレス欄を選択 z メールアドレスを
入力（半角50文字まで）
･メンバーに登録する相手がシークレットコー
ドを登録している場合は、電話帳に相手のメー
ルアドレスを登録してからシークレットコー
ドを設定し、相手の携帯電話番号のみをメン
バーに登録します。

■ 電話帳から検索する：tz相手を選択
･メールアドレスを複数登録しているとき
は、メールアドレスを選択します。

5 ニックネーム欄を選択 z ニックネーム
を入力（全角4文字（半角8文字）まで）
･メールアドレスが、電話帳に登録されているア
ドレスと一致するときは、電話帳の名前（先頭
から全角4文字（半角8文字）まで）がニック
ネーム欄に表示されます。
･ニックネームを入力しなかった場合は、チャッ
トメール画面では、メールアドレスの@より前
の部分の先頭から8文字が表示されます。

6 文字色欄を選択z文字色を選択
･青、赤、緑、オレンジ、黒の順に、登録済みの
チャットメンバーに使用していない色から表
示されます。
･チャットメール画面ではニックネームが選択
した色で表示されます。

7 p
チャットメンバーが表示されます。
･他のメンバーを追加登録する：az操作4～
7を繰り返す

8 pを押す

Menu 13

チャットメールを作成して送信する

･チャットメール送信時は、登録したメンバー全員
に送信する設定になっています。送信画面でメン
バーを選択することもできますが、チャットメー
ルを終了したり、メンバーの登録内容を変更した
りすると、設定は元に戻ります。
･送信したチャットメールは、「送信メール」の「送
信BOX」フォルダに保存されます。ただし、メー
ル振り分け設定で設定した条件と合致した場合
は、指定フォルダに保存されます。

1 a3
･メンバーを登録するかどうかの確認画面が表
示された場合は「はい」を選択してメンバー登
録をしてください。

2 本文入力欄を選択 z 本文を入力（全角
250文字（半角500文字）まで）
･スライド編集設定でチャットメールを「ON」
に設定している場合、チャットメール画面で
FOMA端末を開くと本文を入力できます。

■ チャットメール画面の履歴から本文をコピー
して貼り付ける：
aチャットメールを選ぶzm6z範囲を
指定
･範囲の指定方法☛P412

b本文入力欄を選択z貼り付ける位置を選ぶ
zm3

■ 送信するメンバーを選択する：m3z宛先
を選択zp

3 pを押す
･正常に送信されると、送信されたチャットメー
ルはチャットメール画面に表示されます。

■ 受信したメールの同報アドレス全員に返信す
る：m22

おしらせ
●チャットメールは、以下の操作でもチャットメール
画面に表示できます。
･受信／送信メール一覧でチャットメールを選び
mを押し、「表示」→「チャットメール表示」を選択
･受信／送信したチャットメールの詳細画面でmを
押し、「表示」→「チャットメール表示」を選択
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●送信に失敗したり、チャットメール終了時に未送信
だったチャットメールは「未送信メール」の「未送
信BOX」フォルダに保存されます。「未送信BOX」
フォルダにはチャットメールは1件のみ保存できま
す。さらに送信に失敗すると、「未送信BOX」フォ
ルダに保存されているチャットメールは上書きされ
ます。また、「未送信BOX」フォルダに保存されて
いるチャットメールは、チャットメール起動時に本
文入力欄に表示されます。再送信する場合は、チャッ
トメール画面から送信してください。

チャットメールを受信する チャットメール受信

チャットメンバーに登録している相手から、題名に
「チャットメール」（全角・半角を問わず）を含むメー
ルを受信した場合は、履歴を更新する旨のメッセー
ジが表示され、チャットメール画面に受信した
チャットメールが追加されます。
･チャットメールを起動しているときは、チャット
メールを受信しても、着信音は鳴らず、着信バイ
ブレータも動作しません。着信を知らせる決定
キーの照明も点灯／点滅しません。
･チャットメンバーに登録していない相手から
チャットメールが送信されてきた場合は、次の
「チャットメールを起動していないとき」の操作に
従ってチャットメール画面に読み込んでくださ
い。

チャットメールはｉモードメールとして「受信メー
ル」の「受信BOX」フォルダに保存されます。
･メール振り分け設定で設定した条件と合致した
場合は、指定フォルダに保存されます。

1 受信メール一覧でチャットメール画面
に読み込む受信メールを選ぶzm7
5を押す
･受信メール詳細画面ではm33を押しま
す。
･読み込むメールの発信元アドレスがチャット
メンバーに登録されていない場合は、登録する
かどうかの確認画面が表示されます。登録する
ときは「はい」を選択してメンバー登録をして
ください。☛P263
･デコメールやパソコンから受信したHTMLメー
ルは、チャットメール画面には読み込めません。

1 チャットメール画面でm1を押す
チャットメールがある場合は、履歴を更新する旨
のメッセージが表示され、チャットメール画面に
受信したチャットメールが追加されます。
･ｉ モード問合せでチャットメールを受信する
と、同時にｉモードメールも受信します。

おしらせ
●チャットメール画面では本文中に電話番号やメール
アドレス、URLが含まれていても、Phone To（AV
Phone To）、Mail To、Web Toは行えず、ｉアプ
リToの機能も使用できません。また、添付ファイル
も表示されません。チャットメールを削除せずに終
了し、「受信メール」からチャットメールを表示する
と、これらの機能が使用できます。

●「受信メール」からチャットメールを削除した場合
は、チャットメール画面のニックネームが「--------」、
日付または時刻が「--/--」、本文が「削除されました」
と表示されます。

●チャットメールを起動していないとき、チャットメ
ンバーに登録している相手からチャットメールを受
信した場合は、次回のチャットメール起動時に
チャットメール画面に読み込まれます。

●チャットメール画面で受信したチャットメールは、
「受信メール」では既読になります。
●メール連動型ｉアプリからメールを送受信した場合、
チャットメールとして受信したメールはチャット
メール画面に表示されます。

受信したメールに同報がある場合は、同報アドレス
を表示して確認できます。

1 チャットメール画面でメールを選ぶz
m4を押す
･メンバー登録されていない同報者はニック
ネームの代わりに「未登録」と表示されます。
またメールアドレスが電話帳に登録されてい
る場合は、メールアドレスの代わりに名前が表
示されます。メールアドレスを確認する場合は
oを押します。

■ 未登録の同報者をチャットメンバーとして登
録する：アドレスを選ぶzp
･以降の操作は「チャットメンバーを登録す
る」の操作5以降と同じです。☛P263

■ 同報アドレスをコピーする：アドレスを選ぶ
zm2

チャットメールを起動しているとき

チャットメールを起動していないとき

ｉモードセンターに保管されている
チャットメールを受信するとき

同報アドレスを表示する
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チャットメール画面に表示されているすべての
チャットメールの履歴を削除します。
･受信メール、送信メールのフォルダ内に保存され
ているチャットメールも削除されますが、保護さ
れているメールは削除されません。

1 チャットメール画面でm9z「はい」
を選択

チャットメンバーを編集する

チャットメンバーの登録内容を変更したり、メン
バーを追加または削除します。メンバー全員の登録
内容の詳細を確認したり、メンバーを入れ替えたり
することもできます。

1 チャットメール画面でm7

2 メンバーを選択z編集
■ メンバーを1件削除する：メンバーを選ぶz

m2z「はい」を選択

■ メンバーの詳細を表示する：
am3
b確認が終わったらo

■ メンバーを追加する：a
■ メンバー全件をメールグループと入れ替え

る：m5zメールグループを選択z「は
い」を選択
チャットメールのメンバーが、選択したメー
ルグループに登録されているメンバーと入れ
替わります。

3 pを押す

個人情報を設定する

チャットメール画面に表示する自分のニックネーム
とその文字色を設定します。

1 チャットメール画面でm8

2 ニックネーム欄を選択 z ニックネーム
を入力（全角4文字（半角8文字）まで）
･ニックネームを入力しなかった場合、チャット
メール画面では「自分」と表示されます。

3 文字色欄を選択z文字色を選択

4 pを押す

チャットメールを終了する

1 チャットメール画面でfまたはc

2「いいえ」を選択
チャットメールが終了します。次回のチャット
メール起動時に、前回のチャットメールが表示さ
れます。
･「はい」を選択すると、チャットメールがすべ
て削除されます。この場合、受信メール、送信
メールのフォルダ内に保存されているチャッ
トメールも削除されますが、保護されている
メールは削除されません。

Menu 192

チャットメール着信時の設定を行う
チャットメール着信設定

チャットメールを起動していないときに、チャット
メールを受信したときの着信動作を設定します。
･本機能での設定内容は、音の設定、イルミネー
ション設定、バイブレータ設定にもそれぞれ反映
されます。

1 a92

2 各項目を選択して設定

チャットメールの履歴をすべて削除する

お買い上げ時 着信動作設定：設定する　
着信音選択：メロディ／メール・メロディB
着信イルミネーション設定：ゆっくり点滅／
ラベンダー　バイブレータ設定：OFF　
鳴動時間：10秒

着信動作設定：
着信時の動作を設定するか、メールの着信動
作に従うかを設定します。
･「設定する」に設定すると、以下の項目を
設定できます。

着信音選択：
「メロディ」または「着モーション」を選択
し、メロディまたは動画／ｉモーションを選
択します。着信音を鳴らさないときは「OFF」
を選択します。
･選択時にメロディ、動画／ｉモーションを
再生して確認するには☛P133

着信イルミネーション設定：
決定キーの照明の点灯パターンと点灯色を
設定します。
･点灯パターンを「メロディ連動」または
「OFF」に設定すると点灯色は設定できま
せん。

バイブレータ設定：
バイブレータの動作を設定します。

鳴動時間（秒）：
着信音が鳴る時間を設定します（1 ～ 30
秒）。
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3 pを押す

おしらせ
●同時に複数のメールを受信した場合に本設定どおり
の動作となるのは、チャットメールを最後に受信し
たときのみです。

●メロディによっては、着信イルミネーション設定や
バイブレータ設定で「メロディ連動」に設定すると、
イルミネーションやバイブレータが動作しないこと
があります。

SMS（ショートメッセージ）を使う

Menu 171

SMS（ショートメッセージ）を作成し
て送信する SMS作成・送信

SMS を作成して送信します。送信せずに保存す
ることもできます。
･最大保存件数☛P38
･半角カタカナは受信側で正しく表示されない場
合があります。
･ドコモ以外の海外通信事業者をご利用のお客様
との間でも「国際SMS」の送受信が可能です。ご
利用方法やご利用可能な国・海外通信事業者につ
いてはドコモのホームページをご覧ください。
･受信、送信、未送信のSMS一覧／詳細画面の見
かた☛P248

宛先を直接入力してSMSを作成・送信するとき

1 a71z 欄を選択

2「直接入力」を選択z宛先（相手の電話
番号）を入力
･宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合は、
「＋」（0を1秒以上押す）「国番号」「相手先
の携帯電話番号」の順で入力します。携帯電話
番号が「0」で始まる場合は「0」を除いて入
力します。また、「010」「国番号」「相手先携
帯電話番号」の順に入力しても送信できます
（受信した海外からのSMSに返信する場合は、
「010」を入力して海外に返信してください）。

･ 欄には26文字まで入力できますが、宛先
として送信できるのは20文字（「+」を含めた
場合21文字）までです。

■ 電話帳から検索する：「電話帳参照」を選択z
相手を選択
･電話番号を複数登録しているときは、電話
番号を選択します。

3 を選択z本文を入力
･ SMS設定で送信文字種を「日本語」に設定した
場合は、全角・半角を問わず 70文字まで入力
できます。空白も本文の文字数に含まれます。
･ SMS 設定で送信文字種を「英語」に設定した
場合は、半角 160 文字まで入力できます。英
数字と記号（｀｡｢｣､･ﾞﾟを除く）が使用できま
す。半角空白も本文の文字数に含まれます。
･文中で改行できます。かな入力方式の場合、改
行するときは # を押します（全角数字入力
モード、半角数字入力モードを除く）。改行も
本文の文字数に含まれます。ただし、相手の端
末では半角空白に置き換わります。

■ 署名を挿入する：m45
･署名はあらかじめ登録しておく必要があり
ます。

4 pを押す
■ SMSを送信せずに保存する：m2
･宛先、本文のいずれも入力されていない場
合は保存できません。
･保存したSMSを再編集して送信できます。

☛P240

おしらせ
●電波状況により、相手に文字が正しく表示されない
場合があります。

●発信者番号通知設定を「通知しない」に設定してい
ても、SMS送信時は送信先に発信者番号が通知され
ます。

●送信文字種が英語の場合、一部の記号（｜＾{ } [ ] ̃
￥）を入力すると送信できる文字数が少なくなるた
め、最大文字数以下の文字数でも送信できない場合
があります。この場合は、入力文字を少なくして送
信し直してください。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、SMSを作成できません。「未送信メー
ル」から不要なｉモードメール、SMSを削除して
ください。☛P253

●SMSを送信完了した場合でも、SMS受信に非対応の
機種では正常にSMSを受信することはできません。

●送信する文字種や送達通知を受け取るかどうかは、
あらかじめ SMS 設定で設定します。また、送達通
知、有効期間の設定はSMSの作成開始後に変更する
こともできます。

例
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●送信が正常に終了したときは、SMSが「送信メール」
の「送信BOX」フォルダに保存されます。ただし、
メール振り分け設定で設定した条件と合致した場合
は、指定フォルダに保存されます。保存領域の空き
が足りないときや最大保存件数を超えるときは、一
番古い送信メールに上書きされます。残しておきた
い送信メールは保護してください。

●送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、
SMSが「未送信メール」の「未送信BOX」フォルダ
に保存されます。「未送信BOX」フォルダからSMS
を編集・送信できます。☛P240

●送達通知を「要求する」に設定して送信した場合、
SMSが相手のFOMA端末に届いたことを知らせる
送達通知が送られてきます。送達通知は「受信メー
ル」に保存されます。

SMS（ショートメッセージ）を受信し
たときは SMS受信

SMS は自動的に受信し、画面表示や着信音、バ
イブレータ、決定キーの照明でお知らせします。
受信したSMSは「受信メール」に保存されます。
･最大保存件数☛P38

1 SMSを受信

･ SMS受信中にfを押すと受信を中止します。
･受信結果画面は何も操作しないと約15秒間、メー
ル着信設定の鳴動時間を 15 秒より長く設定して
いるときは着信音が鳴り終わるまで表示されま
す。早く受信前の画面に戻すにはcを押しま
す。

■ 受信したSMSをすぐに読む：受信結果画面で
oまたは1zフォルダを選択zSMSを
選択
･受信したSMSに返信（☛P243）したり、
他の宛先に転送（☛P244）できます。
操作方法はｉモードメールの場合と同様で
す。

おしらせ
●ｉモードメール、メッセージR/F受信中やお預かり
センター接続中は、SMSを自動受信しません。SMS
問合せを行ってください。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、未読以外の一番古い受信メールに上
書きされます。残しておきたい受信メールは保護し
てください。
･未読メールと保護されているメールで保存領域が
満杯で上書きできないときは、SMS の受信は中止
され、画面には や が表示されます（☛P29）。
受信する場合、未読メールの内容表示、未読メー
ルの既読メールへの変更、不要メールの削除、保
護解除などを行う必要があります。
･ FOMAカードにSMSが最大件数（20件）保存され
ているときは、「受信メール」に空きがあっても、
SMSを受信できないことがあります。このとき、画
面には や が表示されます（☛P29）。FOMA
端末に移動（☛P269）するか、FOMAカード内
のSMSを削除（☛P270）してください。

●受信したSMSに直接FOMAカードへの保存が指定
されている場合は、直接FOMAカードに保存されま
す。ただし、FOMAカード内のSMSが20件に達し
ている場合は、SMSを受信できません。不要なSMS
を削除してから再度、SMS問合せを行ってください。

●受信表示設定の設定内容によっては、受信中画面や
受信結果画面が表示されない場合があります。

●mova端末から送信したショートメールは、FOMA
端末ではSMSとして受信します。

●FOMA端末電話帳にメール着信設定のある相手から
SMS を受信した場合、メール着信音、着信バイブ
レータ、決定キーの照明はFOMA端末電話帳の設定
に従って動作します。電話帳との照合については「名
前の表示について」を参照してください。☛P111
･複数のSMSを同時に受信したときは、最後に受信
したSMSの条件に従って動作します。

点滅

：未読のSMSあり
：未読のSMSとｉモー
ドメールあり

受信したSMSの件数
受信に失敗したときは
「メール」の後ろに「×」が
表示されます。受信し直す
には、SMS問合せを行って
ください。

受信完了

受信結果（スクロール表示）

受信中画面

受信結果画面

が点滅し、「メッセージ
受信中…」と表示されます。
受信が完了すると、受信結
果画面が表示され、メール
着信音が鳴り、決定キーの
照明が点灯／点滅します。
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●ドコモ以外の海外通信事業者から SMS を受信した
場合は、発信元のアドレスに自動的に「＋」が付き
ます。電話帳に「＋」を付けて登録していると、電
話帳で登録している名前が表示されます。

Menu 162

SMS（ショートメッセージ）があるか
どうかを問い合わせる SMS問合せ

圏外にいた間や電源を切っていた間にSMSが届
いていないかを問い合わせます。
･電波状態によってはSMS問合せができない場合
があります。

1 a62を押す
SMSセンターにSMSが保管されていれば受信
します。

おしらせ
●SMS問合せを行っても、受信するまでに時間がかか
る場合があります。

Menu 174

SMS（ショートメッセージ）の設定を
行う SMS設定

1 a74

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●SMSの作成画面ではmを押し、「SMS設定」を選択
します。この場合には、「送達通知」「有効期間」のみ
設定でき、作成中のSMSにだけ有効です。

●送信文字種、有効期間、SMSC、Type of Number
の設定は、FOMAカードに保存されます。

SMS（ショートメッセージ）をFOMA
カードに保存する FOMAカード保存SMS

送受信したSMSを、FOMA端末からFOMAカー
ドに移動またはコピーします。

SMS（ショートメッセージ）をFOMAカー
ドに移動／コピーする

･最大保存件数☛P38
･「未送信メール」のSMSは、FOMAカードに保存
できません。
･送信SMSを移動／コピーすると、対応する送達
通知があれば、同時に「FOMAカード（UIM）受
信 SMS」に移動／コピーされます。送達通知だ
けを移動／コピーすることはできません。

受信SMSをFOMAカードに1件移動するとき

1 a1zフォルダを選択
･送信SMS☛P248

2 SMSを選ぶzm421
■ 複数移動する：m422zSMSを選

択zp
■ 1件コピーする：SMSを選ぶzm43

1

通常は SMSC、アドレス、Type of Number
の設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 送信文字種：日本語
送達通知：要求しない　有効期間：3日
SMSC：ドコモ　
アドレス：81903101652
Type of Number：international

送信文字種：
日本語のメッセージを送信するか、英語の
メッセージを送信するかを選択します。文字
種により送信できる文字数が異なります。

送達通知：
SMSを送信する際に、送達通知の配信を要
求するかどうかを設定します。

有効期間：
送信したSMSを相手が受け取れないときに、
SMSセンターで保管する期間を選択します。

SMSC：
ドコモ以外のSMSサービスを受ける場合に
設定します。
･「その他」に設定したときは、アドレス欄
を選択し、アドレスを入力します（半角20
文字まで）。

Type of Number：
「international」「unknown」のいずれかを
設定します。
･ SMSCに「その他」を設定しアドレス欄に
数字のみ、または「 」「#」を含んだ番
号を入力した場合は、「unknown」に設定
してください。

例

S
M
S
問
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■ 複数コピーする：m432zSMSを
選択zp

3「はい」を選択

おしらせ
●受信メール詳細画面、送信メール詳細画面では m
を押し、「移動／コピー」→「FOMAカードへ移動」
または「FOMAカードへコピー」を選択します。

●FOMAカードにSMSが20件保存されているとき
は移動／コピーできません。FOMAカードから不要
なSMSを削除してください。

●保護の設定は FOMA カードに移動／コピーされま
せん。

Menu 172 / Menu 173

FOMAカード内のSMS（ショートメッセー
ジ）を表示する

受信SMSを表示するとき

1 a72
FOMA受信SMS一覧画面では、SMSは2行で表
示されます。

･一覧の既読／未読のマークは、FOMAカード内
のSMSを表示したかどうかを示します。移動
／コピー前の未読／既読の状態も引き継がれ
ます。
･受信日時には、当日の場合は時刻、当日以外の
場合は日付が表示されます。
･送信SMSを表示する：a73

2 SMSを選択

･送達通知の発信元には「SMS Center」、着信
通知の発信元には「DoCoMo SMS」と表示さ
れます。
･送信SMSをFOMAカードに移動／コピーした
場合、FOMAカード内の送信SMSから送信日
時のデータが消去されます。

おしらせ
●FOMAカード内のSMSから返信／転送、再送信な
どを行った場合、送信済みのSMSは、FOMA端末
の「送信メール」に保存されます。

FOMAカード内のSMS（ショートメッセー
ジ）をFOMA端末に移動／コピーする

FOMAカードに保存されているSMSを、FOMA端末
の「受信メール」または「送信メール」に移動／コ
ピーします。
･送信SMSを移動／コピーすると、対応する送達
通知があれば、同時に「受信メール」に移動／コ
ピーされます。送達通知だけを移動／コピーする
ことはできません。

受信SMSを FOMA端末に1件移動するとき

1 a72
･送信SMSを移動／コピーする：a73

2 SMSを選ぶzm31
■ 複数移動する：m32zSMSを選択z

p
■ 1件コピーする：SMSを選ぶzm33
■ 複数コピーする：m34zSMSを選択

zp

3 oz移動先フォルダを選択z「はい」
を選択

おしらせ
●FOMAカード内のSMS詳細画面ではmを押し、「移
動／コピー」→「本体へ移動」または「本体へコピー」
を選択します。

●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、移動／コピーできません。保護され
ていないSMSやｉモードメールがあっても上書き
されません。不要なSMS、ｉモードメールを削除し
てください。

a ：未読（返信可） ：未読（返信不可）
：既読（返信可） ：既読（返信不可）
：送達通知／着信通知

a ：受信（返信可） ：受信（返信不可）
：送信
：送達通知／着信通知
：FOMAカード内のSMS

例

受信日時と発信元または
宛先
本文の先頭または「SMS
送達通知」「留守番　着信
通知」のいずれか

a

ページ番号／総ページ数

a

b

メッセージ番号／件数

b ：日時 ：宛先
：発信元 ：発信元（返信不可）
：題名（「受信SMS」「送信SMS」「SMS
送達通知」のいずれか）

例
F
O
M
A
カ
l
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存
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FOMAカード内のSMS（ショートメッセー
ジ）を削除する

･送信SMSを削除した場合、対応する送達通知が
FOMAカード内にある場合は、同時に削除されま
す。

受信SMSを 1件削除するとき

1 a72
･送信SMSを削除する：a73

2 SMSを選ぶzm21
■ 複数削除する：m22zSMSを選択z

p
■ 全件削除する：m23z端末暗証番号を

入力

■ 送達通知を全件削除する：m24z端末
暗証番号を入力

3「はい」を選択

おしらせ
●FOMAカード内のSMS詳細画面ではmを押し、「削
除」を選択します。

例

F
O
M
A
カ
l
ド
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存
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ｉアプリとは

ｉ アプリをサイトからダウンロードすることに
より、ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモード
端末）を便利に活用いただけます。たとえば、
ｉ モード端末にいろいろなゲームをダウンロー
ドして楽しんだり、株価情報のｉアプリをダウン
ロードすることにより、株価を定期的に自動
チェックするなどが可能です。さらに、地図の
ｉ アプリでは、必要なデータだけをダウンロード
するため、スムーズなスクロールが可能です。ま
た、ｉアプリから電話帳やスケジュールに直接登
録できるものや、画像保存・画像取得などデータ
BOXと連動できるｉアプリもあります。

･ｉアプリをダウンロードする☛P273
･ｉアプリを起動する☛P275
･ｉアプリを自動起動する☛P284

おしらせ
●ｉ アプリによっては、ｉ モード端末の携帯電話／
FOMAカード（UIM）の製造番号を利用する場合が
あります。

●ｉアプリによっては実行時に通信を行うものがあ
ります。通信を行わないように設定することもでき
ます。☛P276

ｉアプリには、お客様のｉモード端末の登録データ
（電話帳、ブックマーク、スケジュール、画像、アイ
コン情報）を参照、登録、操作できるものがありま
す。登録データを利用してできることは次のとおり
です。
･電話帳登録 ･アイコン情報利用
･ブックマーク登録 ･スケジュール登録
･データBOXからの画像取得
･データBOXへの画像保存 ･トルカ保存

･miniSDメモリーカードの利用

おしらせ
●プライバシーモード中（電話帳・履歴、マイピク
チャ、スケジュールを「認証後に表示」に設定した
場合）は、利用できないｉアプリがあります。

●ｉアプリにより画像が保存される場合は、それぞれ
マイピクチャの「ｉモード」「デコメールピクチャ」
フォルダ、またはｉアプリ内に保存されます。トル
カが保存される場合は、トルカ一覧の「トルカフォ
ルダ」に保存されます。

ｉアプリDXとは

ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メールや発
着信履歴、電話帳データなど）と連動することによ
り、お好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、
着信時にキャラクタのコメントで誰からの着信かを
知らせたり、メールと連動して株価などの欲しい情
報やゲームの進行がよりリアルタイムに更新される
など、ｉアプリをより便利に楽しく利用できます。

ｉアプリDXでは、通常のｉアプリで利用できる登録
データ（電話帳、ブックマーク、スケジュール、画
像、アイコン情報）だけでなく、メール、リダイヤ
ル、着信履歴、着信音などの登録データを参照、登
録、操作できるものがあります。登録データを利用
してできることは次のとおりです。
･電話帳登録 ･電話帳参照
･アイコン情報利用 ･ブックマーク登録
･スケジュール登録 ･メールメニューの利用
･ｉモードメール作成画面利用
･最新のリダイヤル参照
･最新の着信履歴参照
･最新の未読メール参照
･着信音変更（電話、メール、メッセージR/F）
･データBOXからの画像取得
･データBOXへの画像保存
･データBOXへの動画保存
･データBOXへの着信音保存
･トルカ参照、取得
･トルカ保存
･画像設定の変更（待受画面、電話発着信、テレビ電
話発着信、メール送受信、メッセージR/F受信）
･miniSDメモリーカードの利用

おしらせ
●ｉアプリDXでは、ｉアプリの有効性を確認するた
め、ｉアプリの通信設定に関わらず通信する場合が
あります。通信回数やタイミングはｉアプリによっ
て異なります。

登録データを利用する

ｉアプリ

ｉモードセンター

ダウンロード

ゲーム、株価情報、ｅｔｃ.

（情報サービス提供者）

ｉモード端末

登録データを利用する

ｉ
ア
プ
リ
と
は

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●ｉアプリDXを起動するには日付・時刻の設定が必
要です。

●プライバシーモード中（電話帳・履歴、メール、マ
イピクチャ、ｉモーション、スケジュールを「認証
後に表示」に設定した場合）は、利用できないｉア
プリDXがあります。

●ｉアプリDXにより画像・動画・着信音が保存され
る場合は、それぞれマイピクチャの「ｉモード」「デ
コメールピクチャ」フォルダ、ｉモーション・メロ
ディの「ｉモード」フォルダ、またはｉアプリDX
内に保存されます。トルカが保存される場合は、ト
ルカ一覧の「トルカフォルダ」に保存されます。

メール連動型ｉアプリとは

メール連動型 ｉ アプリは、ｉ アプリ DX の一種で、
ｉ モードメールで情報をやりとりすることにより、
株価などの欲しい情報やゲームの進行がリアルタイ
ムに更新されるなど、ｉ アプリをより便利に楽しく
利用できます。
･メール連動型ｉアプリで利用されるメールは、正
しく表示できない場合があります。

おサイフケータイ対応ｉアプリとは

おサイフケータイ対応ｉアプリを使って、ICカード
内のデータの読み書きを行い、電子マネーや乗車券
をダウンロードすることや、その残高や利用履歴を
FOMA 端末上で参照するなど、便利な機能がご利用
いただけます。
･おサイフケータイ対応ｉアプリを利用すると、ご
契約しているサービスの IP（情報サービス提供
者）などにICカード内の情報が送信されます。
･おサイフケータイとは☛P296

こんなこともできます

■ ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面ではｉアプリを待受画面として
利用でき、そのままメールを受信したり、電話を
かけることも可能です。ニュースや天気の最新情
報を待受画面に表示させたり、お好みのキャラク
タがメール受信やアラームを知らせてくれたり、
より便利な待受画面にできます。☛P286
･ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリで利用で
きる機能です。

■ ｉアプリの自動起動
時刻や日付、曜日などを指定して、ｉアプリを自
動起動できます。あらかじめｉアプリに設定され
ている時間間隔で自動起動できるｉアプリもあり
ます。☛P284

■ カメラ撮影
ｉアプリからｉモード端末のカメラを使って撮影
できます。
･カメラ撮影機能に対応したｉアプリで利用でき
る機能です。☛P289

■ 赤外線通信
ｉアプリから赤外線通信機能が搭載された機器と
通信できます。赤外線通信機能搭載機器と連動し
てより広がった使い方ができます。☛P290
･赤外線通信機能に対応したｉアプリで利用でき
る機能です。
･相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載
されていても通信できないデータがあります。

■ 赤外線リモコン
ｉアプリから、赤外線リモコンに対応した家電機
器など、各種機器を操作できます。☛P352
たとえばプリインストールされている「Gガイド
番組表リモコン」では、テレビ番組表と連動した
AVリモコンとして利用することができます。
☛P281
･赤外線リモコン機能に対応したｉアプリで利用
できる機能です。相手の機器に対応したｉアプ
リが必要です。

サイトからｉアプリをダウンロードする

サイトからｉアプリをダウンロードしてFOMA
端末に保存します。
･最大保存件数☛P38
･電波状況などによりｉアプリのダウンロードに失
敗した場合、そのｉアプリはFOMA端末に保存さ
れません。

1 ｉアプリのあるサイトを表示zｉアプ
リを選択
選択したｉアプリがダウンロードされます。
･ダウンロードを中止する：oz「はい」を選択

■ ソフト情報表示設定を「ON」に設定している
とき：
ｉアプリの情報が表示されます。「はい」を選
択すると、ｉアプリがダウンロードされます。
･ダウンロードするｉアプリの詳細情報を確
認する：p

つづく

ダ
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■ 登録データや携帯電話／FOMAカード（UIM）
の製造番号、miniSDメモリーカードを利用す
るｉアプリをダウンロードするとき：
確認画面が表示されます。「はい」を選択する
とｉアプリがダウンロードされます。
･ガイド行に「ガイド」と表示された場合、
pを押すと、そのｉアプリが利用するデー
タの詳細を確認できます。

■ 選択したｉアプリが既にダウンロードされて
いるとき：
「ダウンロード済みです」と表示されます。
ｉ アプリのバージョンが更新されているとき
は、バージョンアップするかどうかの確認画
面が表示されます。「はい」を選択するとｉア
プリがダウンロード（バージョンアップ）さ
れます。

■ 選択したｉアプリが既に異なるFOMAカード
でダウンロードされているとき：
上書きするかどうかの確認画面が表示されま
す。「はい」を選択すると、ダウンロードした
ｉアプリが上書きされます。

2 ｉアプリを保存するフォルダを選択
･ｉアプリによっては、ｉアプリ待受画面、通信
設定、アイコン情報のソフト動作設定画面が表
示されます。各項目を選択して設定し、p を
押してください。
各設定項目については、「ｉアプリの動作条件を
設定する」の操作３を参照してください。
☛P276

3「はい」を選択
ダウンロードしたｉアプリが起動します。
･サイト画面に戻る：「いいえ」を選択

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、画面の指示に従って保存されている
ｉ アプリを削除してください。ただし、ダウンロー
ドに失敗した場合でも、削除したｉアプリや同時に
削除したminiSDメモリーカード内のデータは元に
戻りません。

● ICカードロック中はおサイフケータイ 対応ｉアプ
リをダウンロードできません。

● ICカード内のデータ容量によっては、ｉアプリの保
存領域に空きがあってもおサイフケータイ 対応ｉア
プリをダウンロードできない場合があります。この
場合は、画面の指示に従ってICカード内に保存可能
な空き容量が確保できるまでおサイフケータイ 対応
ｉ アプリを削除してから、再度ダウンロードしてく
ださい。ただし、ｉ アプリの種類によっては、削除
対象として表示されないｉアプリがあります。また、
ｉアプリによっては、ｉアプリを起動してICカード

内のデータを削除しないと削除できないものがあり
ます。

メール連動型 ｉ アプリのダウンロードにつ
いて

メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、送信
メール・受信メール・未送信メールのフォルダ一覧
にメール連動型ｉアプリ用のフォルダが自動的に作
成されます。フォルダ名はダウンロードしたメール
連動型ｉアプリ名が設定され、変更できません。
･メール連動型ｉアプリは最大5件（ｉアプリの最
大保存件数100件に含む）保存できます。最大保
存件数を超えるときは、画面の指示に従ってメー
ル連動型ｉアプリ用のフォルダを削除してくださ
い（フォルダを削除すると対応するｉアプリも削
除されます）。
･同じメールフォルダを利用するメール連動型ｉア
プリが、既にFOMA端末に保存されている場合は
ダウンロードできません。ただし、ｉアプリが更
新された場合はバージョンアップできます。

おしらせ
●メール連動型ｉアプリ用のフォルダのみが残ってい
るときに、そのフォルダを利用するメール連動型
ｉ アプリを再度ダウンロードしようとすると、既に
あるメールフォルダを利用するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると、メール連動
型ｉアプリがダウンロードされます。メールフォル
ダを利用しない場合は、メールフォルダを削除して
からメール連動型ｉアプリをダウンロードしてくだ
さい。

●ダウンロードするメール連動型 ｉ アプリに対応した
受信メールが既にFOMA端末に保存されている場合、
ダウンロード時に作成されたフォルダに受信メール
を移動するかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択すると、受信メールが振り分けられます。
ただし、プライバシーモード中（メールを「指定フォ
ルダを非表示」に設定した場合）は、振り分けられま
せん。

ダウンロード時にｉアプリの情報を見る
ソフト情報表示設定

ダウンロード時、ｉ アプリの情報を表示するかどう
かを設定します。

1 m323z1～2のいずれ
かを押す

お買い上げ時 OFF

ダ
ウ
ン
ロ
l
ド

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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Menu 31

ｉアプリを起動する

1 d（1秒以上）
■ ICカードソフト（おサイフケータイ対応ｉア

プリ）のみ表示する：m641
IC カードソフト一覧画面が表示されます。操
作3に進みます。

2 フォルダを選択
ソフト一覧画面が表示されます。
：ｉアプリなし ：ｉアプリあり

3 ｉアプリを選択

･起動するｉアプリの通信設定を「起動ごとに確
認」に設定している場合は、通信するかどうか
の確認画面が表示されます。

ｉ アプリごとに設定されている方法で終了してくだ
さい。
･fを押し、「はい」を選択しても終了できます。

おしらせ
●次のような場合、ｉアプリは中断されます。動作中
の機能が終了するとｉアプリは再開しますが、bを
押して「ｉアプリ」を選択すると動作中の機能を継
続したままｉアプリを再開できます。ただし、機能
によっては、bでｉアプリに切り替えられない場合
があります。また、ｉアプリによっては、中断した
ときの状態に戻らない場合があります。
･電話がかかってきたとき（留守番電話サービスお
よび転送でんわサービスの呼出時間を「０秒」に
設定している場合を除く）
･プッシュトークが着信したとき（ｉモード中プッ
シュトーク着信で「ｉモード優先」に設定してい
て、ｉアプリの通信中に着信した場合を除く）
･お知らせタイマーで指定した時間が経過したとき
･スケジュールアラームや目覚ましの設定時刻に
なったとき
･他の機能に切り替えたとき

●圏外にいる場合や、登録データが使用できない場合、
ｉアプリによっては起動しないことや、正常に動作
しないことがあります。

●ｉアプリで利用する画像やお客様が入力したデータ
などが、自動的にインターネットを経由して、サー
バに送信される可能性があります。ｉアプリで利用
する画像とは、実行中のｉアプリからカメラを起動
して撮影した画像、ｉアプリの赤外線通信機能を利
用して取得した画像、ｉアプリがサイトやインター
ネットから取得した画像、ｉアプリがデータBOXか
ら取得した画像などです。

●ｉアプリによっては、IP（情報サービス提供者）が携
帯電話に保存されたｉアプリにアクセスし、直接使
用停止状態にしたりすることがあります。その場合は
そのｉアプリの起動、待受設定、バージョンアップ
などができなくなり、削除および詳細情報の表示のみ
行えます。再度、ご利用いただくにはｉアプリ停止
解除の通信を受ける必要があるため、IP（情報サービ
ス提供者）にお問い合わせください。

●ｉアプリによっては、IP（情報サービス提供者）が
携帯電話に保存されたｉアプリにデータを送信する
場合があります。

● IP（情報サービス提供者）がｉアプリに対し、停止・
再開要求を行ったり、データを送信した場合、FOMA
端末は通信を行い、 が点滅します。この場合、通
信料はかかりません。

a ：通常のｉアプリ
：ｉアプリDX
：メール連動型ｉアプリ

b ：ｉアプリ待受画面に設定できる
：ｉアプリ待受画面に設定中

c ：自動起動設定中
：IP（情報サービス提供者）による停止状態

d ～ ：
ツータッチｉアプリ登録されている

e ：保護されている
：SSLページからダウンロードした
：SSLページからダウンロードし保護され
ている

f ：ワンタッチｉアプリ登録されている
：FOMAカード動作制限のため使用できな
い

g ：おサイフケータイ対応ｉアプリ

d

ab c

fe

ソフト一覧画面 ICカードソフト一覧画面
g f

c

d

ｉアプリを終了するには

つづく
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●ソフトによっては、miniSDメモリーカードにデータ
を保存できるものもあります。miniSDメモリーカー
ドを利用するかどうかは、詳細情報で確認できます。
miniSDメモリーカードに保存したデータは、他の機
種で利用できない場合があります。

●ｉアプリ動作中にプロテクトキーロックを設定して
ディスプレイの表示が消えても、ｉアプリは動作し
続けます。

●3Dポリゴン※1エンジン搭載により、ｉアプリで立
体画像を表示できます。
※1：多角形(三角形や四角形など)を組み合わせる

ことにより、立体的で奥行きがある画像を表
現します。

●ｉアプリ動作中に鳴る音の音量は、ｉアプリ音量で
設定できます。ただし、ｉアプリによっては音の鳴
らないものもあります。

●ｉアプリ作成者の方へ
ｉアプリを作成中、正常動作しないときはトレース表
示が参考になる場合があります。待受画面でm3
34を押すと表示されます。ただし、トレース情
報を記録するように作られているｉアプリが保存さ
れていないときは表示できません。
トレース情報を削除するときは、pを押して「はい」
を選択します。

登録データを利用できずに終了したときの
履歴を表示する セキュリティエラー履歴

ｉ アプリが登録データなどを利用できないなどの理
由でエラーが発生して終了したときに、ｉアプリ名・
日時・セキュリティエラー理由が記録されます。
･セキュリティエラー履歴は最大20件記録されま
す。20 件を超えた場合は、一番古い履歴に上書
きされます。

1 m333を押す
■ 履歴を削除する：pz「はい」を選択

ｉアプリの詳細情報を表示する 詳細情報

ｉアプリの名前やバージョンなど、ｉアプリの詳細
情報を確認します。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzpを押す
･表示される項目は ｉ アプリによって異なりま
す。
･ SSLページからダウンロードしたｉアプリの
場合、ソフト詳細情報画面でpを押すと、サ
イトの証明書を確認できます。

ｉアプリの動作条件を設定する 動作設定

･設定できる項目はｉアプリによって異なります。
･設定できる項目がない場合は実行できません。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm7

3 各項目を選択して設定

スピードセレクター：
ｉ アプリ動作中のスピードセレクターの回
転操作について設定します。
･「上下」に設定すると%と同じ操作になり
ます。
･「左右」に設定すると&と同じ操作になり
ます。
･「OFF」に設定するとスピードセレクター
の回転操作を無効にします。
･スピードセレクター設定のスピードセレ
クターを「OFF」に設定している場合は、
設定できません。

ｉアプリ待受画面：
ｉアプリ待受画面に対応しているｉアプリ
を待受画面に設定するかしないかを設定し
ます。
･設定できるｉアプリは1件のみです。

ｉアプリ待受画面通信設定：
ｉ アプリ待受画面動作中に自動的に通信さ
せるかどうかを設定します。

通信設定：
ｉ アプリ動作中に自動的に通信させるかど
うかを設定します。

アイコン情報：
ｉ アプリがメール、メッセージ R/F、電池
残量、マナーモード、受信レベルの各種アイ
コンを利用できるようにするかどうかを設
定します。

ブラウザからの起動：
サイトからｉアプリを起動させる（ｉアプ
リTo）かどうかを設定します。

メールからの起動：
メールからｉアプリを起動させる（ｉアプ
リTo）かどうかを設定します。

外部機器からの起動：
外部機器からｉアプリを起動させる（ｉア
プリTo）かどうかを設定します。

ソフトからの着信音／画像変更を※1：
ｉ アプリが着信音や待受画面などの画像の
設定を自動的に変更することを許可するか
どうかを設定します。

変更ごとに確認画面を※1：
ｉ アプリが着信音や画像の設定を変更する
ごとに、確認画面を表示するかどうかを設定
します。

起
動

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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4 pを押す
･「ｉアプリ待受画面」を「設定する」に設定した
ときは、待受画面に設定するかどうかの確認画
面が表示されます。「はい」を選択するとｉアプ
リ待受画面に設定されます。

おしらせ
●スピードセレクターを「OFF」に設定していても、ス
ピードセレクターの回転操作が無効にならないｉア
プリがあります。

●スピードセレクターで「上下」や「左右」に設定し
ていても、ｉアプリによっては動作が異なることや、
スピードセレクターの回転操作ができないことがあ
ります。

●通信設定を「通信しない」に設定すると、ｉアプリ
が起動できない場合や株価情報やお天気情報などの
ｉアプリによるタイムリーな情報提供ができない場
合がありますのでご注意ください。

●アイコン情報を「利用する」に設定すると、未読メー
ル、未読メッセージR/F、電池残量、マナーモード、
圏内・圏外のアイコンの有無がインターネットを経
由してIP（情報サービス提供者）に送信される場合
があるため、第三者に知得されることがあります。
アイコン情報が必要なｉ アプリの場合、「利用しな
い」に設定すると、動作しないｉアプリがあります。

●ｉアプリ動作中にスピードセレクターを回転させた
ときの移動方向は、スピードセレクター設定の移動
方向の設定に従います。ただし、ｉアプリによって
は従わない場合もあります。

ｉ アプリ動作中の照明とバイブレータの動
作を設定する 照明設定／バイブレータ設定

･ｉアプリ待受画面の照明動作はディスプレイの照
明設定（☛P150）の点灯時間設定（通常時）に
従います。
･公共モード（ドライブモード）中は、「ソフトに
従う」に設定してもｉアプリ動作中の照明は動作
しません。
･本機能での設定内容は、ディスプレイの照明設定
の点灯時間設定（ｉアプリ）にも反映されます。

1 m324z1～2のいずれ
かを押す

ｉアプリによるバイブレータの動作を許可します。
･公共モード（ドライブモード）中は、本設定に関
わらず ｉ アプリ動作中のバイブレータは動作し
ません。
･本機能での設定内容は、音／バイブのバイブレー
タ設定にも反映されます。

1 m325z1～2のいずれ
かを押す

ｉアプリから他のｉアプリを起動する

ｉアプリによっては指定されたｉアプリを起動でき、
ソフト一覧に戻ることなく ｉ アプリを楽しむことが
できます。

1 指定されたｉアプリを起動する旨のメッ
セージが表示されたらoを押す

おしらせ
●起動するｉアプリが指定されていない場合は、ｉア
プリを選択します。

●起動するｉアプリが指定されていても、ソフト一覧
にない場合はダウンロードする必要があります。

ソフトからの電話帳／履歴参照を※1：
ｉ アプリが電話帳やリダイヤル、着信履歴
を自動的に参照することを許可するかどう
かを設定します。
･ FOMA 端末に保存したトルカも対象にな
ります。

※1：ｉアプリDXのみ設定できます。

照明動作を設定する

お買い上げ時 端末設定に従う

端末設定に従う：
ディスプレイの照明設定の点灯時間設定（通
常時）に従います。

ソフトに従う：
ｉアプリに従って照明が点灯します。

バイブレータを設定する

お買い上げ時 ON

起
動
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プリインストールｉアプリを使う

お買い上げ時は次のｉアプリが登録されています。

一覧から選択すると各ｉアプリが起動します。
･ｉアプリの名称は画面の表示と異なる場合があり
ます。
･珍さん計画DXおこづかい帖プラス、ｉアニメっ
ちゃメーラーsuperDX500はｉアプリ待受画面
に設定できます。
･お買い上げ時に登録されているｉアプリを削除し
てしまったときは、ｉモードサイト「My D-style」
からダウンロードできます。☛P426

珍さんの釣り物語

パンダの「珍さん」を操作して、魚を釣り上げるゲー
ムです。
メっちゃ湖編では、１つの釣り場で釣れるすべての
種類の魚を釣った後、たにむら釣具店に行って、イ
ベントキャラクターの頼みごとを叶えると、次の釣
り場へ進めます。すべての種類の魚を釣り、最後の
課題を達成すると、地底湖編へ進めます。
･釣り場や時間帯などによって釣れる魚や魚の釣り
やすさが異なります。
･ FOMA端末を横にして操作します。タイトル画面で
pを押すと、上下が逆になります。説明文のOは、
FOMA端末を横にしたときのスピードセレクターに
対応しています。
･釣り場や全体マップでpを押すと、設定を確認／
変更できます。全体マップでは、ステータスやアイ
テムも確認できます。

■ たにむら釣具店について
魚を釣ってたまったポイントで買い物をしたり、
たにむらくんと話して釣りのヒントなどを聞けま
す。また、イベントキャラクターの頼みごとを聞
いたり、ミニゲームやヘルプの参照などができま
す。
･&またはスピードセレクターを回転させて珍さ
んの移動先を指定し、oを押すと移動できます。

■ 釣りの基本操作

※1：水深メーターとテンションゲージ・回転
ボーナスは同時には表示されません

･珍さんの釣り物語
･コラムスジュエル
･電子マネー「Edy」
･Ｇガイド番組表リモコン
･ケータイクレジット「iD（アイディ）」
･「DCMX」クレジットアプリ
･珍さん計画DXおこづかい帖プラス
･ｉアニメっちゃメーラー superDX500
･便利！多機能電卓

aキャストする
･Oでキャスティングポイントを選び、oで
ルアーを湖に向かって投げ落とします。

bルアーを操りアタリを待つ
･ルアーが湖底まで沈んだら、スピードセレク
ターを回転させるか（手巻き）、oを1秒以
上押して（電動リール）リールを巻きます。
ルアーの位置は水深メータで確認します。

cアタリが来たらアワセる
･獲物がルアーに食いつくと振動や「！」の表
示などでわかるので、素早くOを押します。
うまくいけば針が獲物にかかります。

dバトル
･スピードセレクターを回転させて釣り糸の
テンションをゲージ内のなるべく高い位置
に保ちます。

e釣り上げ
･リールを巻き上げて糸の長さが短くなると
画面上に ludrのいずれかのキーを
押すよう表示がでます。正しくキーを押すと
獲物を釣り上げられます。

たにむらくん
ランキング
ミニゲームでハイスコアを
取ると掲載されます。
げーむ機
ミニゲームができます。

図鑑
魚の情報やヘルプなどが記
載されています。

でぐち
全体マップに戻ります。

イベントキャラクター
ゲームを進めると登場
します。

テンションゲージ※1

獲物と引き合っている強度
が表示されます。黄色いライ
ンが一杯になるとラインが
切れて、なくなると魚が逃げ
ます。
魚と岸までの距離

水深メーター※1

ルアーが何メートル沈んだかが表示されます。
魚が食いつくと枠が黄色になります。

回転ボーナス
手巻きでリールを巻くと数
値が上がります。ランクが上
がると、ボーナスポイントが
つきます。
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コラムスジュエル

画面の上から落ちてくる宝石を並べて消していく
ゲームです。5人のキャラクタと対戦する「ストーリー
モード」、ハイスコアを目指す「ひたすらモード」、全
40問の問題を解いていく「パズルモード」の3つの
モードで遊べます。

トップページのメニュー画面からゲームモードの選
択、オプションの設定、ヘルプの表示ができます。詳
しい遊びかたはヘルプをご覧ください。

珍さん計画DXおこづかい帖プラス

スケジューラーとおこづかい帖機能を備えたｉアプ
リです。ｉアプリ待受画面にも対応しています。

■ スケジューラー機能
予定を登録できます。ｉアプリ待受画面に設定す
ると、登録日にアイコンが表示されます。

■ おこづかい帖機能
毎月の収入と出費を記録できるおこづかい帖で
す。所持金の額によって珍さんの部屋の内装が変
わります。

ｉアニメっちゃメーラー superDX500

「3Dエフェクトメール」と「えほんメール」が作成で
きます。

■ 3Dエフェクトメール

トップ画面から「新規メール作成」の「3Dエフェ
クトメール」を選択します。宛先、題名を入力し
て「本文へ」を選択し、本文（全角・半角を問わ
ず750文字まで）を入力します。
エフェクトを設定するにはpを押し、項目を選
択します。

登録：o を押して「予定設定」を選択し、スケ
ジュールの内容を設定しpを押します。
･ 1日に登録できるスケジュールは最大3件
です。

確認：oを押して「予定確認」を選択します。p
を押して「修正」または「削除」を選択す
るとスケジュールを修正、削除できます。

おこづかい設定：
oを押して「おこづかい設定」を選択し、お
こづかい日、現在の所持金、毎月のおこづか
いを設定します。pを押して登録します。
･当日の日付をおこづかい日に設定した場
合、来月になるまで入金されません。所持
金から入金してください。
･ 2ヶ月以上起動しないと、前月の1ヶ月分だ
けおこづかいが入金されます。

同じ宝石を縦・横・斜めに
3つ以上並べると消えます。
o：宝石の回転（1つ下へ）
u：宝石の回転（1つ上へ）
&：左右移動
d：落下速度アップ

©SEGA

スケジュールのアイコン

所持金
表示位置を変更したり表示を消
すには、oを押し、「所持金表
示設定」を選択して「右下」「左
下」「非表示」から選択します。

毎月の支払いの設定：
o を押して「毎月の支払い」を選択し、家
賃など毎月支払う金額を設定します。

毎日の出費、臨時収入の入力：

o を押して「おこづかい帖」を選択し、書
き込み欄から出費の内容と支払方法を選択
し、金額（100円単位）を入力します。
･りんじ収入を登録すると、入力した金額が
所持金に追加されます。
･以前のおこづかい帖を表示するときは、書
き込み欄の出費内容を選びlを押します。

1.ステージエフェクト：
ステージエフェクト（背景色・背景パターン）
と背景アニメのいずれかを設定します。
･背景色を白にすると見えないパターンがあ
ります

2.テキストエフェクト：
文字の色やサイズ、動きを設定します。

3.キモチアニメ：
パンダの「珍さん」の3Dアニメーションを
挿入します（1メールに5個まで）。挿入した
アニメーションを選択しセリフを入力しま
す。

4.アニメっちゃ絵文字：
ｉアニメっちゃメーラーsuperDX500の絵
文字を入力します。

書き込み欄

文字に色や動きの効果を
付けたり、アニメーショ
ンや音を背景に設定した
りして、楽しいメールを
作成できます。

つづく
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エフェクトの効果を確認したら、本文入力画面で
pを押し、「メール送信」を選択します。「メール
保存（1件のみ）」を選択すると、作成中のメール
を保存できます。

■ えほんメール

トップ画面から「新規メール作成」の「えほんメー
ル」を選択します。宛先、題名、本文（全角・半
角を問わず500文字まで）を入力し、おはなしを
6種類から選択します。
pを押し「プレビュー」を選択すると、おはなし
を確認できます。
おはなしを確認したら、作成画面で p を押し、
「メール送信」を選択します。「メール保存（1 件
のみ）」を選択すると、作成中のメールを保存でき
ます。

■ その他の機能

･ｉアニメっちゃメーラー superDX500から受
信したメール、ｉアニメっちゃメーラー super
DX500 で送信または保存したメール以外は表
示できません。

おしらせ
●メールの受信側にも ｉ アニメっちゃメーラー
superDX500が必要です。ｉアニメっちゃメーラー
superＤX500のメールは、FOMA端末のメール機
能やパソコンなどのメールソフトでは正しく表示で
きません。

便利！多機能電卓

基本的な計算のほかに、ワリカン計算などいろいろ
な計算ができます。

■ 基本計算のしかた

計算方法は通常の電卓と同様です。＋－×÷は
Oで選びます。oで計算結果を表示します。
数字を間違えたときは c、最初から計算し直
すときは#を押します。
･pを押して「計算一覧表示」を選択すると計算
中の内容、「過去計算一覧表示」を選択すると、
過去の計算内容（5件まで）を表示できます。

■ いろいろな計算
タイトル画面から選択します。

5.アクション：
「珍さん」が文字を消したり出したりする効果
を設定します。

6.エフェクト解除：
テキストエフェクトを解除します。

0.プレビュー：
設定したエフェクトの効果を確認します。

受信ボックス：
受信メールを表示します。

送信ボックス：
送信メールを表示します。

未送信ボックス：
送信に失敗したメールを表示します。

保存データ：
送信しないで途中保存したメールを表示しま
す。

センター問い合わせ：
FOMA端末のメールメニューを表示し、
ｉモード問合せを実行できます。

待受画面設定：
受信したメールを待受画面に設定できます。

4コマの「おはなし」を
メールで送信できます。
おはなしの最後に、入力
した本文が表示されま
す。

ワリカン計算：
「男性」「女性」などの属性ごとに負担の割合
（0.1～2.0）と人数を設定して「ワリカン！」
を選択すると、金額が表示されます。

ゴチルーレット：
金額をルーレットで決めます。総額と人数、
本気度（人ごとに金額にどのくらいの差をつ
けるか）を設定して「開始」を選択するとルー
レットが回り、oを押すと金額が表示されま
す。以降、一人ずつpでルーレットを回し、
oで決定します。

時間計算：
スタート時から終了時までの時間を計算しま
す。スタート時、終了時はoを押し、&で
変更箇所を選んで%で数字を増減し、oで
確定します。日時設定後に「決定」を選択す
ると、時間が表示されます。
pを押して、表示単位を選択できます。また、
「あと何日？」では現在から指定日時までの時
間、「あれから何日？」では指定日時から現在
までの時間が計算できます。

タイトル画面から「基本
計算」を選択すると、電
卓画面が表示されます。
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Ｇガイド番組表リモコン

テレビ番組表とAVリモコン機能が1つになった月額
利用料が無料の便利アプリです。
知りたい時間の地上アナログもしくは地上デジタル
のテレビ番組情報をいつでもどこでも簡単に取得で
きます。テレビ番組のタイトル・番組内容・開始／
終了時間などを知ることができます。
気になる番組があったら、インターネットを通じて
番組をDVDレコーダーに録画予約をすることができ
ます（リモート録画予約機能に対応している DVD
ハードディスクレコーダーが必要になります。ご利
用の際には本アプリの初期設定が必要です）。さらに
テレビのジャンルや好きなタレントなどのキーワー
ドで番組情報の検索が可能です。また、テレビ・ビ
デオ・DVDプレイヤーのリモコン操作ができます（一
部対応していない機種もあります）。
･初めて利用するときは、初期設定を行って利用規約に
同意する必要があります。
･別途パケット通信料がかかります。
･詳しくは『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

リモート録画予約に対応しているDVDレコーダーを
お持ちの場合には、インターネットを通じて、外出
先などから本アプリの番組表より録画予約をするこ
とができます。
リモート録画予約には本アプリにおいて初期設定が
必要です。

■ 初期設定方法
aDVDレコーダーにインターネット接続を設定
･ご利用の DVD レコーダーの取扱説明書をご
確認ください。

b本アプリを起動し、メニューの「リモート録画
予約」を選択
･ガイダンスが表示されます。ガイダンスに
沿って初期設定を進めてください。

■ 番組予約の方法
初期設定が完了した後、お好きな番組を指定して
メニューからリモート録画予約を選ぶと、イン
ターネット経由で本アプリで設定した DVD レ
コーダーと接続し、録画予約をすることができま
す。
･既に同じ時間に予約がされている場合には、
メッセージが番組表にでます。
･別途パケット通信料がかかります。

カロリー計算：
摂取カロリーの合計を計算します。最初に性
別、年齢などを入力すると、カロリー計算画
面が表示されます。

･カーソルを入力したい位置に移動してoを
押し、食品リストから選択します。カロリー
量レベルを示すアイコンが入力されます。ア
イコンを選ぶと食品名を確認できます。
･計算されるカロリーは概算であり、厳密な
ものではありません。
･カロリーの超過・不足は、性別・年齢ごと
の標準必要カロリーに対する過不足を示し
たものです。

いろいろ変換：
距離や広さ・重さの単位、西暦／和暦など各
種の変換ができます。変換したい元の単位に
値を入力し確定すると、各単位での値が表示
されます。

基本必要カロリー

前の週の平均
カロリー

1日のカロリーの
合計

1日に食べたものを
入力

･画面はイメージです。実
際の画面とは異なりま
す。お住まいの地域に応
じたチャンネルが表示さ
れます。

リモート録画予約機能について
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おサイフケータイ対応ｉアプリ

電子マネー「Edy」とは、誰でも簡単にご利用いただ
けるプリペイド型の電子マネーサービスです。電子
マネー「Edy」はビットワレット株式会社が提供する
サービスです。ご利用の際には、注意事項、利用約
款などをご確認の上、初期設定を実行してください。

電子マネー「Edy」についての詳しいサービス内容や
ご利用可能店舗、およびFOMAの機種変更・故障時
などの Edy に関する諸手続きなどにつきましては、
Edyのｉモードサイトおよびホームページをご参照
いただくか、下記連絡先までお問い合わせください。
･本サービスについてのお問い合わせ先：ビットワレッ
ト株式会社
･ Edy に関する情報については、
Edy のｉモードサイトおよび
ホームページをご覧ください。
ホームページ：
　http://www.edy.jp
･ Edy に関する諸手続きでお困
りの場合：Edy 緊急ダイヤル
0570-081-999（ナビダイヤ
ル）
平日 9:30～19:00／土・日・祝日 10:00～18:00
･ ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないよう
におかけください。

おしらせ
●電子マネー「Edy」の初期設定や「主なメニュー」
または「サービスメニュー」機能の使用時など、
ｉ モード通信を利用する際はパケット通信料がか
かります。

●ソフト動作設定の通信設定を「通信しない」に設定
している場合やセルフモード中は、ｉモード通信を
行えないため、電子マネー「Edy」の初期設定や「主
なメニュー」または「サービスメニュー」機能を使
用できませんのでご注意ください。

●Mobile Edy（ネットでのお支払い）をご利用の際は、
Edy センターからの決済開始メールを受信する必要
があります。迷惑メール対策（受信／拒否設定）で
インターネットからメールを拒否している場合は、
ドメインに「@bitwallet.co.jp」を登録してください。

●機種変更しても、変更前に使用されていたEdy対応
携帯電話は、Edyカードとしてご利用いただけます。
廃棄する際にはご注意ください。

ケータイクレジット「iD（アイディ）」とは、おサイ
フケータイをかざすだけで買い物やキャッシングの
できるクレジットサービスです。今までのように
カードを財布から出したり、サインしたりすること
なく、カンタン便利にショッピングができます。
･ iDのご利用には、iDに対応した各カード発行会社への
お申し込みとiDアプリ、各カード発行会社提供のカー
ドアプリが必要になります。
･ iDアプリを初めて起動される際は、「ご利用上の注意」に
同意し、ご利用の準備を行った後、カードアプリのダウ
ンロードを行う必要があります。
･ iD対応のクレジットサービスのご利用にかかる費用（年
会費など）は、各カード発行会社により異なります。
･ iD アプリおよび各カード発行会社のカードアプリをダ
ウンロードするにはパケット通信料がかかります。
･詳しくは、『ｉモード操作ガイ
ド』をご覧ください。
iDに関する情報については、iD
のｉモードサイトおよびホーム
ページをご覧ください。
ｉモードサイト：

iMenuの「メニュー／検索」
→「ケータイクレジット
「iD」」

ホームページ ：http://id-credit.com

電子マネー「Edy」

チャージ（入金）

※1：事前にサービス登録が必要です。

便利な機能

使う（お支払い）

サポート

初期設定・サービス登録（無料）

●

●

店頭でのEdyチャージ（入金）
ｉモードでのEdyチャージ（入金）

※1

●

●

●

残高・履歴照会
Edyギフトのお受取り
Edy to Edy（他端末とのEdyマネーの送付／
受取り）※1

●

●

店頭でのお支払い
Mobile Edy（ネットでのお支払い）

※1

●

●

機種変更の「Edy」に関するお手続き※1

故障時の「Edy」に関するお手続き※1

サイトアクセス
用QRコード

ケータイクレジット「iD（アイディ）」

･画面はイメージです。実
際の画面とは異なること
があります。

サイトアクセス
用QRコード
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「DCMX」とは、 「iD（アイディ）」に対応した、エ
ヌ･ティ･ティ･ドコモ・グループが提供するクレジッ
トサービスです。DCMXには、月額1万円まで利用
できる DCMX mini と、キャッシングやリボなどの
サービスも充実し、クレジットカードも同時発行す
るDCMX、DCMX goldの各サービスがございます。
DCMX miniなら、本アプリからの簡単なお申し込み
で今すぐケータイクレジットがご利用いただけま
す。

■ アプリの機能

･サービス内容やお申し込み方法
の詳細については下記をご参照
ください。
ｉモードサイト：

iMenu の「メニュー／検索」
→「DCMX（ケータイクレ
ジット）」

ホームページ：http://www.dcmx.jp
･本サービスについては、取扱説明書裏面の「総合お問い
合わせ先」までお問い合わせください。

おしらせ
●本アプリを初めて起動される際には、「ご利用上の注
意」に同意の上、ご利用ください。

●本アプリの利用に伴いｉモード通信を利用する際は、
パケット通信料がかかります。

●申し込み・設定完了後は、本アプリからは起動でき
ません。ご利用状況の確認や設定の変更などをご利
用になる場合は、iDアプリを起動し、DCMXアプリ
を選択して連携起動してください。

ワンタッチでｉアプリを起動する
ワンタッチｉアプリ

･登録できるｉアプリは1件です。お買い上げ時は
ｉアプリ“ケータイクレジット「iD（アイディ）」”
が登録されています。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm91を押す
･解除する：ｉアプリを選ぶzm91

おしらせ
●ソフト一覧でｉアプリを選びtを押しても登録で
きます。

1 oを1秒以上押す

「ＤＣＭＸ」クレジットアプリ

･画面はイメージです。実
際の画面とは異なること
があります。

使う  

 ※1：お申し込み時にオンラインで簡単な入会審
査をさせていただきます。また、DCMX 
mini以外のお申し込みについては、ｉモー
ドのお申し込みページに接続します。

※2：ご利用状況などの確認機能は、DCMX 
miniのみ可能です。

確認する※2

変更する

入会申し込み・審査※1

カード情報設定

面倒なチャージは不要！
設定済みケータイを店頭の読み取り機にかざ
すだけで、サインなどすることなく、ショッ
ピングが楽しめます。

当月のご利用可能残額やご利用明細もケータ
イから確認！

お使いのカードの更新および再発行の際にも
アプリから設定可能！

サイトアクセス
用QRコード

おサイフケータイ対応ｉアプリに関するご注意
● IC カードに設定された情報につきましては、当
社としては責任を負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。

●詳しくは『iモード操作ガイド』をご覧ください。

ワンタッチ登録をする

ワンタッチでｉアプリを起動する

ワ
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ツータッチでｉアプリを起動する
ツータッチｉアプリ

･登録できるｉアプリは最大10件です。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm92
･解除する：ｉアプリを選ぶzm92

3 登録先を選択
･アイコンの番号（ ～ ）が、ツータッチ
ｉ アプリを起動するときに使用するダイヤル
キー（0～9）に対応します。
･登録済みの登録先を選択すると上書きするか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると上書きされます。

おしらせ
●ソフト一覧でｉアプリを選びaを押しても登録で
きます。

1 ダイヤルキー（0～9）
zdを1秒以上押す

1 m326を押す
･起動する：ｉアプリを選択
･詳細情報を表示する：ｉアプリを選ぶzp
･登録を解除する：ｉアプリを選ぶzm2z
「はい」を選択

ｉアプリを自動起動する

自動起動を行うかどうかを設定し、ｉアプリごと
に自動起動の条件を設定します。
･ｉアプリを自動起動するには、日付・時刻の設定
が必要です。

自動起動するかどうかを設定する 自動起動設定

･「OFF」に設定すると、自動起動情報登録のユー
ザ設定を「ON」に設定したｉアプリも自動起動
しません。

1 m322z1～2を押す

自動起動の日時を設定する 自動起動情報登録

ｉアプリごとに自動起動のON／OFFや起動日時を
設定したり、あらかじめ設定されている内容を表示
したりします。
･設定できる条件は、ｉアプリによって異なります。
･ｉ アプリによっては自動起動できないものがあ
ります。
･自動起動設定を「OFF」に設定しているときは、
自動起動情報を登録できません。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm6

3 各項目を選択して設定

ツータッチ登録をする

ツータッチでｉアプリを起動する

ツータッチｉアプリの一覧を表示する

お買い上げ時 ON

ユーザ設定：
自動起動する条件を設定するかどうかを選
択します。
･「ON」に設定したときは、時刻、繰り返
し、毎週、日付を設定します。

時刻：
自動起動する時刻を入力します。

繰り返し：
自動起動を繰り返し行うときの条件を設定
します。
･「1回のみ」に設定した場合は、日付欄で自
動起動する日付を設定します。
･「毎日」に設定すると、時刻欄で設定した
時刻に毎日自動起動します。
･「毎週」に設定した場合は、毎週欄で自動
起動する曜日を設定します。

毎週：
繰り返しを「毎週」に設定したとき、自動起
動する曜日を設定します。

日付：
繰り返しを「1回のみ」に設定したとき、自
動起動する日付を設定します。

ソフト設定：
ｉ アプリにあらかじめ設定されている時間
間隔で自動起動させるかどうかを設定しま
す。
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4 pを押す

おしらせ
●自動起動を設定しても、次の状態のときに起動時刻
になった場合は、ｉ アプリは起動しません。また、
次の理由でｉアプリが起動しなかったとき（※1の
場合を除く）は、待受画面に が表示され、ｉアプ
リ名・日時・起動しなかった理由が起動失敗履歴に
記録されます。
･ FOMA端末の電源が入っていない場合※1
･ FOMAカード動作制限中（プリインストールｉア
プリを除く）
･ FOMAカードを認識できない場合
･自動起動設定を「OFF」に設定している場合※1
･自動起動の間隔が短すぎたとき
･通話中、通信中、プッシュトーク通信中
･待受画面以外が表示されているとき、ｉアプリ待
受画面の操作中
･他の機能が動作中（マイピクチャの一覧表示中と
編集中、ｉモーションの一覧表示中と再生・編集
中、メロディの一覧表示中と再生中、およびミュー
ジックプレイヤーの一覧表示中と再生中を除く）
･オールロック中、PIMロック中、おまかせロック中
･プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表
示」に設定した場合）
･目覚まし音やスケジュールアラーム鳴動中（自動
起動と同じ時刻に設定した場合も含む）
･お知らせタイマー動作中
･ IP（情報サービス提供者）によってｉアプリの使
用を停止されているとき

●複数のｉアプリが同時刻に自動起動する場合、起動
する ｉ アプリは 1 つだけです。起動できなかった
ｉ アプリの情報は起動失敗履歴に記録されますが、
待受画面に は表示されません。

●ユーザ設定では、他のｉアプリで設定したユーザ設
定と同一内容の設定はできません。

●日付・時刻の設定より前の日時のみを設定した場合、
自動起動は無効になります。

自動起動できなかったときの履歴を表示する
起動失敗履歴

ｉ アプリの自動起動に失敗したときは、待受画面に
が表示され、ｉアプリ名・日時・起動失敗理由が

記録されます。
･起動失敗履歴は最大20件記録されます。20件を
超えた場合は、一番古い履歴に上書きされます。
･起動失敗履歴を表示するか、次の自動起動が成功
すると、待受画面の が消えます。

1 m331を押す
■ 履歴を削除する：pz「はい」を選択

サイトやメールからｉアプリを起動する
ｉアプリTo

サイトやｉモードメールのｉアプリを起動でき
るリンク項目を選択して ｉ アプリを起動します
（ｉアプリTo）。

1 サイトやｉモードメールのｉアプリを
起動できるリンク項目を選択

2「はい」を選択
サイト接続が終了し、ｉアプリが起動します。

おしらせ
●ｉアプリToで起動するｉアプリがFOMA端末に保
存されていないと、指定されたｉアプリがない旨の
メッセージが表示され、起動できません。ただし、
ｉアプリによっては保存されていなくても、サイト
からダウンロード後、すぐに起動するものがありま
す。
･ダウンロード後すぐに起動するｉアプリは、起動
中に通信するかどうかの確認画面が表示されるこ
とがあります。
･ダウンロード後すぐに起動したｉアプリを終了す
るときは、保存するかどうかの確認画面が表示さ
れます。ただし、FOMA端末に保存できないｉア
プリもあります。

●起動するｉアプリをｉアプリToで起動しないよう
に設定している場合は、メッセージが表示されｉア
プリを起動できません。☛P276

ｉアプリ設定１～4：
ｉアプリDXによっては、動作中に自動起動
の条件を最大4つ設定できます。それらの設
定を有効にするかどうかを設定します。

ｉ
ア
プ
リ
T
o
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ｉアプリ待受画面を操作する
ｉアプリ待受画面

ｉアプリを待受画面に設定し、待受画面からｉア
プリを起動して操作します。ｉアプリ待受画面表
示中は、ディスプレイ上部に または が表示
されます。
･あらかじめｉアプリを待受画面に設定しておく必
要があります。☛P144

おしらせ
●通信を行うｉアプリをｉアプリ待受画面に設定した
場合、電波状況などにより正しく動作しないことが
あります。

●オールロック、PIMロック、プライバシーモード
（ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）、お
まかせロック中は、ｉアプリ待受画面が一時的に解
除されます。オールロックなどを解除するとｉアプ
リ待受画面が再度起動します。

●ｉアプリ待受画面に設定されているｉアプリが IP
（情報サービス提供者）によって使用を停止される
と、ｉアプリ待受画面が解除されます。

●ｉアプリ待受画面の起動中にｉアプリ待受画面を続
行できないようなエラーが発生すると、ｉアプリ待
受画面を解除するかどうかの確認画面が表示されま
す。「はい」を選択すると、ｉアプリ待受画面の設定
が解除されます。このとき、ｉアプリ名と終了日時
が異常終了履歴に記録されます。

●ｉアプリ待受画面からはサイトに接続（Web To）で
きません。

●ｉアプリ待受画面を設定中にFOMA端末の電源を入
れると、ｉ アプリ待受画面を起動するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、ｉア
プリ待受画面が起動します。「いいえ」を選択すると、
ｉ アプリ待受画面の設定が解除されます。確認画面
が表示されてから何も操作せずに約 5秒たつと、自
動的にｉアプリ待受画面が起動します。自動電源ON
によって電源が入った場合は確認画面は表示され
ず、自動的にｉアプリ待受画面が起動します。

ｉアプリ待受画面のｉアプリを起動する

1 ｉアプリ待受画面でcを押す
ｉアプリの画面に切り替わり、ディスプレイ上部
の または が点滅します。

ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に戻る

1 ｉアプリ動作中にfz「終了する」を
選択
ｉアプリが終了し、ｉアプリ待受画面が起動しま
す。ディスプレイ上部のマークが から 、ま
たは から に変わります。
･ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に戻る
方法は、ｉアプリによって異なります。c
を押すと戻るｉアプリもあります。
･「終了する」を選択してもｉアプリ待受画面は
解除されません。解除するときは「解除する」
を選択します。ディスプレイ上部の 、 が消
えます。

おしらせ
●ソフト一覧でｉアプリ待受画面に設定しているｉア
プリを選びmを押し、「ｉアプリ待受画面」を選択
し、「解除する」を選択しても解除できます。

ｉアプリ待受画面の終了履歴を表示する
異常終了履歴

ｉ アプリ待受画面を続行できないようなエラーが発
生したときに、ｉアプリ名と日時が記録されます。
･異常終了履歴は最大20件記録されます。20件を
超えた場合は、一番古い履歴に上書きされます。
･通常終了時は記録されません。

1 m332を押す
■ 履歴を削除する：pz「はい」を選択

ｉアプリを管理する

ｉアプリをバージョンアップする
バージョンアップ

ｉアプリが更新されている場合は、バージョンアップ
できます。
･ IP（情報サービス提供者）によって使用を停止され
ているｉアプリはバージョンアップできません。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm5z「はい」を
選択
･バージョンアップが必要ない場合は、ｉアプリ
が最新である旨のメッセージが表示されます。

ｉ
ア
プ
リ
待
受
画
面

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●バージョンアップすると、ｉアプリが記録している
ゲームスコアなどのデータが消去されることがあり
ます。

●ｉアプリによっては、使用期間・使用回数によりドコ
モのサーバへ継続して使用できるかどうかを問い合
わせる場合があります。このとき、サーバからｉア
プリが更新されていると通知された場合は、バージョ
ンアップするかどうかを確認した上でバージョン
アップできます。

●ｉアプリによっては、自動的にバージョンアップす
るものがあります。

フォルダを作成／削除する

フォルダを作成して ｉ アプリを整理します。また、
フォルダの並び順の変更や不要なフォルダの削除も
できます。

･最大20個作成できます。

1 d（1秒以上）

2 m4
■ フォルダ名を変更する：フォルダを選ぶz

m1
■ フォルダの並び順を変更する：フォルダを選

ぶzmz5～6

3 フォルダ名を入力（全角8文字（半角16
文字）まで）zpを押す

･保護されているｉアプリがある場合は、フォルダ
を削除できません。保護を解除してから削除して
ください。
･フォルダが1個のときは削除できません。

1 d（1秒以上）

2 フォルダを選ぶzm21
･フォルダ内にｉアプリが保存されたままの場合
は、端末暗証番号を入力します。

3「はい」を選択
･削除するフォルダ内にメール連動型 ｉ アプリ
が含まれている場合は、メールフォルダも同時
に削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。「はい」を選択すると、メールフォルダと
フォルダ内のすべてのメールが削除されます。
「いいえ」を選択すると、ｉ アプリのみ削除さ
れます。ただし、「はい」を選択した場合でも、
メールフォルダ内に保護されているメールが
ある場合は、ｉアプリやメールフォルダは削除
できません。
･削除するフォルダに、ICカード内のデータを削
除しないと削除できないおサイフケータイ対
応ｉアプリが含まれる場合は、それ以外のｉア
プリを削除するかどうかの確認画面が表示さ
れます。
･削除するフォルダ内に、miniSDメモリーカード
内にデータがあるｉアプリが含まれている場合
は、miniSDメモリーカード内のデータも削除す
るかどうかの確認画面が表示されることがあり
ます。「はい」を選択するとminiSDメモリーカー
ド内のデータも削除されます。「いいえ」を選択
するとｉアプリのみ削除されます。

おしらせ
●削除対象のメール連動型ｉアプリ用メールフォルダ
が使用中（一覧表示中など）の場合、ｉアプリを削
除できないことがあります。

●ｉアプリのみ削除し、メール連動型ｉアプリで使用
していたメールフォルダを残した場合は、メールの
フォルダ一覧のサブメニューからメールを表示でき
ます。☛P248

ｉアプリを保護する

･最大保護件数☛P38

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm31を押す
ｉアプリが保護され、ソフト一覧画面で また
は が表示されます。
･解除する:ｉアプリを選ぶzm31
■ 複数保護／解除する：m32zｉアプリ

を選択zp
■ フォルダ内のすべてのｉアプリを保護／解除

する：m33z端末暗証番号を入力

フォルダを作成する

フォルダを削除する

管
理
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ｉアプリを削除する

･ｉアプリによっては、ICカード内のデータも削除
されます。
･ｉアプリによっては、ｉアプリを起動してICカー
ド内のデータを削除しないと削除できないもの
があります。
･おサイフケータイ対応ｉアプリによっては、削除
できない場合があります。

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm21
■ 複数削除する：m22zｉアプリを選択

zp
■ フォルダ内の ｉ アプリをまとめて削除する：

m23z端末暗証番号を入力z「すべ
て削除」または「保護以外削除」を選択

3「はい」を選択
･メール連動型ｉアプリを削除する場合は、自動
的に作られたメールフォルダを同時に削除す
るかどうかの確認画面が表示されます。「はい」
を選択すると、メールフォルダとその中に保存
されているすべてのメールが削除されます。
「いいえ」を選択すると、ｉ アプリのみ削除さ
れます。ただし、「はい」を選択した場合でも、
メールフォルダ内に保護されているメールが
ある場合は、ｉアプリやメールフォルダは削除
できません。
･「複数削除」または「全件削除」するｉアプリ
に、ICカード内のデータを削除しないと削除で
きないおサイフケータイ対応 ｉ アプリが含ま
れる場合は、それ以外のｉアプリを削除するか
どうかの確認画面が表示されます。
･miniSDメモリーカード内にデータがあるｉア
プリを削除する場合は、miniSDメモリーカー
ド内のデータも削除するかどうかの確認画面
が表示されることがあります。「はい」を選択
するとminiSDメモリーカード内のデータも削
除されます。「いいえ」を選択するとｉアプリ
のみ削除されます。

おしらせ
●フォルダ一覧からフォルダ内のｉアプリをまとめて
削除するときは、フォルダを選びmを押し、「削除」
→「ソフト削除」を選択します。

●保護されているｉアプリは「1件削除」または「複
数削除」では削除できません。保護されているｉア
プリを削除するには保護を解除してから削除する
か、「全件削除」を選択して端末暗証番号を入力し
て、「すべて削除」を選択してください。

●削除対象のメール連動型ｉアプリ用フォルダが使用
中（一覧表示中など）の場合、ｉアプリを削除でき
ないことがあります。

●ｉアプリのみ削除し、メール連動型ｉアプリで使用
していたメールフォルダを残した場合は、メールの
フォルダ一覧のサブメニューからメールを表示でき
ます。☛P248

ｉアプリを他のフォルダに移動する

1 d（1秒以上）zフォルダを選択

2 ｉアプリを選ぶzm41
■ 複数移動する：m42zｉアプリを選択

zp
■ フォルダ内のすべてのｉアプリを移動する：

m43

3 移動先のフォルダを選択z「はい」を選
択

おしらせ
●m641 を押しておサイフケータイ対応 ｉ
アプリのみを一覧表示したときは、ｉアプリを他の
フォルダに移動することはできません。

ｉアプリを並べ替える ソフトの並べ替え

1 m321

2 1～5のいずれかを押す
･「ダウンロード日時順」および「使用日時順」で
は、FOMA端末の日付・時刻で設定されている
日時順に並び替わります。
･「名前順」の場合、ｉアプリ名に全角／半角の文
字や英字が混在していると、50音順と一致しな
いことがあります。
･「使用回数順」にはｉアプリ待受画面として起
動した回数は含みません。使用回数はｉアプリ
をバージョンアップしても引き継がれます。
･「ソフトのサイズ順」の場合、ｉアプリのソフト
サイズと使用データ記録領域の合計が大きい順
に並び替わります。

フォルダ内のｉアプリの件数を確認する
フォルダ内ソフト件数

1 d（1秒以上）

2 フォルダを選ぶzpを押す
･マークの意味☛P275

お買い上げ時 ダウンロード日時順

管
理

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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ｉアプリの設定状況を確認する ソフト情報表示

1 d（1秒以上）

2 aを押す

miniSD メモリーカード内の ｉ アプリデー
タを表示する miniSD保存データ

ｉアプリがminiSDメモリーカードに保存したデータ
のフォルダを表示し、情報の確認と削除が行えます。
･データの内容は表示できません。

1 m655を押す
ｉアプリデータのフォルダ一覧が表示されます。

■ フォルダの情報を確認する：フォルダを選択
･フォルダの利用可／不可や、利用するｉア
プリ名、利用不可の場合の理由などを表示
できます。フォルダによっては表示されな
い項目があります。

■ フォルダを削除する：
aフォルダを選ぶzm1
･複数削除する：m2zフォルダを選択
zp
･全件削除する：m3z端末暗証番号を
入力

b「はい」を選択

ｉアプリからさまざまな機能を利用する

･それぞれの機能に対応したｉアプリをあらかじめ
ダウンロードしておく必要があります。
･ｉアプリによっては、操作方法が異なったり、利
用できない場合があります。

ｉアプリから電話をかける

1 電話番号を選択z発信条件を設定
･発信条件の設定☛P58

2 mz「はい」を選択
設定した内容で電話がかかります。電話をかける
とｉアプリは中断されます。

ｉアプリからサイトに接続する

1 サイトに接続するかどうかの確認画面
が表示されたら、「はい」を選択
ｉアプリが終了し、サイトが表示されます。

ｉアプリからカメラ機能を利用する

1 ｉアプリを操作してカメラ撮影を行う

おしらせ
●撮影した画像または動画はｉアプリから通信により
自動的にサーバへ送られる場合があります。

●ｉアプリからカメラを起動した場合、撮影した画像は
マイピクチャの「ｉモード」フォルダ、「デコメール
ピクチャ」フォルダ、またはｉアプリ内に保存され
ます。また撮影した動画はｉモーション内の「ｉモー
ド」フォルダ、またはｉアプリに保存されます。

●ｉアプリによって画像サイズなどの変更やフレーム
などを設定できる場合があります。

ｉアプリからバーコードリーダーを利用する

1 ｉアプリを操作してコードを読み取る
･読み取ったデータはｉアプリで利用・保存され
る旨のメッセージが表示されます。

ソフト保存領域：
保存されている ｉ アプリの総容量がバーと
数値で表示されます。

ソフト保存件数：
保存されている ｉ アプリの総件数が表示さ
れます。

ｉアプリ待受画面：
ｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリ
の名前と保存先のフォルダが表示されます。

ワンタッチｉアプリ：
ワンタッチ登録している ｉ アプリの名前と
保存先のフォルダが表示されます。

自動起動：
次回の自動起動に設定している ｉ アプリの
名前・保存先のフォルダ・起動日時が表示さ
れます。

さ
ま
ざ
ま
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ｉアプリから赤外線通信を利用する

･相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載され
ていても通信できない場合があります。

1 ｉアプリを操作して赤外線通信を行う
･赤外線通信によってｉアプリ起動データを受信
し、ｉアプリを起動することもできます。
･赤外線通信を実行するときに、サイトに接続し
ていたりメールを送受信していた場合、サイト
接続やメールの送受信は中止されます。

ｉアプリからトルカを利用する

1 トルカを保存するかどうかの確認画面
が表示されたら、「はい（新規）」を選択
トルカはトルカ一覧の「トルカフォルダ」に保存
されます。

■ 上書き保存する：「はい（上書き）」を選択z
フォルダを選択zトルカを選択z「はい」を
選択

■ 表示する：「プレビュー」を選択

1 トルカを選択する旨のメッセージが表
示されたらozフォルダを選択zト
ルカを選択

ｉアプリからトルカを保存する

ｉアプリからトルカを使用する

さ
ま
ざ
ま
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ｉチャネルとは

ニュースや天気などをグラフィカルな情報として
ドコモまたはIP（情報サービス提供者）がｉチャ
ネル対応端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が、待受画面
にテロップとして流れたり、ｉチャネル対応キー
（c）を押すことでチャネル一覧に表示されま
す（チャネル一覧の表示方法は ☛P293）。さら
に、チャネル一覧でお好きなチャネルを選択する
ことにより、リッチな詳細情報を取得できます。
･ｉチャネルのご利用にあたっての注意事項および
ご利用方法の詳細等については、『ｉモード操作ガ
イド』をご覧ください。

チャネルには「ベーシックチャネル」と「おこのみチャ
ネル」の2種類があります｡「ベーシックチャネル」は
ドコモが提供するチャネルであり、あらかじめ登録さ
れていますのでｉチャネルの利用開始時からすぐに利
用することができます。「ベーシックチャネル」に関し
て配信される情報の自動更新にかかるパケット通信料
はｉチャネルのサービス利用料に含まれます。「おこの
みチャネル」はドコモ以外のIP（情報サービス提供者）
が提供するチャネルで、お客様ご自身がお好きなチャ
ネルを登録して利用できます。「おこのみチャネル」に
関して配信される情報の自動更新にかかるパケット通
信料などは、ｉチャネルのサービス利用料には含まれ
ません。
なお、待受画面にテロップとして流すことができる
のは、「ベーシックチャネル」の情報のみとなります。
･「おこのみチャネル」には、ご利用にあたり情報料
がかかるものがあります。
･「おこのみチャネル」には、ご利用にあたりチャネ
ルを提供するIP（情報サービス提供者）に対し別途
お申し込みが必要になるものがあります。
･「ベーシックチャネル」も「おこのみチャネル」も、
チャネル一覧から詳細情報を閲覧する際は、ｉチャ
ネルのサービス利用料とは別にパケット通信料が
かかります。

ｉチャネルはお申し込みが必要な有料サービスです。
（お申し込みにはｉモード契約が必要です。）
･操作方法は☛P293
･対応機種：701iシリーズ、702iシリーズ、902iシ

リーズ、902iSシリーズ、D851iWM、
P851i

ｉチャネルをご契約いた
だいていない場合。

ｉチャネルをご契約いた
だいた後、情報を受信し
たタイミング、もしくは
チャネル一覧を表示した
タイミングで、待受画面
に自動的にテロップが流
れます。

c を押下するとチャ
ネル一覧が表示されま
す。各チャネルごとにテ
ロップで流れていた情報
などを一覧で見ることが
できます。

c

未契約

契約後

%zoで接続

各チャネルを押下すると
それぞれの詳細情報画面
が閲覧できます。

･ｉチャネルの各画像は
イメージです。実際の
画面とは異なります。

ｉモードセンター

ベーシックチャネルの情報

おこのみチャネルの情報

ＩＰ（情報サービス提供者）

ｉモード端末

ｉ
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と
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ｉモードをご契約の上ｉチャネル対応端末を利用して
いるお客様で、ｉチャネル対応端末を利用している契
約者回線についてｉチャネルを申し込んだことがない
場合、一定期間、サービス利用料無料で「ベーシック
チャネル」を利用できます。なお、チャネル一覧から
詳細情報を閲覧される際にかかるパケット通信料は、
お客様のご負担となります。
･おためしサービスのご利用にあたっての注意事項
およびご利用方法の詳細等については、『ｉモード
操作ガイド』をご覧ください。
おためしサービスは、原則としてFOMAカードを挿
入してｉチャネル対応端末の利用を開始した際、一
定時間経過後に自動的に開始されます。自動的に開
始しない場合は、cを押下することで開始できま
す。
おためしサービスを利用できるのは、１つのご契約
者回線につき１回のみです。
おためしサービスは開始後一定期間経過すると、自
動的に終了します。また、途中で終了したい場合の
操作方法については、『ｉモード操作ガイド』をご参
照ください。

おしらせ
●情報を受信しても着信音、バイブレータは動作しま
せん。決定キーの照明も点灯／点滅しません。

●ｉチャネルサービスまたはｉモードサービスを解約
するとテロップは表示されなくなり、cを押すと
未契約時の画面が表示されます。ただし、解約の手
続きが完了するまではテロップが表示され、cを
押すと最後に受信した情報がチャネル一覧に表示さ
れる場合があります。

●テロップ表示設定でテロップ表示を「表示しない」に
設定している場合は、テロップは表示されません。

●FOMA端末の電源が入っていない場合や、圏外また
は電波状況がよくないなどで情報を受信できなかっ
たときは、cを押すと情報を受信できます。

●情報を受信中は が点滅します。

Menu 271

ｉチャネルを表示する
チャネル一覧

1 c
チャネル一覧が表示されます。
･待受画面に動画／ ｉ モーション、キャラ電、
ｉアプリを設定しているとき：d71
･ cを押しても表示されません。

2 チャネルを選択
サイトに接続され、詳細情報が表示されます。
･ご利用の状況によりチャネル一覧を表示した
ときに情報を受信する場合があります。

おしらせ
●チャネル一覧を表示し直すときは、チャネル一覧で

mを押し、「リトライ」を選択します。
●チャネル一覧でmを押し「効果音設定」を選択す
ると、Flash 画像の効果音を鳴らすかどうかを設定
できます。設定方法については☛P216「画像表示
／効果音を設定する」

おためしサービス ｉチャネルの接続先を変更するには
ｉチャネルの接続先は変更できます（通常は変更す
る必要はありません）。
ad88
bユーザ設定を選ぶzmz端末暗証番号を入力
c各項目を選択して設定zp
･ｉチャネルの接続先は「接続先アドレス2」に
入力します（半角30文字まで）。
･「接続先アドレス」はｉモードの接続先です。

☛P216
d編集した接続先を選択zp
●接続先アドレス2を入力／変更した場合、待受画
面にｉチャネルの情報はテロップ表示されなく
なります。また、情報が自動更新されない場合
があります。待受画面でcを押してチャネル
一覧を表示すると、最新の情報が受信され、待
受画面にテロップ表示されるようになります。

チ
ャ
ネ
ル
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Menu 272 / Menu 8215

ｉチャネルの設定を変更する
テロップ表示設定

受信したｉチャネルの情報を待受画面にテロップ
表示するかどうかを設定します。テロップ表示の
速度も設定できます。
･テロップ表示を「表示する」に設定すると、待受画
面を表示するごとに新しい情報から順に最大10件、
ディスプレイの表示が消えるまでテロップ表示され
ます。「表示しない」に設定すると、テロップは表示
されません。
･お買い上げ時やFOMAカードを差し替えたとき、接
続先アドレス2を変更したときは、ｉチャネルの情
報が自動更新されるか、またはcを押してチャ
ネル一覧を表示すると、テロップが表示され、テ
ロップ表示設定ができるようになります。

1 d72

2 各項目を選択して設定

3 pを押す
･テロップ表示を「表示する」に設定した場合、待
受画面に動画／ｉモーション、キャラ電、ｉア
プリが設定されているときは確認画面が表示さ
れます。「はい」を選択すると、動画／ ｉモー
ション、キャラ電、ｉアプリは解除されます。

おしらせ
●次の場合は、ｉチャネルの情報はテロップ表示され
ません。
･オールロック中 ･ PIMロック中
･おまかせロック中
･公共モード（ドライブモード）中
･ FOMAカードを挿入していないとき

お買い上げ時 テロップ表示：表示する　テロップ速度：普通

テロップ表示：
「表示する」「表示しない」から選択します。
･「表示しない」を選択した場合、テロップ
速度は設定できません。

テロップ速度：
「遅い」「普通」「速い」から選択します。

テ
ロ
ッ
プ
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おサイフケータイとは

ｉモード端末のICカード機能を使ったｉモード
の便利な機能（ｉモードFeliCa）やICカードを
搭載したｉモード端末を「おサイフケータイ」と
呼びます。
FeliCaとは、かざすだけでデータの読み書きがで
きる非接触ICカードの技術方式の１つです。
おサイフケータイを対応店舗の読み取り装置
（リーダー／ライター・注）にかざすだけで電子
マネーを使ってショッピングの支払いができた
り、飛行機のチケットやポイントカードとして利
用できるなど携帯電話が実生活の中でますます
便利な道具になります。
また、従来のFeliCaに対応した非接触ICカード
と比べ、おサイフケータイ内のICカードに電子マ
ネーをサイトから入金したり、残高や利用履歴を
確認できたりと、より便利に利用できます。
（注）ICカードの読み書きを行う装置です。

･ ICカード機能をご利用いただくには、ICカード機
能に対応したおサイフケータイ対応ｉアプリをダ
ウンロードしてください。
･各おサイフケータイ対応サービスの申し込み・利
用方法につきましてはそれぞれ異なりますので、
IP（情報サービス提供者）などのお問い合わせ先
にご連絡ください。また、各おサイフケータイ対
応サービスのご利用にあたっての注意事項につ
いては『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
･端末暗証番号および各サービスのパスワードは、
他人に知られないよう十分にご注意ください。
･ご利用の各おサイフケータイ対応サービスの
サービス名や問い合わせ先などは、メモを取り保
管してください。おサイフケータイの故障・修
理・電話機の変更やその他の取り扱いによって、
ICカード内のデータが消失・変化してしまう場合
があります。修理の場合、データは原則としてお

客様自身で消去していただきますので、あらかじ
めご了承ください。万一、ICカード内のデータが
消失・変化しても、当社としては責任を負いかね
ますので、あらかじめご了承ください。ICカード
内のデータを消去する場合や、消失・変化してし
まった場合の対応は、各おサイフケータイ対応
サービスにより異なりますので、事前にご契約し
ているサービスのIP（情報サービス提供者）など
にお問い合わせの上、ご確認ください。
･ドコモショップなど窓口にて、他のおサイフケー
タイへの交換時および故障取替時に、ICカード内
のデータを新機種へコピーすることはできませ
ん。対応方法につきましては各おサイフケータイ
対応サービスにより異なりますので、事前にご契
約しているサービスの IP（情報サービス提供者）
などにお問い合わせください。
･おサイフケータイの紛失にはご注意ください。万
一紛失してしまった場合、ご利用いただいていた
おサイフケータイ対応サービスに関することは、
ご契約しているサービスのIP（情報サービス提供
者）などにお問い合わせください。ただし、IC カー
ド機能の制限を行うことはできませんので、ご注
意ください。

おサイフケータイの利用方法

ステップ 1：おサイフケータイ対応 ｉ アプリをダウ
ンロードする☛P273

お買い上げ時にはおサイフケータイ対応 ｉ アプリ
として「電子マネー「Edy」」、「ケータイクレジット
「iD（アイディ）」」、「「DCMX」クレジットアプリ」
が登録されています。

ステップ 2：おサイフケータイ対応ｉアプリを起動し
てICカード内のデータの読み書きを行う
☛P297

おサイフケータイ対応ｉアプリで電子マネーや乗車
券にお金をチャージ（入金）したり、残高や利用履
歴を確認できます。

ステップ 3：FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／
ライター）にかざす

･イルミネーション設定の IC カードアクセスのイ
ルミネーションを「ON」に設定している場合は、
イルミネーションカラーの設定に従って決定
キーの照明が点滅します。

FOMA端末の FeliCa マークを読み取り装置（リー
ダー／ライター）にかざして、電子マネーとして支
払いに利用したり、乗車券の代わりとして利用でき
ます。この機能は、おサイフケータイ対応ｉアプリ
を起動せずに利用できます。

ｉモードセンター おサイフケータイ

ＩＰ（情報サービス提供者） 読み取り装置
（リーダー／ライター)各おサイフケータイ対

応サービスを提供します。

ＩＰとおサイフケー
タイをつなぎます。

・チャージ
・購入
・ポイント利用など
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おしらせ
●FOMA端末の FeliCa マークを読み取り装置（リー
ダー／ライター）にかざしても認識されない場合は、
前後左右にずらしてかざしてください。

●FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）
にかざすときに、FOMA端末に強い衝撃を与えない
でください。

●通話中やｉモード接続中でもFeliCa マークを読み
取り装置（リーダー／ライター）にかざしてICカー
ドを利用できますが、ｉ モード接続中におサイフ
ケータイ対応ｉアプリを起動できません。

●電源を切った状態でもFeliCaマークを読み取り装置
（リーダー／ライター）にかざしてICカードを利用で
きますが、電池パックを装着していない場合は利用で
きません。ICカード機能を利用するときは、電池パッ
クを装着してください。また、電池パックを装着して
いても、電池パックを長期間利用しなかったり、電池
アラーム音が鳴った後で充電しなかった場合は、利用
できない場合があります。その場合は電池パックを充
電してください。

●電源を切った状態では、おサイフケータイ対応ｉア
プリを起動してICカード内のデータを読み書きした
り、トルカを取得できません。

●FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）
にかざしたとき、ｉ アプリが起動することがありま
す。ただし、起動対象のｉアプリがあらかじめ保存
されていない場合や、ｉアプリToで起動しないよう
に設定されている場合は、起動しません。

おサイフケータイ対応ｉアプリを起動
する

1 m641

2 おサイフケータイ対応ｉアプリを選択
･おサイフケータイ対応ｉアプリも通常のｉア
プリと同じように、自動起動や削除、フォルダ
管理などの操作を行うことができます。
･マークの意味☛P275

■ 終了する：
おサイフケータイ対応ｉアプリごとに設定さ
れている方法で終了してください。
･fを押してから「はい」を選択しても、終
了できます。

おしらせ
●おサイフケータイ対応ｉアプリ起動中は、FeliCaマー
クを読み取り装置（リーダー／ライター）にかざして
もICカードを利用できないことがあります。

●テレビ電話通話中は、おサイフケータイ対応ｉアプ
リの一部の操作ができないことがあります。

●次のような場合、動作中のおサイフケータイ対応ｉア
プリは中断され、ICカードへのデータの読み書きも中
断されます。その場合、読み書きしていたデータが破
棄されることがあります。
･電話がかかってきたとき（留守番電話サービスお
よび転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設
定している場合を除く）
･プッシュトークが着信したとき（ｉモード中プッ
シュトーク着信で「ｉモード優先」に設定してい
て、ｉアプリの通信中に着信した場合を除く）
･お知らせタイマーで指定した時間が経過したとき
･目覚ましやスケジュールで指定した日時になった
とき
･他の機能に切り替えたとき

●通話中や目覚まし音／アラーム鳴動中にbを押して
おサイフケータイ対応ｉアプリの画面に切り替えた
ときの動作は、ご利用のおサイフケータイ対応サービ
スによって異なります。

●圏外で通信できなかったり、登録データが使用でき
ない場合、おサイフケータイ対応ｉアプリによって
は起動しなかったり、正常に動作しないことがあり
ます。
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トルカとは

トルカとは、おサイフケータイで取得できる電子
カードで、チラシやレストランカード、クーポン
券などの用途で便利にご利用いただけます。
トルカは読み取り装置(リーダー／ライター)やサ
イトなどから取得が可能で、メールや赤外線通
信、miniSD メモリーカードを使って簡単に交換
できます。
取得したトルカは「LifeKit」メニューのトルカに
保存されます。
･対応機種：902iシリーズ、902iSシリーズ、

F702iD
詳しくは『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

おしらせ
●ｉモード通信でトルカをやりとりする場合は、パケッ
ト通信料がかかります。

トルカを取得する

･最大保存件数☛P38
･保存できるトルカのサイズは1件あたり最大1K
バイトです。トルカ（詳細）は１件あたり最大
100Kバイトです。
･トルカは、トルカ一覧の「トルカフォルダ」に保
存されます。☛P299
･保存されたトルカから詳細情報をダウンロード
した場合は、別のファイルとして保存されず、元
のトルカに詳細情報が追加されます。トルカから
トルカ（詳細）を取得するには☛P299

おしらせ
●次の方法でもトルカを取得できます。受信メールや
メッセージR/F、ｉアプリから取得したときは、既
読の状態で保存されます。
･受信メールやメッセージR/F☛P247
･ｉアプリ☛P290
･赤外線通信☛P350
･miniSDメモリーカード☛P336

トルカ利用の流れ

トルカ一覧の「トルカ
フォルダ」から取得した
トルカを選択します。

「詳細」ボタンでより詳し
い情報を見ることができ
ます。

おサイフケータイを読
み取り装置（リーダー／
ライター）にかざしてト
ルカを取得します。

トルカの取得手段

ｉモードメール赤外線

ｉモード端末どうしで
トルカを交換

ｉアプリ

miniSDメモリーカード

サイト
読み取り装置
（リーダー／ライター）

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

ト
ル
カ
と
は



299

お
サ
イ
フ
ケ
l
タ
イ
／
ト
ル
カ

読み取り装置（リーダー／ライター）から取
得する

･トルカ取得設定のトルカ取得設定を「ON」に設
定する必要があります。
･ ICカードロック中は取得できません。

1 FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／
ライター）にかざす
トルカ取得音が鳴り、決定キーの照明が点滅しま
す。

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、取得できない旨のメッセージが表示
されます。不要なトルカを削除してください。

サイトからトルカをダウンロードする

サイトからトルカをダウンロードし、表示・保存し
ます。

1 サイトを表示zトルカを選択
･ダウンロード中にpを押すとダウンロードを
中止します。

2「保存」を選択
･表示する：「プレビュー」を選択
･保存を中止する：「戻る」を選択z「いいえ」を
選択

おしらせ
●保存領域の空きが足りないときや、最大保存件数を
超えるときは、削除するかどうかの確認画面が表示
されます。画面の指示に従って削除してください。
削除する前にトルカ一覧でpを押すとトルカを表
示できます。

●サイトからダウンロードしたトルカは、「プレビュー」
を選択しないで保存した場合でも既読となります。

トルカを表示する

1 m631zフォルダを選択
･miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：フォルダ一覧でt
･ miniSDメモリーカードの操作方法☛P339

■ トルカをメールに添付して送信する：トルカ
一覧でトルカを選ぶza
･トルカを送信すると、トルカ（詳細）取得
前の状態で送信されます。サイトに詳細情
報がある場合は、送信先で再度トルカ（詳
細）を取得可能です。
･トルカによっては送信できない場合があり
ます。☛P236

2 トルカを選択
■ トルカ（詳細）を取得する：トルカの詳細表

示画面で「詳細」を選択z「はい」を選択
ｉモードに接続し、トルカ（詳細）を保存し
ます。

■ トルカ（詳細）を更新する：トルカ（詳細）
の詳細表示画面でm1z「はい」を選択
ｉモードに接続し、トルカ（詳細）を更新し
て保存します。

おしらせ
●詳細表示画面でトルカをメールに添付して送信する
ときは、m2を押します。

●表示中の本文に電話番号・メールアドレス・URLが
含まれている場合は、Phone To（AV Phone To）・
Mail To・Web To機能を利用できます。

●詳細表示画面で、電話番号、メールアドレスを選び
m41を押すと電話帳に新規登録、m4
2 を押すと電話帳に更新登録できます。また、
URLを選びm43を押すとブックマークに登
録できます。m44を押し、画像を選択すると
画像を保存できます。

●詳細表示画面でアニメーションを再度動作させると
きは、m6を押します。

フォルダ一覧画面／トルカ一覧画面の見か
た

フォルダ一覧画面の見かた

トルカは、「トルカフォルダ」と最大20個のフォル
ダに分類して保存できます。

：トルカなし ：未読トルカなし
：未読トルカあり

保存領域の使用率、
ページ番号／総ページ数

ト
ル
カ
表
示

つづく
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フォルダを作成／削除する

･フォルダは「トルカフォルダ」以外に最大20個
作成できます。
･「トルカフォルダ」のフォルダ名や並び順は変更
できません。

1 m631zm2
■ フォルダ名を変更する：フォルダ一覧でフォ

ルダを選ぶzm4
■ フォルダの並び順を変更する：フォルダ一覧

でフォルダを選ぶzmz6～7

2 フォルダ名を入力（全角8文字（半角16
文字）まで）zpを押す

･フォルダを削除すると、フォルダ内のトルカも削
除されます。ただし、保護されているトルカがあ
る場合は削除できません。保護解除してから削除
してください。
･「トルカフォルダ」は削除できません。

1 m631zフォルダを選ぶz
m3

2 端末暗証番号を入力z「はい」を選択

トルカをフォルダに移動／コピーする

1 m631zフォルダを選択

2 トルカを選ぶzm511
■ 複数移動する：m512zトルカを選

択zp
■ フォルダ内のすべてのトルカを移動する：

m513
■ 他のフォルダにコピーする：トルカを選ぶz

m52

3 移動／コピー先フォルダを選択

4「はい」を選択

おしらせ
●詳細表示画面ではm3を押します。
●保護されているトルカをコピーしても、コピー先の
トルカは保護されません。

トルカの保存内容を確認する

1 m631zm5を押す
FOMA 端末に保存されているトルカの件数や全
容量に対する使用領域の割合などが表示されま
す。

■ フォルダ内の件数を確認する：フォルダ一覧
でフォルダを選択zm61

トルカを検索する

1 m631zm1
･フォルダ内を検索する：フォルダ一覧でフォル
ダを選択zm2

2 検索条件欄を選択z1～3

･「カテゴリ」を選択したときは、カテゴリ欄を
選択し、カテゴリマークを選択します。
･「タイトル」または「インデックス」を選択した
ときは、検索文字列欄を選択し、タイトルまた
はインデックスを入力します（タイトルの場合
は全角10文字（半角21文字）まで。インデッ
クスの場合は全角7文字（半角15文字）まで）。
･タイトルとインデックスは、一部を入力しても
検索できます。全角と半角は区別して検索でき
ますが、英字の大文字と小文字は区別されませ
ん。
･取得日時では検索できません。

3 pを押す

トルカ一覧画面の見かた

フォルダを作成する

フォルダを削除する

カテゴリマーク

取得日時、インデックス
取得日時には、当日の場合
は時刻、当日以外の場合は
日付が表示されます。

タイトル

フォルダ名、ページ番号／
総ページ数

：未読 ：既読 ：保護

ト
ル
カ
表
示
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トルカを並べ替える ソート

トルカ一覧の並び順を一時的に並べ替えます。表示
を終了すると、「日付順」に戻ります。
･日付順、カテゴリ順、タイトル順、インデックス
順が選択できます。

1 m631zフォルダを選択

2 m62z1～4のいずれかを
押す

おしらせ
●タイトル順、インデックス順の場合、タイトルやイ
ンデックスに全角／半角の文字が混在していると、
50音順にならない場合があります。

●「カテゴリ順」を選択すると、トルカの種類を示すカ
テゴリマーク順に並べ替えます。

トルカを保護する

･最大保護件数☛P38
･未読のトルカは保護できません。
･検索結果表示中は、全件保護、全件解除はできま
せん。

1 m631zフォルダを選択

2 トルカを選ぶzm41を押す
トルカが保護され、マークが から に変わ
ります。
･解除する：トルカを選ぶzm44
■ 複数保護する：m42zトルカを選択

zp
■ 全件保護する：m43
■ 複数解除する：m45zトルカを選択

zp
■ 全件解除する：m46

おしらせ
●詳細表示画面ではm7を押します。
●全件保護の途中で最大保護件数を超える場合は、日
時が新しいトルカから順に、最大保護件数に達する
まで保護されます。

トルカを削除する

･保護されているトルカは削除できません。保護を
解除してから削除してください。

1 m631zフォルダを選択

2 トルカを選ぶzm31
■ 複数削除する：m32zトルカを選択

zp
■ フォルダ内のトルカを全件削除する：

m33z端末暗証番号を入力

3「はい」を選択

おしらせ
●詳細表示画面ではm8を押します。

トルカを取得するかどうかを設定する
トルカ取得設定

読み取り装置（リーダー／ライター）からトルカ
を取得するかどうかや取得するときの動作を設
定します。
･本機能での設定内容は、イルミネーション設定
（☛P154）、音量設定（☛P69）にもそれぞれ反
映されます。

1 m632

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

お買い上げ時 日付順

お買い上げ時 トルカ取得設定、イルミネーション設定：
ON
イルミネーションカラー：スカイ
トルカ取得音量：レベル４

トルカ取得設定：
トルカを取得するかどうかを設定します。

イルミネーション設定：
決定キーの照明を点滅させるかどうかを設
定します。
･「OFF」に設定すると、イルミネーション
カラーは設定できません。

イルミネーションカラー：
決定キーの照明の点灯色を設定します。

トルカ取得音量：
トルカ取得時に鳴る音の音量を設定します。
･音量の調整方法については☛P70

ト
ル
カ
取
得
設
定
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Menu 642 / Menu 83131

ICカード機能を使用できないようにす
る ICカードロック

ICカードロックを設定すると、FeliCaマークを読
み取り装置（リーダー／ライター）にかざしてIC
カードを利用したり、トルカを取得できなくなり
ます。また、おサイフケータイ対応ｉアプリのダ
ウンロードや使用ができなくなります。
･電源を切っても本機能の設定は有効です。
･オールロック中は本機能を設定できません。IC
カードロックとオールロックの両方を設定する
には、先にICカードロックを設定してから、オー
ルロックを設定してください。
･おまかせロックを設定すると、ICカードロックは
設定されますが、ICカードロック中のアイコンは
表示されません。

1 r（1秒以上）z「はい」を選択
IC カードロックが設定され、待受画面に が表
示されます。

･ ICカードロック設定の解除方法を「ボイス認証＋
暗証番号」に設定し、認証用の音声キーワードを
登録している場合は、ICカードロックの解除にボ
イス認証が必要になります。
･ボイス認証を行う場合には、次の点にご注意くだ
さい。
･ 録音時と同じ持ちかた（通話するときと同じよ
うに顔の横で持つ、または顔の正面で約5cm離
して持つ）でお話しください。
･ 周囲が騒がしい場所などでは音声が認証されに
くくなります。
･ 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを
使用すると音声が認証されにくくなります。

1 r（1秒以上）
約2秒後に「ピーッ」と音が鳴り、録音が開始さ
れます。
･ IC カードロック設定の解除方法を「暗証番号」
に設定している場合は、操作３に進みます。

2 5秒以内に認証用のキーワードを話す
認証されると、端末暗証番号入力画面が表示され
ます。
･認証を途中で中止する：o

･周囲に騒音があるときは、「もう一度静かな場所
で音声を入力してください」と表示されます。
oを押して再度キーワードを話してください。
･正しく認証されなかった場合は、その旨のメッ
セージが表示されます。o を押して再度キー
ワードを話してください。
･Cを1秒以上押すと、ボイス認証操作をしな
くても端末暗証番号入力画面が表示されます。

3 端末暗証番号を入力

おしらせ
●ショートカット操作でも設定／解除できます。

m642またはm83131z
端末暗証番号を入力z1～2
･ IC カードロック設定の解除方法を「ボイス認証＋
暗証番号」に設定している場合は、端末暗証番号
の入力前にボイス認証が必要です。

●登録する言葉や、音声を登録する際の環境によって
は、周囲の音や似ている言葉に反応して認証される
ことがあります。特に短い言葉を登録した場合や、
周囲が騒がしい場所で登録した場合に起こりやすく
なります。

●ボイス認証に５回連続して失敗すると、ボイス認証
が中止されます。

お買い上げ時 OFF

解除する

･ IC カードロック設定
で登録したキーワー
ドを話してください。

I
C
カ
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Menu 83133

音声と端末暗証番号で解除できるようにす
る ICカードロック設定

ICカードロックの解除時に必要な認証操作を設定しま
す。
･約0.5～2秒の音声を１件だけ登録できます。
･録音する場合には、次の点にご注意ください。
･ 周囲の騒音の少ない、できるだけ静かな場所で
行ってください。
･ 5 ～ 10音節程度の言葉を登録することをおす
すめします。また、普段使い慣れない言葉は発
音が一定しないことがありますので、なるべく
お避けください。
･ 次のいずれかの持ちかたで約 5cm 離してお話
しください。通話するときと同じように顔の横
で持ってお話すると認証精度が高くなります。
･ 通話するときと同じように、FOMA端末を開
き、顔の横で持つ
･ 顔の正面で持つ
･ できるだけはっきりとお話しください。小声や
大声では登録しないでください。
･ 送話口を指でふさがないようご注意ください。
･「シャ」「シュ」「ショ」や「サ」行の音が多い単
語を登録した場合は、他人の声で認証されるこ
とがあります。ご注意ください。
･ 次のような単語を登録した場合は、認証されに
くくなることがあります。
･ 長音（－）が多い単語（「セーター」など）
･ 促音（っ）が多い単語（「とっちゃって」など）
･ 咳払いや「えー」、舌打音など、音声データと無
関係な音を出さないでください。また、送話口
に息を吹きかけないようにお話しください。
･ 音声の途中に無音部分ができないようにお話し
ください。あまりゆっくり話すと無音部分とみ
なされ正しく登録できない場合があります。

1 m644

2 端末暗証番号を入力

3 解除方法欄を選択z2
･端末暗証番号入力のみの認証操作にする：1
z操作7に進む

4 音声データ欄の「録音」を選択zo
･既に音声データを登録している場合は、「録音」
を選択した後に、上書きするかどうかの確認画
面が表示されます。

5 o
約2秒後に「ピーッ」と音が鳴り、録音が開始さ
れます。

6 5秒以内にキーワードを話すzoz5
秒以内にもう一度同じキーワードを話
す

･次の場合には、確認画面が表示されます。o
を押し、声の大きさやキーワードを変更して再
度操作５から操作してください。
･ 声が小さい場合
･ キーワードが短い／長い場合
･ 音節数が少ない場合
･ 周囲に騒音がある場合
･ 1回目と2回目のキーワードが一致しなかっ
た場合

7 pを押す

おしらせ
●人の声は年齢などによって変わる場合があるため、
長期間使用していると、登録した音声データと一致
しにくくなることがあります。その場合は、音声デー
タを登録し直してください。

●ボイス認証は完全な本人認証を保証するものではあ
りません。本製品を第三者に使用されたこと、また
は音声の誤認証により使用できなかったことによっ
て生じるいかなる損害に関しても、当社は一切の責
任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

お買い上げ時 暗証番号

･周囲に騒音があると
きは、「もう一度静か
な場所で録音してく
ださい」と表示されま
す。oを押して再度
操作してください。

･キーワードは２回録
音します。１回目と２
回目が一致した場合
に登録されます。
･録音を途中で中止す
る：o
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Menu 83132

自動的にICカードロックを設定する
ICカードオートロック設定

設定時間（１～90分）が経過すると自動的にICカー
ドロックがかかるように設定できます。

1 m643

2 オートロック欄を選択z1

3 ロックまでの時間欄を選択z1～7

4 pを押す

おしらせ
●「ON」に設定していても、ｉアプリ起動中はオート
ロックされません。ｉアプリ終了後に設定されます。

お買い上げ時 OFF

･解除する：2z 操
作４に進む
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パソコン向けのインターネットホームページを表示する........ フルブラウザ 306
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パソコン向けのインターネットホーム
ページを表示する フルブラウザ

パソコン向けに作成されたインターネットホー
ムページをFOMA端末で表示できます。
･ページによっては表示できない場合や、正しく表
示されない場合があります。
･フルブラウザの利用時にはパケット通信料がかか
ります。フルブラウザの利用中にかかったパケッ
ト通信料はパケ・ホーダイの対象外となります。

1 d9z表示方法を選択
･お買い上げ直後は、URLを入力して表示する方
法で表示します。
･フルブラウザのアクセス設定が「利用しない」
に設定されているときは、アクセス設定画面が
表示されます。「利用する」に設定するとアク
セス設定が変更され、フルブラウザが表示され
ます。アクセス設定については☛P311

■ ホームページを表示する：1
･あらかじめホームページとして登録した
ページに接続されます。お買い上げ時は登
録されていません。登録するには☛P310
･ホームページが未登録のときに1を押す
と登録画面が表示されます。

■ ブックマークから選択する：2zフォルダ
を選択zブックマークを選択
･お買い上げ時はブックマークは登録されて
いません。登録するには☛P309
･フォルダ一覧やブックマーク一覧から行え
る操作は、ｉ モードのブックマークと同じ
です。操作方法については☛P209

■ URLを入力して表示する：31zURLを
入力（半角512文字まで）zp
･ URLの入力方法はｉモードと同じです。操
作方法については☛P208

■ URL履歴を使って表示する：32zURL
を選択
･ URL履歴は、新しい順に最大20件記録され
ます。
･ URL履歴一覧から行える操作は、ｉモードの
URL履歴一覧と同じです。操作方法について
は☛P208

■ 最後に表示したページに再接続する（ラスト
URL）：33zo
･ページによっては表示できないことがあり
ます。また、最後に表示したページと異な
ることがあります。

2 インターネットホームページを見終
わったらfz「はい」を選択

おしらせ
●フルブラウザのブックマークをツータッチサイト登
録してもインターネットホームページを表示できま
す。操作方法については☛P209

●ページによっては表示に時間がかかる場合がありま
す。

●次の機能には対応していません。
･ Flash画像の表示 ･ PDFデータの表示
･プラグイン ･音の再生
･画面メモ保存 ･ Phone To

●データ取得中にmまたはcを押すとページの
取得を中断できます。

フルブラウザの表示について

■ ケータイモードとPCモードを切り替える
･データ取得中は切り替えられません。
a(
･押すごとにモードが切り替わります。
･設定はフルブラウザを終了しても保持されま
す。

フルブラウザ画面の見かた
フルブラウザ画面にはケータイモードとPCモード
と2つの表示モードがあります。ケータイモードで
は、FOMA 端末の画面幅に合わせてページ内容が
表示され、上下にスクロールして表示できます。PC
モードでは、画面幅で折り返さずにページ内容が表
示され、上下左右にスクロールして表示できます。
お買い上げ時はケータイモードに設定されていま
す。

aページのタイトル
･データ取得中はタイトルの前に が表示さ
れます。
･タイトルがないときはURLが表示されます。

b表示モードアイコン
：ケータイモード ：PCモード

●フレームに分割されたページの表示については
☛P308

●マルチウィンドウの表示については☛P308

ケータイモード PCモード
a b a b

フ
ル
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■ スクロールする
･ケータイモードの場合、以下のキーでスクロー
ルできます。

･ PCモードの場合、以下のキーでスクロールでき
ます。

■ 前のページに戻る／進む
･ケータイモードのとき：&
･ PCモードのとき：t／a

■ ビューポジションの表示について
ページを表示したときや画面をスクロールしたと
きなどに、ページ内の現在表示中の範囲を示す
バーが約1秒間表示されます。
･手動で表示する：m88
･ビューポジションの表示色を設定する：m8
9z1～3
･ビューポジションを表示しないように設定す
る：m894

■ ページを再読み込みする
am4

■ 文字コードを切り替える
am851
･押すたびにSJIS→EUC→JIS→UTF8の順
に切り替わります。
･操作を4回繰り返すと元の表示に戻ります。
･自動選択する：m852
･文字コードを切り替えても、文字を正しく表
示できない場合があります。
･文字が正しく表示されているときに文字コー
ドを変更すると、正しく表示されなくなる場
合があります。

■ アニメーションを最初から再生する
am86

■ ページのURLを表示する
am81
･URLをコピーできます。操作方法は「URLを
コピーする」と同じです☛P215

■ リンク先のURLを表示する
aリンクを選ぶzm82
･表示したURLをコピーする：m
以降の操作は「URLをコピーする」の操作2
以降と同じです☛P215

■ URLをメールで送信する
am6
表示中のページのURLを本文に入力したｉモー
ドメール作成画面が表示されます。

■ 他のページを表示する
･ホームページを表示する：m1
･ブックマークから選択する：m22zフォ
ルダを選択zブックマークを選択
･ URLを入力して表示する：m31zURL
を入力（半角512文字まで）zp
･ URL履歴を使って表示する：m32z
URLを選択

■ ヘルプを表示する
ap7

おしらせ
●画像の代わりに次のマークが表示されることがあり
ます。
：データ取得中や、画像表示設定で画像を表示し
ない設定にしているとき
：画像のデータが不正なときや、画像が見つから
ないとき、圏外になるなどで画像を受信できな
かったとき
：画像のURL誤りなどで画像を表示できないと
き

●データ取得中はサブメニューからの操作はできませ
ん。

●リンクの選択方法や入力欄の操作はｉモードのサイ
ト表示中と同じです。ただし、番号付きの項目をダ
イヤルキーで選択することはできません。

●フルブラウザ画面の文字サイズは、文字サイズ設定
の「ｉ モード」の設定に従います。ただし、表示さ
れる文字のサイズは、ページでの指定によって変わ
ります。ページによってはサイズが変わらない文字
もあります。

●ページによっては自動的に通信するものがありま
す。通信を開始するときは、通信するかどうかの確
認画面が表示されます。

●フルブラウザではTLS/SSL対応のページを表示で
きます。TLS/SSLは、認証／暗号技術を使用して、
プライバシーを守ってより安全にデータ通信を行う
方式です。
･ TLS/SSL通信中は が表示されます。
･ TLS/SSL対応ページ表示中にmを押し「表示」
→「証明書詳細表示」を選択するとページの証明
書を表示できます。
･ TLS/SSL 対応ページの表示を終了するときは確
認画面が表示されます。

%：上下にスクロール／項目を選ぶ（1秒以上
押すと高速スクロール）

t／a：
画面単位で上下にスクロール

1／2／3：
画面単位で上スクロール

7／8／9：
画面単位で下スクロール

%：上下にスクロール／項目を選ぶ（1秒以上
押すと高速スクロール）

&：左右にスクロール／項目を選ぶ（1秒以上
押すと高速スクロール）

1～4、6～9：
キーの方向に画面単位でスクロール

フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

つづく



308

フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

最初にフレームサムネイル画面が表示されます。フ
レームを選択するとフレーム拡大表示画面が表示さ
れ、スクロールや項目選択などの操作ができます。
･フレームの分割数が多いページの場合、表示でき
ない場合があります。また、マルチウィンドウ中
は、表示できるフレーム数が少なくなります。

1 フレームサムネイル画面からフレーム
を選択

･フレームサムネイル画面に戻す：c
･フレーム分割されたページ表示中は以下のア
イコンが表示されます。

：サムネイル表示中
：拡大表示中

また、フレームサムネイル画面のデータ取得中
やフレーム拡大表示画面で自フレームのデー
タ取得中は緑の 、フレーム拡大表示画面で
他フレームのデータ取得中はグレーの が表
示されます。
･リンクを選択したときなどに、自動的にフレー
ムサムネイル画面に戻ることがあります。

おしらせ
●フレームの構成によっては、内容をすべて表示でき
ない場合があります。

●フレームサムネイル画面では以下の操作は行えませ
ん。
･スクロール ･リンク先の表示 ･画像保存
･検索 ･ビューポジションの表示／設定

●認証が必要なフレームは黄色の枠、スキャン機能で問
題が検出されたフレームは赤色の枠で表示されます。

複数のウィンドウを同時に開いてページを読み込
み、切り替えながら表示できます。
･ウィンドウは最大5つ表示できます。ただし、フ
レーム数やページ内容によっては最大数まで表
示できない場合があります。
･複数のページを並べて表示することはできませ
ん。

リンク先を別ウィンドウに表示するとき

1 フルブラウザ画面でリンクを選ぶzp
15を押す
新しいウィンドウにリンク先が表示されます。今
までのページは裏ウィンドウに残ります。
タイトル欄の表示が、ウィンドウごとのタブの表
示に変わります。

･マルチウィンドウ中に、裏ウィンドウの処理に
関する確認画面が表示されることがあります。
裏ウィンドウの確認画面表示中は、裏ウィンド
ウのタブが点滅表示されます。

■ ウィンドウを切り替える：p3zウィンド
ウを選択

■ ウィンドウを閉じる：閉じるウィンドウを表
示zcz「はい」を選択
･データ取得中のときは、mまたはcで
取得を中断してからcを押します。
･ウィンドウが1つのときは、フルブラウザが
終了します。

おしらせ
●リンクによっては、自動的に新しいウィンドウを開
くように設定されている場合があります。

●マルチウィンドウ中に表示モードを切り替えると、
すべてのウィンドウの表示モードが切り替わりま
す。

フレームに分割されたページを表示する

フレーム拡大表示画面フレームサムネイル画面

マルチウィンドウで表示する

例

ウィンドウごとのタブ
白：表示中のウィンドウ
グレー：裏ウィンドウ

･ホームページを表示
する：p11
･ブックマーク／URL
入力／ URL 履歴を
使って表示する：p
1z2～4
･ 以降の操作は「パ
ソコン向けのイン
ターネットホーム
ページを表示す
る」と同じです。
☛P306
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パソコンのようにポインターを使ってスクロールや
項目選択の操作ができます。

1 フルブラウザ画面で#を押す

･Oでポインターを移動できます。1秒以上押
すと高速で移動します。斜めに押しても移動で
きます。
･画面の端付近まで移動するとスクロールしま
す。
･リンクや入力欄、ボタンなどをポインターで選
びoを押すと選択できます。選択可能なとき
は、ガイド行の中央に「選択」が表示されます。
･前のページに戻る／進む：t／a
･ガイド行やサブメニューなどは選択できませ
ん。
･検索画面表示中、画像選択中などはポインター
は表示されません。
･フレームによってはポインターの移動範囲が
制限されることがあります。
･設定はフルブラウザを終了しても保持されま
す。

ｉモードからフルブラウザに切り替える

ｉモードでインターネットホームページが表示できな
かったときに、フルブラウザに切り替えて表示できま
す。
･ページによっては切り替えても表示できない場
合や、正しく表示されない場合があります。

1 ｉモードでインターネットホームページ
に接続

2 m33z「はい」を選択
･フルブラウザのアクセス設定が「利用しない」
に設定されているときは、アクセス設定画面が
表示されます。「利用する」に設定するとアク
セス設定が変更され、フルブラウザが表示され
ます。アクセス設定については☛P311
･「利用しない」のまま登録したり、cを押し
てもｉモードの画面には戻れません。

フルブラウザ画面からの各種操作

･最大登録件数☛P38
･URLが半角512文字を超える場合は登録できま
せん。
･ページによってはブックマークに登録できない
場合があります。

1 フルブラウザ画面でm21z登録
先フォルダを選択
･以降の操作はｉモードの「ブックマークに登録
する」の操作2と同じです。☛P209

･GIF形式またはJPEG形式の画像を保存できます。
ただし、横縦（または縦横）のサイズが、GIF形式
は640×480、JPEG形式は1728×2304を超
える画像は保存できません。また、JPEGの種類に
よっては保存できない場合があります。
･ファイルサイズが300Kバイトを超える画像は保
存できません。
･保存可能なファイル形式・サイズの画像でも、ペー
ジによっては保存できない場合があります。
･背景画像は保存できません。また、画像以外の
データは取得できません。

1 フルブラウザ画面でm5z画像を選
択
･以降の操作は「サイトから画像を取得する」の
操作３以降と同じです。☛P212

･データ取得中は検索できません。
･ページによっては検索できないことがあります。

1 フルブラウザ画面で0
検索画面に切り替わり、画面の下部に検索文字列
の入力欄が表示されます。表示モードアイコンの
左に が表示されます。

2 文字列を入力（全角20文字（半角40文
字）まで）
検索が実行され、入力した文字列に一致した語句
が強調表示されます。
･一致した次の語句を強調表示する：a
･一致した前の語句を強調表示する：t
･検索を終了する：p

ポインターモードで表示する

ポインター

ポインターが表示され
ます。
･もう一度押すと通常
モードに戻ります。

ブックマークに登録する

画像をFOMA端末に保存する

ページ内の文字列を検索する

フ
ル
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■ 詳細条件を設定する：検索画面でmz各項目
を選択して設定zp
･半角英数字を検索するとき、完全に一致す
る語句だけを検索するには検索方法を「完
全一致」に設定します。たとえば、「cat」
を入力したとき、「部分一致」では「cats」
も検索されますが、「完全一致」では検索さ
れません。
･英字の大文字と小文字を区別するときは、
「大文字と小文字を区別」を「区別する」に
設定します。
･設定はフルブラウザを終了しても保持され
ます。

おしらせ
●検索した文字と検索文字列の入力欄が重なることが
あります。その場合はpを押して確認してくださ
い。

画像のアップロードに対応しているページに、FOMA
端末の画像をアップロードできます。
･ GIF形式、JPEG形式の画像をアップロードでき
ます。アップロードできるファイルサイズは最大
80Kバイトです。ただし、複数の画像や文字列を
含む場合は、合計で最大100Kバイトです。
･メール添付やFOMA端末外への出力が禁止されて
いる画像（自端末でファイル制限を「あり」に設
定した画像を除く）はアップロードできません。ま
た、画像と文字列以外のデータはアップロードで
きません。
･アップロードの実行方法は、ページにより異なり
ます。

1 画像アップロード対応ページで、「参照」
ボタンを選択
･miniSDメモリーカード挿入時は選択画面が表
示されます。FOMA端末の画像をアップロード
するときは「本体」を選択します。miniSDメ
モリーカードの画像をアップロードするとき
は「miniSDカード」を選択し、「マイピクチャ」
または「その他の画像」を選択します。
･「参照」ボタンは、FOMA端末で画像をアップ
ロードできる場合に表示されます。同じページ
をパソコンなどで表示すると異なるボタンで
表示されます。

■ 選択したファイルを変更する：「参照」ボタン
を選択z「変更」を選択

■ 選択したファイルを解除する：「参照」ボタン
を選択z「解除」を選択

2 フォルダを選択z画像を選択

フルブラウザの設定をする
フルブラウザ設定

･ｉモードの以下の設定はフルブラウザにも有効で
す。
･ 接続待ち時間設定 ･ 接続先設定
･ 証明書表示／使用設定 ･ 照明設定

Menu 2941

ホームページを設定する ホーム設定

1 d941

2 URLを入力（半角512文字まで）zp
を押す

おしらせ
●ホームページに設定するページの表示中にmを押
し、「ホーム登録」を選択し、「はい」を選択しても
設定できます。ただし、URLが半角512文字を超
える場合は登録できません。

Menu 2942

Cookieについて設定する Cookie設定／削除

Cookie（クッキー）とは、インターネットホームペー
ジにアクセスしたときに、ユーザ名などお客様に関す
る情報をFOMA端末に一時的に保存しておき、次に同
じページにアクセスしたときに送信して利用するし
くみです。たとえば、お客様専用のページを自動的に
表示するなどの用途で利用されます。
･ Cookie を有効にしたことで第三者にお客様の情
報が知られても、当社としては責任を負いかねま
すのであらかじめご了承ください。
･ページによってはCookieを「無効」に設定する
と正しく表示できない場合や、利用できない場合
があります。

1 d942

2 各項目を選択して設定zpを押す

画像をアップロードする

お買い上げ時 未登録

お買い上げ時 有効（確認なし）

Cookie：
「有効（確認なし）」に設定すると Cookie
が常に有効になります。「有効（毎回確認）」
に設定すると送受信時に確認画面が表示
されます。「無効」に設定するとCookieが
常に無効になります。

フ
ル
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定

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

D902iS 14 フルブラウザ .fm  310 ページ  ２００６年５月１１日　木曜日　午後１２時０分



311

フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

■ 保存されているCookieをすべて削除する：
mz端末暗証番号を入力z「はい」を選択

おしらせ
●FOMAカードを別のFOMAカードに差し替えると、
Cookieは「無効」に設定されます。

●Cookieを「無効」から「有効（確認なし）」または
「有効（毎回確認）」に変更するときは、端末暗証番
号の入力が必要な場合があります。また、保存され
ている Cookie を削除するかどうかの確認画面が表
示される場合があります。

●保存されている Cookie の表示や個別の削除はでき
ません。

Menu 2943

Scriptについて設定する Script設定

インターネットホームページのJavaScript（ジャバ
スクリプト）について設定します。
･ JavaScript とは、インターネットホームページ
で動作するプログラムです。
･ページによっては、Script実行を「無効」に設定
すると正しく表示できない場合があります。

1 d943

2 各項目を選択して設定zpを押す

おしらせ
●ウィンドウオープンガードの設定は、フルブラウザ
画面でmを押し、「表示」→「自動オープンガード」
を選択し、「はい」を選択しても切り替えられます。

●ウィンドウオープンガードを「有効」に設定した場
合、フルブラウザ画面でjavaScriptにより新規ウィ
ンドウのオープンが指示されてウィンドウオープン
ガード機能が働くと、表示モードアイコンの位置に
が表示されます。

Menu 2944

表示モードを設定する 表示モード設定

フルブラウザ起動時の表示モードを、ケータイモー
ド、PCモードから選択します。

1 d944z1～2のいずれ
かを押す

Menu 2945

画像を表示するかどうかを設定する
画像表示設定

1 d945

2 各項目を選択して設定zpを押す

おしらせ
●フルブラウザ画面でmを押し、「表示」→「画像表
示設定」を選択しても設定できます。

Menu 2946

フルブラウザを利用するかどうかを設定す
る アクセス設定

1 d946

2「利用する」または「利用しない」を選
択zpを押す
･「表示」を選択すると注意事項が表示されます。
「利用する」に変更する際には、必ずお読みく
ださい。

確認：Cookieを「有効（毎回確認）」に設定した
ときに、送信時、受信時、送受信時のいず
れのときに確認画面を表示するかを選択
します。

お買い上げ時 Script実行：有効
ウィンドウオープンガード：無効

Script実行：
JavaScript を有効にするかどうかを設定
します。

ウィンドウオープンガード：
JavaScript から新規ウィンドウのオープ
ンが指示されたときの動作を設定します。
「無効」に設定すると、新規ウィンドウの
オープン時に確認画面が表示され、「はい」
を選択するとウィンドウが開きます。「有
効」に設定すると、新規ウィンドウは開き
ません。

お買い上げ時 ケータイモード

お買い上げ時 画像、アニメーション：表示する

画像：画像やアニメーションを表示するかどう
かを設定します。
･「表示しない」に設定すると、アニメー
ションは設定できません。

アニメーション：
アニメーションを再生して表示するかど
うかを設定します。「表示しない」に設定
すると、アニメーションの最初のコマが表
示されます。

お買い上げ時 利用しない

フ
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おしらせ
●FOMAカードを別のFOMAカードに差し替えると、
アクセス設定は「利用しない」に設定されます。

Menu 2947

Refererについて設定する Referer設定

リンクを選択してインターネットホームページを表
示したときに、Referer（リファラー。どこからリン
クしてきたかを示すリンク元情報）を送信するかど
うかを設定します。
･「送信する」「毎回確認」「送信しない」から選択し
ます。「毎回確認」に設定すると、Referer を送信
する前に確認画面が表示されます。
･ Refererを送信したことで第三者にお客様の情報が
知られても、当社としては責任を負いかねますので
あらかじめご了承ください。

1 d947z1～3のいずれ
かを押す

Menu 2948

フルブラウザ画面のガイド行を表示しない
ようにする 画面表示設定

フルブラウザ画面のガイド行の表示を消し、ページ
内容を全画面に表示します。
･全画面表示にしても操作は通常の画面と同様に
行えます。

1 d948

2 2を押す
･ガイド行を表示する：1

お買い上げ時 送信する

お買い上げ時 標準画面表示
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画像を使いこなす

Menu 51

画像を表示する
マイピクチャ

FOMA端末のデータBOXのマイピクチャに保存
されている画像を表示します。

1 u1zフォルダを選択

2 画像を選ぶ

a取得元

b画像の種類

cファイル形式

dファイル制限

･t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表
示が切り替わります。
･ FOMAカード動作制限機能が設定されている画
像は、サムネイル表示では で表示されます。
･表示名などを変更できます。☛P345

■ 画像をメールに添付して送信する：画像を選
ぶza
画像が添付されているメール作成画面が表示
されます。
･静止画のファイルサイズが9000バイトよ
り小さい場合は、本文内へ貼り付けるかど
うかの確認画面が表示されます。本文内に
貼り付けるには「はい」、添付ファイルに設
定するには「いいえ」を選択します。
･静止画の画像サイズやファイルサイズに
よっては、QVGA（240×320または320
×240）への変換やデータBOXへの保存の
確認画面が表示されます。☛P236
･メールに添付できる画像について☛P236

3 oを押す

･%で前後の画像に切り替わります。
･アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像
を表示すると、自動的に再生されます。再生中
は次の操作ができます。

各フォルダには次のような画像が保存されてい
ます。

カメラ：
カメラやキャラ電で撮影した静止画、動画／
ｉモーションやPDFデータから切り出した
静止画
ｉモード：
サイトやｉモードメール、ｉアプリから取
り込んだ画像
デコメールピクチャ：
お買い上げ時に内蔵されているデコメール
用画像、サイトやバーコードリーダーから取
り込んだ画像
アイテム：
お買い上げ時に内蔵されているフレーム画
像、サイトからダウンロードしたフレーム画
像／スタンプ画像
プリインストール：
お買い上げ時に内蔵されている画像
データ交換：
バーコードリーダーで取り込んだ画像、
miniSDメモリーカードから移動／コピーし
た画像、データ通信で受信した画像
アルバム：
他のフォルダから移動した画像
･お買い上げ時は表示されません。作成する
には☛P344
･アルバム名は作成時に任意に付けられま
す。

･miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：tz1～2
･ miniSDメモリーカードの操作方法☛P339

c da b

カーソル位置のデータの表
示名とマーク

タイトル表示のとき
cda b

画像一覧

サムネイル表示のとき

：内蔵 ：ｉモード
：カメラ ：アイテム
：データ交換 ：キャラ電

表示なし：静止画
：パラパラマンガ
：アニメーション、Flash画像

：GIF画像 ：JPEG画像
：SWF（Flash画像）

表示なし：パラパラマンガ

（青）：ファイル制限なし
（グレー）：ファイル制限あり

o ：一時停止／再生
m0 ：リトライ（先頭から再生）

表示名

コメント

画像が表示されます。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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■ 画像を等倍表示する：ozOでスクロール
･画像サイズが240×400を超える画像での
み行えます。
･アニメーション、パラパラマンガ、Flash画
像は等倍表示できません。
･等倍表示を終了する：c

■ 画像を全画面表示する：t
表示名やガイド行の表示が消え、画像が画面
全体に表示されます。
･%で前後の画像を表示できます。
･画面より小さい画像は拡大されません。
･動作設定で全画面時の自動スクロールを
「あり」に設定していると、JPEG形式の画
像が画面より大きい場合、縦横のどちらか
一方が入る倍率で表示され、自動的にスク
ロールします。
･o でスクロールを停止／再開できます。
終了後の再スクロールはできません。
･画像の縦横の比率が画面とほぼ同じ場合は
画像全体が表示され、スクロールしません。
･縦または横が画面より小さくても拡大表
示はされません。

スライドショーを見る

フォルダ内の画像を自動的に切り替えて表示できま
す。
･切り替え速度と順序は動作設定に従います。

1 u1

2 フォルダを選ぶzm5を押す
スライドショーが開始されます。
･フォルダ内のすべての画像を表示すると、フォ
ルダ一覧に戻ります。
･パラパラマンガは表示されません。
･画像の効果音は再生されません。
･途中で終了する：c
･キーを押して画像を切り替えることはできま
せん。

画像を待受画面や電話帳などに設定する

1 u1zフォルダを選択

2 画像を選ぶzm2

3 項目を選択
■ 待受画面に設定する：1z「はい」を選択
･画像サイズによっては、静止画の表示サイ
ズを選択できます。☛P142

･ｉアプリ待受画面が設定されているときは、
続けて ｉ アプリ待受画面を解除するかどう
かの確認画面が表示されます。
･画像によっては設定できない場合がありま
す。

■ 電話帳に新規登録する：2
･電話帳登録について☛P111

■ 登録されている電話帳に更新登録する：
3z相手を選択
･既に画像や動画／ｉモーションが設定され
ていたときは、選択した画像に置き換わり
ます。

■ 電話発着信画像に設定する：4z1～
2

■ テレビ電話の発着信画像や代替画像、保留画
像などに設定する：5z1～7
･画像サイズが176×144を超える画像、お
よびFOMA端末外に出力不可の画像は、発
信画像と着信画像にのみ設定できます。

■ メールの送信画像／受信画像、問合せ画像に
設定する：6z1～3
･送信画像／受信画像に設定した画像は、
メッセージR/F、SMSを送受信したときに
も表示されます。
･ Flash画像は問合せ画像に設定できません。

■ メニューアイコンに設定する：7～8
z1～9、0
選択した画像がタイルアイコンデザインの
「カスタム1」または「カスタム2」のメニュー
アイコンに設定されます。
･パラパラマンガ、Flash画像、アイテム画像
はメニューアイコンに設定できません。

パラパラマンガを作成する

同じフォルダ内の静止画（最大6枚）を選択してパラ
パラマンガを作成します。
･アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像お
よびサイズが640×480を超える静止画はパラ
パラマンガに登録できません。
･パラパラマンガに登録した静止画は、個別に表示
したり編集したりできなくなります。
･カメラで連続撮影した静止画はパラパラマンガ
の形式で保存されます。解除すると1枚ずつの静
止画になります。

1 u1zフォルダを選択

2 m41
■ 解除する：パラパラマンガを選ぶ

zm42

p ：スロー再生（パラパラマンガの停止
中のみ）

t ：全画面表示

マ
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3 画像を選択

･t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表
示が切り替わります。
･すべての選択を解除する：m

4 pz表示名を入力（全角・半角を問わ
ず36文字まで）zpを押す
画像一覧に と表示名が表示されます。サムネイ
ル表示では最初のコマが表示されます。

おしらせ
●連続撮影した静止画を解除すると、ファイル名の末
尾に「－１」「－２」のように番号が付きます。

静止画を編集する

マイピクチャに保存されている静止画を編集し
ます。編集項目と編集可能な最大画像サイズは次
のとおりです。

※1：画像サイズが大きくて編集できないときは、サイ
ズ変更で編集可能な画像サイズに縮小できます。

･次の画像は編集できません。
･ アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像、
アイテム画像、「プリインストール」フォルダ内
の画像
･ メール添付や FOMA 端末外への出力が禁止さ
れている静止画（自端末でファイル制限を「あ
り」に設定した静止画を除く）

･ 縦横のどちらかのサイズが8ドットより小さい
静止画

･明るさ／色調や効果などの編集を行うと、画像が
小さく表示されることがあります。そのまま保存
しても画像サイズに影響はありません。保存した
画像は、正しいサイズで保存されています。

1 u1zフォルダを選択

2 静止画を選ぶzp
静止画編集画面が表示されます。
･補正するには☛P319

3 m

4 編集項目を選択z静止画を編集

5 編集が終わったらoz「保存」を選択
編集した静止画が同じフォルダ内に新しい静止
画として保存されます。
･フレームやスタンプ用の画像として保存する
ときは、「フレーム・スタンプ用」を選択します。
フレーム候補・スタンプ候補にできる画像につ
いて☛P346

おしらせ
●編集後、静止画のファイルサイズが大きくなること
があります。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは保存できません。不要な画像を削除して
から、保存し直してください。

●編集した静止画をパソコンなどで表示すると、FOMA
端末で透過表示されていた部分は白になります。

編集項目 編集可能な最大画像サイズ（ドット）※1

サイズ変更 1728×2304
（拡大／縮小は240×400または352
×288）

切出し 1728×2304
（1728 × 2304 の静止画の範囲指定
切出しは不可）

明るさ／色調 240×400または352×288
効果 240×400
反転／回転 480×640
フレーム 240×400または352×288
スタンプ貼付 240×400または352×288
テキスト貼付 240×400または352×288
切抜き 240×400
サイズ制限保存 1728×2304
補正 240×400または352×288

選択した順に画像に
番号が表示されます。

1 ：サイズ変更☛P317
2 ：切出し☛P317
3 ：明るさ／色調☛P317
4 ：効果☛P318
5 ：反転／回転☛P318
6 ：フレーム☛P318
7 ：スタンプ貼付☛P318
8 ：テキスト貼付☛P318
9 ：切抜き☛P319
0 ：サイズ制限保存☛P319

編集メニュー画面静止画編集画面

静
止
画
編
集
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●表示領域より大きい静止画は縮小表示されます。た
だし、スタンプ貼付、テキスト貼付、切抜き、サイ
ズ変更の拡大／縮小時は等倍で表示されます。

サイズを変更する

･静止画のサイズを変更すると、画質が劣化するこ
とがあります。

1 編集メニュー画面で1

2 画像サイズを変更
■ 指定したサイズに変更する：1～9

指定したサイズと静止画の縦横比が同じ場合
は、サイズが変更され、静止画編集画面に戻
ります。縦横比が異なる場合は、サイズ枠が
表示されます。%／&でサイズ枠の位置を
調整しoを押すと、サイズ枠で囲まれた部分
が指定したサイズに変更されます。

■ 拡大／縮小する：
a0z&で拡大／縮小

･mを押すと20%ずつ縮小、pを押す
と20%ずつ拡大します。
･縦長の静止画は288×352、横長の静止
画は352×288まで拡大できます（縦
横どちらかが上限になるまで）。
･縦横どちらかが8ドットになるまで縮小
できます。

bo
静止画編集画面に戻ります。

任意のサイズに切り出す

サイズや範囲を指定して、静止画の一部を切り出し
ます。
･元の静止画が16×16より小さい場合は切り出し
できません。

1 編集メニュー画面で2

2 静止画を切り出す
■ 指定したサイズに切り出す：

a1～9zOで切り出し枠の位置を調
整

bo
静止画が選択したサイズに切り出され、静
止画編集画面に戻ります。

■ 範囲を指定して切り出す：
a0zOで の位置を調整zo

bOで の位置を調整zp
切り出し範囲が決定され、範囲指定枠が実
線で表示されます。
･pの代わりにoを押すと、左上位置を
再度変更できます。
･pを押した後にOで範囲指定枠を移動
できます。

co
指定した範囲で静止画が切り出され、静止
画編集画面に戻ります。

明るさと色調を変更する

1 編集メニュー画面で3

2 明るさや色調を変更

･縦横比を無視し
て静止画全体を
指定したサイズ
に収める（スト
レッチ）：m
･縦横比を保持し
たまま静止画全
体を指定したサ
イ ズ に 収 め る
（フィット）：pサイズ枠

縦横比を保持し
たまま、5%ずつ
拡大／縮小しま
す。画面の右上
には現在の画像
サイズと拡大／
縮小率が表示さ
れます。

切り出し枠

･切り出し枠の
縦横を切り替
える：p
･切り出しサイ
ズを切り替え
る：t
･範囲指定に切
り替える：m

範囲指定枠の左
上の位置が設定
され、範囲指定
枠の右下に が
表示されます。

範囲指定枠

つづく
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■ 明るさを調整する：
a1z&で明るさを調整

bo
静止画編集画面に戻ります。

■ 色調をモノトーンまたはセピアにする：
2～3
色調が変更され、静止画編集画面に戻ります。

特殊な効果をかける

1 編集メニュー画面で4

2 効果を選択
効果がかかり、静止画編集画面に戻ります。

反転／回転させる

1 編集メニュー画面で5

2 静止画を反転／回転

3 oを押す
静止画編集画面に戻ります。

フレームを重ねる

･お買い上げ時に登録されているフレーム☛P425

1 編集メニュー画面で6
編集している静止画と同じサイズのフレームが
一覧表示されます。

･詳細情報変更でフレーム候補として設定した
画像は、編集している静止画のサイズと異なっ
ていても表示されます。

2 フレームを選択

3 静止画を確認zoを押す

スタンプを貼り付ける

･お買い上げ時に登録されているスタンプ☛P426

1 編集メニュー画面で7
編集している静止画より小さいサイズのスタン
プが一覧表示されます。
･詳細情報変更でスタンプ候補として設定した
画像および、お買い上げ時に登録されているス
タンプは、編集している静止画のサイズより大
きくても表示されます。

2 スタンプを選択
選択したスタンプが画面の中央に表示されます。

3 Oでスタンプを移動zo

･貼り付けたスタンプをすべて削除する：m
･効果音の音量は受話音量の設定に従います。

4 pを押す
静止画編集画面に戻ります。

文字を貼り付ける テキスト貼付

1 編集メニュー画面で8

ぼかし ：ぼかします。
球面 ：中心から球面状に盛り上がっている

ような効果をかけます。
エンボス：鉛色にし、凸凹を強調します。
うずまき：中心から渦状に回転させたような効

果をかけます。
きらきら：きらきら光っているようなマークを

入れます。
モザイク：モザイクをかけます。

%：上下反転 &：左右反転
m：左90度回転 p：右90度回転
･スピードセレクターを回転しても90度ずつ回
転できます。

レベル

･最大にする：
p
･最小にする：
m

静止画編集画面に戻り
ます。
･フレームを切り替え
る：%
･フレームを180度回
転させる：m

効果音が鳴り、スタン
プが貼り付けられま
す。
･続けて別の位置に貼
り付けることができ
ます。

静
止
画
編
集
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2 各項目を選択して設定

3 p
設定した文字（貼り方が「一字ごと」の場合は最
初の文字）が画面の中央に表示されます。

4 Oで文字を移動zo

･貼り方が「一字ごと」の場合は、oを押すたび
に1文字ずつ貼り付けられます。最後の文字を
貼り付けると、最初の文字が表示されます。
･貼り付けた文字をすべて削除する：m
･効果音の音量は受話音量の設定に従います。

5 pを押す
静止画編集画面に戻ります。

任意の部分を切り抜く

選択した色と近似している色の部分を切り抜きます。

1 編集メニュー画面で9

2 Oで切り抜く色に を合わせo
の位置の色と近似している色の部分が切り抜

かれます。

･続けて別の部分を切り抜くことができます。

3 pを押す
静止画編集画面に戻ります。

ファイルサイズを制限して保存する

ファイルサイズをメール添付用（小）サイズ（9000
バイト以下）、メール添付用（大）サイズ（500Kバ
イト以下）に制限して保存します。

1 編集メニュー画面で0zサイズを選択
設定したファイルサイズ以下で、同じフォルダ内
に新しい静止画として保存されます。
･サイズが240×400または352×288を超
える静止画は、「メール添付用（小）」に設定で
きません。

明るさや色のバランスを補正する

･静止画によっては、補正してもあまり変化しない
ことがあります。

1 静止画編集画面でp
静止画補正モードになります。

2 %で補正モードを切り替え

3 &でレベルを調整
･最大にする：a
･最小にする：t
･レベルにより、明るさや色合いが変わります。

テキスト ：文字を入力します（全角20文字
（半角40文字）まで）。

文字の種類 ：文字の種類を設定します。
文字のサイズ：文字のサイズを設定します。
文字色 ：文字の色を設定します。
文字縁取り色：文字の縁取りの色を設定します。
背景色 ：文字の背景色を設定します。
貼り方 ：「まとめて」に設定すると文字をま

とめて貼り付けられます。「一字ご
と」に設定すると、1文字ずつ異
なる位置に貼り付けられます。

効果音が鳴り、文字が
貼り付けられます。
･続けて別の位置に貼
り付けることができ
ます。

静物 ：静物や植物などの画像を適切に補正
します。

背景 ：背景を適切に補正します。
風景 ：風景画像に明るさや色のメリハリを

出します。
美肌 ：人物画像の肌を白くなめらかに表現

します。
日焼け ：人物画像の肌を小麦色に表現します。
青ざめ ：人物画像の肌を青ざめたように表現

します。
酔っ払い：人物画像の肌を赤らめたように表現

します。
･mを押して1～7を押しても、補正モー
ドを選択できます。

レベル

現在の補正モード

静
止
画
編
集

つづく
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4 oを押す
静止画編集画面に戻ります。

画像の動作条件を設定する
動作設定（マイピクチャ）

1 u1zm4

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●画像一覧、画像表示画面ではmを押し、「動作設定」
を選択します。

静止画をお預かりセンターに保存する
電話帳お預かりサービス

電話帳お預かりサービスを利用して、静止画をお
預かりセンターに保存できます。
･電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な
有料サービスです。サービスの詳細は『ｉモード
操作ガイド』をご覧ください。

静止画を保存する

･ 100Kバイトを超える静止画は保存できません。
･メール添付やFOMA端末外への出力が禁止されて
いる静止画（自端末でファイル制限を「あり」に設
定した静止画を除く）は保存できません。
･パラパラマンガ、Flash画像、アイテム画像、「プ
リインストール」フォルダ内の画像は保存できま
せん。

1 u1zフォルダを選択

2 m56z静止画を選択zp
･最大10件選択できます。

3「はい」を選択z端末暗証番号を入力
選択した静止画がお預かりセンターに保存され
ます。保存が完了すると、実行結果が表示されま
す。
･実行結果は約5秒後に消え、画像一覧に戻りま
す。早く一覧に戻すにはoを押します。

おしらせ
●電話帳お預かりサービスを契約されていない場合
は、その旨をお知らせする画面が表示されます。

静止画を復元する

お預かりセンターに保存されている静止画を、お預
かりセンターのサイトから FOMA 端末に保存しま
す。詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

通信履歴を確認する

お預かりセンターとの通信履歴を確認できます。
･履歴は最大30件記録されます。30件を超えると、
古いものから順に消去されます。

1 m692z通信履歴を選択

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり　タイトル表示：あり
番号表示：あり　コメント表示：あり
小さい画像の拡大：なし　効果音再生：あり
全画面時の自動スクロール：なし
スライドショーの切替え速度：普通　 
スライドショーのランダム表示：なし

一覧の画像表示：
「あり」に設定するとサムネイル表示、「な
し」に設定するとタイトル表示になります。

タイトル表示：
画像表示画面で表示名を表示するかどうか
を設定します。

番号表示：
画像表示画面で件数を表示するかどうかを
設定します。

コメント表示：
画像表示画面でコメントを表示するかどう
かを設定します。

小さい画像の拡大：
表示領域より小さい画像を表示したとき、画
像の縦横比を保持したまま表示領域いっぱ
いに拡大表示するかどうかを設定します。
･「あり」に設定しても全画面表示では拡大
されません。

効果音再生：
画像を表示したとき、画像に設定されている
効果音を再生するかどうかを設定します。

全画面時の自動スクロール：
画像表示画面でtを押したときに、自動ス
クロールを有効にするかどうかを設定しま
す。

スライドショーの切替え速度：
スライドショーの切り替え速度を「速い」「普
通」「ゆっくり」から選択します。

スライドショーのランダム表示：
スライドショーで画像をランダムに表示す
るかどうかを設定します。

動
作
設
定
<
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ
>

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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動画／ｉモーションを使いこなす

Menu 52

動画／ｉモーションを再生する
ｉモーション

FOMA端末のデータBOXのｉモーションに保存
されている動画／ｉモーションを再生します。
･画像サイズが48×48～320×240の動画／
ｉモーション（MP4ファイル、ASFファイル）
を再生できます。

1 u2zフォルダを選択

2 動画／ｉモーションを選ぶ

a取得元

b再生制限

cファイルの種類

※1：miniSD メモリーカードに保存されて
いるもののみ再生できます。

dファイル制限

･t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表
示が切り替わります。
･サムネイル表示では、サウンドレコーダーで録
音した音声、音声のみの動画／ ｉ モーション
（歌手の歌声など映像のないｉモーション）は

、FOMAカード動作制限機能が設定されてい
る動画／ｉモーションは で表示されます。
･表示名などを変更できます。☛P345

■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信
する（ｉモーションメール）：動画／ｉモー
ションを選ぶza
動画／ｉモーションが添付されているメール
作成画面が表示されます。
･メールに添付できる動画／ｉモーションに
ついて☛P236

3 oを押す

a再生状態

bファイルの種類

c拡大／縮小表示

各フォルダには次のような動画／ ｉ モーション
が保存されています。

カメラ：
ビデオカメラやキャラ電で撮影した動画、サ
ウンドレコーダーで録音した音声、動画メモ
ｉモード：
サイトや ｉ モーションメールから取得した
ｉモーション、miniSDメモリーカードから
移動したコンテンツ移行対応の ｉ モーショ
ン
プリインストール：
お買い上げ時に内蔵されている動画
データ交換：
miniSDメモリーカードから移動／コピーし
た動画／ｉモーション（コンテンツ移行対応
のｉモーション以外）、データ通信で受信し
た動画／ｉモーション
アルバム：
他のフォルダから移動した動画／ｉモーショ
ン
･お買い上げ時は表示されません。作成する
には ☛P344
･アルバム名は作成時に任意に付けられま
す。

･miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：tz3～4
･miniSDメモリーカードの操作方法☛P339

：内蔵 ：ｉモード
：カメラ ：データ交換
：キャラ電 ：テレビ電話

c da b

カーソル位置のデータ
の表示名とマーク

タイトル表示のとき
cda b

動画／ｉモーション一覧

サムネイル表示のとき

：再生制限なし ：回数制限あり
：期限制限あり ：期間制限あり

：MP4 ：しおり付きMP4
：ASF※1 ：しおり付きASF※1

（青）：ファイル制限なし
（グレー）：ファイル制限あり

：再生中
：停止中
：一時停止中

：映像のみ ：音声のみ
：テキストのみ ：映像＋音声
：映像＋テキスト
：音声＋テキスト
：映像＋音声＋テキスト

：拡大表示中 ：縮小表示中
表示なし：等倍表示中

a

b

ed

c

動画／ ｉ モーション
が再生されます。
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d再生時間：現在の再生時間／総再生時間を数
字とバーで示します。

e再生音量：現在の音量を示します。
･動作設定の表示画像の拡縮が「なし」に設定さ
れている場合、動画を縮小して再生するときは
確認メッセージが表示されます。o を押しま
す。
･動画／ ｉ モーションの再生中は次の操作がで
きます。

■ しおりを設定する：
しおりを設定すると、しおりを設定した動画／
ｉモーションを一覧から再生するときに、しお
りの位置から再生するかどうかの確認画面が
表示されます。「はい」を選択するとしおりの
位置から再生され、「いいえ」を選択すると先
頭から再生されます。
･再生画面で停止中にoを押して再生すると
きは、しおりを設定していても、先頭から再
生されます。
･しおりは、FOMA端末内の動画／ｉモーショ
ン全体で1つ、miniSDメモリーカード内の
動画／ｉモーション全体で1つだけ設定でき
ます。既にしおりが設定されている場合は、
破棄されて新しいしおりが設定されます。
･再生制限が設定されているｉモーションで
は設定できません。また、電話帳の登録画
面やメール作成画面、音や画面の設定画面
などから再生したときは、設定およびしお
りからの再生はできません。

a再生中にしおりを設定したい位置で tz
「はい」を選択
･続けて再生する：o
･しおりを解除する：再生を停止させてか
らt

■ 横向きで再生する：(
･押すたびに縦横が切り替わります。
･テロップ入りの動画／ｉモーションでは切
り替えられません。
･画像サイズが320×240の動画／ｉモー
ションは、横再生中に(を押すと画面の
幅いっぱいに拡大されます（ワイド再生）。
上下にはみ出す部分は表示されません。も
う一度(を押すと通常再生に戻ります。

おしらせ
●他の機能の影響により、動画／ｉモーションの保存
時にサムネイル画像を取得できない場合がありま
す。そのような動画／ｉモーションは、サムネイル
表示では で表示されます。

再生を開始する前に確認画面が表示されます。再生
制限の種類と確認する内容は次のとおりです。

■ 回数制限

■ 期限制限

■ 期間制限

･残り再生回数、再生期限、再生期間は詳細情報参
照で確認できます。
･日付・時刻を変更しても、再生制限の期限や期間
は変更できません。
･自動時刻補正を「OFF」にして日付・時刻を設定
したときは、電池パックを取り外したり、電池が
切れたまま長い間充電しなかったりすると、日
付・時刻が消去される場合があります。その場合、
再生期限または再生期間が設定されているｉモー
ションは再生できなくなります。

･拡大表示するかどうかは、動作設定で設定
できます。

o：一時停止／再生、先頭から再生（停止後）
%：音量調整 p：停止
r：早送り再生 l：巻戻し再生
c：動画／ｉモーション一覧に戻る

再生制限が設定されているとき

状　態 確認内容
再生回数
残あり

「あと×回（×/総再生回数）再生可能です。
再生しますか？」と表示されます。再生する
ときは「はい」、中止するときは「いいえ」を
選択します。

規定回数
再生済み

「再生可能回数が終了しました。削除します
か？」と表示されます。削除するときは「は
い」、残すときは「いいえ」を選択します。

状　態 確認内容
期限内 「（年/月/日 時:分）まで再生可能です。再生

しますか？」と表示されます。再生するとき
は「はい」、中止するときは「いいえ」を選
択します。

期限後 「再生可能期限が切れました。削除します
か？」と表示されます。削除するときは「は
い」、残すときは「いいえ」を選択します。

状　態 確認内容
期間内 「（年/月/日 時:分）～（年/月/日 時:分）ま

で再生可能です。再生しますか？」と表示さ
れます。再生するときは「はい」、中止する
ときは「いいえ」を選択します。

期間前 「再生可能日前です。再生できません」と表
示されます。oを押すと、動画／ｉモーショ
ン一覧に戻ります。

期間後 「再生可能期限が切れました。削除します
か？」と表示されます。削除するときは「は
い」、残すときは「いいえ」を選択します。

ｉ
モ
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シ
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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動画／ ｉ モーションを待受画面や電話帳な
どに設定する

･映像のない動画／ｉモーション、再生制限が設定
されているｉモーション、画像サイズが320×
240を超えるｉモーションは待受画面に設定で
きません。
･電話帳、着モーション（着信音）、着信画像には、
画像サイズが Sub-QCIF（128 × 96)、または
QCIF（176×144）の動画／ｉモーションを設
定できます。ただし、電話帳、着信画像には映像
のみの動画／ｉモーションのみ設定できます。
･着モーション（着信音）、着信画像には、詳細情
報の着信音設定、着信画面設定が「可」になって
いる動画／ ｉ モーションを設定できます。ただ
し、次の動画／ｉモーションは設定できません。
･ 赤外線通信やデータリンクソフトなどを使用し
てパソコンや他のFOMA端末に転送してから、
もう一度FOMA端末に戻したもの
･ コンテンツ移行対応のｉモーション以外で、
miniSD メモリーカードから FOMA 端末にコ
ピー／移動したもの（FOMA端末からコピー／
移動した動画／ ｉ モーションを、もう一度
FOMA端末にコピー／移動した場合も含む）

･プッシュトーク着信音には、音声のみの動画／
ｉ モーションのみ設定できます。

1 u2zフォルダを選択

2 動画／ｉモーションを選ぶzm2

3 設定する項目を選択
■ 待受画面に設定する：1z「はい」を選択
･動画／ｉモーションが拡大表示できる場合
は、「はい（等倍表示）」を選択すると画像
サイズのまま、「はい（拡大表示）」を選択
すると画面サイズに合わせて拡大して表示
されます。
･ｉアプリ待受画面が設定されているときは、
続けて ｉ アプリ待受画面を解除するかどう
かの確認画面が表示されます。
･待受画面に設定した動画／ｉモーションを
再生するには☛P142

■ 電話帳に新規登録する：2
･電話帳登録について☛P111

■ 登録されている電話帳に更新登録する：
3z相手を選択
･既に画像や動画／ｉモーションが設定され
ていたときは、選択した動画／ｉモーショ
ンに置き換わります。

■ 着モーション（着信音）に設定する：4z
1～7

■ メモリ指定着信音（電話、メール）に設定する：
a4z8～9
b電話帳から相手を選択
c内容を確認zp
･既に着信音が設定されていたときは、選
択した動画／ｉモーションに置き換わり
ます。

■ 着信画像（音声電話、テレビ電話）に設定す
る：5z1～2
･既に着信画像が設定されていたときは、選
択した動画／ｉモーションに置き換わりま
す。

おしらせ
●動画／ｉモーションによっては、待受画面などに設
定できない場合があります。

動画／ｉモーションを編集する

ｉモーションに保存されている動画／ｉモーショ
ンを編集します。
･編集できる動画／ｉモーションは次のとおりです。
･ 自端末で撮影した動画
･ 自端末で撮影した動画以外の動画／ｉモーショ
ンで、ファイル制限、再生制限がないもの

･お買い上げ時に登録されている動画／ｉモーショ
ンは編集できません。また、ASF形式の動画など、
ファイル形式などにより編集できない動画／
ｉ モーションがあります。

静止画を切り出す キャプチャ

動画／ ｉ モーションの再生中に任意の位置を指定
し、静止画として切り出します（キャプチャ）。
･テロップはキャプチャした静止画に表示されま
せん。
･静止画の画像サイズは動画／ｉモーションが表示
されているサイズになります。
･横再生中は正しくキャプチャできません。

1 u2zフォルダを選択

2 動画／ｉモーションを選択
選択した動画／ｉモーションが再生されます。

3 切り出す位置でm5
･切り出しの操作をやり直す：mz「はい」を
選択
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4 画像を確認zpを押す

■ キャプチャした静止画をメールに添付して送
信する：a
キャプチャした静止画がマイピクチャの「カ
メラ」フォルダに保存され、静止画が添付さ
れているメール作成画面が表示されます。
･静止画のファイルサイズが9000バイト以
下の場合は、本文内へ貼り付けるかどうか
の確認画面が表示されます。本文内に貼り
付けるには「はい」、添付ファイルに設定す
るには「いいえ」を選択します。

動画／ｉモーションを切り出す 選択切り出し

動画／ｉモーションを先頭から任意の位置まで切り
出します。

1 u2zフォルダを選択

2 動画／ｉモーションを選ぶ
zm41
選択切り出しモードになり、再生時間の上に

が表示されます。
･動画／ｉモーションにテロップが挿入されてい
る場合は、テロップが削除される可能性がある
旨を通知する画面が表示されます。「はい」を選
択すると、選択切り出しモードになります。こ
の場合、切り出す位置によってはテロップが削
除されることがあります。

3 o（始点）z切り出しを終える位置で
o（終点）を押す

･o（始点）を押した後で操作をやり直すには
c、切り出しを中断するには m を押しま
す。
･o（終点）を押さずに最後まで再生すると自
動的に切り出しが終了します。この場合、終点
はファイルの最後より少し手前に設定されま
す。
･動画／ｉモーションのファイルサイズが490K
バイトを超える場合、上限の設定に関わらず、
490Kバイトになると自動的に切り出しを終了
します。

■ 切り出しサイズの上限を設定する：
･切り出し元のファイルサイズが290Kバイ
トより大きいときのみ設定できます。

ao（始点）を押す前の画面でm
b「メール添付用（小）」（290Kバイト）、「メー
ル添付用（大）」（490Kバイト）または「設
定なし」（切り出し元のファイルサイズ）を
選択
･切り出し中のファイルサイズが設定した
切り出しサイズに達したときは、自動的
に切り出しが終了します。
･切り出し元のファイルサイズが490Kバ
イトを超える場合は、「設定なし」に設定
できません。

4 表示名を入力（全角・半角を問わず36
文字まで）zpを押す
切り出した動画／ｉモーションが、新しいデータ
として、元の動画／ｉモーションと同じフォルダ
に保存されます。

■ 動画／ｉモーションを再生する：t
■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信

する：a
切り出した動画／ ｉ モーションが保存され、
動画／ｉモーションが添付されているメール
作成画面が表示されます。
･メールに添付できる動画／ｉモーションに
ついて☛P236

ファイルサイズを指定して切り出す
サイズ切り出し

動画／ｉモーションを先頭から指定したファイルサ
イズまで切り出します。
･指定できるファイルサイズは10～490Kバイト
です。ただし、上限は動画／ｉモーションにより
異なります。

1 u2zフォルダを選択

静止画がキャプチャ
され、マイピクチャの
「カメラ」フォルダに
保存されます。
･続けてキャプチャす
る：oz操作3～4
を繰り返す

現在のファイルサイズ／最大
ファイルサイズ
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2 動画／ｉモーションを選ぶ
zm42
･動画／ ｉ モーションにテロップが挿入されて
いる場合は、テロップが削除される可能性があ
る旨を通知する画面が表示されます。「はい」を
選択すると、サイズ切り出しモードになりま
す。この場合、切り出す位置によってはテロッ
プが削除されることがあります。

3 切り出しサイズを入力
■ メール添付サイズに設定する：
･切り出し元のファイルサイズが290Kバイ
トより大きいときのみ設定できます。

am
b「メール添付用（小）」（290Kバイト）また
は「メール添付用（大）」（490Kバイト）を
選択
･「メール添付用（小）」を選択すると「290」、
「メール添付用（大）」を選択すると「490」
が切り出しサイズに設定されます。

4 表示名を入力（全角・半角を問わず36
文字まで）zpを押す
切り出した動画／ｉモーションが、新しいデータ
として、元の動画／ｉモーションと同じフォルダ
に保存されます。

■ 動画／ｉモーションを再生する：t
■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信

する：a
切り出した動画／ ｉ モーションが保存され、
動画／ｉモーションが添付されているメール
作成画面が表示されます。
･メールに添付できる動画／ｉモーションに
ついて☛P236

テロップを挿入する テロップ編集

･挿入できるテロップ数は、動画／ｉモーションに
より異なります（最大10個）。
･既に挿入されているテロップの内容は変更でき
ません。新しくテロップを挿入する場合、既に挿
入されているテロップはすべて削除されます。
･テロップを挿入した動画／ｉモーションは着モー
ションに設定できません。
･ファイルサイズが490Kバイト（テロップ入りの
場合は495Kバイト）を超える動画／ｉモーショ
ンでは行えません。

1 u2zフォルダを選択

2 動画／ｉモーションを選ぶ
zm431
･既にテロップが挿入されている場合は、削除し
てテロップ編集を行うかどうかの確認画面が
表示されます。「はい」を選択すると、既に挿
入されているすべてのテロップが削除されま
す。

■ テロップを削除する：m432z「は
い」を選択
挿入されているすべてのテロップが削除され
ます。操作9に進みます。

3 各項目を選択して設定

4 p
･表示間隔を「ユーザ指定」に設定したときは、
確認メッセージが表示され、再生時間の上に

が表示されます。
･表示間隔を「等間隔」に設定したときは、操作
7に進みます。

5 oで再生を開始zテロップの挿入位置
でo

･動画／ｉモーションの再生が終了するか、挿入
位置を9箇所設定すると、挿入位置の設定が終
了します。
･挿入位置の設定を途中で終了する：p
･先頭から最後まで1つのテロップを表示する：
oで再生を開始zp

6「はい」を選択

表示間隔：
「ユーザ指定」に設定すると、テロップの挿
入位置を任意に指定できます。
「等間隔」に設定したときはテロップ数を指
定します。動画／ｉモーションの再生時間内
に、指定した数のテロップが等間隔で挿入さ
れます。

テロップ数：
表示間隔を「等間隔」に設定したときに、テ
ロップ数を入力します（1～10）。

再生は中断しません。
oを押すたびに、テ
ロップの挿入位置が
設定されます。
･再生を開始すると先
頭に1箇所目の挿入
位置が設定されま
す。
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7 テロップの入力欄を選択 z 文字を入力
（全角20文字（半角40文字）まで）

■ テロップを装飾する：
aテロップを選ぶza
b各項目を選択して設定

cp

8 p
･テロップ挿入前の動画／ ｉ モーションのファ
イルサイズが300Kバイト以下の場合、テロッ
プ挿入後のファイルサイズが 300K バイトを
超えると、メール添付用（小）サイズを超えた
旨のメッセージが表示されます。o を押しま
す。

9 表示名を入力（全角・半角を問わず36
文字まで）zpを押す
テロップを挿入した動画／ｉモーションが、新し
いデータとして、元の動画／ｉモーションと同じ
フォルダに保存されます。

■ 動画／ｉモーションを再生する：t
■ 動画／ｉモーションをメールに添付して送信

する：a
テロップを挿入した動画／ｉモーションが保
存され、動画／ｉモーションが添付されてい
るメール作成画面が表示されます。
･メールに添付できる動画／ｉモーションに
ついて☛P236

動画／ｉモーションの動作条件を設定
する 動作設定（ｉモーション）

･リピート再生、音量、サラウンドの設定内容は
ミュージックプレイヤーのプレイヤー設定にも
反映されます。
･照明設定の設定内容は、ディスプレイの照明設定
（☛P150）の点灯時間設定（ｉ モーション）に
も反映されます。

1 u2zm5

2 各項目を選択して設定

テロップ1～10：
テロップ編集画面で入力した文字が表
示されます。文字を入力できます。

文字色：
文字の色を設定します。「指定なし」に
設定すると白になります。
･文字色は絵文字には反映されませ
ん。

背景色：
テロップの背景色を設定します。「指定
なし」に設定すると黒になります。

スクロール動作：
文字のスクロール動作を設定します。
･「スクロール・イン」に設定すると、
文字が移動しながら徐々に表示され
ます。
･「スクロール・アウト」に設定すると、
文字が移動しながら徐々に表示され
なくなります。
･「スクロール・イン＆アウト」に設定
すると、文字が移動しながら徐々に
表示され、その後徐々に表示されな
くなります。
･「なし」に設定すると、文字はスク
ロールしません。

スクロール方向：
スクロール動作を「なし」以外に設定
したときの文字のスクロール方向を設
定します。

文字位置：
文字の表示位置を設定します。

文字サイズ：
文字の大きさを設定します。

下線：
文字に下線を付けるように設定しま
す。

点滅：
文字が点滅するように設定します。

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり　
表示画像の拡縮：なし　
リピート再生：ON　照明設定：常灯
音量：レベル20　サラウンド：OFF

一覧の画像表示：
「あり」に設定するとサムネイル表示、「な
し」に設定するとタイトル表示になります。

表示画像の拡縮：
「あり」に設定すると、表示領域と再生する
動画／ ｉ モーションのサイズが合わないと
きは、縦横比を保持したまま表示領域に合わ
せて動画／ ｉ モーションを拡大／縮小表示
します。
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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3 pを押す

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧ではmを押し、「動作設定」
を選択します。

動画／ｉモーションをminiSDメモリー
カードに移動する コンテンツ移行対応

サイトから取得した著作権のある ｉ モーション
のうち、コンテンツ移行対応のｉモーションを、
FOMA端末からminiSDメモリーカードに移動で
きます。コピーはできません。
･データの提供者が許可していないｉモーションは移
動できません。移動可否は詳細情報参照で確認でき
ます。☛P345
･ｉモーションの移動中にminiSDメモリーカードを
取り外したり、電源を切ったりしないでください。
miniSD メモリーカード内のすべてのコンテンツ
移行対応のデータが利用できなくなる場合があり
ます。

FOMA端末のコンテンツ移行対応のｉモー
ションをminiSDメモリーカードに移動する

･移動したｉモーションは、コンテンツ移行対応の
ｉモーションのホームフォルダに保存されます。
･再生方法は☛P340

1 u2zフォルダを選択

2 ｉモーションを選ぶzm541
z「はい」を選択
■ 複数移動する：

am542zｉモーションを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とタイト
ル表示が切り替わります。

bpz「はい」を選択
■ 全件移動する：m543z「はい」を

選択

おしらせ
●新しいフォルダを作成（☛P340）してｉモーショ
ンを移動した場合、他のFOMA端末で確認できない
場合があります。

●複数移動／全件移動では、サイトから取得したコン
テンツ移行対応のｉモーションはコンテンツ移行対
応のｉモーションのホームフォルダ、それ以外の動
画／ｉモーションはデータBOXの「動画」フォルダ
または「その他の動画」フォルダに振り分けて保存
されます。

miniSDメモリーカードのコンテンツ移行対
応のｉモーションをFOMA端末に移動する

･サイトから取得したときやFOMA端末からminiSD
メモリーカードに移動したときと同じFOMAカード
を挿入していないと移動できません。また、ｉモー
ションによっては、機種が異なると移動できないこ
とがあります。
･ｉモーションによっては FOMA端末に移動でき
ない場合があります。
･移動したｉモーションは、データBOXのｉモー
ションの「ｉモード」フォルダに保存されます。
･ 902i シリーズでminiSDメモリーカードに保存
したコンテンツ移行対応のデータは移動できま
せん。

1 m6513za
コンテンツ移行対応のｉモーションのフォルダ一
覧が表示されます。

2 フォルダを選択

3 ｉモーションを選ぶzm211
■ 複数移動する：m212zｉモーショ

ンを選択zp
■ フォルダ内のｉモーションを全件移動する：

m213z端末暗証番号を入力

4「はい」を選択

「なし」に設定すると、拡大／縮小表示しま
せん。ただし、表示領域より大きいサイズの
動画／ｉモーションを再生したときは、縦横
比を保持したまま表示領域に合わせて縮小
表示します。

リピート再生：
アルバム再生時、および miniSD メモリー
カードの動画／ｉモーションの連続再生時に
リピート再生するかどうかを設定します。

照明設定：
「常灯」に設定すると、動画／ｉモーション
の一覧表示中や再生中は常に照明が点灯し
ます。「端末設定に従う」に設定すると、ディ
スプレイの照明設定の点灯時間設定（通常
時）に従います。

音量：
再生時の音量を設定します。

サラウンド：
動画／ ｉ モーション再生時にサラウンド効
果を有効にするかどうかを設定します。

コ
ン
テ
ン
ツ
移
行
対
応



328

デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

キャラ電を使いこなす

キャラ電とは

キャラ電とは、テレビ電話利用時に、自分の画像
の代わりに相手の画面に表示させるキャラクタ
です。テレビ電話中にダイヤルキーを押すことで
キャラクタを動かし、そのときの気持ちを手軽に
表現できます。また、キャラ電を待受画面に設定
して、待受時や不在着信があるときに特定のアク
ションを動作させたり、表示中のキャラ電の静止
画や動画を撮影して保存することもできます。
･キャラ電によっては、送話口からの音声に反応し
て口を動かすものもあります。
･サイトなどからキャラ電をダウンロードして保
存することもできます。
･キャラ電のアクションには、キャラクタ全体が動
く「全体アクション」と、部分的に動く「パーツ
アクション」があります。キャラ電によってはど
ちらか一方しかないものや、アクションがないも
のもあります。

Menu 54

キャラ電を表示する
キャラ電

･お買い上げ時に登録されているキャラ電☛P426

1 u4zフォルダを選択
各フォルダには次のようなキャラ電が保存され
ています。

2 キャラ電を選ぶ

■ キャラ電を利用してテレビ電話をかける：
aキャラ電を選ぶzt
b電話番号を入力zt
･pを押すと、電話帳から電話番号を入力
できます。
･mを押すと、条件を設定してテレビ電話
をかけられます。☛P58
･テレビ電話の操作のしかた☛P82
･テレビ電話中にキャラ電を利用する

☛P87

■ キャラ電をテレビ電話の代替画像に設定する :
キャラ電を選ぶza
･キャラ電表示画面でtを1秒以上押しても
設定できます。

■ キャラ電を待受画面に設定する：
aキャラ電を選ぶzm4
bアクションの種類とアクション間隔を設定

zp
･設定内容は「キャラ電のアクションを設定
する」の操作b～cと同じです。☛P142

c「はい（等倍表示）」または「はい（拡大表
示）」を選択
･ｉアプリ待受画面が設定されているとき
は、続けてｉアプリ待受画面を解除する
かどうかの確認画面が表示されます。

3 oを押す

･ダイヤルキーを押すと、その数字に応じたアク
ションをします。
･アクションを中止する：0
■ 拡大表示と等倍表示を切り替える：拡大表示

するにはu、等倍表示するにはd
■ キャラ電を切り替える：

am91zフォルダを選択

ｉモード：
サイトからダウンロードしたキャラ電
プリインストール：
お買い上げ時に内蔵されているキャラ電
フォルダ：
他のフォルダから移動したキャラ電
･お買い上げ時は表示されません。作成する
には☛P344
･フォルダ名は作成時に任意に付けられま
す。

全体アクション：
喜ぶ

パーツアクション：
足　ジャンプ

キャラ電一覧

a取得元

bファイル制限
（グレー）：
ファイル制限あり

･表示名などを変更で
きます。☛P345

：ｉモード
：内蔵

ba

アクションモード
：全体
：パーツ

キャラ電が表示されま
す。

キ
ャ
ラ
電
と
は

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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bキャラ電を選択

■ アクションを一覧表示する：a
現在のアクションモードのアクション一覧が
表示されます。
･アクションを選択すると、キャラ電が動き
ます。
･アクションを選びmを押すと詳細を確認で
きます。

■ 全体アクションとパーツアクションを切り替
える：a（1秒以上）
･押すたびに全体アクションとパーツアク
ションが切り替わります。

おしらせ
●キャラ電を編集したり、メール添付やデータ転送で
FOMA端末外に保存することはできません。

キャラ電を撮影する
キャラ電撮影

･撮影した静止画や動画は、カメラで撮影した静止
画や動画と同様のファイル形式で保存されます。
画像ファイルの保存形式☛P180

1 u4zフォルダを選択

2 キャラ電を選ぶzp
キャラ電撮影画面が表示されます。

3 tで撮影種別を切り替え

■ キャラ電を切り替える：m11zフォル
ダを選択zキャラ電を選択

4 撮影したいアクションを実行zoを押
す
静止画撮影の場合、撮影確認音（シャッター音）
が鳴り、静止画が保存されます。
動画撮影の場合、撮影確認音（シャッター音）が
鳴り、撮影が開始されます。pを押すか、ファ
イルサイズが制限値を超えると撮影が終了して
撮影確認音が鳴り、動画が保存されます。
･撮影した静止画／動画は、保存先がFOMA端末
の場合はマイピクチャまたは ｉ モーションの
「カメラ」フォルダ、保存先がminiSDメモリー
カードの場合はminiSDメモリーカードの「マ
イピクチャ」フォルダまたは「動画」フォルダ
に保存されます。
･動画撮影中にoを押すと撮影を一時停止でき
ます。oを押すと撮影を再開します。
･動画撮影中もアクションを実行できます。

■ 静止画設定または動画設定で自動保存を「し
ない」に設定しているとき：
確認画面が表示されます。確認画面では次の
操作ができます。

■ 保存した静止画／動画をすぐに確認する：
pz静止画／動画を選択
･確認後cを2回押すと、キャラ電撮影画
面に戻ります。
･保存先が miniSD メモリーカードのときは
pを押してフォルダを選択し、静止画／動
画を選択します。cを3回押すとキャラ
電撮影画面に戻ります。

動画＋音声：
送話口からの音声付きでキャラ電を録画しま
す。送話口からの音声に反応するキャラ電の
場合は、音声に合わせて口を動かします。

動画のみ（マイクあり）：
映像のみを録画します。マイクは音声に反応
するキャラ電のみ有効となり、送話口からの
音声に反応してキャラ電が口を動かします。
音声は録音されません。

アクションモード

撮影種別

･m3を押し、1
～4を押しても切
り替わります。

動画のみ（マイクなし）：
映像のみを録画します。マイクは無効となり
ます。

静止画：
静止画を撮影します。

･撮影種別、アクションモード以外のマークの意
味☛P179
･画像サイズ、静止画のサイズ制限は変更できま
せん。
･保存先、画質／品質、動画のサイズ制限はキャ
ラ電撮影の静止画設定／動画設定で変更でき
ます。

o：静止画／動画の保存
t：取消（保存せずに静止画／動画を消去）
m：保存先の切り替え
a：メール作成
p：再生（動画のみ）

キ
ャ
ラ
電
撮
影

つづく
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おしらせ
●撮影時の注意事項については、「静止画を撮影する」
のおしらせ（☛P184）、「ビデオカメラで動画を撮
影する」のおしらせ（☛P188）を参照してください。

●送話口からの音声に反応するキャラ電は、送話口か
らの音声の大きさによっては正しく動作しないこと
があります。

●保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超
えるときは、画面の指示に従って不要な画像／動画
を削除してください。

静止画／動画の撮影動作を設定する
静止画設定／動画設定

1 キャラ電撮影画面でm4

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●詳細情報の撮影後ファイル制限が「あり」に設定さ
れているキャラ電を撮影した静止画／動画（自端末
で撮影後ファイル制限を「あり」に設定した場合を
除く）は、編集・転送・メール添付ができません。

●詳細情報の撮影後ファイル制限が「あり」に設定さ
れているキャラ電（自端末で撮影後ファイル制限を
「あり」に設定した場合を除く）では、撮影した静止
画／動画をminiSDメモリーカードに保存できませ
ん。保存先を「miniSDカード」に設定しても、「本
体」に変更されます。

キャラ電の動作条件を設定する
動作設定（キャラ電）

1 u4zm4

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

お買い上げ時
●静止画設定
画質：スタンダード　撮影確認音：確認音1
撮影後ファイル制限：なし　自動保存：する　
保存先：本体　表示サイズ：拡大　
照明設定：端末設定に従う

●動画設定
品質：STD（標準）　サイズ制限：メール添付用（小）
撮影確認音：確認音1　撮影後ファイル制限：なし
自動保存：する　保存先：本体　表示サイズ：拡大
照明設定：端末設定に従う

画質（静止画設定のみ）：
撮影する静止画の画質を設定します。画質が
よくなるほど静止画のファイルサイズは大
きくなります。

品質（動画設定のみ）：
撮影する動画の品質を設定します。品質がよ
くなるほど動画のファイルサイズは大きく
なります。

サイズ制限（動画設定のみ）：
撮影する動画のファイルサイズの制限値を
設定します。撮影中の動画のファイルサイズ
が制限値を超えると、自動的に撮影を終了し
ます。

撮影確認音：
撮影確認音（シャッター音）を確認音1～5
から選択します。
･選ばれている音が鳴ります。

撮影後ファイル制限：
メール添付によって他の携帯電話に静止画
／動画を送信したとき、受信した相手の携帯
電話からさらに他の携帯電話に静止画／動
画を送信することを制限するかどうかを設
定します。
･ダウンロードしたキャラ電で最初から「あ
り」に設定されている場合は、「なし」に
設定できません。

自動保存：
「する」に設定すると、撮影した静止画／動
画が、設定されている保存先に自動的に保存
されます。「しない」に設定すると、撮影後
に確認画面が表示されます。

保存先：
保存先を設定します。

表示サイズ：
キャラ電を拡大表示するか等倍表示するか
を設定します。
･撮影画面を表示したときから有効になり
ます。

照明設定：
「常灯」に設定すると、キャラ電撮影中は常に
照明が点灯します。「端末設定に従う」に設定
すると、ディスプレイの照明設定（☛P150）
の点灯時間設定（通常時）に従います。

お買い上げ時 表示サイズ：拡大　照明設定：端末設定に従う

表示サイズ：キャラ電を拡大表示するか等倍表
示するかを設定します。

照明設定 ：「常灯」に設定すると、キャラ電一
覧やキャラ電の表示中は常に照明
が点灯します。「端末設定に従う」
に設定すると、ディスプレイの照明
設定（☛P150）の点灯時間設定（通
常時）に従います。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

動
作
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メロディを使いこなす

Menu 53

メロディを再生する
メロディ

FOMA端末のデータBOXのメロディに保存され
ているメロディを再生します。

1 u3zフォルダを選択

2 メロディを選ぶ

a取得元

bファイル制限

･表示名などを変更できます☛P345

■ メロディをメールに添付して送信する：メロ
ディを選ぶza
メロディが添付されているメール作成画面が
表示されます。
･受信側がFOMA D701i、D701iWM、
D702i、D851iWM、D901i、D901iS、
D902i、D902iS以外の場合、受信したメロ
ディを正しく再生できないことがあります。
･メールに添付できるメロディについて

☛P236

3 oを押す

･メロディの再生中は次の操作ができます。

メロディを着信音に設定する

･「メール添付メロディ」フォルダのメロディは着
信音に設定できません。

1 u3zフォルダを選択

2 メロディを選ぶzm2

3 音の種類を選択
■ 音声電話、メール、チャットメール、メッセー

ジ R/F、テレビ電話、プッシュトークの着信
音に設定する：1～7

■ メモリ指定着信音（電話、メール）に設定する：
a8～9z電話帳から相手を選択
b内容を確認zp
･既に着信音が設定されていたときは、選
択したメロディに置き換わります。

各フォルダには次のようなメロディが保存され
ています。

ｉモード：
サイトやｉモードメールから取り込んだメロ
ディ
プリインストール：
お買い上げ時に内蔵されているメロディ
メール添付メロディ：
お買い上げ時に内蔵されているメール添付用
のメロディ
データ交換：
バーコードリーダーで取り込んだメロディ
や、miniSD メモリーカードから移動／コ
ピーしたメロディ、データ通信で受信したメ
ロディ
アルバム：
他のフォルダから移動したメロディ
･お買い上げ時は表示されません。作成す
るには☛P344
･アルバム名は作成時に任意に付けられま
す。

･miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：t
･ miniSDメモリーカードの操作方法☛P339

：ｉモード
：ｉモード＋3Dサウンド対応
：データ交換
：データ交換＋3Dサウンド対応
：内蔵
：内蔵＋3Dサウンド対応

･ 3Dサウンドとは☛P136

メロディ一覧
ba

（青）：ファイル制限なし
（グレー）：ファイル制限あり

&：音量調整 %：前後のメロディ再生
c／o ：メロディ一覧に戻る

現在の再生位置

メロディが再生され
ます。

音量

メ
ロ
デ
ィ
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メロディの動作条件を設定する
動作設定（メロディ）

1 u3zm5

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●メロディ一覧およびメロディ再生画面ではmを押
し、「動作設定」を選択します。

●メロディによっては、イルミネーションパターンや
バイブレータを「メロディ連動」に設定すると、イ
ルミネーションやバイブレータが動作しないことが
あります。

●メロディによっては、再生位置を「ポイント再生」
に設定しても、ポイント再生しないことがあります。

miniSDメモリーカードを使いこなす

miniSDメモリーカードについて

撮影した静止画や動画、メロディなどを miniSD
メモリーカードに保存したり、電話帳やスケ
ジュールなどのバックアップを取ることができま
す。また、パソコンなどの外部機器で作成した音
楽データや動画をminiSDメモリーカードに保存
し、FOMA端末で再生したり（☛P360、P445）、
パソコンからminiSDメモリーカード内のデータ
を操作したりできます（☛P343）。
･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別
途miniSDメモリーカードが必要となります。
miniSD メモリーカードをお持ちでない場合は、
家電量販店などでお買い求めいただけます。
･初期化されていない miniSD メモリーカードは、
FOMA端末で初期化してから使用してください。
なお、初期化を中断したminiSDメモリーカード
の動作は保証できません。☛P342
･パソコンなどで初期化したminiSDメモリーカー
ドは、FOMA端末では正常に使用できないことが
あります（初期化もできない場合があります）。
･miniSDメモリーカード内の画像、動画／ｉモー
ション、メロディは、待受画面、着信音、着信画
像などに設定できません。
･サイトから取得した著作権のある ｉ モーション
のうち、コンテンツ移行対応の ｉ モーションを、
miniSDメモリーカードに保存できます。ただし、
データの提供者が許可していない場合は保存でき
ません。保存したｉモーションは、保存したとき
と同じFOMAカードを挿入していないと利用でき
ません。また、ｉモーションによっては、機種が
異なると利用できないことがあります。
･ｉ アプリによっては miniSD メモリーカードに
データを保存できるものがあります。
･D902iSでは市販の2GバイトまでのminiSDメ
モリーカードに対応しています（2006年11月
現在）。動作確認したminiSDメモリーカードの製
造メーカーや容量など、最新の動作確認情報につ
いては次の方法でご確認いただけます。
･ FOMA端末から：

ｉMenuの「メニュー／検索」→「ケータイ
電話メーカー」→「My D-style」→「D902iS
サポート」の「クイックマニュアル」（2006
年11月現在）

･ パソコンから：
三菱電機株式会社のホームページ http://
www.MitsubishiElectric.co.jp/d902is/
の「FAQ」→「外部メモリ」

なお、上記サイト、ホームページで掲載している
情報は動作確認の結果であり、すべての動作を保
証するものではありません。
･ FOMA 端末とパソコンを接続するには、FOMA
USB接続ケーブル（別売）が必要です。

お買い上げ時 音量：レベル3　
イルミネーションパターン：メロディ連動
イルミネーションカラー：レインボー
バイブレータ：OFF
再生位置：フルコーラス再生
再生画面背景：標準
ステレオ・3Dサウンド：ON

音量：
メロディ再生時の音量を設定します。

イルミネーションパターン：
メロディ再生時の決定キーの照明の点灯パ
ターンを設定します。「メロディ連動」また
は「OFF」に設定するとイルミネーションカ
ラーは設定できません。

イルミネーションカラー：
メロディ再生時の決定キーの照明の点灯色
を設定します。

バイブレータ：
メロディ再生時の振動パターンを設定しま
す。

再生位置：
メロディ再生時、全体を再生（フルコーラス
再生）するか一部分を再生（ポイント再生）
するかを設定します。

再生画面背景：
メロディ再生時に背景に表示する画像を設
定します。マイピクチャの画像を設定するに
は「選択」に設定し、画像を選択します。

ステレオ・3Dサウンド：
「ON」に設定すると、広がりや奥行きのある
立体音響でメロディを再生します。「OFF」
に設定すると、立体音響のないモノラル再生
となります。
･ 3Dサウンドとは☛P136

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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miniSDメモリーカード使用時の留意事項

･データの保存中や削除中、使用状況確認中、初期化
中は、miniSDメモリーカードを取り外したり、電源
を切ったり、衝撃を与えたりしないでください。デー
タが壊れることがあります。
･miniSD メモリーカードを取り付けているFOMA端
末に落下などの強い衝撃を与えると、miniSD メモ
リーカードが飛び出すことがあります。
･miniSD メモリーカードにラベルやシールを貼らな
いでください。
･表面に傷、ゴミなどが付着しているminiSDメモリー
カードや、変形している miniSD メモリーカードを
FOMA 端末に取り付けないでください。故障の原因
となることがあります。
･データのコピー中、移動中、削除中やminiSDメモリー
カードの初期化中、情報更新中は画面上部に が
表示され、データ転送モード（圏外と同じ状態）にな
るため、通話、ｉモード接続、データ通信などはでき
ません。また、bを押して他の機能に切り替えること
もできません。
･オールロック中、PIM ロック中は miniSD メモリー
カードを使用できません。
･パソコンなど他の機器で書き込み保護されたminiSD
メモリーカードでは、データの保存、削除、初期化な
どはできません。
･他の機器からminiSDメモリーカードに保存したデー
タは、FOMA端末で表示・再生できない場合がありま
す。また、FOMA端末からminiSDメモリーカードに
保存したデータは、他の機器で表示・再生できない場
合があります。
･ご利用になるminiSDメモリーカードによっては、保
存した動画に乱れが発生することがあります。
･miniSDメモリーカードに保存されたデータは、バッ
クアップをとるなどして別に保管してくださるよう
お願いします。万一、保存されたデータが消失また
は変化しても、当社としては責任を負いかねますの
であらかじめご了承ください。

SDメモリーカード対応機器で使用するには

miniSDメモリーカードとminiSDメモリーカードア
ダプタを組み合わせると、miniSDメモリーカードを
SDメモリーカード対応機器で使用できます。

miniSDメモリーカードをminiSDメモリーカードア
ダプタの奥まで差し込みます。
･取り外すときは反対の方向に引き出します。

■ 誤消去を防ぐには
miniSDメモリーカードとminiSDメモリーカード
アダプタを組み合わせて使用する場合は、miniSD
メモリーカードアダプタに付いている誤消去防止
スイッチを使用することにより誤消去を防ぐこと
ができます。

･誤消去防止スイッチを「LOCK」の方向にスラ
イドします。
･先の細いものでスライドさせてください。
･miniSDメモリーカードを傷つけないように注意
してください。

miniSDメモリーカードのフォルダ構成

■ FOMA端末で表示したとき
フォルダ構成は次のとおりです。データの種類に
よって保存先が分かれています。

※ 1：miniSD メモリーカードの容量に関係なく、
FOMA端末からminiSDメモリーカードに保存
できる最大データ件数です。

※ 2：「マイピクチャ」にはカメラで撮影した静止画、
JPEG形式の静止画（DCF規格）、GIF形式の画
像が保存されます。「その他の画像」にはJPEG
形式の静止画（DCF規格外）とアニメーション
GIFが保存されます。（DCFはDesign rule for
Camera File system の略でファイルシステ
ムの規格です。）

※ 3：「動画」には映像やテロップがある動画／ｉモー
ション、「その他の動画」には音声のみの動画／
ｉモーションが保存されます。

※ 4：コンテンツ移行対応のｉモーションが保存され
ます。「動画」フォルダから切り替えて表示しま
す。表示方法は☛P340

フォルダ構成 最大保存件数※1

データBOX マイピクチャ※2 9999件
その他の画像※2 9999件
動画※3 4095件
その他の動画※3 9999件
動画 ※4 64000件※5

メロディ 9999件
PIM 電話帳 合計9999件

スケジュール
受信メール
未送信メール
送信メール
メモ
Bookmark

マイドキュメント 999件
トルカ 999件
ｉアプリのデータ※6 64000件※5

誤消去防止
スイッチ

矢印の方向へ
ずらす。
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※ 5：「動画 」と「ｉアプリのデータ」の合計件数
です。

※ 6：データの保存はｉアプリで行います。miniSD
メモリーカードのフォルダからは、情報の確認
と削除が行えます。☛P289

■ パソコンなどに挿入して表示したとき
FOMA端末からminiSDメモリーカードにデータ
を移動／コピーしたときや、カメラで撮影した静
止画や動画を直接miniSDメモリーカードに保存
したときなどは、そのファイルに対応したフォル
ダがminiSDメモリーカードに自動的に作成され
ます。パソコンなどに挿入してminiSDメモリー
カードの内容を表示した場合のフォルダとファイ
ルの構成は次のようになっています。
パソコンなどからminiSDメモリーカードにデー
タを保存するときは、次のファイル形式、ファイ
ル名で決められたフォルダに保存してください。
保存先フォルダを間違えたり、異なるファイル形
式のデータを保存したりすると、FOMA端末では
認識できません。

※ 1：撮影画像、JPEG 形式の静止画（DCF 規格）、
GIF形式の画像が保存されます。
･ JPEG形式の静止画をこのフォルダに保存し情
報更新を行っても表示できない場合は、ファイ
ル名を「STILxxxx.JPG」（xxxx は 0001 ～
9999）の形式に変更して「PRIVATE」→
「DOCOMO」→「STILL」フォルダに保存する
と、表示できる場合があります。

※ 2：動画／ｉモーションが保存されます。拡張子が
「3GP」「MP4」のファイルはMP4形式として
扱われます。

※ 3：JPEG形式の静止画（DCF規格外）、アニメー
ションGIFが保存されます（FOMA端末で表示
したときの「その他の画像」フォルダ）。

※ 4：MFI形式、SMF形式のメロディが保存されます。
※ 5：PDFデータが保存されます。拡張子を含めて半

角64文字までのロングファイルネーム形式に
も対応しています。ただし、FOMA端末から保
存する際にファイル名が「PDFDCxxx」に変
更されることがあります（ファイル名に重複が
あった場合など）。
拡張子「$DF」はダウンロードに失敗したPDF
データです。残りのデータをダウンロードして
保存すると拡張子が「PDF」に変わります。拡
張子「DDF」はｉモードしおり情報やマーク情
報などを管理するファイル、「JPG」はサムネ
イル表示用データです。拡張子を除くファイル
名は、対応するPDFデータと同じです。

※ 6：管理用のファイルが置かれるフォルダです。こ
のフォルダにあるファイルは削除したり、ファ
イル名を変更しないでください。FOMA端末で
データを正しく表示できなくなります。

※ 7：トルカが保存されます。
※ 8：「MMFILE」直下および「MUDxxx」には、音

声のみの動画／ ｉ モーションが保存されます
（FOMA端末で表示したときの「その他の動画」
フォルダ）。

※ 9：ミュージックプレイヤーで再生する音楽デー
タを保存します。「D_MUSIC」フォルダ下に任
意のフォルダを作成できます。音楽データの
ファイル名（xxxx）は任意です。ファイル名に
使用できる文字数は、パス名、拡張子を含めて
最大256バイト（半角256文字）です。

※10：電話帳、スケジュール、受信メール、送信メー
ル、未送信メール、メモ、ブックマークが保
存されます。

※11：サイトから取得したコンテンツ移行対応の
ｉモーションのデータや、ｉアプリのデータが
保存されます。ファイルは暗号化されており、
パソコンで見ることはできません。このフォル
ダにあるファイルやフォルダは、削除したり名
前を変えたりしないでください。FOMA端末で
データを正しく利用できなくなります。

･フォルダ名、ファイル名の規則は次のとおりで
す。使用する文字はすべて半角です。
･「xxxD902I」のxxxは100～999
･「yyyyxxxx」のyyyyはA～Z（大文字）、0～
9、_（アンダーバー）、xxxxは0001～9999
･「PRLzzz」「MOLzzz」のzzzは001～FFFま
での16進数（16進数では1つの桁を0～9と
A～Fの16種類の文字で表します。）
･「STILxxxx」「RINGxxxx」「MMFxxxx」のxxxx
は0001～9999
･「SUDxxx」「RUDxxx」「PUDxxx」「TRCxxx」
「PDFDCxxx」「TORUCxxx」「MUDxxx」のxxx
は001～999
･「PIMxxxxx」「SVCxxxxx」のxxxxxは00001
～65535

miniSDメモリーカード
DCIM※１

xxxD902I yyyyxxxx.JPG/GIF

SD_BIND※１1

SVCxxxxx

SD_VIDEO※２

PRLzzz MOLzzz.3GP/MP4/ASF

STILxxxx.JPG/GIF
STILxxxx.JPG/GIF

RINGxxxx.MLD/MID/SMF

TORUCxxx.TRC

MMFxxxx.3GP/MP4
TORUCxxx.TRC

RINGxxxx.MLD/MID/SMF

PIMxxxxx.VCF/VCS/VMG/VNT/VBM

PRIVATE
DOCOMO

Melco※６

STILL※３

SUDxxx

RUDxxx
RINGER※４

PDFDCxxx.PDF/$DF/DDF/JPGPUDxxx
DOCUMENT※５

TORUCA※7

TABLE※６

RINGER
MMFILE

STILL

DCIM

SD_VIDEO

DOCUMENT

TORUCA

TRCxxx

xxxx.3GP/MP4/M4A

MMFILE※8

D_MUSIC※9
MMFxxxx.3GP/MP4MUDxxx※8

SD_PIM※10

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●パソコンなどで miniSD メモリーカードにコピーし
たデータBOX（コンテンツ移行対応のｉモーション
を除く）、PIM、マイドキュメント、トルカのデータ
をFOMA端末で利用するには、FOMA端末でminiSD
メモリーカードの情報更新をする必要があります。

●パソコンなどでminiSDメモリーカード内のフォル
ダ名を変更したり削除したりすると、FOMA端末で
データを正しく表示できなくなります。

●横縦（または縦横）のサイズが1728×2304を超
える画像を miniSD メモリーカードに保存しても、
FOMA端末では表示できません。

データ形式ごとのファイルサイズの上限値や利用可
否は次のとおりです。
メール添付の詳細☛P236

■ 画像、動画／ｉモーション
上段：ファイルサイズ　下段：画像サイズ

※1：500Kバイトを超える場合は、500Kバイト以下に
変換されて添付されます。

※2：再生可能な画像サイズを超えている動画／ ｉ モー
ションでも、再生可能な音声形式であったり、表示
可能なテロップがデータ内に存在する場合は、音声
やテロップの再生を行います。

■ その他のデータ
値：ファイルサイズ

※1：詳細情報で表示されるファイルサイズが2Mバイト
を超えていても、ｉモードしおりやマークのデータ
を除いたファイルサイズが 2M バイト以内であれ
ば、コピー／移動できます。

※2：トルカによっては異なる場合があります。

miniSDメモリーカードの取り付けか
た／取り外しかた

･miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しは、
必ず電源を切った状態で行ってください。
･miniSD メモリーカードスロットには、miniSD
メモリーカード以外は挿入しないでください。
･miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しを
行うときは、金属端子部分に触れないようにご注
意ください。
･miniSDメモリーカードは正しく取り付けてくだ
さい。miniSDメモリーカードを正しく取り付け
ていない状態では、データのコピーやバックアッ
プなどの操作ができません。
･miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しを
行うときは、miniSDメモリーカードが飛び出す
場合がありますのでご注意ください。
･表面に傷、ゴミなどが付着しているminiSDメモ
リーカードや、変形している miniSD メモリー
カードをFOMA端末に取り付けないでください。
故障の原因となることがあります。

miniSDメモリーカードで利用できる画像・
動画・メロディ・PDFデータ・トルカ

操　作
データ
（拡張子）

miniSDメモリー
カードへ

コピー／移動

FOMA端末へ
コピー／移動

JPEG形式の
画像（JPG）

無制限 500Kバイト
無制限 1728×2304

GIF形式の画像
（GIF）

無制限 500Kバイト
無制限 480×640

MP4形式の動画／
ｉモーション
（MP4、3GP）

無制限 500Kバイト
無制限 無制限

ASF形式の動画／
ｉモーション
（ASF）

不可 不可
不可 不可

操　作
データ
（拡張子）

メール添付 内容表示

JPEG形式の
画像（JPG）

500Kバイト※1 2.6Mバイト
無制限 1728×2304

GIF形式の画像
（GIF）

10000バイト 2.6Mバイト
無制限 480×640

MP4形式の動画／
ｉモーション
（MP4、3GP）

500Kバイト 無制限
176×144、
128×96

48×48～
320×240※2

ASF形式の動画／
ｉモーション
（ASF）

不可 無制限
不可 176×144、

320×240

操　作
データ
（拡張子）

miniSDメモリー
カードへ

コピー／移動

FOMA端末へ
コピー／移動

MFi形式の
メロディ（MLD）

無制限 100Kバイト

SMF形式のメロ
ディ（MID、SMF）

無制限 100Kバイト

PDFデータ（PDF）無制限 2Mバイト※1

トルカ（TRC） 321バイト※2 1024バイト

操　作
データ
（拡張子）

メール添付 内容表示

MFi形式の
メロディ（MLD）

不可 100Kバイト

SMF形式のメロ
ディ（MID、SMF）

10000バイト 100Kバイト

PDFデータ（PDF）不可 無制限
トルカ（TRC） 321バイト※2 1024バイト
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aminiSDメモリーカードスロットのカバーを開く
bminiSDメモリーカードを、印字面を上にして、ス
ロットにゆっくり差し込む

cminiSDメモリーカードを「カチッ」と音がするま
で押し込む

dminiSDメモリーカードスロットのカバーを閉じる

aminiSDメモリーカードスロットのカバーを開く
bminiSDメモリーカードを軽く押し込み、手を離す
miniSDメモリーカードが少し飛び出します。

cminiSDメモリーカードをゆっくりと取り出す
まっすぐに取り出してください。

dminiSDメモリーカードスロットのカバーを閉じる

miniSDメモリーカードの保存容量を
確認する

データのコピーやバックアップなどを行う際は、
miniSD メモリーカードの空き容量を確認してく
ださい。

1 m65を押す

おしらせ
●データ（ミュージックプレイヤー用の音楽データ含
む）が1件も保存されていない状態でも使用領域が
「0KB」にならない場合は、miniSDメモリーカード
を初期化してください。

●実際に使用できるminiSDメモリーカードの容量は、
miniSD メモリーカードに記載されている容量より
も少なくなります。

●miniSD メモリーカードの空き容量が少ない場合、
データを保存できないことがあります。不要なデー
タを削除するか、別のminiSDメモリーカードを取
り付けてからデータを保存してください。

FOMA端末とminiSD メモリーカー
ドの間でデータをやりとりする

FOMA端末とminiSDメモリーカードの間でデー
タをコピー／移動したり、FOMA端末のデータを
miniSDメモリーカードにバックアップします。
やりとりできるデータの種類と操作内容は次の
とおりです。

miniSDメモリーカードの取り付けかた

miniSDメモリーカードの取り外しかた

2

3

1

4

2

1

4

3

使用領域：
現在使用している
容量を示します。

空き領域：
現在の空き容量を
示します。

全容量：
FOMA端末に取り付
けているminiSDメ
モリーカードの全容
量を示します。

全容量に対する使用領域
の割合

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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※１：バックアップ／復元するとプッシュトーク電話
帳もバックアップ／復元されます。1件コピーで
はプッシュトーク電話帳はコピーされません。

･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別
途 miniSD メモリーカードが必要となります。
miniSD メモリーカードをお持ちでない場合は、
家電量販店などでお買い求めいただけます。
･サイトから取得したコンテンツ移行対応の
ｉ モーションを、FOMA端末とminiSDメモリー
カード間で移動するには☛P327
･ｉアプリのデータのコピー／移動はできません。

FOMA 端末のデータを miniSD メモリー
カードにコピー／移動する

･ FOMA端末外への出力が禁止されているデータは
コピー／移動できません。ただし、FOMA端末で
ファイル制限を「あり」に設定したデータ、およ
び「データ交換」フォルダ内のデータは除きます。
･パラパラマンガ、Flash画像、アイテム画像はコ
ピー／移動できません。
･部分的にデータをダウンロードした PDF データ
はコピー／移動できません。
･ PIMデータはコピーのみできます。移動はできま
せん。
･ FOMAカード電話帳はコピーできません。
･トルカによってはコピー／移動できない場合が
あります。
･保護されているトルカは移動できません。
･トルカをコピー／移動すると、トルカ（詳細）取
得前の状態で保存されます。FOMA端末に戻せば
再度トルカ（詳細）を取得可能です。

画像をminiSDメモリーカードにコピー／移動
するとき

1 u1zフォルダを選択

2 画像を選ぶzm5z4～5

3 1

■ 複数コピー／複数移動する：
a2z画像を選択
･tを押すたびにサムネイル表示とタイト
ル表示が切り替わります。

bp
■ 全件コピー／全件移動する：3

4「はい」を選択
画像がminiSDメモリーカードにコピー／移動さ
れます。
･コピー／移動を中止する：o

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、PDFデー
タ一覧、トルカ一覧ではmを押し、「移動／コピー」
→「miniSDカードへ移動」または「miniSDカードへ
コピー」→「１件移動」「複数移動」「全件移動」「１
件コピー」「複数コピー」「全件コピー」を選択します。

●電話帳一覧ではmを押し、「データバックアップ」
→「miniSDカードへコピー」を選択します。

●スケジュールのデイリービュー画面ではmを押し、
「赤外線／ miniSD」→「miniSD カードへコピー」
を選択します。

●受信メール一覧、送信メール一覧、未送信メール一
覧、ブックマーク一覧ではmを押し、「移動／コピー」
→「miniSDカードへコピー」→「1件コピー」を選
択します。

●メモ一覧ではmを押し、「miniSDカード」→「miniSD
カードへコピー」を選択します。

●待受画面や着信音などに設定している画像、動画／
ｉモーション、メロディをminiSDメモリーカードに
移動すると、それぞれの設定はお買い上げ時の設定
に戻ります。電話帳に設定されている画像、動画／
ｉ モーション、メロディを移動したときは、音の設
定や発着信時の画面の設定に従って動作します。

●FOMA端末の画像、動画／ｉモーション、メロディ、
トルカをminiSDメモリーカードにコピー／移動す
ると、ファイル名が自動的に管理用の名前に変更さ
れます。PDFデータの場合、データによっては、ファ
イル名が管理用の名前に変更されることがありま
す。

●画像をFOMA端末からminiSDメモリーカードにコ
ピー／移動すると、miniSD メモリーカード側で表
示されるファイルサイズが、FOMA端末で表示され
るファイルサイズより大きくなることがあります。
この場合、miniSD メモリーカード側で表示される
ファイルサイズが実際のファイルサイズになりま
す。

●電話帳データをコピーすると、登録されている画像
もコピーされます。ただし、miniSD メモリーカー
ドの電話帳データを表示したとき、画像は表示され
ません。FOMA端末にデータを戻すと画像が表示さ
れます。

データの種類 操作内容
データ
BOX

画像 1件コピー、複数コピー、
全件コピー
1件移動、複数移動、全
件移動

動画／ｉモーション
メロディ

PDFデータ
トルカ
PIM 電話帳※1 1件コピー、バックアッ

プ、復元スケジュール
メール
ブックマーク
（ｉ モード／フルブ
ラウザ）
メモ

例
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●電話帳データをコピーしても、登録されている動画
はコピーされません。

●メールの添付ファイル（動画／ｉモーションを除く）
が10000バイトを超える場合、添付ファイルはコ
ピーされません。

●送信メールや未送信メールをコピーしても、添付さ
れている動画／ｉモーションはコピーされません。

●スケジュールに登録されているメンバーリストやイ
メージ（画像）はコピーされません。

●D902iSで保存した画像、動画／ｉモーション、メ
ロディは、データサイズの制限などの違いにより、他
のFOMA端末で表示・再生できない場合があります。

●データの保護の設定はminiSDメモリーカードにコ
ピーされません。

●静止画をminiSDメモリーカードにコピー／移動し
た場合、静止画の形式により、データBOXの「マイ
ピクチャ」と「その他の画像」に振り分けて保存さ
れます。FOMA 端末で撮影した以外の静止画でも、
「マイピクチャ」に保存される場合があります。
●動画／ｉモーションをminiSDメモリーカードにコ
ピー／移動した場合、映像やテロップがある動画／
ｉモーションはデータBOXの「動画」、音声のみの
動画／ｉモーションはデータBOXの「その他の動
画」に保存されます。また、サイトから取得したコ
ンテンツ移行対応のｉモーションは、コンテンツ移
行対応のｉモーションのホームフォルダに保存され
ます。

miniSDメモリーカードのデータをFOMA
端末にコピー／移動する

･ FOMA端末の最大保存件数☛P38

1 m65

2 データの種類を選択
■ データBOXのデータをコピー／移動する：

1z1～5
■ PDFデータをコピー／移動する：3
■ トルカをコピー／移動する：4

3 フォルダを選択

4 データを選ぶzデータBOXのデータで
は m3、PDF データ／トルカでは
m2

5 1または4

■ 複数コピー／複数移動する：
a2または5zデータを選択
bp

■ 全件コピー／全件移動する：3または6

6「はい」を選択
データが FOMA 端末のデータ BOX（マイピク
チャ、ｉモーション、メロディ、マイドキュメン
トの各「データ交換」フォルダ）またはトルカ一
覧の「トルカフォルダ」にコピー／移動されます。
･コピー／移動を中止する：o

おしらせ
●データを検索して一覧画面を表示した場合、全件コ
ピー／全件移動はできません。

･バックアップデータ（ 、 、 、 、 が付い
ているデータ）はコピーできません。FOMA端末
にデータを戻すには復元を行います。

1 m652z1～7

2 データを選ぶzm11z「はい」を
選択
･ブックマークの1件データの場合、ｉモードの
ブックマークには 、フルブラウザのブック
マークには が表示されます。

FOMA 端末のデータを miniSD メモリー
カードにバックアップする

FOMA端末の各PIMデータを、一括してminiSDメ
モリーカードにバックアップします。

1 m652z1～7

2 m14

データBOXのデータ／PDFデータ／トル
カをFOMA端末にコピー／移動する

PIMデータをFOMA端末にコピーする

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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3 端末暗証番号を入力z「はい」を選択
選択したPIMデータが1つのデータにまとめら
れて、miniSDメモリーカードにバックアップさ
れます。
･バックアップを中止する：o
･ 途中までバックアップしたデータは破棄さ
れます。

おしらせ
●電話帳、スケジュール、メール、ブックマーク、メ
モの一覧からも操作できます。
･電話帳一覧ではmを押し、「データバックアップ」
→「miniSDカードへバックアップ」を選択します。
･スケジュールのデイリービュー画面では m を押
し、「赤外線／miniSD」→「miniSDカードへバッ
クアップ」を選択します。
･受信メール一覧、送信メール一覧、未送信メール
一覧、ブックマーク一覧ではmを押し、「移動／
コピー」→「miniSDカードへコピー」→「バック
アップ」を選択します。
･メモ一覧ではm を押し、「miniSD カード」→
「miniSDカードへバックアップ」を選択します。

●電話帳をバックアップするとプッシュトーク電話帳
もバックアップされます。

●miniSDメモリーカードのブックマーク一覧から操作
すると、ｉモードとフルブラウザの両方のブックマー
クがバックアップされます。ｉモードまたはフルブラ
ウザのブックマーク一覧から操作すると、ｉモードの
ブックマークのみ、またはフルブラウザのブックマー
クのみがバックアップされます。

miniSD メモリーカードのバックアップ
データを復元する

復元方法には追加復元と上書き復元があります。
･追加復元すると、現在FOMA端末に保存されてい
るデータとは別のデータとして保存されます。
･上書き復元すると、現在FOMA端末に保存されて
いるデータは消去され、復元したデータで上書き
されますのでご注意ください。

1 m652z1～7

2 バックアップデータを選ぶzm1
z2～3

･電話帳を追加復元する場合、プッシュトーク電
話帳のメンバーはグループに未登録の状態で
復元されます。グループ名は復元されません。
･電話帳のグループの並び順は、復元してもバッ
クアップ時の並び順に戻らない場合がありま
す。

･ブックマークを上書き復元すると、ｉモードと
フルブラウザの両方のブックマークが上書き
されます。一方のデータしかない場合でも両方
が上書きされ、FOMA端末の元のデータは消去
されますのでご注意ください。

3 端末暗証番号を入力z「はい」を選択
･復元を中止する：o
･ 中止する前に処理されたバックアップデー
タはFOMA端末に復元されます。

miniSDメモリーカード内のデータを
表示する

･パソコンなどでminiSDメモリーカード内のデー
タを変更したり、削除したりすると、FOMA端末
でminiSDメモリーカードのデータを正しく表示
できなくなります。その場合は、miniSDメモリー
カードの情報を更新してください。☛P342
･ｉアプリのデータを表示するには☛P289

データBOXのデータ／PDFデータ／トル
カを表示する

1 m65

2 データの種類を選択
■ データBOXのデータを表示する：1z

1～5
■ PDFデータを表示する：3
■ トルカを表示する：4

3 フォルダを選択
■ FOMA端末のフォルダ一覧に切り替える：t

4 データを選ぶ
･tを押すたびにサムネイル表示とタイトル表
示が切り替わります（メロディ、トルカを除く）。

■ メールに添付して送信する（PDFデータを除
く）：データを選ぶza

■ 詳細情報を表示する（トルカを除く）：データ
を選ぶzデータBOXのデータではm2、
PDFデータではm1

■ 1件削除する：
aデータを選ぶzデータBOXのデータでは

m41、PDF データ／トルカでは
m31

b「はい」を選択

■ 複数削除する：
aデータ BOX のデータでは m42、
PDF データ／トルカではm32

：電話帳 ：スケジュール
：受信メール、未送信メール、送信メール
：メモ ：ブックマーク
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bデータを選択
cpz「はい」を選択

■ 全件削除する：
aデータ BOX のデータでは m43、
PDFデータ／トルカではm33

b端末暗証番号を入力z「はい」を選択

■ 指定したページにジャンプする：pzページ
数を入力
･ページ数を入力しないときは 1 ページ目が
表示されます。

■ miniSDメモリーカード内のデータを検索する
（トルカを除く）：
aデータ BOX のデータでは m5、PDF
データではm4

b日付を入力zp
■ 動画／ｉモーションを連続再生する：m6

フォルダ内の動画／ｉモーションが連続して
再生されます。連続再生中は次の操作ができ
ます。
o：一時停止／再生 %：音量調整
t／a：前後の動画／ｉモーション再生
p：停止
c：動画／ｉモーション一覧に戻る

■ 動画／ｉモーションの動作条件を設定する：
m7z各項目を選択して設定zp
･設定項目について☛P326

5 ozデータを確認
･動画／ｉモーション、メロディ、PDFデータ、
トルカの操作方法は以下のページを参照して
ください。
･ 動画／ｉモーション☛P321
･ メロディ ☛P331 ･ PDFデータ☛P357
･ トルカ☛P299（詳細は取得できません）
･画像表示中は次の操作ができます。
m：詳細情報表示 a：メール作成
t：全画面表示（自動スクロールはしません）
p：ファイル名の表示／非表示切り替え

コンテンツ移行対応のｉモーションを再生す
る

miniSD メモリーカードに保存したコンテンツ移行
対応のｉモーションを再生します。
･サイトから取得したときやFOMA端末からminiSD
メモリーカードに移動したときと同じFOMAカード
を挿入していないと再生できません。また、ｉモー
ションによっては、機種が異なると再生できないこ
とがあります。
･miniSDメモリーカードを利用するｉアプリを待受
画面に設定している場合、miniSDメモリーカードに
保存したコンテンツ移行対応のｉモーションの再生
や移動ができないことがあります。

1 m6513za
画面のタイトルが「動画 」に変わり、コンテン
ツ移行対応のｉモーションのフォルダ一覧が表示
されます。
（赤）：初期フォルダ（ホームフォルダのとき

は ）
（黄）：通常フォルダ（ホームフォルダのとき

は ）
･コンテンツ移行対応の ｉ モーションを初めて
miniSDメモリーカードに移動したときやサイ
トから保存したときは、「初期フォルダ」が自
動的に作成されます。「初期フォルダ」のフォ
ルダ名は変更できます。
･コンテンツ移行対応のｉモーションのフォルダ
一覧と「動画」のフォルダ一覧を切り替える：a

2 フォルダを選択

3 ｉモーションを選択
ｉモーションが再生されます。
･サムネイル表示とタイトル表示を切り替える：
t
･ｉ モーションの詳細情報を表示する：ｉ モー
ションを選ぶzm1

･最大65535個作成できます。

1 フォルダ一覧でm1
･フォルダ内にフォルダを作成する：フォルダ内
のデータ一覧でm4

■ フォルダ名を変更する：フォルダを選ぶz
m2
･フォルダ内のフォルダの名前を変更する：
フォルダを選ぶzm5

2 フォルダ名を入力（全角10文字（半角
20文字）まで）zpを押す

ホームフォルダは、コンテンツ移行対応の ｉ モー
ションをFOMA端末から移動したり、サイトから直
接保存したときの保存先になります。ホームフォル
ダが未設定のときは、「初期フォルダ」がホームフォ
ルダに設定されます。

1 フォルダ一覧またはフォルダ内のデー
タ一覧でフォルダを選ぶzp

2「はい」を選択
ホームフォルダに設定され、アイコンが また
は に変わります。

フォルダを作成する

ホームフォルダを設定する

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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･フォルダを削除するとフォルダ内のデータも削
除されます。
･ホームフォルダに設定したフォルダを削除する
と、「初期フォルダ」がホームフォルダになります。
･「初期フォルダ」を選んでフォルダ削除を行うと、
「初期フォルダ」内のフォルダとデータだけが削
除されます。「初期フォルダ」は削除されません。

1 フォルダ一覧でフォルダを選ぶzm
3
･フォルダ内のフォルダを削除する：フォルダを
選ぶzm6

2「はい」を選択
･フォルダ内に無効なファイル（一覧に表示され
ないファイル）があると、フォルダ内のコンテ
ンツ移行対応の ｉ モーションは削除されます
が、フォルダは削除されずに残ります。この場
合、パソコンなどで無効なファイルを取り除い
てから、フォルダを削除し直してください。

･ 902iシリーズでminiSDメモリーカードに保存
したコンテンツ移行対応のデータは移動できま
せん。

1 フォルダ内のデータ一覧でｉモーション
を選ぶzm221
■ 複数移動する：m222zｉモーショ

ンを選択zp
■ フォルダ内のすべてのｉモーションを移動す

る：m223

2 移動／コピー先フォルダを選ぶzp
･フォルダ内のフォルダを表示する：フォルダを
選択

3「はい」を選択

1 フォルダ内のデータ一覧でｉモーション
を選ぶzm31
■ 複数削除する：m32zｉモーションを

選択zp
■ フォルダ内のｉモーションを全件削除する：

m33z端末暗証番号を入力

2「はい」を選択

PIMデータを表示する

1 m652

2 1～7

3 データを選ぶ
･バックアップデータには 、 、 、 、 が
表示されます。
･ブックマークの1件データの場合、ｉモードの
ブックマークには 、フルブラウザのブック
マークには が表示されます。

■ 1件削除する：
aデータを選ぶzm21
b「はい」を選択

■ 複数削除する：
am22zデータを選択
bpz「はい」を選択

■ 全件削除する：
am23
b端末暗証番号を入力z「はい」を選択

■ 指定したページにジャンプする：pzページ
数を入力
･ページ数を入力しないときは 1 ページ目が
表示されます。

■ miniSD メモリーカード内のデータを検索す
る：
am3
b日付を入力zp

4 ozデータを確認
･表示については、以下のページを参照してくだ
さい。
･ 電話帳☛P122 ･ スケジュール☛P376
･ メール☛P249 ･ ブックマーク☛P209
･ メモ☛P387
･ 1件のPIMデータを選択したときは、選択した
データの詳細が表示されます。
･バックアップデータを選択したときは、バック
アップデータに含まれているすべてのデータ
がタイトルで一覧表示されます。

おしらせ
●miniSDメモリーカードに保存されている電話帳やス
ケジュール、メモの詳細画面から、電話をかけたり
メールを送信することはできません。また、メール詳
細画面から返信、転送、編集、保護はできません。

●電話帳データに登録されている画像は表示されませ
ん。FOMA端末に戻すと表示されます。

●電話帳のバックアップデータにプッシュトーク電話
帳が含まれていても表示されません。復元はできま
す。

フォルダを削除する

ｉモーションをフォルダに移動する

ｉモーションを削除する
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●miniSDメモリーカードに保存されているスケジュー
ルは、設定した日時になってもアラームは鳴りませ
ん。

●メール詳細画面で、メールアドレスを選びm3
1を押すと電話帳に新規登録、m32を押す
と電話帳に更新登録できます。また、添付されてい
る画像やメロディ、トルカを選びm41 を押
すと表示／再生、m42を押すとタイトルを確
認できます。ただし、10000 バイトを超える画像
や動画／ｉモーションの表示、件数表示などはでき
ません。

miniSDメモリーカードを管理する

miniSDメモリーカードを初期化する 初期化

miniSD メモリーカードに保存されているデータ
（ミュージックプレイヤー用の音楽データ含む）をす
べて削除するときや、新たに購入した miniSD メモ
リーカードをFOMA端末で使用するときに、初期化
します。

1 m65zp

2 初期化の方法を選択

3 端末暗証番号を入力z「はい」を選択
･初期化を中断する：o

miniSDメモリーカードの情報を更新する
情報更新

他の機器でminiSDメモリーカード内のデータを変更、
追加、削除し、FOMA端末でデータを正しく表示でき
なくなったときに、miniSDメモリーカードの情報を更
新します。
･情報更新を行うとデータの表示名が次のように
変更されます。
･「マイピクチャ」「その他の画像」内のデータの
場合は、ファイル名と同じ名前に変更されます。
･「動画」「その他の動画」「メロディ」「マイドキュ
メント」内のデータの場合は、タイトルと同じ
名前に変更されます。タイトルがないときは
ファイル名と同じ名前に変更されます。
･「トルカ」内のデータの場合は、タイトル名と同
じ名前に変更されます。ただし、タイトル名が
ないときは「無題」に変更されます。

1 m65zt

2 項目を選択

3 pz「はい」を選択
･情報更新を中断する：o

おしらせ
●他の機器で miniSD メモリーカードにデータを保存
した場合、FOMA端末で管理情報を作成するために
必要な空き容量が不足し、miniSDメモリーカードに
保存したデータがFOMA端末で正しく表示できなく
なることがあります。

●「動画」に音声のみの動画／ｉモーションが保存され
ている場合、情報更新を行うと音声のみの動画／
ｉ モーションは表示されなくなります。情報更新を
行う前にFOMA端末に移動するか、パソコンなどで
miniSDメモリーカードの「その他の動画」用のフォ
ルダ（￥PRIVATE￥DOCOMO￥MMFILE）にファ
イル名を変更して保存しておくことをおすすめしま
す。☛P334

●「動画 」「ｉアプリのデータ」は情報更新できませ
ん。

●miniSDメモリーカードに保存されているデータが多
い場合は、情報更新に時間がかかります。

簡易初期化：
miniSDメモリーカード内のデータ管理領域
のみを初期化します。必要最小限の処理を行
うことで、初期化の時間を短縮する方法で
す。保存されているデータはすべて消去され
ます。miniSDメモリーカードが一度初期化
済みで、miniSDメモリーカードに問題がな
い場合だけ実行してください。

完全初期化：
miniSDメモリーカード内のデータ管理領域
と、データ領域の両方を初期化します。新し
く購入したminiSDメモリーカードを初期化
するときなどに実行します。

m
i
n
i
S
D
メ
モ
リ
l
カ
l
ド
の
管
理

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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miniSDメモリーカードをチェックする
カードチェック

miniSD メモリーカードに保存されているデータを
チェックして、問題があれば修復します。
･miniSDメモリーカードの状態によっては、デー
タを修復できないことがあります。

1 m65za

2「はい」を選択

パソコンからminiSDメモリーカード
を利用する USBモード設定

USB モード設定を「miniSD モード」に設定し、
パソコンとFOMA端末をFOMA USB接続ケーブ
ル（別売）で接続すると、FOMA端末に取り付け
られているminiSDメモリーカード内のデータを
パソコンから操作できます。
･miniSD モードに対応しているOSはWindows
XP、2000のみです。
･パソコンとFOMA端末は、電源が入っている状態
で接続してください。
･パソコンとFOMA端末を接続してデータ通信を行
う場合は「通信モード」に設定します。

1 m624

2 2z「はい」を選択
･「通信モード」に設定する：1z「はい」を選択

3 パソコンとFOMA端末を接続

aFOMA端末の外部接続端子の端子キャップを
開く

bFOMA USB接続ケーブルのFOMA端末側コ
ネクタを、「カチッ」と音がするまでFOMA端
末の外部接続端子に差し込む

cFOMA USB接続ケーブルのパソコン側コネク
タを、パソコンのUSBコネクタに差し込む

■ 取り外しかた：
FOMA端末側コネクタの両側のリリースボタ
ンを押しながら水平に引き抜きます。無理に
引っぱろうとすると故障の原因となりますの
でご注意ください。パソコン側コネクタはそ
のまま引き抜きます。

おしらせ
●パソコン側で、FOMA端末を接続すると自動的にデー
タ通信を行うように設定している場合は、miniSD
モードに設定できないことがあります。

●通話中やプッシュトーク通信中、ｉ モード中は、
miniSD モードに設定できません。また、パソコンか
ら miniSD メモリーカードを操作しているときは通
信モードに設定できないことがあります。

●miniSDモード中は電話やｉモードなどの通信がで
きません。

●FOMA 端末にパソコンを接続していない状態で
miniSDメモリーカードへのアクセスがなく約90秒
が経過すると、自動的にminiSDモードから通信モー
ドに切り替わります。

●miniSDメモリーカードの操作を終了しFOMA USB
接続ケーブルを取り外すときは、パソコンのタスクト
レイの をクリックし「USB大容量記憶装置デバイ
ス－ドライブ（E:）※1を安全に取り外します」をク
リックしてください。
※1：ドライブに割り当てられる文字はパソコンの

システムによって異なります。
●miniSDメモリーカードとのデータ転送中にFOMA
USB接続ケーブルを外さないでください。誤動作や
データ消失の原因となります。

●パソコンから FOMA 端末に取り付けられている
miniSDメモリーカードを初期化すると、FOMA端
末で正常に使用できなくなる場合があります。初期
化はFOMA端末で行ってください。

●miniSDモード中は決定キーの照明が点滅します。
●miniSDモード中にFOMA端末のb以外のキーを
押すと、通信モードに切り替えるかどうかの確認画
面が表示されます。

●パソコンとFOMA端末を接続していてもUSBモー
ド設定を変更できます。

●パソコンから操作したときのminiSDメモリーカー
ドのフォルダ構成について☛P334

お買い上げ時 通信モード

ＦＯＭＡ端末側コネクタ
（ラベル面が表です）

リリースボタン

ＵＳＢコネクタ

U
S
B
モ
l
ド
設
定
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各種データを管理する

アルバムを利用する

FOMA端末のデータBOXのマイピクチャ、ｉモー
ション、メロディ、キャラ電、マイドキュメント
の下にアルバム（フォルダ）を作成し、データを
分類・整理できます。ｉモーション、メロディで
は、アルバム内のデータをまとめて再生できます。
･キャラ電、マイドキュメントではアルバムを
「フォルダ」と表記しています。
･お買い上げ時に登録されている固定フォルダは、
名前の変更や削除ができません。

アルバムを作成する

･アルバムはマイピクチャで最大100個、ｉモー
ション・メロディ・キャラ電・マイドキュメント
でそれぞれ最大10個作成できます。
･お買い上げ時、アルバムはありません。

マイピクチャのアルバムを作成するとき

1 u1

2 m1
■ アルバム名を変更する：アルバムを選ぶz

m3
■ アルバムを削除する：

アルバムを削除すると、アルバム内のデータ
も削除されます。
aアルバムを選ぶzm2
･削除するアルバムにデータが保存されて
いるときは、端末暗証番号を入力します。

b「はい」を選択

3 アルバム名を入力（全角10文字（半角
20文字）まで）zpを押す

おしらせ
●ｉモーション、メロディのフォルダ一覧ではmを
押し、「アルバム追加」「アルバム名変更」「アルバム
削除」を選択します。

●キャラ電、マイドキュメントのフォルダ一覧ではm
を押し、「フォルダ追加」「フォルダ名変更」「フォル
ダ削除」を選択します。

データをアルバムに移動／コピーする

固定フォルダのデータをアルバムに移動したり、ア
ルバム間でデータを移動します。

･マイピクチャの各フォルダから「デコメールピク
チャ」にデータを移動できます。
･「プリインストール」フォルダ、｢メール添付メロ
ディ｣フォルダに保存されているデータは移動で
きません。

マイピクチャのデータを移動するとき

1 u1zフォルダを選択

2 データを選ぶzm511
■ 複数移動する：

am512zデータを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とタイト
ル表示が切り替わります。

bp
■ フォルダ内のすべてのデータを移動する：

m513

3 移動先のアルバムを選択z「はい」を選
択

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧ではmを
押し、「移動／コピー」→「アルバムへ移動」→「1
件移動」「複数移動」「全件移動」を選択します。

●画像表示画面では m を押し、「移動／コピー」→
「アルバムへ移動」を選択します。
●メロディ再生画面ではmを押し、「移動／コピー」
→「アルバムへ移動」→「1件移動」「全件移動」を
選択します。

●キャラ電一覧ではmを押し、「移動」→「1件移動」
「複数移動」「全件移動」を選択します。
●キャラ電表示画面ではmを押し、「移動」を選択し
ます。

●PDFデータ一覧ではmを押し、「移動/コピー」→
「フォルダへ移動」→「1件移動」「複数移動」「全件
移動」を選択します。

･キャラ電では固定フォルダへ戻す操作はできま
せん。

マイピクチャのアルバムのデータを固定フォル
ダに戻すとき

1 u1zアルバムを選択

2 データを選ぶzm521
■ 複数戻す：

am522zデータを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とタイト
ル表示が切り替わります。

bp

データをアルバムに移動する

例

アルバムのデータを固定フォルダに戻す

例

例

ア
ル
バ
ム
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■ アルバム内のすべてのデータを戻す：m5
23

3「はい」を選択

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、PDFデー
タ一覧ではmを押し、「移動／コピー」→「フォル
ダへ戻す」→「1件戻す」「複数戻す」「全件戻す」を
選択します。

●画像表示画面では m を押し、「移動／コピー」→
「フォルダへ戻す」を選択します。
●メロディ再生画面ではmを押し、「移動／コピー」
→「フォルダへ戻す」→「1件戻す」「全件戻す」を
選択します。

●お買い上げ時に「デコメールピクチャ」フォルダに
登録されている画像は、固定フォルダに戻す操作を
すると、「ｉモード」フォルダに移動します。

･次のデータはコピーできません。
･ マイピクチャのパラパラマンガ、アイテム画像、
「プリインストール」フォルダ内の画像
･ 再生制限が設定されている動画／ｉモーション、
サイトやメールから取得した着信音に設定可能
な動画／ｉモーション
･ メロディ、キャラ電
･ ファイル制限が「あり」に設定されているデー
タ。ただし、FOMA端末でファイル制限を「あ
り」に設定したデータ、および「データ交換」
フォルダ内のデータは除きます。

マイピクチャのデータをコピーするとき

1 u1zフォルダを選択

2 データを選ぶzm53を押す
コピーしたデータはコピー元のデータと同じ
フォルダ内に保存されます。

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、PDFデータ一覧、画像表
示画面ではmを押し、「移動／コピー」→「コピー」
を選択します。

●アルバム内でコピーしたデータを固定フォルダに戻
すと、コピー元のデータが保存されていた固定フォ
ルダに移動します。

アルバムごと再生する

ｉ モーションおよびメロディのアルバム内のデータ
を続けて再生できます。
･お買い上げ時に登録されている固定フォルダは
アルバム再生できません。
･再生制限が設定されているｉモーションは再生さ
れません。

1 ｉモーションではu2、メロディで
はu3

2 アルバムを選ぶzm1を押す
･動画／ｉモーションのアルバム再生中は次の操
作ができます。
o：一時停止／再生 %：音量調整
t／a：前後のデータ再生
p：停止 c：フォルダ一覧に戻る
･メロディのアルバム再生中は次の操作ができ
ます。
&：音量調整 %：前後のメロディ再生
c／o：フォルダ一覧に戻る

データの詳細情報を確認／変更する
詳細情報参照／変更

データの詳細情報を確認します。一部の情報は内
容を変更できます。

画像の詳細情報を表示するとき

1 u1zフォルダを選択

2 画像を選ぶzm31を押す
･t、aを押すと画面単位でスクロールできま
す。
･pを押すと詳細情報の一部を変更できます。

おしらせ
●画像表示画面、動画／ｉモーション一覧、キャラ電
一覧、キャラ電表示画面、メロディ一覧、メロディ
再生画面、PDFデータ一覧ではmを押し、「詳細情
報」→「参照」を選択します。

●動画／ｉモーション再生画面ではmを押し、「詳細」
を選択します。

●キャラ電撮影画面ではmを押し、「詳細情報参照」
を選択します。

データをコピーする

例 詳細情報を確認する

例

詳
細
情
報
参
照
／
変
更

つづく
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画像の詳細情報を変更するとき

1 u1zフォルダを選択

2 画像を選ぶzm32

3 各項目を選択して設定zpを押す

おしらせ
●画像表示画面、動画／ｉモーション一覧、キャラ電
一覧、キャラ電表示画面、メロディ一覧、メロディ
再生画面、PDFデータ一覧ではmを押し、「詳細情
報」→「変更」を選択します。

●動画／ｉ モーション、キャラ電、メロディの場合、
「オリジナルに戻す」を選択すると、表示名を、あら
かじめデータに設定されているオリジナルタイトル
に戻せます。

･データによっては、表中で変更可となっている項
目でも、変更できない場合があります。

●：変更可　○：表示のみ　－：表示されない

詳細情報を変更する

表示項目と変更可否一覧

表示項目

画
像

ｉ
モ
ｌ
シ
ョ
ン

動
画
／

キ
ャ
ラ
電

メ
ロ
デ
ィ

P
D
F
デ
ｌ
タ

表示名 ● ● ● ● ●
タイトル － ○ ○ ○ －
ファイル名 ● ● ○ ● ○
種類 ○ － － － －
ファイル制限 ● ● ○ ● ○
撮影後ファイル制限 － － ○ － －
作成者 － ● － － －
コピーライト － ● － － －
説明 － ● － － －
ファイル種別 ○ ○ － ○ ○
音 － ○ － － －
表示サイズ ○ ○ ○ － －
ファイルサイズ ○ ○ ○ ○ ○
再生時間 － － － ○ －
保存日時 ○ ○ ○ ○ ○
フレーム候補 ● － － － －
スタンプ候補 ● － － － －
コメント ● － ● － －
着信音設定 － ○ － － －
着信画面設定 － ○ － － －
miniSDへの移動
（本体への移動） － ○ － － －

再生制限 － ○ － － －
取得元 ○ ○ ○ ○ ○
故障時移行可否 ○ － － ○ ○

例

表示項目の説明

表示名：
FOMA端末で表示するタイトル（変更する場合、
メロディ以外では全角・半角を問わず36文字ま
で、メロディでは全角25文字（半角50文字）
まで）

タイトル：
データにあらかじめ設定されているオリジナル
タイトル

ファイル名：
データをメールに添付したときに表示される
ファイル名（変更する場合、半角英数字と「.」
「-」「_」で36文字まで）
･「.」はファイル名の先頭に入力できません。

種類：画像の種類
ファイル制限：

メール添付によって他の携帯電話にデータを送
信したとき、受信した相手の携帯電話からさら
に他の携帯電話にデータを送信することを制限
するかどうかの区分
･サイトなどから取得したｉモーション、ダウン
ロードしたメロディでは変更できません。

撮影後ファイル制限：
キャラ電を撮影した静止画／動画にファイル制
限を設定するかどうかの区分

作成者：
作成者の名前など（変更する場合、全角・半角
を問わず256文字まで）
･自端末で撮影した動画では、自局番号に登録し
た名前が表示されます。自局番号に名前が登録
されていない場合は設定されません。

コピーライト：
著作者名や著作物の公表年月日など（変更する
場合、全角・半角を問わず256文字まで）

説明：
動画／ｉモーションの説明（変更する場合、全
角・半角を問わず256文字まで）

ファイル種別：
ファイルの種別（Flash画像では「---」）

音：音声データの種別
表示サイズ：

データの表示サイズ（ドット）（Flash画像では
表示されません）

ファイルサイズ：データのファイルサイズ
再生時間：データの再生時間
保存日時：データを保存した日時
フレーム候補：

画像をフレーム画像として貼り付け可能にする
かどうかの区分
･サイズが240×400または352×288を超
える画像、アイテム画像と合成した画像、アニ
メーション、パラパラマンガ、Flash画像は「す
る」に変更できません。

詳
細
情
報
参
照
／
変
更

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●画像の詳細情報のうちフレーム候補やスタンプ候補
を「する」に設定しても、画像は元のフォルダに保
存され、「アイテム」フォルダには表示されません。

●miniSD メモリーカードに保存されているデータの
詳細情報は、FOMA端末で表示する内容と異なる場
合があります。

●自端末で撮影種別を「画像＋音声」に設定して撮影
した動画やサウンドレコーダーで録音した音声、そ
の動画／音声から切り出した動画／音声は、着信音
設定が必ず「可」になります。ただし、表示サイズ
が320×240の動画、テロップを挿入した動画／
音声は「不可」になります。

データを削除する

･マイピクチャ・ｉモーション・メロディ・マイド
キュメントの「プリインストール」フォルダ、メ
ロディの「メール添付メロディ」フォルダに保存
されているデータは削除できません。

マイピクチャのデータを削除するとき

1 u1zフォルダを選択

2 データを選ぶzm61
■ 複数削除する：

am62zデータを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とタイト
ル表示が切り替わります。

bp
■ フォルダ内のデータを全件削除する：m6

3z端末暗証番号を入力

3「はい」を選択

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、キャラ電
一覧、PDF データ一覧ではmを押し、「削除」→
「1件削除」「複数削除」「全件削除」を選択します。
●画像表示画面、キャラ電表示画面ではmを押し、「削
除」を選択します。

●メロディ再生画面ではmを押し、「削除」→「1件
削除」「全件削除」を選択します。

●待受画面や着信音などに設定しているデータを削除
すると、それぞれの設定はお買い上げ時の設定に戻
ります。電話帳に設定されているデータを削除した
ときは、音の設定や発着信時の画面の設定に従って
動作します。

●パラパラマンガを削除すると、パラパラマンガを構
成している元の画像も削除されます。

●お買い上げ時に登録されているキャラ電、デコメー
ルピクチャ、フレームを削除した場合は、ｉ モード
サイト「My D-style」からダウンロードできます。
☛P426

スタンプ候補：
画像をスタンプ画像として貼り付け可能にする
かどうかの区分
･サイズが240×400以上の画像、アイテム画
像と合成した画像、アニメーション、パラパラ
マンガ、Flash画像は「する」に変更できませ
ん。

コメント：
データの説明など（変更する場合、全角・半角
を問わず100文字まで）

着信音設定：
動画／ｉモーションを着信音に設定できるかど
うかの区分

着信画面設定：
動画／ｉモーションを着信画像に設定できるか
どうかの区分

miniSDへの移動（本体への移動）：
動画／ｉモーションをminiSDメモリーカード
に移動できるかどうかの区分
･miniSDメモリーカード内のコンテンツ移行対
応のｉモーションでは「本体への移動」が表示
され、FOMA端末に移動できるかどうかの区分
が示されます。

再生制限：動画／ｉモーションの再生制限
取得元：データの取得元
故障時移行可否：

お客様の FOMA 端末を修理する際、お客様の
データをドコモ指定の故障取扱窓口において移
行できるかどうかの区分
･万一、お客様のデータを移行できない場合およ
びデータの消失、変化に関し、当社としては責
任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ
さい。

例

デ
l
タ
削
除
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データを並べ替える
ソート

一覧画面のデータの並び順を変更します。

マイピクチャのデータを並べ替えるとき

1 u1zフォルダを選択

2 m7

3 各項目を選択して設定zpを押す

おしらせ
●動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、キャラ電
一覧、PDFデータ一覧ではmを押し、「ソート」を
選択します。

●表示名に全角・半角の文字が混在していると、並び
順が50音順と一致しないことがあります。

赤外線通信を使いこなす

赤外線通信について

赤外線通信機能が搭載された他の FOMA 端末や
携帯電話、パソコンなどとデータを送受信しま
す。また、赤外線通信に対応したｉアプリを利用
することにより、赤外線通信機能が搭載された機
器と連動できます。
･オールロック中、PIMロック中、セルフモード中
は赤外線通信を行えません。
･赤外線通信とUSB接続は同時に使用できません。
･ FOMA 端末外への出力が禁止されているデータ
は送受信できません。ただし、FOMA端末でファ
イル制限を「あり」に設定したデータおよび「デー
タ交換」フォルダ内のデータは除きます。
･赤外線通信中は画面上部に と が表示され、
データ転送モード（圏外と同じ状態）になるため、
通話、ｉモード接続、データ通信などはできませ
ん。また、bを押して他の機能に切り替えること
もできません。
･ FOMA端末の赤外線通信機能は IrMC1.1に準拠
しています。
･相手端末がIrMC1.1に準拠していても、データの
種類によっては送受信できない場合があります。
･絵文字を使用したデータをｉモード端末以外に送
信すると、正しく表示されない場合があります。
また、受信側がｉモード端末であっても、相手端
末によっては、絵文字2を使用したデータは正し
く表示されない場合があります。

赤外線通信を行うには

通信距離は約20cm以内、角度は中心から15度以内
です。データの送受信が終わるまで、FOMA 端末は
相手側の赤外線ポート部分に向けたまま動かさない
でください。

･直射日光が当たる場所や蛍光灯の真下などでは、
赤外線通信を正常に行えないことがあります。

･メールを全件受信しても、相手の端末が設定した
フォルダ名にならないことがあります。
･メールを受信したとき、受信メール、送信メール、
未送信メールのメール連動型 ｉ アプリ用のフォル
ダに通常のメールが保存されることがあります。
･ブックマークを全件受信すると、相手の端末が作成
したフォルダごとデータを受信します。
･D902iS 以外の端末からブックマークを受信した
とき、先頭のフォルダに保存されることがあります。
･D902iS以外の端末から画像、動画／ｉモーショ
ン、メロディを受信したとき、メモとして登録され
ることがあります。

･データサイズの制限などの違いにより、画像、動画／
ｉモーション、メロディを送信したとき、受信側で保
存できない場合があります。

お買い上げ時 対象：保存日時　順序：降順

対象：並べ替えの方法を設定します。
順序：データの並び順を設定します。

例

FOMA端末のデータを赤外線受信するとき
の留意事項

D902iSのデータをFOMA端末に赤外線
送信するときの留意事項

赤外線ポート

約20cm以内

15度

15度

ソ
l
ト

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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赤外線通信を使ってデータを送信する
赤外線送信

送信するデータを選択して1件ずつ送信する方法
と、機能ごとのデータを全件送信する方法があり
ます。送信できるデータは次のとおりです。

※1：全件送信できます。
※2：詳細情報で表示されるファイルサイズが512Kバ

イトを超えていても、ｉモードしおりやマークの
データを除いたファイルサイズが512Kバイト以
内であれば送信できます。

･ D902iS以外の端末や赤外線通信機器との通信で
は、データを正しく送受信できない場合がありま
す。送信先で登録できない項目は破棄されます。

データを1件送信する

電話帳を1件送信するとき

1 相手のFOMA端末を受信待機状態にす
る

2 電話帳を検索z電話帳データを選ぶz
m81

3「はい」を選択
･赤外線送信を中断する：o

おしらせ
●ブックマーク一覧、受信メール一覧、送信メール一
覧、未送信メール一覧、メモ一覧では m を押し、
「赤外線送信」→「送信」を選択します。
●画像一覧、動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、
PDFデータ一覧、トルカ一覧ではmを押し、「赤外
線送信」を選択します。

●スケジュールのデイリービュー画面ではmを押し、
「赤外線／miniSD」→「赤外線送信」を選択します。
●自局番号の詳細画面ではmを押し、「自局番号送信」
を選択します。

種　類 留意事項
電話帳※1 ･シークレット属性を設定した電話

帳はシークレットモード中のみ1件
送信できます。
･全件送信するとプッシュトーク電
話帳、自局番号データも送信されま
す。
･プッシュトーク電話帳は1件送信で
きません。
･ダイヤル発信制限中は送信できま
せん。
･データ送受信設定の電話帳の画像
送信で、全件送信時に電話帳データ
に登録されている静止画も一緒に
送信するかどうかを設定できます。
･送信先によっては、電話帳に登録さ
れている画像が受信されない場合
があります。
･グループの並び順は送信先に反映
されない場合があります。

スケジュール※1 ･シークレット属性を設定したスケ
ジュールはシークレットモード中
のみ1件送信できます。
･日付・時刻の設定が必要です。

受信メール※1

送信メール※1

未送信メール※1

･メール本文中の添付データ（ｉアプ
リが起動できるリンク項目）は削除
されます。また、添付ファイルのう
ち動画／ｉモーション、10000バ
イトを超える静止画、FOMA端末外
への出力が禁止されているファイ
ルは削除されます。

メモ※1 －
ブックマーク
（ｉ モード／フ
ルブラウザ）※1

･送信先によってはフォルダ分けの設
定が反映されない場合があります。
･全件送信すると一覧の末尾から送
信されます。

画像 ･表示名は全角9文字（半角18文字）
まで送信できます。最大文字数を超
えた文字は削除されます。
･パラパラマンガ、Flash画像、アイ
テム画像は送信できません。
･ 500Kバイトを超えるデータは送信
できません。

動画／
ｉモーション

･表示名は全角9文字（半角18文字）
まで送信できます。最大文字数を超
えた文字は削除されます。

メロディ ･タイトルは全角25文字（半角50文
字）まで送信できます。

PDFデータ ･ 512Kバイト※2を超えるPDFデー
タ、部分的にデータをダウンロード
したPDFデータは送信できません。

種　類 留意事項
トルカ ･トルカ（詳細）取得前の状態で送信

されます。送信先で再度トルカ（詳
細）を取得可能です。
･ 321バイトを超えるトルカは送信で
きません（トルカによっては異なる
場合があります）。
･トルカによっては送信できない場
合があります。

自局番号 ･送信先によっては画像が受信され
ない場合があります。

例

赤
外
線
送
信
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データを全件送信する

電話帳、スケジュール、メール、メモ、ブックマー
クのすべてのデータを赤外線送信します。
･全件送信する場合は、送信側と受信側で同じ認証
パスワードを入力する必要があります。あらかじ
め「0000」～「9999」の範囲で4桁の認証パ
スワードを決めておいてください。

1 相手のFOMA端末を受信待機状態にす
る

2 m621

3 データの種類を選択 z 端末暗証番号を
入力

4 4桁の認証パスワードを入力
入力した認証パスワードは「＊」と表示されます。

5「はい」を選択
･赤外線送信を中断する：o

おしらせ
●電話帳一覧、ブックマーク一覧、受信メール一覧、
送信メール一覧、未送信メール一覧、メモ一覧では
mを押し、「赤外線送信」→「全件送信」を選択し
ます。

●ブックマーク、受信メール、送信メール、未送信メー
ルのフォルダ一覧ではmを押し、「赤外線全件送信」
を選択します。

●スケジュールのカレンダー画面、デイリービュー画
面ではmを押し、「赤外線／miniSD」→「赤外線
全件送信」を選択します。

●全件送信した場合、受信側でデータの並び順が変わ
ることがあります。

●m621を押して「Bookmark」を選択する
と、ｉモードとフルブラウザの両方のブックマークが
全件送信されます。ｉ モードまたはフルブラウザの
ブックマーク一覧から操作すると、ｉモードのブック
マークのみ、またはフルブラウザのブックマークのみ
が全件送信されます。

赤外線通信を使ってデータを受信する
赤外線受信

データを1件ずつ受信する方法と、機能ごとのデー
タを全件受信する方法があります。受信したデー
タは、直接FOMA端末に保存するか、赤外線受信
のINBOXに一時的に保存して、受信したデータを

確認してからFOMA端末に保存します。受信でき
るデータは次のとおりです。

※1：全件受信できます。
･受信データの保存順は以下のとおりです。
･ 電話帳、自局番号は、最も小さい空きメモリ番
号に登録されます。
･ スケジュール、メールは日時順に保存されます。
･ メモは受信順に保存されます。
･ ブックマーク、画像、動画／ｉモーション、メ
ロディ、PDFデータ、トルカは一覧の先頭に追
加されます。

･電話帳データを全件受信した場合、自局電話番号
以外の自局番号データが上書きされます。
･電話帳データを全件受信した場合、受信データに
プッシュトーク電話帳のデータが含まれている
と、プッシュトーク電話帳に保存されます。
･ダイヤル発信制限中は電話帳データを受信でき
ません。
･スケジュールの受信には日付・時刻の設定が必要
です。
･受信したデータの中に不正な文字などが含まれ
る場合、空白に置き換えられたり、切り詰められ
ます。

データを1件受信する

･ 512Kバイトを超えるデータは受信できません。

1 m6221
受信方式選択画面が表示されます。

データの種類 受信後の保存場所
電話帳※1 電話帳
スケジュール※1 スケジュール帳
受信メール※1 受信メール
送信メール※1 送信メール
未送信メール※1 未送信メール
メモ※1 メモ帳
ブックマーク
（ｉモード／フ
ルブラウザ）※1

ｉモードのBookmark ／フルブラウ
ザのBookmark

画像 マイピクチャの「データ交換」フォル
ダ

動画／
ｉモーション

ｉモーションの「データ交換」フォル
ダ

メロディ メロディの「データ交換」フォルダ
PDFデータ マイドキュメントの「データ交換」

フォルダ
トルカ トルカ一覧の「トルカフォルダ」
自局番号 電話帳

赤
外
線
受
信

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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2 1～2

3「はい」を選択
受信待機状態になります。

4 送信側でデータを1件送信する
操作2で「保存確認あり」を選択した場合は、受
信終了後、INBOX 画面が表示されます。データ
の保存方法については「受信したデータを保存す
る」操作2以降をご覧ください。
「保存確認なし」を選択した場合は、受信終了後、
受信方式選択画面に戻ります。
･赤外線受信を中断する：o

データを全件受信する

電話帳、スケジュール、メール、メモ、ブックマー
クのすべてのデータを赤外線受信できます。
･全件受信する場合は、受信側と送信側で同じ認証
パスワードを入力する必要があります。あらかじ
め「0000」～「9999」の範囲で4桁の認証パ
スワードを決めておいてください。

1 m6222
全件受信方式選択画面が表示されます。

2 1～2

･上書き保存するとFOMA端末の元のデータはす
べて消去され、新しいデータで上書きされます
のでご注意ください。
･「上書き確認あり」を選択したときは、操作4に
進みます。

3「はい」を選択z端末暗証番号を入力

4 4桁の認証パスワードを入力
･入力した認証パスワードは「＊」と表示されま
す。

5「はい」を選択
受信待機状態になります。

6 送信側でデータを全件送信する
操作2で「上書き確認あり」を選択した場合は、
受信終了後、INBOX 画面が表示されます。デー
タの保存方法については「受信したデータを保存
する」操作2以降をご覧ください。
「上書き確認なし」を選択した場合は、受信終了
後、全件受信方式選択画面に戻ります。
･赤外線受信を中断する：o

おしらせ
●受信するデータの種類や件数によって受信時間は異
なります。データ容量が大きい場合や件数が多い場
合は、受信に時間がかかることがあります。

●データ保存時の注意事項については「受信したデー
タを保存する」のおしらせをご覧ください。

受信したデータを保存する

INBOX に一時的に保存されているデータを FOMA
端末に保存します。
･ 1件受信時に「保存確認あり」、全件受信時に「上
書き確認あり」を選択した場合、受信終了後、自
動的にINBOX画面が表示されます。
･ FOMA端末に保存したデータはINBOXから削除
されます。

1 m6223

2 データを選択

保存確認あり：
受信したデータはINBOXに一時的に保存さ
れます。INBOXに空きがないときは選択で
きません。受信完了後、INBOXのデータ一
覧が表示されます。

保存確認なし：
受信したデータはFOMA端末に保存されま
す。受信完了後、INBOXは表示されず、受
信方式選択画面に戻ります。

上書き確認あり：
受信したデータはINBOXに一時的に保存さ
れます。INBOXに空きがないときは選択で
きません。受信完了後、INBOXのデータ一
覧が表示されます。INBOXからの保存時に
追加保存と上書き保存を選択できます。

上書き確認なし：
受信したデータはFOMA端末に上書き保存
されます。受信完了後、INBOXは表示され
ず、全件受信方式選択画面に戻ります。

／ ：電話帳1件データ／複数件データ
／ ／ ：

ｉモードのブックマーク1件データ／
フルブラウザのブックマーク１件デー
タ／複数件データ

／ ：メール1件データ／複数件データ
／ ：スケジュール1件データ／複数件デー

タ
／ ：メモ1件データ／複数件データ

：画像
：動画／ｉモーション
：メロディ
：PDFデータ
：トルカ

赤
外
線
受
信

つづく
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■ 1件削除する：データを選ぶzm2z「は
い」を選択

■ 全件削除する：m3z端末暗証番号を入力
z「はい」を選択

3「はい」を選択
■ 複数件データを選択したとき：

a端末暗証番号を入力
b追加保存する場合は「追加」、上書き保存す
る場合は「上書き」を選択
･「上書き」を選択するとFOMA端末の元の
データはすべて消去され、新しいデータ
で上書きされますのでご注意ください。

おしらせ
おしらせ

●保存するデータのサイズによっては、受信できる件
数がFOMA端末の最大保存／登録件数より少なくな
ることがあります。

●D902iSではToDoデータ（用件を管理するリスト
機能のデータ）は保存できません。D902iS以外の
機種などからToDoデータとスケジュールデータを
まとめて全件受信した場合、スケジュールデータの
みが保存されます。ToDo データのみを全件受信し
た場合、上書き保存するとD902iSに登録されてい
たスケジュールがすべて削除されますのでご注意く
ださい。

●全件受信したデータを上書き保存すると、FOMA端
末の保護されているデータも削除されます。

●電話帳の複数件データを追加保存する場合、プッ
シュトーク電話帳のメンバーはグループに未登録の
状態で保存されます。グループ名は登録されません。

●ブックマークの複数件データを上書き保存すると、
ｉ モードのブックマークとフルブラウザのブック
マークの両方が上書きされます。ｉモード、フルブ
ラウザの一方のデータしかない場合でも両方が上書
きされ、FOMA端末の元のデータは削除されますの
でご注意ください。

●メールをフォルダごとに保存できる機器から受信し
たメールデータの場合、メール連動型ｉアプリ用の
フォルダに保存されることがあります。保存した
メールデータを確認するには、保存されているメー
ル連動型ｉアプリ用のフォルダを選びm1を押
してください。

赤外線通信モードにする
赤外線通信モード

ｉアプリ起動機能を持つ赤外線通信機器からｉア
プリ起動データを受信して、ｉアプリを起動しま
す。
･指定のソフトをあらかじめサイトなどからダウ
ンロードしておく必要があります。
･ｉアプリが外部機器からのｉアプリToで起動し
ないように設定されている場合は起動できませ
ん。

1 m62212z「はい」を
選択
受信待機状態になります。

2 赤外線通信機器からｉアプリ起動データ
を受信する
ｉアプリが起動します。
･受信を中断する：o

赤外線リモコン機能を利用する

赤外線リモコン用のｉアプリをダウンロードして、
FOMA端末を赤外線リモコンとして使用します。
･各機器に対応したｉアプリをダウンロードしてく
ださい。
･お買い上げ時に登録されているｉアプリ「Gガイ
ド番組表リモコン」を起動すると、FOMA端末を
テレビなどの赤外線リモコンとして利用できま
す。☛P281
･セルフモード中および赤外線通信中は本機能を
利用できません。
･対応機器や周囲の明るさによって、通信動作に影
響を受けることがあります。
･赤外線リモコンに対応した機器でも操作できな
い場合があります。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

赤
外
線
通
信
モ
l
ド



353

デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

FOMA 端末の赤外線ポートを対応機器の赤外線受信
部に向けてリモコン操作をしてください（操作方法
はｉアプリによって異なります）。リモコン操作がで
きる角度は中心から15度、距離は最大で約4mです。
ただし、操作する機器や周囲の明るさなどによって、
操作できる角度と距離は変わります。

データ送受信時の動作を設定する
データ送受信設定

赤外線通信や USB 接続によるデータ送受信時の
動作を設定します。

1 m623

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

サウンドレコーダーを使いこなす

サウンドレコーダーで音声を録音する
サウンドレコーダー

サウンドレコーダーを使用して音声の録音がで
きます。録音した音声はFOMA端末で再生するだ
けでなく、miniSDメモリーカードに保存したり、
ｉモードメールに添付して送信できます。
･録音した音声は、映像のない動画／ｉモーション
として保存されます。
･miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。
miniSDメモリーカードをお持ちでない場合は、家
電量販店などでお買い求めいただけます。

リモコン操作について

お買い上げ時 通信終了音：OFF　自動認証：なし　
電話帳の画像送信：あり

通信終了音：
通信終了時に終了音を鳴らすかどうかを設
定します。

自動認証：
USB 接続による通信時に、認証コードを通
信相手と自動でやりとりするかどうかを設
定します。
･「あり」に設定するときは、端末暗証番号
を入力し、4 ～ 8 桁の携帯側認証コード
（FOMA端末側）とパソコン側認証コード
（相手側）を入力し、pを押します。

電話帳の画像送信：
電話帳の全件送信時に、電話帳に登録されて
いる画像を一緒に送信するかどうかを設定
します。

赤外線受信部

赤外線ポート

約4ｍ

15度15度

録音画面の見かた

a保存先
保存先を示します。☛P190
：FOMA端末
：miniSDメモリーカード

b種別
音声を録音することを示します。

cインジケータ
＜録音待機中の場合＞
保存先の保存領域の使用率を示します。
･miniSD メモリーカードの保存領域の使用率
は、音声が保存されていなくても0にならない
ことがあります。

＜録音中／一時停止中の場合＞
サイズ制限で設定しているファイルサイズ（「制
限なし」の場合は保存可能サイズ）に対する録
音したサイズの割合を示します。

dカウンタ
＜録音待機中の場合＞
現在の設定でFOMA端末またはminiSDメモリー
カードに保存できる音声の最大時間（目安）を示
します。
＜録音中／一時停止中の場合＞
経過時間／残り時間（録音停止するまでの時間）
（目安）を示します。
e品質
音声の品質を示します。☛P355

fサイズ制限
ファイルサイズの制限値を示します。☛P355

d

e f
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音声ファイルのファイル名や表示名、タイトルには、
録音した日時が自動的に付けられます。
（例）2006年7月10日12時34分56秒の場合

→20060710123456
ファイル形式は以下のとおりです。

おしらせ
●録音後、ファイル名や表示名を変更できます。

☛P346
●FOMA端末の日付・時刻が設定されていない場合、
ファイル名・表示名・タイトルは「--------------」にな
ります。

音声の録音時間は、品質、サイズ制限の設定によっ
て変わります。
･品質、サイズ制限は動画／録音詳細設定で設定で
きます。☛P188

■ 音声の録音時間（D902iS本体）
D902iSに保存するときに、1回に録音できる時
間（目安）と、保存できる合計録音時間（目安）
を以下に示します。

■ 音声の録音時間（miniSDメモリーカード）
miniSDメモリーカードに保存できる合計録音時間
（目安）を、容量が16Mバイト／32Mバイトの場
合について以下に示します。

･「メール添付用（小）」「メール添付用（大）」の1回の録
音時間はD902iSに保存するときと同じです。
･「制限なし」の場合、1回で合計録音時間まで録音でき
ます。

音声を録音する

･周囲の騒音が少ない、できるだけ静かな場所で録
音してください。
･着信音量を「silent」（消音）に設定している場合
やマナーモード中、公共モード（ドライブモード）
中などでも、録音確認音（シャッター音）は鳴り
ます。また、録音確認音（シャッター音）の音量
は変更できません。
･サウンドレコーダー起動時は決定キーの照明が青
で点灯します。録音中はコンパクトライトが赤、
決定キーの照明が色を変えながら点滅します。一
時停止中はコンパクトライトが赤、決定キーの照
明が緑で点灯します。点灯／点滅しない設定や点
灯パターン／点灯色の変更はできません。

1 m68

2 oまたはC

･音声は送話口から録音されます。
･録音を一時停止するときはoを押します。
が に切り替わります。oまたはCを押す
と、録音を再開します。

3 pまたはC
録音確認音（シャッター音）が鳴り、音声の録音
が終了します。録音した音声の確認画面が表示さ
れます。
･動画／録音詳細設定の自動保存を「する」に設
定しているときは、録音した音声が保存され、
録音画面に戻ります。操作4以降の操作は不要
です。

ファイル名・ファイル形式について

項　目 内　容
ファイル形式 MP4（MobileMP4）
符号化方式 AMR
拡張子 3gp

音声の録音時間について

項　目 品　質
ファイルサイズ制限

メール添付用（小）メール添付用（大）
1回あたりの
録音時間

STD 約4分 約7分
HQ 約3分 約5分

保存できる合
計録音時間

STD 約161分 約161分
HQ 約106分 約106分

容　量 品　質
ファイルサイズ制限

メール添付用（小） メール添付用（大） 制限なし

16MB
STD 約224分 約224分 約225分
HQ 約148分 約147分 約148分

32MB
STD 約479分 約480分 約481分
HQ 約315分 約315分 約316分

録音画面

サウンドレコーダーが
起動します。

録音確認音（シャッター
音）が鳴り、録音が開始
されます。画面下部に

が表示されます。

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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･録音中にファイルサイズが制限値を超えると、
録音が自動的に終了し、その時点までに録音し
た音声が保存の対象になります。
･一時停止中にpを押して録音を終了した場合
は、その時点までに録音した音声が保存の対象
になります。

4 録音した音声を確認
･音声をすぐに保存する：操作5に進む
･保存しないで録音し直す：c
･音声を再生する：p
動画／録音詳細設定の自動再生を「する」に設
定している場合は、自動的に再生されます。

■ メールに添付して送信する：a
録音した音声を保存するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると、録音
した音声がFOMA端末に保存され、メール作
成画面が表示されます。
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ていても、FOMA端末に保存されます。
･録音した音声のファイルサイズが500Kバ
イトを超える場合は、添付できません。

■ タイトルを変更する：m31zタイトル
を入力（全角・半角を問わず31文字まで）z
p
･変更したタイトルは音声保存後に有効にな
ります。

■ テロップを挿入する：m32z「はい」
を選択
録音した音声がFOMA端末に保存され、テロッ
プ設定画面が表示されます。以降の操作は「テ
ロップを挿入する」の操作3以降と同じです。
☛P325
･保存先を miniSD メモリーカードに設定し
ている場合は、テロップを挿入できません。

■ 保存先をFOMA端末／miniSDメモリーカー
ドに切り替える：m5
･録音した音声のファイルサイズが500Kバ
イトを超える場合は切り替えられません。
･音声保存後は、保存先の設定は切り替え前
の設定に戻ります。

■ 保存されている音声を一覧表示する：
m6z1～2
･miniSDメモリーカードの音声を一覧表示す
るときはフォルダを選択します。

5 oまたはCを押す
録音した音声がｉモーションの「カメラ」フォル
ダに保存されます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定してい
る場合は、miniSD メモリーカードの「その他
の動画」フォルダに保存されます。
･保存した音声をすぐに確認するときはpを押
し、音声を選択します。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合は、pを押してフォルダを選択し、
音声を選択します。

おしらせ
●静止画撮影画面や動画撮影画面でmを押し、「機能
切替」→「サウンドレコーダー」を選択してもサウ
ンドレコーダーに切り替わります。

●サウンドレコーダーを利用する際の注意事項につい
ては☛P188「ビデオカメラで動画を撮影する」の
おしらせ

●録音した音声の再生方法については☛P321「動画／
ｉモーションを再生する」

音声の品質を設定する

1 録音画面で & で品質のマーク（ 、
）を選ぶ

･8を押しても選べます。

2 %でマークを切り替えzoを押す

ファイルサイズを制限する

1 録音画面で & でサイズ制限のマーク
（ 、 、 ）を選ぶ
･9を押しても選べます。

2 %でマークを切り替えzoを押す

標準 ：標準的な品質です。
高品質：音質がよくなりますが、録音できる

時間は短くなります。
･8を押して値を切り替え、oを押しても設
定できます。

メール添付用（小）※1：
ファイルサイズを 290K バイト以下に制限
します。ｉ モードメールに添付して大容量
メールに対応していない機種に送信できる
ファイルサイズです。
メール添付用（大）※1：
ファイルサイズを 490K バイト以下に制限
します。大容量メールに対応している機種に
送信できるファイルサイズです。
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PDF対応ビューアを使いこなす

Menu 55

PDFデータを表示する
マイドキュメント

FOMA端末のデータBOXのマイドキュメントに
保存されているPDFデータを表示します。サイト
やインターネットホームページからダウンロー
ドしたPDFデータも表示できます。PDFデータ
表示中は、拡大／縮小、文字列の検索、リンク表
示、画面の切り出しなどさまざまな操作ができま
す。
･ PDFデータをダウンロードするには☛P213
･お買い上げ時は「辞典機能」と「珍さんの釣り物
語」が「プリインストール」フォルダに保存され
ています。

1 u5zフォルダを選択
各フォルダには次のようなPDFデータが保存さ
れています。

2 PDFデータを選ぶ

a取得元

bファイル種別

cファイル制限

･t を押すたびにサムネイル表示とタイトル表
示が切り替わります。
･ PDFデータのサムネイル画像が表示できない場
合、サムネイル表示では次のアイコンが表示さ
れます。

･表示名を変更できます。☛P346

制限なし：
ファイルサイズを制限しません。動画／録音
詳細設定で保存先を「本体」に設定している
場合は選択できません。

･9を押して値を切り替え、oを押しても設
定できます。

※１：マークを選んだとき、画面には「メール添
付（小）」「メール添付（大）」と表示され
ます。

ｉモード：
サイトからダウンロードしたPDFデータ
プリインストール：
お買い上げ時に内蔵されているPDFデータ
データ交換：
miniSD メモリーカードから移動／コピーした
PDFデータ、データ通信で受信したPDFデータ
フォルダ：
他のフォルダから移動したPDFデータ
･お買い上げ時は表示されません。作成する
には☛P344
･フォルダ名は作成時に任意に付けられま
す。

･miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：t
miniSDメモリーカードの操作方法☛P339

：内蔵 ：ｉモード
：データ交換

：すべてのデータをダウンロードしたPDF
データ

：部分的にデータをダウンロードした
PDFデータ
･未取得部分を追加でダウンロードでき
ます。

：通信が途中で切断された場合など、ダウ
ンロードに失敗したPDFデータ

（グレー）：
FOMAカード動作制限機能が設定されて
いるPDFデータ

（青） ：ファイル制限なし
（グレー）：ファイル制限あり

：サムネイル画像がないPDFデータ、一度
も表示していないPDFデータ

：部分的にデータをダウンロードしたPDF
データ

：ダウンロードに失敗したPDFデータ
（グレー）：

FOMAカード動作制限機能が設定されて
いるPDFデータ

カーソル位置のデータの
表示名とマーク

タイトル表示のときサムネイル表示のとき
a c a b c

PDFデータ一覧

b
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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3 oを押す
PDFデータが表示されます。

･(を押すたびに情報表示のありとなしが切り
替わります。
･ PDFデータ表示中に以下の操作ができます。

･スピードセレクターを右に回転すると拡大、左
に回転すると縮小できます。
･ PDFデータによっては表示に時間がかかる場合
があります。
･ PDF対応ビューアに対応していない形式や複雑
なデザインなどを含むPDFデータの場合、正し
く表示されないことがあります。
･ PDFデータにパスワードが設定されているとき
は、パスワードを入力してpを押します。
･ダウンロードに失敗したPDFデータ（ファイル
種別が ）を選択すると、残りのデータをダ
ウンロードするかどうかの確認画面が表示さ
れます。「はい」を選択するとダウンロードが
開始されます。

･部分的にデータをダウンロードしたPDFデータ
（ファイル種別が ）の残りのデータをダウン
ロードするには、PDFデータ表示中にm8
を押します。また、未取得のページを表示しよ
うとするなど、データのダウンロードが必要な
操作を行うと確認画面が表示され、「はい」を選
択するとダウンロードできます（一度「はい」を
選択すると、以降のページは確認画面なしでダ
ウンロードされます）。
･ PDFデータによっては、残りのデータをダウン
ロードできない場合があります。

■ 表示を終了する：cz「はい」を選択
･ PDFデータを変更したときは、保存するか
どうかの確認画面が表示されます。保存す
るときは「はい」を選択してoを押します。
元のPDFデータに上書きされます。
･ PDFデータを変更したときは、PDF表示
画面でm2を押しても保存できます。

■ ツールバーを使う

ao
ツールバーとガイドが表示されます。

b&でマークを選ぶzo

･マークには左から順に 1 ～ 9、0 の
キーが割り当てられています。各キーを押し
てもマークを選択できます。
･ツールバーのガイドが表示されているときに
cを押すとガイドが消え、PDFデータの
スクロールなどの操作ができます。再度ツー
ルバーを選択するにはoを押します。
･ツールバーを消す：#
ガイドが表示されているときは、cでガイ
ドを消してから#を押します。

O ：スクロール（1秒以上押すと高速スク
ロール）

t ：前ページ
a ：次ページ
p ：ヘルプ☛P358
1：縮小
2：全体表示☛P358
3：拡大
4：最初のページ
5：検索☛P358
6：最後のページ
7：右90°回転
8：リンク表示☛P358
9：画面切り出し☛P360
0：ドキュメント情報☛P358
#：ツールバー表示／消去

情報表示あり情報表示なし

PDF表示画面

表示倍率
ページ番号／総ページ数

PDFデータ表示中の各種操作

：縮小 ：全体表示☛P358
：拡大 ：最初のページ
：検索☛P358 ：最後のページ
：右90°回転
：リンク表示☛P358
：画面切り出し☛P360
：ドキュメント情報☛P358

ツールバー

ツールバーのガイド
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■ 表示モードを切り替える
「全体表示」「実際の大きさ」「幅に合わせる」から
選択できます。
am62
b1～3

■ 表示情報の設定を変更する
情報表示ありのときに、表示情報を設定します。
am67
b各項目を選択して設定zp

■ 起動時の表示モード、表示情報の設定を変更する
am7
b各項目を選択して設定zp

■ 表示を拡大／縮小する
am63z倍率を入力(2～1000％）

■ ページレイアウトを切り替える
am65z1～2
･単一ページ（１ページずつ表示）、見開きペー
ジ（2ページずつ表示）から選択できます。
･ 1ページのみのPDFデータや、部分的にデー
タをダウンロードした PDF データでは設定
できません。

■ ページを切り替える

■ 表示を回転する
am64z1～3
･右90°回転、左90°回転、180°回転が行え
ます。
･ページの向きに関わらず、スクロールして前
ページを表示するには u、次ページを表示
するにはdを押します。

■ 文字列を検索する
･部分的にデータをダウンロードしたPDFデータ
の場合は、表示中のページのみ検索されます。

am5
b文字列の入力欄を選択z文字列を入力（全角8
文字（半角16文字）まで）
･部分的に一致する語句も検索するときは「完
全に一致する語だけを検索」の「しない」を
選択します。たとえば、「cat」を入力したと
き、「しない」では「cats」も検索されます
が、「する」では検索されません。
･英字の大文字と小文字を区別しないときは
「大文字と小文字を区別」の「しない」を選択
します。

cp
検索が実行され、入力した文字列に一致した語
が強調表示されます。
･一致した次の語句を強調表示する：a
･一致した前の語句を強調表示する：t
･検索を終了する：m
･ヘルプを表示する：p

■ リンクを利用する
PDFデータのリンク項目を利用してページ移動し
たいときは、リンク表示をONに切り替えます。リ
ンク表示をONにすると、文中の電話番号やメール
アドレス、URLのリンクを利用して音声電話／テ
レビ電話をかけたり、ｉ モードメールを作成した
り、サイトに接続することもできます。
･リンク表示をONにするとスクロール操作やペー
ジ移動はできません。利用したいリンク項目があ
る箇所を表示してから操作してください。

am66
bリンク項目を選択
･電話番号、メールアドレス、URLを選択した
ときの操作はサイトからの Phone To（AV
Phone To）、Mail To、Web Toと同じです。
･リンク表示を終了するにはmを押します。

■ ドキュメント情報を表示する
タイトル、著作者名、ファイルサイズなどを表示
できます。
am9

■ ヘルプを表示する
キー操作を確認できます。
aPDF表示画面または検索結果面でp

ステータス表示：
ページ番号／総ページ数と表示倍率を表
示するかどうかを設定します。

スクロールバー：
スクロールバーを表示するかどうかを設
定します。
･「なし」に設定してもスクロール操作は
できます。

表示モード：
「全体表示」「実際の大きさ」「幅に合わせ
る」から選択します。

情報表示：
「あり」「なし」から選択します。

ステータス表示、スクロールバー：
設定項目は「表示情報の設定を変更する」
と同じです。
･情報表示「あり」のときのみ選択できま
す。

表示ページ 操　作
前ページ tまたはm14
次ページ aまたはm15
指定ページ m13zページ番号を入力
最初のページ 4またはm11
最後のページ 6またはm12

マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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おしらせ
●パソコンなどでminiSDメモリーカードにPDFデー
タを保存し、FOMA端末で表示することもできます。
･miniSDメモリーカード内のPDFデータの保存場
所やファイル名については☛P334
･miniSDメモリーカード内のPDFデータを表示す
るには☛P339

しおりやマークを使う

しおりやマークを選択して、ページをすばやく表
示できます。しおり、マークには次の3種類があ
ります。

･ｉモードしおりには位置と現在の表示状態（倍率、
回転方向）も登録されます。マークには位置のみ
登録されます。
･ PDFデータによっては、ｉモードしおりやマーク
があらかじめ登録されている場合があります。
･ｉモードしおり、マークはそれぞれ最大10件登
録できます（あらかじめ登録されていたｉモード
しおり、マークの件数も含む）。ただし、PDFデー
タによっては最大件数まで登録できない場合が
あります。

しおりを使う

1 PDF データ表示画面で m41z
しおりを選択

ｉモードしおりを使う

1 ｉモードしおりを登録するページを表示
zm422

2 ｉモードしおりの情報を入力（全角64
文字（半角128文字）まで）zpを押す

1 PDFデータ表示画面でm421
zｉモードしおりを選択
該当ページの、ｉモードしおりが登録されている
位置が、登録時の表示状態（倍率、回転方向）で
表示されます。
■ 編集する：

aｉモードしおりを選ぶzm1
bｉモードしおりの情報を入力zp

■ 1件削除する：
aｉモードしおりを選ぶzm21
b「はい」を選択

■ 複数削除する：
am22zｉモードしおりを選択
bpz「はい」を選択

■ 全件削除する：
am23
b端末暗証番号を入力z「はい」を選択

おしらせ
●ｉモードしおりの複数削除は、PDFデータ表示画面
でmを押し、「しおり・マーク」→「ｉモードしお
り・マーク」→「ｉモードしおりの削除」を選択し
ても行えます。

●miniSD メモリーカードなどを利用してパソコンな
どにPDFデータを移動した場合、ｉモードしおりが
消去される場合があります。

マークを使う

1 マークを登録するページを表示zm
425を押す
マークが登録され、現在の表示範囲の中央にマー
クが表示されます。

1 PDFデータ表示画面でm424
zマークを選択
該当ページの、マークが登録されている位置が表
示されます。

■ 1件削除する：
aマークを選ぶzm1
b「はい」を選択

■ 複数削除する：
am2zマークを選択
bpz「はい」を選択

種　類 説　明
しおり あらかじめ登録されているしおりです。追

加や変更、削除はできません。登録されて
いないPDFデータもあります。

ｉモード
しおり

あとから追加できるしおりです。しおりの
情報としてページの説明などを登録できる
ので、目次やメモなどとして使用できます。

マーク ｉモードしおりと同様にPDFデータにあと
から追加できます。情報は登録できません。
一覧画面にはページ番号が表示されます。

ｉモードしおりを登録する

ｉモードしおりを表示する

マークを登録する

マークを表示する

し
お
り
／
マ
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ク

つづく
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■ 全件削除する：
am3
b端末暗証番号を入力z「はい」を選択

おしらせ
●マークの複数削除は、PDFデータ表示画面でmを
押し、「しおり・マーク」→「ｉモードしおり・マー
ク」→「マークの削除」を選択しても行えます。

●miniSD メモリーカードなどを利用してパソコンな
どにPDFデータを移動した場合、マークが消去され
る場合があります。

ページのイメージを保存する
画面切り出し

現在画面に表示している内容をJPEG形式の画像
として保存します。
･ PDFデータによっては画面切り出しができない場
合があります。
･保存した画像のFOMA端末外への出力の可／不可
は、切り出し元のPDFデータの設定に従います。
･切り出される画像サイズは、PDFデータが表示さ
れている画面領域の大きさによって異なります。

1 PDFデータ表示画面でm3を押す
画面表示内容がマイピクチャの「カメラ」フォル
ダに保存されます。

PDF対応ビューアの動作条件を設定す
る 動作設定（マイドキュメント）

PDFデータ一覧の表示形式を選択します。「あり」
に設定するとサムネイル表示、「なし」に設定す
るとタイトル表示になります。

1 u5zm4z1～2のいず
れかを押す

おしらせ
●PDFデータ一覧では、mを押して「動作設定」を
選択します。

音楽を聞く

音楽の再生方法について

FOMA端末で音楽を再生する方法には、ミュージッ
クプレイヤーで再生する方法と、データBOXまた
はminiSDメモリーカードからｉモーションとして
再生する方法があります。
･ミュージックプレイヤーで再生
CDの音楽やMP3などの音楽データを、パソコ
ンから miniSD メモリーカードに転送し、
FOMA端末で再生できます。
･ｉモーションとして再生
ｉモードで取得してFOMA端末に保存した音の
みのｉモーションを、FOMA端末のデータBOX
の「ｉモーション」から再生します。miniSDメ
モリーカードに保存すれば、miniSD メモリー
カードからも再生できます。

ここでは、ミュージックプレイヤーで再生する方法
を説明します。
･データBOXからｉモーションを再生する方法に
ついては☛P321
･miniSDメモリーカードからｉモーションを再生
する方法については☛P339

ミュージックプレイヤーを利用する
ミュージックプレイヤー

CDの音楽やMP3などの音楽データを、パソコン
からminiSDメモリーカードに転送して、FOMA
端末のミュージックプレイヤーで再生できます。
ここでは、添付のCD-ROMに収録されているオー
ディオソフトBeatJam 2006 for  D902iS（以
下、BeatJam）を使用して音楽データをminiSD
メモリーカードに転送し、再生する方法について
説明します。
･ミュージックプレイヤーでの音楽再生には以下
が必要です。
･ miniSDメモリーカード
miniSDメモリーカードをお持ちでない場合は、
家電量販店などでお買い求めいただけます。
miniSDメモリーカードの対応状況や取り扱い、
使用時の注意事項については☛P332
初期化されていないminiSDメモリーカードは、
FOMA 端末で初期化してから使用してくださ
い。☛P342
･ FOMA USB接続ケーブル（別売）
パソコンとFOMA端末を接続します。

お買い上げ時 あり

画
面
切
り
出
し

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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miniSDメモリーカードに音楽データを転送
する

BeatJamで音楽データをパソコンから転送します。

■ BeatJamの動作環境

※1：システム管理者（Administrator またはコン
ピュータの管理者）でのみ使用可能です。パソ
コンの管理者権限の設定操作については、パソ
コンの取扱説明書をご覧になるか、各パソコン
メーカーやマイクロソフト社にお問い合わせ
ください。

■ 転送できる音楽データ形式

･ BeatJamでは他の音楽データ形式も録音・再生
できますが、D902iSに転送して再生できるの
は上記の形式だけです。

■ 保存できる音楽データの時間（目安）
miniSD メモリーカードに保存できる音楽データ
の合計時間（目安）を、容量が16Mバイト／32M
バイトの場合について以下に示します。

■ BeatJamの取扱説明書について
BeatJam のセットアップ時のご注意や操作方法
については、添付の CD-ROM に収録されている
BeatJam の取扱説明書（PDF 形式のマニュア
ル）をご覧ください。ご覧になるには、Adobe
Acrobat Reader（バージョン 5.0 以上を推奨）
が必要です。パソコンにインストールされていな
い場合は、アドビシステムズ株式会社のホーム
ページから最新版をダウンロードできます（別途
通信料がかかります）。詳しくはアドビシステムズ
株式会社のホームページを参照してください。
取扱説明書は以下の方法で確認できます。
a添付のCD-ROMをパソコンにセット
b「BeatJam 2006 for D902iS」をクリック
c「BeatJamの使い方」をクリック
･ BeatJam をインストールしたあとは、「スター
ト」メニューの「プログラム」または「すべての
プログラム」→「BeatJam」→「BeatJam の
マニュアル」を選択します。

■ BeatJamに関するお問い合わせ先
ジャストシステムサポートホームページ
http://support.justsystem.co.jp/
サポートサービスの詳細につきましては、上記
URLにてご確認ください。
また、上記URLでは、製品に関するお問い合わ
せで、特に多いご質問のQ&A情報をご提供し
ています。

株式会社ジャストシステム　ジャストシステムサ
ポートセンター
電話番号：東京：03-5412-3980

大阪：06-6886-7160
受付時間※1：平日：10:00-19:00

土日祝：10:00-17:00
※1：特別休業日（年末年始など）を除く

･お問い合わせの前にユーザー登録が必要です。
ユーザー登録に関しては『BeatJamサポートガ
イド』をご覧ください。

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
･添付のCD-ROMをパソコンにセットすると、自
動的に「ソフトウェアのセットアップ」画面が
表示されます。セットアップ画面が表示されな
いときは、CD-ROM のルートフォルダ内の
「Readme」ファイル（テキスト形式）をご覧
ください。

2「BeatJam 2006 for D902iS」を
クリック

項　目 必要環境
OS Windows 2000、

XP（各日本語版）※1

CPU／メモリ CPU Intel Pentium III 450MHz
以上／メモリ128MB以上

ハードディスク
必要容量

180MB以上

画面 解像度1024×768以上、
High Color以上

サウンド サウンドカード必須

容　量
ビットレート（kbps）

32 128 320
16MB 約55分 約15分 約5分
32MB 約115分 約30分 約10分

音楽CD

音楽データ

MP3などの音楽データ

転送

パソコン D902iS

FOMA USB接続ケーブル（別売）

転送できる形式 転送後の形式
AAC／MP3 AAC

BeatJamをインストールする
ミ
ュ
l
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
l

つづく
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3「BeatJamのセットアップ」をクリック
z画面の指示に従ってインストール
･ BeatJamのインストール終了後には、パソコ
ンを再起動させる必要があります。

以下のいずれかの方法で音楽データを準備します。
BeatJamの操作方法については、BeatJamの取扱
説明書をご覧ください。
･音楽CDをパソコンにセットする
･MP3などの音楽データをBeatJamのライブラリ
に登録する

FOMA端末をminiSDモードに設定してパソコンと接
続し、BeatJamで音楽データを転送します。
･miniSDモードに設定すると、通話やｉモード通
信などができなくなります。
･音楽データを転送するときは、電池残量にご注意
ください。転送中に電池残量がなくなった場合
は、miniSDメモリーカードが壊れたり、データ
を正しく転送できない恐れがあります。大容量の
音楽データを転送する場合は、途中で電池残量が
なくなる可能性がありますので、何回かに分けて
転送してください。

1 FOMA端末にminiSDメモリーカード
を取り付け☛P335

2 FOMA端末でUSBモード設定を
「miniSD モード」に切り替え、パソコ
ンとFOMA端末を接続☛P343

3 BeatJamでminiSDメモリーカードに
音楽データを転送
･操作方法については、BeatJamの取扱説明書
をご覧ください。

4 パソコン操作でハードウェアの取り外
しを行い、FOMA USB接続ケーブルを
外す
･パソコン操作でハードウェアの取り外しを
行ってからFOMA USB接続ケーブルを外さな
いと、パソコンを破損させる恐れがあります。
･パソコンのOSや設定により、ハードウェア（接
続されたFOMA端末）の取り外し操作は異なり
ます。

･ FOMA USB 接続ケーブルの FOMA 端末側コ
ネクタを取り外すときは、必ずリリースボタン
を押しながら水平に引き抜いてください。無理
に引っぱろうとすると故障の原因となります。
･ FOMA端末のUSBモード設定は、約90秒後に
自動的に「通信モード」に切り替わります。手
動で切り替えるときは、b以外のキーを押し、
「はい」を選択します。

おしらせ
●音楽データ転送中にFOMA USB接続ケーブルを取り
外したり、FOMA端末のUSBモード設定を「miniSD
モード」から「通信モード」に切り替えたりしないで
ください。データが破損したり、FOMA端末やパソコ
ンが故障したりする場合があります。

ミュージックプレイヤーで音楽を再生する

miniSDメモリーカードに転送した音楽データを再生
します。
･再生できるのは拡張子「mp4」「3gp」「m4a」
のファイルです。
･お買い上げ時は、ミュージックプレイヤーを起動
すると、トップフォルダ（miniSDメモリーカー
ドの「PRIVATE」→「DOCOMO」→「MMFILE」
→「D_MUSIC」フォルダ）下のフォルダ／ファ
イルが一覧表示されます。トップフォルダにデー
タがないときは起動できません。

1 m9
ミュージックプレイヤーが起動し、音楽データと
フォルダが一覧表示されます。

■ フォルダを移動する：フォルダを選択
･ 1階層上のフォルダに移動する：c
･トップフォルダに移動する：m51
･ホームフォルダ（起動時に表示するフォル
ダ）に移動する：m52

■ ホームフォルダ（起動時に表示するフォルダ）
を変更する：
･トップフォルダとその下のフォルダ（直下
でなくても可）のみ設定できます。

aフォルダを選択してフォルダ内の一覧を表
示

bm6z「はい」を選択

■ ミュージックプレイヤーを終了する：トップ
フォルダでc

音楽データを準備する

miniSDメモリーカードに音楽データを
転送する

ミ
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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2 音楽データを選択

･選択した音楽データの再生が終了すると、フォ
ルダ内の次の音楽データが再生されます。
･再生中は次の操作ができます。

･一覧表示できる音楽データは最大99件です。

■ 選択した音楽データだけを再生する：
あらかじめマークを付けた音楽データだけを
再生できます。
a音楽データを選ぶza
音楽データに が表示されます。
･押すたびにマークのあり／なしが切り替
わります。
･全選択／全解除する：a（1秒以上）
･フォルダを移動するとマークは解除され
ます。
･再生中も操作できます。

bマークを付け終わったらp
･押すたびマーク優先モードのON／OFF
が切り替わります。マークを付けた音楽
データだけを再生するにはON、フォルダ
内の全音楽データを再生するにはOFFに
します。ガイド行に が表示されて
いるときがONです。

co
マーク付きの音楽データが再生されます。

■ イントロ再生する：m1
フォルダ内の音楽データが、先頭から約７秒
間ずつ、順番に再生されます。
･イントロ再生中にoを押すと通常の再生に
切り替わります。

■ シャッフル再生する：再生中または停止中に
t
フォルダ内の音楽データの並び順がランダム
に入れ替わります。
･元の並び順に戻す：m41

■ 平型ステレオイヤホンセット（別売）などを
使って再生する：
平型ステレオイヤホンセットなどを接続して
音楽データを再生するときは、平型ステレオ
イヤホンセットなどのスイッチを使って
ミュージックプレイヤーの操作ができます。
･スイッチで操作するには、イヤホンスイッ
チ設定を「ミュージックプレイヤー操作」に
設定する必要があります。☛P389

※1：再生中は前後の音楽データが再生されま
す。

※2：トップフォルダで押すとミュージックプ
レイヤーが終了します。

おしらせ
●マルチタスク機能で他の機能を実行しても再生は継
続します。ただし、実行した機能によっては再生が
停止する場合があります。

●次の場合は再生が一時停止します。通話・通信やメー
ル受信画面の表示、目覚まし・スケジュールアラー
ムの終了後に、再生が再開されます。
･音声電話／テレビ電話／プッシュトークの着信が
あったとき
･メールを受信したとき（メールの受信表示設定が
「通知優先」の場合）
･目覚ましやスケジュールで指定した日時になった
とき

●映像やテロップ入りの動画／ｉモーションがあって
も再生されません。

o ：停止（再度oを押すと停止した位置か
ら再生）

& ：音量調整
% ：前後の音楽データ再生
c：再生を停止し 1 階層上のフォルダに移

動／トップフォルダで押すとミュー
ジックプレイヤー終了

再生中の音楽データ、番号／
曲数、音量、再生時間

：通常再生
：マーク優先モードON
：イントロ再生

音楽データが再生さ
れます。

：トップフォルダ
：ホームフォルダ
：通常フォルダ

操　作 押しかた
ミュージックプレイヤー起動 1秒以上
再生／停止／フォルダ選択 1回
次の音楽データまたはフォル
ダを選ぶ※１

続けて2回

前の音楽データまたはフォル
ダを選ぶ※１

1秒以上

1 階層上のフォルダに移動／
ミュージックプレイヤー終了

続けて3回※２
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ミュージックプレイヤーの動作条件を設定
する プレイヤー設定

･本機能での設定内容は、ｉモーションの動作設定
にも反映されます。

1 m9zm7

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

お買い上げ時 音量：レベル20　リピート再生：ON　
サラウンド：OFF

音量：
音楽データ再生時の音量を設定します。

リピート再生：
フォルダ内の最後の音楽データを再生後、
先頭の音楽データに戻って再生するかどう
かを設定します。

サラウンド：
音楽データ再生時にサラウンド効果を有効
にするかどうかを設定します。
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マルチアクセスについて
マルチアクセス

マルチアクセスとは、音声電話、パケット通信、
SMSの3つの機能を同時に使用できる機能です。
･タスクバーには、動作中の機能を示すアイコンが
表示されます。
･同時に使用できる機能は次のとおりです。
･ 音声電話：1通信
･ ｉモード、ｉアプリ、ｉモードメール、パソコ
ンなどをつないだパケット通信：いずれか1通
信
･ SMS：1通信
･マルチアクセスの組み合わせ☛P439

おしらせ
●マルチアクセス中はそれぞれの通信について通信料
金がかかります。

マルチアクセスでできる主な操作

接続中の通信を中断せずに、ｉモードメールやSMS、
音声電話を受けたり、別の通信を実行したりできま
す。

1 音声電話通話中にメールを受信

サイトを表示しながら、かかってきた音声電話を受
けます。
･パソコンとつないだパケット通信中も、同様に音
声電話を受けられます。

1 ｉモード中に音声電話がかかってくる

2 nを押す
･マルチタスクの操作で、通話中画面とサイト画
面の切り替えができます。☛P368
･サイト表示を終了する：サイト画面で fz
「はい」を選択
･通話を終了する：通話中画面でf

1 音声電話通話中にb
新規起動メニューが表示されます。
･通話中画面でスピーカーホン機能を利用した
通話に切り替えておくと、サイト画面を見なが
ら通話できます。

2 21を押す

･マルチタスクの操作で、通話中画面とサイト画
面の切り替えができます。☛P368
･サイト表示を終了する：サイト画面で fz
「はい」を選択
･通話を終了する：通話中画面でf

1 音声電話通話中にb
新規起動メニューが表示されます。
･通話中画面でスピーカーホン機能を利用した
通話に切り替えておくと、メールを作成しなが
ら通話できます。

音声電話通話中にｉモードメールを受信する

ｉモード中に音声電話を受ける

受信中はディスプレ
イ上部に と が点
滅表示され、受信が完
了すると が点滅し、

が表示されます。
･ の点滅は自動的に
止まります。

音声電話通話中にｉモードに接続する

音声電話通話中にｉモードメールを送信する

･音声電話がかかって
きたときの画面は、
優先通信モード設定
によって異なりま
す。

新規起動メニュー

マ
ル
チ
ア
ク
セ
ス
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2 12を押す

･マルチタスクの操作で、通話中画面とメール作
成画面の切り替えができます。☛P368
･メール作成を終了する：メール作成画面でf
･通話を終了する：通話中画面でf

1 音声電話通話中にパソコンから発信操
作を行う
パケット通信が始まります。
･パケット通信実行時の画面は優先通信モード
設定によって異なります。
･通話を終了する：通話中画面でf

サイトを表示しながら、音声電話をかけます。
･パソコンとつないだパケット通信中も、同様に音
声電話をかけられます。

1 ｉモード中にb
新規起動メニューが表示されます。

2 nz電話番号を入力znを押す

･マルチタスクの操作で、通話中画面とサイト画
面の切り替えができます。☛P368
･サイト表示を終了する：サイト画面で fz
「はい」を選択
･通話を終了する：通話中画面でf

マルチタスクについて
マルチタスク

マルチタスクとは、複数の機能を同時に実行し、
画面を切り替えながら操作できる機能です。
･タスクバーには、動作中の機能を示すアイコンが
表示されます。
･同時に実行できる機能は 2 つまでです。ただし、
ダイヤル発信、自局番号、マナーモード設定／解
除は、他の機能が2つ実行されていても、起動で
きます。
･機能によっては同時に起動できないものや制限
のあるものがあります。マルチタスクの組み合わ
せ☛P441

新しい機能を実行する

音声電話通話中にスケジュールを表示／登録す
るとき

1 音声電話通話中にb
新規起動メニューが表示されます。
･通話中画面でスピーカーホン機能を利用した
通話に切り替えておくと、スケジュールの画面
を見ながら通話できます。

2 71

3 スケジュールを表示／登録
･スケジュールを終了する：スケジュールの画面
でf
･通話を終了する：通話中画面でf

おしらせ
●動画やアニメーションの再生中、カメラの操作中な
どにメールを自動受信するなど、同時に多くの機能
を実行すると、画面がスムーズに動作しなかったり、
再生中の音声が途切れることがあります。

●新規起動メニューの1階層目を表示中に0を押す
と自局番号を表示できます。ただし、実行中の機能
や状態によっては表示できないことがあります。

音声電話通話中にパケット通信を行う

ｉモード中に音声電話をかける

ｉ モードメールの送
信が終了すると通話
中画面に戻ります。

･電話帳や着信履歴、
リダイヤルから電話
をかけるには、新規
起動メニューから
「電話帳・履歴」を選
択します。

例

マ
ル
チ
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操作する機能を切り替える

複数の機能を実行中にbを押すと画面切替メニュー
が表示され、画面を切り替えて操作できます。

音声電話とｉモードメール作成のマルチタスク
中にメール作成画面へ切り替えるとき

1 音声電話通話中にb
画面切替メニューが表示されます。

2「メール作成」を選択

･通話中画面に戻す：bz 画面切替メニューか
ら「電話」を選択
･画面切替メニュー表示中にmを押すと新規起
動メニューが表示され、新しい機能を起動でき
ます。再度mを押すと画面切替メニューに戻
ります。

おしらせ
●マルチタスクの組み合わせ（☛P441）で選択不可
になっている組み合わせでは、画面を切り替えられ
ません。

●画面切替メニューの項目名は、次のように、メニュー
の項目名などと異なる場合があります。
･ダイヤル入力（電話番号入力）
･ AV通信（外部機器によるテレビ電話）
･ｉモード（iMenu、Bookmark、URL入力、URL
履歴、ラストURL、画面メモ、ｉチャネル）
･メール（ｉモードメール、SMSの一覧画面や詳細
画面）
･メール作成（ｉモードメール作成画面、SMS作成
画面）
･ｉモードメール着信（ｉモードメール、メッセー
ジR/Fの受信画面）
･問合せ（ｉモード問合せ、SMS問合せ）
･ PDF対応ビューア（PDFデータの表示画面）
･ PPPデータ通信（パソコンとつないだパケット通
信）

実行中のすべての機能を終了する

マルチタスクで実行中の全機能を一度に終了させま
す。

1 マルチタスク中にbpz「はい」を選択

FOMA端末を開いて編集画面を表示
するように設定する スライド編集設定

「ON」に設定するとFOMA端末を開くだけでメー
ルの作成画面やスケジュールの編集画面などを
表示できます。

1 m888

2 項目を選択z1～2
･各項目を「ON」に設定すると、以下のように
動作します。

3 pを押す

おしらせ
●スケジュールを「ON」に設定すると、スケジュー
ルの各詳細画面でFOMA端末を開いたとき、編集画
面が表示されます。

例

画面切替メニュー

お買い上げ時 すべてON

受信メール：
受信メール一覧／受信メール詳細画面で
FOMA端末を開いたとき、クイック返信本
文選択画面を表示します。
･クイック返信本文が登録されていないと
きや、クイック返信設定を「OFF」に設
定しているときは、返信用のメール作成
画面を表示します。

送信メール：
送信メール一覧／送信メール詳細画面で
FOMA端末を開いたとき、編集用のメール
作成画面を表示します。

未送信メール：
未送信メール一覧で FOMA 端末を開いた
とき、編集用のメール作成画面を表示しま
す。

チャットメール：
チャットメール画面で FOMA 端末を開い
たとき、送信する本文を入力する画面を表
示します。

スケジュール：
カレンダー画面／デイリービュー画面で
FOMA端末を開いたとき、スケジュールの
新規作成画面を表示します。

メモ帳：
メモ一覧画面／メモ帳参照画面で FOMA
端末を開いたとき、メモ帳編集画面を表示
します。

ス
ラ
イ
ド
編
集
設
定



369

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

指定した時刻に自動的に電源を入れる／
切る 自動電源ON／OFF設定

･自動電源ON設定と自動電源OFF設定を同時刻に
設定できません。

自動電源ON設定を設定するとき

1 m852
■ 自動電源OFF設定を設定する：m85

3

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

おしらせ
●目覚ましやスケジュールアラームと同時刻に自動電
源OFF設定を「ON」に設定すると、目覚ましやスケ
ジュールの動作終了後に自動電源OFFを行います。目
覚まし音鳴動後スヌーズ動作が開始すると、スヌーズ
動作を終了した後に自動電源OFFを行います。また、
お知らせタイマー動作中に自動電源OFF設定で設定
した時刻になった場合、お知らせタイマーの動作終了
後に自動電源OFFを行います。

●自動電源OFF設定を「ON」に設定しても、待受中以
外のときは、指定した時刻になっても、電源は切れ
ません。動作中のそれぞれの機能を終了した後、電
源が切れます。ただし、待受画面からの端末暗証番
号入力画面や、FOMA端末の電源を入れた際に表示
されるPIN1コード、PIN2コード入力画面を表示中
に、指定した時刻になった場合は、電源は切れます。

●病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を
禁止された場所では、電源を切るだけではなく自動
電源ON設定を「OFF」に設定してください。

一定の時間が経過するとアラームで知
らせる お知らせタイマー

指定した時間が経過すると、アラームやバイブ
レータ動作、決定キーの照明の点滅でお知らせし
ます。

1 タイマー時間を入力
･１～60分の間で設定できます。1～9のとき
は、前の0は入力しないでください。

2 rを押す
お知らせタイマーのカウントダウン画面が表示
され、カウントダウンが開始されます。
･m1を押しても開始できます。
･カウントダウン中に電話やプッシュトークが着
信したときや、bを押して他の機能を起動して
も、カウントダウンは継続されます。
･カウントダウン中にcまたはfを押すと、
終了するかどうかの確認画面が表示されます。
確認画面表示中もカウントダウンは継続しま
す。

指定した時間が経過すると

1 アラームが鳴る

2 fで終了させる
待受画面に戻ります。
･鳴動中に約１分間何も操作しないか、f以外
を押すとアラームが止まります。o を押すと
待受画面に戻ります。

お買い上げ時 自動電源ON：OFF　自動電源OFF：OFF

自動電源ON：
自動電源ONを設定／解除します。
･「OFF」に設定すると、時刻、繰り返しは
選択できません。

時刻：
自動的に電源を入れる時刻を設定します。
･ 24時間制で入力します。時、分が0～9の
ときは、前に0を付けます。

繰り返し：
自動電源ONの繰り返しを設定します。
･「OFF」に設定すると、指定した時刻に一
度だけFOMA端末の電源が入った後、自動
電源ON設定の設定は解除されます。

例

電話着信音量で設定
した音量でアラーム
（「ア ラ ー ム・メ ロ
ディ」）が鳴り、決定
キーの照明が点滅し
ます。
バイブレータ設定で
電話着信時の動作を
設定している場合は、
その設定に従って動
作します。

自
動
電
源
O
N
／
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設
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※ 1：パケット通信の送受信中は除きます。

指定した時刻に目覚まし音を鳴らす
目覚まし

指定した時刻に、目覚まし音、決定キーの照明の
点灯／点滅、バイブレータ動作などでお知らせし
ます。
･最大9件設定できます。

目覚まし音を鳴らす時刻や音などを設定する

･目覚ましを設定したときの各項目のお買い上げ
時の設定は、時刻「00：00」、繰り返し「なし」、
目覚まし音「端末設定に従う」、音量「端末設定
に従う」、バイブレータ「端末設定に従う」、イル
ミネーションパターン「端末設定に従う」、イル
ミネーションカラー「端末設定に従う」です。

1 m73

2 1～9
･設定中の目覚ましには、タイトルの左に が
表示されます。

■ 解除する：目覚まし一覧からタイトルを選ぶ
zm
･解除した目覚ましを再設定する：目覚まし
一覧からタイトルを選ぶzm

3 各項目を選択して設定

4 &で音設定画面に切り替えz各項目を
選択して設定

他機能動作中のアラーム通知について

動作 アラーム通知
通話中、プッシュ
トーク通信中

警告音が鳴ります。決定キーの照
明の点滅や、バイブレータは動作
しません。プッシュトーク通信中
の場合は、発言権が開放され、発
言できなくなります。

通話保留中 保留解除後に上記動作となりま
す。

データ送受信中※1、
電 話 や プ ッ シ ュ
トークの発着信中・
呼出中・切断中

左記動作終了後に動作します。
･スケジュールの設定日時になっ
た場合、データ通信でスケジュー
ルデータを受信したとき、スケ
ジュールは動作しません。

お買い上げ時 未設定

時刻：
目覚ましを設定する時刻を入力します。
･ 24時間制で入力します。時、分が0～9の
ときは、前に0を付けます。

繰り返し：
繰り返し設定を選択します。
･「なし」に設定すると、一度だけ目覚まし
が起動します。
･「毎日」に設定すると、毎日目覚ましが起
動します。
･「曜日指定」を選択したときは、「曜日選択」
を選択し、曜日を選択してpを押します。

タイトル：
全角7文字（半角14文字）まで入力できます。
･お買い上げ時のタイトルは、「目覚まし1」
～「目覚まし9」に設定されています。タ
イトルを入力していない目覚ましは設定
できません。

目覚まし音：
設定時刻になったときの目覚まし音を設定
します。
･「ｉモーションを選択」または「メロディを
選択」を選択したときは、動画／ｉモーショ
ンまたはメロディから選択します。
選択時にメロディ、動画／ｉモーションを
再生して確認するには☛P133
･「端末設定に従う」に設定すると、音の設
定に従います。

音量：
目覚まし音の音量を選択します。
･「設定する」を選択したときの調整方法に
ついては☛P69
･「端末設定に従う」に設定すると、目覚ま
し音量に従います。
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5 &でその他設定画面に切り替えz各項
目を選択して設定

6 pを押す
待受画面に または （スケジュールアラーム
も設定しているとき）が表示されます。

おしらせ
●メロディによっては、イルミネーションパターンを
「メロディ連動」に設定すると、決定キーの照明が点
灯／点滅しないことがあります。

●目覚まし音に設定したデータを削除した場合は、「端
末設定に従う」に設定されます。

設定時刻になると

1 目覚まし音が鳴る

2 fで終了させる
鳴動前の画面に戻ります。
･鳴動中に約1分間何も操作しないか、f以外
を押すと、目覚まし音が止まり、「1分間鳴った
後、4分間停止」する動作（スヌーズ動作）を
30 分間繰り返します。スヌーズ動作中に目覚
まし音が停止しているときは「スヌーズ中
Snooze」と表示されます（動画／ｉモーショ
ンを設定している場合は最初のコマが表示さ
れます）。f を押すとスヌーズが解除され、
鳴動前の画面に戻ります。
･鳴動中に電話やプッシュトークの着信がある
と、スヌーズ動作になります。
･同じ時刻に複数の目覚ましを設定していると
きは、目覚まし一覧に表示される項目番号の一
番小さい目覚ましが動作します。
･他機能動作中のアラーム通知については

☛P370

･電源が入っていない場合は、設定時刻になっても
電源は入らず、動作しません。アラーム自動電源
ON設定を「ON」に設定すると電源を切っていて
も動作します。
･オールロック中、PIMロック中は動作しません。
･設定時刻にキャラ電が表示されている場合は、数
秒遅れて動作する場合があります。
･目覚ましとスケジュールアラームを同じ時刻に
設定すると、目覚ましが動作した後、スヌーズ動
作になり、続けてスケジュールアラームが動作し
ます。スケジュールアラームの動作を終了させた
後も、目覚ましのスヌーズ動作は継続します。

バイブレータ：
設定時刻になったときの振動を設定します。
･「選択する」を選択したときは、バイブレー
タの種類を選択します。
･「端末設定に従う」に設定すると、バイブ
レータ設定に従います。

イルミネーションパターン：
設定時刻になったときの決定キーの照明の
点灯パターンを設定します。
･「選択する」を選択したときは、点灯パター
ンを選択します。「メロディ連動」または
「OFF」に設定すると、イルミネーション
カラーは設定できません。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネー
ション設定に従います。

イルミネーションカラー：
設定時刻になったときの決定キーの照明の
点灯色を設定します。
･「選択する」を選択したときは、点灯色を
選択します。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミ
ネーション設定に従います。

設定時刻に動作しない場合について

設定した内容に従って
動作します。動画／
ｉモーションを設定し
た場合は、動画／
ｉモーションが表示さ
れます。
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アラームが鳴る時刻に自動的に電源が
入るように設定する アラーム自動電源ON設定

スケジュールや目覚ましで指定した日時に電源
が入っていなかったとき、電源が自動的に入り、
アラーム／目覚まし音が鳴るように設定します。

1 m855

2 1を押す
･自動的に電源を入れない：2

おしらせ
●病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を
禁止された場所では、電源を切るだけではなく本設
定を「OFF」に設定してください。

●「ON」に設定しているとき、PIN1コードON／OFF
機能を「ON」に設定している場合に目覚ましやスケ
ジュールで指定した日時になると、電源が ON にな
り、PIN1コード入力画面が表示される前に目覚まし
音やアラームが鳴ります。fを押して目覚ましや
アラームを停止させると、PIN1コード入力画面が表
示されます。このとき、目覚まし音やアラームにダ
ウンロードしたメロディまたはｉモーションを設定
していても、お買い上げ時に登録されているメロ
ディ（目覚ましは「アラーム・メロディ」、スケジュー
ルアラームは「アラーム・女性ボイス」）で目覚まし
音やアラームが鳴ります。

Menu 71

スケジュールを管理する
スケジュール帳

仕事の予定などを登録しておくと、設定日時に
なったとき画面表示やアラーム音でお知らせし
ます。

カレンダーを表示する

カレンダー画面から、スケジュールを表示できます。

1 pを1秒以上押す

･複数のスケジュールを設定している日は、最も
早い時刻に登録しているスケジュールの用件
アイコンが表示されます。最も早い時刻に登録
されているスケジュールの時間を過ぎても、次
に登録されているスケジュールの用件アイコ
ンは表示されません。
･Oで日付を移動します。oを押すとデイリー
ビュー画面が表示されます。
･tを押して前月、aを押して翌月に切り替え
ます。
･カレンダーは、前回終了したときの設定で表示
されます。

■ 特定の日を指定して表示する：
aカレンダー画面でm42
b年月日を入力
･西暦は下2桁を入力します。月、日が
1～9のときは、前に0を付けます。
･当日に戻す：m41
･デイリービュー画面ではm52を押
します。当日に戻す場合はm51を
押します。

おしらせ
●スピードセレクター設定の待受起動機能を「スケ
ジュール帳」に設定している場合は、待受画面でス
ピードセレクターを回転させてもカレンダーを表示
できます。

お買い上げ時 OFF

カーソル
用件アイコン

カレンダー画面が表示
されます。
日付は、当日はピンク、
土曜日は青、休日・祝
日は赤で表示されます
（カラーテーマ設定に
より、表示される色は
異なる場合がありま
す）。

その日のスケジュール（3件
以上のときは 3 件目以降を
「 」で表示）
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●カレンダーの祝日設定は、「国民の祝日に関する法律
及び老人福祉法の一部を改正する法律（平成13年6
月22日・法律第59号）」に基づいています（2006
年5月現在）。
ただし、春分の日・秋分の日は、前年2月1日の官
報で発表されるため、変更しなければならないこと
があります。また、上記法律は2003年1月から施
行されていますが、2002年までの海の日と敬老の
日については改正前の日付では表示されませんので
ご注意ください。

●カレンダーは2000年1月1日から2060年12月
31日まで表示できます。

カレンダーの表示形式を設定する
カレンダーモード設定

1 p（1秒以上）zm61

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

休日を設定する 休日設定

会社や学校などの休日を設定できます。日付や曜日
を指定して設定します。
･日付を指定して休日を設定する場合は、最大 30
件登録できます。

日付を指定して休日を設定するとき

1 p（1秒以上）

2 休日にする日付を選ぶzm62
1を押す
設定した日付の色が変わります。
･毎年繰り返して休日にする：m622

■ 解除する：休日設定を解除する日を選ぶz
m623
･全解除する：m624

■ 曜日を指定して休日を設定する：
am63
b1～7で休日に設定する曜日を選択
･お買い上げ時は、日曜日が休日に設定さ
れています。
･日曜日以外の曜日を選択したり、日曜日
の選択を解除するとガイド行に「リセッ
ト」が表示されます。お買い上げ時の状
態に戻すときはmを押します。

cp
･曜日が１つも選択されていない状態で登
録すると、お買い上げ時の状態に戻りま
す。

祝日を設定する 祝日設定

祝日の変更や新規登録（5件まで）ができます。

1 p（1秒以上）

2 m64

3 p
■ 変更する：祝日を選択z操作4に進む

■ 削除する：祝日を選ぶzmz「はい」を選択
･お買い上げ時に設定されている祝日は削除
できません。

4 各項目を選択して設定

5 pを押す

お買い上げ時 動作モード：マンスリーモード
表示モード：ノーマルモード

動作モード：
O を押して日付を移動したときのカレン
ダーの表示方法を設定します。
･「マンスリーモード」に設定すると、1ヶ月
ごとに画面が切り替わります。
･「スライドモード」に設定すると、1週間ご
とに画面がスクロールします。

表示モード：
1週間の始まり（左の表示）の曜日を設定し
ます。
･「ノーマルモード」に設定すると、日曜日
になります。
･「ビジネスモード」に設定すると、月曜日
になります。

例

祝日名：
全角11文字（半角22文字）まで入力でき
ます。
･お買い上げ時に設定されている祝日の祝
日名は変更できません。

表示：
設定した祝日を表示するかどうかを選択し
ます。
･「OFF」を選択すると日付は設定できませ
ん。

日付：
祝日に設定する日付を入力します。月、日が
1～9桁のときは、前に0を付けます。
･お買い上げ時に設定されている祝日の日
付を変更するときは、「カスタマイズ」を
選択してから日付を入力してください。
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スケジュールを登録する

同じ日に複数のスケジュールを登録できます。
･最大300件登録できます。

1 p（1秒以上）

2 スケジュールを登録する日付を選ぶ
zp
･デイリービュー画面でもpを押します。
･スライド編集設定でスケジュールを「ON」に
設定している場合、カレンダー画面から日付を
選ぶかデイリービュー画面を表示して FOMA
端末を開くと、新規作成画面が表示されます。

3 各項目を選択して設定

4 &でメンバーリスト選択画面に切り替
え

5「＜メンバーリスト選択＞」を選択z登
録するメンバーを選択
･ 5名まで登録できます。メンバーリストから、電
話やプッシュトークを発信したり、メールを送
信できます。
･電話帳の1件目に登録されている電話番号、メー
ルアドレス、URLが登録されます。

■ 削除する：メンバーを選ぶzm

6 & でアラーム設定画面に切り替え z
各項目を選択して設定（用件アイコン）：

アイコンを選択します。
･選択したアイコンがスケジュールの先頭
に表示されます。

予定(内容入力欄)：
選択した用件アイコンに対応した内容が表
示されます。必要に応じて変更します（全角
100文字（半角200文字）まで）。
･内容変更後にアイコンを変更しても、内容
は変更されません。

終日：
時間を指定せずに終日のスケジュールとし
て設定するかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、デイリービュー画面
のスケジュールの日付・時刻表示部分には
「終日」と表示されます。長期間スケジュー
ルを終日に設定すると、日付の後ろに「終
日」と表示されます。

開始日時：
スケジュールの開始日時を入力します。
･西暦は下2桁を入力します。月、日が
1～9のときは、前に0を付けます。
･時刻は24時間制で入力します。時、分が
0～9のときは、前に0を付けます。
･ 2060年12月31日まで設定できます。
･終日に設定した場合は時刻を設定できま
せん。

終了日時：
スケジュールの終了日時を入力します。
･日時の入力方法は開始日時と同じです。
･開始日時よりも後の日付に設定すると、カ
レンダー画面には、設定した日付の右上に
が表示されます。また、デイリービュー

画面とスケジュール詳細画面の用件アイ
コンの下に が表示されます（長期間ス
ケジュール）。

要約・メモ：
全角300文字（半角600文字）まで入力で
きます。

アラーム（スケジュールアラーム）：
アラームを鳴らすかどうかを設定します。
･「あり」を選択し、アラーム選択欄から
「ｉ モーションを選択」または「メロディ
を選択」を選択したときは、アラーム音を
動画／ ｉ モーションまたはメロディから
選択します。
選択時にメロディ、動画／ｉモーションを
再生して確認するには☛P133
･「あり」に設定し、「端末設定に従う」に設
定すると、音の設定に従います。

予告アラーム：
スケジュールの開始日時より前にアラーム
を鳴らすかどうかを設定します。
･アラーム音の選択方法はアラームと同じ
です。
･「なし」を選択すると、予告アラーム時間
（分前）は設定できません。

予告アラーム時間(分前)：
スケジュールの開始日時の何分前に予告ア
ラームを鳴らすかを設定します。
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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7 & でその他の設定画面に切り替え z
各項目を選択して設定

8 pを押す
･アラームや予告アラームを設定したスケジュー
ルを登録すると、待受画面に または （目
覚ましも設定しているとき）が表示されます。

カレンダー画面を表示せず、待受画面から簡単な
キー操作でスケジュールを登録できます。

1 スケジュールを登録する日時を8桁の数
字で入力zp
スケジュールの新規作成画面が表示されます。
（例）7月10日午後3時の場合：「07101500」

と入力する
･時間2桁、分2桁を入力すると、当日の新規作成
画面が表示されます。ただし、現在の時刻より
前の時刻を入力した場合は、翌日の日付の新規
作成画面が表示されます。

2 スケジュールを登録

おしらせ
●１つのスケジュールで、長期間スケジュールと繰り返
しスケジュールを同時に設定できません。

●スケジュールアラーム画面の表示内容は、次の方法で
変更できます。最後に行った設定が有効になります。
･アラーム設定画面で、音声と映像のある動画／
ｉモーションを選択する※1

･音の設定のスケジュール音に音声と映像のある動
画／ｉモーションを設定しているときに、アラー
ム設定画面で「端末設定に従う」を選択する※1

･その他の設定画面のイメージで画像を選択する※2
※ 1：既にその他の設定画面のイメージに画像が設

定されているときに本設定を行うと、イメー
ジは「なし」に変更されます。

※ 2：既にアラームや予告アラームに音声と映像の
ある動画／ｉモーションが設定されていると
きに本設定を行うと、標準のメロディに変更
されます

●スケジュールアラームと予告アラームに設定した
データを削除した場合は、「端末設定に従う」に設定
されます。

●スケジュール帳に登録した内容は、別にメモを取り、
保管することをおすすめします。
miniSD メモリーカードを利用して、スケジュール
を保存できます（☛P336）。パソコンをお持ちの場
合は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を利用して、パソコンに保管すること
もできます。

繰り返し：
スケジュールの繰り返しの動作を設定しま
す。
･スケジュールの開始年月日を「31日」やう
るう年の「2月29日」などに設定し、繰り
返し設定を「毎月」または「毎年」を選択
した場合など、該当する日が存在しない月、
年には、その月、年の月末（「30日」や「2
月28日」など）が繰り返し日となります。
･「なし」に設定すると、一度だけスケジュー
ルアラームが起動します。
･「曜日指定」を選択したときは「曜日選択」
を選択し、アラームを鳴らす曜日を選択し
てpを押します。
･繰り返しを設定すると、カレンダー画面に
は、設定した日付の右上に が表示されま
す。ただし、設定した最初の日にのみ用件
アイコンが表示されます。また、デイリー
ビュー画面とスケジュール詳細画面の用
件アイコンの下に が表示されます（繰
り返しスケジュール）。

イメージ：
スケジュールアラーム画面に表示するイ
メージを設定します。
･「あり」を選択したときは、「画像選択」を
選択し画像を選択します。Flash画像は設
定できません。
･「なし」を設定したときは、お買い上げ時
のイメージが表示されます。

待受画面からスケジュールを登録する
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設定日時になると

1 アラームが鳴る

2 fで終了させる
鳴動前の画面に戻ります。
･鳴動中に1分間何も操作しないか、f以外を
押すと、アラームが止まります。設定により、
画面表示は次のようになります。o を押すと
鳴動前の画面に戻ります。

･同じ日時に複数のスケジュールを設定してい
るときは、アラームを止めてから、&で他の
スケジュールの内容を確認できます。
･他機能動作中のアラーム通知については

☛P370
･プライバシーモード中（スケジュールを「認証
後に表示」に設定した場合）は、動作しません。
また、シークレット属性を設定している場合
は、シークレットモードを設定していないと動
作しません。それ以外で設定日時に動作しない
場合は、「設定時刻に動作しない場合について」
を参照してください。☛P371

おしらせ
●音量は、スケジュール音量で鳴ります。
●イルミネーション設定やバイブレータ設定を設定し
ている場合は、その設定に従って動作します。

●予告アラームを設定しているときは、開始日時前に
予告アラームが鳴ります。

●終日設定でスケジュールアラームを設定した場合
は、設定した日の00:00になると、動作します。

スケジュールアラームの初期値を設定する
アラーム初期値設定

スケジュール登録時のスケジュールアラームの初期
値を設定します。
･初期値を変更しても、登録済みのスケジュールの
設定は変更されません。

1 p（１秒以上）zm65

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

登録したスケジュールを確認する

表示したスケジュール画面から、スケジュールの追
加や変更、削除ができます。

1 p（1秒以上）zスケジュールの登録日
を選択

■ 特定の用件のスケジュールのみ表示する（用
件別表示モード）：
ap（1秒以上）
bm32
･全用件表示にする：m31
･デイリービュー画面では m42 を
押します。全用件表示に戻すにはm4
1を押します。

c用件アイコンを選択
カレンダー画面、デイリービュー画面の右
上に選択した用件アイコンが表示され、そ
の用件アイコンが設定されているスケ
ジュールのみ表示されます。

設定 画面表示
イメージ 設定したイメージ
動画／ｉモーション 最初のコマ

設定した内容に従って
動作します。イメージ
や動画／ｉモーション
を設定した場合は、そ
れらが表示されます。
ただし、イメージにパ
ラパラマンガを設定し
ているときは、最初の
コマが表示されます。

スケジュールアラーム画面

お買い上げ時 すべてアラームあり

通常登録時：
カレンダー画面からスケジュールを登録す
るときのスケジュールアラームの初期値を
設定します。

待受画面から登録時：
待受画面からスケジュールを登録するとき
のスケジュールアラームの初期値を設定し
ます。

･デイリービュー画面
では、&で日付が
切り替わります。

デイリービュー画面
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2 スケジュールを選択

■ 変更する：
aスケジュール詳細画面でp
･スライド編集設定でスケジュールを
「ON」に設定している場合、スケジュー
ルの各詳細画面でFOMA端末を開くと、
編集画面が表示されます。
･デイリービュー画面では、スケジュール
を選びm2を押します。

bスケジュールの内容を変更zp
c「はい」を選択

おしらせ
●表示中のスケジュールの内容に電話番号・メールア
ドレス・URL が含まれている場合は、Phone To
(AV Phone To)・Mail To・Web To機能を利用で
きます。

スケジュールをコピーして別の日付のスケジュール
として貼り付けます。
･長期間スケジュールまたは繰り返しスケジュー
ルをコピーして貼り付けた場合は、設定されてい
た日数分のスケジュールが貼り付けられます。
･コピーしたスケジュールはスケジュール帳を終
了するまで記録され、別の日付に何度でも貼り付
けることができます。ただし、記録できるのは1
件のみで、新たにコピーすると内容は上書きされ
ます。

1 p（1秒以上）zスケジュールの登録日
を選択

2 スケジュールを選ぶzm61

3 c

4 スケジュールを貼り付ける日付を選ぶ
zm5を押す
･デイリービュー画面では、m62 を押し
ます。

スケジュールをｉモードメールの本文として送信し
ます。
･操作する画面によって、送信できるスケジュール
の件数が異なります。

○：実行可　×：実行不可

※1：登録しているすべてのスケジュール（過去のス
ケジュールも含む）が送信されます。

･スケジュールはメール本文に Date To 形式で入
力されます。☛P387
･メール本文の容量を超えたスケジュールは、超過
した分が削除されます。
･用件別表示モードのときは、表示されている用件
だけがメール本文に入力されます。
･シークレット属性が設定されたスケジュールを
送信するときは、シークレットモードを設定して
ください。

デイリービュー画面から1件のスケジュールを
メール送信するとき

1 p（1秒以上）zスケジュールの登録日
を選択

2 スケジュールを選ぶzaを押す

･選択した日に登録されているすべてのスケ
ジュールをメール送信する：m712
･登録しているすべてのスケジュールをまとめ
てメール送信する：m713
･カレンダー画面ではm81を押し1ま
たは2を押します。
･スケジュール詳細画面ではaを押します。

スケジュールで選択した日付の送受信メールを検索
します。

スケジュールをコピー／貼り付けをする

スケジュール詳細画面

スケジュールからメールを作成する

スケジュールからメールを検索する

送信方法

操作画面
1件送信 1日送信／

全件送信※1

カレンダー画面 × ○
デイリービュー画面 ○ ○
スケジュール詳細画面 ○ ×

例
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カレンダー画面から受信メールを検索するとき

1 p（1秒以上）zメールを検索する日を
選ぶ

2 m821を押す

･送信メールを表示する：m822
･デイリービュー画面で受信メールを表示する
ときはm721を押します。送信メー
ルを表示するときはm722を押しま
す。
･受信／送信メールの見かた☛P248
･メール検索を解除する：m0

スケジュールを削除する

･操作する画面によって削除できるスケジュール
の件数が異なります。

○：実行可　×：実行不可

･長期間スケジュールまたは繰り返しスケジュー
ルを削除すると、当日だけでなく長期間スケ
ジュールまたは繰り返しスケジュールが含まれ
るすべての日から削除されます。「選択日前日ま
で削除」を選択した場合でも、長期間スケジュー
ルが前日にかかっているときには、当日以降にか
けてのスケジュールもすべて削除されます。

デイリービュー画面からスケジュールを削除す
るとき

1 p（1秒以上）zスケジュールの登録日
を選択

2 m3

3 1～3
･選択した日を含む長期間スケジュールを登録
している場合、「１日削除」または「選択日前
日まで削除」を選択すると長期間スケジュール
も削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。

■ 全件削除する：4z端末暗証番号を入力
･シークレットモードを設定していない状態
で削除しても、シークレット属性のスケ
ジュールは削除されません。

4「はい」を選択

おしらせ
●カレンダー画面ではmを押し、「削除」→「１日削
除」「選択日前日まで削除」「全件削除」から選択し
ます。

●スケジュール詳細画面ではmを押し、「削除」を選
択します。

メンバーリストを利用する

スケジュールに登録しているメンバーリストを選択
して、電話やプッシュトークを発信したり、ｉモード
メールを作成したりします。また、メンバーリストの
電話帳データに登録しているURLからサイトを表示
します。

1 p（1秒以上）zスケジュールの登録
日を選択

2 スケジュールを選択 z& でメンバー
リスト一覧画面を表示

･シークレット属性を設定しているメンバーは、
シークレットモードを設定していないと名前
と詳細情報が「＊」で表示されます。また、プ
ライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後
に表示」に設定した場合）は、すべてのメン
バーの名前と詳細情報が「＊」で表示されます。

例

削除方法

操作画面
1件削除

1日削除／選択日
前日まで削除／

全件削除
カレンダー画面 × ○
デイリービュー画面 ○ ○
スケジュール詳細画面 ○ ×

例

メンバーに登録している
1件目の電話番号、メール
アドレス、URL

登録しているメンバー
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3 電話帳データを利用
■ 音声電話／テレビ電話をかける：メンバーを

選ぶz音声電話のときはn、テレビ電話の
ときはt
･条件を設定して電話やプッシュトークの発
信ができます。☛P58

■ ｉモードメールを作成する：メンバーを選ぶ
za
選択したメンバーのメールアドレスが宛先に
設定され、スケジュールはDate To形式で本
文に入力されます。
･メンバー全員にｉモードメールを送信する
ときはm52を押します。

■ サイトを表示する：メンバーを選ぶzm6

おしらせ
●電話帳データに登録している 2件目以降の電話番号
やメールアドレスを利用するときは、メンバーリス
ト一覧画面からメンバーを選択して、電話帳の詳細
画面を表示します。利用する電話番号またはメール
アドレスを選んで電話やプッシュトークを発信した
り、ｉモードメールを作成したりできます。ただし、
電話帳の詳細画面から ｉ モードメールを作成する
と、スケジュールは本文に入力されずDate To機能
は使用できません。

●メンバーリスト一覧画面でpを押すか、スライド
編集設定でスケジュールを「ON」に設定している
場合にFOMA端末を開くと、メンバーリスト選択画
面が表示され、メンバーを登録、削除できます。

他人に見られたくないスケジュールを守る
シークレット属性

シークレット属性を設定すると、シークレットモー
ド中しか表示されません。
･シークレットモードを設定していないときは、
シークレット属性の設定／解除はできません。

1 シークレットモードを設定

2 待受画面でp（1秒以上）zスケジュー
ルの登録日を選択

3 スケジュールを選ぶzm9を押す

･解除する：シークレット属性が設定されている
スケジュールを選ぶzm9

･スケジュール詳細画面で設定／解除する場合
は、m6を押します。

おしらせ
●シークレット属性を設定しているスケジュールのス
ケジュールアラーム、予告アラームは、シークレッ
トモードを設定しないと表示されません。

●シークレットモード中に作成されたスケジュール
は、自動的にシークレット属性が設定されます。

スケジュールの登録件数を確認する
登録件数確認

1 p（1秒以上）zm7を押す

おしらせ
●登録件数は、シークレット属性が設定されている件
数を含みます。

Menu 8222

よく使う機能を登録する
カスタムメニュー

お買い上げ時にmを押して表示されるノーマル
メニューの他に、よく使う機能や頻繁に連絡をと
る相手の電話帳データを登録して、オリジナルの
メニュー（カスタムメニュー）を作ると、機能を
手早く実行したり、簡単に電話をかけたりできま
す。

･あらかじめ4種類のテンプレートが用意されてい
ます。
･テンプレートを読み込むと、カスタムメニューの
登録内容はすべて上書きされます。
･テンプレートを読み込んだ後、メニュー項目の追
加や削除、入れ替えなどもできます。

1 mp
･メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

選択しているスケジュール
にシークレット属性を設定
しているときは が点滅

テンプレートを読み込む

お買い上げ時 スタンダード カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
l

つづく



380

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

2 m71z1～4

3 端末暗証番号を入力z「はい」を選択

･カスタムメニューのメニュー項目をすべて削
除している場合は、端末暗証番号の入力後にテ
ンプレートが読み込まれます。

カスタムメニューを作成する

テンプレートを利用してカスタムメニューを作成し
ます。
･カスタムメニューの1つの階層には最大9個のメ
ニュー項目が登録できます。

1 テンプレートのサンプルを読み込む
･すべてのメニュー項目を新規に登録する場合
は、全件削除をしてから追加登録してくださ
い。全件削除するには☛P382

2 メニュー項目を登録
･テンプレートには既に9個のメニュー項目が登
録されています。
･グループに上書きするときは、上書きするかど
うかの確認画面が表示されます。「はい」を選
択すると、グループ内に登録したメニュー項目
はすべて削除されます。

■ 人物を登録する：
a上書きするメニュー項目を選ぶzm2

1
･追加登録する：m11

b登録する人物を選択

･画像を設定していない電話帳データや、
Flash画像、動画／ｉモーションを設定し
ている電話帳データをカスタムメニュー
に登録すると、あらかじめ登録されている
アイコンがメニュー画面に表示されます。

■ 機能を登録する：
a上書きするメニュー項目を選ぶzm2

2
･追加登録する：m12

･機能選択画面は、メニュー設定のノーマ
ルの表示形式で表示されます（画面はタ
イルアイコン表示の場合です）。ただし、
ノーマルを「アニメーション」に設定し
ているときは、リスト表示になります。

b登録するメニュー項目を選ぶzp

･下位の階層がないメニュー項目を登録す
るときは、項目番号に対応するキーを押
すか、メニュー項目を選択すると登録で
きます。

■ グループを登録する：
電話帳データや機能を目的に合わせてグルー
プ分けするためのグループフォルダを作成し
ます。
a上書きするメニュー項目を選ぶzm2

3
･追加登録する：m13

bグループ名を入力（全角9文字（半角18文
字）まで）zp

スタンダード：
目覚まし、辞典、スピードセレクター設定、
着信表示設定、トータルコーディネイト設
定、着信中オープン応答、スライド編集設
定、暗証番号変更、発信者番号通知設定

データ／セキュリティ：
マイピクチャ、ｉモーション、マイドキュメ
ント、プライバシーモード設定、プロテクト
キー動作設定、ICカード一覧、ICカードロッ
ク、ICカードロック設定、オンリービュー設
定

ユーザデータ：
Bookmark、画面メモ、電話帳検索、スケ
ジュール帳、目覚まし、メモ帳、単語登録、
定型文登録、miniSDカード

カスタマイズ：
トータルコーディネイト設定、待受画面選
択、電話着信音、スピードセレクター音、電
話着信音量、受話音量、ダウンロード辞書、
文字サイズ設定、クイック返信本文登録

テンプレートが読み
込まれ、カスタムメ
ニューに設定されま
す。

「スライド編集設定」
を登録した場合

カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
l

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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■ グループ内に登録する：
aグループを選択
･既にグループ内に項目が登録されている
ときは、グループ内のメニュー項目が表
示されます。項目を選んで上書き登録す
るか、追加登録します。

b「登録（人物）」「登録（機能）」「登録（グ
ループ）」のいずれかを選択z登録操作を
行う
メニュー項目が登録され、グループ内のメ
ニュー項目が表示されます。
･メニューの3階層目にはグループは作成
できません。

c他のメニュー項目を登録

カスタムメニューを利用する

カスタムメニューに登録されている機能を実行した
り、人物に電話をかけたりできます。

1 mp
･メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 メニュー項目を選択

･グループ内の機能や人物を選択する：グループ
を選択zグループ内の機能や人物を選択

■ 機能を実行する：機能を選択
･下位の階層がある機能を選択した場合は、
メニュー項目が表示されます。

■ 電話をかける：人物を選ぶz音声電話をかけ
るときはn、テレビ電話をかけるときはt
･電話番号を2件以上登録している場合は、電
話番号を選択します。
･人物を選択して、1を押すと、条件を設定
して電話やプッシュトークの発信ができま
す。☛P58
電話番号を２件以上登録している場合は、人
物を選択して1を押し、利用する電話番号
を選択すると、同様に操作できます。

■ ｉモードメールを作成する：人物を選ぶza
･メールアドレスを 2 件以上登録していると
きは、メールアドレスを選びaまたはo
を押します。未登録のときは、宛先は空欄
になります。

■ SMSを作成する：人物を選ぶza（1秒以上）
･電話番号を2件以上登録しているときは、電
話番号を選びaまたはoを押します。未
登録のときは、宛先は空欄になります。

おしらせ
●カスタムメニュー表示中もショートカット操作がで
きます。ショートカット操作は、メニュー設定のカ
スタムメニューショートカットの設定に従います。

●シークレット属性を設定した電話帳データの人物
は、シークレットモードを設定していないと人物名
が「＊＊＊」で表示されます。アイコンは にな
ります。

●PIMロック中、プライバシーモード中（電話帳・履
歴を「認証後に表示」に設定した場合）は、人物の
選択はできません。アイコンが に変わり、人物
名は「＊＊＊」で表示されます。

●シークレット属性とPIMロックまたはプライバシー
モード（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定し
た場合）の両方を設定している場合は、PIMロック
中、プライバシーモード中のアイコン表示と動作に
なります。

カスタムメニューを編集する

カスタムメニューに表示されるメニュー項目の表示
順やアイコンの変更、グループ名の変更やメニュー
項目の削除を行います。

1 mp
･メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 メニュー項目を選ぶ z それぞれの操作
を行う
･グループ内のメニュー項目を編集する：グルー
プを選択zそれぞれの操作を行う

■ メニュー項目を入れ替える：m4z入れ替
え先のメニュー項目を選択z「はい」を選択

■ アイコンを変更する：m5zアイコンを選
択
･アイコンを元に戻す：m5zp

機能

人物（電話発信や詳細情報
の確認などができます）

グループ

登録されている機能をすばやく実行するには
カスタムメニューの1階層目に登録した機能は、待受
画面で対応するダイヤルキー（1～9）を１秒
以上押して起動できます。ただし、メニュー項目が人
物やグループのときや 2 階層目以降にメニューがあ
る機能のときは起動できません。

カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
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■ グループ名を変更する：m6zグループ名
を入力zp

■ メニュー項目を削除する：m3z「はい」
を選択
･グループを削除するとグループ内のメ
ニュー項目も削除されます。

カスタムメニューのメニュー項目をすべて削除しま
す。カスタムメニューを新規に作成する際に行います。

1 mp
･メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に設
定しているときは、待受画面でmを押します。

2 m72z 端末暗証番号を入力 z
「はい」を選択
･oを押すと、項目選択画面が表示されます。

Menu 48

自分の名前やメールアドレスなどを登
録する 自局番号

1 m0

2 p

3 端末暗証番号を入力z各項目を選択して
設定

･各項目の設定方法は、「FOMA端末電話帳に登
録する」の操作3と同じです。☛P112
ただし、メモリ番号とグループは設定できませ
ん。
･ 1件目の電話番号には、ご契約の電話番号（自局
電話番号）が表示されます。変更はできません。

4 pを押す

おしらせ
●自局番号のメールアドレスを変更しても、ｉモード
のメールアドレスは変更されません。また、ｉモー
ドのメールアドレスを変更しても、自局番号のメー
ルアドレスは変更されません。ｉモードのメールア
ドレスを確認・変更する方法については、『ｉモード
操作ガイド』をご覧ください。

●自局電話番号はFOMAカードに登録されています。
それ以外の項目は、FOMA端末に登録されます。

自局番号の詳細を表示する

1 m0

2 oz端末暗証番号を入力

･rを押すたびに、電話番号1～5→メールア
ドレス1～5→誕生日→テキストメモ→郵便番
号／住所→会社名→役職名→ URL の順に切り
替わります。lを押すと逆の順に切り替わり
ます。
･登録した電話番号に発番号設定を設定している
場合は、タイトルの右側に が表示されます。
･自局番号の詳細画面のサブメニューから、電話
帳の詳細画面と同様に主に次の操作ができま
す。
･ メール／URL起動☛P118
･ 発信オプション（自局電話番号への発信を除
く）☛P58
･ 項目コピー ☛P124
･ 発番号設定☛P126
･ テレビ電話設定☛P127
･ メールアドレス入替え☛P124
･ 基本情報☛P122
･ 画像／名前表示切替☛P122

カスタムメニューを全件削除する

お買い上げ時 自局電話番号はご契約の電話番号、それ以
外は未登録

･自局電話番号には、
FOMA端末に挿入し
ているFOMAカード
の電話番号が表示さ
れます。

･&でページを切り
替えられます。

自
局
番
号
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■ 登録内容を編集する：m2z登録内容を編
集してp

■ 登録内容をリセットする：m3z「はい」
を選択

声や画像を録音／録画する
音声メモ／動画メモ

待受中に自分の声をメモ代わりに録音したり（待
受中音声メモ）、音声電話やテレビ電話で通話中
に相手の声や画像を録音／録画したりします（通
話中音声メモ／動画メモ）。
･通話中音声メモと待受中音声メモは、1件につき
最大30秒、合わせて最大4件録音できます。
･動画メモは、1件につき最大30秒録画できます。
･電波の状態により、通話中音声メモ／動画メモの
録音内容が途切れたり、録画画像が乱れることが
あります。
･圏外通知や番号変更案内などのガイダンスは録
音できません。

通話中に相手の声や画像を録音／録画する

音声電話通話中は相手の声だけが録音されます。テ
レビ電話通話中は相手の声と画像が録音／録画され
ます。

1 通話中にCを1秒以上押す
録音／録画が開始されます。

･動画メモ録画中は、「Recording 録画中」と表
示された映像が相手に送信されます。
･動画メモ録画中にoを押すと、録画可能時間
の目安と通話時間表示が切り替わります。
･残り約5秒になると、終了予告音（ピピッ）が
鳴ります。終了時には「ピーッ」と音が鳴りま
す（開始時には鳴りません）。ただし、終了予
告音や終了音は録音されません。
･録音／録画を途中で停止する：C（1秒以上）

･動画メモはｉモーションの「カメラ」フォルダ
に保存されます。
動画／ｉモーションの再生方法☛P321
･通話中音声メモ／動画メモを録音／録画して
いるときに FOMA 端末を閉じた場合の動作は
☛P66

Menu 473

待受中に自分の声を録音する

1 C3を押す
約3秒後に「ピーッ」と音が鳴り、録音が開始さ
れます。
･残り約5秒になると、録音終了予告音（ピピッ）
が鳴ります。録音終了時には「ピーッ」と音が鳴
ります。ただし、録音終了音は録音されません。
･録音を途中で停止する：o、f、cのい
ずれか

Menu 474

音声メモを再生する

1 C4
音声メモ一覧には、通話中音声メモと待受中音声
メモの両方が表示されます。

2 音声メモを選択

3「はい」または「いいえ」を選択
･「はい」を選択すると、再生した音声メモが削
除されます。

■ 音声メモ一覧から音声メモを削除する：音声
メモを選ぶzm21z「はい」を選択
･全件削除する：m22z「はい」を選択

録音／録画可能時間の目安

音声電話通話中
音声メモ

テレビ電話通話中
動画メモ

通話中音声メモ
･ 電話番号、名前（相手の
電話番号が電話帳に登録
されている場合）または
発信者番号非通知理由

待受中音声メモ

相手の電話番号（待受中音声メモの場合、「音声メモ」
と表示されます）
録音日時（日付・時刻を設定していない場合は記録され
ません）

音声メモが再生され
ます。
･再生を停止する：o
･音量を調整する：%
･スピーカーホン機能
ON/OFFの切り替え
：n

時間経過の目安

音
声
メ
モ
／
動
画
メ
モ
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■ 音声メモ一覧から電話番号を電話帳に登録す
る：
a通話中音声メモを選ぶzm4
･登録済みの電話帳データに追加する：通
話中音声メモを選ぶzm5

b1 ～ 2z 名前やメールアドレスなど
を登録☛P111、P115
･登録済みの電話帳データに追加する：
1～2z相手を選択z登録内容を修
正☛P123

おしらせ
●音声メモ／動画メモの内容は、別にメモを取るなど
して保管してください。FOMA端末の故障・修理・
電話機の変更やその他の取り扱いによって、録音／
録画内容が消失してしまう場合もあります。万一、
録音／録画内容が消失してしまうことがあっても、
当社としては責任を負いかねますので、あらかじめ
ご了承ください。

●通話中音声メモの場合、音声メモ一覧で相手を選び
nを押すと音声電話、tを押すとテレビ電話を
かけられます。また、サブメニューの「発信オプショ
ン」から条件を設定して電話をかけられます。ただ
し、プッシュトークを発信することはできません。
☛P58

通話時間・料金を確認する
通話時間／通話料金

音声電話、テレビ電話などの前回および積算の通
話時間と通話料金を確認できます。
･通話時間は、音声電話通話時間とテレビ電話通話
時間、64Kデータ通信時間が表示され、かけた場
合とかかってきた場合の両方がカウントされま
す。
･通話料金はかけた場合のみカウントされます。た
だし、フリーダイヤルなどの無料通話先や番号案
内（104）などに通話した場合は、「0 YEN」ま
たは「＊＊＊＊＊＊YEN」と表示されます。
･通話料金は FOMA カードに蓄積されるため、
FOMAカードを差し替えてご利用になる場合、蓄
積されている積算料金が表示されます（2004年
12月から積算開始）。
･ 901iシリーズより前に発売されたFOMA端末
でも通話料金は FOMA カードには蓄積されて
いますが、表示することはできません。

･表示される通話時間および通話料金は、リセット
することができます。
･表示される通話時間および通話料金はあくまで
目安であり、実際の通話時間／通話料金とは異な
る場合があります。また、通話料金に消費税は含
まれておりません。

通話時間を確認する

1 m841を押す
･以前に通話時間を積算リセットした場合は、そ
の時点からの積算通話時間が表示されます。

■ 積算通話時間をリセットする：
a通話時間確認画面でpz端末暗証番号を
入力

b1～4z「はい」を選択
･通話時間画面に戻す：p

通話料金を確認する

1 m8441を押す
･以前に通話料金を積算リセットした場合は、そ
の時点からの積算通話料金が表示されます。

■ 積算通話料金をリセットする：通話料金確認
画面でpzPIN2コードを入力z「はい」を
選択

おしらせ
●着もじの送信料金は含まれません。
●直前通話料金の情報がない場合は、「＊＊＊＊＊＊YEN」
と表示されます。

直前通話時間：
直前に発着信した音声電話、テレビ電話、
データ通信の通話・通信時間

積算通話時間（音声）：
音声電話で通話した積算時間

積算通話時間（テレビ電話）：
テレビ電話で通話した積算時間

積算通話時間（データ）：
データ通信を行った積算時間

前回リセット日時（音声）：
音声電話の積算通話時間を前回リセットし
た日時

前回リセット日時（テレビ電話）：
テレビ電話の積算通話時間を前回リセット
した日時

前回リセット日時（データ）：
データ通信の積算通信時間を前回リセット
した日時

直前通話料金（音声）：
直前にかけた音声電話の通話料金

直前通話料金（テレビ電話）：
直前にかけたテレビ電話の通話料金

直前通話料金（データ）：
直前に行ったデータ通信の通信料金

積算通話料金：
音声電話、テレビ電話、データ通信の通話・
通信料金の積算料金

前回リセット日時：
積算通話料金を前回リセットした日時

通
話
時
間
／
通
話
料
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●通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合の
直前通話料金は、通話内のそれぞれの合計金額が表
示されます。ただし、切り替え中は、料金は加算さ
れません。

●直前および積算の音声電話通話時間やテレビ電話通
話時間、データ通信時間が9999時間59分59秒を
超えると、0秒に戻ってカウントされます。

●FOMA端末の電源を切ると、直前通話時間は保持さ
れますが、直前通話料金は「＊＊＊＊＊＊YEN」と表示
されます。

●着信中や相手を呼び出している時間はカウントされ
ません。

●ｉモード通信、パケット通信、プッシュトーク通信の
通信時間や通信料金はカウントされません。ｉモード
利用料などの確認方法については、ｉモードご契約時
にお渡しする『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

通話料金を自動でリセットする
通話料金自動リセット設定

毎月１日の０時に積算通話料金を自動リセット
します。

1 m8444

2 端末暗証番号を入力z1
･解除する：2

3 PIN２コードを入力

おしらせ
●「ON」に設定しても、設定時と異なるFOMAカード
に差し替えて電源を入れると設定は解除されます。
設定時の FOMA カードを差し込んでも設定は元の
状態に戻りません。

●「ON」に設定しているときは、日付時刻設定で、翌
月以降へ日付時刻が変更されたときもリセットされ
ます。

●「ON」に設定し、１日の0時になったときに電源が
入っていない場合や通話中の場合は、電源を入れた
ときや通話終了後にリセットされます。

●「ON」に設定した場合、電源を入れたときに PIN2
コードの入力が必要です。

通話料金の上限を設定して知らせる
通話料金上限通知

通話料金の上限金額を設定し、積算通話料金が設
定金額を超えると、アラームやアイコンで通知し
ます。
･通話料金通知はあくまで目安であり、実際の通話
料金とは異なる場合があります。

1 m8442

2 端末暗証番号を入力 z 各項目を選択し
て設定

3 pを押す

おしらせ
●通話中または通信中に設定した料金の上限を超える
と、ディスプレイ上部に が表示されます。

●通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設定して
いるときは、通話または通信終了後、待受画面に戻
るとアラームが鳴り、通話料金が上限を超えた旨の
メッセージが表示されます。ただし、通常マナーモー
ド中は、メッセージは表示されますが、アラームは
鳴りません。オリジナルマナーモード中は、オリジ
ナルマナーモード設定の電話着信音量に従って鳴り
ます。また、通話料金自動リセット設定を「ON」に
設定しているときに、1日0時に通話料金の上限を
超える通話や通信を行った場合、アラームは鳴らず、
メッセージも表示されません。

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 OFF

通話料金上限通知：
上限金額を超えたときに通知するかどうか
を設定します。
･「OFF」に設定すると以下の項目は設定で
きません。

料金上限（円）：
料金の上限値を設定します（10円単位で10
～100000円）。

通知方法：
アラームとアイコンで通知するか、アイコン
のみで通知するかを設定します。

アラーム音：
通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設
定したときに、アラーム音をメロディから選
択します。
･選択時にメロディを再生して確認するに
は☛P133

アラーム時間（秒）：
通知方法を「アラーム＋アイコン表示」に設
定したときに、アラームを鳴らす時間を設定
します（1～60秒）。

通
話
料
金
自
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●アラームは、電話着信音量で設定した音量で鳴りま
す。

●アラームが鳴っているときにキー操作を行ったり、
他の機能が起動するとアラームは止まります。また、
プロテクトキーロックの一時解除中は、FOMA端末
を閉じても止まります。

●「ON」に設定後に異なるFOMAカードに差し替えた
場合でも設定は保持されます。

上限通知アイコンを消去する
上限通知アイコン消去

1 m8443z端末暗証番号を
入力z「はい」を選択

電卓として使う
電卓

FOMA端末で四則演算（＋、－、×、÷）ができ
ます。
･最大8桁入力できます。
･スケジュールやメモ帳の入力欄から電卓を利用
し、その結果を元の画面の入力欄に貼り付けるこ
とができます。☛P411

1 m74

2 計算を行う

･入力した数字を1桁削除する：a
･小数点を入力する：(
･表示中の数字の＋と－を切り替える：#

3 oを押す
計算結果が表示されます。
･cを押すと計算結果が削除されます。

■ 計算結果をコピーする：m1
･コピーした数値を貼り付ける：m2
･記録できるのは1件のみで、新たにコピーす
ると数値は上書きされます。コピーした数
値は電源を切るまで記録されます。

･コピーした数値は、メモやメール作成画面
などの入力欄に何度でも貼り付けることが
できます。また、メモやメール作成画面な
どの入力欄から最大上位 8 桁の半角数字を
コピーして、電卓画面に貼り付けられます。
･電卓に貼り付けた数値に続けて数字を入力
することはできません。

おしらせ
●計算結果の整数部分が8桁を超えたり、0で除算す
るとエラーとなり、「E」と表示されます。解除する
にはcを押します。小数点を含む数値が8桁を超
える場合は、表示に収まらない小数部分が四捨五入
されます。

メモを作成する
メモ帳

･最大50件登録できます。

1 m72

2「＜新しいメモ＞」を選択

･スライド編集設定でメモ帳を「ON」に設定し
ている場合、「＜新しいメモ＞」を選んでFOMA
端末を開くと、メモ帳編集画面が表示されます。

3 メモ内容欄にメモ内容を入力（全角
300文字（半角600文字）まで）

■ 電卓で計算した数値を入力する：文字入力画
面でm45z計算を行うzo

ダイヤルキー（0～
9）とO（＋、－、
×、÷）を使って計算
します。

電
卓

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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4 種別アイコン欄の「選択」を選択zアイ
コンを選択

5 pを押す
･メモ内容が入力されていないときは登録でき
ません。

おしらせ
●メモ帳に登録した内容は、別にメモを取るなどして
保管してください。miniSD メモリーカードを利用
して、メモを保存できます（☛P336）。パソコンを
お持ちの場合は、データリンクソフトと FOMA
USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに
保管することもできます。

メモを確認する

1 m72

2 メモを選択

･電話番号・メールアドレス・URLが含まれてい
る場合は、Phone To（AV Phone To）・Mail
To・Web To機能を利用できます。
･pを押すと、メモを編集できます。
･メモを作成した日時が作成日時に、メモを編集
した日時が更新日時に自動的に登録されます。
･スライド編集設定でメモ帳を「ON」に設定し
ている場合、FOMA端末を開くと、メモ帳編集
画面が表示されます。

■ メモを削除する：m1z「はい」を選択

■ メモからメールを作成する：m2

おしらせ
●メモ一覧画面からメモを1件削除する場合は、削除
するメモを選びmを押し、「削除」を選択します。
全件削除する場合は、mを押し、「全件削除」を選
択し、端末暗証番号を入力します。

●メモ一覧画面からメールを作成する場合は、メール
の本文にするメモを選びmを押し、「メール作成」
を選択します。

メモからスケジュールを登録する
Date To機能

メモ内容に入力したDate To形式の記述を選択する
だけで、すばやくスケジュール帳に登録できます。た
とえば、メールの本文にDate To形式の記述が含ま
れている場合は、本文をメモ帳にコピーしてスケ
ジュールへ登録できます。

1 m72zDate To形式で記述して
あるメモを選択

2 Date To形式の記述を選択zスケジュー
ルを登録

Date To はメモ内容に次の形式の文字列があるとき
に有効です。項目はすべて必須です。

･□は半角の空白を示します。画面には表示されませ
ん。
･年月日と時刻は半角文字で入力してください。内容
は全角100文字（半角200文字）まで入力できま
す。最大文字数を超えた文字は削除されます。
･年は西暦、時刻は24時間制です。月や日が1～9
のときや、時や分が0～9のときは前の0は省略で
きます。

種別アイコン名称 選択したアイコン

Date To形式

例

2006/07/10□10:00□～□2006/07/10□

開始年月日 開始時刻 終了年月日

11:00 □ミーティング

終了時刻 内容 改行までが内容とみなされます。

メ
モ
帳
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電子辞典を利用する

･電子辞典には、次の辞典が登録されています。
･ 明鏡モバイル国語辞典
･ Ｇモバイル和英辞典
･ Ｇモバイル英和辞典
･検索履歴からも検索できます。検索履歴は最大
20件記録されます。20件を超えた場合は、一番
古い履歴に上書きされます。
･凡例についてはマイドキュメントの「プリインス
トール」フォルダに保存されている「辞典機能」
を参照してください。☛P356

明鏡モバイル国語辞典で「修める」を調べるとき

1 m75

2「明鏡モバイル国語辞典」を選択

3 入力欄を選択z「おさめる」を入力
検索結果が表示されます。

･入力文字は、全角20文字（半角40文字）まで
です。
･検索結果の単語を選んでいるときに、他の単語
を入力するときはpを押します。
･見出し語が長い場合は、途中までしか表示され
ません。
･単語によっては正しく検索できない場合があ
ります。

■ 検索履歴から検索する：
am1
b単語を選択

･１件削除する：単語を選ぶ zm1z
「はい」を選択
･複数削除する：m2z単語を選択z
pz「はい」を選択
･全件削除する：m3z端末暗証番号
を入力z「はい」を選択

■ 別の辞典で検索する：m2z別の辞典を選
択z検索

4「おさめる【修める】」を選択
･&でページを切り替えられます。

5 詳細情報を確認

■ コピーする：
am1
bコピーする範囲の開始位置を選択 z 終了
位置を選択
･全文を選択する場合はmoを押します。
･開始位置を指定し直すときはcを押し
ます。
･開始位置指定後にm、pを押すとカー
ソルが文頭、文末に移動します。

おしらせ
●詳細画面から別の辞典で検索する場合は、mを押し、
「別の辞典で検索」を選択します。

スイッチ付イヤホンマイクの使いかた
スイッチ付イヤホンマイク

イヤホンマイク端子に別売りの平型スイッチ付イ
ヤホンマイク（平型ステレオイヤホンセット含む）
を接続すると、スイッチを押すだけで電話をかけ
たり受けたりできます。また、スイッチはミュー
ジックプレイヤーの操作にも使用できます。
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどのスイッチ
を押してもテレビ電話の発信やプッシュトーク
の操作はできません。
･イヤホンジャック変換アダプタP001（別売）を
使うと、従来のイヤホンマイクを使うことができ
ます。

スイッチ付イヤホンマイクを接続する

平型スイッチ付イヤホンマイクなどをFOMA端末に
接続するには、イヤホンマイク端子のカバーを開け、
平型スイッチ付イヤホンマイクなどの接続プラグを
差し込んでください。☛P27
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどのコードを
FOMA端末に巻き付けないでください。電波の受
信レベルが低下する場合があります。

例

入力欄
検索結果一覧
･「読み」と「表記」が表
示されます（Ｇモバイル
英和辞典の場合、「表記」
のみが表示されます）。

選ばれている単語の詳細
情報の先頭部分

･検索履歴が複数
ページあるとき
は、&でページ
を切り替えられ
ます。

･検索画面に戻る：o
･前後の見出し語の詳
細情報：&

電
子
辞
典

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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･平型スイッチ付イヤホンマイクなどのコードを
アンテナ部に近づけると、ノイズが入ることがあ
ります。
･プラグは確実に差し込んでください。途中で止
まっていると音が聞こえない場合があります。

スイッチを押して音声電話をかける

電話番号をイヤホンスイッチ設定で設定した電話帳
のメモリ番号に登録しておくと、平型スイッチ付イ
ヤホンマイクなどのスイッチを押すだけで音声電話
をかけられます。
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどで電話をか
けるときは、イヤホンスイッチ設定を「イヤホン
スイッチ発信」に設定する必要があります。

1「ピピッ」と音がするまで、スイッチを
1秒以上押す
イヤホンスイッチ設定で設定したメモリ番号の
1 件目に登録されている電話番号に音声電話が
かかります。
･複数の電話番号を登録している場合は、1件目
に登録している電話番号に電話がかかります。

2 通話が終わったら、「ピッ」と音がする
までスイッチを1秒以上押す

おしらせ
●イヤホンスイッチ設定で設定したメモリ番号にシー
クレット属性を設定した場合は、シークレットモー
ドに設定してから、操作してください。

●キャッチホンをご契約でサービスを開始に設定して
いる場合でも、通話中に第三者の電話番号を入力し、
スイッチを押しても電話はかけられません。スイッ
チを押すと、通話が終了しますのでご注意ください。

●FOMA端末とminiSDメモリーカード間でデータを
移動またはコピーしている場合は、スイッチを押し
ても電話をかけられません。

スイッチを押して電話を受ける

1 電話がかかってきたら、「ピピッ」と音
がするまでスイッチを1秒以上押す
･着信音はイヤホン切替設定で設定したところ
から聞こえます。

2 通話が終わったら、「ピッ」と音がする
までスイッチを1秒以上押す

おしらせ
●テレビ電話を受けた場合、自画像が送信されます。
●平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続して通話
中にFOMA端末を閉じた場合の動作は☛P66

●キャッチホンをご契約でサービスを開始に設定して
いる場合は、通話中にかかってきた音声電話に、ス
イッチを１秒以上押して出られます。

イヤホンマイクのスイッチ動作を設定する
イヤホンスイッチ設定

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続して電話
をかけるときの相手をFOMA端末電話帳のメモリ番
号で設定します。または、イヤホンスイッチを1秒以
上押してミュージックプレイヤーを起動するように
設定します。
･ミュージックプレイヤーの操作については

☛P363

1 m8653

2 イヤホンスイッチ設定欄を選択z1

3 電話帳メモリ番号欄を選択

4 相手を選択

5 pを押す

おしらせ
●本機能で設定しているメモリ番号の電話帳データを
削除したり、メモリ番号の入れ替えや他の電話帳
データで上書きしたりすると、本機能は解除されま
す。

イヤホンをつないで自動で電話を受ける
オート着信機能設定

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続している
とき、かかってきた電話を自動的に受けるかどうか
を設定します。
音声電話やテレビ電話を自動的に受けると、接続し
たイヤホンマイクなどから音声が聞こえます。
･通話中の着信は、本機能が設定されていても動作
しません。
･公共モード（ドライブモード）中は、本機能は動
作しません。
･プッシュトークを自動着信するには☛P107

1 m8652

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 OFF

･ミュージックプレイ
ヤーを起動する：
2z操作5に進む
･解除する：3z操
作5に進む

ス
イ
ッ
チ
付
イ
ヤ
ホ
ン
マ
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2 自動着信機能欄を選択z1
･解除する：2z操作4に進む

3 自動着信機能時間（秒）欄を選択z自動
着信するまでの時間を入力（0～120秒）

4 pを押す

おしらせ
●テレビ電話をオート着信で受けた場合、テレビ電話
画像選択で設定した代替画像を送信し、自動的にテ
レビ電話を開始します。

●本機能と伝言メモ、留守番電話サービス、転送でん
わサービスを同時に設定している場合、設定した呼
出時間により、優先順位が異なります。

●オート着信機能設定の自動着信機能時間と伝言メモ
の応答時間は、同じ時間に設定できません。

●自動着信機能時間を呼出動作開始時間設定の時間以
内に設定すると、電話帳に登録していない相手から
電話がかかってきた場合は、オート着信機能は動作
しません。

イヤホンからのみ着信音を鳴らす
イヤホン切替設定

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続したとき
に、着信音をイヤホンからのみ鳴らすように設定し
ます。

1 m8651

2 2を押す
･イヤホンとスピーカーの両方から着信音を鳴
らす：1

おしらせ
●平型スイッチ付イヤホンマイクなどが接続されてい
ないときは、本設定に関わらず、スピーカーから鳴
ります。

●「イヤホンのみ」に設定した場合でも、着信音の開始
から約 20 秒経過しても電話に出なかったり、プッ
シュトークに応答しないと、スピーカーからも着信
音が鳴ります。

利用する通信事業者を設定する
NW検索方法

FOMAサービスを提供する通信事業者を設定しま
す。自動検索で設定するか手動設定するかを選択
できます。手動選択にするときは、通信事業者を
指定します。

1 m885

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

電源を入れたときの起動時間を短縮す
る クイック起動設定

1 m887

2 1を押す
･解除する：2

おしらせ
●「ON」に設定していても、次の場合は通常の起動時
間がかかります。
･電池残量が2以下のとき
･電池パックを取り付け直したとき
･電源を切ってから24時間が経過したとき
また、待受画面以外で電源を切ったときや、電源を
入れた直後の が表示されている間に電源を切っ
たときも、通常の起動時間がかかる場合があります。

お買い上げ時 イヤホン＋スピーカー

通常は設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 ネットワーク自動検索

検索方法：
ネットワークの検索方法を設定します。
･「ネットワーク自動検索」に設定したとき
は、手動選択は設定できません。

手動選択：
通信事業者を設定します。
･ドコモ以外の通信業者は選択できません
（2006年11月現在）。

お買い上げ時 ON

N
W
検
索
方
法

D902iS 16 その他の機能 .fm  390 ページ  ２００６年１１月２３日　木曜日　午後１時６分
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各種機能の設定状況を確認する
設定状況確認

･ PIMロック中は、ロックされている項目の設定状
況が「---」で表示されます。

1 m842

2 Oで各種設定状況を確認

各種機能の設定をリセットする
各種設定リセット

各種機能の設定をお買い上げ時の状態に戻します。
･設定リセットを行ったときにお買い上げ時の状
態に戻る機能については、「メニュー一覧」をご
覧ください。「メニュー一覧」に記載されていな
い機能やデータで、お買い上げ時の状態に戻るも
のは次のとおりです。
･ 基本設定を選択したとき：
マナーモード、公共モード（ドライブモード）、
上限通知アイコン、顔文字の入力履歴、絵文字・
記号の入力履歴
･ フルブラウザ設定を選択したとき：
Cookie 情報、ポインターモード、ビューポジ
ション設定、文字列検索の設定
･ 変換学習データを選択したとき：　
入力予測機能で登録されたデータ

1 m845

2 端末暗証番号を入力z項目を選択

3 pz「はい」を選択

おしらせ
●ｉモード設定をリセットした場合、待受画面にｉチャ
ネルの情報はテロップ表示されなくなります。その
後、情報が自動更新されるか、待受画面でcを押
してチャネル一覧を表示すると、最新の情報が受信さ
れ、待受画面にテロップ表示されるようになります。

登録データを一括して削除する
データ一括削除

登録されているデータを削除し、各種機能の設定
内容をお買い上げ時の状態に戻します。
･保護したデータも削除されます。
･データ一括削除を行うときは、電池をフル充電し
ておいてください。電池残量が不十分の場合は、
データ一括削除できないことがあります。
･お買い上げ時に登録されている次のデータは削
除されます。
･ 電子マネー「Edy」、ケータイクレジット「iD
（アイディ）」、「DCMX」クレジットアプリ以外
のｉアプリ
･ キャラ電
･ データBOX内の「デコメールピクチャ」と「ア
イテム」フォルダ内の画像

･保存・登録した次のデータは削除されます。
･ 着もじメッセージ（送信メッセージ履歴含む）
･ メールテンプレート ･ メールグループ
･ ブックマーク ･ URL入力
･ URL履歴 ･ 画面メモ
･ ラストURL
･ ｉチャネル（受信した情報）
･ ｉアプリ ･ ｉアプリの履歴表示
･ 電話帳データ（プッシュトーク電話帳含む）
･ 電話帳お預かりサービスの電話帳通信履歴
･ 着信履歴 ･ リダイヤル
･ 音声メモ
･ バーコードリーダーで読み取ったデータ
･ トルカ ･ メモ帳
･ 通話時間 ･ 単語・定型文
･ USSD登録 ･ 応答メッセージ登録
･ 自局番号（自局電話番号以外）
･ 辞典の検索履歴
･ 作成したフォルダ・アルバム
･ メッセージR/F ･ ｉモードメール
･ チャットメール ･ SMS
･ 伝言メモ（録音した応答ガイダンス含む）
･ データBOX内の「プリインストール」、「メール
添付メロディ」フォルダ以外のデータ
･ ダウンロード辞書
･ スケジュール
･ ICカードロック設定の音声データ

･&で画面が切り替
わります。

設
定
状
況
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認
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･各種設定リセットの対象となる機能※1と次の機
能は、お買い上げ時の状態に戻ります。
･ メール振り分け設定 ･ 伝言メモ設定
･ チャットメール画面から行う設定
･ カメラ ･ ビデオカメラ
･ サウンドレコーダー ･ 端末暗証番号
･ プライバシーモード設定 ･ 日付時刻設定
･ テレビ電話使用機器設定
･ 通話料金自動リセット設定
･ 通話中着信動作選択 ･ メニュー設定
･ 変更したフォルダ名 ･ カスタムメニュー
･ ブックマークのツータッチサイト登録
･ ｉアプリのソフト一覧から行う設定
･ 電話帳から行う設定
･ 電話帳お預かりサービスの送信設定
･ スケジュール帳から行う設定
･ マイピクチャ・ｉモーション・メロディ・キャ
ラ電・マイドキュメントの各動作設定
･ 赤外線通信のデータ送受信設定
･ ミュージックプレイヤーのプレイヤー設定
･ 目覚まし
･ ソフトウェア更新（予約更新）
※１：送達通知を除くSMS設定とCA証明書１～

９を除く証明書表示／使用設定は戻りませ
ん。

1 m846z 端末暗証番号を入力
z「はい」を選択
再起動中にデータ一括削除されます。

おしらせ
●次のデータは削除されません。また、お買い上げ時
の設定に戻せません。
･おサイフケータイ対応ｉアプリとその関連データ
･ FOMAカードやminiSDメモリーカードに保存・
登録・設定されているデータ
･パソコンから設定したデータ通信の設定

●削除されるデータが多い場合は、再起動に時間が約
１分程度かかるときがあります。途中で電源を切ら
ないようご注意ください。

●データ一括削除を行った場合、待受画面にｉチャネ
ルの情報はテロップ表示されなくなります。その後、
情報が自動更新されるか、待受画面でcを押し
てチャネル一覧を表示すると、最新の情報が受信さ
れ、待受画面にテロップ表示されるようになります。

●お買い上げ時に登録されているデータ・ｉアプリを
削除した場合は、ｉモードサイト「My D-style」か
らダウンロードできます（☛P426）。ダウンロード
には別途パケット通信料がかかります。

デ
l
タ
一
括
削
除

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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本書では、各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末のメニューを使って操作する方法で
説明しています。詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。また、マルチ
ナンバーについては『マルチナンバー操作ガイド』をご覧ください。
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FOMA端末から利用できるネット
ワークサービス ネットワークサービス

本書では各ネットワークサービスの概要説明の
み記載しております。

･本書では、各ネットワークサービスの概要を、
FOMA 端末のメニューを使って操作する方法で
説明しています。詳細は『ネットワークサービス
操作ガイド』をご覧ください。また、マルチナン
バーについては『マルチナンバー操作ガイド』を
ご覧ください。
･ドコモから新しいネットワークサービスが追加
提供されたときには、新しいサービスをメニュー
に登録できます。☛P400

留守番電話サービスを利用する
留守番電話

電波の届かない所にいるとき、電源を切っている
とき、電話に出られないときなどにかかってきた
音声電話やテレビ電話を、お客様に代わって伝言
メッセージをお預かりします。
･応答しなかった電話は、留守番電話サービスセン
ターに接続し、伝言メッセージをお預かりしま
す。伝言メッセージがあることは、待受画面のア
イコンでお知らせします。
･伝言メッセージの録音／録画時間は１件につき
最大３分、音声電話とテレビ電話それぞれ最大
２０件で、最大７２時間保存されます。
･留守番電話サービスを開始に設定しているとき
に電話がかかってくると、着信音が鳴ります。着
信音が鳴っている間は電話に出ることができま
す。着信音の鳴っている時間（呼出時間）は変更
できます。ただし、呼出時間を0秒に設定した場
合、着信履歴は記録されません。

･着信中の音声電話やテレビ電話を手動で留守番
電話サービスセンターに転送できます。☛P64、
P86

ステップ 1：サービスを開始に設定する

ステップ 2：電話をかけてきた方が伝言を録音する

ステップ 3：伝言メッセージを再生する

1 m891

2 以下の操作を行う

サービス名 申し込み
月額
使用料

参照

留守番電話サービス 必要 有料 P394
キャッチホン 必要 有料 P395
転送でんわサービス 必要 無料 P396
迷惑電話ストップ
サービス

必要 無料 P396

番号通知お願い
サービス

不要 無料 P397

デュアルネット
ワークサービス

必要 有料 P397

英語ガイダンス 不要 無料 P397
マルチナンバー 必要 有料 P399
公共モード
（ドライブモード）

不要 無料 P74

公共モード（電源OFF） 不要 無料 P76

留守番電話サービスの基本的な流れ

操作方法

項　目 操作方法
留守番サービス
開始

11z「はい」を選択z「はい」を
選択z呼出時間を入力（0～120秒）

留守番呼出時間
設定

12z「はい」を選択z呼出時間
を入力（0～120秒）

留守番サービス
停止

13z「はい」を選択

留守番設定確認 14z「はい」を選択
留守番メッセー
ジ再生

新しい伝言メッセージがあると待受画面
に （数字は件数）が表示されます。
15z「はい」を選択z音声ガイ
ダンスの指示に従う

留守番サービス
設定

16z「はい」を選択z音声ガイ
ダンスの指示に従う

メッセージ問合
せ

17z「はい」を選択
新しい伝言メッセージがあると待受画面
に （数字は件数）が表示されます。

件数増加鳴動設
定

件数通知音：ON
通知メロディ：
メール・メロディ
B

相手が新しい伝言メッセージを残した
場合やメッセージ問合せを行ったとき
に伝言メッセージの件数が増えていた
場合は、通知音が鳴るようにします。
a2z件数通知音を選択
b1
･鳴らさないとき：2z操作dに
進む

c通知メロディ欄を選択zフォルダを
選択zメロディを選択

dpを押す
着信通知開始 電源が入っていないときや圏外のとき

に着信があった場合、再び電源が入った
ときや圏内になったときに着信があっ
たことをSMSでお知らせします。
31z「はい」を選択z「はい」／
「いいえ」を選択
「はい」：発信者番号通知の着信のみ通

知します。
「いいえ」：すべての着信を通知します。

着信通知停止 32z「はい」を選択
着信通知開始設
定確認

33z「はい」を選択

お買い上げ時
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おしらせ
●留守番設定確認画面で、サブメニューから設定を変
更できます。
m1：留守番電話サービス開始
m2：留守番電話サービス停止
m3：留守番電話呼出時間設定

●新しい伝言メッセージがあるときは、待受画面から
すばやく再生できます。☛P37

●表示される件数は、新しい伝言メッセージを再生す
るときにガイダンスで案内する件数です。保存した
伝言メッセージの件数は含まれません。

●テレビ電話で留守番電話サービスを利用するには、
音声電話で「1412」をダイヤルしてください。※1

●留守番電話サービスは、32Kによるテレビ電話には
対応していません。

●キャラ電で留守番電話サービスセンターに接続され
た場合、サブメニューからDTMF送信に切り替えて
操作してください。☛P85

●テレビ電話で新しい伝言メッセージをお預かりした
ときはSMSでお知らせします。

キャッチホンを利用する
キャッチホン

通話中に第三者から電話がかかってきたことを、
通話中着信音「ププ…ププ…」でお知らせします。
通話中の電話を保留にして、第三者と通話できま
す。

1 m892

2 以下の操作を行う

1 通話中にn
最初の相手との通話が保留になり、後からかかっ
てきた電話に出られます。
･「マルチ接続中」と表示されます。
･通話相手を切り替える：t

･o を押すと現在通話中の相手も保留にできま
す。再度oを押すと解除されます。
･保留中の通話を終わらせる：キャッチホン中
（マルチ接続中）にm1

2 一方の相手との通話が終わったらfを
押す
通話が終了し、着信音が鳴ります。
･保留中の相手との通話を再開する：n

1 通話中にf
かかってきた電話の着信音が鳴ります。

2 nを押す
新しくかかってきた電話と通話できます。

1 通話中に電話番号を入力
･電話番号入力の代わりに、lを押すと着信履
歴から、r を押すとリダイヤルから、p を
押すと電話帳から相手を選ぶことができます。

2 n
新しくかけた相手と通話できます。お話し中の通
話は自動的に保留になります。
･「マルチ接続中」と表示されます。
･通話相手を切り替える：t
･ガイド行に「保留」と表示されているときは、
o を押すと現在通話中の相手も保留にできま
す。再度oを押すと解除されます。
･保留中の通話を終わらせる：キャッチホン中
（マルチ接続中）にm1

3 新しくかけた相手との通話が終わった
らfを押す
通話が終了し、着信音が鳴ります。
･保留中の相手との通話を再開する：n

おしらせ
●マルチ接続中に別の電話がかかってきても受けられ
ません。着信履歴には不在着信として残ります。

表示消去 4z「はい」を選択
伝言メッセージの件数を示すアイコン
が消えます。

項　目 操作方法
キャッチホン開始 1z「はい」を選択
キャッチホン停止 2z「はい」を選択
キャッチホン設定確認 3z「はい」を選択

通話を保留にして、かかってきた電話に出る

項　目 操作方法

通話を終わらせて、かかってきた電話に出る

通話を保留にして、別の相手に電話をかける

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
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転送でんわサービスを利用する
転送でんわ

電波が届かない所にいるとき、電源を切っている
とき、電話に出られないときなどに、FOMA端末
にかかってきた電話を、ご家庭やオフィスなどに
自動的に転送します。
･転送でんわサービスを開始に設定しているときに
電話がかかってくると、着信音が鳴ります。着信
音が鳴っている間は電話に出ることができます。
着信音の鳴っている時間（呼出時間）は変更でき
ます。ただし、呼出時間を0秒に設定した場合、着
信履歴は記録されません。
･着信中の電話を手動で転送できます。☛P64

ステップ 1：転送先の電話番号を登録する

ステップ 2：転送でんわサービスを開始に設定する

ステップ 3：お客様のFOMA端末に電話がかかる

ステップ 4：電話に出ないと自動的に指定した転送
先に転送される

1 m893

2 以下の操作を行う

1 1429nz 音声ガイダン
スの指示に従う

迷惑電話ストップサービスを利用する
迷惑電話ストップサービス

迷惑電話を自動的に着信拒否します。迷惑電話の
登録操作をすると、以降、同じ電話番号から電話
がかかってきたときに、着信を拒否するガイダン
スを流して通話を終了します。
･着信拒否登録した電話番号からプッシュトーク
の着信があった場合、ガイダンスは流れず、切断
します。

1 m8994

2 以下の操作を行う

転送でんわサービスの基本的な流れ

操作方法

項　目 操作方法
転送サービス
開始

1z「はい」を選択 z「はい」を選択
z 転送先電話番号を入力（26 桁まで）
zpz「はい」を選択z呼出時間を入力
（0～120秒）
･電話番号の入力欄を選択する前に、m
を押すと電話帳から、aを押すとリダ
イヤルから、tを押すと着信履歴から
電話番号を設定できます。

転送サービス
停止

2z「はい」を選択

転送先変更 3z転送先電話番号を入力zpz「は
い」を選択

転送先通話中
時設定

転送先が通話中のとき留守番電話サービ
スで対応するように設定します。
4z「はい」を選択
･解除するとき：「いいえ」を選択

転送サービス
設定確認

5z「はい」を選択

転送ガイダンスの有・無を設定する

項　目 操作方法
迷惑電話着信
拒否登録

最後に着信応答した電話番号を着信拒否
登録します。不在着信など通話していない
場合は登録の対象になりません。
1z「はい」を選択

電話番号指定
拒否登録

2z「はい」を選択z電話番号を入力
（22桁まで）zpz「はい」を選択
･電話番号の入力欄を選択する前に、m
を押すと電話帳から、aを押すとリダ
イヤルから、tを押すと着信履歴から
電話番号を設定できます。

迷惑電話全登
録削除

3z「はい」を選択

迷惑電話１登
録削除

最後に登録した電話番号を 1 件のみ削除
します。
4z「はい」を選択

拒否登録件数
確認

5z「はい」を選択

転
送
で
ん
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番号通知お願いサービスを利用する
番号通知お願いサービス

発信者番号を通知してこない電話がかかってく
ると、発信者番号通知をお願いする旨のガイダン
スで応答します。迷惑電話などによるトラブルを
防ぎ、安心して携帯電話を利用できます。
･プッシュトークの着信があった場合、ガイダンス
は流れず、切断します。

1 m896

2 以下の操作を行う

デュアルネットワークサービスを利用
する デュアルネットワーク

お使いになっている FOMA 端末の電話番号で、
mova端末を利用できます。これによってFOMA
サービスエリア外であっても、movaサービスエ
リア内であれば、mova端末で音声電話などが利
用できます。
･ FOMAとmovaを同時に利用することはできません。
･デュアルネットワークサービスの切り替え操作
は、利用不可状態のFOMA端末またはmova端末
から行います。

mova端末を使えるようにする

1 mova端末で「1540」をダイヤル

2 ガイダンスに従って操作

FOMA端末を使えるようにする

mova 端末に切り替えていたデュアルネットワーク
サービスを、FOMA端末に切り替える操作です。

1 m8996

2 以下の操作を行う

ガイダンスを日本語と英語で切り替える
英語ガイダンス

発着信時の音声ガイダンスなど各種ネットワー
クサービス設定時の音声ガイダンスを英語に設
定できます。
･利用できる言語は、「日本語」と「英語」です。
･発信者が本サービスを利用している場合は、発信
者側の発信時の設定が着信者側の着信時の設定
より優先されます。

1 m8995

2 以下の操作を行う

項　目 操作方法
番号通知開始 1z「はい」を選択
番号通知停止 2z「はい」を選択
番号通知確認 3z「はい」を選択

項　目 操作方法
デュアルネットワーク
切替

1z「はい」を選択zネット
ワーク暗証番号を入力

デュアルネットワーク
状態確認

2z「はい」を選択

項　目 操作方法
ガイダンス
設定

a1z「はい」を選択
b1～2

日本語：
発信時に自分が聞くガイダンスを日
本語に設定します。

英語：
発信時に自分が聞くガイダンスを英
語に設定します。

c「はい」を選択z1～3
日本語：
着信時に相手が聞くガイダンスを日
本語に設定します。

日本語＋英語：
着信時に相手が聞くガイダンスを、
日本語→英語の順に設定します。

英語＋日本語：
着信時に相手が聞くガイダンスを、
英語→日本語の順に設定します。

ガイダンス
設定確認

2z「はい」を選択

番
号
通
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サービスダイヤルを利用する
サービスダイヤル

ドコモ故障窓口やドコモ総合案内・受付へ電話を
かけます。
･お使いのFOMAカードによっては、ドコモ故障窓
口とドコモ総合案内・受付の項目番号が異なる場
合や表示されない場合があります。☛P41

1 m8997

2 以下の操作を行う

通話中に電話がかかってきたときの応
対を設定する

音声電話通話中または 64K データ通信中に別の
電話がかかってきたときに、留守番電話や転送で
んわなどで対応します。

1 m89

2 以下の操作を行う

おしらせ
●通話中着信動作がいずれの設定の場合でも、着信履
歴に記録されます。

遠隔操作を設定する
遠隔操作

留守番電話サービスや転送でんわサービスなど
を、プッシュ式の一般電話や公衆電話、ドコモの
携帯電話などから操作できるようにします。

1 m8993

2 以下の操作を行う

項　目 操作方法
ドコモ故障問合
せ

1z「はい」を選択
ドコモ故障問合せに電話がかかります。

ドコモ総合案内
・受付

2z「はい」を選択
DoCoMo インフォメーションセンター
に電話がかかります。

項　目 操作方法
通話中着信動作
選択

通常着信

通話中に電話がかかってきたときの対
応方法を設定します。
8z1～4
通常着信：
通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話に応答したり、留守番
電話サービスセンターや転送でんわ
サービスで登録した転送先に転送で
きます。

留守番電話：
通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話に留守番電話サービ
スで応答します。

転送でんわ：
通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話を転送します。

着信拒否：
通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話を着信拒否します。

通話中着信設定
開始

通話中着信動作選択で設定した対応方
法を有効にします。
71z「はい」を選択

通話中着信設定
停止

72z「はい」を選択

通話中着信設定
確認

73z「はい」を選択

項　目 操作方法
遠隔操作開始 1z「はい」を選択
遠隔操作停止 2z「はい」を選択
遠隔操作設定確認 3z「はい」を選択

お買い上げ時

サ
l
ビ
ス
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マルチナンバーを利用する
マルチナンバー

基本契約番号のほかに、付加番号1と付加番号2
の最大２つの番号を追加してご利用になれます。

1 m8998

2 以下の操作を行う

相手に通知する番号を選んで発信する

電話をかけるときに、発信オプションで相手に通知
する番号を選べます。

1 電話番号を入力zm4
･リダイヤルから発信する：rzリダイヤルか
ら相手を選ぶzm5
･着信履歴から発信する：lz着信履歴から相
手を選ぶzm5

2 マルチナンバー欄を選択 z 相手に通知
する番号を選択

3 mz「はい」を選択

おしらせ
●FOMAカードを抜いたり、差し替えた場合、FOMA
端末に登録していたマルチナンバーの設定（名称・
電話番号など）が消去されることがあります。この
ような場合は、再度登録を行ってください。

●発信中／着信中の画面には、マルチナンバー（基本
契約番号／付加番号１／付加番号２）に対応した名
称が表示されます。ただし、発信オプションでマル
チナンバーを指定しない発信など、通常発信番号設
定に従った発信の場合は、マルチナンバーに対応し
た名称は表示されません。

●リダイヤルには、発信時に通知したマルチナンバー
に対応した名称が表示されます。

●着信履歴には、着信したマルチナンバーに対応した
名称が表示されます。

●リダイヤルや着信履歴から発信する場合、発信・着
信したときのマルチナンバーに対応した名称が表示
されているときは、その番号で発信します。表示さ
れていないときは、通常発信番号設定に従って発信
します。

項　目 操作方法
通常発信番号
設定

通常発信番号設定を切り替えると、設定
した番号で電話をかけられます。
1z1～3z「はい」を選択

通常発信番号
設定確認

2z「はい」を選択

電話番号設定

基本契約番号：
基本契約番号／
自局電話番号
付加番号1：付加
番号1／未登録
付加番号2：付加
番号2／未登録
マルチナンバー
発信：無効

マルチナンバー契約済み電話番号の設
定をします。
a3z各項目を選択して設定

名称：
付加番号1／付加番号2ごとに設
定できます（全角 10 文字（半角
20 文字）まで）。基本契約番号の
名称は、自局番号で設定した名前
が表示されます。

電話番号：
契約済みの付加番号 1／付加番号
2を設定します。

マルチナンバー発信：
「有効」にすると、電話をかけると
きに、発信オプションで相手に通
知する番号を選べます。

bpを押す
着信設定

OFF

付加番号ごとに着信音などを設定しま
す。
a4z1～2z各項目を選択し

て設定
個別設定：
個別に着信設定するかどうかを選
択します。
･「OFF」に設定すると以下は設定
できません。

着信音、イメージ表示：
設定方法は☛P71

bpを押す

お買い上げ時

お買い上げ時

･「指定なし」を選択す
ると、通常発信番号設
定に従って発信しま
す。
･電話番号設定のマル
チナンバー発信を「無
効」にすると、発信番
号を選択できません。

マ
ル
チ
ナ
ン
バ
l



400

ネ
ッ
ト
ワ
l
ク
サ
l
ビ
ス

新しいネットワークサービスを登録する
追加サービス（USSD登録）

ドコモから新しいネットワークサービスが追加
されたときに、メニューに登録して利用します。

1 m899

2 以下の操作を行う

項　目 操作方法
USSD登録 ■ 登録する：

1z サービスを登録・変更する番号を
選ぶzpzUSSDコード欄を選択z
USSD コードを入力 z名称欄を選択 z
サービス名を入力（全角10文字（半角20
文字）まで）zp
･最大10件登録できます。
･ USSDコード欄には、ドコモから通知さ
れたサービスコードを入力します。サー
ビスコードとはネットワークサービス
の設定などを行うためのコードです。
FOMA端末ではUSSDコードとして登
録します。

■ サービスを利用する：
1z1～9、0
登録されたコードがサービスセンターに
発信されます。

■ 登録したサービスを削除する：
1zサービスを選ぶzm1（全件削
除するときはm2）z「はい」を選択

応答メッセー
ジ登録

追加したサービスを実行したときに、サー
ビスセンターから返ってくるコードに対
応したメッセージを登録します。登録した
コードが応答として返ってきたときにこ
のメッセージが表示されます。

■ 登録する：
2z1～9、0zUSSDコード
欄を選択 zUSSD コードを入力 z応答
メッセージ欄を選択zメッセージを入力
（全角10文字（半角20文字）まで）zp
･最大10件登録できます。

■ 登録したメッセージを削除する：
2zサービスを選ぶzm1（全件削
除するときはm2）z「はい」を選択追

加
サ
l
ビ
ス
<
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S
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録
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データ通信
データ通信について ..............................................................................................402
データ通信の準備の流れ.......................................................................................403
ATコマンドについて.............................................................................................404

データ通信について、詳しくは添付のCD-ROM内のPDF版「データ通信マニュアル」をご覧
ください。PDF版「データ通信マニュアル」をご覧になるには、Adobe Reader（バージョン
6.0 以上を推奨）が必要です。パソコンにインストールされていない場合は、アドビシステム
ズ株式会社のホームページから最新版をダウンロードできます（別途通信料がかかります）。詳
しくはアドビシステムズ株式会社のホームページを参照してください。
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データ通信について

FOMA 端末から利用できるデータ通信の形態や
利用時の留意点について説明します。
･ FOMA端末はRemote Wakeupには対応してい
ません。
･ FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。
･ FOMA端末をドコモのPDA「sigmarionⅡ」や
「musea」に接続してデータ通信を行う場合、
「sigmarionⅡ」や「musea」をアップデートし
てご利用ください。アップデートの詳細について
は、ドコモのホームページをご覧ください。

利用できる通信形態

FOMA端末の通信形態は、パケット通信、64Kデー
タ通信、データ転送の3つに分類されます。
これらの通信は、添付のCD-ROMから関連ソフトを
パソコンにインストールし、FOMA 端末とパソコン
を接続して各種設定を行うと利用できます。

■ パケット通信
パケット通信は送受信したデータ量に応じて課金
されるので、メールの送受信など、比較的少ない
データ量を高速で送受信するのに適しています。
ネットワークに接続していても、データを送受信
していないときには通信料がかからないので、
ネットワークに接続したまま必要なときにデータ
を送受信するという使いかたができます。
ドコモのインターネット接続サービスmopera U /
moperaなど、FOMAのパケット通信に対応したア
クセスポイントを利用して、受信最大 384kbps、
送信最大64kbpsの高速パケット通信が可能です。
通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化
するベストエフォートによる提供です。
画像を含むホームページの閲覧、データのダウン
ロードなどデータ量の多い通信を行った場合、通
信料が高額になりますのでご注意ください。

■ 64Kデータ通信
64Kデータ通信は64kbpsの安定した通信速度で
データ送受信できます。データ量に関係なく、ネッ
トワークに接続している時間の長さに応じて課金
されるので、マルチメディアコンテンツのダウン
ロードなど、比較的データ量の多い送受信を行う
のに適しています。ドコモのインターネット接続
サービスmopera U / moperaなど、FOMA 64K
データ通信に対応したアクセスポイント、または
ISDN同期64Kアクセスポイントを利用します。
長時間にわたる通信をした場合、通信料が高額に
なりますのでご注意ください。

■ データ転送
FOMA USB接続ケーブル（別売）を使ってデー
タを転送・交換する、課金が発生しない通信形態

です。電話帳や送受信メール、ブックマークなど
の各種データを送受信します。

ご利用時の留意事項

パソコンからインターネットを利用する場合は、通
常、ご利用になるインターネットサービスプロバイダ
（以降、プロバイダ）に対する利用料が必要です。こ
の利用料は、FOMAサービスの利用料とは別に直接プ
ロバイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内
容については、ご利用のプロバイダにお問い合わせく
ださい。
･ドコモのインターネット接続サービスmopera U /
moperaをご利用いただけます。mopera Uは、お
申し込みが必要（有料）です。ブロードバンド接続
や国際ローミングなどに対応し、使用した月だけ月
額使用料がかかるプランもございます。また、
moperaは、お申し込み不要、月額使用料無料です。
今すぐインターネットに接続できます。利用料など
の詳細については、ドコモのホームページをご覧く
ださい。

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり
ます。パケット通信を行うときはFOMAのパケット
通信に対応した接続先、64Kデータ通信を行うとき
はFOMA 64Kデータ通信、またはISDN同期64K対
応の接続先をご利用ください。
･ PIAFS などの PHS64K ／ 32K データ通信や
DoPaのアクセスポイントには接続できません。

接続先によっては、接続時にユーザー認証（ID とパ
スワード）が必要な場合があります。その場合は、通
信ソフトまたはダイヤルアップネットワークで IDと
パスワードを入力して接続してください。ID とパス
ワードはプロバイダまたは社内 LAN など接続先の
ネットワーク管理者から付与されます。詳しい内容
については、プロバイダまたはネットワーク管理者
にお問い合わせください。

FirstPass（ユーザー証明書）の認証を行う場合は添
付の CD-ROM から FirstPass PC ソフトをインス
トールし、設定してください。詳しくは添付の CD-
ROM内の「FirstPassManual」をご覧ください。
「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になるには、
Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が必要
です。パソコンにインストールされていない場合は、

インターネットサービスプロバイダの利用
料について

接続先（プロバイダなど）の設定について

ネットワークアクセス時のユーザー認証について

パソコンのブラウザを利用してのアクセス
認証について

デ
l
タ
通
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アドビシステムズ株式会社のホームページから最新
版をダウンロードしてください（別途通信料がかかり
ます）。詳しくはアドビシステムズ株式会社のホーム
ページを参照してください。

■ FirstPass PCソフトの動作環境

※1：パソコンのシステム構成によって異なります。

FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要です。
･ FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用できるパ
ソコンであること
･ FOMAサービスエリア内であること
･パケット通信の場合、接続先が FOMAのパケット
通信に対応していること
･ 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデー
タ通信、またはISDN同期64Kに対応していること
ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑
していたり、電波状況が悪かったりする場合は通信
できないことがあります。

データ通信の準備の流れ

パソコンとFOMA端末を接続して、パケット通信
または 64K データ通信を利用する場合の準備は
次のような流れになります。

通信設定ファイル（ドライバ）について

FOMA端末をパソコンに接続してパケット通信または
64Kデータ通信を行うには、添付のCD-ROMから通
信設定ファイルをインストールする必要があります。

FOMA PC設定ソフトについて

添付のCD-ROMからFOMA PC設定ソフトをパソコ
ンにインストールすると、FOMA端末とパソコンを接
続して、データ通信を行うために必要なさまざまな設
定を、パソコンから簡単に操作できます。

項　目 必要環境
パソコン本体 PC/AT互換機
OS Windows 98SE、Me、2000、

XP（各日本語版）
必要メモリ※1 Windows 98SE、Me、2000：

32MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク
容量※1

10MB以上の空き容量

ブラウザ Microsoft® Internet Explorer
5.5以上
Windows XPの場合は
Microsoft® Internet Explorer
6.0以上

パケット通信および64Kデータ通信の条件

データ通信の用語集
●管理者権限

Windows XP、2000を使用するときに、OSのシ
ステムなどすべてにアクセスできる権限のこと。1台
のパソコンに最低1人は、パソコンの管理者権限を持
つユーザーが設定されています。通常、パソコンの
管理者権限がないユーザーは、ドライバ、ソフトな
どのインストールおよびアンインストールができま
せん。

●APN（Access Point Name）
パケット通信で接続するプロバイダなどを識別す
る文字列。mopera Uは「mopera.net」が、mopera
は「mopera.ne.jp」がAPNとなります。

●cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末へ書
き込むときの登録番号。FOMA端末では1から10
までの10件が使えます。
お買い上げ時、cid１には「mopera.ne.jp」、cid３
には「mopera.net」が登録されています。

●W-TCP
FOMA ネットワークでパケット通信を行う際に、
TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCPパ
ラメータ。FOMA端末の通信性能を最大限に活用す
るには、この通信設定が必要です。

通信設定ファイルのインストール

パソコンとFOMA端末の接続

通信設定ファイルの確認

FOMA PC設定ソフトのインストール

（かんたん設定）
パケット通信設定

（かんたん設定）
64Kデータ通信設定

通信実行

FOMA PC設定ソフトを使わない通信の設定

接続

準
備
の
流
れ



404

デ
l
タ
通
信

動作環境について

通信設定ファイルおよびFOMA PC設定ソフトは、次
の動作環境でご利用ください。

※1：USBポート（USB仕様1.1/2.0に準拠）が必要で
す。

おしらせ
●動作環境によってはご使用になれない場合がありま
す。また、上記の動作環境以外でのご使用やOSアッ
プグレードによる問い合わせおよび動作保証は、当
社では責任を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

ATコマンドについて

ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の各機
能を設定するためのコマンド（命令）です。
FOMA端末は、ATコマンドに準拠しさらに拡張
コマンドの一部や独自のATコマンドをサポート
しています。
ＡＴコマンドの詳細は添付のCD-ROM内の「デー
タ通信マニュアル」をご覧ください。

項　目 必要環境
パソコン本体※1 PC/AT互換機
OS Windows 98、Me、2000、XP

（各日本語版）
必要メモリ Windows 98、Me：32MB以上

Windows 2000：64MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク容量 5MB以上の空き容量

A
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文字入力
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入力方法を設定する .............................................................................入力設定 414
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文字入力について

FOMA端末には、電話帳やメールなど、文字を入
力して活用する多くの機能があります。
･文字の入力方式には「かな入力方式」と「スロット
入力方式」があります。
かな入力方式は、1つのキーに複数の文字が割り当
ててあり、キーを押すたびに文字が切り替わりま
す。☛P427
スロット入力方式は、スロット入力ボードに表示さ
れた文字から、入力文字を指定します。☛P413
･入力方式によって、入力できる文字の種類は異な
ります。

○：入力可　×：入力不可　―：入力文字なし

･文字の種類には「全角文字」と「半角文字」があ
ります。全角文字や全角の空白、改行は、半角文
字 2 文字分にカウントされます。半角文字では、
濁点・半濁点も1文字分にカウントされます。
･入力する文字の呼び出しかたがわからない場合
などは、区点コードで入力できます。
･入力できる漢字はJIS第一水準漢字・第二水準漢
字です。
･複雑な漢字は、一部変形または省略して表示され
ます。
･本書では最後にoを押す操作も含めて「入力す
る」（操作文では「入力」）と表記しています。

文字入力画面の見かた

文字の入力方法には、「全画面入力」と「インライン
入力」の2種類があります。
･入力欄によっては、どちらか一方しか利用できな
い場合があります。
･貼り付けや定型文入力などで、入力可能な文字数
を超えた場合、超過分は削除されます。

入力欄を選びoを押すと、入力エリアが全画面表示
されます。

入力欄を選び0～9、(、#を押し、文字
を直接入力します。oを押すと文字が確定します。

文字入力画面でmを押します。次の操作ができます。
ただし、文字が確定される前はサブメニューは表示さ
れません。
･文字のコピー☛P412
･文字の切り取り☛P412
･コピー／切り取りした文字の貼り付け☛P412
･単語登録☛P412
･定型文登録☛P411
･文字入力の設定☛P414
･電話帳データや自局番号の内容、電卓の計算結果、
バーコードリーダーを起動して読み取ったデータ
の引用（入力欄によって表示される項目が異なりま
す）☛P410
･絵文字・記号の入力☛P410
･顔文字・定型文の入力☛P409
･区点コードでの入力☛P412
･文字編集入力の終了（スロット入力方式で文字を
入力中にのみ表示されます）

入力方式 かな入力方式 スロット入力方式
文字の種類 全角 半角 全角 半角
ひらがな／漢字 ○ ー ○ ー
カタカナ ○ ○ × ○
英字 ○ ○ × ○
数字 ○ ○ × ○
記号 ○ ○ ○ ○
絵文字 ○ ー ○ ー

全画面入力

インライン入力

文字入力画面のサブメニュー

入力モード

これ以上入力できないこと
を示すマーク

ガイド行

カーソル（文字が入力され
る位置で点滅）
Oで移動できます。

入力エリア

文字入力用のガイド行 文字が確定した状態

o

文
字
入
力
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入力モードを切り替える

nを押すと入力モードの表示が次のように切り替
わります。
･文字入力画面によって切り替えられる入力モー
ドが異なります。

※1：スロット入力方式では切り替えできませ
ん。

･ひらがなしか入力できないときの入力モードは
「全かな」と表示されます。
･nを押した後は、以下の操作で入力モードが切
り替わります。

･スロット入力時は以下のように切り替わります。

かな入力方式で文字を入力する
かな入力方式

文字を入力する かな漢字変換

電話帳の登録で「企業」と入力するとき

1 名前の入力欄を選ぶzo
文字入力画面が表示されます。

2「きぎょう」と入力

･キーを押し間違えたときはcを押して取り
消します。
･文字に「゛」「゜」を付ける：文字を入力z(
たとえば、「ほ」を入力して(を押すと、押
すたびに「ぼ」→「ぽ」→「ほ」と切り替わります。
「゛」「゜」が付けられない文字のときは、「゛」
「゜」が全角で入力されます。
･t を押すと、大文字と小文字を切り替えられ
ます。

■ 1つ前の文字に戻す：
文字入力直後にaを押すと1つ前の文字に
戻すことができます。押すたびに、通常の文
字入力順とは逆の順に文字が切り替わります
（例：…→ 1 →お→え→う→い→あ→ 1 →
…）。ただし、濁点や半濁点を入力したとき
や、大文字と小文字を切り替えたときは、切
り替わりません。

■ ひらがなのまま確定する：
ひらがなを入力した状態で操作4に進みます。

入力モード（現在の状態）
漢字：ひらがな／漢字
全ｶﾅ：全角カタカナ※1

全英：全角英字※1

全数：全角数字※1

半ｶﾅ：半角カタカナ
半英：半角英字
半数：半角数字※1

nで入力モードが切
り替えられることを示
します。

n

入力モード（選択途中の入力
モードが反転表示されます）
漢 ：ひらがな／漢字
ア ：全角カタカナ※1

Ａ ：全角英字※1

１ ：全角数字※1

ｱｧ ：半角カタカナ
Aa：半角英字
12：半角数字※1

%で全角／半角の切り
替えができることを示
します。

ひらがな／漢字

半角カタカナ

半角英字

半角数字

ひらがな／漢字

全角カタカナ

全角英字

全角数字

：l：n／r ：%

ひらがな／
漢字

半角
カタカナ 半角英字

：l：n／r

「き」：2を2回
rを押して、カーソルを1つ右に移動し
ます（自動カーソル機能によってカーソル
が移動したときは必要ありません）。

「ぎ」：2を2回z(
「ょ」：8を3回zt
「う」：1を3回

例

「漢字」と表示

つづく

か
な
入
力
方
式
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■ カタカナや英数字などに変換する：
mを押すと、カタカナ（全角／半角）や英字・
数字（全角／半角）などの変換候補が表示さ
れます。変換候補を選び操作4に進みます。

3 p

･予測変換候補が表示されていないときは、%
でもかな漢字変換されます。予測変換☛P409
･cを押すと、変換前の状態に戻ります。

■ 変換候補を一覧表示する：
pを押しても目的の文字が表示されないとき
は、%またはもう一度pを押すと変換候補
が一覧表示されます。変換候補の一覧が複数
ページあるときは、aを押すと次ページ、t
を押すと前ページに切り替わります。%で変
換候補を選びoを押すか、各候補に割り当て
られている番号のダイヤルキーを押して選択
します。

4 o
文字が確定します。
･入力設定の入力予測を「ON」に設定している
ときは、「閉じる」を選択します。

■ 文字を挿入する：
Oで挿入する位置までカーソルを移動し、文
字を入力します。入力した文字はカーソル位
置に挿入されます。

■ 文字を削除する：
･カーソルが入力文字の途中にある場合
（例：ドコモ 郎）
･cを押すと、カーソル位置の1文字が
削除されます。
･cを1秒以上押すと、カーソル位置の
文字とそれ以降のすべての文字が削除さ
れます。

･カーソルが入力文字の末尾にある場合
（例：ドコモ太郎 ）
･cを押すと、カーソル位置の左の1文
字が削除されます。
･cを1秒以上押すと、すべての入力文
字が削除されます。

■ 改行する：
改行する位置にカーソルを移動し、#を押
します。
･入力欄によっては改行できない場合があり
ます。

5 oを押す
文字入力が終了します。
･文字を未入力の状態にするときは、すべての文
字を削除してからoを押します。新規に入力
した場合は、すべての文字を削除してから
cを押してもできます。
･入力済みの入力欄の内容を修正し、修正前の状
態に戻したいときは、すべての文字を削除して
からcを押し、「はい」を選択します。

おしらせ
●次の入力モードのときは、入力途中でキーを押さず
に一定時間経過すると、自動カーソル機能によって
カーソルが右に移動します。移動するまでの時間を
変更したり、自動カーソル機能を使わないように設
定できます。☛P414
･ひらがな／漢字 ･全角／半角カタカナ
･全角／半角英字

●自動カーソル機能によってカーソルが右に移動した
後でも次の操作ができます。
･(：濁点／半濁点を付ける
･t ：大文字／小文字を切り替える
･a ：1つ前の文字に戻す

複数の文節を一括変換し、文章を簡単に入力できます。
･全角で24文字まで変換できます。

「動物園に行こう。」と入力するとき

1 文字を入力zp

■ 全確定する：m

■ 変換部分を確定する：o

■ 変換範囲を変更する：&

p

p／d

太

複数の文節を一括変換する

例

lを押したとき

か
な
入
力
方
式
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入力予測機能を使って文字を入力する

入力予測機能は、文字を入力したときに、読みの先
頭部分が一致する予測変換候補が一覧表示される機
能です。
予測変換候補には、一度入力した単語が自動的に変
換学習データとして登録されるので、次に同じ内容
を入力するときには、先頭の文字を入力するだけで
すばやく入力できます。
･次の単語や文字列が候補として表示されます。
･ 標準搭載の単語
･ かな漢字変換で入力した単語
･ ダウンロード辞書で変換入力した文字列
･ 単語登録した文字列
･予測変換は、ひらがな／漢字モードのみで利用で
きます。ただし、インライン入力、スロット入力
方式の場合は予測変換できません。
･予測変換候補を表示しないように設定できます。

☛P414

1 文字を入力
予測変換候補が表示されます。

2 dzOで候補を選ぶzo

･予測変換候補が選ばれているときは、次の操作
ができます。

3「閉じる」を選択
予測変換候補が消えます。

変換学習データをリセットする

予測変換候補に登録された変換学習データをリセッ
トします。

1 m883z端末暗証番号を入力
z「はい」を選択

顔文字・定型文を入力する

顔文字や、あらかじめ登録されている文、絵文字こ
とばを入力します。

顔文字を入力するとき

1 文字入力画面で mz「絵文字・記号・
顔文字」を選択z3
･定型文を入力する：mz「定型文・区点・引
用」を選択z1

2 1～9
･定型文のとき：1～7

3 1～0、(、#のいずれかを押す

･顔文字の入力履歴は最大 18件まで表示されま
す。18件を超えると、古いものから順に消去さ
れます。

おしらせ
●顔文字はひらがな／漢字モードで読みを入力して変
換できます。☛P429

●顔文字を使ったメールを送信する場合、相手の端末
のディスプレイの大きさ、表示文字数やフォントに
よっては、形が崩れたり、見えかたが異なるなど、
正しく表示されない場合があります。

●「定型文一覧」☛P428

t／a：前ページ／次ページ切り替え
p：かな漢字変換（予測変換候補は消えます）

･１文字、2文字、3文
字と文字を入力する
たびに候補は絞り込
まれます。

例

･顔文字の入力履歴が
利用できるときは
1を選択できます。
･定型文を作成した場
合は、7を選択でき
ます。

･&でページを切り替
えられます。
･定型文の内容を確認
する：定型文を選ぶ
zp

か
な
入
力
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絵文字・記号を入力する

1 文字入力画面でp
絵文字1の一覧が表示されます。

･半角記号を入力するにはmを押して切り替
えます。さらにmを押すと全角記号に切り
替わります。記号は入力可能なもののみ一覧
表示されます。
･tまたはaを押して複数のページを切り
替えます。
･一覧からの入力を終了する：c
･履歴表示エリアには絵文字または記号が最
大10文字まで表示されます。10文字を超
えると、古いものから順に消去されます。

2 絵文字・記号を選択

おしらせ
●文字入力画面でmを押し「絵文字・記号・顔文字」
→「絵文字」または「記号」を選択しても入力でき
ます。
このときp を押すと履歴表示エリアの上に連続入
力エリアが表示され、絵文字の場合は10文字まで、
記号の場合は全角10文字（半角20文字）まで連続
入力できます。pを押して確定します。また、次の
かっこの左側（例：｛ ）を1つだけ選択した場合は、
右側のかっこ（例：｝）も自動的に入力されます。
()　[ ]　{} 「 」（　）〔　〕［　］｛　｝〈　〉　《　》「　」
『　』【　】
●一部の記号は、ひらがな／漢字モードで読みを入力
して変換できます。

●絵文字は、ひらがな／漢字モードで読みを入力して
変換できます。☛P432

●絵文字や記号は、赤外線通信などでデータ転送を
行った際、正しく表示されない場合があります。

●絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメール
を送信すると、正しく表示されない場合があります。

●絵文字2を入力してメールを送信すると、相手の端
末によっては正しく表示されない場合があります。

データを引用して文字を入力する

電話帳データや自局番号の登録内容、電卓の計算結
果やバーコードリーダーで読み取ったデータの文字
列情報を引用して入力します。
･引用できない文字入力画面では、メニュー項目が
薄く表示されたり、メニュー項目自体が表示され
ないため操作できません。

･文字入力画面を全画面入力に切り替えて操作し
てください。
･電話帳の文字入力画面では、電話帳データを引用
できません。

1 文字入力画面で mz「定型文・区点・
引用」を選択z3z電話帳データを
選択

2 内容を選択

･内容が長い場合は、途中までしか表示されませ
ん。確認するときは、内容を選びpを押しま
す。oを押すと引用できます。

･自局番号の文字入力画面では、自局番号を引用で
きません。

1 文字入力画面で mz「定型文・区点・
引用」を選択z4

読み 入力できる記号
ぎりしあ ギリシア文字
ろしあ ロシア文字
すうじ a～t、Ⅰ～Ⅹ
けいせん 罫線記号
きごう 上記を除く全角記号

･絵文字2を入力す
るにはpを押し
て切り替えます。
さらにpを押す
と絵文字1に戻り
ます。

履歴表示エリア
（絵文字1、絵文字2、
全角記号、半角記号の
最初のページにだけ
表示されます）

電話帳データの内容を引用する

自局番号の内容を引用する

か
な
入
力
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2 端末暗証番号を入力 z 自局番号の内容
を選択

･内容が長い場合は、途中までしか表示されませ
ん。確認するときは、内容を選びpを押しま
す。oを押すと引用できます。

･引用できるのは、スケジュール帳とメモ帳の文字
入力画面です。

1 文字入力画面で mz「定型文・区点・
引用」を選択z5

2 計算を行うzoを押す

･引用できるのは、URL入力画面とｉモード中また
はフルブラウザ中の文字入力画面です。

1 文字入力画面で mz「定型文・区点・
引用」を選択z5
起動時に接写撮影になります。

2 JANコードまたはQRコードを読み取
る

3 oを押す
読み取りデータの文字列が入力されます。

定型文を登録する
定型文登録

登録した定型文は「ユーザ作成」に登録されます。
･最大50件登録できます。

1 m88127

2「＜新しい定型文＞」を選択
定型文編集画面が表示されます。
･登録済みの定型文を修正する：定型文を選択
･登録済みの定型文を確認する：定型文の一覧で
定型文を選ぶzp
oを押すと編集できます。

■ 定型文を削除する：削除する定型文を選ぶ
zmz「はい」を選択

3 本文欄を選択z定型文を入力（全角64
文字（半角128文字）まで）

4 pを押す
･登録済みの定型文を修正したときは確認画面
が表示されます。上書き登録するときは「はい」
を、中止するときは「いいえ」を選択します。

入力済みの文字を選択して定型文に登録します。

1 文字入力画面でmz「単語・定型文登
録」を選択z2

2 開始位置を選ぶzo
･全文を選択する：moz操作4に進む
･メール本文の入力画面で全文を選択する：a
z操作４に進む

3 終了位置を選ぶzo
選択した範囲の文字が定型文編集画面に表示さ
れます。
･開始位置から文頭までを選択する：mo
･開始位置から文末までを選択する：po

4 pを押す

おしらせ
●文字入力中に登録する操作を、文字が入力されてい
ない場合に行うと、すぐに定型文編集画面が表示さ
れます。

●定型文が既に 50 件登録されている場合は、定型文
登録の一覧画面が表示されます。新たに登録する場
合は、一覧から登録データを削除するか、登録済み
の定型文を修正してください。

●上記操作で選択した入力済みの文字列内に空白が含
まれていた場合は、次の動作となります。
･空白のみ ：定型文として登録不可
･文字列の前後に空白 ：文字列のみ有効
･文字と文字の間に空白：空白も有効

電卓の計算結果を引用する

バーコードリーダーの読み取りデータを
引用する

文字入力中に登録する

定
型
文
登
録
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文字をコピー／切り取りして貼り付け
る 文字コピー

文字入力画面から文字のコピーや切り取りを行
い、別の場所に貼り付けます。別の文字入力画面
に貼り付けることもできます。
･コピーまたは切り取った文字は電源を切るまで
記録され、別の場所に何度でも貼り付けることが
できます。
･記録できるのは1件だけです。新たにコピーまた
は切り取りを行うと内容は上書きされます。

文字をコピー／切り取りする

文字をコピーするとき

1 文字入力画面でm1
･文字を切り取る：m2
･メール本文の入力画面ではmを押し、
「コピー」／「切り取り」を選択します。

2 開始位置を選ぶzo
･全文を選択する：mo
･メール本文の入力画面で全文を選択する：a

3 終了位置を選ぶzoを押す
選択した範囲の文字がコピーされます。
･開始位置から文頭までを選択する：mo
･開始位置から文末までを選択する：po

文字を貼り付ける

･貼り付けたとき、編集中の文章が入力可能な文字
数を超える場合は、すべての文字を貼り付けるこ
とができない旨のメッセージが表示されます。
「はい」を選択すると、入力可能な文字数を超え
ない文字だけが貼り付けられます。

1 文字入力画面で、貼り付ける位置を選ぶ
zm3を押す
･メール本文の入力画面ではmを押し、「貼り付
け」を選択します。

おしらせ
●コピーまたは切り取った文字種と、貼り付け先の文
字種が適合しないときは、貼り付けられません。た
とえば、メールアドレス欄（半角英数字）にひらが
なや漢字などの文字は貼り付けられません。

●改行が入力できない入力画面に改行を含んだ文字列
を貼り付けた場合は、改行が空白に置き換えられま
す。

区点コードで入力する
区点コード入力

区点コード一覧にある文字、数字、記号を4桁の
区点コードを使って入力します。

「携」（区点コード2340）を入力するとき

1 文字入力画面で mz「定型文・区点・
引用」を選択z2

2 4桁の区点コードを入力
（この場合は2340）
･有効な区点コードは0101～8406です。
･対応する文字、数字、記号がない区点コードの
入力は無効です。

よく使う単語をあらかじめ登録する
単語登録

文字の変換のときに、登録した読みで簡単に呼び
出せます。
･最大200件登録できます。

1 m8811

2「＜新しい単語＞」を選択

･登録済みの単語を修正する：修正する単語を選択
･登録済みの単語を確認する：単語を選ぶzp
oを押すと編集できます。

■ 単語を削除する：
a削除する単語を選ぶzm
b「削除」を選択
･全件削除する：「すべて削除」を選択

例

例

文
字
コ
ピ
l
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3 単語欄を選択z登録する単語を入力（全
角12文字（半角24文字）まで）

･登録できる文字の種類は次のとおりです。
･ ひらがな／漢字 ･全角／半角カタカナ
･ 全角／半角英字 ･全角／半角数字
･ 全角／半角記号 ･絵文字

4 読み欄を選択z読みを入力（全角8文字
まで）
･ひらがなのみ入力できます。

5 pを押す
･登録済みの単語を修正したときは確認画面が
表示されます。元の単語に上書きするときは
「上書き登録」を選択します。元の単語を残し
て新規に登録するときは「新規登録」を選択し
ます。

入力済みの文字を選択して単語登録できます。

1 文字入力画面でmz「単語・定型文登
録」を選択z1

2 開始位置を選ぶzo
･全文を選択する：moz操作4に進む
･メール本文の入力画面で全文を選択する：a
z操作４に進む

3 終了位置を選ぶzo
選択した範囲の文字が単語欄に表示されます。
･開始位置から文頭までを選択する：mo
･開始位置から文末までを選択する：po

4 読みを入力zpを押す

おしらせ
●文字入力中に登録する操作を、文字が入力されてい
ない場合に行うと、すぐに単語編集画面が表示され
ます。

●文字入力中に登録する場合、改行を含んだ文字列を
単語登録しようとすると、改行が空白に置き換えら
れます。

●読みにひらがなと長音、濁点、半濁点以外の文字が
入力されていた場合は、登録できません。

●次の文字が読みの先頭にある場合は、登録できませ
ん。
を、ん、ぁ、ぃ、ぅ、ぇ、ぉ、っ、ゃ、ゅ、ょ、ゎ、ー
（長音）、゛（濁点）、゜（半濁点）
●読みに空白は入力できますが、登録後に削除されま
す。

●単語と読みの組み合わせで、同じ単語が既に登録さ
れている場合は、登録できません。

●同じ読みの単語は、最大5つ登録できます。さらに
登録する場合は、読みを変更して登録してください。

●単語が既に200件登録されている場合は、単語登録
の単語一覧画面が表示されます。新たに登録する場
合は、一覧から単語を削除するか、登録済みの単語
を修正してください。

ダウンロードした辞書を使用する
ダウンロード辞書

ｉモードのサイトなどからダウンロードした辞書
を文字変換用に使用できるようにします。
･最大5件の辞書を使用できます。
･辞書のダウンロード方法☛P214

1 m882z使用する辞書を選択
zp
使用できる辞書に が表示されます。

■ ダウンロードした辞書の情報を表示する：
m882z辞書を選ぶza

■ ダウンロードした辞書を削除する：
m882z辞書を選ぶztz「はい」
を選択

スロット入力方式で文字を入力する
スロット入力方式

スロット入力ボード（上下2段の入力バー）に表
示された文字から、Oを使って入力文字を指定
します。
･スロット入力方式で入力するには、入力方式の設
定が必要です。☛P414
･スロット入力方式では予測変換機能は利用でき
ません。
･「入力バーの文字割り当て一覧」☛P427

文字入力中に登録する

ダ
ウ
ン
ロ
l
ド
辞
書

つづく
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･入力方式を「スロット入力」に設定していても、
インライン入力時は「かな入力」になります。
･スロット入力ボードで操作している場合に、入力
エリアの操作（文字の削除やカーソル移動など）
をするときはaを押します。スロット入力ボー
ドの操作に戻すときは再度aを押します。

電話帳の登録で「企業」と入力するとき

1 名前の入力欄を選択z「きぎょう」と入力

「き」：rを1回zdを1回zo
「ぎ」：ozrを4回zo
「ょ」：tzrを2回zuを2回zo
「う」：rを4回zdを2回zo
･上段と下段の入力バーを入れ替える：t
･ひらがなのまま確定する：m
続けて文字を入力できます。文字入力を終了す
るには、操作4に進みます。

2 p
変換されます。

･変換方法はかな入力方式と同じです。
･変換前の状態に戻して文字入力を続けるには
cを押します。

3 o
文字が確定します。
･続けて文字を入力できます。

4 azoを押す
文字入力が終了します。
･mz「編集終了」を選択しても同様に操作で
きます。

入力方法を設定する
入力設定

1 m884

2 各項目を選択して設定

3 pを押す

･文字が確定される前は変更できません。
･インライン入力中は自動カーソルの変更しかで
きません。

1 文字入力画面でmz「入力設定」を選択

2 1～3のいずれかを押す
･「かな入力」と「スロット入力」を切り替える：
1
･「入力予測ON」と「入力予測OFF」を切り替え
る：2
･自動カーソルの移動時間を設定する：3z
1～4

スロット入力ボ－ド

入力モード

入力エリア

入力バー

例

お買い上げ時 入力方式：かな入力　入力予測：ON
自動カーソル：普通

入力方式：
「かな入力」または「スロット入力」を設定
します。
･「スロット入力」に設定すると、以下の項
目は設定できません。

入力予測：
予測変換候補を表示するかを設定します。

自動カーソル：
カーソルが右側に自動移動するまでの時間
を設定します。
･「OFF」は、自動移動しません。
･「遅い」は、約1.5秒後に移動します。
･「普通」は、約1秒後に移動します。
･「速い」は、約0.5秒後に移動します。

文字入力中に設定を変更する

入
力
設
定
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メニュー一覧

･メニューの表示は、メニューの表示形式（メニュー設定）によって異なります。
･文字の全角／半角は、実際の表示と異なる場合があります。

：設定を変更している場合、各種設定リセットを行ってもお買い上げ時の設定には戻りません。

bｉモード

aメール
メニュー お買い上げ時 参照先

a 受信メール ー P248

b 新規メール ー P230

c チャットメール ー P263

d 未送信メール ー P248

e 送信メール ー P248

f 問合せ

a ｉモード問合せ ー P243

b SMS 問合せ ー P268

c メール選択受信 ー P242

d ｉモード問合せ設定 すべて選択 P258

g SMS

a SMS作成 ー P266

b FOMAカード（UIM）
受信SMS ー P269

c FOMAカード（UIM）
送信SMS ー P269

d SMS設定 送信文字種：日本語
送達通知：要求しない
有効期間：3日
SMSC：ドコモ
アドレス：
81903101652
Type of Number：
international

P268

h テンプレート読込み ー P238

i メール設定

a メール着信設定 着信音選択：メロディ／
メール・メロディA
着信イルミネーション
設定：ゆっくり点滅／ア
クア
バイブレータ設定：OFF
鳴動時間：10秒

P261

b チャットメール着信
設定

着信動作設定：設定する
着信音選択：メロディ／
メール・メロディB
着信イルミネーション
設定：ゆっくり点滅／ラ
ベンダー
バイブレータ設定：OFF
鳴動時間：10秒

P265

c メール振り分け設定 すべてON P256

d 署名設定 自動挿入：する
署名編集：未登録 P258

e メール返信設定

a メール返信引用設定 引用：する
引用文字：＞（半角） P259

b クイック返信設定 ON P259

メニュー お買い上げ時 参照先
i メール設定

e メール返信設定

c クイック返信本文
登録

OKです。
NGです。
ありがとう！
ゴメンなさい！
後ほど連絡します。

P259

f メールグループ ー P258

g 受信・表示設定

a 受信表示設定 通知優先 P262

b メール選択受信設定 OFF P258

c メール受信添付
ファイル設定

画像、メロディ、トルカ
受信 P260

d 添付ファイル自動
再生設定

自動再生する P260

e メール一覧表示設定 2行表示 P260

f オンリービュー設定 OFF P260

メニュー お買い上げ時 参照先
a ｉMenu ー P204

b Bookmark ー P209

c Internet

a URL 入力 ー P208
b URL 履歴 ー P208

c ラストURL ー P205

d 画面メモ ー P211

e ｉモード問合せ ー P243

f メッセージ

a メッセージR ー P219

b メッセージF ー P219

c メッセージ設定

a メッセージ自動表示 メッセージR優先 P218

b ｉモード問合せ設定 すべて選択 P258

c 添付ファイル自動
再生設定

自動再生する P260

d メッセージ着信設定 着信音選択：メロディ／
メール・メロディC
着信イルミネーション
設定：ゆっくり点滅／レ
モン
バイブレータ設定：OFF
鳴動時間：10秒

P218メ
ニ
ュ
l
一
覧
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cｉアプリ

d電話帳／履歴

eデータBOX

f LifeKit

g ｉチャネル

a ｉチャネル一覧 ー P293

b テロップ表示設定 テロップ表示：表示する
テロップ速度：普通 P294

h ｉモード設定

a ツータッチサイト表示 未登録 P210

b 接続待ち時間設定 60 秒間 P216

c 照明設定 端末設定に従う P217

d ｉモード中プッシュ
トーク着信

プッシュトーク着信優先 P108

e 証明書設定

a 証明書表示／使用
設定※1

すべて有効 P220

b ユーザ証明書操作 ー P221

c 証明書発行接続先
設定

ドコモ P222

f 表示・効果設定 画像、アニメーション：
表示する
端末情報データ利用設
定：利用する
効果音設定：ON

P216

g ｉモーション設定 自動再生設定：
自動再生する
ｉモーションタイプ設
定：標準タイプ

P224

h 接続先設定 ｉモード（FOMAカード）P216

i フルブラウザ

a ホーム ー

P306

b Bookmark ー
c Internet

a URL入力 ー

b URL履歴 ー

c ラストURL ー

d フルブラウザ設定

a ホーム設定 未登録 P310

b Cookie設定／削除 有効（確認なし） P310

c Script設定 Script実行：有効
ウィンドウオープン
ガード：無効

P311

d 表示モード設定 ケータイモード P311

e 画像表示設定 画像、アニメーション：
表示する P311

f アクセス設定 利用しない P311

g Referer設定 送信する P312

h 画面表示設定 標準画面表示 P312

メニュー お買い上げ時 参照先
a ソフト一覧 ー P275

b ｉアプリ設定

a ソフトの並べ替え ダウンロード日時順 P288

b 自動起動設定 ON P284

メニュー お買い上げ時 参照先
b ｉアプリ設定

c ソフト情報表示設定 OFF P274

d 照明設定 端末設定に従う P277

e バイブレータ設定 ON P277

f ツータッチｉアプリ表
示

未登録 P284

c 履歴表示
ー

P276
P285
P286

メニュー お買い上げ時 参照先
a 電話帳検索 全件表示（50音） P117

b 電話帳登録 ー P111

c FOMAカード（UIM）
登録 ー P115

d プッシュトーク電話帳 ー P102

e 着信履歴 ー P67

f リダイヤル ー P56

g 伝言メモ／音声メモ

a 伝言メモ設定 停止する P77

b 伝言メモ一覧 ー P80

c 音声メモ録音 ー P383

d 音声メモ一覧 ー P383

h 自局番号 自局電話番号はご契約
の電話番号、それ以外は
未登録

P48
P382

メニュー お買い上げ時 参照先
a マイピクチャ ー P314

b ｉモーション ー P321

c メロディ ー P331

d キャラ電 ー P328

e マイドキュメント ー P356

メニュー お買い上げ時 参照先
a バーコードリーダー ー P196

b 赤外線／ PC データ連携

a 赤外線全件送信 ー P350

b 赤外線受信 ー P350

c データ送受信設定 通信終了音：OFF
自動認証：なし
電話帳の画像送信：あり

P353

d USBモード設定 通信モード P343

c トルカ

a トルカ一覧 ー P299

b トルカ取得設定 トルカ取得設定、イルミ
ネーション設定：ON
イルミネーションカ
ラー：スカイ
トルカ取得音量：
レベル４

P301

メニュー お買い上げ時 参照先

つづく
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※1：各種設定リセットを行うと、FOMAカードに保存されている証明書もすべて有効になります。
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gステーショナリー

h設定／NWサービス

d ICカード

a ICカード一覧 ー P297

b ICカードロック OFF P302

c ICカードオートロッ
ク設定

OFF P304

d ICカードロック設定 暗証番号 P303

e miniSDカード ー P339

f カメラ ー P182

g ビデオカメラ ー P186

h サウンドレコーダー ー P354

i 電話帳お預かりサービス

a お預かりセンターに
接続 ー P130

b 電話帳通信履歴表示 ー P130

c 送信設定 なし P130

メニュー お買い上げ時 参照先
a スケジュール帳 ー P372

b メモ帳 ー P386

c 目覚まし 未設定 P370

d 電卓 ー P386

e 辞典 ー P388

メニュー お買い上げ時 参照先
a 音／バイブ

a 音の設定

a 電話着信音

a 電話着信音 メロディ／Vivaldism

P132
b テレビ電話着信音 メロディ／電話・メロ

ディA

c プッシュトーク
着信音

メロディ／電話・メロ
ディB

d 発番号なし動作設
定

すべて設定解除 P172

b メール・メッセージ着信音

a メール着信音 メロディ／メール・メロ
ディA

P132

b チャットメール
着信音

メロディ／メール・メロ
ディB

c メッセージR着信
音

メロディ／メール・メロ
ディC

d メッセージF着信
音

メロディ／メール・メロ
ディC

c アラーム音

a 目覚まし音 メロディ／アラーム・メ
ロディ

P134b スケジュール音 アラーム：メロディ／ア
ラーム・女性ボイス
予告アラーム：
メロディ／パターン4

メニュー お買い上げ時 参照先
a 音／バイブ

a 音の設定

d 操作確認音

a キー確認音 キー確認音1
P134b スピードセレク

ター音
スピードセレクター音
1

c カメラシャッ
ター音

シャッター音1

P135
d ビデオシャッ

ター音
シャッター音1

e レンズカバー音 カバーオープン音：カ
バーオープン音1
カバークローズ音：カ
バークローズ音1

P135

f スライド音 スライドオープン：メロ
ディ／スライド・オープ
ン音1
スライドクローズ：メロ
ディ／スライド・クロー
ズ音1

P136

e 充電確認音 ON P139

f 通話保留・警告音

a 応答保留ガイダ
ンス設定

内蔵音 P73

b 通話保留音 保留音・ボイス P74

c 通話品質アラー
ム音

アラーム高音 P139

d 再接続アラーム音 アラーム高音 P61

e 電池アラーム音 ON P45

b 音量設定

a 電話着信音量 レベル4 P70

b メール・メッセー
ジ着信音量

レベル4 P70

c 受話音量 レベル4 P70

d アラーム音量

a 目覚まし音量 レベル4 P70

b スケジュール音量 レベル4 P70

e ｉアプリ音量 レベル4 P70

f トルカ取得音量 レベル4 P70

c バイブレータ設定

a 電話着信時

a 電話着信時 OFF

P137b テレビ電話着信時 OFF

c プッシュトーク
着信時

OFF

b メール・メッセージ着信時

a メール着信時 OFF

P137

b チャットメール
着信時

OFF

c メッセージR着信
時

OFF

d メッセージF着信
時

OFF

メニュー お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
l
一
覧

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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a 音／バイブ

c バイブレータ設定

c アラーム鳴動時

a 目覚まし鳴動時 OFF
P137b スケジュール鳴

動時
OFF

d ｉアプリ利用時 ON P137

d マナーモード選択 通常マナーモード P140

e 呼出動作開始時間設定 OFF P174

b ディスプレイ

a 待受画面設定

a 待受画面選択 トータルコーディネイ
ト設定に従う P141

b 時計表示設定 トータルコーディネイ
ト設定に従う P157

c 電池マーク設定 トータルコーディネイ
ト設定に従う P153

d カレンダー／待受
カスタマイズ

パターン4
（エリア1設定、エリア
2設定は未登録
エリア3設定：キーガイ
ダンス）

P145

e テロップ表示設定 テロップ表示：表示する
テロップ速度：普通 P294

b メニュー設定

a メニュー設定※2 ノーマルはトータル
コーディネイト設定に
従う
カスタム：
タイルアイコン
アニメーションデザイ
ンはトータルコーディ
ネイト設定に従う
アイコン拡大表示：OFF
起動メニュー：
ノーマル／シンプル
カスタムメニューショー
トカット：カスタム

P152

b カスタムメニュー
登録

スタンダード P379

c 各種画面設定

a カラーテーマ設定 トータルコーディネイ
ト設定に従う P151

b 発着信画面表示設定

a 電話発信設定 標準画像 P147

b 電話着信設定 標準画像 P148

c テレビ電話発信設定 標準画像 P147

d テレビ電話着信設定 標準画像 P148

e 人物画像表示設定 ON P149

f 発番号なし動作設定 すべて設定解除 P172
g メール送信画像設定 標準画像 P149

h メール受信画像設定 標準画像 P149

i 問合せ画像設定 標準画像 P149

メニュー お買い上げ時 参照先
b ディスプレイ

c 各種画面設定

c 着信表示設定 電話着信時電話番号：表
示する
電話着信時名前表示：通
常表示
メール／メッセージ着
信時表示：表示する

P149

d テレビ電話画像選
択

代替画像：標準キャラ電
伝言メモ画像、応答保留
画像、通話中保留画像、
動画メモ画像：標準画像

P93

d 照明設定

a 点灯時間設定 通常時：10秒
ACアダプタ接続時、
ｉモード中：端末設定に
従う

P150カメラ撮影中、ビデオカ
メラ撮影中、ｉモーショ
ン：常灯

ｉアプリ：
端末設定に従う

b 照明設定範囲 ディスプレイ＋キー P151

c 明るさ調整 標準 P151

e イルミネーション設定

a 着信 テレビ電話着信：点滅／
ライム
音声着信：点滅／スカイ
メール着信：ゆっくり点
滅／アクア
メッセージR着信、メッ
セージF着信：ゆっくり
点滅／レモン
チャットメール着信：
ゆっくり点滅／ラベン
ダー
プッシュトーク着信：
点滅／ピーチ
トルカ取得：
ON／スカイ

P154

b 通話中 OFF P154

c ICカードアクセス ON／スカイ P154

d スピードセレク
ター／その他

スピードセレクター：
ON／緑-青-赤 ミックス
目覚まし、スケジュー
ル：点滅／コーラル
メロディ再生：メロディ
連動
スライドオープン、スラ
イドクローズ：ゆっくり
点滅／ターコイズ

P154

f 不在着信お知らせ OFF P155

g 文字表示設定

a 文字サイズ設定 すべて中（標準） P156

b バイリンガル Japanese P158

h トータルコーディネ
イト設定

FOMA端末の色に従う P158

メニュー お買い上げ時 参照先

つづく

メ
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※2：各種設定リセットを行うと、ノーマルとアニメーションデザイン、タイルアイコンデザインの「カスタ
ム1」「カスタム2」は、お買い上げ時の設定に戻ります。
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c セキュリティ／ロック

a ロック

a オールロック 未設定 P164

b PIM ロック OFF P166

c ICカードロック

a ICカードロック OFF P302

b ICカードオート
ロック設定

OFF P304

c ICカードロック
設定

暗証番号 P303

b シークレットモード 未設定 P171

c ダイヤル発信制限 OFF P167

d FOMAカード（UIM）PIN1コード、PIN2
コード：0000
PIN1コードON／OFF：
OFF

P162

e 暗証番号変更 0000 P161

f プライバシーモード
設定

電話帳・履歴、メール、
マイピクチャ、ｉ モー
ション、スケジュール、
ｉアプリ：表示する
自動起動：OFF 

P168

g スキャン機能

a パターンデータ更新 ー P462

b 自動更新設定 ー P462

c スキャン機能設定 有効 P461

d バージョン表示 ー P463

h プロテクトキー動作
設定

スライドオープン時は
解除 P170

d 情報表示／リセット

a 通話時間 ー P384

b 設定状況確認 ー P391

c 電池レベル表示 ー P45

d 通話料金

a 通話料金表示 ー P384

b 通話料金上限通知 OFF P385

c 上限通知アイコン
消去 ー P386

d 通話料金自動リ
セット設定

OFF P385

e 各種設定リセット ー P391

f データ一括削除 ー P391

e 時計

a 日付時刻設定※3 自動時刻補正：ON
オフセット時間：＋、00
時間00分

P46

b 自動電源ON 設定 OFF P369

c 自動電源OFF 設定 OFF P369

d 時計表示設定 トータルコーディネイ
ト設定に従う P157

e アラーム自動電源ON 
設定

OFF P372

メニュー お買い上げ時 参照先
f 発着信・通話機能

a 電話発信設定 標準画像 P147

b 電話着信設定 着信音：
メロディ／Vivaldism
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション：
点滅／スカイ

P71

c 発番号なし動作設定 すべて設定解除 P172
d エニーキーアンサー

設定
ON P65

e イヤホン機能設定

a イヤホン切替設定 イヤホン+スピーカー P390

b オート着信機能設定 OFF P389

c イヤホンスイッチ
設定

OFF P389

f メモリ着信拒否／許可

a メモリ別着信拒否
／許可

設定解除 P172

b メモリ登録外着信
拒否

OFF P174

g 発着信詳細設定

a 優先通信モード設定 設定なし P72

b プレフィックス設定 009130010 P60

c 国際ダイヤル設定

a 自動付加設定 自動付加 P59

b 国際電話設定 名称：World Call
番号：009130010 P60

d サブアドレス設定 ON P61

e 着信中オープン応答 OFF P65

h 通話詳細設定

a ノイズキャンセラ
設定

ON P62

b 通話中クローズ設定 通話継続 P66

i セルフモード設定 OFF P166

g テレビ電話／プッシュトーク

a テレビ電話

a テレビ電話発信設定 標準画像 P147

b テレビ電話着信設定 着信音：メロディ／電
話・メロディA
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション：
点滅／ライム

P71

c テレビ電話動作設定 音声自動再発信：OFF
テレビ電話画面設定：
両方
子画面表示：自画像
画面サイズ設定：大
送信画質設定：標準
照明設定：常灯（標準）
スピーカーホン設定：
ON

P92

d パケット通信中着
信設定

テレビ電話優先 P95

メニュー お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
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一
覧

※3：各種設定リセットを行っても、日付と時刻は保持されます。
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g テレビ電話／プッシュトーク

a テレビ電話

e テレビ電話画像選択 代替画像：標準キャラ電
伝言メモ画像、応答保留
画像、通話中保留画像、
動画メモ画像：標準画像

P93

f テレビ電話使用機
器設定

本体 P96

g テレビ電話切替機能通知

a 切替機能通知開始 開始 P95

b 切替機能通知停止 ー P95

c 切替機能通知設
定確認 ー P95

b プッシュトーク

a プッシュトーク着
信設定

着信音：
メロディ／電話・メロ
ディB
バイブレータ：OFF
着信イルミネーション：
点滅／ピーチ

P71

b プッシュトーク呼
出時間設定

30秒 P106

c プッシュトーク番
号通知設定

通知しない P106

d プッシュトーク自
動応答設定

自動応答なし P107

e プッシュトーク中
着信設定

着信拒否 P107

f プッシュトーク中
クローズ設定

継続 P108

g ｉモード中プッ
シュトーク着信

プッシュトーク着信優先 P108

h 文字入力／その他

a 単語／定型文登録

a 単語登録 ー P412

b 定型文登録 ー P411

b ダウンロード辞書 ー P413

c 変換学習リセット ー P409

d 入力設定 入力方式：かな入力
入力予測：ON
自動カーソル：普通

P414

e NW 検索方法 ネットワーク自動検索 P390

f ソフトウェア更新 ー P458

g クイック起動設定 ON P390

h スライド編集設定 すべてON P368

i スピードセレクター
設定

スピードセレクター：
ON
移動方向：時計回り
待受起動機能：メニュー

P28

メニュー お買い上げ時 参照先
i サービス

a 留守番電話

a 留守番サービス

a 留守番サービス
開始 ー

P394

b 留守番呼出時間
設定 ー

c 留守番サービス
停止 ー

d 留守番設定確認 ー

e 留守番メッセー
ジ再生 ー

f 留守番サービス
設定 ー

g メッセージ問合せ ー

b 件数増加鳴動設定 件数通知音：ON
通知メロディ：メール・
メロディB

c 着信通知

a 着信通知開始 ー

b 着信通知停止 ー

c 着信通知開始設
定確認 ー

d 表示消去 ー

b キャッチホン

a キャッチホン開始 ー

P395b キャッチホン停止 ー

c キャッチホン設定
確認 ー

c 転送でんわ

a 転送サービス開始 ー

P396

b 転送サービス停止 ー

c 転送先変更 ー

d 転送先通話中時設定 ー

e 転送サービス設定
確認 ー

d 着もじ

a メッセージ作成 ー P54

b メッセージ表示設定 番号通知ありのみ P55

e 発信者番号通知

a 発信者番号通知設定 ー P48

b 発信者番号通知確認 ー P48

f 番号通知お願いサービス
a 番号通知開始 ー

P397b 番号通知停止 ー

c 番号通知確認 ー

g 通話中着信設定

a 通話中着信設定開始 ー

P398
b 通話中着信設定停止 ー

c 通話中着信設定確認 ー

h 通話中着信動作選択 通常着信

メ
ニ
ュ
l
一
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iミュージックプレイヤー

0自局番号

i NWサービス

i その他のＮＷ サービス

a USSD 登録 ー
P400

b 応答メッセージ登録 ー

c 遠隔操作設定

a 遠隔操作開始 ー

P398b 遠隔操作停止 ー

c 遠隔操作設定確
認 ー

d 迷惑電話ストップ

a 迷惑電話着信拒
否登録 ー

P396

b 電話番号指定拒
否登録 ー

c 迷惑電話全登録
削除 ー

d 迷惑電話１登録
削除 ー

e 拒否登録件数確認 ー

e 英語ガイダンス

a ガイダンス設定 ー
P397b ガイダンス設定

確認 ー

f デュアルネットワーク

a デュアルネット
ワーク切替 ー

P397
b デュアルネット

ワーク状態確認 ー

メニュー お買い上げ時 参照先
i NWサービス

i その他のＮＷ サービス

g サービスダイヤル

a ドコモ故障問合せ ー
P398b ドコモ総合案内・

受付 ー

h マルチナンバー

a 通常発信番号設定 ー

P399

b 通常発信番号設
定確認 ー

c 電話番号設定 基本契約番号：基本契約
番号／自局電話番号
付加番号1：
付加番号1／未登録
付加番号2：
付加番号2／未登録
マルチナンバー発信：無
効

d 着信設定 OFF

メニュー お買い上げ時 参照先
ミュージックプレイヤー ー P362

メニュー お買い上げ時 参照先
自局番号 自局電話番号はご契約

の電話番号、それ以外は
未登録

P48
P382

メニュー お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
l
一
覧
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お買い上げ時に登録されているデータ

■ 画像

■ ｉモーション

※1： Flash 画像です。時刻によって表示が変化します。
※2：時計表示設定でデザインを「デジタル1」または「デジタル3」に設定し、表示位置を「上」に設定

すれば、操作ガイダンスに時計は重なりません。
※3：着モーションにも設定できます。

■ タイルアイコン

■ アニメーション

待受画面用の画像／ｉモーション

White 
steps

Black 
stage

Blue 
block

Yellow 
wall

Crystal
※1

Bottle 
scan※1

Night 
scene

Bars 操作ガイ
ダンス※2

Journey The Ocean※3

ノーマルメニュー

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 タイプ5

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 タイプ5

登
録
さ
れ
て
い
る
デ
l
タ

つづく
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次の画像が、データBOXのマイピクチャの「デコメールピクチャ」フォルダに保存されています。
･削除した場合は、ｉモードサイト「My D-style」からダウンロードできます。☛P426
･画像によっては、背景色を白以外に設定しないと絵柄がわかりにくいものがあります。
･以下の一部の画像は絵柄がわかりやすいように背景色を変更しているため、画面の表示と異なる場
合があります。また、画像の大きさは、実際に挿入される画像の大きさとは異なります。

デコメールピクチャ用画像

メールテンプレート

ブンブン カフェ ブンブン お昼ね ブンブン フラワー ありがとう 助かっちゃった おめでとう！

©BVIG ©BVIG ©BVIG

誕生日おめでとう 久しぶり 頑張って 調子はどう？ おつかれさま ラッキー！

©BVIG
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･削除した場合は、ｉモードサイト「My D-style」からダウンロードできます。☛P426

■ 待受用（240×400）サイズ

■ QVGA（240×320）サイズ

幸せ気分 好きです… お願い 急いでます！ 電話します お茶しよ～

OK！ 遊びにいこう 旅にでようよ いってらっしゃい おはよ！ おやすみ

反省してます さみしい ちょっと怒ったよ 忙しい忙しい 飲みたい気分 マル秘情報

フレーム

登
録
さ
れ
て
い
る
デ
l
タ
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■ QCIF（176×144）サイズ

･削除した場合は、ｉモードサイト「My D-style」からダウンロードできます。

■ ブンブン（Dimo）

■ 女の子

パーツアクション

スタンプ

キャラ電

11 頭 右を向く（ループ） 16 頭 上下に振る 24 胴体 前に傾く（ループ）
12 頭 左を向く（ループ） 17 頭 回転する 31 右手 挙げる（ループ）
13 頭 上を向く（ループ） 21 胴体 右を向く（ループ） 41 左手 挙げる（ループ）
14 頭 下を向く（ループ） 22 胴体 左を向く（ループ） 51 足 しゃがむ（ループ）
15 頭 左右に振る 23 胴体 後ろを向く（ループ） 52 足 ジャンプ

ｉモードサイト「My D-style」へのアクセス方法
「My D-style」には、ｉMenuの「メニュー／検索」→「ケータイ電話メーカー」から接
続してください（2006年11月現在）。
●右のQRコードをバーコードリーダーで読み取ると、「My D-style」に接続でき
ます。

全体アクション
1 嬉しい 4 ラブラブ 7 着ぐるみ
2 ごめんなさい 5 病気 8 拾ってください
3 びっくり 6 酔っぱらい 9 成金

©BVIG

全体アクション
1 喜ぶ 5 泣く 9 さよなら #4 あきれる
2 ガッツポーズ 6 ダメ #1 悩む
3 愛情 7 挨拶 #2 称える
4 怒る 8 うなずく #3 お願い

サイトアクセス用
QRコード

登
録
さ
れ
て
い
る
デ
l
タ
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ダイヤルキーの文字割り当て一覧（かな入力方式）

□：空白を示します。　 ：文字入力後にtを押すたびに、大文字と小文字が切り替わります。
※1：全角の数字モード以外の数字は半角で入力されます。
※2：半角の英字モードは「 ̃ 」で入力されます。
※3：数字モードの「＊」「#」「P」「T」「+」は、これらの文字が有効な入力欄のみ入力できます。
※4：該当するキーを1秒以上押すと入力できます。
※5：入力欄によっては改行できない場合があります。

入力バーの文字割り当て一覧（スロット入力方式）

キー ひらがな／漢字モード
（全角）※1

カナモード
（全角／半角）※1

英字モード
（全角／半角）※1

数字モード
（全角／半角）※3

1 1 １ ．　／　＠　―※2　－： ＿　[ ￥　]　
＾　｀　｛　｜　｝１

１

2 か　き　く　け　こ　2 カ　キ　ク　ケ　コ　２ ２ ２
3 さ　し　す　せ　そ　３ サ　シ　ス　セ　ソ　３ ３ ３
4 た　ち　 　て　と　４ タ　チ　 　テ　ト　４ ４ ４
5 な　に　ぬ　ね　の　５ ナ　ニ　ヌ　ネ　ノ　５ ５ ５
6 は　ひ　ふ　へ　ほ　６ ハ　ヒ　フ　ヘ　ホ　６ ６ ６
7 ま　み　む　め　も　７ マ　ミ　ム　メ　モ　７ ７ ７
8 ８ ８ ８ ８
9 ら　り　る　れ　ろ　９ ラ　リ　ル　レ　ロ　９ ９ ９
0 わ　を　ん　ー　、　。

・　？　！　「　」　□　０
ワ　ヲ　ン　ー　、　。
・　？　！　「　」　□　０

！　”　＃　＄　％　&　’　（　）＊
＋　，　；　＜　＝　＞　？　□　0

０　＋※4

( ゛　゜ ゛　゜ 半角の場合のみ次の文字列が入力可
@docomo.ne.jp　.com　.or.jp
.go.jp　.ne.jp　.co.jp　.ac.jp
http://www.　www.　.html　.htm

＊　P※4

#※5 改行 改行 改行 ＃　T※4

入力
バー

ひらがな／漢字モード
（全角）

入力
バー カナモード（半角） 入力

バー 英数字モード（半角）

上

段

あ あいうえおぁぃぅぇぉ1

上

段

ｱ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ 1

上

段

. .  /  @  ̃   ―  :  _  [ ￥ ]  ^  `  { ｜ }  1 
か かきくけこ 2 ｶ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ  2 A A  B  C   a  b  c   2
さ さしすせそ 3 ｻ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ  3 D D  E  F    d  e  f   3
た たちつてとっ 4 ﾀ ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ ｯ  4 G G  H  I    g  h  i    4
な なにぬねの 5 ﾅ ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ  5 J J  K  L    j  k   l    5
ﾞﾟ ﾞﾟ ﾞ ﾞﾟ 定 @docomo.ne.jp     .com    .or.jp

.go.jp    .ne.jp     .co.jp     .ac.jp
http://www.    www.     .html     .htm

下

段

は はひふへほ 6

下

段

ﾊ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ  6
ま まみむめも 7 ﾏ ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ  7
や やゆよ ゃゅょ 8 ﾔ ﾔ ﾕ ﾖ  ｬ ｭ ｮ  8

下

段

M M  N  O  m  n  o   6
ら らりるれろ 9 ﾗ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ  9 P P  Q  R   S   p  q  r   s  7
わ わをんー  、  。？！「 」□ 0 ﾜ ﾜ ｦ ﾝ － ､ ｡ ? !「 」□ 0 T T  U  V    t  u   v    8

改行 改行 W W  X  Y  Z    w  x  y  z   9

□：ひらがな／漢字モードでは全角の空白、カナモード、英数字モー
ドでは半角の空白を示します。

･ひらがな／漢字モードでは、「ﾞ」と「ﾟ」はoを押すたびに切り替
わります。
･数字は半角で表示されます。

! !  "  #  $ %  &  '  ( )  *  + ,  ;    < =  >  ? □ 0
改行

あ   い    う   え   お ア　イ　ウ　エ　オ

ａ　ｂ　ｃ
ｄ　ｅ　ｆ

つ ツ ｇ　ｈ　ｉ
ｊ　ｋ　ｌ
ｍ　ｎ　ｏ
ｐ　ｑ　r　ｓ

や　ゆ　よ ヤ　ユ　ヨ ｔ　ｕ　ｖ
ｗ　ｘ　ｙ　ｚ

文
字
割
り
当
て
一
覧
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定型文一覧

■ 一般（20件）

■ 遊び（20件）

■ ビジネス（20件）

■ 応答（20件）

おはよう おやすみ
おはよー！今日も一日がんばりましょう。 昨日は、とっても楽しかったです。どうもありがとう。
連絡下さい。 今から電話してもいいですか？
ごめんなさい、遅れます。 今日は○○の日です。早く帰って来てね。
○○まで迎えに来て！お願いします。 ○○について知っている人は○○までに○○に教え

て下さい。もう少し待ってて！
いってらっしゃい。 留守電にメッセージをお願いします。
○○で待ってます。 ただいま電話にでることができません。メールでご用

件をお知らせ下さい。集合時間は○○、集合場所は○○です。
今日は外で食べて帰ります。ご飯はいりません。 メールありがとう。
○○の写真送ります。 最近の○○の写真です。

今なにしてるの？電話かメールを下さい。 どこか、遊びに行こーよ！
電話ちょうだい！電話番号は○○です。 おくれちゃう、ゴメン！
どこにいるの？ 集合！
時間だよーん！！ トラブル発生！！
会いたい！ 大好き！
みんなで飲みませんか？○○に○○。 今日○○に、○○へ行きませんか？
○○の待ち合わせ時間と場所、決めようよ。 ○○に行かない？
○○のメンバー募集！詳しくは○○まで連絡下さい。
今度みんなで○○へ行きましょう。○○までで、都合の良い日を教えて下さい。
今度みんなで○○へ行きましょう。いいところがありましたら、お知らせ下さい。
○○しませんか？日時：○○、場所：○○。出欠をご連絡下さい。
メッセージ下さい！！ ○○の時の写真だよ。

本日の○○会議は、○○となりました。 本日の○○訪問は、○○となりました。
○○へ直行します。 ○○へ直帰します。
電車遅延のため、○○遅れます。 至急TEL下さい。
予定変更！ TEL下さい。 待ち合わせ変更！場所：○○、時間：○○
○○頃まで、携帯電話の電源を切ります。 振込口座：○○銀行○○支店、口座番号○○、名義人

名○○です。○○の件、よろしくお願い致します。
今日、一杯どうですか？連絡下さい。 FAX確認願います。
次の指示を待て。 変更します。
延期します。 中止します。
○○での写真送ります。 今わかりません。
あとで連絡します。

Thank you! Good! OKです。 NGです。
いいよ。 行きます。 了解。 ダメ！
ごめんネ･･･ スミマセン、無理です。 本当？ おまかせっ！！
関係ないね！ うらやましー。 お疲れさま。 反対。
賛成。 待ってました！ それは残念。 写真届きました。

定
型
文
一
覧
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■ その他（20件）

■ 絵文字ことば（20件）

･意味例を入力しても絵文字ことばは表示できません。

■ ユーザ作成（最大50件）
･登録した定型文が表示されます。

顔文字一覧

ひらがな／漢字モードで読みを入力して変換できます。 の顔文字は、「かお」または「かお
もじ」と入力しても変換できます。
■ 挨拶・返事 ■ 笑う・うれしい

またねー！ 今どこ？ お誕生日おめでとう。 おめでとう。
まじでー！？ まかせなさい！！ キャンセル。 いってきます。
頑張って！ ありがとう！ www. .ne.jp
.co.jp .or.jp .ac.jp .net
.com .org .html http://

絵文字ことば 意味例 絵文字ことば 意味例 絵文字ことば 意味例
ハロー！ /またね ごきげん ピース
るんるん 落ち込む どうしよう
ぷんぷん 怒ってるぞ メロメロ
パニック 寝ます チュッ！
ラブラブ ダッシュ えっ何？
写真を撮る がんばれ！ 独りぼっち
カラオケ サッカー

顔文字 読み

ばい　あいさつ

ばいばい　あいさつ

ばいばい　あいさつ

ばいばい　あいさつ

おーい　じゃあ　どーも　
よろしく　あいさつ

おーい　じゃあ　どーも　
よろしく　あいさつ

ばいばい　あいさつ

おーい　あいさつ

にこっ　あいさつ

やぁ　あいさつ

ちわっ　あいさつ

おはよう　あいさつ

ぐっ　ぐー　へんじ

ぐっ　ぐー　へんじ

はい　へんじ

おっけー　へんじ

りょうかい　へんじ

やあ　あいさつ

やあ　あいさつ

顔文字 読み

にこっ　わらう

にこっ　うれしい

うほほ　にこっ　わーい　
うれしい

うきうき　うれしい

にこっ　うれしい

にこっ　うれしい

きたー　にこっ　わらう

わーい　うれしい

わーい　うれしい

にこっ　うれしい

きらーん　うれしい

やったね　ぴーす　にこっ
ぶい　うれしい

にこっ　うれしい

にこっ　うれしい

うれしい

にこっ　すまいる　わらう

ぴーす　うれしい

ちゅっ　にこっ　わらう

わくわく　うれしい

顔
文
字
一
覧

つづく
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■ 照れる・怒る

■ 泣く・悲しい

■ 驚き

にこっ　わらう

いえい　ぶい　ぴーす
うれしい

やったね　ぴーす　にこっ
ぶい　うれしい

にこっ　わらう

わーい　わらう

おーい　はーい　わらう

やったね　ぴーす　にこっ
ぶい　わらう

ほっぺがおちる　わらう

わーい　わらう

にこっ　すまいる　わらう

きゃー　うれしい

ぐー　うれしい

きゃー　うれしい

うれしい　

むふふ　うれしい

顔文字 読み

ぽりぽり　てれる

てへ　てれる

にこっ　ぽっ　てれる

えへっ　てれる

てれ　てれる

てへっ　てれる

てへっ　てれる

こまる　てれ　てれる

てへっ　てれる

うふふ　てれる

こら　ごるあ　ごるぁ　
おこる

ぱんち　おこる

ちゃぶだい　おこる

こらっ　おこる

ふまん　おこる

こら　おこる

こらっ　おこる

ぷんぷん　むかっ　おこる

顔文字 読み

あいた　いたい　いてー　
ひぇー　なく

うるうる　なく

しくしく　なく

しくしく　なく

顔文字 読み

びくっ　かなしい

がっくり　かなしい

くすん　なく

ぐすん　なく

がっくし　かなしい

しょぼん　かなしい

しくしく　なく

なく

しくしく　なく

なき　うるうる　なく

なき　うるうる　なく

いたい　なく

なく　かなしい

なき　ぐすん　なく

えーん　なく

顔文字 読み

びくっ　おどろき

めがてん　おどろき

めがてん　おどろき

うーん　おどろき

びくっ　おどろき

ぎくっ　おどろき

きらーん　おどろき

がーん　おどろき

ぽかーん　おどろき

びっくり　がーん　ぎく　
おどろき

えっ　おどろき

えっ　おどろき

えっ　おどろき

がくがく　おどろき

ぎくっ　てつや　おどろき

めがてん　おどろき

ぎくっ　ぎょ　おどろき

ぎくっ　ぎょ　おどろき

びくっ　ぎょっ　おどろき

ぽかーん　おどろき

うーん　おどろき

めがてん　おどろき

めがてん　おどろき

めがてん　おどろき

めがてん　おどろき

おおー　びっくり　おどろき

ぎくっ　おどろき

がーん　おどろき

顔文字 読み

顔
文
字
一
覧
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■ 疑問・焦り

■ その他

顔文字 読み

ぎくっ　あせ　あせり

なぜ　ぎもん

ぎくっ　あせ　あせり

ばたばた　ぎもん

えっ　ぎもん

じー　ぎもん

あたふた　あせり

あたふた　あせり

ぎくっ　あせり

ぎくっ　あせ　あせり

ぎくっ　あせ　あせり

ぎくっ　あせ　あせり

ぎくっ　あせ　あせり

ぎくっ　あせ　ぎもん

びくっ　あせり

ぎくっ　あせ　あせり

ぎくっ　なぜ　ぎもん

にげる　あせり

ぎくっ　あせ　えっ　あせり

じたばた　あせり

ぎくっ　あせ　あせり

顔文字 読み

うたう

りょうかい　おっけー
らじゃ

ぺこり

ぺこり

ありがと　おねがい　
ごめん　ぺこり

いそぐ　にげる

こそこそ

がんばれ　ふぁいと

ういんく

ういんく

いい

かんしゃ　ありがとう

ぴんぽーん

よしよし　おい

ぷっ

げっつ

にやり

どうぞ

どうぞ　おちゃ

きて　かもん　おいで

くちぶえ

たばこ

しゃきーん

せーふ

いっぷく

いっぷく

うまい　たべる

おねがい

かんぱい　なかま　たっち

よしよし

つんつん

たすけて

いひひ

めもめも　かきかき

もしもし

あーん

やれやれ

はぁ　ためいき

ためいき

うーん

ふふん　じまん

よだれ

ふっ

ほへー

ほへー

むしめがね

じとっ

じとっ

ちちち

どれどれ

ちらっ

いたい

ねてる　ねる

ねむい

ふーん

ねむい

くま

いぬ

ぽい

よだれ

さかな

顔文字 読み

顔
文
字
一
覧
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記号一覧

□：半角／全角の空白を示します。
･実際の表示と見えかたが異なるものがあります。

絵文字一覧

ひらがな／漢字モードで読みを入力して変換できます。
･絵文字1は「えもじ」と入力しても変換できます。
･絵文字2は「えもじに」と入力しても変換できます。
･絵文字を入力してｉモード端末以外の相手にメールを送信すると、正しく表示されない場合があり
ます。
･絵文字2を入力してメールを送信すると、相手端末によっては正しく表示されない場合があります。
･ SMSでは は に、 、 、 以外は半角空白に、置き換わって送信されます。

半
角

全
角

□

□

絵文字１

絵文字 読み

はーと

はーと

しつれん　はーと

はーと

うれしい　にこ　かお

おこる　いかり　むか
かお

がっかり　かなしい　かお

かなしい　かお

ふらふら　かお

いぬ　どうぶつ

ねこ　どうぶつ

はれ　てんき　たいよう

くもり　てんき　くも

あめ　てんき　かさ

ゆき　てんき

かみなり　てんき

たいふう　てんき　うずまき

絵文字 読み

きり　てんき

こさめ　てんき　かさ

るんるん　おんぷ　おんがく

むーど　おんぷ　おんがく

おんせん　ふろ　おふろ

かわいい　はな

きすまーく　きす　くち

ぴかぴか　きらきら

ひらめき　でんきゅう　
ぴかぴか

むか　いかり　おこる

ぱんち　て　ぐー

ばくだん

ねむい　ねむり
すいみん　ねる

びっくり

びっくり　はてな

びっくり

絵文字 読み

どん　しょうげき

あせ

あせ

だっしゅ

ちょうおん

ちょうおん

けってい　おーけー
おっけー

みぎうえ　みぎななめう
え　やじるし

みぎした　みぎななめし
た　やじるし

ひだりうえ　ひだりなな
めうえ　やじるし

ひだりした　ひだりなな
めした　やじるし

ぐっど　やじるし

ばっど　やじるし

め

記
号
一
覧

D902iS 20 付録 _1.fm  432 ページ  ２００６年５月１８日　木曜日　午後４時４０分



433

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

みみ

ぐー　て

ちょき　ぶい　ぴーす　て

ぱー　て

あし

はーと　とらんぷ

すぺーど　とらんぷ

だいや　とらんぷ

くらぶ　くろーばー
とらんぷ

でんしゃ　のりもの
てつどう

ちかてつ　のりもの

しんかんせん　のりもの

くるま　のりもの
じどうしゃ

くるま　のりもの
じどうしゃ

ばす　くるま　のりもの

ふね　のりもの

ひこうき　のりもの
くうこう

りぞーと　よっと　のりもの

くりすます　つりー

いえ　じたく

びる　かいしゃ

ゆうびんきょく　ゆうびん

びょういん

ぎんこう

えーてぃーえむ　ぎんこう

ほてる

こんびにえんすすとあ　
こんびに

がそりんすたんど　がそり
ん　がすすた　がそすた

ちゅうしゃじょう
ぱーきんぐ　ぱーく

しんごう

といれ

れすとらん　しょくじ　
ごはん

きっさてん　こーひー　
かっぷ　かふぇ

ばー　かくてる　さけ

びーる　さけ

ふぁーすとふーど
はんばーがー

ぶてぃっく　くつ　ひーる

絵文字 読み

びよういん　はさみ
とこや

からおけ　まいく

えいが

ゆうえんち　もくば

おんがく　へっどほん

あーと

えんげき

いべんと

ちけっと　きっぷ

すぽーつ　しゃつ

やきゅう　すぽーつ　
ぼーる

ごるふ　すぽーつ

てにす　すぽーつ

さっかー　すぽーつ　
ぼーる

すきー　すぽーつ

ばすけっとぼーる　ばすけ
ばすけっと　すぽーつ

もーたーすぽーつ　ふらっぐ
はた　すぽーつ

ぽけっとべる　ぽけべる

きつえん　たばこ

きんえん　たばこ

かめら

かばん　ばっぐ

ほん

りぼん

ぷれぜんと

ばーすでー　ろうそく　
たんじょうび

でんわ

でんわ　けいたいでんわ
けいたい　けーたい

めーる

めも

てれび

げーむ

しーでぃー　おんがく

くつ　すにーかー

めがね

くるまいす

おひつじざ　せいざ

おうしざ　せいざ

ふたござ　せいざ

かにざ　せいざ

ししざ　せいざ

絵文字 読み

おとめざ　せいざ

てんびんざ　せいざ

さそりざ　せいざ

いてざ　せいざ

やぎざ　せいざ

みずがめざ　せいざ

うおざ　せいざ

しんげつ　つき

つき

はんげつ　つき

みかづき　つき

まんげつ　つき

でんわ　けいたいでんわ
けいたい　けーたい

めーる

ふぁっくす

あいもーど

あいもーど

どこも

どこも

ゆうりょう　えん　おかね
かね

むりょう　ふりー

あいでぃー

ぱすわーど　かぎ　ろっく

りたーん　えんたー

くりあ

さーち　むしめがね

にゅー

いちじょうほう　はた　
ふらっぐ

ふりーだいやる

しゃーぷだいやる

もばきゅー

いち　すうじ

に　すうじ

さん　すうじ

よん　し　すうじ

ご　すうじ

ろく　すうじ

なな　しち　すうじ

はち　すうじ

きゅー　きゅう　く
すうじ

ぜろ　れい　すうじ

かちんこ　えいが

ふくろ

絵文字 読み

つづく

絵
文
字
一
覧
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ぺん

ひとかげ　ひと

いす

絵文字 読み

よる　つき

すーん

おん

絵文字 読み

えんど　おわり

とけい　じかん

絵文字 読み

絵文字２

絵文字 読み

じてんしゃ　のりもの

れんち　こうぐ　しゅうり

ぱそこん　ぴーしー

えんぴつ

くりっぷ

さゆう　やじるし

じょうげ　やじるし

りさいくる

えぬじー

まるひ　ひみつ

きんし

くうしつ　くうせき
くうしゃ　あき

ごうかく

まんしつ　まんせき
まんしゃ　まん

きけん　けいこく　びっくり

こぴーらいと　しー

とれーどまーく
てぃーえむ

れじすたーどとれーど
まーく　あーる

あいあぷり

あいあぷり

どるぶくろ　おかね　かね

うでどけい　とけい　じかん

すなどけい　とけい

おにぎり　おむすび

しょーとけーき　けーき

絵文字 読み

ぱん

どんぶり　らーめん

ゆのみ　おちゃ

とっくり　にほんしゅ　
さけ

わいんぐらす　わいん　
さけ

ばなな　くだもの

りんご　くだもの

さくらんぼ　くだもの

くろーばー　よつば　は
はっぱ

ちゅーりっぷ　はな

め　は　はっぱ

もみじ　は　はっぱ

さくら　はな

かたつむり　どうぶつ

ひよこ　とり　どうぶつ

ぺんぎん　どうぶつ

さかな　どうぶつ

うま　どうぶつ

ぶた　どうぶつ

てぃーしゃつ　しゃつ

じーんず　じーぱん　ずぼん

けしょう　くちべに

ゆびわ　りんぐ

おうかん

ちゃぺる　べる　あらーむ

どあ　とびら

絵文字 読み

がっこう

なみ　うみ

ふじさん　やま

すのぼ　すのーぼーど

はしる　ひと　だっしゅ

うーん　かお

ほっ　にこ　かお

あせ　かお

あせ　かお

むっ　むか　かお

ぼけ　かお

はーと　かお

あっかんべー　べー　かお

うぃんく　かお

うれしい　にこ　かお

がまん　かお

ねこ　どうぶつ　かお

えーん　かなしい　なく
かお

なみだ　かなしい　なく
かお

うまい　おいしい　かお

うっしっし　うれしい　かお

げっそり　さけび　かお

おーけー　ぐっど　て　
おっけー

らぶれたー　てがみ　めーる

さいふ　おかね　かね

絵
文
字
一
覧
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区点コード一覧
･実際の表示と見えかたが異なるものがあります。

区
点
コ
l
ド
一
覧

つづく
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332



439

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

マルチアクセスの組み合わせ
現在実行中の動作ごとに、発生・実行する処理の動作可否を次に示します。

○：新たに通信を実行できます。
△：条件により、新たに通信を実行できます。
×：新たに通信を実行できません。

発生・実行する処理 音声電話 テレビ電話 プッシュトーク ｉモード フルブ
ラウザ ｉモードメール

現在の状態 発信 着信 発信 着信 発信 着信 接続 接続 送信 受信
音声電話通話中 △※1 △※1、2 × △※3 × ×※4 ○ ○ ○ ○※5

テレビ電話通話中 × △※3 × △※3 × × × × × ×
プッシュトーク通信中 × △※6 × ×※4 × ×※4 × × × ×
ｉモード中 ○ ○ ○※7 △※8 ○※7 △※9 × ○※7 ○ ○
フルブラウザ接続中 ○ ○ ○※10 △※8 ○※10 △※9 × × ○※10 ○
ｉモードメール送受信中 ○ ○ ○※7 △※8 ○※7 △※9 ○ ○※11 ○※12 ○※12

SMS送受信中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○※12 ○※12

ｉアプリ動作中 ○※13 ○※13 ○※13 ○※13 ○※14 △※15 × × ○ ○※5

miniSDメモリーカード
起動中（コピー・初期化
処理中以外）

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

パソコンとつないだパ
ケット通信中 ○ ○ × ×※4 × × × × × ×

64Kデータ通信中 × △※2、16 × △※3 × × × × × ×
お預かりセンターに接
続中 ○※17 ○ ○※18 △※8 ○※18 △※9 × × × ×

発生・実行する処理 SMS パケット通信 64Kデータ通信 データ転送
（赤外線通信）

現在の状態 送信 受信 発信 着信 発信 着信 送信 受信
音声電話通話中 ○ ○※5 ○ ○ × △※3 × ×
テレビ電話通話中 × ○※5 × × × △※3 × ×
プッシュトーク通信中 × ○※5 × × × × × ×
ｉモード中 ○ ○ × × × ×※4 × ×
フルブラウザ接続中 ○ ○ × × × ×※4 × ×
ｉモードメール送受信中 ○※12 ○※12 × × × ×※4 × ×
SMS送受信中 ○※12 ○※12 ○ ○ ○※19 ○ × ×
ｉアプリ動作中 ○ ○※5 ○ ○ ○ ○ ○ ×
miniSDメモリーカード
起動中（コピー・初期化
処理中以外）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

パソコンとつないだパ
ケット通信中 ○※20 ○ × × × ×※4 × ×

64Kデータ通信中 × ○※5 × × × △※3 × ×
お預かりセンターに接
続中 × × × × × ×※4 × ×

マ
ル
チ
ア
ク
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ス
の
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み
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･miniSDメモリーカードのデータコピー中・初期化処理中、赤外線通信中、USB接続でデータ転送中、miniSD
モード中は、いずれの通信も実行できません。
･外部機器と接続してテレビ電話を行う場合は、64Kデータ通信中の動作になります。
･ｉモード中（ｉモード接続）は、ｉチャネルでの通信（情報の受信を除く）を含みます。
･ｉモードメール受信は、メッセージR/F受信、ｉチャネルの情報の受信を含みます。
※1： キャッチホンを「開始」に設定している場合、通話中に別の相手に電話をかけたり受けたりできます。
※2： 留守番電話サービス、転送でんわサービスをご利用の場合は各サービスで対応できます。
※3： キャッチホンまたは転送でんわサービスを「開始」に設定している場合、着信履歴に不在着信として

記録されます。また、通話中着信設定を「開始」に設定している場合、キャッチホンまたは転送でん
わサービスを「停止」に設定していても着信履歴に不在着信として記録されます。

※4： 着信履歴に不在着信として記録されます。
※5： 着信音は鳴りません。
※6： プッシュトーク中着信設定の設定に従います。
※7： ｉモード通信中の場合は、ｉモード通信が切断されます。
※8： パケット通信中着信設定に従います。
※9： ｉモード中プッシュトーク着信の設定に従います。
※10：フルブラウザ接続中の場合は、フルブラウザ接続が切断されます。
※11：ｉモードメール送受信が終わるまで接続を待ちます。
※12：送信どうし、または受信どうしは実行できません。また、送信と受信を同時にできない場合があります。
※13：ｉアプリのメロディは鳴らなくなります。また、ｉアプリでｉモード通信中の場合は、ｉモード通信

が切断されます。
※14：ｉアプリでｉモード通信中は、ｉモード通信が切断されます。
※15：ｉアプリでｉモード通信中は、ｉモード中プッシュトーク着信の設定に従います。
※16：キャッチホンを「開始」に設定している場合、現在の通信を終了して電話を受けるか、着信を拒否す

るかを選択できます。
※17：お預かりセンターに接続中の場合は、平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）での発信はできません。
※18：お預かりセンターに接続中の場合は、お預かりセンターとの通信が切断されます。
※19：SMS送信中は発信できない場合があります。
※20：電話帳からSMSを作成・送信できます。

マ
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332



441

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

マルチタスクの組み合わせ
現在実行中／設定中の機能ごとに、新規起動メニュー項目の選択可否を次に示します。

新規起動メニュー項目

実行中機能

ダ
イ
ヤ
ル
発
信

aメール bｉモード
a
受
信
メ
l
ル

b
新
規
メ
l
ル

c
チ
ャ
ッ
ト
メ
l
ル

d
未
送
信
メ
l
ル

e
送
信
メ
l
ル

f問合せ gSMS h a
ｉ
M
e
n
u

b
B
o
o
k
m
a
r
k

cInternet d
画
面
メ
モ

a
ｉ
モ
l
ド
問
合
せ

b
S
M
S
問
合
せ

c
メ
l
ル
選
択
受
信

a
S
M
S
作
成

b c 読
込
み

テ
ン
プ
レ
l
ト

a
U
R
L
入
力

b
U
R
L
履
歴

c
ラ
ス
ト
U
R
L

S
M
S

 
U
I
M

受
信

F
O
M
A
カ
l
ド

S
M
S

 
U
I
M

送
信

F
O
M
A
カ
l
ド

電話 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ダイヤル入力 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テレビ電話 × ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × × × × × ×
プッシュトーク × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
64Kデータ通信 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○
PPPデータ通信 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
送信／未送信／受信メール ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール／SMS作成 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
メールテンプレート読込み ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F一覧画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F詳細画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
ｉモード問合せ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
フルブラウザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
URL入力／URL履歴／Bookmark／ラストURL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
画面メモ一覧画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
画面メモ表示画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
ｉチャネル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
ｉアプリ／ｉアプリ一覧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
ｉアプリダウンロード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
ｉモーション（動画／音楽再生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メロディ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイピクチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャラ電 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイドキュメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビデオカメラ／サウンドレコーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バーコードリーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トルカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミュージックプレイヤー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電話帳／プッシュトーク電話帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プッシュトークプラス ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
メモ帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
辞典 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自局番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモードメール受信 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS受信 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目覚まし／スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
お知らせタイマー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
miniSDメモリーカード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×
外部機器によるテレビ電話 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○
お預かりセンターに接続 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
電話帳通信履歴表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

） ）

） ）

○：選択可能　×：選択不可
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新規起動メニュー項目

実行中機能

bｉモード c
ｉ
ア
プ
リ
一
覧

d電話帳・履歴
e
ｉ
モ
l
ド
問
合
せ

f
メッセージ

g
ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧

hフルブラウザ a
電
話
帳

ト
l
ク
電
話
帳

プ
ッ
シ
ュ

c
着
信
履
歴

d
リ
ダ
イ
ヤ
ル

e伝言メモ・
音声メモ

f
自
局
番
号

a
ホ
l
ム

b
B
o
o
k
m
a
r
k

c
U
R
L
入
力

d
U
R
L
履
歴

e
ラ
ス
ト
U
R
L

a
メ
ッ
セ
l
ジ
R

b
メ
ッ
セ
l
ジ
F

a
伝
言
メ
モ
一
覧

b
音
声
メ
モ
録
音

c
音
声
メ
モ
一
覧

電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
ダイヤル入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テレビ電話 × ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × × × × × ○
プッシュトーク × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○
64Kデータ通信 × ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
PPPデータ通信 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
送信／未送信／受信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール／SMS作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メールテンプレート読込み ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F一覧画面 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F詳細画面 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモード問合せ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フルブラウザ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
URL入力／URL履歴／Bookmark／ラストURL ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
画面メモ一覧画面 ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
画面メモ表示画面 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉチャネル ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉアプリ／ｉアプリ一覧 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉアプリダウンロード ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモーション（動画／音楽再生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メロディ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイピクチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャラ電 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイドキュメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビデオカメラ／サウンドレコーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○
バーコードリーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トルカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミュージックプレイヤー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○
電話帳／プッシュトーク電話帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
プッシュトークプラス × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○
メモ帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
辞典 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
自局番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ｉモードメール受信 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS受信 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○
目覚まし／スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
お知らせタイマー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
miniSDメモリーカード × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○
外部機器によるテレビ電話 × ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
お預かりセンターに接続 × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
電話帳通信履歴表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：選択可能　×：選択不可
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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新規起動メニュー項目

実行中機能

eデータBOX fLifeKit gステーショナリー h音量設定 i #
a
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

b
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

c
メ
ロ
デ
ィ

d
キ
ャ
ラ
電

e
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

a
バ
l
コ
l
ド
リ
l
ダ
l

b
ト
ル
カ

c
カ
メ
ラ

d
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

e
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
l
ダ
l

a
ス
ケ
ジ
ュ
l
ル
帳

b
メ
モ
帳

c
電
卓

d
辞
典

a
電
話
着
信
音
量

着
信
音
量

メ
l
ル
・
メ
ッ
セ
l
ジ

c
ｉ
ア
プ
リ
音
量

プ
レ
イ
ヤ
l

ミ
ュ
l
ジ
ッ
ク

設
定
／
解
除

マ
ナ
l
モ
l
ド

電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
ダイヤル入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
テレビ電話 × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ × ○ ○ × ×
プッシュトーク × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
64Kデータ通信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
PPPデータ通信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
送信／未送信／受信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール／SMS作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メールテンプレート読込み ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F一覧画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F詳細画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモード問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フルブラウザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
URL入力／URL履歴／Bookmark／ラストURL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
画面メモ一覧画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
画面メモ表示画面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉチャネル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉアプリ／ｉアプリ一覧 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ｉアプリダウンロード × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ｉモーション（動画／音楽再生） ○ × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
メロディ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
マイピクチャ × ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャラ電 × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
マイドキュメント ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カメラ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ビデオカメラ／サウンドレコーダー × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
バーコードリーダー × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
トルカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ミュージックプレイヤー ○ × × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
電話帳／プッシュトーク電話帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プッシュトークプラス × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
メモ帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
辞典 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
自局番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモードメール受信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS受信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
目覚まし／スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
お知らせタイマー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
miniSDメモリーカード × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
外部機器によるテレビ電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
お預かりセンターに接続 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
電話帳通信履歴表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：選択可能　×：選択不可

･選択可能な機能でも、起動状況やロック設定の状況などによって、実行できない場合があります。
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FOMA端末から利用できるサービス

おしらせ
●コレクトコール（106）をご利用の際には、電話を
受けた方に、通話料と1回の通話ごとの取扱手数料
90円（税込94.5円）がかかります（2006年11
月現在）。

●番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円
（税込105円）に加えて通話料がかかります。また、
目や上肢などの不自由な方には、無料でご案内をし
ております。詳しくは一般電話から116番（NTT営
業窓口）までお問い合わせください（2006年11月
現在）。

●FOMA端末から110番・119番・118番通報の際
は、発信場所が特定できません。警察・消防機関側
から確認などの電話をする場合があるため、携帯電
話からかけていることと、電話番号を伝えてから、
明確に現在地を伝えてください。また、通報は途中
で通話が切れないように移動せず通報し、通報後は
すぐに電源を切らず 10 分程度は着信のできる状態
にしておいてください。

●おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署
に接続されない場合があります。接続されない場合
は、お近くの公衆電話または一般電話からおかけく
ださい。

●一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で、転送
先を携帯電話に指定した場合、一般電話／携帯電話
の設定によって携帯電話が通話中、サービスエリア
外および電源を切っているときでも発信者には呼出
音が聞こえることがあります。

●116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤ
ル、クレジット通話などのサービスはご利用できま
せんのでご注意ください（一般電話、公衆電話から
FOMA端末へおかけになる際のクレジット通話は利
用できます）。

オプション・関連機器のご紹介

FOMA 端末にさまざまな別売りのオプション品
を組み合わせることで、パーソナルからビジネス
までさらに幅広い用途に対応できます。なお、地
域によってはお取り扱いしていない商品もあり
ます。詳しくは、ドコモショップなど窓口へお問
い合わせください。
オプション品の詳細については各機器の取扱説
明書などをご覧ください。
･電池パック　D06
･リアカバー　D11
･卓上ホルダ　D09
･ FOMA ACアダプタ　01
･ FOMA海外兼用ACアダプタ　01
･ FOMA DCアダプタ　01
･ FOMA乾電池アダプタ　01
･平型スイッチ付イヤホンマイク　P01／P02
･平型ステレオイヤホンセット　P01
･イヤホンジャック変換アダプタ　P001
･スイッチ付イヤホンマイク　P001※1／P002※1

･ステレオイヤホンセット　P001※1

･イヤホンターミナル　P001※1

･ FOMA USB接続ケーブル
･データ通信アダプタ　D01
･ FOMA室内用補助アンテナ
･車載ハンズフリーキット　01※2

･ FOMA車載ハンズフリー接続ケーブル　01
･車内ホルダ　01
･キャリングケースL　01
※1：イヤホンジャック変換アダプタ　P001が必要

です。
※2：FOMA D902iSと接続するには、FOMA車載

ハンズフリー接続ケーブル　01が必要です。

利用できるサービス 電話番号
コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）

106
一般電話の番号案内
およびドコモとご契約の携帯電話の番号
案内（有料）
（電話番号の案内を希望されないお客様に
ついては、ご案内できません）

（局番なし）
104

電報の発信（有料）　午前8時～午後10時（局番なし）
115

時報サービス（有料） （局番なし）
117

天気予報（有料） 知りたい地
域の市外局
番＋177

警察への緊急通報 （局番なし）
110

消防・救急への緊急通報 （局番なし）
119

海上で事件・事故が起きたときの緊急通報（局番なし）
118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）
171
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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外部機器との連携

データリンクソフトのご紹介

「FOMA Ｄシリーズ　データリンクソフト」を使っ
て、ブックマークなどのデータを、FOMA 端末と
接続したパソコンとの間で転送できます。「FOMA
Ｄシリーズ　データリンクソフト」は、添付のCD-
ROMに収録されている他、次のホームページから
ダウンロードいただけます。
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/d902is/

･パソコンとの接続には、FOMA USB接続ケーブ
ル（別売）が必要です。
･ FOMA端末にダウンロードした情報は、著作権法
によりデータリンクソフトでもFOMA端末から外
に転送できません。また、FOMA端末から外への
出力が禁止されているデータも転送できません。

Windows 98SE、Me、2000、XP
･上記OSが動作するPC/AT互換機

･著作権について
本ソフトウェアはフリーウェアとして無料配布を
行っておりますが、著作権は三菱電機株式会社に帰
属します。
･免責事項について
三菱電機株式会社は、本ソフトウェアの不稼動、稼
動不良を含む法律上の瑕疵担保責任、その他の保証
責任を負わないものとします。また、三菱電機株式
会社は、本ソフトウェアの商品性、またはお客様の
特定の目的に対する適合性について、いかなる保証
も行わないこととします。

三菱電機データリンクサポートセンター
03-5319-5720
受付時間：平日9：00～12：00／13：00～17：00
（土・日・祝日、年末年始および所定の休日を除く）
･ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのな
いようにおかけください。

動画データを外部機器から取り込んで
FOMA端末で再生する

パソコンなど外部機器で作成した動画ファイル
を、FOMA 端末で再生可能な形式に変換して
miniSDメモリーカードに保存し、FOMA端末で
再生できます。

添付のCD-ROMに収録されているパソコン用動画変
換ソフトMotion Smoothy 2を利用すると、パソコ
ン上の動画ファイルをFOMA端末で再生可能な形式
に変換できます。対応する動画ファイルの形式は次
のとおりです。

※1：パソコンの環境によっては変換できないファ
イルがあります。

･Motion Smoothy 2の操作方法は、『FOMA D902iS
Motion Smoothy 2簡易操作ガイド』およびMotion
Smoothy 2のヘルプをご覧ください。
･変換した動画ファイルを FOMA 端末で再生するに
は、パソコンから miniSD メモリーカードに動画
ファイルを転送する必要があります。FOMA USB
接続ケーブル（別売）を利用すると、FOMA端末に
挿入したminiSDメモリーカードをパソコンで使用
できます。☛P343
･miniSDメモリーカードに保存した動画を再生する
方法については☛P339

■ Motion Smoothy 2の動作環境

●データリンクソフトのインストールについて
は、添付のCD-ROMの「DataLink」フォルダ
内の「README_DL」ファイル（テキスト形
式）をご覧ください。

●ダウンロード方法、転送可能データ、操作方法、
動作環境など詳細については、上記ホームペー
ジ、または、データリンクソフトのヘルプをご
覧ください。

対応OS

ご使用にあたって

データリンクソフトに関する技術的なお問
い合わせ先

Motion Smoothy 2でファイル形式を
変換する

項　目 対応する動画ファイル形式
変換前※1 AVI、MOV、WMV、MPEG1、MPEG2
変換後 MP4（画像サイズ320×240ドット）

項　目 動作環境
パソコン Intel Pentium Ⅲ 800MHz以上のプロセッ

サを搭載したPC/AT互換機
OS Windows 2000（DirectX8.1 以降）、

XP
メモリ 256Mバイト以上
ハード
ディスク

256Mバイト以上の空き容量

必要な
ソフト
ウェア

Windows Media Player 7.1以降（必須）
QuickTime Player 6.1以降（推奨）※1

DVD PlayerなどMPEG2の再生ソフト
（推奨）※2

ディスプ
レイ

1024×768ドット以上の解像度でTrueカ
ラーまたはフルカラー表示が可能なこと。

動画（ＭＰ４ファイル）

miniSDメモリーカード

D902iSパソコンなど

デ
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タ
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※1：MOV形式のファイルを変換する場合に必要に
なります。

※2：MPEG2形式のファイルを変換する場合に必要
になります。

■ Motion Smoothy 2のインストール
添付のCD-ROMをパソコンにセットすると「ソフ
トウェアのセットアップ」画面が表示されます。
「Motion Smoothy 2」をクリックします。以降、
画面表示に従って操作します。
･インストール時に入力するシリアル番号は、CD-
ROMに添付されているシールに記載されていま
す。

■ Motion Smoothy 2に関するお問い合わせ先
三菱電機データリンクサポートセンター　
03-5319-5720
受付時間：平日9:00～12:00／13:00～17:00
（土・日・祝日、年末年始および所定の休日を除く）
･ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いの
ないようにおかけください。

おしらせ
●miniSD メモリーカードに保存した動画が再生され
ない場合は、miniSD メモリーカードの情報更新を
行ってください。☛P342

●Motion Smoothy 2 の動作環境、インストール、利
用にあたっての詳細な情報を、添付の CD-ROM の
「MotionSmoothy」フォルダ内の「README_MS2」
ファイル（テキスト形式）に記載しています。Motion
Smoothy 2を利用する前にご確認ください。

FOMA端末で撮影した動画データを
パソコンなどで再生する

FOMA端末で撮影した動画（MP4ファイル）を
miniSD メモリーカードやメール添付などで転送
し、パソコンで再生できます。

･ FOMA端末で撮影した動画ファイルの形式
☛P180

パソコンで動画（MP4 ファイル）を再生するには、
アップルコンピュータ株式会社のQuickTime Player
（無料）ver.6.4以上（またはver.6.3＋3GPP）が必
要です。
QuickTime Player は以下のホームページからダウ
ンロードいただけます。
http://www.apple.com/jp/quicktime/download/
･ダウンロードするには、インターネットと接続し
た環境のパソコンが必要です。また、ダウンロー
ドにあたっては別途通信料がかかります。
･動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細
は、上記ホームページをご覧ください。

困ったときには

故障かな？と思ったら、まずチェック

まず初めに、ソフトウェアを更新する必要があるかをチェックしていただき、必要な場合にはソ
フトウェアを更新してください。☛P457

電源・充電関連
●FOMA端末の電源が入らない（FOMA端末が使えない）

●ディスプレイ上部のアイコンが点滅し、ピピピというア
ラーム音が鳴っている

●充電できない

その他 サウンドカードが装着されており、音声が
再生できること。

項　目 動作環境

動画再生ソフトのご紹介

動画（MP4ファイル）

メール添付、miniSD
メモリーカードほか

D902iS パソコンなど

･電池パックが正しく取り付けられていますか。☛P41
･電池切れになっていませんか。☛P45
･デュアルネットワークサービスで mova 端末が有効と
なっている場合、FOMA端末でのサービスの利用はでき
ません。FOMA端末が有効になっているかご確認くださ
い。詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』をご
覧ください。

電池が少なくなっています。充電してください。☛P42

･電池パックが正しく取り付けられていますか。☛P41
･充電端子が汚れていませんか。端子部分を乾いた綿棒な
どで清掃してください。
･ ACアダプタ（別売）のコネクタがFOMA端末の外部接
続端子や卓上ホルダ（別売）の接続端子にしっかりと差
し込まれていますか。☛P44
･卓上ホルダ（別売）にFOMA端末が正しく取り付けら
れていますか。☛P44

動
画
デ
l
タ
の

パ
ソ
コ
ン
再
生

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●充電中に決定キーの照明が赤く点滅する

電話関連
●ディスプレイに「しばらくお待ちください」と表示され、
消えない

●ダイヤルキーを押しても発信できない

●ディスプレイに「圏外」と表示され、話中音（ツーツー）
が出る

●電話をかけたが話中音（ツーツー）が出てつながらない

●着信音が鳴らない

●エニーキーアンサー機能で音声電話を受けることができ
ない

●通話中、相手の声が聞こえにくい、相手の声が大きすぎる

●リダイヤル／着信履歴が勝手に削除される

●電話がかかってきたときに、電話帳に登録した名前が表
示されない、電話帳に登録した着信音が鳴らない

●電話がかかってきたとき、設定していない着信音が鳴る

●電話がかかってきたとき、設定していないイメージが表
示される

●電話がかかってきたとき、設定していないイルミネー
ションパターン、イルミネーションカラーで決定キーの
照明が点灯／点滅する

設定・操作関連
●メニューのアイコンが鍵のアイコンになり、選択できな
い

●キー確認音が鳴らない

●FOMA端末の電源を入れると「FOMAカード（UIM）を
挿入してください」とメッセージが表示される

通話／通信中の場合は、直ちに終了してください。FOMA
端末から別売りのACアダプタ（卓上ホルダ）やDCアダプ
タを外してセットし直し、正しい方法で再度充電してくだ
さい。☛P43、P44
以上の操作をしても正常に充電できない場合は、取扱説明
書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の上、ご相談く
ださい。

･音声回線／パケット通信設備
が故障、または音声回線ネッ
トワーク／パケット通信ネッ
トワークが非常に混み合って
います。しばらくたってから
操作し直してください。ダイ
ヤルキーを押すと、文字情報
を消去できます。

･ 110番、119番、118番には電話をかけることができ
ます。ただし、状況によりつながらない場合があります。

･オールロックを設定していませんか。☛P164
･ダイヤル発信制限を設定していませんか。☛P167
･セルフモードを設定していませんか。☛P166
･おまかせロックが設定されていませんか。☛P165

サービスエリア外か、電波の弱い場所にいませんか。
☛P46

･市外局番を忘れていませんか。☛P50
･発信音を聞かず、急いで電話番号を入力していません
か。
･「圏外」の表示が出ていませんか。☛P46

･着信音量を「silent」（消音）に設定していませんか。
☛P69
･次の機能を設定していませんか。
・メモリ別着信拒否／許可☛P171
・発番号なし動作設定☛P172
・呼出動作開始時間設定☛P174
・メモリ登録外着信拒否☛P174
･マナーモードに設定していませんか。☛P139
･公共モード（ドライブモード）に設定していませんか。

☛P74
･オールロックを設定していませんか。☛P164
･セルフモードに設定していませんか。☛P166
･留守番電話サービスや転送でんわサービスの呼出時間
を「0秒」に設定していませんか。☛P394、P396

エニーキーアンサー設定を「OFF」に設定していません
か。☛P65

受話音量の設定を変更していませんか。聞き取りやすい
受話音量に調整してください。☛P69

･ダイヤル発信制限を設定していませんか。☛P167
･ PIMロックを設定していませんか。☛P166

･相手から電話番号が通知されていますか。☛P63
･相手の電話番号と電話帳に登録した電話番号が一致し
ていますか。
･ FOMA 端末電話帳に同じ電話番号を複数登録していた
り、FOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳に同じ電
話番号を登録していませんか。☛P111
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

･複数の機能で着信音を設定している場合は、次の優先順
位で着信音が鳴ります。
aマルチナンバーの着信設定
b FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
c FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d音の設定
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

･電話着信設定の着信音に音声と映像のある動画／ｉモー
ションが設定されている場合は、イメージは設定した動
画／ｉモーションになります。
･複数の機能で着信画像を設定している場合は、次の優先
順位でイメージが表示されます。詳しくは☛P148
aマルチナンバーの着信設定
b FOMA端末電話帳の設定／FOMA端末電話帳の電話

帳別着信設定
c FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d発着信画面表示設定（電話着信設定／テレビ電話着

信設定）／音の設定
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

･複数の機能でイルミネーションパターンやイルミネー
ションカラーを設定している場合は、次の優先順位に
従って決定キーの照明が点灯／点滅します。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
cイルミネーション設定
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

各種ロック機能やFOMAカード未挿入などの理由で機能
が実行できない場合は、アイコンが で表示され、選択
できません。

･キー確認音を「OFF」に設定していませんか。☛P134
･マナーモードに設定していませんか。☛P139

FOMA カードが正しく取り付けられていないか、破損し
ている可能性があります。FOMA カードが正しく取り付
けられているかご確認ください。☛P38

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

つづく



448

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

●ディスプレイに「オールロック中」と表示されている

●ディスプレイに「おまかせロック中です」と表示され、
操作できない

●ディスプレイに何も表示されていない

●キーを押しても操作できない

●曜日が英語で表示される

●ディスプレイが暗い

●ディスプレイ、ダイヤルキーの照明が点灯しない

●自動電源ON設定を「ON」に設定しても、指定した時刻
に電源が入らない

●目覚ましやスケジュールを設定しても、電源が切れてい
るときに指定した日時に動作しない

●通話料金が積算されなくなった

メール・データ関連
●カメラで撮影した静止画や動画がぼやける

●ダウンロードデータ、メール添付のファイル、メッセー
ジR/Fの表示や再生ができない

●メール受信時に、電話帳に登録した名前が表示されない、
電話帳に登録した着信音が鳴らない

●メール受信時に、設定していないメール着信音が鳴る

●メール受信時に、設定していないメール着信イルミネー
ションパターン、メール着信イルミネーションカラーで
決定キーの照明が点灯／点滅する

●静止画や動画が や で表示される

●キーを押したときの画面の反応が遅い

こんな表示が出たら

その他
●ICカード機能が使えない

オールロック中です。解除してください。☛P164

おまかせロック中です。☛P165

･照明設定で、点灯時間設定の「通常時」を「常時」以外
に設定していませんか。何も操作せずに約90秒が経過
すると画面の表示が消えます。☛P150
キー操作をすると再び表示されます。
･プロテクトキーロックを設定していませんか。プロテク
トキーロック中は画面の表示が消えます。☛P170

プロテクトキーロック中のため、キーの操作が無効に
なっています。解除してください。☛P170

･バイリンガル設定で英語表示に設定していませんか。
☛P158
･時計表示設定で「英語」に設定していませんか。☛P157

照明設定で、明るさ調整を「低輝度」に設定していませ
んか。☛P150

照明設定で、点灯時間設定の「通常時」を「0秒」に設定
していませんか。☛P150

電源を切る操作や自動電源OFF機能以外で電源が切れる
と（電池パックが外れてしまった場合など）、自動電源ON
の機能は動作しません。

･電源を切る操作や自動電源OFF 機能以外で電源が切れ
ると（電池パックが外れてしまった場合など）、これら
の機能は動作しません。
･アラーム自動電源ON設定を「ON」に設定してくださ
い。☛P372

通話料金のFOMAカードへの積算が上限（約1677万円）
に達した可能性があります。リセットすることにより0円
に戻せます。☛P384

･近くの被写体を撮影するときは接写撮影、離れた被写体
を撮影するときは通常撮影に切り替えてください。
☛P191
･手ぶれ補正を「オート」にして撮影してください。

☛P193

FOMAカード動作制限機能により、FOMAカードを差し
替えた場合や FOMA カードを差し込んでいない場合は、
これらの機能は動作しません。☛P40

･相手のメールアドレスまたは電話番号と電話帳に登録
したメールアドレスまたは電話番号が一致しています
か。☛P111
･ FOMA端末電話帳に同じメールアドレスまたは電話番号
を複数登録していたり、FOMA端末電話帳とFOMAカー
ド電話帳に同じメールアドレスまたは電話番号を登録し
ていませんか。☛P111
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

･複数の機能でメール着信音を設定している場合は、次の
優先順位で着信音が鳴ります。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
c音の設定
･複数のメールを同時に受信したときは、最後に受信した
メールに設定されている条件に従いメール着信音が鳴
ります。
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

･複数の機能でメール着信イルミネーションパターン、
メール着信イルミネーションカラーが設定されている
場合は、次の優先順位に従って決定キーの照明が点灯／
点滅します。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
cイルミネーション設定
･複数のメールを同時に受信したときは、最後に受信した
メールに対応したメール着信イルミネーションパター
ンとメール着信イルミネーションカラーで点灯／点滅
します。
･プライバシーモードを起動していませんか。☛P168

データが壊れている場合は正しく表示できず、 や
で表示されます。

FOMA端末とminiSDメモリーカードの間で容量の大き
いデータをやりとりしているときに、FOMA 端末の画面
の反応が遅くなることがあります。

･ ICカードロックを設定していませんか。または、ICカー
ドオートロック設定により、自動的に IC カードロック
が設定されていませんか。☛P302、P304
･電池パックが正しく取り付けられていないか、電池パッ
クが取り外されていると、ICカードロックが設定され、
ICカード機能が使えなくなります。電池パックが正しく
取り付けられているかを確認し、電源を入れ直してくだ
さい。☛P41故

障
か
な
？
と
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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こんな表示が出たら エラーメッセージ一覧

FOMA端末に表示される主なエラーメッセージを50音順に示します。
･エラーメッセージ中の「（数字）」または「ＸＸＸ」は、ｉモードセンターから送信されたエラーを
区別するためのコードです。

英字

●FOMAカード（UIM）がいっぱいで
す

●FOMAカード（UIM）が異なるため
ご利用できません

●FOMAカード（UIM）が異なるため
指定されたソフトが起動できません
でした

●FOMAカード（UIM）が挿入されて
いないためご利用できません

●FOMAカード（UIM）が挿入されて
いないため指定されたソフトが起動
できませんでした

●FOMAカード（UIM）が認識できな
いためご利用できません

●FOMAカード（UIM）または機種が
異なるためご利用できません

●ICカード内データがいっぱいのため
ダウンロードできません　いずれか
のソフトを削除しますか？

●ICカード内データが削除できないソ
フトが存在します。それ以外を削除
しますか?

●ICカード内データにエラーがあるた
め削除できません

●ｉアプリの通信回数が多くなってい
ます。通信を継続しますか？

●ｉアプリ利用を継続し、通信を行い
ますか？

●ｉモーション再生サイズを超えてい
ます／超えました

●ｉモーション最大サイズを超えてい
ます／超えました

●ｉモードセンターが混みあっていま
す　しばらくお待ち下さい（555）

●miniSDカードが挿入されていませ
ん

●miniSDカードの保存件数がいっぱ
いです。保存先を本体に変更します

FOMA カードの保存領域の空きが不
足しているためSMSを保存できませ
ん。FOMAカード内のSMSを削除す
るか（☛P270）、FOMA端末に移動
してください（☛P269）。

サイトやインターネットホームペー
ジからデータをダウンロードしたと
きや、メールの添付ファイル、メッ
セージR/Fを保存したときとは異な
る FOMA カードを挿入しています。
ダウンロードまたは保存したときと
同じFOMAカードを挿入して利用し
てください。

サイトなどからダウンロードしたと
きのFOMAカードと連携して利用す
るｉアプリを起動できません。ダウ
ンロードしたときと同じFOMAカー
ドを挿入して利用してください。

FOMA カードが挿入されていませ
ん。FOMAカードを挿入して利用し
てください。☛P38

サイトなどからダウンロードしたと
きのFOMAカードと連携して利用す
るｉアプリを起動できません。ダウ
ンロードしたときと同じFOMAカー
ドを挿入して利用してください。

FOMA カードが挿入されていないた
め実行できません。動画／ｉモーショ
ンを再生するには、保存時と同じ
FOMAカードを挿入してください。

保存時と異なるFOMAカードが挿入
されているか、機種が異なるため動画
／ｉモーションを再生できません。

IC カード内のデータがいっぱいのた
め、既に登録されているおサイフケー
タイ対応ｉアプリを削除しないと、新
しいおサイフケータイ対応 ｉ アプリ
をダウンロードできません。「はい」
を選択すると削除対象となる ｉ アプ
リが一覧表示されますので、ICカード
に必要な空き容量ができるまで、登録
済みのｉアプリを削除してください。
･一覧に「ICカード使用ソフトがいっ
ぱいです　ソフトを削除してくだ
さい」と表示されたときは、削除す
るｉアプリを選択します。ｉアプ
リを選んだときガイド行右上に「起
動」と表示されたときは、pを押
してｉアプリを起動し、ICカード
内のデータを削除してから選択し
てください。
･一覧に「XXXXバイトの削除が必要
です」と表示されたときは、ｉアプ
リごとに IC カード内のデータの使
用量が表示されます。削除するｉア
プリを選びpを押してｉアプリを
起動し、ICカード内のデータを削除
します。その後、ｉアプリを選択し
て削除してください。

複数削除または全件削除するｉアプ
リの中に、IC カード内のデータを削
除できないために削除できないおサ
イフケータイ対応ｉアプリが含まれ
ています。それ以外のｉアプリを削
除するときは「はい」を選択します。

IC カード内のデータにエラーがある
おサイフケータイ対応ｉアプリは削
除できません。

ｉ アプリ利用時の通信回数が一定時
間内に著しく多い場合に表示されま
す。ｉ アプリを継続して利用するに
は「はい」、ｉアプリの通信を終了し
て継続するには「いいえ」、ｉアプリ
を終了するには「ｉ アプリ終了」を
選択します。

ｉ アプリ利用時の通信回数が一定時
間内に著しく多く、「ｉアプリの通信
回数が多くなっています。通信を継
続しますか？」のメッセージが表示
された後で、再びｉアプリが通信し
ようとしました。ｉ アプリを継続し
て利用するには「はい」、ｉアプリを
終了するには「ｉ アプリ終了」を選
択します。

標準タイプのｉモーションのデータ
取得時、またはデータ取得中の再生
時に、データが500Kバイトを超え
たため受信または再生が完了しませ
んでした。

ストリーミングタイプのｉモーショ
ンのデータ取得時に、サイズが2Mバ
イトを超えたため取得が完了しませ
んでした。

ｉ モードセンターが混み合っていま
す。しばらくたってから操作し直し
てください。

miniSDメモリーカードがFOMA端
末に取り付けられていないためデー
タの保存や操作ができません。
miniSD メモリーカードを取り付け
てから操作してください。☛P335

カメラの静止画詳細設定および動画
／録音詳細設定の保存先を「miniSD
カード」に設定しているときに
miniSD メモリーカードの保存件数
がいっぱいになると、保存先が自動
的に「本体」に切り替わります。

エ
ラ
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●miniSDカードの保存領域がいっぱ
いです

●miniSDカードへの保存はできませ
ん。保存先を本体に変更します

●miniSDカード未挿入または音楽デー
タがありません。付属のソフトを使用
して音楽データをminiSDカードに入
れてください

●PIMロック中です

●PIＮロック解除コードがロックされ
ています

●SMS センター設定を確認してくだ
さい

●SSL通信が切断されました／TLS/
SSL通信が切断されました

●SSL 通信が無効です／ TLS/SSL
通信が無効です

●SSL 通信が無効に設定されていま
す／ TLS/SSL 通信が無効に設定
されています

●SSL 通信を切断しました／ TLS/
SSL通信を切断しました

●URLが正しくありません

●URLが長すぎて登録できません

ア
●宛先をご確認ください

●アドレスが登録されていません

●アドレスをご確認ください

●以下の宛先にはメール送信できま
せんでした（561）

●移動できませんでした

●エラーが発生したため保存できま
せん

●遠隔操作可能なサービスは未契約
です

●応答がありませんでした（408）

●おまかせロック中です

●音声データが壊れているので起動
できません。音声データを登録して
ください

カ
●画像に誤りがあり正しく動作しま
せん

●画像を表示できません

●規定のアクセス回数を超えたため
参照できません（491）

●圏外です

●更新できませんでした

●このｉモーションを再生するために
はｉモーションタイプ設定を変更し
てください。今すぐ設定を行います
か？

●このカードは認識できません

miniSDメモリーカードの保存領域の
空きが不足しているため、データの複
数コピー、複数移動、全件コピー、全
件移動、バックアップ、情報更新がで
きません。不要なデータを削除してく
ださい。☛P339、P341

ダウンロードしたキャラ電の撮影後
ファイル制限が「あり」に設定され
ている場合、そのキャラ電を撮影し
た静止画／動画は miniSD メモリー
カードに保存できません。また、撮
影後ファイル制限の設定は変更でき
ません。

miniSDメモリーカードが取り付けら
れていません。または、miniSDメモ
リーカードにミュージックプレイ
ヤー用のフォルダがないか、フォルダ
にデータがありません。miniSDメモ
リーカードを取り付けるか、音楽デー
タを保存してください。☛P335、
P361

PIMロック中は、禁止されている操作
はできません。

ドコモショップ窓口にお問い合わせ
ください。

SMS設定の「SMSC」の設定が誤っ
ています。設定を確認してください。
☛P268

SSL通信中またはTLS/SSL通信中
にエラーが発生したか、サーバ側で
の認証エラーのためSSL通信または
TLS/SSL通信が中断されました。

SSL通信またはTLS/SSL通信の認
証処理で問題が検出されました。接
続は中止されます。

FOMA端末の証明書が無効に設定さ
れています。接続するには設定を変
更してください。☛P220

SSL通信中またはTLS/SSL通信中
にサイトの証明書に問題を検出しま
した。接続確認画面で「いいえ」を
選択した場合に表示され、SSL通信
または TLS/SSL 通信が切断されま
す。

入力した URL にエラーがあります。
URLを確認してください。

URLが登録可能な文字数を超えてい
るためブックマークまたは画面メモ
に登録できません。

SMSの送信に失敗しました。宛先が
正しいかどうか確認してください。

選択したメールグループ内にメール
アドレスが登録されていません。
メールアドレスを登録してくださ
い。☛P258

メールグループに入力したメールア
ドレスにエラーがある、または入力
されていません。メールアドレスを
確認してください。

いくつかの宛先にｉモードメールを
送信できませんでした。oを押すと
送信に失敗した宛先が表示されま
す。宛先が正しいかどうか確認の上、
電波状態のよい場所で送信し直して
ください。

データの複数移動または全件移動時
に、すべてのデータを移動できませ
んでした。

添付ファイル保存時にエラーが発生
したため、保存できません。

留守番電話サービスおよび転送でん
わサービスが未契約です。留守番電
話サービスまたは転送でんわサービ
スを利用するには別途ご契約が必要
です。

サイトやインターネットホームペー
ジから規定時間内に応答がないた
め、通信が切断されました。しばら
くたってから操作し直してくださ
い。

おまかせロックが設定されているた
め操作できません。かかってきた電
話は受けられます。☛P165

登録されている音声データが壊れて
いるため、ボイス認証ができません。
音声データを登録し直してくださ
い。☛P303

画像データに誤りがあるため、Flash
画像を表示できません。

画像にエラーがあるため表示できま
せん。画像を確認してください。

メール受信時に取得できなかった
10000 バイトを超える静止画の取
得時に、規定のアクセス回数を超え
ました。

電波の届かない場所かFOMAサービ
スエリア外にいるため実行できませ
ん。

パターンデータの更新に失敗しまし
た。他に起動している機能をすべて
終了後、電波状態のよい場所で更新
し直してください。

ｉ モーションタイプ設定が「標準タ
イプ」の設定のままストリーミング
タイプのｉモーションを取得しよう
としました。「はい」を選択して
ｉモーション設定でｉモーションタ
イプを変更してください。設定しな
いときは「いいえ」を選択します。
☛P224

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。FOMAカードの取り付け
を確認してください。☛P38
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●この画像は保存できません

●このキャラ電は表示できません

●この形式のデータは実行できません

●このサイトとの SSL 通信は無効で
す／このサイトとの TLS/SSL 通
信は無効です

●このサイトの安全性が確認できま
せん。接続しますか？

●このサイトは安全でない可能性が
あります。接続しますか？

●この接続先の安全性が確認できま
せん。接続しますか？

●この接続先は安全でない可能性が
あります。接続しますか？

●このソフトは現在利用できません

●このデータは再生できない可能性
があります

●このデータは表示できません

●このデータは保存できません。取得
しますか？

●この動画は再生できません

●このトルカは保存できません

●このメロディは再生できません

●コピーできませんでした

●これ以上ウィンドウを開けません

●これ以上入力できません

●コンテンツに誤りがあるためダウ
ンロードできません

サ
●サービス未契約です

●サービス未提供です

●再生可能日前です。再生できません

●再生制限データに誤りがあるため、
取得できません

●再生できません

●再生できませんでした

●最大サイズを超えたので中断しま
した

●最大サイズを超えています。受信で
きません（452）

●最大フレーム数を越えたので中断
しました

●最大文字数を超えたため引用でき
ない部分がありました

●最大文字数を超えました

●サイトが移動しました（301）

●サイトに接続できませんでした
（403）

サイトや画面メモ、メッセージ R/F
内の画像にエラーがあるため、保存
できません。

データに不正があるキャラ電は表示
できません。

FOMA端末で対応していないファイ
ル形式のデータを miniSD メモリー
カードからFOMA端末にコピー／移
動したり、検索することはできませ
ん。

サイトの証明書が書き換えられてい
ます。接続できません。

サイトの証明書が、FOMA端末が対
応していない証明書です。接続する
ときは「はい」を、接続を中止する
ときは「いいえ」を選択します。

サイトの証明書の有効期限前か期限
が過ぎています。接続するときは「は
い」を、接続を中止するときは「い
いえ」を選択します。

FOMA端末の証明書の有効期限前か
期限が過ぎています。接続するとき
は「はい」を、接続を中止するとき
は「いいえ」を選択します。☛P220
また、日付・時刻が未設定または間
違っている場合にも表示されること
があります。その場合は日付・時刻
を正しく設定してください。☛P46

サイトの証明書のCN名（サーバ名）
が実際のサーバ名と一致していませ
ん。接続するときは「はい」を、接
続を中止するときは「いいえ」を選
択します。☛P220

IP（情報サービス提供者）によって
ｉアプリの使用が停止されています。

FOMA端末が対応していない形式の
動画／ ｉ モーションです。または、
動画ファイルが破損している可能性
があります。

メールテンプレートにエラーが発生
したため、表示できません。

ｉ モーションを保存できませんが、
取得するときは「はい」を、取得し
ないときは「いいえ」を選択します。

データが空か、再生できない形式の
動画／ｉモーションです。

対応していないトルカです。

メロディのデータに異常があるため
再生できません。

･データBOXのデータの複数コピー
または全件コピー時に、すべての
データをコピーできませんでした。
･コピーできない形式のPIMデータ
をコピーしようとしました。
･メモリ不足のためPDFデータをコ
ピーできませんでした。待受画面
に戻してから、操作し直してくだ
さい。

ウィンドウ数またはフレーム数が多
すぎて新しいウィンドウを開けませ
ん。既に開いているウィンドウを閉
じると表示できる場合があります。

入力可能な文字数を超えています。
文字数を減らしてください。

課金対象コンテンツが不正のためダ
ウンロードできません。

･ｉモードの契約がされていません。
ｉモードを利用するには申し込み
が必要です。
･ｉモードを途中から契約された場
合は、FOMA端末の電源を一度切っ
てから、再度電源を入れ直してくだ
さい。

SMSが未提供です。

ｉ モーションに設定されている再生
期間より前のため再生できません。再
生可能日以降に再生してください。
☛P322

再生制限データが誤っているため取
得できません。

メロディやｉモーションのデータが
再生できません。

再生できない音楽データです。

･サイトやインターネットホーム
ページのサイズが最大サイズを超
えたため取得を中断しました。o
を押すと正常に取得した部分まで
を表示します。
･ダウンロード中のデータが最大サ
イズを超えたため受信を中断しま
した。

サイトやインターネットホームペー
ジのサイズが最大サイズを超えてい
るため、受信できません。

フレーム数が多すぎて表示できませ
ん。マルチウィンドウ中の場合、開
いているウィンドウを閉じると表示
できる場合があります。

返信時に、SMSの本文が70文字（送
信種別が英語の場合は160文字）を
超えたため、引用できない文字があ
りました。

返信時に、ｉ モードメールの本文が
全角5000文字（半角10000文字）
を超えました。文字数を減らして送
信してください。

サイトやインターネットホームペー
ジが自動的にURL転送を行っている
か、URLが変更されています。

指定のサイトやインターネットホー
ムページに接続を拒否されるなど、
何らかの原因で接続できませんでし
た。
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●削除しますか？　ICカード内データ
も削除されます

●指定サイトがみつかりません
（404）

●指定サイトに表示データがありま
せん（204）

●指定先にジャンプできません

●指定されたソフトがありません

●指定されたソフトが起動できませ
んでした

●指定したサイトへは接続できませ
んでした（504）

●指定したファイルが見つかりませ
ん（492）

●しばらくお待ちください

●しばらくお待ちください（パケット）

●受信が中断されました。受信できな
かったメッセージがあります

●受信メールがいっぱいです

●受信メールのデータが壊れていま
す　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●受信を拒否されました

●詳細に誤りがあるため取得できま
せん

●詳細を取得できません

●情報が正しくないため再生できま
せんでした

●署名・テンプレート・振り分け設定
データが壊れております。お買い上
げ時の状態に戻しますか？

●署名は設定されていません

●署名をつけることができません

●新規パターンデータがリリースさ
れました。スキャン機能のパターン
データ更新を起動してください

●既にメッセージをお預かりしてい
ます

●正常に接続できませんでした（400）

●赤外線　FOMAカード（UIM）が挿
入されていないため指定されたソフ
トが起動できませんでした

●赤外線　接続相手が見つかりませ
ん。処理を継続しますか？

●赤外線　中断されました

●赤外線　認証接続できませんでした

●セキュリティエラーのため、ｉアプ
リ待受画面を解除しました

複数削除または全件削除するｉアプ
リの中に、ｉアプリを削除するとIC
カード内のデータも削除されるおサ
イフケータイ対応ｉアプリが含まれ
ます。ｉアプリおよびICカード内の
データを削除するときは「はい」を
選択します。

サイトなどが見つかりませんでし
た。URLが正しいかどうか確認して
ください。

指定のサイトにデータがありません
でした。

ｉ モーションのテロップにサイト
（Web To）などのリンクが設定され
ているとき、URLが256文字を超え
ている場合や取得を中断した場合
は、リンク先を表示できません。

メールや外部機器から指定された
ｉ アプリがFOMA端末に保存されて
いません。

ｉアプリにエラーが発生したため、
ｉアプリを起動できません。
サイトやメール、外部機器からｉアプ
リTo機能で指定されたｉアプリを起
動するとき、ソフト動作設定や起動条
件などに問題がある場合はｉアプリ
を起動できません。

何らかの原因で指定のサイトなどに
接続できませんでした。操作し直し
てください。

メール受信時に取得できなかった
10000バイトを超える静止画の取得
時に、指定ファイルが見つかりません
でした。

音声回線／パケット通信設備が故
障、または音声回線ネットワーク／
パケット通信ネットワークが非常に
混み合っています。しばらくたって
から操作し直してください。

パケット通信設備が故障、またはパ
ケット通信ネットワークが非常に混
み合っています。しばらくたってか
ら操作し直してください。

受信中にエラーが発生したため、
SMS をすべて受信できませんでし
た。電波状態のよい場所に移動して、
SMS問合せを行ってください。
☛P268

受信メールの保存領域の空きが不足
しているため、ｉモードメールを受
信できません。未読のｉモードメー
ルを読むか、ｉモードメールの保護
を解除するか、ｉモードメールを削
除してください。

チャットメールの受信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時の
状態に戻さずチャットメールを終了
します。

SMSセンターにSMSの受信を拒否
されました。

トルカ（詳細）のデータが不正です。

トルカ（詳細）の取得に失敗しまし
た。操作し直してください。それで
も同じエラーになる場合は、トルカ
のデータに誤りがあるなどのため取
得できない可能性があります。

添付されたメロディや動画／ｉモー
ションのデータが不正なため再生で
きませんでした。

署名・テンプレート・振り分け設定
のデータにエラーがあります。「は
い」を選択してお買い上げ時の状態
に戻します。お買い上げ時の状態に
戻さないと起動できません。

署名を登録してから操作し直してく
ださい。☛P258

･最大文字数を超えるため署名を挿
入できません。
･署名が装飾されているためSMSに
挿入できません。
･ SMS設定で送信文字種が「英語」に
設定されているため、署名を挿入で
きません。送信文字種を「日本語」
に変更してください。☛P268

パターンデータの自動更新に失敗し
ました。手動でパターンデータ更新
を行ってください。☛P462

既にSMSは送信済みです。

･サイトやインターネットホーム
ページのエラーにより接続できま
せん。URLが間違っている可能性
があります。URLが正しいかどう
かを確認してください。
･圏内自動送信メールの送信に失敗
しました。

FOMAカードが挿入されていないた
め、赤外線通信で受信したデータに
ｉアプリToが設定されていても、指
定されているｉアプリを起動できま
せん。

赤外線通信状態にしてから通信する
相手が見つからないまま 5 秒以上経
過しました。20cm以内の距離で、相
手の赤外線ポートにFOMA端末を向
けてから「はい」を選択してくださ
い。☛P348

赤外線通信中にエラーが発生しまし
た。赤外線通信中は、データの送受
信が終了するまでFOMA端末を相手
の赤外線ポートに向けたまま動かさ
ないでください。☛P348

認証パスワードが正しくないため、
全件送信ができませんでした。送信
側と受信側で同じ認証パスワードを
入力してください。☛P350、P351

許可されていない動作があったた
め、ｉ アプリ待受画面が終了しまし
た。

エ
ラ
l
メ
ッ
セ
l
ジ
一
覧

※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●セキュリティエラーのため、終了し
ました

●接続が中断されました

●接続先のサーバは現在ご利用でき
ません（502）

●接続できません

●接続できませんでした

●接続できませんでした（503）

●接続できませんでした（562）

●設定時間内に接続できませんでした

●セルフモード中です

●送信できません。宛先を確認してく
ださい（451）

●送信できませんでした

●送信できませんでした（552）

●送信メールのデータが壊れていま
す　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●送信を拒否されました

●そのソフトは最新です

●ソフトウェア更新予約が解除され
ました。再度予約操作を行ってくだ
さい

●ソフトに誤りがあります／ソフト
に誤りがあるため、ダウンロードで
きません

●ソフトを起動し、ICカード内データ
を削除後、ソフトを削除してくださ
い

タ
●対応機種ではありません

●対応していないコンテンツです

●ダイヤル発信制限中です

●ダウンロードできませんでした

●ただいま利用制限中の為しばらく
してからご利用下さい

●チャットメールのデータが壊れてい
ます　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●チャネル情報取得失敗しました

●データが壊れています。お買い上げ
時の状態に戻しますか？

●データが不正です

●データ転送モードへ移行できません

●データまたはminiSDカードが壊れ
ています

●データまたはminiSDカードが壊れ
ています。保存先を本体に変更しま
す

許可されていない動作があったた
め、ｉアプリが終了しました。セキュ
リティエラー履歴に記録されます。

電波状態のよい場所に移動して操作
し直してください。それでも同じエ
ラーになる場合は、しばらくたって
から操作し直してください。

お預かりセンターの設備が故障、ま
たは非常に混み合っています。しば
らくたってから操作し直してくださ
い。

ｉ モードセンターとの接続に失敗し
ました。電波状態のよい場所に移動
して操作し直してください。

サーバとの接続に失敗しました。電
波状態のよい場所に移動して操作し
直してください。

サーバのメンテナンスや回線の混雑
などのため接続に失敗しました。し
ばらくたってから操作し直してくだ
さい。

ｉ モードセンターとの接続に失敗し
ました。電波状態のよい場所に移動
して操作し直してください。

ｉ モードセンターが混み合っていま
す。しばらくたってから操作し直し
てください。

セルフモード中は禁止されている操
作はできません。

ｉモードメールまたは SMS が送信
できません。宛先が正しいかどうか
確認してください。

ｉモードメールまたは SMS の送信
に失敗しました。電波状態のよい場
所で送信し直してください。

ｉモードセンターまたは SMS セン
ター側のエラーにより、ｉ モード
メールまたは SMS の送信に失敗し
ました。しばらくたってから送信し
直してください。

チャットメールの送信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時の
状態に戻さずチャットメールを終了
します。

SMSの送信が拒否されました。

既に最新の ｉ アプリにバージョン
アップされているため、バージョン
アップできません。

電池切れのまま長期間充電しなかっ
たなどのためソフトウェア更新の予
約が解除されました。ソフトウェア
更新を起動し、再度予約操作を行っ
てください。☛P458、P460

ｉ アプリのデータに誤りがあるため
ダウンロードできません。

IC カード内のデータを削除しないと
削除できないｉアプリです。ｉアプ
リを起動し、IC カード内のデータを
削除してから、ｉ アプリを削除して
ください。

ダウンロードしようとしたｉアプリ
が本FOMA端末に対応していないた
め、ダウンロードできません。

FOMA端末で対応していないコンテ
ンツのため、操作できません。

ダイヤル発信制限中は禁止されてい
る操作はできません。

受信中に通信が中断されました。電波
状態のよい場所に移動し、しばらく
たってから操作し直してください。

ｉ モードパケット定額サービスをご
利用の場合に限り、一定時間内に著
しく大量のデータ通信があったとき
に表示されます。一定時間接続でき
なくなることがありますので、しば
らくたってからｉモード／フルブラ
ウザをご利用ください。

チャットメールのデータにエラーが
あります。「はい」を選択してお買い
上げ時の状態に戻します。「いいえ」
を選択するとお買い上げ時の状態に
戻さずチャットメールを終了しま
す。

ｉ モードセンターとの接続に失敗し
ました。電波状態のよい場所に移動
して操作し直してください。

メールまたはトルカのデータにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。お
買い上げ時の状態に戻さないとメー
ルまたはトルカを起動できません。

ダウンロードしたデータにエラーが
あります。

FOMA端末が通信中です。データ転
送モードに移行できないため、処理
を実行できません。通信を終了する
か、しばらくたってから操作し直し
てください。

miniSDメモリーカードに問題がある
ため、アクセスできません。miniSD
メモリーカードを初期化するか、新し
いminiSDメモリーカードを取り付け
てください。☛P342、P335

カメラやキャラ電で撮影した静止画
や動画の保存先を「miniSDカード」
に指定しているときに miniSD メモ
リーカードにアクセスできない場
合、保存先が自動的に「本体」に切
り替わります。
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●電話中のため動画撮影・録音はでき
ません

●電話帳に登録されていません

●問合せできませんでした

●同時に通話できる人数4人を超えて
います

●登録中です。しばらくしてからご利
用ください（554）

●トルカがいっぱいのため取得でき
ません　いずれかのトルカを削除
してください

●トルカがいっぱいのため保存でき
ません。いずれかのトルカを削除し
てください

●トルカが保存できませんでした

●トルカに誤りがあるため取得でき
ません

●トルカを参照できませんでした

●トルカを取得できません

ナ
●長すぎる項目がありました。入力が
完全ではありません

●入力データまたはURL が長すぎま
す

●入力データをご確認ください
（205）

●認証タイプに未対応です（401）

●認証を中止しました

ハ
●バージョン表示できませんでした

●パスワードをご確認ください
（401）

●発信規制中のため、接続できません

●発信できません

●日付時刻が設定されていません。
起動できません

●表示できないファイルがあります

●ファイルを添付することができませ
ん

●不正なデータが含まれています

●不正なデータのため保存できません

●他の機能が起動中のため起動でき
ません

●他の機能が起動中のため読み込み
できません

●保存できないデータです

●保存できません／保存できません
でした

●保存領域がいっぱいです。不要な電
話帳を削除してください

●保存領域がいっぱいで保存できま
せん

通話中のカメラ撮影時は動画撮影お
よび音声録音への切り替えはできま
せん。通話を終了してから動画撮影・
音声録音に切り替えてください。

入力した番号が電話帳に登録されて
いません。電話帳に登録してくださ
い。

電波状態のよい場所に移動して操作
し直してください。それでも同じエ
ラーになる場合は、しばらくたって
から操作し直してください。

5人以上のメンバーに対してプッシュ
トーク発信しました。4人以内のメン
バーを選んで発信してください。

ｉ モードへのユーザ登録中です。し
ばらくたってから操作し直してくだ
さい。

トルカの保存件数／保存領域がいっ
ぱいのため、トルカを取得できませ
ん。不要なトルカを削除してくださ
い。

トルカの保存領域の空きが不足して
いるため、トルカを保存できません。
不要なトルカを削除してください。

トルカのサイズが保存可能なサイズ
を超えているか、データが不正なた
め保存できません。

トルカのデータが不正です。

トルカの表示に失敗しました。操作
し直してください。それでも同じエ
ラーになる場合は、データが壊れて
いて表示できない可能性がありま
す。

トルカのデータが不正です。

サイトなどに表示されている項目を
選択して電話帳に登録するときに、
文字数が規定の長さを超えていま
す。oを押すと各項目の最大文字数
を超えた部分が削除された状態で電
話帳登録画面が表示されます。

サイトやインターネットホームペー
ジの入力欄に入力された文字数が多
すぎて送信できません。文字数を減
らしてから送信し直してください。

サイトやインターネットホームペー
ジの入力データに誤りがあります。
入力データを確認してください。

認証タイプに未対応のため、指定の
サイトやインターネットホームペー
ジには接続できません。

基本認証画面で認証を中止したとき
に表示されます。

パターンデータのバージョンを確認
できません。再度パターンデータを
更新してください。☛P462

サイトやインターネットホームペー
ジの基本認証画面に入力したユーザ
名かパスワードに誤りがあります。
再入力してください。

発信規制中のため接続できません。
しばらくたってから操作し直してく
ださい。

音声電話中、テレビ電話中、プッシュ
トーク通信中、または64Kデータ通
信中に音声電話、テレビ電話、プッ
シュトークの発信はできません。

日付・時刻が未設定の場合、ｉ アプ
リDX、目覚まし、スケジュール帳を
起動できません。日付・時刻を正し
く設定してから起動してください。
☛P46

ダウンロードしたメールに動画／
ｉ モーションまたは10000バイト
を超える画像が添付されています。
ダウンロードしたメールからは、こ
れらのデータは表示／再生できませ
ん。

1件のメールに添付可能な最大件数を
超えました。

バーコードリーダーで読み取った
データからｉアプリを起動するとき、
データに不正がある場合はｉアプリを
起動できません。

ダウンロードしたキャラ電に不正が
あるため、キャラ電を保存できませ
ん。

他に起動している機能をすべて終了
してから実行してください。

パターンデータ更新中のため実行で
きません。更新完了後に実行してく
ださい。

赤外線通信で受信したデータが
FOMA端末で対応していないファイ
ル形式のため保存できません。

･データにエラーがあったため保存
できません。
･ PDF データが大きすぎるなどのた
め、保存に失敗しました。

FOMA端末電話帳の保存領域の空き
が不足しているため、プッシュトー
ク電話帳の登録、削除およびプッ
シュトークグループへのメンバー追
加・編集・削除ができません。FOMA
端末電話帳の不要なデータを削除し
てください。

FOMA端末の保存領域の空きが不足
しているため、SMSを保存できませ
ん。SMSをFOMAカードに移動する
か、ｉモードメールやSMSを削除し
てください。
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332
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●保存領域に誤りがあるためプッ
シュトーク電話帳が読み書きでき
ません。終了します

●本体の保存件数がいっぱいです

マ
●マイピクチャ／その他の画像／動
画／その他の動画／メロディ／
PIM ／トルカ／マイドキュメント
フォルダの保存件数がいっぱいで
す

●未送信メールのデータが壊れてい
ます　お買い上げ時の状態に戻し
ますか？

●未保存のデータを本体に保存する
か削除してください

●無効なデータを受信しました
（XXX）

●メールデータを参照できませんで
した

●メール／メッセージがいっぱいで
す。これ以上受信できません

●メール／メッセージがいっぱいで
す。受信できなかったメッセージが
あります

●メール受信処理中です。しばらくし
て、再度起動してください。

●メールを表示できません

●メッセージがいっぱいです

●メモリ不足が発生したためアプリ
ケーションを終了します

●メモリ不足が発生したため接続で
きません

●メモリ不足です／メモリ不足です。
メインメニューに戻ります

●メモリ不足のためウィンドウを開
けません

●メモリ不足のため署名を編集する
ことができません。削除します

ヤ
●ユーザ証明書がありません。継続し
ますか？

●ユーザ証明書の有効期限が切れて
います。継続しますか？

ラ
●料金情報の読み込みができません
でした

●料金情報のリセットができません
でした

●利用できないフォーマットです

●連続撮影はできません

●録画できません

FOMA 端末電話帳およびプッシュ
トーク電話帳の保存領域に誤りがあ
るため、プッシュトーク電話帳の読
み書きができません。FOMA端末電
話帳を起動してください。FOMA端
末電話帳を起動すると、保存領域の
修復が行われます。

FOMA 端末の保存件数がいっぱい
か、保存領域の空きが不足している
ため実行できません。該当する不要
なデータを削除してください。

miniSD メモリーカードの各フォル
ダの保存件数がいっぱいのため、各
データの複数コピー、複数移動、全
件コピー、全件移動、バックアップ、
情報更新ができません。不要なデー
タを削除してください。☛P339、
P341

チャットメールの未送信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択して
お買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時の
状態に戻さずチャットメールを終了
します。

赤外線通信の INBOX の保存件数が
いっぱいのため、赤外線通信を終了
できません。INBOX のデータを
FOMA端末に保存するか、削除して
ください。☛P351

･指定のサイトやインターネット
ホームページに対応していません。
･ URL が間違っている可能性があり
ます。URLが正しいかどうか確認
してください。
･受信データにエラーがあるため表
示できません。
･圏内自動送信メールの送信に失敗
しました。

･メールの削除時や検索時などに、
他の処理で使用しているため、対
象のメールデータを参照できませ
んでした。しばらくたってから操
作し直してください。
･チャットメールでメールデータを
参照できません。しばらくたって
から操作し直してください。

FOMA端末またはFOMAカードの受
信メールの保存領域の空きが不足し
ているためSMSを受信できません。
未読メールを読むか、メールの保護
を解除するか、メールを削除してく
ださい。

FOMA端末またはFOMAカードの受
信メールの保存領域の空きが不足し
ているため、SMSをすべて受信でき
ませんでした。未読メールを読むか、
メールの保護を解除するか、メール
を削除してから SMS 問合せを行っ
てください。

メール・メッセージ R/F 受信中は
ｉ チャネルを起動できません。受信
後に操作し直してください。

受信、送信メールにエラーがあるた
め表示できません。

保存領域の空きが不足しているため
メッセージ R/F を受信できません。
未読のメッセージ R/F を読むか、
メッセージ R/F の保護を解除する
か、メッセージR/Fを削除してくだ
さい。

メモリ不足が発生したため実行中の
機能を終了します。

メモリが不足したため接続できませ
ん。既に開いているウィンドウを閉
じるか、実行中の他の機能を終了す
ると接続できる場合があります。

メモリ不足が発生したため処理を中
断します。

メモリが不足したためウィンドウを
開けません。既に開いているウィン
ドウを閉じるか、実行中の他の機能
を終了すると実行できる場合があり
ます。

署名編集起動時にメモリ不足が発生
しています。署名データを削除しま
す。

ユーザ証明書がダウンロードされて
いません。接続を継続するときは「は
い」を、接続を中断するときは「い
いえ」を選択します。

ユーザ証明書の有効期限が切れてい
ます。接続を継続するときは「はい」
を、接続を中断するときは「いいえ」
を選択します。☛P220

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。☛P38

FOMAカードが正しく取り付けられ
ていないか、FOMAカードに異常が
あります。☛P38

miniSD メモリーカードのフォー
マットがFOMA端末で利用できない
形式です。

マイピクチャ内の保存領域・保存件
数がいっぱいのため、連続撮影でき
ません。自動的に連続撮影が解除さ
れます。

映像・音声の通信が切れているため
動画メモを録画できません。 エ
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保証とアフターサービス

保証について

･ FOMA 端末をお買い上げいただくと、保証書がつい
ていますので、必ずお受け取りください。
記載内容および『販売店名・お買上げ日』などの記
載事項をお確かめの上、大切に保管してください。必
要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上
げいただいた販売店へお申し付けください。無償保
証期間は、お買い上げ日より1年間です。
･この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品
の全部または一部を変更することがありますので、
あらかじめご了承ください。
･ FOMA端末の故障・修理やその他取扱いによって電話
帳などに登録された内容が変化・消失する場合があり
ます。万一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控
えをお取りくださるようお願いします。また、FOMA
端末の修理などを行った場合、ｉモード・ｉアプリに
てダウンロードした情報は、一部を除き著作権法によ
り新しいFOMA端末などに移行を行っておりません。
※本FOMA端末は、電話帳などのデータをminiSD
メモリーカードに保存していただけます。

※本FOMA端末は、ｉモーションなどをminiSDメ
モリーカードに移し替えていただけます。

※本FOMA端末は電話帳お預かりサービス（お申し
込みが必要な有料サービス）をご利用いただくこ
とにより、電話帳などのデータをお預かりセン
ターに保存していただけます。

※パソコン（Windows 98SE、 Me、2000、XP）を
お持ちの場合は、専用のデータリンクソフトと
FOMA USB 接続ケーブル（別売）をご利用いただ
くことにより、電話帳などに登録されたデータをパ
ソコンに転送・保管していただけます。

アフターサービスについて

■ 調子が悪いときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障
かな？と思ったら、まずチェック」をご覧になっ
てお調べください。☛P446
それでも調子がよくないときは、取扱説明書裏面
の「故障お問い合わせ先」にご連絡の上、ご相談
ください。

■ お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきま
す。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付と
なります。また、ご来店時には必ず保証書をご持
参ください。

■ 保証期間内は
･保証書の規定に基づき無償で修理を行います。

･故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちく
ださい。保証期間内であっても保証書の提示が
ないもの、お客様のお取り扱い不良による故障・
損傷などは有償修理となります。
･ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に
起因する故障は、保証期間内であっても有償修
理となります。

■ 次の場合は、修理できないことがあります。
水濡れシールが反応している場合、試験の結果、
水濡れ・結露・汗などによる腐食が発見された場
合、および内部の基板が破損・変形している場合
は修理できないことがありますのであらかじめご
了承願います。なお、修理を実施できる場合でも
保証対象外となりますので有償修理となります。

■ 保証期間が過ぎた場合は
ご要望により有償修理いたします。

■ 部品の保有期間は
FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するた
めに必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち切
り後６年間を基本としております。ただし、故障
箇所によっては修理部品の不足などにより修理が
できない場合もございますので、あらかじめご了
承ください。また、保有期間が経過した後も、故
障箇所によっては修理可能なことがありますの
で、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」へ
お問い合わせください。

■ お願い
･ FOMA端末および付属品の改造はおやめくださ
い。
･火災・けが・故障の原因となります。
･ FOMA端末、FOMAカードは、電波の混信や
ネットワークの故障を防ぐため、法律により
技術基準が定められており、技術基準を満た
さないFOMA端末、FOMAカードは使用でき
ません。
･改造（部品の交換・改造・塗装など）が施さ
れたFOMA端末の故障修理は、改造部分を元
の状態（ドコモ純正品状態）に戻していただ
いた場合のみ、故障修理のお取り扱いをさせ
ていただきます。ただし、改造の内容によっ
ては、故障修理をお断りする場合があります。
･改造が原因による故障・損傷の場合は、保証
期間内であっても有償修理となります。

･ FOMA端末に貼付されている銘板シールは、は
がさないでください。
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役
割があり、銘板シールが故意にはがされたり、貼
り替えられた場合など、銘板シールの内容が確
認できないときは、技術基準適合の判断ができ
ないため、故障修理をお受けできない場合があ
りますので、ご注意願います。
･各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、
FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによっ
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※miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。☛P332

D902iS 20 付録 _2.fm  456 ページ  ２００６年５月１０日　水曜日　午後５時１４分



457

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

て、クリア（リセット）される場合があります。
お手数をおかけしますが、この場合は再度設定を
行ってくださるようお願いします。
･ FOMA端末の受話口部やスピーカーに磁気を発
生する部品を使用しています。キャッシュカー
ドなど、磁気の影響を受けやすいものを近づけ
ますとカードが使えなくなることがありますの
で、ご注意ください。
･電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合
は、すぐに電源を切って電池パックを外し、お
早めに故障取扱窓口へご来店ください。ただし、
電話機の状態によっては修理できないことがあ
ります。

■ メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロー
ド情報などについて
･お客様ご自身で携帯電話機などに登録された情
報内容は、別にメモを取るなどして保管してく
ださるようお願いいたします。情報内容の変化、
消失に関し、当社は何らの義務を負わないもの
とし、一切の責任を負いかねます。
･携帯電話を機種変更や故障修理する際に、お客
様が作成されたデータまたは外部から取り込ま
れたデータあるいはダウンロードされたデータ
などが変化・消失などする場合があります。こ
れらについて当社は一切の責任を負いません。
また、当社の都合によりお客様の携帯電話を代
替品と交換することにより修理に代えさせてい
ただく場合がありますが、その際にはこれらの
データなどは一部を除き交換後の製品に移し替
えることはできません。本FOMA端末はｉモー
ド公式サイトからダウンロードした画像・着信
メロディを故障修理時に移し替えします（一部
移し替えできないコンテンツもあります。また、
故障の程度によっては移し替えができない場合
があります）。

ソフトウェアを更新する
ソフトウェア更新

FOMA 端末のソフトウェアを更新する必要があ
るかどうかチェックし、必要な場合にはパケット
通信※ 1 を使ってソフトウェアの一部をダウン
ロードし、ソフトウェアを更新する機能です。
ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホー
ムページおよびｉMenuの「お知らせ」にてご案
内させていただきます。
※1：ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信

料は無料です。
･ソフトウェア更新には、次の2種類の方法があり
ます。
･即時更新：

更新したいときすぐに更新を行います。

･予約更新：
更新する日時を予約すると、予約した日時に
自動的にソフトウェアが更新されます。

･次の場合はソフトウェア更新を実行できません。
･オールロック中
･他の機能を使用しているとき
･日付・時刻を設定していないとき
･ FOMAカードが未挿入のとき
･電池がフル充電されていないとき
･ PIN1コード入力中
･ PIN1コードロック中
･「圏外」が表示されているとき
･ PIMロック中
･電源が入っていないとき
･セルフモード中
･通話中
･おまかせロック中
･パソコンとつないだパケット通信中
･ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固
有の情報（機種や製造番号など）が、自動的に
サーバ（当社が管理するソフトウェア更新用サー
バ）に送信されます。当社は送信された情報を、
ソフトウェア更新以外の目的には利用いたしま
せん。

おしらせ
●ソフトウェア更新（ダウンロード、書き換え）には
時間がかかることがあります。

●PIN1コードON／OFF機能を「ON」に設定中にソ
フトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書き換
え終了後の自動再起動時に、PIN1コード入力画面が
表示されます。正しいPIN1コードを入力しないと、
電話やプッシュトークの発信、着信、各種通信操作
ができません。

●ソフトウェア更新中は、他の機能を利用できません。
ただし、ダウンロード中は音声電話の着信のみ受け
られます。

●ダウンロード中に音声電話の着信があった場合、着
信音に「着モーション」を設定しているときは、着
モーションは動作せず、着信音はメロディになりま
す。また、イメージに動画／ｉモーションを設定し
ているときは、最初のコマが表示されます。

●ダウンロード中にテレビ電話の着信があっても電話
は受けられません。着信履歴には不在着信として記
録されます。

●ソフトウェア更新中に目覚ましやアラームなどが設
定されていても、ソフトウェア更新が継続され、目
覚ましやアラームなどは起動しません。

●ソフトウェア更新の際には、サーバ（当社のサイト）
へSSL通信を行います。証明書表示／使用設定でSSL
証明書を有効に設定してください。お買い上げ時は有
効に設定されています。☛P220

●ソフトウェア更新は、電池をフル充電して、電池残
量が十分にある状態（ ）で実行してください。
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●ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマーク
が3本表示されている状態（ ）で、移動せずに実
行することをおすすめします。
･ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪く
なったり、ダウンロードが中止された場合は、再
度電波状態のよい場所でソフトウェア更新を行っ
てください。

●ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセン
ター蓄積状態表示のアイコンは消えます。
また、メール選択受信設定を「ON」に設定してい
る場合、ソフトウェア更新中にメールが届くと、ソ
フトウェア更新後にｉモードセンターにメールがあ
ることを通知する画面が表示されないことがありま
す。

●ソフトウェア更新中は電池パックを絶対に外さない
でください。更新に失敗します。

●ソフトウェア更新は、FOMA端末に登録された電話
帳／プッシュトーク電話帳、カメラ画像、ダウンロー
ドデータなどのデータを残したまま行えますが、お
客様のFOMA端末の状態（故障・破損・水濡れなど）
によってはデータの保護ができない場合があります
ので、あらかじめご了承ください。必要なデータは
バックアップを取っていただくことをおすすめしま
す（ダウンロードデータなどバックアップが取れな
いデータがありますので、あらかじめご了承くださ
い）。

●ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換え失敗しま
した」と表示され、一切の操作ができなくなります。
その場合には、たいへんお手数ですがドコモ指定の
故障取扱窓口までお越しいただきますようお願い申
し上げます。

●更新が必要ないときは、ソフトウェア更新のチェッ
クを行った際に「更新は必要ありません　このまま
ご利用ください」と表示されます。

●接続先設定をｉモード以外に設定している場合でも
ソフトウェア更新を行えます。

ソフトウェア更新を起動する

1 m886

2 端末暗証番号を入力 z 注意事項を確認
してo

･入力した端末暗証番号（４～８桁）は「＊」で
表示されます。
･お買い上げ時の端末暗証番号は「0000」に設
定されています。

3 oozソフトウェア更新が必要かどう
かを確認

･携帯電話情報の送信確認画面でoを押すとサー
バに接続され、お客様の携帯電話端末固有の情報
（機種や製造番号など）を送出します。

■ 更新が必要ないとき：

ソフトウェア更新
が必要かどうかを
チェックした結果、
更新の必要がない
場合は左の画面が
表示されます。o
を押してFOMA端
末をそのままご利
用ください。
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すぐにソフトウェアを更新する 即時更新

･サーバが混みあっていて、即時更新ができない場
合があります。

1 更新方法の選択画面を表示

2「今すぐ更新」を選択zo
ダウンロードが開始され、決定キーの照明が点滅
します。

･oを押さなくても、約5秒後にダウンロード
が開始されます。
･ダウンロードを中止するときはoを押します。
ダウンロードの途中で中止すると、それまでダ
ウンロードされたデータは削除されます。
･ダウンロードを開始すると、あとはメニューな
どの選択操作をしなくても更新処理が実行さ
れます。

■ サーバが混み合っているとき：

3 ダウンロード終了後にo
書き換え中は決定キーの照明が点滅します。

･ダウンロード終了後、oを押さなくても約5秒
後に書き換えが開始されます。
･ソフトウェア書き換え中はすべてのキー操作
が無効となり、更新の中止もできません。

4 書き換え終了後、自動的に再起動
再起動すると再度サーバと通信を行いますので、
しばらくお待ちください。

5 oを押す
更新が終了し、待受画面が表示されます。

･「予約」を選択して
更新日時を予約し
てください。
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日時を予約してソフトウェアを更新する
予約更新

ダウンロードに時間がかかる場合やサーバが混み
あっている場合には、あらかじめソフトウェア更新
を起動する日時をサーバと通信して設定しておけま
す。

1 更新方法の選択画面を表示

2「予約」を選択
サーバと通信を行い、予約時間候補を問い合わせ
ます。

･予約可能な日時がサーバの時刻で表示されま
す。

3 希望日時を選択
■ 表示されている予約候補から選択する：希望

日時を選択z「はい」を選択

･希望日時の候補が複数ページあるときは、&
でページを切り替えられます。

■ 表示されている予約候補以外から選択する：
a「その他の日時」を選択z希望日を選択

b希望時間帯を選択
サーバに接続され、選択した希望日・時間
帯に近い予約候補が表示されます。
･希望時間帯の候補が複数ページあるとき
は、&でページを切り替えられます。
･pを押すと、時間帯の左に表示されてい
る記号の説明を表示できます。

c希望日時を選択z「はい」を選択
･希望日時の候補が複数ページあるとき
は、&でページを切り替えられます。

4 oを押す
予約の設定が完了し、メニューが表示されます。
･予約中は、待受画面に が表示されます。

1 m886

2 端末暗証番号を入力z内容を確認

■ 予約を変更する：
a「変更」を選択
携帯電話情報の送信確認画面が表示されま
す。

予約の確認・変更・取り消しをする

各時間帯の予約の空き
状況が表示されます。
○：空きあり
△：空きわずか

･確認 を 終了 す る：
「OK」を選択
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bo
予約候補の選択画面が表示されます。
･以降の操作は、「日時を予約してソフト
ウェアを更新する」の操作2以降と同じ
です。☛P460
･携帯電話情報の送信確認画面で o を押
すとサーバに接続され、お客様の携帯電話
端末固有の情報（機種や製造番号など）を
送出します。

■ 予約を取り消す：
a「取消」を選択z「はい」を選択
携帯電話情報の送信確認画面が表示されま
す。

boo
予約が取り消され、メニューが表示されま
す。
･携帯電話情報の送信確認画面で o を押
すとサーバに接続され、お客様の携帯電話
端末固有の情報（機種や製造番号など）を
送出します。

予約日時になると下の画面が表示され、自動的にソ
フトウェア更新を開始します。予約日時前には、電
池がフル充電されていることを確認の上、電波の十
分届くところでFOMA端末を待受画面にしておいて
ください。ダウンロードが完了するとソフトウェア
の書き換えが行われ、再起動されます。

おしらせ
●他の機能を使用していると予約時刻になっても起動
しないことがあるのでご注意ください。通話中また
はメール受信中に予約日時になったときは、通話終
了後またはメール受信終了後にソフトウェア更新を
開始します。

●PIN1コードON／OFF機能を「ON」に設定中にソ
フトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書き換
え終了後の自動再起動時に、PIN1 コード入力画面
が表示されます。正しいPIN1コードを入力しない
と、電話やプッシュトークの発信、着信、各種通信
操作ができません。

●同じ日時に目覚ましやアラームなどが設定されてい
た場合には、目覚ましやアラームなどが優先され、
ソフトウェア更新が開始されない場合があります。

障害を引き起こすデータからFOMA
端末を守る スキャン機能

サイトからのダウンロードやｉモードメールなど
外部から FOMA 端末に取り込んだデータやプロ
グラムについて、データを検知して、障害を引き
起こす可能性を含むデータの削除やアプリケー
ションの起動を中止します。
･チェックのためにパターンデータを使います。パ
ターンデータは新たな問題が発見された場合に
随時バージョンアップされますので、パターン
データを更新してください。
･スキャン機能は、ホームページの閲覧やメール受
信などの際に携帯電話に何らかの障害を引き起
こすデータが侵入することに対して、一定の防衛
手段を提供する機能です。
各障害に対応したパターンデータが携帯電話に
ダウンロードされていない場合、または各障害に
対応したパターンデータが存在しない場合には、
本機能にて障害などの発生を防ぐことができま
せんので、あらかじめご了承ください。
･パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの
内容が異なります。また、当社の都合により端末
発売開始後3年を経過した機種向けパターンデー
タの配信は停止することがありますので、あらか
じめご了承ください。
･パターンデータ更新の際、お客様の携帯電話端末
固有の情報（機種や製造番号など）が自動的に
サーバ（当社が管理するスキャン機能用サーバ）
に送信されます。当社は送信された情報をスキャ
ン機能以外の目的には利用いたしません。

スキャン機能を設定する スキャン機能設定

本設定を「有効」に設定すると、データの表示やプ
ログラムを実行する際、自動的にチェックします。

1 m8373

2 1z「はい」を選択

･スキャン機能を設定すると、障害を引き起こす
データを検出した場合に、5段階の警告レベル
で表示されます。☛P463
･解除する：2z「はい」を選択

予約の日時になると

･ソフトウェア更新を中止
する：fz「はい」を
選択

まず初めに、パターンデータの更新を行い、パ
ターンデータを最新にしてください。

お買い上げ時 有効

ス
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自動的にパターンデータを更新する
自動更新設定

パターンデータを最新の状態に保つように自動的に
更新します。

1 m8372

2「有効」を選択z「はい」を2回選択

3 oを押す

･新しいパターンデータが配信されると上の画面が
表示され、自動的にパターンデータ更新を開始しま
す。パターンデータの更新に成功すると、待受画面
に が表示されます。アイコンを選択し、メッセー
ジを確認した後、「OK」を選択してください。
･パターンデータの更新に失敗したときは、待受画面
に が表示されます。アイコンを選択し、メッセー
ジを確認し、「OK」を選択した後、手動でパターン
データを更新してください。
･パターンデータ更新を中止する：oz「はい」を選択

すぐにパターンデータを更新する
パターンデータ更新

自動更新設定を「無効」に設定しているときや、自
動更新に失敗したときに、手動でパターンデータを
更新してください。
･ FOMA端末の日付（年月日）を正しく設定してお
いてください。

1 m8371

2「はい」を2回選択
パターンデータが更新されます。

3 oを押す
･パターンデータ更新が必要ないときは、パター
ンデータが最新である旨のメッセージが表示
されます。そのままお使いください。

おしらせ
●パターンデータ更新中に音声電話の着信があった場
合は、更新は中断されます。プッシュトークやテレ
ビ電話の着信、外部機器や赤外線機能を利用しての
データ受信があった場合は、更新は中断されません。

●パターンデータ更新中に目覚ましやスケジュールア
ラームの設定日時になると、設定日時を知らせる画
面が表示されて目覚まし音やアラームが鳴ります
が、パターンデータの更新は継続されています。

新しいパターンデータが配信されると

･解除する：「無効」を
選択z「はい」を選
択
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スキャン結果の表示について

1 警告メッセージ表示中に「詳細表示」を
選択
スキャン機能で検出された問題要素の名前の一
覧が表示されます。
･問題要素が6個以上検出された場合は、６個目
以降の問題要素名は省略され、検出された問題
要素の総数が表示されます。

おしらせ
●スキャン機能によってｉアプリ待受画面に設定して
いるｉアプリに問題要素が見つかり、ｉアプリの起
動を中止した場合は、ｉアプリ待受画面が解除され
ます。

パターンデータのバージョンを確認する
バージョン表示

1 m8374を押す

スキャンされた問題要素の表示について

スキャン結果の表示について

警告レベル／
表示メッセージ

対応方法

警告レベル0 「OK」：
起動中のアプリケーショ
ンの処理を続行します。

「詳細表示」:
検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル1 「はい」：
障害を引き起こす可能性
のあるアプリケーション
の処理を中止します。

「いいえ」：
起動中のアプリケーショ
ンの処理を続行します。

「詳細表示」：
検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル2 「OK」：
障害を引き起こす可能性
のあるアプリケーション
の処理を中止します。

「詳細表示」：
検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル／
表示メッセージ

対応方法

警告レベル3 「はい」：
障害を引き起こす可能性
のあるデータを削除しま
す。

「いいえ」：
障害を引き起こす可能性
のあるアプリケーション
の処理を中止します。

「詳細表示」：
検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル4 「OK」：
障害を引き起こす可能性
のあるデータを削除しま
す。

「詳細表示」：
検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。
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主な仕様

･連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態
で通話に使用できる時間の目安です。
･連続待受時間とはFOMA端末を閉じて、電波を正常
に受信できる状態での時間の目安です。なお、電池
の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、
利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場合
等）などにより、通話・待受時間は約半分程度にな
ることがあります。ｉモード通信を行うと通話（通
信）・待受時間は短くなります。また、通話やｉモー
ド通信をしなくても、ｉモードメールを作成したり、
ダウンロードしたｉアプリ、ｉアプリ待受画面を起
動させると通話（通信）・待受時間は短くなります。
･静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じて、
電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利
用時間です。
･移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じて、
電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移動」
と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時
間です。
･データ通信やマルチアクセスの実行、カメラの使
用、動画／ｉモーション（音楽データ含む）の再生
などによっても、通話（通信）時間・待受時間は短
くなります。
･ FOMA端末の電源は、切ってからでも入れたままで
も充電できます。ただし、電源を入れたままで充電
した場合は、充電時間が長くなります。

携帯電話機の比吸収率（SAR）につい
て

この機種FOMA D902iSの携帯電話機は、国が
定めた電波の人体吸収に関する技術基準に適合
しています。
この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯
電話機などの無線機器から送出される電波が人
間の健康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に
基づいて定められたものであり、人体側頭部に吸
収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収
率（SAR：Specific Absorption Rate）につい
て、これが2W/kg※1の許容値を超えないことと
しています。この許容値は、使用者の年齢や身体
の大きさに関係なく十分な安全率を含んでおり、
世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非
電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際
的なガイドラインと同じものとなっています。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電
波法に基づき国の技術基準に適合していること
の確認を受ける必要があります。この携帯電話機
FOMA D902iSのSARの値は0.966W/kgで
す。この値は、財団法人テレコムエンジニアリン
グセンターによって取得されたものであり、国が
定めた方法に従い、携帯電話機の送信電力を最大
にして測定された最大の値です。個々の製品に
よって SAR に多少の差異が生じることもありま
すが、いずれも許容値を満足しています。また、
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な
最低限の送信電力になるよう設計されているた
め、実際に通話している状態では、通常 SAR は
より小さい値となります。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになり
たい方は、次のホームページをご参照ください。

※1：技術基準については、電波法関連省令（無線設
備規則第14条の２）で規定されています。

品　名 FOMA D902iS
サイズ（mm） 高さ110×幅49×厚さ19.9（閉

じているとき）
質量（g） 約124（電池パック装着時）
連続待受時間 静止時　約550時間

移動時　約380時間
連続通話時間 音声電話時　約170分

テレビ電話時　約90分
電池パック種別 リチウムイオン電池
電池容量 790mAh
充電時間 約120分
カメラ画素数 アウトカメラ：

有効画素数200万画素
（最大記録画素数400万画素）

インカメラ：
有効画素数10万画素
（最大記録画素数10万画素）

デジタルズーム アウトカメラ：最大28倍
インカメラ ：最大2倍

総務省のホームページ
http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ
http://www.arib-emf.org/index.html
ドコモのホームページ
http://www.nttdocomo.co.jp/product/
三菱電機のホームページ
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/d902is/
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索引

アウトカメラ..............................27
アクセス設定...........................311
宛先追加...................................231
アドレス表示...........................251
アフターサービス...................456
アラーム自動電源ON設定....372
アルバム...................................344
暗証番号...................................160
イヤホン切替設定...................390
イヤホンスイッチ設定..........389
イヤホンマイク.......................388
イヤホンマイク端子 .................27
イルミネーション設定..........154
優先順位...............................155

インカメラ..................................26
インターネット接続 ..............208
英語ガイダンス.......................397
英語表示...................................158
エニーキーアンサー設定.........65
絵文字
一覧........................................432
入力........................................410

絵文字ことば
一覧........................................429
入力........................................409

エラーメッセージ一覧..........449
遠隔操作...................................398
応答保留......................................72
応答保留ガイダンス設定.........73
オート着信機能設定 ..............389
オールロック...........................164
お買い上げ時に登録されている
データ.......................................423
おサイフケータイ...................296
おサイフケータイ対応ｉアプリ
....................................................273
起動........................................297

お知らせタイマー...................369
音の設定...................................132
オプション・関連機器..........444
おまかせロック.......................165
オリジナルマナーモード設定
....................................................140
音楽再生...................................360
音声メモ...................................383
オンリービュー設定 ..............260
音量設定......................................69

外部接続端子..............................27

顔文字
一覧....................................... 429
入力....................................... 409

各部の名称................................. 26
カスタム待受画面.................. 145
カスタムメニュー.................. 379
画像
明るさ／色調変更.............. 317
移動／コピー...................... 344
切り出し .............................. 317
切り抜き .............................. 319
効果....................................... 318
サイズ制限保存.................. 319
サイズ変更 .......................... 317
削除....................................... 347
撮影....................................... 182
詳細情報参照／変更.......... 345
スタンプ .............................. 318
スライドショー.................. 315
ソート................................... 348
テキスト貼付...................... 318
動作設定 .............................. 320
パラパラマンガ.................. 315
反転／回転 .......................... 318
表示....................................... 314
表示（メール）.................... 244
フレーム .............................. 318
編集....................................... 316
補正....................................... 319
保存（サイト）.................... 212
保存（メール）.................... 244
待受画面などに設定.......... 315
メール作成 .......................... 314

画像表示設定.......................... 311
かな漢字変換.......................... 407
かな入力方式.......................... 407
カメラ....................................... 178
明るさ................................... 193
色の濃さ .............................. 193
オートフォーカス.............. 182
画質／品質 .......................... 194
画像サイズ .......................... 195
カメラ切り替え.................. 182
コンパクトライト.............. 182
サイズ制限 .......................... 194
撮影画面 .............................. 179
撮影モード .......................... 192
初期値に戻す...................... 195
ズーム................................... 190
静止画撮影 .......................... 182
静止画詳細設定.................. 188
静止画保存枚数.................. 180

接写撮影............................... 191
セルフタイマー.................. 191
ちらつき調整 ...................... 195
手ぶれ補正........................... 193
動画撮影............................... 186
動画撮影時間 ...................... 181
動画／録音詳細設定.......... 188
ファイル............................... 180
フォーカスロック撮影...... 183
フレーム............................... 194
ホワイトバランス.............. 193
メール作成........................... 183
レンズカバー ...................... 179
連続撮影............................... 185
ワンショットメール.......... 196
4コマ撮影............................ 185

画面表示設定 .......................... 312
画面メモ................................... 211
削除....................................... 211
タイトル変更 ...................... 211
表示....................................... 211
保護....................................... 211
保存....................................... 211

カラーテーマ設定.................. 151
カレンダー（→スケジュール帳）
カレンダー／待受カスタマイズ
................................................... 145
キーガイダンス...................... 147
キー確認音 .............................. 134
記号
一覧....................................... 432
入力....................................... 410

キャッシュ .............................. 207
キャッチホン .......................... 395
キャラ電................................... 328
アクション一覧.................. 329
移動....................................... 344
削除....................................... 347
撮影....................................... 329
詳細情報参照／変更.......... 345
静止画設定／動画設定...... 330
ソート................................... 348
代替画像設定 ...................... 328
ダウンロード ...................... 214
テレビ電話..............................87
動作設定............................... 330
表示....................................... 328
フォルダ利用 ...................... 344

行検索....................................... 121
切り取り................................... 412
クイック起動設定.................. 390
クイックダイヤル.................. 129
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クイック伝言メモ..................... 77
クイックマニュアル.............. 476
クイックメール...................... 240
区点コード
一覧....................................... 435
入力....................................... 412

グループ検索 .......................... 118
グループ設定 .......................... 116
グループ別発着信設定...... 116

携帯電話機の比吸収率.......... 464
決定キー...................................... 26
公共モード（電源OFF）.......... 76
公共モード（ドライブモード）
...................................................... 74
国際ダイヤル設定..................... 59
国際電話...................................... 59
故障かな？と思ったら.......... 446
コピー....................................... 412
コンテンツ移行対応.............. 327
コンパクトライト..................... 27

サービスダイヤル.................. 398
再接続アラーム音..................... 61
サイト....................................... 200
再読み込み........................... 207
スクロール........................... 207
操作....................................... 206
表示....................................... 204
ラストURL.......................... 205
SSLページ接続.................. 205
URL表示.............................. 207

サウンドレコーダー.............. 353
サブアドレス設定..................... 61
サブメニュー .............................36
シークレット検索.................. 128
シークレットコード設定...... 127
シークレット属性
スケジュール ...................... 379
電話帳................................... 128

シークレットモード.............. 171
自局番号
登録....................................... 382
表示.......................................... 48

辞書
使用....................................... 413
ダウンロード ...................... 214

辞典........................................... 388
自動時刻補正 .............................47
自動電源ON／OFF設定....... 369
車載ハンズフリー..................... 62
シャッター音 .......................... 135
シャッターキー......................... 27
充電.............................................. 42
充電確認音 .............................. 139
充電時間...................................... 42

受信表示設定...........................262
受信メール（→メール）
受信メールBOX.....................248
受話音量......................................69
受話口..........................................26
証明書操作...............................220
証明書表示／使用設定......220

証明書発行接続先設定..........222
照明設定...................................150
ｉアプリ...............................277
ｉモード...............................217

ショートカット操作.................34
ショートメッセージ（→SMS）
署名設定...................................258
人物画像表示設定..................149
シンプルメニュー.....................32
スイッチ付イヤホンマイク
接続..........................................27
使いかた...............................388

スキャン機能...........................461
自動更新設定.......................462
設定.......................................461
バージョン表示 ..................463
パターンデータ更新..........462

スケジュール音 ......................134
スケジュール帳 ......................372
アラーム初期値設定..........376
確認.......................................376
カレンダーモード設定......373
休日設定...............................373
コピー／貼り付け ..............377
削除.......................................378
シークレット属性 ..............379
祝日設定...............................373
設定日時になると ..............376
登録.......................................374
登録件数確認.......................379
メール検索...........................377
メール作成...........................377
メンバーリスト ..................378

スピーカー..................................27
スピーカーホン機能
音声通話..................................51
テレビ電話..............................83

スピードセレクター.................26
設定..........................................28
使いかた..................................28

スピードセレクター音..........134
スライド音...............................136
スライド編集設定..................368
スロット入力方式..................413
静止画（→画像）
赤外線通信...............................348
受信.......................................350
送信.......................................349
リモコン機能.......................352

INBOX..................................351
赤外線通信モード ..................352
赤外線ポート...........................348
セキュリティスキャン（→スキャ
ン機能）
接続先設定...............................216
証明書発行...........................222

接続待ち時間設定 ..................216
設定状況確認...........................391
設定リセット...........................391
セルフモード...........................166
全件表示（50音）..................118
センター問合せ
設定 .......................................258
ｉモード問合せ...................243
SMS問合せ.........................268

送信メール（→メール）
送信メールBOX .....................248
送話口..........................................26
ソフトウェア更新 ..................457
即時更新...............................459
予約更新...............................460

タイマー......................................53
ダイヤル発信制限 ..................167
単語登録...................................412
端末暗証番号...........................160
変更 .......................................161

着信音.......................................132
優先順位...............................133

着信拒否／許可.......................171
着信中オープン応答 .................65
着信表示設定...........................149
着信履歴......................................67
削除 ..........................................68

着もじ..........................................54
メッセージ表示設定 .............55

チャットメール
個人情報設定.......................265
削除 .......................................265
作成・送信...........................262
終了 .......................................265
受信 .......................................264
送信 .......................................263
着信設定...............................265
同報アドレス.......................264
メンバー設定.......................263
メンバー編集.......................265

追加サービス...........................400
ツータッチサイト登録..........209
ツータッチサイト表示..........210
ツータッチｉアプリ ..............284
通話時間......................................42
確認 .......................................384

通話中音声メモ.......................383
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通話中クローズ設定 .................66
通話中着信設定.......................398
通話中着信動作選択 ..............398
通話中テレビ電話動作設定.....92
通話中保留..................................51
通話品質アラーム音 ..............139
通話保留音..................................74
通話料金
確認........................................384
自動リセット設定...............385
上限通知...............................385
上限通知アイコン消去 ......386

定型文
一覧........................................428
登録........................................411
入力........................................409

ディスプレイ..............................26
ガイド行..................................30
タスクバー..............................31
見かた ......................................29

データ一括削除.......................391
データ送受信設定...................353
データ通信...............................402
準備........................................403
通信設定ファイル...............403
用語集 ...................................403
FOMA PC設定ソフト ......403

データリンクソフト ..............445
デコメール
作成........................................232
テンプレート.......................238

デュアルネットワークサービス
....................................................397
テレビ電話..................................82
明るさ／色の濃さ..................89
受ける ......................................85
音声電話に切り替え .............84
かける ......................................82
画像変更（テレビ電話画像選
択）.............................................93
カメラオフ画像送信 .............90
カメラ切り替え......................91
カメラ調整..............................89
画面表示設定..........................92
キャラ電..................................87
コンパクトライト..................91
撮影モード..............................89
ズーム ......................................90
静止画送信..............................90
接写撮影..................................91
送受信画像品質設定 .............88
送信画像切り替え..................88
代替画像設定..........................94
ちらつき調整..........................89
通信速度設定.......................127

通話中テレビ電話動作設定
.................................................. 92
動作設定 ................................. 92
プッシュ信号送出................. 85
フレーム ................................. 88

テレビ電話切替機能通知 ........ 95
テレビ電話使用機器設定 ........ 96
テレビ電話着信設定................. 71
画像のみの変更.................. 148

テレビ電話通信速度設定 ..... 127
テレビ電話発信設定.............. 147
電源（ON／OFF）.................... 46
自動電源ON／OFF設定... 369

伝言メモ ..................................... 77
応答ガイダンス設定............. 79
応答時間設定......................... 79
クイック伝言メモ................. 77
再生／削除 ............................. 80

電子辞典 .................................. 388
電子マネー.............................. 282
転送（メール）........................ 244
転送でんわサービス.............. 396
電卓........................................... 386
電池アラーム音......................... 45
電池残量 ..................................... 45
電池パック................................. 41
電池マーク設定...................... 153
添付ファイル
画像表示・保存.................. 244
削除....................................... 247
自動再生設定...................... 260
添付....................................... 236
トルカ表示・保存.............. 247
変更／解除 .......................... 238
メール受信添付ファイル設定
............................................... 260
メッセージR/F表示・保存
............................................... 219
メロディ再生・保存.......... 246
ｉモーション再生・保存
............................................... 245

テンプレート.......................... 238
ダウンロード...................... 239
登録....................................... 238
読込み................................... 238

電話
受ける...................................... 62
かける...................................... 50
テレビ電話に切り替え......... 53
発信オプション..................... 58
番号通知の優先順位............. 48

電話着信音.............................. 132
電話着信設定............................. 71
画像のみの変更.................. 148

電話帳....................................... 110
入れ替え .............................. 124

画像／名前表示切替.......... 122
クイックダイヤル.............. 129
グループ設定 ...................... 116
検索....................................... 117
検索方法指定 ...................... 121
コピー................................... 125
削除....................................... 126
シークレット検索.............. 128
シークレットコード設定
............................................... 127
シークレット属性設定...... 128
修正....................................... 123
着信拒否／許可.................. 171
テレビ電話通信速度設定
............................................... 127
電話帳別着信設定.............. 114
登録（サイト）.................... 215
登録（プッシュトーク）.... 102
登録（メール）.................... 254
登録（FOMAカード）....... 115
登録（FOMA端末）........... 111
登録件数確認 ...................... 129
登録内容確認 ...................... 122
登録内容コピー.................. 124
発番号設定........................... 126

電話帳お預かりサービス...... 175
画像....................................... 320
電話帳....................... 126、 130
メール................................... 255

電話発信設定 .......................... 147
電話番号検索 .......................... 120
電話番号表示 .............................48
問合せ画像設定...................... 149
動画メモ................................... 383
動画／ｉモーション
アルバム再生 ...................... 345
移動／コピー ...................... 344
キャプチャ........................... 323
サイズ切り出し.................. 324
再生....................................... 321
再生制限............................... 322
削除....................................... 347
撮影....................................... 186
しおり設定........................... 322
詳細情報参照／変更.......... 345
選択切り出し ...................... 324
ソート................................... 348
テロップ編集 ...................... 325
動作設定............................... 326
編集....................................... 323
待受画面などに設定.......... 323
ｉモーションメール作成
............................................... 321

同報送信................................... 231
トータルコーディネイト設定
................................................... 158
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時計表示設定 .......................... 157
ドライブモード......................... 74
トルカ....................................... 298
移動／コピー ...................... 300
検索....................................... 300
削除....................................... 301
取得....................................... 298
取得設定............................... 301
ソート................................... 301
表示....................................... 299
フォルダ作成／削除.......... 300
保護....................................... 301
保存内容確認 ...................... 300

名前の表示 .............................. 111
入力設定................................... 414
入力予測機能 .......................... 409
ネットワーク暗証番号.......... 160
ネットワークサービス.......... 394
ノイズキャンセラ設定............. 62
ノーマルメニュー..................... 32

バーコードリーダー.............. 196
バイブレータ設定.................. 137
優先順位............................... 138
ｉアプリ............................... 277

バイリンガル .......................... 158
パケット通信 .......................... 402
パケット通信中着信設定......... 95
発信オプション......................... 58
発信者番号通知......................... 48
通話ごとの設定..................... 57

発信者番号非通知理由............. 63
発着信画面表示設定.............. 147
着信画像の優先順位.......... 148
発信画像の優先順位.......... 148

発番号設定 .............................. 126
発番号なし動作設定.............. 172
貼り付け................................... 412
番号通知お願いサービス...... 397
日付時刻設定 .............................46
ビデオカメラ（→カメラ）
表示・効果設定...................... 216
表示モード設定...................... 311
平型スイッチ付イヤホンマイク
（→スイッチ付イヤホンマイク）
フォーカスモード..................... 37
不在着信...................................... 68
不在着信お知らせ.................. 155
ブックマーク .......................... 209
移動／コピー ...................... 210
削除....................................... 210
ソート................................... 211

タイトル変更.......................210
ツータッチサイト登録......209
ツータッチサイト表示......210
登録（サイト）.....................209
登録（メール）.....................255
表示.......................................209
フォルダ作成／削除..........210

プッシュ信号送出.....................85
プッシュトーク .........................98
グループ発信.......................105
着信.......................................101
発信..........................................99
発信（プッシュトーク電話帳）
...............................................104
番号通知の優先順位..........106

プッシュトーク自動応答設定
...................................................107
プッシュトーク着信設定.........71
プッシュトーク中クローズ設定
...................................................108
プッシュトーク中着信設定
...................................................107
プッシュトーク電話帳
グループ登録.......................103
削除.......................................105
メンバー登録.......................102

プッシュトーク番号通知設定
...................................................106
プッシュトークプラス.............98
プッシュトークボタン.............27
プッシュトーク呼出時間設定
...................................................106
プライバシーモード設定......168
フリガナ検索...........................119
フルブラウザ...........................306
設定.......................................310

プレフィックス設定.................60
プロテクトキー .........................27
プロテクトキー動作設定......170
プロテクトキーロック..........170
返信...........................................243
ボイス認証...............................302
ポーズ..........................................52
ホーム設定...............................310
保証...........................................456
保留
応答保留..................................72
通話中保留..............................51

マイドキュメント..................356
削除.......................................347
ソート...................................348
フォルダ利用.......................344

マイピクチャ...........................314
アルバム利用.......................344

削除 .......................................347
ソート...................................348

マイメニュー...........................207
待受画面......................................46
待受画面設定...........................141
時計表示設定.......................157

待受時間......................................42
待受中音声メモ.......................383
マナーモード...........................139
マナーモード選択 ..................140
マルチアクセス.......................366
組み合わせ...........................439

マルチタスク...........................367
組み合わせ...........................441

マルチナンバー.......................399
未送信メール（→メール）
未送信メールBOX.................248
ミュージックプレイヤー......360
再生 .......................................362
プレイヤー設定...................364

迷惑電話ストップサービス
....................................................396
メール.......................................226
宛先追加...............................231
一覧画面...............................248
一覧表示設定.......................260
移動 .......................................251
画像表示・保存...................244
既読／未読変更...................252
クイック返信設定...............259
クイック返信本文登録......259
クイックメール...................240
検索 .......................................251
検索（スケジュール）........377
検索（電話帳）.....................118
件数確認...............................250
圏内自動送信.......................240
コピー...................................251
コピー（文字）.....................254
削除 .......................................253
作成（スケジュール）........377
作成（電話帳）.....................118
作成・送信...........................230
自動受信...............................241
受信 .......................................241
受信／送信メールBOX.....248
受信表示設定.......................262
詳細画面...............................249
ソート...................................252
着信音の設定.......................132
デコメール...........................232
転送 .......................................244
添付ファイル.......................236
添付ファイル削除...............247
電話帳登録...........................254
電話発信...............................254
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問合せ ...................................243
表示種別...............................260
フォルダ一覧画面...............248
フォルダ作成・削除 ..........250
フォルダ内メール件数 ......250
ブックマーク登録...............255
編集........................................240
返信........................................243
保護........................................252
保存........................................239
メロディ再生・保存 ..........246
文字サイズ...........................261

メールアドレス.......................226
アドレス表示.......................251

メール一覧表示設定 ..............260
メールグループ
宛先入力...............................230
設定........................................258

メール受信画像設定 ..............149
メール受信添付ファイル設定
....................................................260
メール設定（FOMA端末）...256
メール設定（ｉモードセンター）
....................................................227
メール選択受信.......................242
設定........................................258

メール送信画像設定 ..............149
メール着信設定.......................261
メールテンプレート ..............238
メール振り分け設定 ..............256
優先順位...............................257

メール返信引用設定 ..............259
メール・メッセージ着信音
....................................................132
メール連動型ｉアプリ..........273
目覚まし...................................370
目覚まし音...............................134
メッセージ自動表示 ..............218
メッセージ着信設定 ..............218
メッセージR/F .......................217
削除........................................220
受信........................................217
受信表示設定.......................262
着信音の設定.......................132
着信設定...............................218
問合せ ...................................243
表示（メッセージR／メッセー
ジF）.......................................219
表示種別...............................220
保護........................................220
メッセージ自動表示 ..........218

メニュー......................................32
一覧........................................416
サブメニュー..........................36
設定........................................152
デザイン変更.......................152

メモ帳....................................... 386
メモリ登録外着信拒否 ......... 174
メモリ番号検索...................... 120
メモリ別着信拒否／許可 ..... 171
メロディ .................................. 331
アルバム利用...................... 344
一覧....................................... 137
移動....................................... 344
再生....................................... 331
削除....................................... 347
詳細情報参照／変更.......... 345
ソート................................... 348
着信音に設定...................... 331
動作設定 .............................. 332
保存（サイト）.................... 212
保存（メール）.................... 246
メール作成 .......................... 331

メロデコ .................................. 235
メンバーリスト...................... 378
文字コード.............................. 209
文字サイズ.............................. 261
文字サイズ設定...................... 156
文字入力 .................................. 406
インライン入力.................. 406
絵文字入力 .......................... 410
改行....................................... 408
顔文字入力 .......................... 409
かな漢字変換...................... 407
かな入力方式...................... 407
記号入力 .............................. 410
切り取り .............................. 412
区点コード入力.................. 412
コピー................................... 412
削除....................................... 408
スロット入力方式.............. 413
全画面入力 .......................... 406
ダウンロード辞書.............. 413
単語登録 .............................. 412
定型文登録 .......................... 411
定型文入力 .......................... 409
データ引用 .......................... 410
入力設定 .............................. 414
入力モード切り替え.......... 407
入力予測機能...................... 409
貼り付け .............................. 412
変換学習リセット.............. 409
文字割り当て（かな入力方式）
............................................... 427
文字割り当て（スロット入力
方式）..................................... 427

ユーザ証明書操作.................. 221
優先順位
イルミネーション.............. 155
着信音................................... 133

着信画像............................... 148
バイブレータ ...................... 138
発信画像............................... 148
番号通知..................................48
プッシュトーク番号通知
............................................... 106
メール振り分け.................. 257

優先通信モード設定.................72
予測変換................................... 409
呼出動作開始時間設定.......... 174

ランキング検索...................... 119
ランダムイメージ設定.......... 143
リダイヤル .................................56
削除..........................................57

リモコン機能 .......................... 352
留守番電話サービス.............. 394
レンズカバー .......................... 179
レンズカバー音...................... 135

ワンショットメール.............. 196
ワンタッチｉアプリ.............. 283

186／184 ...............................57
3Ｄサウンド ........................... 136
50音順に表示........................ 118
64Kデータ通信..................... 402
ATコマンド............................. 404
AV Phone To（→Phone To）
BeatJam................................ 361
Cookie設定／削除................ 310
D902iSの保存・登録・保護件数
......................................................38
Date To機能.......................... 387
DTMF送信.................................85
Edy ........................................... 282
FeliCa ...................................... 296
FirstPass............................... 221
Flash........................................ 203
Flash画像の表示................... 206
FOMAカード
暗証番号..................................39
機能差分..................................41
電話帳登録........................... 115
動作制限機能 .........................40
取り付け／取り外し.............38

ｉアプリ................................... 272
移動....................................... 288
カメラの利用 ...................... 289
起動....................................... 275
起動失敗履歴 ...................... 285

ヤ

ラ

ワ

数字・英字
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件数確認............................... 288
削除....................................... 288
自動起動情報登録.............. 284
自動起動設定 ...................... 284
終了....................................... 275
詳細情報............................... 276
照明設定............................... 277
赤外線通信の利用.............. 290
セキュリティエラー履歴
............................................... 276
ソフト情報表示.................. 289
ソフト情報表示設定.......... 274
ダウンロード ...................... 273
動作設定............................... 276
トルカの利用 ...................... 290
トレース表示 ...................... 276
並べ替え............................... 288
バーコードリーダーの利用
............................................... 289
バージョンアップ.............. 286
バイブレータ設定.............. 277
フォルダ作成／削除.......... 287
フォルダ内ソフト件数...... 288
プリインストールｉアプリ
............................................... 278
保護....................................... 287
ｉアプリ To........................ 285
miniSD保存データ ........... 289

ｉアプリ待受画面
異常終了履歴 ...................... 286
設定....................................... 144
操作....................................... 286

ｉアプリDX............................ 272
ｉショット .............................. 228
ｉチャネル .............................. 292
チャネル一覧 ...................... 293
テロップ表示設定.............. 294

ｉメロディ .............................. 212
ｉモーション .......................... 222
設定....................................... 224

ｉモーション（データBOX）
................................................... 321
アルバム利用 ...................... 344
削除....................................... 347
ソート................................... 348

ｉモーションメール.............. 229
再生・保存........................... 245
作成....................................... 236

ｉモード................................... 200
ｉモード設定 .......................... 216
ｉモード中プッシュトーク着信
................................................... 108
ｉモード問合せ...................... 243
問合せ設定........................... 258

ｉモードパスワード.............. 160
変更....................................... 208

ｉモードメール（→メール）
ｉモード FeliCa ....................296
ICカードオートロック設定
...................................................304
ICカード機能 ..........................296
ICカードロック ......................302
ICカードロック設定..............303
ボイス認証...........................302

ｉMenu ...................................200
ISP接続通信 ...........................216
Mail To（サイト）.................214
Mail To（メール）.................254
miniSDメモリーカード.......332
カードチェック ..................343
コピー／移動.......................337
情報更新...............................342
初期化...................................342
取り付け／取り外し..........335
パソコンから利用 ..............343
バックアップ.......................338
表示.......................................339
フォルダ構成.......................333
保存容量の確認 ..................336

miniSDメモリーカードアダプタ
...................................................333
miniSDメモリーカードスロット
......................................................27
Motion Smoothy 2............445
NW検索方法...........................390
PDFデータ
移動／コピー.......................344
画面切り出し.......................360
削除.......................................347
しおり／マーク ..................359
詳細情報参照／変更..........345
ソート...................................348
ダウンロード.......................213
動作設定...............................360
表示.......................................356

Phone To（サイト）............214
Phone To（メール）............254
PIMロック...............................166
PINロック解除.......................163
PINロック解除コード...........161
PIN1コードON／OFF.........162
PIN1コード／PIN2コード
...................................................161
変更.......................................162

Referer設定............................312
SAR..........................................464
Script設定 ..............................311
SMS .........................................229
一覧画面...............................248
クイックメール ..................240
削除.......................................253
削除（FOMAカード）.......270

作成（電話帳）.....................118
作成（SMS作成・送信）
................................................266
受信 .......................................267
受信表示設定.......................262
詳細画面...............................249
署名挿入...............................266
設定 .......................................268
送達通知...............................230
問合せ...................................268
フォルダ一覧画面...............248
保存（FOMAカード）........268
メール振り分け設定 ..........256

SSL通信 ..................................202
接続 .......................................205

TASKキー..................................27
URL
コピー...................................215
電話帳登録...........................215
入力 .......................................208
表示 .......................................207
ラストURL ..........................205
履歴 .......................................208

USBモード設定.....................343
USSD登録 ..............................400
Web To（サイト）.................214
Web To（メール）.................254
WORLD CALL .........................59
WORLD WING.........................41

索
引



476

索
引
／
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

クイックマニュアル

クイックマニュアルのご使用方法

本誌に綴じ込みされているクイックマニュアルはキリトリ線で切り取り、下記のように折ってご使用く
ださい。なお、クイックマニュアルは2枚合わせてご携帯ください。

キリトリ線

表紙 表紙
表紙

a b c

キリトリ線でクイックマニュアルのページを切り取ります。
●切り取る際はけがにご注意ください。

表紙面が見えるように、折れ線に合わせて折りたたんでお使いください。

ク
イ
ッ
ク

マ
ニ
ュ
ア
ル
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取
扱
説
明
書
に
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
と
こ
ろ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）

151
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

故
障
、
異
常
か
な
と
思
わ
れ
た
ら
、
下
記
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）

113
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

電
話
帳
の
登
録

■
FO

M
A
端
末
電
話
帳
の
登
録

1
m

4
2

2
名
前
を
入
力

z
p

3
各
項
目
を
設
定

z
p

■
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
登
録

1
m

4
3

2
名
前
を
入
力

z
p

3
各
項
目
を
設
定

z
p

■
リ
ダ
イ
ヤ
ル
や
着
信
履
歴
か
ら
の
登
録

1
r

ま
た
は

l
2

登
録
す
る
相
手
を
選
ぶ

z
m

1
･
登
録
済
み
の
電
話
帳
デ
ー
タ
へ
追
加
す
る
場
合
：

m
2

3
1

（
FO

M
A
端
末
電
話
帳
）
～

2
（
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
）

･
登
録
済
み
の
電
話
帳
デ
ー
タ
へ
追
加
す
る
場

合
：
追
加
す
る
相
手
を
選
択

4
各
項
目
を
設
定

z
p

･
登
録
済
み
の
電
話
帳
デ
ー
タ
へ
追
加
す
る
場

合
：「

上
書
き
登
録
」
ま
た
は
「
新
規
登
録
」

を
選
択

電
話
帳
の
修
正

1
p･
電
話
帳
の
切
り
替
え
：
p

2
修
正
す
る
相
手
を
選
ぶ

z
m

3
1

･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
場
合
：
修
正
す
る
相

手
を
選
ぶ

z
m

3

3
修
正

z
p

4
「
上
書
き
登
録
」
ま
た
は
「
新
規
登
録
」
を
選
択

電
話
帳
の
検
索

1
m

4
1

･
電
話
帳
の
切
り
替
え
：
p

2
1

～
7

･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
で
は

1
～

4
文
字
の
入
力

■
文
字
の
入
力
・
変
換（

か
な
入
力
方
式
）

〈
例
〉「
企
業
」
と
入
力
す
る
と
き

1
ひ
ら
が
な
／
漢
字
モ
ー
ド
で
文
字
を
入
力

「
き
」：

2
を

2
回

z
r

（
自
動
カ
ー
ソ
ル

機
能
に
よ
っ
て
カ
ー
ソ
ル
が
移
動
し
た

と
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

「
ぎ
」：

2
を

2
回

z
(

「
ょ
」：

8
を

3
回

z
t

「
う
」：

1
を

3
回

･
入
力
し
た
文
字
の
変
換
前
に
で
き
る
操
作

m
：
カ
タ
カ
ナ
・
英
数
字
な
ど
に
変
換

総
合
お
問
い
合
わ
せ
先

〈
D
oC

oM
o
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

故
障
お
問
い
合
わ
せ
先 ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0120-800-000
※
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0120-800-000
※
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

t
：
大
文
字
／
小
文
字
の
切
り
替
え

a
：
入
力
直
後
に
1
つ
前
の
文
字
に
戻
す

（
例
：
…
→
1
→
お
→
え
→
う
→
…
）

(
：
濁
点
「
゛
」
や
半
濁
点
「
゜
」
の
付

加
（
例
：
→
ぼ
→
ぽ
→
ほ
→
…
）

c
：
文
字
の
取
り
消
し

･
文
字
の
挿
入
：
カ
ー
ソ
ル
を
挿
入
位
置
に
移
動

z
文
字
を
入
力

2
p･
変
換
候
補
一
覧
の
表
示
：
%

／
p

･
変
換
前
の
状
態
に
戻
す
：
c

3
o

■
入
力
モ
ー
ド
の
切
り
替
え

文
字
入
力
中
に

n
を
複
数
回

･
カ
タ
カ
ナ
・
英
数
字
の
全
角
／
半
角
切
り
替
え
：n

を
押
し
た
後
で

%
■
文
字
の
削
除

●
カ
ー
ソ
ル
が
文
中
に
あ
る
と
き

c
：
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
文
字
の
削
除

c
（
1
秒
以
上
）：

カ
ー
ソ
ル
位
置
の
文
字
と
そ
の
右
側
に
あ

る
す
べ
て
の
文
字
の
削
除

●
カ
ー
ソ
ル
が
文
末
に
あ
る
と
き

c
：
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
左
側
に
あ
る
文
字
の

削
除

c
（
1
秒
以
上
）：

す
べ
て
の
入
力
文
字
の
削
除

■
記
号
・
絵
文
字
・
定
型
文
の
入
力

●
記
号
・
絵
文
字
を
入
力
す
る

文
字
入
力
中
に

m
z
「
絵
文
字
・
記
号
・
顔
文
字
」

を
選
択

z
1

～
2

z
記
号
・
絵
文
字
を
選
択

●
定
型
文
を
入
力
す
る

文
字
入
力
中
に

m
z
「
定
型
文
・
区
点
・
引
用
」

を
選
択

z
1

z
定
型
文
種
別
を
選
択

z
定
型

文
を
選
択

■
区
点
コ
ー
ド
で
の
入
力

文
字
入
力
中
に

m
z
「
定
型
文
・
区
点
・
引
用
」
を

選
択

z
2

z
区
点
コ
ー
ド
（
4
桁
）
を
入
力

カ
メ
ラ
機
能

■
静
止
画
／
動
画
の
撮
影

●
静
止
画
を
撮
影
す
る

1
レ
ン
ズ
カ
バ
ー
を
開
け
る

2
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

o
ま
た
は

C

3
o

ま
た
は

C
●
動
画
を
撮
影
す
る

1
m

6
7

z
レ
ン
ズ
カ
バ
ー
を
開
け
る

2
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

o
ま
た
は

C

3
p

ま
た
は

C

4
o

ま
た
は

C

■
撮
影
し
た
静
止
画
の
表
示
／
動
画
の
再
生

●
静
止
画
を
表
示
す
る

1
u

1

2
「
カ
メ
ラ
」
を
選
択

z
静
止
画
を
選
択

●
動
画
を
再
生
す
る

1
u

2

2
「
カ
メ
ラ
」
を
選
択

z
動
画
を
選
択

･
動
画
再
生
中
に
で
き
る
操
作

%
：
音
量
調
整

&
：
巻
き
戻
し
再
生
／
早
送
り
再
生

o
：
一
時
停
止
／
再
生

p
：
停
止

1
2

37
6

5
4
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テ
レ
ビ
電
話

■
テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た

1
電
話
番
号
を
入
力

2
t

3
通
話
す
る

･
通
話
中
保
留
：
o

z
o

で
解
除

･
ス
ピ
ー
カ
ー
ホ
ン
機
能
の
切
り
替
え
：
a

／
n

･
送
信
画
像
の
切
り
替
え
：
t

4
通
話
が
終
了
し
た
ら

f

■
テ
レ
ビ
電
話
の
受
け
か
た

1
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

･
応
答
保
留
：
f

2
t

ま
た
は

n
･
通
話
中
の
操
作
は
「
テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か

た
」
の
操
作
3
と
同
様

3
通
話
が
終
了
し
た
ら

f

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

■
送
受
信
で
き
る
文
字
数

■
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
作
成
・
送
信

1
a

（
1
秒
以
上
）

2
宛
先
欄
を
選
択

z
入
力
方
法
を
選
択

z
宛
先
を

入
力
ま
た
は
選
択

3
題
名
欄
を
選
択

z
題
名
を
入
力

4
本
文
欄
を
選
択

z
本
文
を
入
力

･
デ
コ
メ
ー
ル
の
作
成
：
a

z
装
飾
方
法
を
選
択

z
文
字
を
入
力

5
p ･
メ
ー
ル
の
保
存
：
m

3
･
圏
内
自
動
送
信
：
m

2

■
フ
ァ
イ
ル
の
添
付

1
メ
ー
ル
作
成
画
面
で
添
付
欄
を
選
択

2
添
付
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
種
類
を
選
択

･
静
止
画
を
撮
影
し
て
添
付
：「

イ
メ
ー
ジ
」
を

選
択

z
「
静
止
画
を
撮
影
」
を
選
択

･
動
画
を
撮
影
し
て
添
付
：「

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
」を

選
択

z
「
動
画
を
撮
影
」
を
選
択

･
音
声
を
録
音
し
て
添
付
：「

ボ
イ
ス
録
音
」
を

選
択

3
「
本
体
」
ま
た
は
「
m
in
iS
D
カ
ー
ド
」
を
選
択

z
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

4
フ
ァ
イ
ル
を
選
択

･
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
解
除
：
添
付
欄
を
選
ぶ

z
a

z
「
は
い
」
を
選
択

■
送
信・

保
存
し
た
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
編
集・

送
信

〈
例
〉未

送
信
メ
ー
ル
を
編
集
す
る
と
き

1
a

4
･
送
信
メ
ー
ル
の
編
集
：
a

5

2
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

3
メ
ー
ル
を
選
択

･
送
信
メ
ー
ル
の
編
集
：
メ
ー
ル
を
選
ぶ

z
p

4
編
集

z
p

■
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
受
信

1
メ
ー
ル
を
受
信

メ
ー
ル
着
信
音
が
鳴
り
、決

定
キ
ー
の
照
明
が
点

灯
／
点
滅
し
て
受
信
結
果
画
面
が
表
示
さ
れ
る

2
o

ま
た
は

1
z
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

z
メ
ー

ル
を
選
択

■
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

a
a

項
　
目

全
角
文
字

半
角
文
字

題
名

1
5
文
字

3
0
文
字

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

―
5
0
文
字

本
文

5
0
0
0
文
字

1
0
0
0
0
文
字

宛
先
欄

題
名
欄

添
付
欄

本
文
欄

本
文
に
半
角
で
入
力
で
き
る
残
り

の
文
字
数

メ
ニ
ュ
ー
一
覧

m
を
押
し
て
か
ら
、
各
項
目
の
番
号
を
入
力
し
ま
す
。

〈
例
〉送

信
メ
ー
ル
を
表
示
す
る
と
き

m
1

5
a

メ
ー
ル

a
受
信
メ
ー
ル

b
新
規
メ
ー
ル

c
チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル

d
未
送
信
メ
ー
ル

e
送
信
メ
ー
ル

f
問
合
せ

a
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

b
S
M
S
問
合
せ

c
メ
ー
ル
選
択
受
信

d
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ
設
定

g
S
M
S

a
S
M
S
作
成

b
FO

MA
カー

ド（
UIM

）受
信

SM
S

c
FO

MA
カー

ド（
UI
M）

送
信

SM
S
d

S
M
S
設
定

h
テ
ン
プ
レ
ー
ト
読
込
み

i
メ
ー
ル
設
定

a
メ
ー
ル
着
信
設
定

b
チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル
着
信
設
定

c
メ
ー
ル
振
り
分
け
設
定

d
署
名
設
定

e
メ
ー
ル
返
信
設
定

a
メ
ー
ル
返
信
引
用
設
定
b

ク
イ
ッ
ク
返
信
設
定

c
ク
イ
ッ
ク
返
信
本
文
登
録

f
メ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

a
メ
ー
ル

i
メ
ー
ル
設
定

g
受
信
・
表
示
設
定

a
受
信
表
示
設
定

b
メ
ー
ル
選
択
受
信
設
定

c
メー

ル受
信添

付フ
ァイ

ル設
定
d

添
付
フ
ァ
イ
ル
自
動
再
生
設
定

e
メ
ー
ル
一
覧
表
示
設
定
f

オ
ン
リ
ー
ビ
ュ
ー
設
定

b
ｉ
モ
ー
ド

a
ｉ
M
en

u
b

B
oo
km

ar
k

c
In
te
rn
et

a
U
R
L
入
力

b
U
R
L
履
歴

c
ラ
ス
ト
U
R
L

d
画
面
メ
モ

e
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

f
メ
ッ
セ
ー
ジ

a
メ
ッ
セ
ー
ジ
R

b
メ
ッ
セ
ー
ジ
F

c
メ
ッ
セ
ー
ジ
設
定

a
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
動
表
示
b

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ
設
定

c
添
付
フ
ァ
イ
ル
自
動
再
生
設
定
d

メ
ッ
セ
ー
ジ
着
信
設
定

g
ｉ
チ
ャ
ネ
ル

a
ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧

b
テ
ロ
ッ
プ
表
示
設
定

h
ｉ
モ
ー
ド
設
定

a
ツ
ー
タ
ッ
チ
サ
イ
ト
表
示
b

接
続
待
ち
時
間
設
定

c
照
明
設
定

d
ｉ
モ
ー
ド
中
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
着
信

b
ｉ

モ
ー
ド

h
ｉ

モ
ー
ド
設
定

e
証
明
書
設
定

a
証
明
書
表
示
/使

用
設
定
b

ユ
ー
ザ
証
明
書
操
作

c
証
明
書
発
行
接
続
先
設
定

f
表
示
・
効
果
設
定

g
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
設
定

h
接
続
先
設
定

i
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

a
ホ
ー
ム

b
B
oo

km
ar
k

c
In
te
rn
et

a
U
R
L
入
力

b
U
R
L
履
歴

c
ラ
ス
ト
U
R
L

d
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
設
定

a
ホ
ー
ム
設
定

b
C
oo

ki
e
設
定
／
削
除

c
S
cr
ip
t設

定
d

表
示
モ
ー
ド
設
定

e
画
像
表
示
設
定

f
ア
ク
セ
ス
設
定

g
R
ef
er
er
設
定

h
画
面
表
示
設
定

c
ｉ

ア
プ
リ

a
ソ
フ
ト
一
覧

b
ｉ

ア
プ
リ
設
定

a
ソ
フ
ト
の
並
べ
替
え

b
自
動
起
動
設
定

c
ソ
フ
ト
情
報
表
示
設
定

d
照
明
設
定

e
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定

f
ツ
ー
タ
ッ
チ
ｉ
ア
プ
リ
表
示

c
履
歴
表
示

d
電
話
帳
／
履
歴

a
電
話
帳
検
索

b
電
話
帳
登
録

c
FO

M
A
カ
ー
ド（

U
IM
）登

録
d

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
電
話
帳

e
着
信
履
歴

f
リ
ダ
イ
ヤ
ル

g
伝
言
メ
モ
／
音
声
メ
モ

a
伝
言
メ
モ
設
定

b
伝
言
メ
モ
一
覧

c
音
声
メ
モ
録
音

d
音
声
メ
モ
一
覧

h
自
局
番
号

e
デ
ー
タ

B
O
X

a
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

b
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

c
メ
ロ
デ
ィ

d
キ
ャ
ラ
電

e
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

f
Li
fe
K
it

a
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

b
赤
外
線
／
P
C
デ
ー
タ
連
携

a
赤
外
線
全
件
送
信

b
赤
外
線
受
信

c
デ
ー
タ
送
受
信
設
定

d
U
S
B
モ
ー
ド
設
定

c
ト
ル
カ

a
ト
ル
カ
一
覧

b
ト
ル
カ
取
得
設
定

d
IC

カ
ー
ド

a
IC

カ
ー
ド
一
覧

b
IC

カ
ー
ド
ロ
ッ
ク

c
IC
カ
ー
ド
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
設
定
d

IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
設
定

e
m
in
iS
D
カ
ー
ド

f
カ
メ
ラ

g
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

h
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー
ダ
ー

15
14

13
12

11
10

9
8



キ
リ
ト
リ
線

f
LifeK

it
i

電
話
帳
お
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

a
お
預
か
り
セ
ン
タ
ー
に
接
続
b

電
話
帳
通
信
履
歴
表
示

c
送
信
設
定

g
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー

a
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳

b
メ
モ
帳

c
目
覚
ま
し

d
電
卓

e
辞
典

h
設
定
／

N
W
サ
ー
ビ
ス

a
音
／
バ
イ
ブ

a
音
の
設
定

a
電
話
着
信
音

b
メ
ー
ル・メ

ッ
セ
ー
ジ
着
信
音

c
ア
ラ
ー
ム
音

d
操
作
確
認
音

e
充
電
確
認
音

f
通
話
保
留
・
警
告
音

b
音
量
設
定

a
電
話
着
信
音
量

b
メール・メッセージ着信音量

c
受
話
音
量

d
ア
ラ
ー
ム
音
量

e
ｉ
ア
プ
リ
音
量

f
ト
ル
カ
取
得
音
量

c
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定

a
電
話
着
信
時

b
メ
ー
ル・メ

ッ
セ
ー
ジ
着
信
時

c
ア
ラ
ー
ム
鳴
動
時

d
ｉ
ア
プ
リ
利
用
時

d
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
選
択

e
呼
出
動
作
開
始
時
間
設
定

h
設
定
／
N
W
サ
ー
ビ
ス

b
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

a
待
受
画
面
設
定

a
待
受
画
面
選
択

b
時
計
表
示
設
定

c
電
池
マ
ー
ク
設
定

d
カレンダー／待受カスタマイズ

e
テ
ロ
ッ
プ
表
示
設
定

b
メ
ニ
ュ
ー
設
定

a
メ
ニ
ュ
ー
設
定

b
カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
ー
登
録

c
各
種
画
面
設
定

a
カ
ラ
ー
テ
ー
マ
設
定
b

発
着
信
画
面
表
示
設
定

c
着
信
表
示
設
定

d
テ
レ
ビ
電
話
画
像
選
択

d
照
明
設
定

a
点
灯
時
間
設
定

b
照
明
設
定
範
囲

c
明
る
さ
調
整

e
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
定

a
着
信

b
通
話
中

c
IC

カ
ー
ド
ア
ク
セ
ス

d
ス
ピ
ー
ド
セ
レ
ク
タ
ー
／
そ
の
他

f
不
在
着
信
お
知
ら
せ

g
文
字
表
示
設
定

a
文
字
サ
イ
ズ
設
定

b
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

h
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
設
定

c
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
ロ
ッ
ク

a
ロ
ッ
ク

a
オ
ー
ル
ロ
ッ
ク

b
P
IM

ロ
ッ
ク

c
IC

カ
ー
ド
ロ
ッ
ク

h
設
定
／
N
W
サ
ー
ビ
ス

c
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
ロ
ッ
ク

b
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド

c
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限

d
FO

M
A
カ
ー
ド
（
U
IM
）

e
暗
証
番
号
変
更

f
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド
設
定

g
ス
キ
ャ
ン
機
能

a
パ
タ
ー
ン
デ
ー
タ
更
新
b

自
動
更
新
設
定

c
ス
キ
ャ
ン
機
能
設
定
d

バ
ー
ジ
ョ
ン
表
示

h
プ
ロ
テ
ク
ト
キ
ー
動
作
設
定

d
情
報
表
示
／
リ
セ
ッ
ト

a
通
話
時
間

b
設
定
状
況
確
認

c
電
池
レ
ベ
ル
表
示

d
通
話
料
金

a
通
話
料
金
表
示

b
通
話
料
金
上
限
通
知

c
上
限
通
知
ア
イ
コ
ン
消
去
d

通話
料金自

動リセ
ット設

定
e

各
種
設
定
リ
セ
ッ
ト

f
デ
ー
タ
一
括
削
除

e
時
計
a

日
付
時
刻
設
定

b
自
動
電
源
O
N
設
定

c
自
動
電
源
O
FF

設
定

d
時
計
表
示
設
定

e
ア
ラ
ー
ム
自
動
電
源
O
N
設
定

f
発
着
信
・
通
話
機
能

a
電
話
発
信
設
定

b
電
話
着
信
設
定

c
発
番
号
な
し
動
作
設
定

d
エ
ニ
ー
キ
ー
ア
ン
サ
ー
設
定

h
設
定
／

N
W
サ
ー
ビ
ス

f
発
着
信
・
通
話
機
能

e
イ
ヤ
ホ
ン
機
能
設
定

a
イ
ヤ
ホ
ン
切
替
設
定
b

オ
ー
ト
着
信
機
能
設
定

c
イ
ヤ
ホ
ン
ス
イ
ッ
チ
設
定

f
メ
モ
リ
着
信
拒
否
／
許
可

a
メ
モ
リ
別
着
信
拒
否
／
許
可
b

メ
モ
リ
登
録
外
着
信
拒
否

g
発
着
信
詳
細
設
定

a
優
先
通
信
モ
ー
ド
設
定
b

プ
レ
フ
ィ
ッ
ク
ス
設
定

c
国
際
ダ
イ
ヤ
ル
設
定
d

サ
ブ
ア
ド
レ
ス
設
定

e
着
信
中
オ
ー
プ
ン
応
答

h
通
話
詳
細
設
定

a
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
ラ
設
定
b

通
話
中
ク
ロ
ー
ズ
設
定

i
セ
ル
フ
モ
ー
ド
設
定

g
テ
レ
ビ
電
話
／
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

a
テ
レ
ビ
電
話

a
テ
レ
ビ
電
話
発
信
設
定
b

テ
レ
ビ
電
話
着
信
設
定

c
テ
レ
ビ
電
話
動
作
設
定
d

パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
着
信
設
定

e
テ
レ
ビ
電
話
画
像
選
択
f

テ
レ
ビ
電
話
使
用
機
器
設
定

g
テ
レ
ビ
電
話
切
替
機
能
通
知

b
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

a
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
着
信
設
定
b

プッシュトーク呼出時間設定
c

プッシュトーク番号通知設定
d

プッシュトーク自動応答設定
e

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
中
着
信
設
定
f

プッシュトーク中ｸﾛｰｽﾞ設定
g

ｉ
モ
ー
ド
中
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
着
信

■
キ
ー
操
作
一
覧

待
受
画
面
か
ら
操
作
し
ま
す
。

※
1
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド
設
定
を
行
っ
て
い
る

と
き
の
み
有
効

※
2
：
IC

カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
設
定
の
解
除
方
法
を
「
ボ

イ
ス
認
証
＋
暗
証
番
号
」
に
設
定
し
て
い
る

場
合
は
、
端
末
暗
証
番
号
の
入
力
前
に
ボ
イ

ス
認
証
が
必
要

h
設
定
／

N
W
サ
ー
ビ
ス

h
文
字
入
力
／
そ
の
他

a
単
語
／
定
型
文
登
録

a
単
語
登
録

b
定
型
文
登
録

b
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
辞
書

c
変
換
学
習
リ
セ
ッ
ト

d
入
力
設
定

e
N
W
検
索
方
法

f
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新

g
ク
イ
ッ
ク
起
動
設
定

h
ス
ラ
イ
ド
編
集
設
定

i
ス
ピ
ー
ド
セ
レ
ク
タ
ー
設
定

i
N
W
サ
ー
ビ
ス

a
留
守
番
電
話

a
留
守
番
サ
ー
ビ
ス

b
件
数
増
加
鳴
動
設
定

c
着
信
通
知

d
表
示
消
去

b
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

a
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
開
始
b

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
停
止

c
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
設
定
確
認

c
転
送
で
ん
わ

a
転
送
サ
ー
ビ
ス
開
始
b

転
送
サ
ー
ビ
ス
停
止

c
転
送
先
変
更

d
転
送
先
通
話
中
時
設
定

e
転
送
サ
ー
ビ
ス
設
定
確
認

d
着
も
じ

a
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
成

b
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
示
設
定

e
発
信
者
番
号
通
知

a
発
信
者
番
号
通
知
設
定
b

発
信
者
番
号
通
知
確
認

f
番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

a
番
号
通
知
開
始

b
番
号
通
知
停
止

h
設
定
／
N
W
サ
ー
ビ
ス

i
N
W
サ
ー
ビ
ス

f
番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

c
番
号
通
知
確
認

g
通
話
中
着
信
設
定

a
通
話
中
着
信
設
定
開
始
b

通
話
中
着
信
設
定
停
止

c
通
話
中
着
信
設
定
確
認

h
通
話
中
着
信
動
作
選
択

i
そ
の
他
の
N
W
サ
ー
ビ
ス

a
U
S
S
D
登
録

b
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
登
録

c
遠
隔
操
作
設
定

d
迷
惑
電
話
ス
ト
ッ
プ

e
英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス

f
デ
ュ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

g
サ
ー
ビ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
h

マ
ル
チ
ナ
ン
バ
ー

i
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー

0
自
局
番
号機

　
能

操
作
方
法

電
源
O
N
／
O
FF

f
（
2
秒
以
上
）

セ
ル
フ
モ
ー
ド
設
定
／

解
除

c
（
1
秒
以
上
）z

「
は
い
」

を
選
択

プ
ロ
テ
ク
ト
キ
ー
ロ
ッ
ク

設
定
／
解
除

プ
ロ
テ
ク
ト
キ
ー
を
下
に
ス
ラ

イ
ド
さ
せ
て
か
ら
離
す

ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧
の
表
示

c
公
共
モ
ー
ド
（
ド
ラ
イ
ブ

モ
ー
ド
）
設
定
／
解
除

(
（
1
秒
以
上
）

ｉ
モ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー

d
ｉ
ア
プ
リ
フ
ォ
ル
ダ
一
覧

d
（
1
秒
以
上
）

着
信
履
歴

l

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド

起
動
／
解
除
※
1

起
動
：

l
（
1
秒
以
上
）

解
除
：

l
（
1
秒
以
上
）

z
端
末
暗
証
番
号
入
力

リ
ダ
イ
ヤ
ル

r
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定
／

解
除

m
（
1
秒
以
上
）
ま
た
は

#
（
1
秒
以
上
）

新
規
起
動
メ
ニ
ュ
ー

b
伝
言
メ
モ
／
音
声
メ
モ

メ
ニ
ュ
ー

C

電
話
帳

p
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳

p
（
1
秒
以
上
）

機
　
能

操
作
方
法

メ
ー
ル
メ
ニ
ュ
ー

a
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成

a
（
1
秒
以
上
）

デ
ー
タ
B
O
X
メ
ニ
ュ
ー

u
カ
メ
ラ
起
動
（
ア
ウ
ト
カ

メ
ラ
撮
影
）

C
（
1
秒
以
上
）

カ
メ
ラ
起
動
（
イ
ン
カ
メ

ラ
撮
影
）

u
（
1
秒
以
上
）

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
電
話
帳

g
（
1
秒
以
上
）

IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク

設
定
／
解
除

設
定
：

r
（
1
秒
以
上
）
z

「
は
い
」
を
選
択

解
除
：

r
（
1
秒
以
上
）

z
端
末
暗
証
番
号
入
力
※

2

機
　
能

操
作
方
法

23
22

21
20

19
18

17
16



キ
リ
ト
リ
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

■
留
守
番
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マナーもいっしょに携帯しましょう

FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう
■使用禁止の場所にいる場合
携帯電話を使用してはいけない場所があります。以下の場所では、必ずFOMA端末の電源を切ってく
ださい。
･ 航空機内 ･ 病院内
※医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室などでも、
必ず電源を切ってください。

■運転中の場合
運転中のFOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。
※車を安全なところに停車させてからご使用になるか、公共モード（ドライブモード／電源OFF）を
ご利用ください。

■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方が近くにいる可
能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれがあります。

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所でFOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう
■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA端末を使用する場合は、声の大きさなどに気
をつけましょう。

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

プライバシーに配慮しましょう

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシー等にご配慮ください。

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収・リサイクルに出しましょう。

こんな機能が公共のマナーを守ります
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA端末から鳴る音を消す設定など、便利な機能があり
ます。
●マナーモード／オリジナルマナーモード
キー確認音・着信音などFOMA端末から鳴る音をすべて消します（通常マナーモード）。☛P139
マナーモードの動作を変更することもできます（オリジナルマナーモード）。☛P140
マナーモード中は、カメラ撮影時のシャッター音は鳴ります。

●公共モード（ドライブモード／電源OFF）
電話をかけてきた相手に運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいる旨
のガイダンスまたは電源を切る必要がある場所にいる旨のガイダンスが流れ、通話を終了しま
す。☛P74、P76

●バイブレータ
電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。☛P137

●伝言メモ
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音／録画します。☛P77

その他にも、留守番電話サービス、転送でんわサービスなどのオプションサービスが利用できます。
☛P394、P396



製造元 三菱電機株式会社

総合お問い合わせ先
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉
■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

※一般電話などからはご利用できません。 ※一般電話などからはご利用できません。
（局番なしの）151（無料）

故障お問い合わせ先

■ドコモの携帯電話、PHSからの場合

（局番なしの）113（無料）

パソコンから

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。

ｉモードから
My DoCoMo(https://www.mydocomo.com/)　各種手続き（ドコモeサイト）▼

 

ｉMenu　料金＆お申込・設定　ドコモeサイト▼
 

▼
 パケット通信料無料

■一般電話などからの場合

 　　 0120-800-000
　※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない
ようにおかけください。

■一般電話などからの場合

 　　 0120-800-000
　※携帯電話、PHSからもご利用になれます。

●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない
ようにおかけください。
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービ
スステーション一覧」でご確認ください。

※ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ｉモードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。
※パソコンからご利用になる場合、「DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※「ネットワーク暗証番号」および「DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご相
談ください。

※ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

環境保全のため、不要になった電池は
NTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル
協力店などにお持ちください。

この取扱説明書は大豆油インキで
印刷しています。Li-ion 06.12 3.1



データ通信マニュアル
データ通信について.................................................................................................... 1
データ通信の準備の流れ ............................................................................................ 2
パソコンと FOMA端末を接続する .......................................................................... 3
通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする.............................................. 4
FOMA PC設定ソフトを利用して通信する............................................................. 5
FOMA PC設定ソフトを利用しないで通信する.................................................. 15
AT コマンド.............................................................................................................. 25

■データ通信マニュアルについて
本マニュアルでは、FOMA D902iS でデータ通信をする際に必要な事項についての説明を
はじめ、CD-ROM内の「D902iS通信設定ファイル（ドライバ）」「FOMA PC設定ソフト」
のインストール方法などを説明しています。

■Windowsの操作について
本マニュアルでは、Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっております。
お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。



1

データ通信について

FOMA 端末から利用できるデータ通信の形態や
利用時の留意点について説明します。
･ FOMA 端末は Remote Wakeup には対応して
いません。
･ FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。
･ FOMA端末をドコモのPDA「sigmarion Ⅱ」や
「musea」に接続してデータ通信を行う場合、
「sigmarion Ⅱ」や「musea」をアップデートし
てご利用ください。アップデートの詳細について
は、ドコモのホームページをご覧ください。

利用できる通信形態

FOMA端末の通信形態は、パケット通信、64Kデー
タ通信、データ転送の3つに分類されます。
これらの通信は、添付のCD-ROMから関連ソフトを
パソコンにインストールし、FOMA 端末とパソコン
を接続して各種設定を行うと利用できます。

■ パケット通信
パケット通信は送受信したデータ量に応じて課金
されるので、メールの送受信など、比較的少ない
データ量を高速で送受信するのに適しています。
ネットワークに接続していても、データを送受信
していないときには通信料がかからないので、
ネットワークに接続したまま必要なときにデータ
を送受信するという使いかたができます。
ドコモのインターネット接続サービスmopera U /
mopera など、FOMA のパケット通信に対応した
アクセスポイントを利用して、受信最大384kbps、
送信最大64kbpsの高速パケット通信が可能です。
通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化
するベストエフォートによる提供です。
画像を含むホームページの閲覧、データのダウン
ロードなどデータ量の多い通信を行った場合、通
信料が高額になりますのでご注意ください。

■ 64Kデータ通信
64Kデータ通信は64kbpsの安定した通信速度で
データ送受信できます。データ量に関係なく、ネッ
トワークに接続している時間の長さに応じて課金
されるので、マルチメディアコンテンツのダウン
ロードなど、比較的データ量の多い送受信を行うの
に適しています。ドコモのインターネット接続サー
ビスmopera U / moperaなど、FOMA 64Kデー
タ通信に対応したアクセスポイント、または ISDN
同期64Kアクセスポイントを利用します。
長時間にわたる通信をした場合、通信料が高額にな
りますのでご注意ください。

■ データ転送
FOMA USB接続ケーブル（別売）を使ってデー
タを転送・交換する、課金が発生しない通信形態
です。電話帳や送受信メール、ブックマークなど
の各種データを送受信します。

ご利用時の留意事項

パソコンからインターネットを利用する場合は、通
常ご利用になるインターネットサービスプロバイダ
（以降、プロバイダ）に対する利用料が必要です。こ
の利用料は、FOMA サービスの利用料とは別に直接
プロバイダにお支払いいただきます。利用料の詳し
い内容については、ご利用のプロバイダにお問い合
わせください。
･ドコモのインターネット接続サービスmopera U /
moperaをご利用いただけます。mopera Uは、お
申し込みが必要（有料）です。ブロードバンド接続
や国際ローミングなどに対応し、使用した月だけ月
額使用料がかかるプランもございます。また、
moperaは、お申し込み不要、月額使用料無料です。
今すぐインターネットに接続できます。利用料など
の詳細については、ドコモのホームページをご覧く
ださい。

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり
ます。パケット通信を行うときは FOMAのパケット
通信に対応した接続先、64Kデータ通信を行うとき
は FOMA 64Kデータ通信、または ISDN同期64K
対応の接続先をご利用ください。
･ PIAFSなどのPHS64K／32Kデータ通信やDoPa
のアクセスポイントには接続できません。

接続先によっては、接続時にユーザー認証（ID とパ
スワード）が必要な場合があります。その場合は、通
信ソフトまたはダイヤルアップネットワークで IDと
パスワードを入力して接続してください。ID とパス
ワードはプロバイダまたは社内 LAN など接続先の
ネットワーク管理者から付与されます。詳しい内容
については、プロバイダまたはネットワーク管理者
にお問い合わせください。

FirstPass（ユーザー証明書）の認証を行う場合は添
付の CD-ROM から FirstPass PC ソフトをインス
トールし、設定してください。詳しくは添付の CD-
ROM内の「FirstPassManual」をご覧ください。

インターネットサービスプロバイダの利用
料について

接続先（プロバイダなど）の設定について

ネットワークアクセス時のユーザー認証について

パソコンのブラウザを利用してのアクセス
認証について

つづく
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「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になるには、
Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が必要
です。パソコンにインストールされていない場合は、
アドビシステムズ株式会社のホームページから最新版
をダウンロードしてください（別途通信料がかかりま
す）。詳しくはアドビシステムズ株式会社のホームペー
ジを参照してください。

■ FirstPass PCソフトの動作環境

※1：パソコンのシステム構成によって異なります。

FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要です。
･ FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用できるパ
ソコンであること
･ FOMAサービスエリア内であること
･パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット
通信に対応していること
･ 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデー
タ通信、またはISDN同期64Kに対応していること
ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑
していたり、電波状況が悪かったりする場合は通信
できないことがあります。

データ通信の準備の流れ

パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通
信または 64K データ通信を利用する場合の準備
は次のような流れになります。

通信設定ファイル（ドライバ）について

FOMA端末をパソコンに接続してパケット通信または
64Kデータ通信を行うには、添付のCD-ROMから通
信設定ファイルをインストールする必要があります。

FOMA PC設定ソフトについて

添付のCD-ROMからFOMA PC設定ソフトをパソコ
ンにインストールすると、FOMA 端末とパソコンを
接続して、データ通信を行うために必要なさまざま
な設定を、パソコンから簡単に操作できます。

項　目 必要環境
パソコン本体 PC/AT互換機
OS Windows 98SE、Me、2000、

XP（各日本語版）
必要メモリ※1 Windows 98SE、Me、2000：

32MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク
容量※1

10MB以上の空き容量

ブラウザ Microsoft® Internet Explorer
5.5 以上
Windows XP の場合は
Microsoft® Internet Explorer
6.0 以上

パケット通信および64Kデータ通信の条件

データ通信の用語集
● 管理者権限

Windows XP、2000を使用するときに、OSのシ
ステムなどすべてにアクセスできる権限のこと。
1台のパソコンに最低1人は、パソコンの管理者権
限を持つユーザーが設定されています。通常、パソ
コンの管理者権限がないユーザーは、ドライバ、ソ
フトなどのインストールおよびアンインストールが
できません。

● APN（Access Point Name）
パケット通信で接続するプロバイダなどを識別する
文字列。mopera Uは「mopera.net」が、mopera
は「mopera.ne.jp」がAPNとなります。

● cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末へ書き
込むときの登録番号。FOMA端末では1から10まで
の10件が使えます。
お買い上げ時、cid１には「mopera.ne.jp」、cid３
には「mopera.net」が登録されています。

● W-TCP
FOMA ネットワークでパケット通信を行う際に、
TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCPパ
ラメータ。FOMA端末の通信性能を最大限に活用す
るには、この通信設定が必要です。

通信設定ファイルのインストール☛P4

パソコンと FOMA端末の接続☛P3

通信設定ファイルの確認☛P4

FOMA PC設定ソフトのインストール☛P6

（かんたん設定）
パケット通信設定
●mopera U / mopera

☛P7
●その他のプロバイダ

☛P8

（かんたん設定）
64Kデータ通信設定
●mopera U / mopera

☛P10
●その他のプロバイダ

☛P11

通信実行☛P12（切断☛P12）

FOMA PC設定ソフトを使わない通信の設定☛P15

接続☛P24（切断☛P24）
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動作環境の確認

通信設定ファイルおよびFOMA PC設定ソフトは、次
の動作環境でご利用ください。

※1：USBポート（USB仕様1.1/2.0 に準拠）が必要
です。

おしらせ
●動作環境によってはご使用になれない場合がありま
す。また、上記の動作環境以外でのご使用やOSアッ
プグレードによる問い合わせおよび動作保証は、当
社では責任を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

●本マニュアルでは、Windows 98とWindows 98SE
をまとめてWindows 98と表記しています。

インストール・アンインストール前の注意点

･Windows XP、2000で通信設定ファイルやFOMA
PC設定ソフトのインストール・アンインストールを
行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った
ユーザーで行ってください。それ以外のユーザーで
行うとエラーになります。パソコンの管理者権限の
設定操作については、パソコンの取扱説明書をご覧
になるか、各パソコンメーカーやマイクロソフト社
にお問い合わせください。
･操作を始める前に、稼動中の他のプログラムがない
ことを確認してください。稼動中のプログラムが
あった場合は、プログラムを保存・終了させた後に
行ってください。

パソコンとFOMA端末を接続する

パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状
態で接続してください。
･通信モードでの接続前に必ず通信設定ファイル
（ドライバ）をインストールしておいてください。
☛P4

接続のしかた

FOMA USB接続ケーブル（別売）を使って接続しま
す。

a FOMA端末の外部接続端子の端子キャップ
を開く

b FOMA USB接続ケーブルのFOMA端末側
コネクタを、「カチッ」と音がするまで
FOMA端末の外部接続端子に差し込む

c FOMA USB接続ケーブルのパソコン側コ
ネクタを、パソコンのUSBコネクタに差し
込む
･通信モードでパソコンと FOMA 端末が接続さ
れると、FOMA 端末の画面に が表示されま
す。
･通信モードで通信設定ファイルのインストール
前にパソコンに接続した場合は、FOMA USB
接続ケーブルが差し込まれたことを自動的に認
識してドライバが要求され、ウィザード画面が
表示されます。その場合は、FOMA端末を取り
外し、ウィザード画面で［キャンセル］をクリッ
クして、終了してください。

■ 取り外しかた
FOMA端末側コネクタの両側のリリースボタンを
押しながら引き抜きます。パソコン側コネクタは
そのまま引き抜きます。
･ FOMA端末側コネクタを取り外すときは、必ず
リリースボタンを押しながら引き抜いてくださ
い。無理に引っ張ろうとすると故障の原因とな
ります。

卓上ホルダ（別売）を使って充電しながら接続でき
ます。ただし充電時間が長くなります。

項　目 必要環境
パソコン本体※1 PC/AT互換機
OS Windows 98、Me、2000、XP

（各日本語版）
必要メモリ Windows 98、Me：32MB以上

Windows 2000：64MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク容量 5MB以上の空き容量

充電しながら接続する

ＦＯＭＡ端末側コネクタ
（ラベル面が表です）

リリースボタン

ＵＳＢコネクタ

つづく
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a 卓上ホルダとACアダプタを接続する
･ ACアダプタはコンセントに差し込んでおいてく
ださい。

b FOMA端末とFOMA USB接続ケーブルを
接続する

c 卓上ホルダに沿ってFOMA端末を図のよう
な角度で差し込む
･ FOMA端末を差し込むときは、FOMA USB接続
ケーブルを手前に引き出してください。
･決定キーが赤く点灯したことを確認してくださ
い。

おしらせ
●データ通信アダプタD01（別売）を使っても充電し
ながら接続できます。ただし、充電時間が長くなり
ます。

●データ通信中にFOMA USB接続ケーブルを取り外
したり、FOMA端末および卓上ホルダに衝撃を与え
ないでください。充電やデータ通信の切断、パソコ
ンやFOMA端末の誤動作や故障、データ消失の原因
となります。

●データ通信中に充電を開始した場合、充電が完了し
ない場合があります。充電を完了させたい場合は、
データ通信を終了してから充電することをおすすめ
します。

通信設定ファイル（ドライバ）をイン
ストールする

FOMA 端末をパソコンに接続して通信モードで
データ通信を行うには、通信設定ファイルをイン
ストールしてください。

通信設定ファイルをインストールする

操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P3

･ FOMA端末は操作1～3を行った後にパソコン
に接続してください。

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
「ソフトウェアのセットアップ」画面が表示され
ます。

2［通信設定ファイル］をクリック

3［インストール開始］をクリック
FOMA D902iS をパソコンに接続する旨の画面
が表示されます。

4 FOMA端末をパソコンに接続する
インストール中の画面が表示され、インストール
が自動的に完了します。
･ FOMA 端末は電源が入った状態で接続してくだ
さい。
･「通信設定ファイルを確認する」に進み、イン
ストールされたデバイスの種類とデバイス名
を確認してください。

おしらせ
●インストールには数分かかることがあります。
●Windowsを再起動する旨の画面が表示されたときは、
画面の指示に従い、再起動してください。

●通信設定ファイルのインストールを行う前にパソコ
ンとFOMA端末を接続すると、自動的に別のドライ
バがインストールされてしまう場合があります。そ
の場合、操作2でアンインストールする必要がある
旨のメッセージが表示されます。このときは画面の
指示に従ってアンインストールを行った後、通信設
定ファイルをインストールしてください。

通信設定ファイルを確認する

FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場
合、設定および通信はできません。

Windows XP の場合

1［スタート］→「コントロールパネル」→
［パフォーマンスとメンテナンス］アイ
コン→［システム］アイコンをクリック
「システムのプロパティ」画面が表示されます。

■ Windows 2000、Me、98の場合：
a［スタート］→「設定」→「コントロールパ
ネル」をクリック

b［システム］アイコンをダブルクリック

卓上ホルダ

決定キー

ＡＣアダプタの
本体接続コネクタ
（　　表示面が表です）

ＦＯＭＡ USB接続ケーブルの
ＦＯＭＡ端末側コネクタ
（ラベル面が表です）

例

つづく
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2［ハードウェア］タブをクリックz［デ
バイスマネージャ］をクリック
「デバイスマネージャ」画面が表示されます。

■ Windows Me、98の場合：［デバイス マネー
ジャ］タブをクリック

3 各デバイスの種類をダブルクリックzイ
ンストールされたデバイス名を確認する
インストールしたデバイス名がすべて表示され
ていることを確認します。

※1：Windows Me、98の場合のみ表示されます。
※2：COMx の x はお使いのパソコンによって異なりま

す。

通信設定ファイルをアンインストールする

操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P3
アンインストールを実行する前に、必ずパソコンか
ら FOMA端末を取り外してください。

Windows XPの場合

1［スタート］→「コントロールパネル」→
［プログラムの追加と削除］アイコンを
クリック
「プログラムの追加と削除」画面が表示されます。

■ Windows 2000、Me、98の場合：
a［スタート］→「設定」→「コントロールパ
ネル」をクリック

b［アプリケーションの追加と削除］アイコン
をダブルクリック

2「FOMA D902iS USB」を選択z［変
更と削除］をクリック
･Windows Me、98 の場合は［追加と削除］を
クリックします。

3 プログラム名を確認して［はい］をク
リック
通信設定ファイルのアンインストールを開始し
ます。

4［OK］をクリック

おしらせ
●インストールに失敗したとき、または操作1の画面に
「FOMA D902iS USB」が表示されていないとき
は、添付のCD-ROMをパソコンにセットし、「ソフト
ウェアのセットアップ」画面で［通信設定ファイル］
をクリックし、通信設定ファイルをアンインストール
してください。

●Windows Me、98では通信設定ファイルのアンイ
ンストール後、すぐにインストールし直してデータ
通信を行うと、パソコンなどの環境によっては正し
く通信できないことがあります。その場合は、
FOMA USB接続ケーブル（別売）を一度抜き差し
してからデータ通信を行ってください。

FOMA PC設定ソフトを利用して通信
する

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信
や64Kデータ通信を行うには、通信に関するさま
ざまな設定が必要です。FOMA PC設定ソフトを
使うと、簡単な操作で次の設定ができます。

■ かんたん設定
ガイドに従い操作することで、「FOMA データ通
信用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に「W-
TCPの設定」などを行います。

■ W-TCPの設定
「FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコ
ン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大
限に活用するには、「W-TCP設定」による通信設
定の最適化が必要です。

■ 接続先（APN）の設定
「パケット通信」を行う際に必要な「接続先（APN）
の設定」を行います。
FOMAパケット通信の接続先には、64Kデータ通
信と異なり、通常の電話番号は使用しません。あ
らかじめ接続先ごとに、FOMA端末にAPNと呼
ばれる接続先名を設定し、その登録番号（cid）を
接続先電話番号欄に指定して接続します。お買い
上げ時、cidの1番には、moperaに接続するため
のAPN「mopera.ne.jp」が、3番には、mopera
Uに接続するためのAPN「mopera.net」が登録
されていますが、その他のプロバイダや社内LAN
に接続する場合はAPN設定が必要になります。

デバイスの種類 デバイス名
ユニバーサル シリア
ル バス コントローラ
または
USB（Universal 
Serial Bus）コント
ローラ

･ FOMA D902iS
･ FOMA D902iS Command※1

･ FOMA D902iS Modem※1

･ FOMA D902iS OBEX※1

ポート（COMとLPT）
または（COM/LPT）

･ FOMA D902iS
Command Port（COMx）※2

･ FOMA D902iS OBEX Port
（COMx）※2

モデム FOMA D902iS

例
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FOMA PC設定ソフトをインストールする

･古いバージョンのFOMA PC設定ソフト（バージョ
ン1.00および2.00）がインストールされている
場合は、添付の CD-ROM からFOMA PC設定ソフ
ト（バージョン2.0.1）をインストールする前にア
ンインストールしてください。バージョンは、
FOMA PC設定ソフトの「メニュー」→「バージョ
ン情報」で表示できます。
･お使いのパソコンに、本機種より前に発売された
FOMA端末に添付の「W-TCP環境設定ソフト（以
降、旧「W-TCP設定ソフト」）」、および「FOMA
データ通信設定ソフト（以降、旧「FOMAデータ
通信設定ソフト」）」がインストールされている場
合は、それらのソフトをアンインストールしてく
ださい。
･操作の前に、必ず「インストール・アンインス
トール前の注意点」をお読みください。☛P3

Windows XPの場合

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
「ソフトウェアのセットアップ」画面が表示されま
す。

2［PC設定ソフト］をクリック

3［次へ］をクリック
FOMA PC設定ソフトの使用許諾契約が表示され
ます。

4 内容を確認の上、契約内容に同意する場
合は［はい］をクリック

5「タスクトレイに常駐する」が選択され
ていることを確認して［次へ］をクリッ
ク
セットアップ後、タスクトレイに「W-TCP設定」
が常駐します。
･「W-TCP通信」の最適化の設定・解除を行うと
きに使用しますので（☛P13）、常駐をおすす
めします。
･インストール後に常駐の設定は変更できます。

6 インストール先を確認して［次へ］をク
リック

7 プログラムフォルダのフォルダ名を確
認して［次へ］をクリック

8［完了］をクリック
「FOMA PC 設定ソフト」が起動します。
･このまま各種設定を始められます。

おしらせ
●既に「FOMA PC設定ソフト」や旧「W-TCP設定ソ
フト」、旧「FOMA データ通信設定ソフト」がイン
ストールされている場合は、インストールを中断す
る画面が表示されます。［OK］をクリックし、これ
らソフトをアンインストールしてから「FOMA PC
設定ソフト」をインストールしてください。

●インストールの途中で［キャンセル］や［いいえ］
をクリックしたときは、インストールを中断する確
認画面が表示されます。インストールを継続する場
合は［いいえ］をクリックしてください。中断する
場合は［はい］をクリックし［完了］をクリックし
てください。

例
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かんたん設定でパケット通信を設定する

設定はFOMA端末をパソコンに正しく接続してから
行ってください。☛P3

Windows XPの場合

1［スタート］→「すべてのプログラム」
（Windows XP以外の場合は、「プログ
ラム」）→「FOMA PC設定ソフト」→
「FOMA PC設定ソフト」をクリック
「FOMA PC設定ソフト」が起動します。

･その他のプロバイダの場合☛P8

Windows XPの場合

1 FOMA PC設定ソフトを起動z［かん
たん設定］をクリック

2「パケット通信」を選択z［次へ］をク
リック

3「『mopera U』への接続」または
「『mopera』への接続」を選択z［次へ］
をクリック
･ドコモのインターネット接続サービス mopera
U / mopera をご利用いただけます。mopera
U をご利用いただく場合は、お申し込みが必要
(有料 )となります。moperaをご利用いただく
場合は、お申し込み不要、月額使用料無料です。
･mopera Uを選択すると、ご契約の確認メッセー
ジが表示されます。ご契約がお済みの場合は［は
い］をクリックします。

4「FOMA端末設定取得」画面で［OK］を
クリック
FOMA端末から「接続先（APN）情報」を取得
します。しばらくお待ちください。

5 任意の接続名を入力z［次へ］をクリッ
ク
･次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/: ＊ ?!<>｜”

mopera U / mopera を利用する場合

例

例

つづく
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6［次へ］をクリック
･「ユーザー名」「パスワード」は空欄でも接続で
きます。
･Windows XP、2000 の場合は、使用可能ユー
ザーを選択してください。「すべてのユーザー」
を選択するとWindowsにログオンできるすべ
てのユーザーがこの接続を利用できます。
Windows Me、98 の場合は、「使用可能ユー
ザーの選択」は表示されません。

7「最適化を行う」が選択されていること
を確認して［次へ］をクリック
･既に最適化されている場合、この画面は表示さ
れません。

8 設定情報を確認して［完了］をクリック

9［OK］をクリック
設定変更を有効にするためには、パソコンを再起
動します。再起動をする旨の画面が表示された場
合は［はい］をクリックしてください。
･既に W-TCP 設定が最適化されている場合は、
再起動する必要はありません。
･通信を実行する ☛P12

･mopera U / mopera の場合☛P7

Windows XP の場合

1「かんたん設定でパケット通信を設定す
る」の「mopera U / mopera を利用
する場合」の操作1～4を行う ☛P7
･操作3の接続先は「その他」を選択します。

2 任意の接続名を入力z［接続先（APN）
設定］をクリック
･次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/: ＊ ?!<>｜”

■ 高度な設定（TCP/IP の設定）：
［詳細情報の設定］をクリックすると「IPアド
レス」「ネームサーバー」の設定画面が表示さ
れます。ダイヤルアップ情報として入力が必
要な場合は、プロバイダなどから提供された
各種情報を基にアドレスなどを登録してくだ
さい。

その他のプロバイダを利用する場合

例

つづく
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3 接続先（APN）を設定
お買い上げ時、cid1 には「mopera.ne.jp」が、
cid3には「mopera.net」が設定されています。
cid２、4～10に接続先（APN）を登録してく
ださい。
a［追加］をクリック
「接続先（APN）の追加」画面が表示されます。
b「接続先（APN）」にご利用のプロバイダなど
の FOMAパケット網に対応した接続先名
（APN）を正しく入力z［OK］をクリック
「接続先（APN）設定」画面に戻ります。
･「接続先（APN）」には半角文字で、英数字、
ハイフン（ - ）、ピリオド（ . ）のみ入力で
きます。

4［OK］をクリック
操作２の画面に戻ります。「接続先（APN）の選
択」には、操作 3 で設定した「接続先（APN）」
が表示されています。

5「接続先（APN）の選択」の接続先名
（APN）を確認して［次へ］をクリック

6 ユーザー名・パスワードを入力z［次へ］
をクリック
･「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダ
などから提供された各種情報を、大文字・小文
字などに注意し、正確に入力してください。
･Windows XP、2000の場合は、使用可能ユー
ザーを選択してください。「すべてのユーザー」
を選択するとWindowsにログオンできるすべ
てのユーザーがこの接続を利用できます。
Windows Me、98 の場合は、「使用可能ユー
ザーの選択」は表示されません。

7「最適化を行う」が選択されていること
を確認して［次へ］をクリック
･既に最適化されている場合には、この画面は表
示されません。

8 設定情報を確認して［完了］をクリック

9［OK］をクリック
設定変更を有効にするためには、パソコンを再起
動します。再起動をする旨の画面が表示された場
合は［はい］をクリックしてください。
･既に W-TCP 設定が最適化されている場合は、
再起動する必要はありません。
･通信を実行する ☛P12

▼
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かんたん設定で64Kデータ通信を設定する

設定はFOMA端末をパソコンに正しく接続してから
行ってください。☛P3

･その他のプロバイダの場合☛P11

Windows XPの場合

1「かんたん設定でパケット通信を設定す
る」の「mopera U / mopera を利用
する場合」の操作1～3を行う ☛P7
･操作 2 の接続方法は「64K データ通信」を選
択します。

2 任意の接続名を入力しモデムを選択 z
［次へ］をクリック
･次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/: ＊ ?!<>｜”
･「モデムの選択」が「FOMA D902iS」に設定
されていることを確認します。

3［次へ］をクリック
･「ユーザー名」「パスワード」については空欄で
も接続できます。
･Windows XP、2000の場合は、使用可能ユー
ザーを選択してください。「すべてのユーザー」
を選択するとWindowsにログオンできるすべ
てのユーザーがこの接続を利用できます。
Windows Me、98 の場合は、「使用可能ユー
ザーの選択」は表示されません。

4 設定情報を確認して［完了］をクリック

5［OK］をクリック
･通信を実行する ☛P12

mopera U / mopera を利用する場合

例

つづく
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･mopera U / mopera の場合☛P10

Windows XPの場合

1「かんたん設定でパケット通信を設定す
る」の「mopera U / mopera を利用
する場合」の操作1～3を行う ☛P7
･操作2の接続方法は「64Kデータ通信」、操作
3の接続先は「その他」を選択します。

2 各項目を設定z［次へ］をクリック
･次の項目を登録します。
･ 接続名 ：任意
･ モデムの選択：FOMA D902iS
･ 電話番号 ：プロバイダなどから提供さ

れた情報を基に入力

■ 高度な設定（TCP/IP の設定）：
［詳細情報の設定］をクリックすると「IPアド
レス」「ネームサーバー」の設定画面が表示さ
れます。ダイヤルアップ情報として入力が必
要な場合は、プロバイダなどから提供された
各種情報を基にアドレスなどを登録してくだ
さい。

3 ユーザー名・パスワードを入力z［次へ］
をクリック
･「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダ
などから提供された各種情報を、大文字・小文
字などに注意し、正確に入力してください。
･Windows XP、2000の場合は、使用可能ユー
ザーを選択してください。「すべてのユーザー」
を選択するとWindowsにログオンできるすべ
てのユーザーがこの接続を利用できます。
Windows Me、98 の場合は、「使用可能ユー
ザーの選択」は表示されません。

4 設定情報を確認して［完了］をクリック

5［OK］をクリック
･通信を実行する ☛P12

その他のプロバイダを利用する場合

例
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通信を実行する

FOMA PC設定ソフトで設定した通信の実行や切断に
ついて説明します。

1 FOMA端末とパソコンを接続する
☛P3

2 デスクトップの接続アイコンをダブル
クリック

･デスクトップに接続アイコンを作成しなかっ
た場合は、スタートメニューから起動します。

■ Windows XP のスタートメニューから起動：
a［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワーク
接続」をクリック

b接続アイコンをダブルクリック

■ Windows 2000、Me、98のスタートメニュー
から起動：
a［スタート］→「プログラム」→「アクセサ
リ」→「通信」→「ネットワークとダイヤ
ルアップ接続」（Windows Me、98の場合
は「ダイヤルアップネットワーク」）をク
リック

b接続アイコンをダブルクリック

3 各項目を確認して［ダイヤル］をクリック
･mopera U / mopera を選択した場合は「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でも接
続できます。
･ご加入のプロバイダなどの指示により必要な
場合は、入力指示情報を基に「ユーザー名」「パ
スワード」を入力して［ダイヤル］（Windows
Me、98 の場合は [ 接続 ] ）をクリックします。
･ OS によっては、接続完了画面が表示されるこ
とがあります。[OK] をクリックしてください。

■ 通信中の FOMA端末画面
パケット通信を実行すると発信中画面、64Kデー
タ通信を実行すると呼出中画面がそれぞれ表示さ
れ、接続すると次の画面が表示されます。

おしらせ
おしらせ

●パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度
とは異なる場合があります。

●データ通信を実行する場合、接続アイコン作成時の
FOMA端末を接続した場合のみ有効です。

●D902iS以外のFOMA端末を接続する場合は、ご利
用になる FOMA 端末の通信設定ファイルをインス
トールする必要があります。

ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があ
ります。確実に切断するには、次の操作を行ってく
ださい。

1 タスクトレイの をクリック
･Windows Me、98 の場合はダブルクリックし
ます。

2［切断］をクリック

･アイコンはOSによって異なります。

通信を切断するには
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パケット通信の設定を最適化する

「W-TCP 設定」を利用してパソコンのパケット通信
の設定をFOMAネットワーク用に最適化する方法と
最適化を解除する方法について説明します。
「W-TCP設定」とは FOMAネットワークでパケット
通信を行う際に、TCP/IP の伝送能力を最適化するた
めの「TCPパラメータ設定ツール」です。FOMA端
末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設
定が必要です。

ダイヤルアップごとに最適化できます。

1「FOMA PC設定ソフト」を起動（☛P7）
z[W-TCP設定 ]をクリック
■ タスクトレイから起動： をクリック

2 次の操作を行う
■ システム設定が最適化されていないとき：
aW-TCP 設定画面で［最適化を行う］をク
リック

b最適化するダイヤルアップを選択z［実行］
をクリック
システム設定とダイヤルアップ設定のそれ
ぞれの最適化が実行されます。

■ システム設定が最適化されているとき：
次の画面が表示されます。内容を変更する場
合は設定を行ってください。

■ 最適化を解除するとき：
a「W-TCP 設定（ダイヤルアップ）」画面で
［システム設定］をクリック
W-TCP設定画面が表示されます。

b［最適化を解除する］をクリック

3 画面に従ってパソコンを再起動
･設定した内容は再起動後に有効になります。

1「FOMA PC設定ソフト」を起動（☛P7）
z[W-TCP設定 ]をクリック
■ タスクトレイから起動： をクリック

2 次の操作を行う
■ システム設定が最適化されていないとき：［最

適化を行う］をクリック

■ 最適化されているシステム設定を解除すると
き：［最適化を解除する］をクリック

3 画面に従ってパソコンを再起動する
･設定した内容は再起動後に有効になります。

接続先（APN）を設定する

パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定し
ます。
接続先（APN）は最大10件設定でき、登録番号（cid）
の1～10に登録して管理します。
お買い上げ時、cid1 には「mopera.ne.jp」、cid3 に
は「mopera.net」が設定されています。
･設定を行う前に FOMA 端末とパソコンが正しく
接続されていることを確認してください。☛P3
･mopera U / mopera 以外の接続先（APN）に
ついては、プロバイダまたはネットワーク管理者
にお問い合わせください。

1「FOMA PC設定ソフト」を起動（☛P7）
z［接続先（APN）設定］をクリック
「FOMA端末設定取得」画面が表示されます。

2［OK］をクリック
FOMA 端末に登録されている「接続先（APN）
情報」を読み込みます。

Windows XPの場合

Windows 2000、Me、98の場合

つづく
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3 接続先（APN）の設定を行う

■ 接続先（APN）を追加する：［追加］をクリック

■ 登録済みの接続先（APN）を編集または修正
する：対象の接続先（APN）を一覧から選択
z［編集］をクリック

■ 登録済みの接続先（APN）を削除する：対象
の接続先（APN）を一覧から選択z［削除］
をクリック
･ cid1 と cid3 に登録されている接続先は削
除できません（cid ３を選択して［削除］を
クリックしても、実際には削除されず、
「mopera.net」に戻ります）。

■ ファイルへ保存する：「ファイル」→「名前を
付けて保存」または「上書き保存」をクリック
･ FOMA端末に登録された接続先（APN）設
定のバックアップを取ったり、編集中の接
続先（APN）設定を保存するときに利用し
ます。

■ ファイルから読み込む：「ファイル」→「開
く」をクリック
･パソコンに保存された接続先（APN）設定
を再編集したり、FOMA 端末に書き込んだ
りするときに利用します。

■ FOMA端末から接続先（APN）情報を読み込
む:「ファイル」→「FOMA端末から設定を取
得」をクリック
FOMA端末に手動でアクセスし、登録された
接続先（APN）設定を読み込みます。

■ FOMA端末へ接続先（APN）情報を書き込む：
［FOMA端末へ設定を書き込む］をクリック
表示されている接続先（APN）設定が FOMA
端末に書き込まれます。

■ ダイヤルアップを作成する：
a追加・編集された接続先（APN）を選択z
［ダイヤルアップ作成］をクリック
「FOMA 端末設定書き込み」画面が表示さ
れます。

b［はい］をクリックz［OK］をクリック
FOMA端末へ接続先（APN）情報の書き込
み終了後、「パケット通信用ダイヤルアップ
の作成」画面が表示されます。

c任意の接続名を入力z[ アカウント・パス
ワードの設定 ]をクリック

dユーザー名とパスワードを入力z［OK］を
クリック
･mopera U / moperaの場合は空欄でも
接続できます。
･Windows XP、2000の場合は、使用可
能ユーザーを選択してください。「すべて
のユーザー」を選択するとWindowsにロ
グオンできるすべてのユーザーがこの接
続を利用できます。
･ご利用のプロバイダなどから、IPおよび
DNS情報の設定が指示されている場合
は、「パケット通信用ダイヤルアップの作
成」画面で［詳細情報の設定］をクリッ
クし、必要な情報を登録後、［OK］をク
リックしてください。

e［OK］をクリックz［OK］をクリック
f[FOMA 端末へ設定を書き込む］をクリッ
ク
上書きするかどうかの確認画面が表示され
ます。

g[ はい ] をクリックz［OK］をクリック

おしらせ
●接続先（APN）設定はFOMA端末に登録される情報
のため、異なるFOMA端末（故障修理により交換さ
れた端末など）を接続する場合は、APNを登録し直
してください。

●パソコンに登録されている接続先（APN）を継続利
用する場合は、同じAPNの登録番号（cid）をFOMA
端末に登録してください。

●通信設定ファイルの確認でFOMA端末がCOM1～9
以外の番号として認識されている場合は、APN設定
の際、APNの情報の取得・書き込みができない場合
があります。その場合はWindows標準添付の「ハイ
パーターミナル」を使って設定します。☛P15

FOMA PC 設定ソフトをアンインストール
する

操作の前に、必ず「インストール・アンインストー
ル前の注意点」をお読みください。☛P3

タスクトレイの を右クリックし、「常駐させない」
をクリックして、「W-TCP 設定」の常駐を解除して
ください。

アンインストールを実行する前に

つづく
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Windows XPの場合

1［スタート］→「コントロールパネル」→
［プログラムの追加と削除］アイコンを
クリック
■ Windows 2000、Me、98の場合：
a［スタート］→「設定」→「コントロールパ
ネル」をクリック

b［アプリケーションの追加と削除］アイコン
をダブルクリック

2「NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフ
ト」を選択z［変更と削除］をクリック
･Windows Me、98 の場合は［追加と削除］を
クリックします。

3 削除するプログラム名を確認して［は
い］をクリック
FOMA PC設定ソフトのアンインストールを開始
します。

■「W-TCP最適化」の解除：
W-TCPが最適化されている場合は確認画面が
表示されます。
･通常は［はい］をクリックして、最適化を
解除してください。
･再起動の確認画面が表示されたら、今すぐ
再起動するかどうかを選び［完了］をクリッ
クします。
･「W-TCP 最適化」の解除は、パソコンの再起
動後に行われます。

4［OK］をクリック

FOMA PC設定ソフトを利用しない
で通信する

FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信／
64K データ通信のダイヤルアップネットワークの
設定を行う方法について説明します。

設定操作の流れ

パケット通信の接続先（APN）を設定する

設定を行うには、ATコマンドを入力するための通信
ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添付の
「ハイパーターミナル」を使った設定方法を説明しま
す。

Windows XP の場合

1 パソコンと FOMA端末を接続する
☛P3

2［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」をクリックz
「ハイパーターミナル」をクリック
（Windows 98ではさらに[Hypertrm]
アイコンをダブルクリック）
･Windows XP以外の場合は、「すべてのプログ
ラム」が「プログラム」と表示されます。

アンインストールする

例

お買い上げ時 cid1：mopera.ne.jp　
cid3：mopera.net
cid2、4～ 10：未登録

通信設定ファイルのインストール☛P4
パソコンと FOMA端末の接続☛P3

接続先（APN）の設定
（64Kデータ通信の場合、パケット通信の接続先
がmopera U / moperaの場合は、設定不要）

発信者番号通知／非通知の設定☛P16
（必要に応じて設定）

その他の設定（ATコマンド）☛P25
（必要に応じて設定）

ダイヤルアップネットワークの設定

ご使用のOS

Ｗindows XP

Ｗindows 2000

Ｗindows Me
Ｗindows 98

接続先 TCP/IP

P19

P23

P21

P21

P22
P23

･設定内容の詳細については、プロバイダやネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。

接続☛P24（切断☛P24）

設定

P17 P18

例

つづく
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3 ｢名前｣に接続先名など任意の名前を入
力z［OK］をクリック

4「電話番号」に実在しない電話番号（「0」
など）を仮入力し、「接続方法」から
「FOMA D902iS」を選択z［OK］を
クリック
･市外局番は接続先（APN）の設定とは関係あり
ませんので、変更不要です。

5 接続画面が表示されたら［キャンセル］
をクリック

6 接続先（APN）を入力z を押す
･「AT+CGDCONT＝＜cid＞,“PPP”,“APN”」
の形式で入力します。

「OK」と表示されれば、接続先（APN）の設定
は完了です。

■ 接続先（APN）設定をリセットするとき：

■ 接続先（APN）設定を確認するとき：
AT+CGDCONT?
･詳細 ☛P30

■ ATコマンドを入力しても画面に表示されない
とき：ATE1
･詳細 ☛P28

7「OK」と表示されていることを確認し、
「ファイル」→「ハイパーターミナルの
終了」をクリック
･「現在、接続されています。切断してもよろし
いですか？」の表示後に［はい］をクリックし
ます。
･「“XXX”と名前付けされた接続を保存しますか
?」の表示後に［いいえ］をクリックします。

パケット通信の接続先（APN）は、FOMA端末の登録
番号cid1～10に設定できます。お買い上げ時、cid1
には「mopera.ne.jp」、cid3 には「mopera.net」が
登録されています。その他のプロバイダや社内LANな
どに接続する場合は、cid2、4～10に接続先（APN）
を登録してください。
･接続先（APN）については、プロバイダまたは
ネットワーク管理者にお問い合わせください。
･接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録と
考えられます。接続先の設定項目をFOMA端末電
話帳と比較すると、次のようになります。

･登録したcidはダイヤルアップ接続設定での接続
番号となります。

発信者番号の通知／非通知を設定する

発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する
際には十分にご注意ください。
･mopera U / moperaをご利用になる場合は、「通
知」に設定します。

＜cid＞：2、4～10の任意の番号を入力します。
“PPP”：そのまま“PPP”と入力します。
“APN”：接続先（APN）を“ ”で囲んで入力し

ます。

AT+CGDCONT=
すべての cid をリセットします。
･＜ cid ＞ =1 と 3 はお買い上げ時の設
定に戻り、＜ cid ＞ =2、4～ 10の設
定は未登録になります。

AT+CGDCONT=＜ cid ＞
特定の cid をリセットします。

接続先（APN）と登録番号（cid）について

お買い上げ時 設定なし

接続先の設定項目 FOMA端末電話帳の
登録項目

登録番号（cid） 登録番号（メモリ番号）
APN 相手の電話番号

つづく
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Windows XPの場合

1「パケット通信の接続先（APN）を設定
する」の操作1～5を行う ☛P15

2 パケット通信時の発信者番号の通知
（186）／非通知（184）を設定
「AT＊ DGPIR=＜ n＞」の形式で入力します。

■ ATコマンドを入力しても画面に表示されない
とき：ATE1
･詳細 ☛P28

3「OK」と表示されていることを確認し、
［ファイル］→「ハイパーターミナルの
終了」をクリック
･「現在、接続されています。切断してもよろし
いですか？」の表示後に［はい］をクリックし
ます。
･「“XXX”と名前付けされた接続を保存しますか
?」の表示後に［いいえ］をクリックします。

■ ダイヤルアップネットワークでの通知／非通知設
定について
ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先
の番号に「186」（通知）／「184」（非通知）を
付けられます。
AT＊DGPIRコマンド、ダイヤルアップネットワー
クの設定の両方で「186」（通知）／「184」（非
通知）の設定を行った場合、発信者番号の通知／非
通知は次のようになります。

･ AT＊DGPIRコマンドによる通知／非通知設定
を「設定なし」に戻すには、「AT＊ DGPIR=0」
と入力してください。

Windows XPで設定する

1［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー
ク接続」をクリック
「ネットワーク接続」画面が表示されます。

2「ネットワークタスク」の「新しい接続
を作成する」をクリック
「新しい接続ウィザード」画面が表示されます。

3［次へ］をクリック
ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示
されます。

4「インターネットに接続する」を選択z
［次へ］をクリック
準備画面が表示されます。

5「接続を手動でセットアップする」を選
択z［次へ］をクリック
インターネット接続画面が表示されます。

6「ダイヤルアップモデムを使用して接続
する」を選択z［次へ］をクリック
デバイスの選択画面が表示されます。
･インストールされているモデムが1台しかない
場合、デバイスの選択画面は表示されません。
操作8へ進みます。

7「モデム－FOMA D902iS（COMx）※1」
を選択z［次へ］をクリック
･「モデム－FOMA D902iS （COMx）※1」の
みチェックが入っていることを確認してくだ
さい。

※1：COMxの xはお使いのパソコンによって異な
ります。

AT＊ DGPIR=1
パケット通信確立時、接続先（APN）に
「184」を付けて接続します。

AT＊ DGPIR=2
パケット通信確立時、接続先（APN）に
「186」を付けて接続します。

例

AT＊DGPIRコマンドによる
通知／非通知設定

ダイヤルアップネット
ワークの設定（＜cid ＞ =3の場合）

設
定
な
し

非
通
知

通
知

＊99＊＊＊3# 通知 非通知 通知
184＊ 99＊＊＊3# 非通知
186＊ 99＊＊＊3# 通知

接続先を設定する

つづく
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8「ISP名」に任意の接続名を入力z［次
へ］をクリック

9「電話番号」に接続先の番号（半角文字）
を入力z［次へ］をクリック
■ パケット通信の場合：

＊99＊＊＊＜ cid ＞＃を入力します。
･＜cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）
を設定する」（☛P15）で登録したcid番号を
入力します。mopera Uは＊99＊＊＊3＃、
moperaは＊99＊＊＊1＃となります。

■ 64Kデータ通信の場合：
接続先の電話番号を入力します。
･mopera Uは＊8701、moperaは＊9601
を入力します。

10「ユーザー名」「パスワード」「パスワー
ドの確認入力」を入力 z 各項目を以下
のように設定z［次へ］をクリック
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」
については空欄でも接続できます。各項目を画
面のように設定し［次へ］をクリックします。

11［完了］をクリック
12設定内容を確認して［キャンセル］をク

リック
･ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを
行います。

1 作成した接続先アイコンを選択z「ファ
イル」→「プロパティ」をクリック

2［全般］タブの各項目の設定を確認
･複数のモデムがインストールされている場合
は、「接続方法」の「モデム－ FOMA D902iS
（COMx）※1」を選択します。
･「モデム－FOMA D902iS （COMx）※1」の
みチェックが入っていることを確認してくだ
さい。
※1：COMx の x はお使いのパソコンによって異

なります。
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ ）にしま
す。

TCP/IP プロトコルを設定する

つづく
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3［ネットワーク］タブをクリックz各項
目の設定を確認
･「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は
「PPP:Windows 95/98/NT4/2000,
Internet」に設定します。
･「この接続は次の項目を使用します」は、「イン
ターネット プロトコル（TCP/IP）」だけを選
択します。「QoSパケットスケジューラ」は設
定変更できませんので、そのままにしてくださ
い。

4［設定］をクリック

5 すべての項目を非選択（ ）にして
［OK］をクリック
接続先のプロパティ画面に戻ります。

6［OK］をクリック

Windows 2000で設定する

1［スタート］→「プログラム」→「アク
セサリ」→「通信」→「ネットワークと
ダイヤルアップ接続」をクリック
「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面が表
示されます。

2［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリック
「所在地情報」画面が表示されます。
･この画面は［新しい接続の作成］アイコンを初
めてダブルクリックしたときに表示されます。
2回目以降の場合は、操作5へ進みます。

3「市外局番」を入力z［OK］をクリック
「電話とモデムのオプション」画面が表示されま
す。

4［OK］をクリック
「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示さ
れます。

5［次へ］をクリック
ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示
されます。

6「インターネットにダイヤルアップ接続
する」を選択z［次へ］をクリック
「インターネット接続ウィザード」の開始画面が
表示されます。

7「インターネット接続を手動で設定する
か、またはローカルエリアネットワーク
（LAN）を使って接続します」を選択z
［次へ］をクリック
インターネット接続の設定選択画面が表示され
ます。

8「電話回線とモデムを使ってインター
ネットに接続します」を選択z［次へ］
をクリック
モデムの選択画面が表示されます。
･複数のモデムがインストールされていない場
合、この画面は表示されません。操作10に進
みます。

9「インターネットへの接続に使うモデム
を選択する」が「FOMA D902iS」に
設定されていることを確認して［次へ］
をクリック
インターネットアカウントの接続情報画面が表
示されます。
･「FOMA D902iS」に設定されていない場合
は、「FOMA D902iS」に設定してください。

10「電話番号」に接続先の番号（半角文字）
を入力z［詳細設定］をクリック
･「市外局番とダイヤル情報を使う」を非選択
（ ）にします。

接続先を設定する

つづく
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■ パケット通信の場合：
＊99＊＊＊＜ cid ＞＃を入力します。
･＜cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）
を設定する」（☛P15）で登録した cid 番号
を入力します。mopera Uは＊99＊＊＊3
＃、moperaは＊99＊＊＊1＃となります。

■ 64Kデータ通信の場合：
接続先の電話番号を入力します。
･mopera Uは＊8701、moperaは＊9601
を入力します。

11［接続］タブの各項目を以下のように設
定

12［アドレス］タブをクリックz各項目を
以下のように設定

13［OK］をクリック
インターネットアカウントの接続情報画面に戻
ります。

14［次へ］をクリック
インターネットアカウントのログオン情報画面
が表示されます。

15「ユーザー名」と「パスワード」を入力
z［次へ］をクリック
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でも接続
できます。入力されていないことを確認する画
面が表示されたら、［はい］をクリックします。

16「接続名」に任意の接続名を入力z［次
へ］をクリック

17「いいえ」を選択z［次へ］をクリック

18［完了］をクリック
「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻
ります。

つづく
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1 作成した接続先アイコンを選択z「ファ
イル」→「プロパティ」をクリック

2［全般］タブの各項目の設定を確認
･複数のモデムがインストールされている場合
は、「接続の方法」の「モデム－ FOMA D902iS
（COMx）※1」を選択します。
モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項
目が初期化されますので、再度接続先電話番号
を入力してください。
･「モデム－ FOMA D902iS（COMx）※ 1」の
みチェックが入っていることを確認してくだ
さい。
※1：COMx の x はお使いのパソコンによって異

なります。
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ ）にしま
す。

3［ネットワーク］タブをクリックz各項
目の設定を確認
･「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は
「PPP: Windows 95/98/NT4/2000,
Internet」に設定します。
･コンポーネントは「インターネット プロトコル
（TCP/IP）」だけを選択します。

4［設定］をクリック

5 すべての項目を非選択（ ）にして
［OK］をクリック
接続先のプロパティ画面に戻ります。

6［OK］をクリック

Windows Meで設定する

･Windows 98 の設定方法も同じです。

1［スタート］→「プログラム」→「アク
セサリ」→「通信」→「ダイヤルアップ
ネットワーク」をクリック
「ダイヤルアップネットワークへようこそ」画面
が表示されます。
･この画面は「ダイヤルアップネットワーク」を
初めて選択したときに表示されます。2回目以
降の場合は、操作3へ進みます。

TCP/IP プロトコルを設定する

接続先を設定する

つづく
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2［次へ］をクリック
「ダイヤルアップネットワーク」画面が表示され
ます。

3［新しい接続］アイコンをダブルクリッ
ク

4「接続名」に任意の接続名を入力z［次
へ］をクリック
･「モデムの選択」が「FOMA D902iS」に設定
されていることを確認してください。設定され
ていない場合は、「FOMA D902iS」に設定し
ます。

5 接続先の番号（半角文字）を入力z［次
へ］をクリック
■ パケット通信の場合：

＊99＊＊＊＜ cid ＞＃を入力します。
･＜cid＞には、「パケット通信の接続先（APN）
を設定する」（☛P15）で登録したcid番号を
入力します。mopera Uは＊99＊＊＊3＃、
moperaは＊99＊＊＊1＃となります。

■ 64Kデータ通信の場合：
接続先の電話番号を入力します。
･mopera Uは＊8701、moperaは＊9601
を入力します。
･「市外局番」には何も入力しません。

6 接続先名を確認z［完了］をクリック

1 作成した接続先アイコンを選択z「フ
ァイル」→「プロパティ」をクリック

2［全般］タブの各項目の設定を確認
･「市外局番とダイヤルのプロパティを使う」を
非選択（ ）にします。
･「接続方法」が「FOMA D902iS」に設定され
ていることを確認してください。設定されてい
ない場合は、「FOMA D902iS」に設定します。

TCP/IP プロトコルを設定する

つづく
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3［ネットワーク］タブをクリックz各項
目の設定を確認
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は
「PPP:インターネット、Windows2000/NT、
Windows Me」に設定します。
･「詳細オプション」はすべて非選択（ ）にし
ます。
･「使用できるネットワーク プロトコル」は
「TCP/IP」だけを選択します。

4［セキュリティ］タブをクリックz「ユ
ーザー名」と「パスワード」を入力し、
［OK］をクリック
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でも接続
できます。

Windows 98で設定する

Windows Me の設定方法と同じです。☛P21

1「Windows Meで設定する」の「TCP/
IP プロトコルを設定する」の操作 1 ～
2を行う ☛P22

2［サーバーの種類］タブをクリックz各
項目の設定を確認
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は、「PPP:
インターネット、Windows NT Server、
Windows 98」に設定します。
･「詳細オプション」はすべて非選択（ ）にし
ます。
･「使用できるネットワーク プロトコル」は
「TCP/IP」だけを選択します。

3［OK］をクリック

接続先を設定する

TCP/IP プロトコルを設定する
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ダイヤルアップ接続する

パケット通信／64Kデータ通信のダイヤルアップ接
続を行う方法について説明します。

Windows XPの場合

1 FOMA端末とパソコンを接続する
☛P3

2［スタート］→「すべてのプログラム」→
「アクセサリ」→「通信」→「ネットワー
ク接続」をクリック
「ネットワーク接続」画面が表示されます。
･Windows 2000、Me、98の場合は、［スター
ト］→「プログラム」→「アクセサリ」→「通
信」→「ネットワークとダイヤルアップ接続」
（Windows Me、98 の場合は「ダイヤルアッ
プネットワーク」）の順にクリックします。

3 接続先のアイコンをダブルクリック

4 各項目を確認して［ダイヤル］をクリッ
ク
･Windows Me、98の場合は、各項目を確認し
て、[ 接続 ] をクリックします。
･「ダイヤル」または「電話番号」には、ダイヤ
ルアップネットワークに設定した接続先の番
号が表示されます。
･接続先がmopera U / moperaの場合は、「ユー
ザー名」「パスワード」については空欄でも接続
できます。

ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があ
ります。確実に切断するには、次の操作を行ってく
ださい。

1 タスクトレイの をクリック
･Windows Me、98 の場合はダブルクリックし
ます。

2［切断］をクリック

例

通信を切断するには
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ATコマンド

ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の各機
能を設定するためのコマンド（命令）です。
FOMA端末は、ATコマンドに準拠しさらに拡張
コマンドの一部や独自のATコマンドをサポート
しています。

ATコマンドについて

■ ATコマンドの入力形式
ATコマンドは、コマンドの先頭に「AT」を付け
て入力します。半角英数字で入力してください。
次に入力例を示します。

AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字
や記号）を含めて、1 行で入力します。1 行とは
最初の文字から を押した直前までの文字のこ
とで、160文字（「AT」含む）まで入力できます。

■ ATコマンドの入力モード
ATコマンドでFOMA端末を操作する場合は、パ
ソコンをターミナルモードにしてください。
ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端
末（ターミナル）のように動作させるモードです。
キーボードから入力した文字が通信ポートに接続
されている機器や回線に送られます。
･オフラインモード
FOMA端末が待受の状態です。通常ATコマンド
でFOMA端末を操作する場合は、この状態で行
います。
･オンラインデータモード
FOMA端末が通信中の状態です。この状態のと
きにATコマンドを入力すると、送られてきた文
字をそのまま通信先に送信して、通信先のモデ
ムを誤動作させることがあります。通信中はAT
コマンドを入力しないでください。
･オンラインコマンドモード
FOMA端末が通信中の状態でも、ATコマンドで
FOMA 端末を操作できる状態です。その場合、
通信先との接続を維持したまま AT コマンドを
実行し、終了すると再び通信を続けられます。

オンラインデータモードとオンラインコマ
ンドモードを切り替える

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンライ
ンコマンドモードに切り替えるには、次の方法があ
ります。
･「+++」コマンドまたは「S2」レジスタに設定し
たコードを入力します。
･「AT&D1」に設定されているときに、RS-232C※1
のER信号をOFFにします。
オンラインコマンドモードからオンラインデータ
モードに切り替えるには、「ATO 」と入力します。

※1：USBインタフェースにより、RS-232Cの信号線
がエミュレートされていますので、通信アプリ
ケーションによるRS-232Cの信号線制御が有効
になります。

ATD＊ 99＊＊＊3#
Enterキーを押しますパラメータコマンド
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ATコマンド一覧

･ AT コマンド入力時に、使用している PC や通信ソフトのフォント設定により、「￥」を入力しても
「\」と表示される場合があります。
･ FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあります。
･ここで説明するのは FOMA D902iS Modem Port で使用できるATコマンドです。

※1 ：AT&Fコマンドで設定が初期化されます。
※2 ：AT&Wコマンドで FOMA端末に記憶でき、ATZコマンドで復元できます。
「なし」：表示コマンド、テストコマンドがないATコマンドです。
［　］ ：省略できるパラメータです。

コマンド 概要・パラメータ
AT%V FOMA端末のバージョンを「Verx.xx」の形式で表示します。

例 設定 AT%V 表示 なし テスト なし
AT&C[n] DTEへの回路CD信号の動作条件を選択します。

n=0: 回路 CD信号を常にONにします。（パラメータ省略時）
n=1: 回路 CD信号は相手モデムの状態に従って変化します。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 AT&C1 表示 なし テスト なし
AT&D[n] オンラインデータモードの場合に、DTEから受け取る回路ER信号がONからOFFに変わったとき

の動作を設定します。
n=0:ER信号の状態を無視します（常にON）。（パラメータ省略時）
n=1:ER信号がONからOFFに変わるとオンラインコマンドモードになります。
n=2:ER信号がONからOFFに変わると回線を切断し、オフラインモードになります。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 AT&D1 表示 なし テスト なし
AT&E[n] 接続時の速度表示仕様を選択します。

ATXコマンドが n=0以外の場合に有効です。
n=0：無線区間通信速度を表示します。
n=1：パソコンと FOMA端末間の通信速度を表示します。(お買い上げ時 )

※ 1、※2 例 設定 AT&E1 表示 なし テスト なし
AT&F[0] FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。着信中に実行すると、着信には影響を与えずに、

FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。通信中は通信を切断（「NO CARRIER」を表示）し
てからお買い上げ時の状態に戻します。

例 設定 AT&F0 表示 なし テスト なし
AT&S[n] FOMA端末の出力するDR信号の制御を設定します。

n=0: 常にONにします。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 回線接続時にDR信号をONにします。

※1、※2 例 設定 AT&S0 表示 なし テスト なし
AT&W[0] 現在の設定値を FOMA端末に書き込みます。

例 設定 AT&W0 表示 なし テスト なし
AT＊DANTE 電波の強さ（受信レベル）を「＊DANTE:m」の形式で表示します。

m=0: 圏外　m=1～ 3:FOMA端末に表示されるアンテナの本数（m=1：0本または1本）
例 設定 AT＊DANTE 表示 AT＊DANTE? テスト AT＊DANTE=?

AT＊DGANSM=n パケット着信呼に対して、着信拒否、着信許可を設定します。
n=0: 着信拒否設定と着信許可設定をOFFにします。（お買い上げ時）
n=1: 着信拒否設定をONにします。　n=2: 着信許可設定をONにします。

例 設定 AT＊DGANSM=0 表示 AT＊DGANSM? テスト AT＊DGANSM=?
AT＊DGAPL=n[,cid] パケット着信呼に対して、着信を許可する接続先 (APN) を設定します。APNは「+CGDCONT」で

定義された cid パラメータを使用します。
n=0:cid で定義されたAPNを着信許可リストへ追加します。
n=1:cid で定義されたAPNを着信許可リストから削除します。
cid パラメータを省略すると、すべての cid を追加または削除します。

例 設定 AT＊DGAPL=0,1 表示 AT＊DGAPL? テスト AT＊DGAPL=?
AT＊DGARL=n[,cid] パケット着信呼に対して、着信を拒否する接続先 (APN) を設定します。APNは「+CGDCONT」で

定義された cid パラメータを使用します。
n=0:cid で定義されたAPNを着信拒否リストへ追加します。
n=1:cid で定義されたAPNを着信拒否リストから削除します。
cid パラメータを省略すると、すべての cid を追加または削除します。

例 設定 AT＊DGARL=0,1 表示 AT＊DGARL? テスト AT＊DGARL=?

つづく
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AT＊DGPIR=n パケット通信時の番号通知、非通知を設定します。発信時、着信時に有効です。
n=0: パケット通信確立時に、APNをそのまま使用します。（お買い上げ時）
n=1: パケット通信確立時に、APNに「184」を付けます。
n=2: パケット通信確立時に、APNに「186」を付けます。

例 設定 AT＊DGPIR=0 表示 AT＊DGPIR? テスト AT＊DGPIR=?
AT＊DRPW 受信電力指標を「＊DRPW:m」の形式で表示します。m:0～ 75

例 設定 AT＊DRPW 表示 なし テスト AT＊DRPW=?
+++ FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えます。エスケープ

ガード区間は、1秒間の固定です。
例 設定 +++ 表示 なし テスト なし

AT+CEER 直前の通信の切断理由を表示します。☛P30
例 設定 AT+CEER 表示 なし テスト AT+CEER=?

AT+CGDCONT パケット通信時の接続先 (APN) を設定します。☛P30
AT+CGEQMIN パケット通信確立時に、ネットワーク側から通知される QoS（サービス品質）を許容するかどうか

の判定基準を登録します。☛P30
AT+CGEQREQ パケット通信の発信時にネットワークへ要求するQoS（サービス品質）を設定します。☛P31
AT+CGMR FOMA端末のバージョンを16桁の数字で表示します。

例 設定 AT+CGMR 表示 なし テスト AT+CGMR=?
AT+CGREG=[n] ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。通知される内容は、圏内または圏外です。

n=0: 通知しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 通知します。「+CGREG:n,stat」の形式で通知されます。

stat=0: 圏外　stat=1: 圏内 (home)　stat=4: 不明　stat=5: 圏内 (visitor)
※ 1、※2 例 設定 AT+CGREG=1 表示 AT+CGREG? テスト AT+CGREG=?
AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表示します。

例 設定 AT+CGSN 表示 なし テスト AT+CGSN=?
AT+CLIP=[n] 64Kデータ通信の着信時に、相手の発信者番号をパソコンに表示します。

n=0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 表示します。
AT+CLIP? を入力すると、「+CLIP:n,m」が表示されます。

m=0: 発信時に相手に発信者番号を通知しないネットワーク設定
m=1: 発信時に相手に発信者番号を通知するネットワーク設定　m=2: 不明

※1、※2 例 設定 AT+CLIP=0 表示 AT+CLIP? テスト AT+CLIP=?
AT+CLIR=[n] 64Kデータ通信の発信時に、電話番号を相手に通知するかどうかを設定します。

n=0: サービス契約の設定に従います。（パラメータ省略時）　n=1: 通知しません。
n=2: 通知します。（お買い上げ時）
AT+CLIR? を入力すると、「+CLIR:n,m」を表示します。

m=0:CLIR が起動していません。（常時通知）　m=1:CLIR が起動しています。（常時非通知）
m=2: 不明　m=3:CLIR テンポラリーモード（非通知デフォルト）
m=4:CLIR テンポラリーモード（通知デフォルト）

例 設定 AT+CLIR=0 表示 AT+CLIR? テスト AT+CLIR=?
AT+CMEE=[n] FOMA端末のエラーレポートの形式を設定します。☛P30

n=0:「ERROR」を表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1:「+CME ERROR：xxxx」の形式（xxxx は数字）で表示します。
n=2:「+CME ERROR：xxxx」の形式（xxxx は文字）で表示します。

※1、※2 例 設定 AT+CMEE=0 表示 AT+CMEE? テスト AT+CMEE=?
AT+CNUM FOMA端末の自局番号を表示します｡「+CNUM:, “number”,type」の形式で表示します。

number: 電話番号
type=129:「+81」を表示しません。　type=145:「+81」を表示します。

例 設定 AT+CNUM 表示 なし テスト AT+CNUM=?
AT+CR=[n] 回線接続時に「CONNECT」が表示される前に、通信の種別（パケット通信または 64K データ通

信）を表示するかどうかを設定します。
n=0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 表示します。「+CR:serv」の形式で表示します。

serv=SYNC:64Kデータ通信　serv=GPRS: パケット通信
※1、※2 例 設定 AT+CR=0 表示 AT+CR? テスト AT+CR=?
AT+CRC=[n] 着信時に+CRING:type のリザルトコードを使用するかどうかを設定します。

n=0:+CRING:type のリザルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1:+CRING:type のリザルトコードを使用します。応答例は以下のとおりです。

パケット通信 … +CRING:GPRS “PPP”,,, “mopera.net”
64Kデータ通信… +CRING:SYNC

※ 1、※2 例 設定 AT+CRC=0 表示 AT+CRC? テスト AT+CRC=?

コマンド 概要・パラメータ

つづく
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AT+CREG=[n] 圏内／圏外情報を表示するかどうかを設定します。
n=0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）　n=1: 表示します。
AT+CREG?を入力すると、「+CREG:n,stat」の形式で表示します。

stat=0: 圏外　stat=1: 圏内 (home)　stat=4: 不明　stat=5: 圏内 (visitor)
※ 1、※2 例 設定 AT+CREG=0 表示 AT+CREG? テスト AT+CREG=?
AT+GMI FOMA端末の製造会社名を表示します。

例 設定 AT+GMI 表示 なし テスト AT+GMI=?
AT+GMM FOMA端末名を表示します。

例 設定 AT+GMM 表示 なし テスト AT+GMM=?
AT+GMR FOMA端末のバージョンを表示します。

例 設定 AT+GMR 表示 なし テスト AT+GMR=?
AT+IFC=[n,[m]] パソコンと FOMA端末間のローカルフロー制御方式を設定します。

nはDCE by DTEの制御を設定します。
n=0: フロー制御しません。　n=1:XON/XOFF フロー制御します。
n=2:RS/CS(RTS/CTS) フロー制御します。（お買い上げ時）

mはDTE by DCEの制御を設定します。省略するとDCE by DTE と同じ入力値になります。
m=0: フロー制御しません。　m=1:XON/XOFF フロー制御します。
m=2:RS/CS(RTS/CTS) フロー制御します。（お買い上げ時）

パラメータをすべて省略すると、AT+IFC=2,2 になります。
※1、※2 例 設定 AT+IFC=2,2 表示 AT+IFC? テスト AT+IFC=?
AT+WS46=[22] 発信時に FOMA端末が使用する無線ネットワークを設定します。
※1、※2 例 設定 AT+WS46=22 表示 AT+WS46? テスト AT+WS46=?
ATA パケット通信、64K データ通信の着信時に着信処理をします。パケット着信中には次のコマンドが

入力できます。
ATA184: 発信者番号通知なし着信　ATA186: 発信者番号通知あり着信

例 設定 ATA 表示 なし テスト なし
A/ 直前に実行したコマンドを再実行します。

例 設定 A/ 表示 なし テスト なし
ATD パケット通信または64Kデータ通信の発信をします。

・パケット通信…「ATD＊99＊＊＊cid#」の形式で入力します。cidパラメータを省略すると、cid=1
になります。
「ATD184 ＊ 99」で始まる形式で入力した場合、指定した cid パラメータの APN に対して 184
（発信者番号通知なし）が付加されます（186でも同様です）。
・64Kデータ通信…「ATD電話番号」の形式で入力します。
・リダイヤル発信…「ATDL」または「ATDN」の形式で入力します。

例 設定 ATD電話番号 表示 なし テスト なし
ATE[n] パソコンから送信された文字をエコーバックします。

n=0: エコーバックしません。（パラメータ省略時）
n=1: エコーバックします。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 ATE0 表示 なし テスト なし
ATH 通信を切断します。

例 設定 ATH 表示 なし テスト なし
ATI[n] 認識コードを表示します。

n=0:「NTT DoCoMo」と表示します。（パラメータ省略時）
n=1:FOMA端末の機種名を表示します。　n=2:FOMA端末のバージョンを表示します。

例 設定 ATI0 表示 なし テスト なし
ATO オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに移行します。

例 設定 ATO 表示 なし テスト なし
ATQ[n] パソコンにリザルトコードを表示するかどうかを設定します。

n=0: リザルトコードを表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: リザルトコードを表示しません。

※1、※2 例 設定 ATQ0 表示 なし テスト なし
ATV[n] リザルトコードの表示方法を設定します。

n=0: 数字で表示します。（パラメータ省略時）
n=1: 文字で表示します。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 ATV1 表示 なし テスト なし

コマンド 概要・パラメータ

つづく
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ATX[n] ビジートーン検出、ダイヤルトーン検出、通信速度表示を設定します。
n=0: ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示なし。（パラメータ省略時）
n=1: ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示あり。
n=2: ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、通信速度表示あり。
n=3: ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示あり。
n=4: ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、通信速度表示あり。（お買い上げ時）

※1、※2 例 設定 ATX1 表示 なし テスト なし
ATZ FOMA 端末の設定を AT&W で記憶させた不揮発メモリの内容に復元します。パケット通信または

64K データ通信の着信中に入力したときは、着信には影響を与えずに復元します。通信中に入力す
ると、通信を切断してから復元します。

例 設定 ATZ 表示 なし テスト なし
ATS0=[n] FOMA端末で自動着信するまでの呼出（RING）回数を設定します。

n=0: 自動着信しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）　n=1～ 255
※ 1、※2 例 設定 ATS0=0 表示 ATS0? テスト なし
ATS2=[n] エスケープキャラクタを設定します。

n=0～ 127（43: お買い上げ時、0: パラメータ省略時、127: エスケープ処理を無効にする）
※1 例 設定 ATS2=43 表示 ATS2? テスト なし
ATS3=[13] AT コマンドの文字列の最後を認識する復帰 (CR) キャラクタを設定します（設定値は変更できませ

ん）。エコーバックされたコマンド文字列とリザルトコードの最後に付けられます。
※1 例 設定 ATS3=13 表示 ATS3? テスト なし
ATS4=[10] 改行 (LF) キャラクタの設定をします（設定値は変更できません）。英文字でリザルトコードを表示す

る場合に、復帰 (CR) キャラクタの次に付けられます。
※1 例 設定 ATS4=10 表示 ATS4? テスト なし
ATS5=[8] AT コマンド入力中に、入力バッファの最後のキャラクタを削除するバックスペース (BS) キャラク

タを設定します（設定値は変更できません）。
※1 例 設定 ATS5=8 表示 ATS5? テスト なし
ATS6=[n] ダイヤルするまでのポーズ時間を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定されます

が、動作しません。
n=2～ 10：単位は秒。（5: お買い上げ時、パラメータ省略時）

※1 例 設定 ATS6=5 表示 ATS6? テスト なし
ATS8=[n] カンマダイヤル機能（ポーズ時間）を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定され

ますが、ポーズ時間は3秒で固定です。
n=0～ 255：単位は秒。（3: お買い上げ時、0: パラメータ省略時）

※1 例 設定 ATS8=3 表示 ATS8? テスト なし
ATS10=[n] 自動切断までの遅延時間を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定されますが、動

作しません。
n=1～ 255：単位は1/10秒。（1: お買い上げ時、パラメータ省略時）

※1、※2 例 設定 ATS10=1 表示 ATS10? テスト なし
ATS30=[n] データ転送がなかった場合、通信を切断するまでの時間を設定します。64K データ通信の場合に有

効です。
n=1～ 255: 単位は分。　n=0: 切断しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）

※1 例 設定 ATS30=0 表示 ATS30? テスト なし
ATS103=[n] 着サブアドレスを付けて発信するときの区切りに使う記号を設定します。64K データ通信の場合に

有効です。
n=0: ＊（パラメータ省略時）　n=1:/（お買い上げ時）　n=2:￥

※ 1 例 設定 ATS103=0 表示 ATS103? テスト なし
ATS104=[n] 発サブアドレスを付けて発信するときの区切りに使う記号を設定します。64K データ通信の場合に

有効です。
n=0:#（パラメータ省略時）　n=1:%（お買い上げ時）　n=2:&

※ 1 例 設定 ATS104=0 表示 ATS104? テスト なし
AT￥S コマンドの設定内容とSレジスタを表示します。

例 設定 AT￥S 表示 なし テスト なし
AT￥V[n] 接続時に拡張リザルトコードを使用するかどうかを選択します。

ATXコマンドのパラメータが n=1～ 4の場合に有効です。
n=0: 拡張リザルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1: 拡張リザルトコードを使用します。

※1、※2 例 設定 AT￥V0 表示 なし テスト なし

コマンド 概要・パラメータ
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切断理由一覧

■ パケット通信

■ 64Kデータ通信

エラーレポート一覧

ATコマンドの補足説明

■ コマンド名：AT+CGDCONT=［パラメータ］
パケット発信時の接続先（APN）を設定します。

書式
AT+CGDCONT＝［＜ cid ＞［，"PPP"［，" ＜
APN＞ "］］］

パラメータ説明
＜ cid ＞：1～ 10
お買い上げ時、cid1には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」が登録されています。

＜APN＞：任意

実行例
「abc」というAPN名を登録する場合のコマンド
（＜ cid ＞ =2の場合）
AT+CGDCONT=2，"PPP"，"abc"

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGDCONT=
すべての＜ cid ＞の設定をクリアします。ただ
し、「＜ cid ＞ =1」と「＜ cid ＞ =3」の設定
はお買い上げ時の状態に再設定されます。

AT+CGDCONT=＜ cid ＞
指定された＜ cid ＞の設定をクリアします。た
だし、「＜ cid ＞ =1」と「＜ cid ＞ =3」の設
定はお買い上げ時の状態に再設定されます。

AT+CGDCONT=？
設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGDCONT？
現在の設定値を表示します。

■ コマンド名：AT+CGEQMIN=[ パラメータ ]
PPP パケット通信確立時にネットワーク側から
通知されるQoS（サービス品質）を許容するかど
うかの判定基準値を登録します。

書式
AT+CGEQMIN=[ ＜ cid ＞［，，＜ Maximum
bitrate UL ＞［，＜Maximum bitrate DL ＞］］］

パラメータ説明
＜ cid ＞：1～10
お買い上げ時、cid1には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」が登録されています。

＜Maximum bitrate UL ＞：なしまたは64
＜Maximum bitrate DL ＞：なしまたは384
「Maximum bitrate UL」および「Maximum
bitrate DL」では、FOMA 端末と基地局間の
上りおよび下りの最低通信速度（kbps）を設定
します。「なし（お買い上げ時）」に設定した場
合は、すべての速度を許容しますが、「64」お
よび「384」を設定した場合、これらの速度以
下の接続は許容されないため、パケット通信が
接続されない場合がありますのでご注意くださ
い。

実行例
（1）上り／下りすべての速度を許容する場合のコ

マンド（＜ cid ＞ =2の場合）
AT+CGEQMIN=2

（2）上り64kbps／下り384kbpsの速度のみ許
容する場合のコマンド（＜ cid ＞ =4の場合）
AT+CGEQMIN=4,,64,384

（3）上り64kbps／下りすべての速度のみ許容す
る場合のコマンド（＜ cid ＞ =5の場合）
AT+CGEQMIN=5,,64

（4）上りすべての速度／下り 384kbps の速度の
み許容する場合のコマンド（＜ cid ＞ =6 の
場合）
AT+CGEQMIN=6,,,384

値 理　由
27 APNが存在しない、または正しくありません。
30 ネットワークによって切断されました。
33 パケット通信の契約がされていません。
36 正常に切断されました。

値 理　由
1 指定した番号は存在しません。
16 正常に切断されました。
17 相手側が通信中のため、通信ができません。
18 発信しましたが、指定時間内に応答がありません

でした。
19 相手を呼び出しましたが応答がありません。
21 相手側が着信を拒否しました。
63 ネットワークのサービスおよびオプションが有

効ではありません。
65 提供されていない処理速度を指定しました。
88 端末属性の異なる端末に発信した、または着信を

受けました。

数字
表示 文字表示 理　由

10 SIM not
inserted

FOMAカードがセットされていま
せん。

15 SIM
wrong

FOMAカード以外のSIM（FOMA
カードに相当するICカード）が挿
入されています。

16 incorrect 
password

パスワードが間違っています。

100 unknown 不明なエラーです。

つづく



31

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQMIN=
すべての＜ cid ＞の設定をクリアします。

AT+CGEQMIN=＜ cid ＞
指定された＜ cid ＞をお買い上げ時の状態に戻
します。

AT+CGEQMIN=？
設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGEQMIN？
現在の設定を表示します。

■ コマンド名：AT+CGEQREQ=［パラメータ］
PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要
求するQoS（サービス品質）を設定します。

書式
AT+CGEQREQ=[ ＜ cid ＞］

パラメータ説明
上り 64kbps ／下り 384kbps の速度で接続を
要求するコマンドのみ設定可能です。各 cid には
その内容がお買い上げ時に設定されています。
＜ cid ＞：1～ 10
お買い上げ時、cid1には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」が登録されています。

実行例
（＜ cid ＞ =2の場合）
AT+CGEQREQ=2

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQREQ=
すべての＜ cid ＞をお買い上げ時の状態に戻し
ます。

AT+CGEQREQ=＜ cid ＞
指定された＜ cid ＞をお買い上げ時の状態に戻
します。

AT+CGEQREQ=？
設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGEQREQ？
現在の設定を表示します。

リザルトコード

･ ATV［n］コマンド（☛P28）がn=1に設定され
ている場合には文字表示（初期値）、n=0に設定さ
れている場合には数字表示でリザルトコードが表
示されます。

■ リザルトコード

■ 拡張リザルトコード

おしらせ
おしらせ

●従来のRS-232Cで接続するモデムとのパソコンで
の処理上の互換性を保つため通信速度の表示はしま
すが、FOMA端末－PC間はFOMA USB接続ケー
ブル（別売）で接続されているため、実際の接続速
度と異なります。

数字
表示 文字表示 意　味

0 OK 正常に実行しました。
1 CONNECT 相手と接続しました。
2 RING 着信が来ています。
3 NO CARRIER 回線が切断されました。
4 ERROR コマンドを受付られません。
6 NO 

DIALTONE
ダイヤルトーンの検出ができ
ません。

7 BUSY 話中音の検出中です。
8 NO ANSWER 接続完了タイムアウトしまし

た。
100 RESTRICTION 通信ネットワークが混雑して

います。しばらくしてから接続
し直してください。

101 DELAYED リダイヤル発信規制中です。

数字表示 文字表示 FOMA端末－
パソコン間の接続速度

5 CONNECT 1200 1200bps
10 CONNECT 2400 2400bps
11 CONNECT 4800 4800bps
13 CONNECT 7200 7200bps
12 CONNECT 9600 9600bps
15 CONNECT 14400 14400bps
16 CONNECT 19200 19200bps
17 CONNECT 38400 38400bps
18 CONNECT 57600 57600bps
19 CONNECT 115200 115200bps
20 CONNECT 230400 230400bps
21 CONNECT 460800 460800bps

つづく
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■ 通信プロトコルリザルトコード

■ リザルトコード表示例
ATX 0 が設定されている場合
AT￥Vコマンド（☛P29）の設定に関わらず、接
続完了の際にCONNECTのみの表示となります。

ATX 1 が設定されている場合
･ ATX1、AT￥V0が設定されている場合（初期値）
接続完了のときに、CONNECT＜FOMA端末－
PC間の速度＞の書式で表示します。

･ ATX1、AT￥V1が設定されている場合※1
接続完了のときに、以下のように表示します。

※1：ATX1、AT￥V1を同時に設定した場合、ダ
イヤルアップ接続が正しくできない場合があ
ります。
ATX1、AT￥V0 を設定した状態（初期値）
でのご利用をおすすめします。

数字
表示 文字表示 意　味

1 PPPoverUD 64Kデータ通信で接続
2 AV32K AV（テレビ電話）［32K］で接続
3 AV64K AV（テレビ電話）［64K］で接続
5 PACKET パケット通信で接続

文字表示例：ATD＊ 99＊＊＊3#
CONNECT（数字表示の場合は
「1」）

文字表示例：ATD＊ 99＊＊＊3#
CONNECT 460800（数字表示
の場合は「1 21」）

文字表示例：ATD＊ 99＊＊＊3#
CONNECT 460800 PACKET
mopera.net/64/384（数字表
示の場合は「1 21 5」）

FOMA 端末ーPC 間速度 460800bps で、
mopera.net に、上り最大64kbps、下り最大
384kbps で接続したことを表します。
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